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近
代
日
本
に
お
け
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罪
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定
（
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井
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近
代
日
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日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
一
七
六
）

は
じ
め
に

│
内
乱
罪
の
分
離

古
く
唐
律
は
、
社
稷
を
危
う
く
せ
ん
と
謀
る
謀
反
を
一
〇
悪
の
筆
頭
に
掲
げ
て
、
謀
反
と
い
う
罪
が
全
犯
罪
の
う
ち
最
悪
の
も
の
た
る

こ
と
を
示
し
た
。
社
稷
の
語
は
直
接
皇
帝
と
い
う
尊
号
を
さ
す
の
を
憚
っ
た
も
の
で
あ
る
。
唐
律
に
お
い
て
は
、
謀
反
は
皇
帝
そ
の
人
に

対
す
る
攻
撃
の
み
な
ら
ず
、
皇
帝
の
位
（
現
王
朝
）
に
対
す
る
攻
撃
を
含
ん
で
い
た
。
す
な
わ
ち
、
君
主
の
概
念
と
王
朝
の
概
念
が
区
別

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
謀
反
は
近
代
刑
法
学
の
い
う
大
逆
罪
と
内
乱
罪
の
二
つ
を
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

目
を
中
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
転
じ
る
と
、
一
三
五
一
年
の
反
逆
法
は
、
公
然
た
る
行
為
に
よ
り
国
王
殺
害
の
意
思
を
示
す
こ
と
、
国
王

に
対
し
て
戦
い
を
し
か
け
る
こ
と
、
国
王
の
敵
対
者
に
追
随
す
る
こ
と
、
主
と
し
て
こ
れ
ら
の
事
項
を
反
逆
罪
と
定
め
た
（
1
）

。
こ
の
反
逆
法

に
お
い
て
、
王
朝
（
プ
ラ
ン
タ
ジ
ネ
ッ
ト
朝
）
の
存
立
が
国
王
そ
の
人
の
安
全
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
君
主

と
王
朝
は
概
念
上
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。

一
方
、
一
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
犯
罪
は
、
神
に
対
す
る
不
敬
罪
、
人
に
対
す
る
不
敬
罪
、
私
人
に
対
す
る
犯
罪
の
三
群

に
区
分
さ
れ
た
。
こ
の
人
に
対
す
る
不
敬
罪
（
君
主
に
対
す
る
反
逆
罪
と
混
同
さ
れ
て
い
た
）
が
さ
ら
に
二
類
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
第
一

類
は
国
王
や
そ
の
家
族
の
殺
害
・
殺
害
未
遂
と
、
国
家
（
ブ
ル
ボ
ン
朝
）
の
主
権
お
よ
び
安
全
に
対
す
る
侵
犯
の
二
者
を
含
ん
で
い
た
と

い
う
（
2
）

。
こ
こ
で
も
、
君
主
と
国
家
（
な
い
し
は
王
朝
）
は
い
わ
ば
一
つ
に
括
ら
れ
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
後
、
立
憲
君
主
制
下
の
一
七
九
一
年
刑
法
は
、
初
め
て
君
主
と
国
家
を
は
っ
き
り
区
別
し
た
。
国
境
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア

や
プ
ロ
イ
セ
ン
の
軍
靴
の
音
が
迫
る
中
で
、
こ
の
刑
法
は
大
逆
罪
を
含
む
全
犯
罪
中
、
外
患
罪
を
一
番
敵
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
（
3
）

。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
一
八
一
〇
年
刑
法
も
、
七
月
王
政
下
の
一
八
三
二
年
の
改
正
法
も
、
同
じ
く
国
家
の
外
的
安
全
を
内
的
安
全

二



近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定
（
新
井
）

（
一
七
七
）

よ
り
重
視
し
た
。
そ
の
上
で
こ
の
改
正
法
は
、
大
逆
罪
と
一
括
り
の
も
の
と
し
て
、
政
府
の
顛
覆
・
王
位
継
承
順
序
の
変
更
・
王
権
へ
の

反
抗
を
目
的
と
す
る
内
乱
罪
を
お
き
、
第
二
帝
政
下
の
一
八
五
三
年
の
改
正
法
も
、
一
八
三
二
年
改
正
法
の
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
内
容
を

大
き
く
修
正
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
（
4
）

。

フ
ラ
ン
ス
刑
法
（
一
八
五
三
年
の
改
正
法
）
の
問
題
の
箇
所
は
、
第
三
部
、
第
一
編
、
第
一
章
、
第
二
節
、
第
一
款
の
冒
頭
二
箇
条
で

あ
る
。
第
三
部
重
罪
・
軽
罪
お
よ
び
そ
の
処
罰
、
第
一
編
公
事
に
対
す
る
重
罪
・
軽
罪
、
第
一
章
国
家
の
安
寧
に
対
す
る
重
罪
・
軽
罪
の

う
ち
、
第
一
節
が
国
家
の
外
部
安
寧
に
対
す
る
重
罪
・
軽
罪
、
第
二
節
が
国
家
の
内
部
安
寧
に
対
す
る
重
罪
、
第
二
節
の
第
一
款
「
皇
帝

及
皇
室
ニ
対
ス
ル
危
害
及
陰
謀
」
の
冒
頭
が
そ
れ
で
あ
る
（
5
）

。

○
フ
ラ
ン
ス
刑
法

第
八
十
六
条　

皇
帝
ノ
生
命
若
ハ
身
体
ニ
対
ス
ル
危
害
ハ
殺
親
罪
ノ
刑
ニ
処
ス

　

第
二
項
以
下　

略
（
皇
族
の
生
命
・
身
体
に
対
す
る
危
害
、
皇
帝
・
皇
族
に
対
す
る
不
敬
）

第
八
十
七
条　

政
府
又
ハ
帝
位
継
承
ノ
順
位
ヲ
顛
覆
シ
若
ハ
之
ヲ
変
更
シ
又
ハ
公
民
若
ハ
住
民
ヲ
煽
動
シ
テ
皇
帝
ノ
権
力
ニ
対
シ
武

器
ヲ
執
ラ
シ
ム
ル
ヲ
目
的
ト
ス
ル
危
害
ハ
隔
離
流
刑
ニ
処
ス

（
注
）
第
八
八
条
、
危
害
の
定
義
。
第
八
九
条
、
第
八
六
条
・
第
八
七
条
の
予
備
・
陰
謀
。

ベ
ル
ギ
ー
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
独
立
し
た
の
は
、
一
八
三
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ザ
ク
セ
ン
か
ら
国
王
を
迎
え
、
立
憲
君
主
国
の
政
体
を

採
用
し
た
。
一
八
六
七
年
の
刑
法
は
、
こ
れ
も
大
逆
罪
と
内
乱
罪
を
一
括
り
に
し
て
配
置
し
た
。
こ
の
内
乱
罪
は
、
右
の
フ
ラ
ン
ス
刑
法

に
倣
い
そ
れ
を
修
正
し
て
、
憲
法
や
王
家
継
統
法
の
変
更
、
王
権
へ
の
反
抗
や
、
議
会
（
両
議
院
も
し
く
は
そ
の
一
院
）
の
顛
覆
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
る
（
6
）

。

三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
一
七
八
）

プ
ロ
イ
セ
ン
を
中
核
と
し
て
、
一
八
七
一
年
、
ド
イ
ツ
の
統
一
が
実
現
し
た
。
一
八
七
一
年
の
刑
法
（
一
八
七
〇
年
の
北
ド
イ
ツ
連
邦

刑
法
）
は
、
こ
れ
も
や
は
り
ド
イ
ツ
皇
帝
や
各
邦
君
主
に
対
す
る
大
逆
罪
と
、
ド
イ
ツ
帝
国
や
各
邦
の
憲
法
・
王
位
継
承
順
序
・
領
土
に

対
す
る
内
乱
罪
を
一
括
り
の
も
の
と
し
て
配
置
し
た
（
7
）

。
し
か
も
、
憲
法
や
王
位
継
承
順
序
の
変
更
、
領
土
の
分
割
は
、
概
念
上
は
大
逆
罪

に
包
摂
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
刑
法
典
は
、
こ
の
一
括
り
を
各
則
冒
頭
に
掲
げ
た
の
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
の
一
八
八
一
年
刑
法
や
、
イ
タ
リ
ア
の
一
八
八
九
年
刑
法
の
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
扱
い
も
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
や
ド
イ
ツ
刑
法

と
径
庭
が
な
い
（
8
）

。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
一
九
〇
〇
年
の
時
点
で
サ
ン
マ
リ
ノ
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
三
国
を
除
き
、
他
の
国
々
は
君
主
国
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
右
に
ざ
っ
と
一
瞥
し
た
幾
つ
か
の
刑
法
典
の
よ
う
に
、
他
の
国
々
の
刑
法
典
も
君
主
国
の
歴
史
を
ひ
き
ず
っ
て
い
た

と
想
像
さ
れ
る
。

さ
て
、
唐
律
に
戻
る
と
、
一
〇
悪
の
最
初
三
つ
は
、
①
謀
反
、
②
宗
廟
・
山
陵
・
宮
闕
を
毀
さ
ん
と
謀
る
謀
大
逆
、
③
国
に
背
き
偽
に

従
わ
ん
と
謀
る
謀
叛
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
が
罪
名
で
、
各
則
の
賊
盗
律
に
刑
罰
を
定
め
る
条
文
が
あ
る
。
そ
こ
で
賊
盗
律
を

開
く
と
、
第
一
条
が
謀
反
大
逆
条
で
、
同
条
は
①
②
を
括
っ
て
、
謀
反
（
謀
る
だ
け
で
）
お
よ
び
大
逆
（
実
行
に
移
す
と
）
は
皆
（
首
従

の
別
な
く
）
斬
に
処
す
る
と
定
め
て
い
る
。

時
代
が
下
る
と
、
明
律
も
、
清
律
も
、
こ
れ
ら
三
悪
の
罪
名
も
そ
れ
ぞ
れ
の
注
（
社
稷
を
危
う
く
せ
ん
と
謀
る
、
宗
廟
な
ど
を
毀
さ
ん

と
謀
る
、
と
い
う
構
成
要
件
）
も
修
正
す
る
こ
と
な
く
、
謀
反
大
逆
条
の
「
謀
反
大
逆
」
の
四
字
を
以
て
一
罪
と
し
、
謀
反
・
謀
大
逆
の

科
刑
上
の
区
別
を
な
く
し
、
謀
反
を
王
朝
へ
の
攻
撃
、
大
逆
を
皇
帝
へ
の
攻
撃
と
し
て
前
代
の
解
釈
を
大
き
く
変
更
し
た
（
9
）

。
こ
れ
は
、
律

の
条
文
の
字
面
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
解
釈
に
よ
り
君
主
と
王
朝
を
分
離
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
解
釈
が
近
世
日
本
に
入
っ
た
。
明
治
の
早
期
、
司
法
省
の
刑
法
草
案
編
纂
の
さ
い
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
国
事
犯
（
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

四



近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定
（
新
井
）

（
一
七
九
）

は
「
政
治
犯
」
と
表
現
し
た
）
の
死
刑
廃
止
を
力
説
す
る
（
10
）

一
方
、
天
皇
に
対
す
る
罪
を
フ
ラ
ン
ス
刑
法
の
殺
親
罪
の
刑
（
死
刑
）
に
倣
う

よ
う
主
張
し
た
た
め
、
編
纂
委
員
は
大
逆
罪
と
内
乱
罪
は
罪
質
が
異
な
る
と
し
て
、
二
つ
を
別
の
章
に
お
い
た
。
こ
の
方
針
を
刑
法
草
案

審
査
局
が
う
け
つ
い
だ
結
果
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
年
）
刑
法
は
、
大
逆
罪
・
内
乱
罪
を
二
章
に
わ
け
て
設
置
し
た
。

そ
れ
ま
で
新
律
綱
領
も
、
改
定
律
例
も
、
八
虐
（
中
国
の
一
〇
悪
）
を
掲
げ
ず
、
謀
反
大
逆
条
を
お
か
な
か
っ
た
。
明
治
一
三
年
刑
法

は
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
の
罪
刑
法
定
主
義
を
採
用
し
て
、
大
逆
罪
や
内
乱
罪
を
お
い
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
を
二
章
に
わ
け
て
お
い
た
の

は
、
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
刑
法
典
に
例
の
な
い
や
り
方
で
あ
る
。
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
こ
れ
は
、
大
逆
罪
と
い
う
一
括
り
の
犯
罪
の

中
か
ら
内
乱
罪
を
分
離
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
1
） Jam

es F
itzjam

es S
tephen, A

 H
istory of th

e C
rim

in
al L

aw
 of E

n
glan

d, 1883, vol. 2, p. 249.

（
2
） 

Ｒ
・
ガ
ロ
「
フ
ラ
ン
ス
近
代
の
刑
法
史
」
二
九
九
〜
三
〇
〇
頁
。
塙
浩
著
作
集
第
一
九
巻
『
フ
ラ
ン
ス
刑
事
法
史
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

所
収
。
塙
氏
の
翻
訳
の
原
典
は
、Jean R

ené G
arraud, T

raité th
éoriqu

e et pratiqu
e d

u
 d

roit pén
al fran

çais, 3éd., 1913.

（
3
） 

内
田
博
文
・
中
村
義
孝
訳
「
フ
ラ
ン
ス
一
七
九
一
年
刑
法
典
」（
立
命
館
法
学
第
九
六
号
、
一
九
七
一
年
）
五
五
頁
以
下
。

（
4
） 

さ
し
あ
た
り
、
司
法
資
料
第
二
五
八
号
（
一
九
三
九
年
）
の
『
仏
蘭
西
刑
法
典
』
二
一
頁
以
下
、
中
村
義
孝
編
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
法
典
史
料

集
成
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
七
八
頁
以
下
。

（
5
） 

前
掲
『
仏
蘭
西
刑
法
典
』
二
四
頁
。

（
6
） 

手
元
に
一
九
世
紀
の
ベ
ル
ギ
ー
刑
法
が
な
い
。
司
法
省
第
八
局
編
『
刑
法
表
』（
一
八
八
三
年
）
を
参
照
。
一
七
八
頁
、
一
八
〇
頁
。

（
7
） 

さ
し
あ
た
り
、
司
法
資
料
第
一
九
一
号
（
一
九
三
五
年
）
の
『
一
九
三
〇
年
独
逸
刑
法
草
案
並
に
現
行
独
逸
刑
法
典
』
一
九
六
頁
以
下
。

（
8
） 

日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
は
、
訳
者
不
詳
『
和
蘭
刑
法
』
や
曲
木
如
長
訳
『
伊
太
利
刑
法
』
を
所
蔵
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
司
法
省
が
印
刷
に

ふ
し
た
も
の
ら
し
い
。
前
者
の
発
行
年
は
不
明
、
後
者
は
一
九
〇
三
年
の
発
行
。

五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
一
八
〇
）

（
9
） 

明
律
・
清
律
に
お
け
る
解
釈
の
変
更
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
、
律
令
研
究
会
編
『
訳
註
日
本
律
令
』
第
五
巻
・
唐
律
疏
議
訳
註
篇
一
（
東
京

堂
出
版
、
一
九
七
九
年
）
三
五
〜
三
六
頁
。
こ
の
唐
律
疏
議
訳
註
篇
一
（
名
例
）
の
著
者
は
滋
賀
秀
三
氏
。

（
10
） 
七
月
王
政
下
一
八
三
二
年
の
改
正
法
は
、
第
八
七
条
の
法
定
刑
と
し
て
死
刑
を
お
い
た
。
第
二
共
和
制
下
一
八
四
八
年
二
月
二
六
日
の
布
告
が

一
般
的
に
国
事
犯
（
政
治
犯
）
の
死
刑
を
廃
止
し
た
と
い
う
（
オ
ル
ト
ラ
ン
著
・
井
上
正
一
訳
『
仏
国
刑
法
原
論
』
第
一
帙
上
巻
一
七
五
〜
一
七
七

頁
、
一
八
八
八
年
。
信
山
社
・
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
、
一
九
九
九
年
）。
こ
の
点
、
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
蜂
起
に
失
敗
し
た
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
（
後

の
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
）
が
北
フ
ラ
ン
ス
の
一
城
塞
に
終
身
禁
錮
に
処
せ
ら
れ
た
（
脱
獄
し
た
）
話
が
想
起
さ
れ
る
。

一　

大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定

新
律
綱
領
も
改
定
律
例
も
明
律
・
清
律
に
倣
い
な
が
ら
、
編
纂
時
の
政
治
事
情
か
ら
謀
反
や
謀
大
逆
な
ど
八
虐
を
掲
げ
ず
、
謀
反
大
逆

条
を
お
か
な
か
っ
た
。
明
治
一
三
年
刑
法
、
い
わ
ゆ
る
旧
刑
法
が
、
各
則
冒
頭
、
第
二
編
第
一
章
皇
室
に
対
す
る
罪
の
中
心
に
大
逆
罪
を

お
き
、
第
二
章
国
事
に
関
す
る
罪
の
第
一
節
内
乱
に
関
す
る
罪
と
し
て
内
乱
罪
を
お
い
た
の
は
、
政
治
事
情
へ
の
配
慮
よ
り
西
欧
刑
法
に

倣
う
必
要
性
が
勝
り
、
さ
ら
に
編
纂
者
ら
が
西
欧
刑
法
の
採
用
す
る
罪
刑
法
定
主
義
を
認
識
し
た
こ
と
に
よ
る
。

も
っ
と
も
、
大
逆
罪
と
い
う
語
は
、
旧
刑
法
の
ど
こ
を
探
し
て
も
み
あ
た
ら
な
い
。
第
一
一
六
条
の
天
皇
・
三
后
・
皇
太
子
に
対
し
て

危
害
を
加
え
、
ま
た
は
加
え
ん
と
し
た
行
為
を
、
明
律
・
清
律
の
解
釈
を
以
て
一
般
に
大
逆
（
罪
）
と
称
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
内
乱

罪
と
い
う
語
は
、
旧
刑
法
の
節
名
に
あ
り
、
第
一
二
一
条
の
構
成
要
件
の
中
に
政
府
を
顛
覆
し
、
ま
た
は
邦
土
を
僣
窃
し
、
そ
の
他
朝
憲

を
紊
乱
す
る
こ
と
を
目
的
と
な
し
「
内
乱
ヲ
起
シ
タ
ル
」
者
と
あ
る
。
旧
刑
法
が
名
付
け
親
で
あ
る
。

六



近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定
（
新
井
）

（
一
八
一
）

（
一
）
フ
ラ
ン
ス
法
の
模
倣

旧
刑
法
の
編
纂
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
九
月
、
司
法
省
が
刑
法
草
案
編
纂
委
員
を
お
い
て
緒
に
つ
い
た
。
こ
の
と
き
、
編
纂

の
一
助
と
し
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
フ
ラ
ン
ス
刑
法
を
講
義
さ
せ
た
。
し
か
し
、
独
力
の
編
纂
が
失
敗
し
、
翌
年
五
月
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

に
章
節
毎
の
原
案
を
提
出
さ
せ
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
編
纂
を
行
う
方
式
に
改
め
た
。
各
則
冒
頭
に
は
、
編
纂
委
員
が
希
望
し
て
天
皇
に

対
す
る
罪
を
お
く
こ
と
を
決
定
し
た
（
11
）

。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
原
案
中
、
最
初
の
三
箇
条
は
次
の
よ
う
で
あ
る
（
12
）

。

○
原
案
、
和
訳

第
一
条　

日
本
天
皇
、
皇
后
並
皇
太
子
ノ
身
体
ニ
対
シ
タ
ル
重
罪
又
ハ
軽
罪
ハ
卑
属
ノ
親
其
尊
属
ノ
親
ノ
一
人
ノ
身
体
ニ
対
シ
重
罪

又
ハ
軽
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
如
ク
第
○
○
条
ニ
従
ヒ
処
断
ス

第
二
条　

皇
威
ヲ
覆
ス
ヲ
目
的
ト
ナ
ス
重
罪
ハ
重
流
刑
并
○
○
円
ニ
至
ル
マ
テ
ノ
罰
金
ニ
処
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
三
条　

皇
嗣
ノ
順
序
（
正
確
に
は
、
皇
位
継
承
の
順
序
か
）
ヲ
換
ヘ
ル
ヲ
目
的
ト
ナ
ス
重
罪
ハ
軽
流
刑
并
○
○
円
ヨ
リ
○
○
円
ニ

至
ル
罰
金
ニ
処
ス

こ
れ
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
フ
ラ
ン
ス
刑
法
第
八
六
条
、
第
八
七
条
の
主
意
に
よ
り
起
草
し
た
も
の
で
、
一
目
み
て
わ
か
る
が
、
第
一
条

が
第
八
六
条
、
第
二
条
・
第
三
条
を
併
せ
て
第
八
七
条
に
対
応
し
て
い
る
。
第
二
条
に
つ
い
て
、
編
纂
委
員
を
代
表
し
て
鶴
田
皓
（
纂
集

長
）
が
皇
威
の
原
語
は
何
か
き
く
と
、
通
訳
を
務
め
る
名
村
泰
蔵
が
オ
ト
リ
テ
・
ア
ン
ペ
リ
ア
ル
だ
と
答
え
た
（
13
）

。
第
八
七
条
の
フ
ラ
ン
ス

語
（
前
掲
和
訳
に
は
「
皇
帝
ノ
権
力
」
と
あ
る
）
を
そ
の
ま
ま
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
同
条
の
政
府
顛
覆
を

削
除
し
た
こ
と
に
つ
い
て
「
日
本
は
皇
統
連
綿
の
国
体
に
付
、
其
政
府
を
覆
す
者
は
即
皇
威
を
覆
す
も
の
な
り
。
依
て
皇
威
を
覆
す
云
々

の
語
中
に
政
府
を
覆
す
云
々
の
こ
と
を
も
含
畜
す
る
も
の
と
為
し
之
を
省
き
た
る
訳
な
り
」
と
説
明
し
た
の
で
あ
る
（
14
）

。七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
一
八
二
）

し
か
し
、
編
纂
委
員
は
「
皇
威
ヲ
覆
ス
」
の
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
天
皇
を
殺
し
た
ら
、
天
皇
の
オ
ト
リ
テ
・
ア
ン
ペ
リ
ア
ル
を

滅
ぼ
し
、
そ
れ
は
第
二
条
の
罪
に
入
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
「
皇
威
の
原
語
は
天
皇
一
身
に

係
る
へ
き
に
あ
ら
す
。
其
系
統
に
迄
係
る
へ
き
も
の
な
り
」
と
答
え
た
後
、
そ
れ
な
ら
皇
朝
（
デ
ィ
ナ
ス
テ
ィ
）
を
覆
す
云
々
と
記
せ
ば

よ
い
と
教
え
た
（
15
）

。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
編
纂
委
員
は
第
一
章
に
つ
い
て
は
第
四
案
ま
で
作
成
し
た
。
こ
の
第
四
案
を
、
刑
法
草
案
第
一
稿
（
明
治
九
年
々
末

成
稿
）
の
各
則
第
一
章
と
し
た
（
16
）

。
章
名
は
「
天
皇
ノ
身
体
及
ヒ
主
権
ニ
対
ス
ル
ノ
罪
」
で
あ
る
。
原
案
の
第
一
条
は
第
一
一
八
条
「
天
皇

皇
后
及
ヒ
皇
太
子
ノ
身
体
ニ
対
シ
タ
ル
犯
罪
ハ
卑
属
ノ
親
其
尊
属
ノ
親
ノ
身
体
ニ
対
シ
テ
犯
シ
タ
ル
重
罪
軽
罪
ニ
同
シ
」
で
、
お
そ
ら
く

仏
文
は
元
の
第
一
条
と
同
じ
で
あ
る
。
原
案
の
第
二
条
・
第
三
条
は
、
第
一
二
〇
条
「
皇
室
（
デ
ィ
ナ
ス
テ
ィ
）
ヲ
顛
覆
シ
又
ハ
皇
権
ヲ

拒
絶
シ
若
ク
ハ
減
損
シ
又
ハ
皇
嗣
ノ
順
序
ヲ
紊
乱
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
為
ス
犯
罪
ハ
重
流
ニ
処
シ
且
五
千
円
以
下
ノ
罰
金
ヲ
附
加
ス
」
と

し
て
、
併
せ
て
一
条
に
纏
め
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
刑
法
草
案
第
一
稿
は
、
各
則
第
一
章
に
第
一
一
八
条
君
主
に
対
す
る
大
逆
の
罪
と
、
第
一
二
〇
条
王
朝
に
対
す
る
謀
反
の

罪
（
内
乱
罪
）
を
並
べ
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
フ
ラ
ン
ス
刑
法
第
八
七
条
の
グ
ヴ
ェ
ル
ヌ
マ
ン
の
語
を
回
避
し
、
デ
ィ
ナ
ス
テ
ィ
の
語
を

選
択
し
た
こ
と
に
よ
り
、
第
一
稿
の
定
め
る
内
乱
罪
は
、
母
法
（
17
）

よ
り
さ
ら
に
君
主
制
国
家
に
ふ
さ
わ
し
い
内
乱
罪
と
し
て
か
き
こ
ま
れ
た

の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
第
一
二
〇
条
内
乱
罪
の
刑
を
流
刑
に
止
め
る
こ
と
は
、
原
案
第
二
条
の
審
議
の
と
き
か
ら
、
編
纂
委
員
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

に
対
し
て
「
日
本
に
て
は
従
前
内
乱
を
起
し
た
る
罪
は
特
別
に
取
扱
ひ
、
総
て
死
刑
に
処
す
へ
き
こ
と
ゝ
為
す
。
故
に
今
後
と
雖
も
之
れ

に
死
刑
を
廃
し
流
刑
に
処
す
る
は
太
た
不
都
合
な
り
」
と
強
く
異
論
を
唱
え
た
。
し
か
し
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
は

八



近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定
（
新
井
）

（
一
八
三
）

政
治
犯
に
死
刑
を
科
さ
な
い
と
頑
強
に
主
張
し
た
た
め
、
編
纂
委
員
は
と
り
あ
え
ず
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
従
っ
た
の
で
あ
る
（
18
）

。

（
二
）
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
分
離

明
治
八
年
九
月
、
司
法
省
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
命
じ
て
、
刑
法
草
案
編
纂
委
員
に
フ
ラ
ン
ス
刑
法
を
講
義
さ
せ
た
。
こ
の
講
義
は
、
翌

九
年
五
月
ま
で
、
約
八
カ
月
続
い
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
ま
ず
、
編
纂
委
員
の
求
め
に
応
じ
て
刑
罰
論
を
展
開
し
た
。
そ
の
さ
い
、
今
回

編
纂
す
る
草
案
は
「
国
事
犯
と
通
常
の
犯
罪
と
を
区
別
す
へ
き
積
な
る
や
。
仏
国
に
て
は
通
常
の
犯
罪
に
比
す
れ
は
国
事
犯
の
者
に
於
て

其
取
扱
ひ
を
寛
宥
に
す
る
こ
と
あ
り
」
と
説
明
し
た
（
19
）

。
国
事
犯
と
い
う
の
は
（
近
代
刑
法
学
の
い
う
）
政
治
犯
の
こ
と
で
あ
る
（
20
）

。

政
治
犯
の
取
り
扱
い
（
処
分
）
を
寛
宥
に
す
る
と
い
う
の
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
第
七
五
条
「
仏
蘭
西
ニ
抗
敵
シ
テ
武
器
ヲ
所
持
セ
ル

仏
蘭
西
人
ハ
総
テ
死
刑
ニ
処
ス
」
に
つ
い
て
、
同
条
の
犯
罪
を
「
政
事
の
罪
と
為
す
時
は
死
刑
に
あ
ら
す
。
通
常
の
罪
と
為
す
時
は
死
刑

な
り
。
千
八
百
四
十
八
年
の
布
告
を
以
て
政
事
の
罪
に
死
刑
を
廃
せ
る
こ
と
は
国
民
一
般
皆
知
る
処
な
り
」
と
説
明
し
た
（
21
）

よ
う
に
、
政
治

犯
の
死
刑
廃
止
を
さ
し
て
い
た
。
こ
の
一
八
四
八
年
の
布
告
は
、
二
月
革
命
時
の
第
二
共
和
制
仮
政
府
の
布
告
の
こ
と
で
あ
る
（
22
）

。

こ
の
講
義
の
中
で
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
第
八
六
条
「
皇
帝
ノ
生
命
若
ハ
身
体
ニ
対
ス
ル
危
害
」
は
「
其
犯
罪
の
事
柄
は
極
重
き
も
の

な
れ
と
も
矢
張
通
常
の
罪
と
見
做
す
な
り
」
と
説
明
し
、
編
纂
委
員
が
こ
れ
は
国
事
犯
（
政
治
犯
）
で
は
な
い
の
か
と
き
く
の
を
、
通
常

犯
だ
と
し
て
退
け
た
（
23
）

。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
し
て
は
、
殺
親
罪
の
刑
（
死
刑
）
が
あ
る
以
上
、
皇
帝
に
対
す
る
ア
タ
ン
タ
（
侵
害
）
を
通
常

犯
だ
と
い
う
し
か
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
次
に
、
一
八
五
三
年
の
刑
法
改
正
時
を
ふ
り
返
り
、
皇
帝
に
対
す
る

ア
タ
ン
タ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
威
権
を
憚
っ
て
死
刑
を
廃
止
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
、
そ
の
時
の
議
論
は
二
説
あ
り
、
こ
の
ア
タ
ン
タ

を
国
事
犯
中
の
例
外
規
定
と
す
る
意
見
が
多
数
だ
っ
た
こ
と
を
、
詳
し
く
説
明
し
た
の
で
あ
る
（
24
）

。

九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
一
八
四
）

一
方
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
第
八
七
条
に
つ
い
て
「
第
八
十
七
条
は
醇
粋
の
国
事
犯
と
云
う
へ
き
も
の
な
り
。
国
事
犯
と
は
何
と
な
れ

は
政
府
を
覆
へ
し
政
体
を
一
変
せ
ん
と
す
る
こ
と
を
謀
る
も
の
な
り
。
例
へ
は
共
和
政
事
の
時
な
れ
は
王
政
と
為
さ
ん
と
し
、
王
政
の
時

な
れ
は
共
和
政
事
と
為
さ
ん
と
す
る
等
の
こ
と
な
り
。
又
は
皇
帝
の
即
位
の
順
序
を
紊
た
し
帝
権
を
拒
み
政
府
を
覆
へ
さ
ん
と
の
目
的
の

意
あ
る
者
な
り
」
と
説
明
し
た
（
25
）

。
こ
れ
こ
そ
醇
粋
の
国
事
犯
、
す
な
わ
ち
真
正
の
政
治
犯
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

が
「
本
条
を
改
正
せ
し
千
八
百
五
十
三
年
の
頃
は
三
世
『
ナ
ポ
レ
ヲ
ン
』
在
世
中
の
こ
と
な
り
。
故
に
之
は
其
王
家
の
為
め
に
用
ふ
へ
き

法
律
な
り
」
と
指
摘
し
た
（
26
）

の
は
、
単
に
死
刑
を
隔
離
流
刑
に
改
め
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
紛
ら
わ
し
い
説
明
で
あ
る
。

さ
て
、
明
治
一
〇
年
一
月
に
始
ま
る
刑
法
草
案
第
一
稿
の
見
直
し
の
さ
い
、
編
纂
委
員
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
か
ら
教
わ
っ
た
フ
ラ
ン
ス

刑
法
の
知
識
を
よ
く
記
憶
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
第
一
一
八
条
天
皇
・
皇
后
・
皇
太
子
の
身
体
に
対
す
る
犯
罪
と
、
第
一
二
〇
条
皇
室

の
顛
覆
・
皇
権
の
拒
絶
・
皇
嗣
順
序
の
紊
乱
を
目
的
と
す
る
犯
罪
を
同
じ
章
に
お
く
こ
と
に
つ
い
て
、
編
纂
委
員
は
「
此
第
百
十
八
条
は

通
常
罪
に
し
て
、
第
百
二
十
条
は
国
事
犯
な
り
。
其
通
常
罪
と
国
事
犯
と
性
質
の
異
り
た
る
罪
を
同
し
く
此
第
一
章
中
に
混
同
し
て
置
く

は
、
太
た
不
都
合
な
ら
す
や
」
と
指
摘
し
て
、
二
箇
条
を
別
の
章
に
お
く
こ
と
を
求
め
た
。
す
な
わ
ち
「
第
百
十
八
条
の
罪
は
尊
属
の
親

に
対
す
る
罪
に
同
し
と
為
す
（
死
刑
）
故
に
、
国
事
犯
を
流
刑
に
処
す
へ
き
原
則
に
抵
触
せ
ん
と
す
」
と
い
う
の
で
あ
る
（
27
）

。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
第
一
一
八
条
の
「
天
皇
の
身
体
に
対
し
た
る
罪
は
通
常
罪
と
国
事
犯
と
二
つ
の
性
質
を
帯
ひ
た
る
者
」
で
、
第
一
稿

は
そ
の
う
ち
国
事
犯
の
性
質
を
重
視
し
た
の
だ
と
反
論
し
て
も
、
原
則
論
に
忠
実
な
編
纂
委
員
は
納
得
し
な
か
っ
た
。
編
纂
委
員
は
さ
ら

に
「
一
体
第
百
十
八
条
の
罪
を
尊
属
の
親
に
対
す
る
罪
に
同
し
と
為
し
た
る
は
、
畢
竟
日
本
の
人
民
は
天
皇
を
親
と
し
（
て
）
戴
き
之
を

尊
ひ
且
親
む
所
の
主
意
に
基
き
た
る
も
の
な
り
。
然
ら
は
飽
迄
私
罪
と
見
做
さ
ゝ
る
を
得
さ
る
へ
し
」
と
迫
っ
た
た
め
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

の
方
が
分
が
悪
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
第
一
一
八
条
を
第
一
章
に
残
す
一
方
、
第
一
二
〇
条
を
（
フ
ラ
ン
ス
刑
法
第
九
一
条
の
内
乱
の

一
〇



近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定
（
新
井
）

（
一
八
五
）

罪
に
倣
う
）
第
一
三
四
条
と
併
せ
て
別
の
章
に
お
く
こ
と
と
な
っ
た
（
28
）

。

（
三
）
朝
憲
紊
乱
へ
の
階
梯

フ
ラ
ン
ス
刑
法
の
講
義
が
、
第
九
一
条
「
公
民
若
ハ
住
民
ヲ
シ
テ
武
装
セ
シ
メ
又
ハ
互
ニ
武
器
ヲ
執
ラ
シ
メ
以
テ
内
乱
ヲ
惹
起
ス
ル
ヲ

目
的
ト
シ
又
ハ
一
乃
至
数
個
市
町
村
ニ
於
テ
侵
略
、
殺
戮
若
ハ
掠
奪
ヲ
為
ス
ヲ
目
的
ト
ス
ル
危
害
ハ
死
刑
ニ
処
ス
」
に
及
ぶ
と
、
第
八
七

条
と
の
関
係
が
問
題
と
な
っ
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
第
九
一
条
は
「
其
主
意
最
も
広
し
」
と
し
て
、
国
民
の
宗
教
上
の
争
乱
や
、
議
院

設
立
の
た
め
の
紛
擾
な
ど
を
例
に
あ
げ
た
。
編
纂
委
員
が
地
方
住
民
が
賦
税
の
適
否
を
論
じ
て
一
揆
を
起
し
た
場
合
も
第
九
一
条
の
内
乱

の
う
ち
に
入
る
の
か
と
き
く
と
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
そ
れ
は
前
段
で
な
く
、
後
段
の
一
個
な
い
し
数
個
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
箇
所
に
あ
た
る

と
答
え
た
の
で
あ
る
（
29
）

。

そ
の
後
、
草
案
編
纂
の
さ
い
、
編
纂
委
員
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
、
第
二
章
（
外
患
罪
）
に
続
き
、
天
皇
の
主
権
に
対
す
る
内
乱
と
は
別

に
、
第
三
章
と
し
て
そ
の
他
の
内
乱
の
条
文
を
お
く
こ
と
を
求
め
た
。
編
纂
委
員
は
佐
賀
の
乱
や
神
風
連
の
乱
の
類
い
を
想
定
し
、
減
税

一
揆
や
地
租
改
正
反
対
一
揆
を
内
乱
と
同
列
に
扱
う
の
は
過
酷
だ
と
主
張
し
た
（
30
）

。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
こ
れ
を
考
慮
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス

刑
法
第
九
一
条
に
倣
い
原
案
を
作
成
し
た
。
こ
の
原
案
を
審
議
し
て
作
成
さ
れ
た
第
二
案
を
、
第
一
稿
の
各
則
第
三
章
と
し
た
。
第
三
章

の
中
心
は
、
第
一
三
四
条
「
院
省
地
方
各
官
署
ノ
権
ヲ
傾
覆
若
ク
ハ
変
乱
シ
又
ハ
各
官
署
ノ
布
令
ヲ
廃
シ
若
ク
ハ
中
止
セ
シ
ム
ル
ノ
目
的

ヲ
以
テ
内
乱
ヲ
起
シ
タ
ル
者
ハ
軽
流
ニ
処
ス
」
の
規
定
で
あ
る
（
31
）

。
こ
の
院
は
太
政
官
の
正
院
を
い
う
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
刑
法
草
案
第
一
稿
の
見
直
し
の
さ
い
、
編
纂
委
員
は
第
一
二
〇
条
を
、
こ
の
第
一
三
四
条
と
併
せ
て
別
の
章
に

お
く
こ
と
を
き
め
た
。
そ
の
上
で
、
編
纂
委
員
は
、
第
一
二
〇
条
の
表
現
を
み
て
「
日
本
の
コ
ン
ス
チ
ヽ
ー
シ
ヨ
ン
に
対
し
た
る
国
賊
は

一
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
一
八
六
）

第
百
三
十
四
条
の
一
地
方
一
部
落
に
限
り
た
る
内
乱
に
あ
ら
す
。
即
不
庭
（
逞
）
の
徒
に
て
日
本
の
朝
憲
を
紊
乱
す
る
も
の
な
り
。
故
に

此
第
百
二
十
条
の
罪
に
入
れ
て
論
せ
さ
る
を
得
さ
る
へ
し
。
然
る
に
其
明
文
な
し
」
と
か
「
一
体
此
第
百
二
十
条
の
皇
室
を
顛
覆
し
又
は

皇
権
を
拒
絶
し
云
々
の
罪
は
全
く
日
本
国
一
般
の
政
体
に
関
す
る
罪
な
り
。
故
に
朝
憲
を
紊
乱
す
る
と
か
又
建
国
法
を
紊
乱
す
る
と
か
の

主
意
を
示
す
へ
き
適
当
の
語
を
用
ひ
ん
こ
と
を
要
す
」
と
か
主
張
し
て
、
書
法
を
修
正
す
る
よ
う
求
め
た
（
32
）

。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
日
本
に
は
建
国
法
が
な
く
「
其
建
国
法
の
有
無
に
拘
わ
ら
す
広
く
係
る
へ
き
為
め
、
矢
張
皇
権
を
拒
絶
し
若
し
く
は

減
殺
す
る
と
記
す
る
方
宜
し
か
ら
ん
」
と
諭
し
た
が
、
編
纂
委
員
は
そ
れ
で
は
日
本
人
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
「
日
本
文
に
て
は
朝
憲

を
紊
乱
す
る
と
か
又
は
蔑
如
す
る
と
か
記
せ
ん
と
す
」
と
強
く
主
張
し
た
。
結
局
、
通
訳
の
名
村
泰
蔵
が
仏
文
は
そ
の
ま
ま
に
し
、
和
文

を
朝
憲
蔑
如
（
蔑
如
の
字
は
其
字
義
軽
き
に
失
せ
ん
と
す
れ
と
も
先
つ
仮
り
に
）
と
記
す
こ
と
に
収
め
た
の
で
あ
る
（
33
）

。

蔑
如
は
蔑
む
、
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
で
、
朝
憲
の
蔑
如
は
朝
憲
を
憚
ら
な
い
こ
と
だ
か
ら
、
朝
憲
蔑
如
は
朝
憲
を
乱
す
朝
憲
紊
乱

と
さ
し
た
る
違
い
は
な
い
。
江
戸
幕
府
は
、
政
治
犯
を
「
公
儀
を
恐
れ
ざ
る
致
し
方
」
と
し
て
処
罰
し
た
（
34
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
明
治
政
府

は
、
公
卿
の
政
府
顛
覆
の
企
て
や
不
平
士
族
の
反
乱
を
「
朝
憲
を
憚
ら
ざ
る
」
所
業
と
し
て
処
罰
し
、
さ
ら
に
は
百
姓
一
揆
や
紙
幣
贋
造

も
同
じ
く
「
朝
憲
を
憚
ら
ざ
る
」
所
業
と
し
て
処
罰
し
た
（
35
）

。

第
一
稿
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
の
は
、
明
治
一
〇
年
上
期
で
あ
る
。
司
法
卿
の
大
木
喬
任
が
「
臨
時
暴
徒
処
分
例
」
を
も
ち
、
属
僚
を

率
い
て
西
国
へ
下
り
、
そ
の
指
揮
の
下
、
各
臨
時
裁
判
所
で
神
風
連
の
乱
、
秋
月
の
乱
、
萩
の
乱
を
処
断
し
て
き
て
、
数
カ
月
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
「
臨
時
暴
徒
処
分
例
」
は
、
第
一
条
で
「
朝
憲
ヲ
紊
乱
セ
ン
コ
ト
ヲ
企
テ
兵
器
ヲ
弄
シ
衆
ヲ
聚
メ
以
テ
官
兵
ニ
抵
抗
シ
及
ヒ

官
兵
ヲ
殺
傷
セ
シ
ム
ル
者
首
及
ヒ
従
ト
雖
モ
首
ト
同
ク
画
策
ヲ
主
（
つ
か
さ
）
ト
ル
者
、
斬
」
と
定
め
た
（
36
）

。
こ
の
処
分
例
は
、
愛
宕
通
旭

ら
の
陰
謀
や
江
藤
新
平
ら
の
挙
兵
と
い
う
国
事
犯
（
政
治
犯
）
の
事
例
と
朝
憲
紊
乱
の
語
を
結
び
つ
け
た
も
の
で
、
第
一
稿
の
見
直
し
の

一
二



近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定
（
新
井
）

（
一
八
七
）

さ
い
も
、
九
州
臨
時
裁
判
所
や
そ
の
出
張
所
で
裁
判
の
準
則
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
編
纂
委
員
と
し
て
は
、
不
逞
の
徒

の
処
分
例
第
一
条
の
文
頭
を
刑
法
草
案
の
第
一
二
〇
条
に
も
っ
て
く
れ
ば
、
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
、
と

い
う
話
で
あ
る
。

修
正
さ
れ
た
は
ず
の
第
一
二
〇
条
は
、
校
正
第
一
案
の
第
一
三
三
条
で
あ
る
。
同
条
の
構
成
要
件
は
「
本
朝
ヲ
顛
覆
シ
又
日
本
管
内
ニ

於
テ
皇
権
ヲ
拒
絶
シ
又
天
皇
ノ
特
権
ヲ
減
損
シ
又
皇
嗣
ノ
順
序
ヲ
紊
乱
ス
ル
ヲ
内
乱
ノ
目
的
ト
ナ
シ
タ
ル
重
罪
」
で
あ
る
。
何
か
手
違
い

が
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
れ
は
前
の
第
一
二
〇
条
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
編
纂
委
員
は
皇
権
の
拒
絶
と
天
皇
特
権
の
減
損
の
二
つ
を

併
せ
て
朝
憲
の
蔑
如
と
記
す
よ
う
求
め
た
（
37
）

。
二
つ
の
区
別
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
こ
れ
に
答
え
て
、
オ
ト
リ
テ
（
権
力
）
と
プ
レ
ロ
ガ
チ
ー
ブ
（
特
権
）
は
区
別
が
明
ら
か
で
あ
り
、
前
者
は
日
本
の

土
地
の
一
部
を
占
拠
し
て
皇
権
を
拒
絶
す
る
類
い
を
い
う
し
、
後
者
は
こ
れ
ま
で
天
皇
に
属
し
た
議
員
（
元
老
院
議
官
？
）
選
挙
や
条
約

改
正
の
特
権
を
減
損
し
て
行
わ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
類
い
を
い
う
と
説
明
し
た
。
し
か
し
、
編
纂
委
員
は
な
お
「
其
二
事
を
特
書
す
れ
は

各
特
別
に
示
す
訳
な
れ
と
も
、
仮
令
特
書
せ
さ
る
と
も
日
本
文
に
て
朝
憲
云
々
と
記
す
る
時
は
、
右
二
事
の
主
意
に
係
る
は
勿
論
、
国
事

犯
中
何
事
に
も
通
し
用
ゆ
へ
き
の
便
利
あ
ら
ん
と
す
」
と
主
張
し
た
（
38
）

。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
再
び
こ
れ
に
答
え
て
、
皇
権
の
拒
絶
は
ド
イ
ツ

刑
法
第
八
一
条
第
四
項
の
記
す
「
領
地
の
全
部
又
は
一
部
を
非
理
に
云
々
領
せ
し
め
ん
と
し
た
る
」
と
い
う
主
意
と
同
じ
だ
と
説
明
し
た

た
め
、
編
纂
委
員
は
第
一
三
三
条
の
和
文
を
「
国
家
ヲ
顛
覆
シ
邦
土
ヲ
僣
窃
シ
其
他
朝
憲
ヲ
蔑
如
シ
若
シ
ク
ハ
皇
嗣
ノ
順
序
ヲ
紊
乱
ス
ル

コ
ト
ヲ
目
的
ト
為
シ
」
と
記
す
こ
と
と
し
て
、
同
条
に
関
す
る
議
論
を
決
着
さ
せ
た
の
で
あ
る
（
39
）

。

一
方
、
校
正
第
一
案
の
第
一
三
四
条
「
官
（
こ
の
官
は
括
弧
の
中
に
記
さ
れ
る
）
院
省
地
方
各
官
署
ノ
権
又
ハ
其
長
官
ヲ
顛
覆
シ
又
ハ

変
更
シ
又
ハ
其
官
署
ニ
於
テ
政
事
上
又
ハ
行
政
上
ニ
付
処
分
シ
タ
ル
法
度
ヲ
廃
止
又
ハ
中
止
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ナ
シ
内
乱
ヲ
起
シ
タ
ル
者
ハ

一
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
一
八
八
）

前
条
ニ
記
載
シ
タ
ル
区
別
ニ
従
ヒ
各
々
一
等
ヲ
減
ス
」
に
つ
い
て
、
編
纂
委
員
は
、
官
署
の
権
を
修
正
し
な
い
と
、
第
一
三
三
条
の
朝
憲

蔑
如
と
区
別
し
に
く
い
と
指
摘
し
た
（
40
）

。
こ
れ
は
、
あ
る
い
は
、
太
政
官
（
明
治
一
〇
年
一
月
正
院
の
称
の
廃
止
）
を
は
じ
め
中
央
官
署
の

権
力
の
顛
覆
と
、
前
条
の
朝
憲
蔑
如
の
区
別
を
懸
念
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
編
纂
委
員
は
「
然
し
日
本
文
の
朝
憲
蔑
如
の
語
は

所
謂
不
応
為
の
罪
名
と
同
し
く
国
事
犯
中
何
事
に
も
通
し
用
ゆ
へ
き
も
の
な
れ
は
、
到
底
其
区
別
を
為
し
難
し
。
故
に
之
れ
は
裁
判
官
の

監
定
に
任
せ
置
く
へ
し
」
と
い
っ
て
（
41
）

、
朝
憲
蔑
如
の
語
が
不
応
為
（
情
理
に
お
い
て
為
す
を
得
べ
か
ら
ざ
る
の
こ
と
）
と
同
じ
く
、
内
容

が
確
定
さ
れ
な
い
一
般
条
項
と
し
て
の
利
便
性
を
も
つ
、
と
い
う
認
識
を
口
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
内
乱
罪
の
条
文
の
内
容
が
固
ま
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
一
つ
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
繰
り
返
し
に

な
る
が
、
編
纂
委
員
が
朝
憲
（
紊
乱
・
蔑
如
）
の
語
を
「
コ
ン
ス
チ
ヽ
ー
シ
ヨ
ン
」
や
「
建
国
法
」
と
同
義
の
も
の
と
し
て
刑
法
草
案
に

も
ち
こ
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
朝
憲
蔑
如
の
語
の
使
い
勝
手
の
よ
さ
を
認
識
し
て
も
ち
こ
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ

で
い
て
、
刑
法
草
案
第
二
稿
（
明
治
一
〇
年
六
月
成
稿
）
の
見
直
し
の
さ
い
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
「
此
第
百
三
十
三
条
中
『
朝
憲
ヲ
蔑
如

シ
』
の
語
は
或
ひ
は
例
へ
は
百
姓
一
揆
の
如
き
小
事
に
も
係
る
に
似
た
り
」
と
い
う
と
、
編
纂
委
員
は
「
然
し
日
本
文
に
て
朝
憲
の
字
は

小
事
に
迄
係
る
へ
き
意
味
に
あ
ら
す
。
故
に
仏
文
の
適
訳
に
は
あ
ら
さ
れ
と
も
先
つ
此
語
の
外
恰
好
の
字
面
な
き
を
如
何
せ
ん
」
と
一
蹴

し
た
（
42
）

。
こ
れ
は
、
実
は
、
そ
れ
ま
で
政
府
が
百
姓
一
揆
を
あ
る
い
は
朝
廷
を
憚
ら
ず
、
あ
る
い
は
朝
憲
を
憚
ら
ず
と
し
て
断
罪
し
て
き
た

事
実
に
反
し
て
い
た
。

（
四
）
旧
刑
法
の
成
立
と
条
文
の
確
定

話
の
順
序
が
逆
に
な
っ
た
が
、
編
纂
委
員
が
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
と
も
に
刑
法
草
案
第
一
稿
を
編
纂
し
た
の
が
明
治
九
年
一
二
月
、
刑
法

一
四



近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定
（
新
井
）

（
一
八
九
）

草
案
第
二
稿
を
編
纂
し
た
の
が
翌
一
〇
年
六
月
。
編
纂
委
員
が
確
定
稿
た
る
「
日
本
刑
法
草
案
」
を
纏
め
、
編
纂
委
員
・
司
法
大
書
記
官

鶴
田
皓
の
名
で
司
法
卿
の
大
木
喬
任
に
提
出
し
た
の
が
、
明
治
一
〇
年
一
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
刑
法
草
案
中
、
第
二
編
の
必
要
な

箇
所
は
次
の
よ
う
で
あ
る
（
43
）

。

○
日
本
刑
法
草
案

　
　
　

第
一
章　

天
皇
ノ
身
体
ニ
対
ス
ル
罪

第
百
三
十
一
条　

天
皇
皇
后
及
ヒ
皇
太
子
ノ
身
体
ニ
対
シ
タ
ル
犯
罪
ハ
子
孫
其
祖
父
母
父
母
ノ
身
体
ニ
対
シ
テ
犯
シ
タ
ル
重
罪
軽
罪

ニ
同
シ

　
　
　

第
二
章　

内
乱
ニ
関
ス
ル
罪

第
百
三
十
四
条　

国
家
ヲ
顛
覆
シ
又
ハ
邦
土
ヲ
僣
窃
シ
其
他
朝
憲
ヲ
蔑
如
シ
若
ク
ハ
皇
嗣
ノ
順
序
ヲ
紊
乱
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
為
シ

内
乱
ヲ
起
シ
タ
ル
者
ハ
左
ノ
区
別
ニ
従
テ
処
断
ス

　
　

一　

内
乱
ノ
教
唆
者
及
ヒ
其
首
魁
ハ
無
期
流
刑
ニ
処
シ
五
百
円
以
上
五
千
円
以
下
ノ
罰
金
ヲ
附
加
ス

　
　

二
、
三　

略

第
百
三
十
五
条　

略
（
官
省
地
方
各
官
署
の
傾
覆
・
変
更
、
そ
の
長
官
の
黜
除
な
ど
を
目
的
と
す
る
内
乱
）

第
百
三
十
六
条　

略
（
立
法
行
政
官
の
議
事
、
各
裁
判
所
の
審
判
の
妨
害
を
目
的
と
す
る
内
乱
）

（
注
）
第
一
三
五
条
、
第
一
三
六
条
、
ど
ち
ら
も
第
一
三
四
条
の
刑
の
各
一
等
減
。

日
本
刑
法
草
案
を
、
政
府
（
太
政
官
）
は
、
そ
の
頃
の
立
法
諮
問
機
関
た
る
元
老
院
へ
送
る
前
に
、
臨
時
に
部
内
に
刑
法
草
案
審
査
局

を
設
置
し
て
審
査
さ
せ
た
。
国
家
権
力
を
支
え
る
刑
法
の
編
纂
は
大
事
業
で
あ
り
、
加
え
て
西
欧
法
を
模
倣
す
る
初
め
て
の
法
典
だ
っ
た

一
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
一
九
〇
）

か
ら
、
政
府
は
慎
重
を
き
し
た
の
で
あ
る
。
参
議
・
法
制
局
長
官
の
伊
藤
博
文
を
総
裁
と
し
、
審
査
委
員
は
元
老
院
議
官
、
法
制
局
書
記

官
、
司
法
書
記
官
（
纂
集
長
を
務
め
た
鶴
田
皓
を
含
む
）
の
中
か
ら
任
命
し
た
。
審
査
は
長
引
き
、
一
年
六
カ
月
を
費
や
し
た
（
44
）

。

審
査
局
は
審
査
に
入
っ
て
す
ぐ
、
数
点
の
重
要
事
項
を
予
決
問
題
と
し
て
政
府
に
上
申
し
、
そ
の
指
令
を
仰
い
だ
。
明
治
一
一
年
二
月

二
七
日
、
伊
藤
博
文
が
出
局
し
「
上
申
の
件
は
内
閣
よ
り
上
奏
を
経
て
決
定
す
る
こ
と
左
の
如
し
と
口
達
せ
り
。
一
、
皇
室
に
対
す
る
罪

を
設
く
る
こ
と
。
一
、
国
事
犯
の
巨
魁
を
死
刑
に
処
し
刑
名
を
区
別
し
て
設
く
る
こ
と
」
云
々
（
45
）

。
こ
れ
は
、
審
査
委
員
の
一
人
、
村
田
保

の
回
顧
談
の
中
の
記
事
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
現
行
法
た
る
新
律
綱
領
・
改
定
律
例
に
な
い
大
逆
罪
・
内
乱
罪
を
新
た
に
お
こ
う
と
い
う
の

だ
か
ら
、
天
皇
と
政
府
の
同
意
が
必
要
だ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
大
逆
罪
を
高
々
親
殺
し
と
同
視
し
て
よ
い
の
か
、
内
乱
罪
の
処
分
を
無
期

流
刑
に
止
め
て
よ
い
の
か
、
と
い
う
問
題
も
あ
っ
た
。
伊
藤
の
口
達
は
後
者
を
死
刑
に
処
せ
、
と
命
じ
て
い
た
。

審
査
局
の
審
査
は
司
法
省
の
刑
法
草
案
編
纂
の
と
き
と
違
い
、
お
そ
ら
く
議
事
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
修
正
案
は
幾
つ
か
残
さ
れ
て

い
る
。
明
治
一
一
年
一
〇
月
（
？
）
成
稿
の
「
刑
法
草
案
修
正
稿
本
（
46
）

」
は
、
大
逆
罪
と
し
て
第
一
一
六
条
「
至
尊
上
皇
三
宮
及
ヒ
東
宮
ニ

対
シ
危
害
ヲ
加
ヘ
又
ハ
加
ヘ
ン
ト
シ
タ
ル
者
ハ
死
刑
ニ
処
ス
」
を
お
い
た
。
内
乱
罪
と
し
て
第
一
二
一
条
「
政
府
ヲ
顛
覆
シ
又
ハ
邦
土
ヲ

僣
窃
シ
其
他
朝
憲
ヲ
紊
乱
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
為
シ
内
乱
ヲ
起
シ
タ
ル
者
ハ
左
ノ
区
別
ニ
従
テ
処
断
ス
」
を
お
き
、
第
一
号
「
首
魁
及
ヒ

其
教
唆
者
ハ
死
刑
ニ
処
ス
」
と
改
め
た
上
で
、
元
の
第
一
三
五
条
、
第
一
三
六
条
（
官
省
地
方
各
官
署
の
傾
覆
・
変
更
な
ど
、
立
法
行
政

官
の
議
事
な
ど
の
妨
害
）
の
条
文
を
削
除
し
た
。

審
査
の
具
体
的
な
内
容
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
審
査
委
員
は
日
本
刑
法
草
案
を
逐
条
審
査
す
る
こ
と
四
回
、
確
定
稿
た
る
「
刑
法
審
査

修
正
案
」
を
纏
め
た
。
刑
法
草
案
審
査
総
裁
・
元
老
院
幹
事
柳
原
前
光
が
太
政
大
臣
の
三
条
実
美
に
提
出
し
た
の
が
、
明
治
一
二
年
六
月

の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
刑
法
草
案
の
全
四
七
八
条
は
圧
縮
さ
れ
て
全
四
三
〇
条
と
な
っ
て
い
た
。
刑
法
審
査
修
正
案
中
、
第
二
編
の
必
要

一
六



近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定
（
新
井
）

（
一
九
一
）

な
箇
所
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
（
47
）

。

○
刑
法
審
査
修
正
案

　
　
　

第
一
章　

皇
室
ニ
対
ス
ル
罪

　

第
百
十
六
条　

天
皇
皇
后
及
ヒ
皇
太
子
ニ
対
シ
危
害
ヲ
加
ヘ
又
ハ
加
ヘ
ン
ト
シ
タ
ル
者
ハ
死
刑
ニ
処
ス

　
　
　

第
二
章　

国
事
ニ
関
ス
ル
罪

　
　
　
　

第
一
節　

内
乱
ニ
関
ス
ル
罪

第
百
二
十
一
条　

政
府
ヲ
顛
覆
シ
又
ハ
邦
土
ヲ
僣
窃
シ
其
他
朝
憲
ヲ
紊
乱
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
為
シ
内
乱
ヲ
起
シ
タ
ル
者
ハ
左
ノ
区

別
ニ
従
テ
処
断
ス

　
　

一　

首
魁
及
ヒ
教
唆
者
ハ
死
刑
ニ
処
ス

　
　

二
、
三
、
四　

略

（
注
）
第
一
一
六
条
の
「
皇
后
及
ヒ
」
を
元
老
院
が
「
三
后
」
と
直
し
た
以
外
は
、
こ
の
ま
ま
旧
刑
法
の
条
文
と
し
て
確
定
。

政
府
（
太
政
官
）
は
、
明
治
一
三
年
三
月
、
刑
法
審
査
修
正
案
を
元
老
院
の
審
議
に
ふ
し
た
。
元
老
院
は
三
月
、
四
月
、
数
回
の
審
議

を
行
い
、
修
正
ら
し
い
修
正
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
ほ
ぼ
刑
法
審
査
修
正
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
そ
の
た
め
、
旧
刑
法
を
考
察
し
よ
う
と

い
う
場
合
、
審
査
局
が
日
本
刑
法
草
案
を
修
正
し
た
箇
所
は
ど
こ
か
、
修
正
し
た
意
味
は
何
か
を
調
べ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
大
逆
罪

は
元
の
殺
親
罪
の
刑
を
死
刑
と
改
め
た
に
す
ぎ
な
い
。
一
方
、
内
乱
罪
は
、
①
「
国
家
」
の
顛
覆
を
「
政
府
」
の
顛
覆
に
改
め
、
②
朝
憲

の
「
蔑
如
」
を
「
紊
乱
」
に
改
め
た
ば
か
り
か
、
③
末
尾
の
「
皇
嗣
ノ
順
序
ヲ
紊
乱
ス
ル
」
を
削
り
、
④
前
に
み
た
よ
う
に
、
第
一
三
五

条
、
第
一
三
六
条
を
ど
ち
ら
も
削
除
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
修
正
の
意
味
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
を
し
な
い
（
48
）

。
こ
こ
で

一
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
一
九
二
）

指
摘
し
て
お
く
の
は
、
①
審
査
局
は
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
分
章
を
保
ち
、
内
乱
罪
（
政
治
犯
）
は
首
魁
ら
を
死
刑
に
改
め
な
が
ら
、
大
逆

罪
（
通
常
犯
）
と
区
別
し
て
他
の
者
に
流
刑
や
禁
獄
を
科
し
て
い
る
こ
と
、
②
審
査
局
は
第
一
三
五
条
、
第
一
三
六
条
を
削
除
す
る
一
方

で
、
第
三
章
静
謐
を
害
す
る
罪
の
第
一
節
と
し
て
兇
徒
聚
衆
の
罪
の
三
箇
条
を
お
い
た
こ
と
、
こ
れ
ら
二
点
で
あ
る
。
こ
の
兇
徒
聚
衆
罪

と
い
う
の
は
、
近
代
刑
法
学
の
い
う
騒
擾
罪
で
あ
る
。

（
11
） 

天
皇
に
対
す
る
罪
の
創
定
を
き
め
た
後
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
未
遂
犯
・
欠
効
犯
の
減
刑
を
い
い
は
っ
て
譲
ら
ず
、
既
遂
犯
と
同
じ
死
刑
を
主
張

す
る
編
纂
委
員
と
対
立
し
た
。
新
井
勉
「
明
治
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
と
内
乱
罪
の
分
離
」（
日
本
法
学
第
七
二
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
六
年
）
四
七

〜
四
九
頁
。

（
12
） 

早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
第
二
巻
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
七
年
）
四
九
三
〜
四
九
四
頁
。

（
13
） 

注（
12
）五
〇
〇
〜
五
〇
一
頁
。

（
14
） 

注（
12
）五
〇
〇
頁
。

（
15
） 

注（
12
）五
一
八
〜
五
一
九
頁
。

（
16
） 

注（
12
）五
五
五
〜
五
五
六
頁
。

（
17
） 

フ
ラ
ン
ス
の
一
八
一
〇
年
刑
法
は
、
第
八
六
条
皇
帝
に
対
す
る
大
逆
罪
に
並
び
、
第
八
七
条
に
政
府
の
顛
覆
・
皇
位
継
承
順
序
の
変
更
・
皇
帝

権
力
へ
の
反
抗
を
目
的
と
す
る
皇
族
に
対
す
る
危
害
の
罪
を
お
い
た
。
一
八
三
二
年
の
改
正
法
が
、
第
八
六
条
に
国
王
に
対
す
る
大
逆
罪
と
併
せ
て

皇
族
に
対
す
る
危
害
罪
を
お
き
、
第
八
七
条
に
皇
族
危
害
罪
か
ら
切
り
離
し
た
形
で
、
政
府
顛
覆
・
王
位
継
承
順
序
変
更
・
王
権
へ
の
反
抗
を
内
容

と
す
る
内
乱
罪
を
お
い
た
（
中
村
・
前
掲
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
法
典
史
料
集
成
』
一
八
七
〜
一
八
八
頁
）。

（
18
） 

注（
12
）四
九
八
〜
五
〇
〇
頁
。

（
19
） 

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
「
仏
国
刑
法
会
議
筆
記
」
一
六
六
頁
。
こ
れ
は
、
明
治
八
年
九
月
二
五
日
の
講
義
で
、
西
原
春
夫
ら
編
『
旧
刑
法
（
明
治
13

年
）
①
』（
信
山
社
・
日
本
立
法
資
料
全
集
、
一
九
九
四
年
）
所
収
。
通
訳
は
名
村
泰
蔵
。

一
八



近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定
（
新
井
）

（
一
九
三
）

（
20
） 

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
ク
リ
ム
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
と
い
い
、
そ
れ
を
通
訳
が
国
事
犯
と
訳
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
新
井
勉
「
近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆

罪
の
罪
質
に
つ
い
て
」（
日
本
法
学
第
七
五
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
九
年
）
九
頁
以
下
。

（
21
） 
注（
19
）二
四
八
〜
二
四
九
頁
。
明
治
八
年
一
二
月
一
〇
日
の
講
義
。

（
22
） 
注（
10
）参
照
。
ち
な
み
に
、
政
治
犯
に
つ
い
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
師
た
る
オ
ル
ト
ラ
ン
は
、
政
治
犯
が
法
理
上
犯
罪
と
し
て
成
立
し
な
い
と

い
う
の
で
は
な
い
が
「
往
々
同
一
の
人
に
し
て
囹
圄
よ
り
廟
堂
に
移
り
、
又
廟
堂
よ
り
囹
圄
に
入
る
を
見
る
の
習
慣
は
、
事
実
に
因
り
て
国
事
犯
は

犯
罪
に
あ
ら
す
と
の
論
結
を
甚
た
演
繹
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
な
り
」
と
い
う
。
オ
ル
ト
ラ
ン
・
前
掲
書
、
第
一
帙
下
巻
（
一
九
九
九
年
）
一
二
〇

〜
一
二
一
頁
。

（
23
） 

注（
19
）二
五
〇
〜
二
五
一
頁
。
正
確
に
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
皇
帝
に
対
す
る
ア
タ
ン
タ
（
侵
害
）
を
通
常
犯
だ
と
説
明
す
る
一
方
で
、
国
事

犯
（
政
治
犯
）
だ
と
口
走
っ
た
り
歯
切
れ
が
悪
い
。
通
訳
を
通
す
せ
い
か
、
な
お
さ
ら
わ
か
り
に
く
い
。

（
24
） 

注（
19
）二
五
一
〜
二
五
二
頁
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
し
て
は
、
こ
の
ア
タ
ン
タ
を
通
常
犯
と
も
国
事
犯
と
も
し
な
い
で
、
刑
法
全
体
の
中
で
全
く

別
の
種
類
の
例
外
規
定
と
す
る
、
一
八
五
三
年
当
時
の
少
数
説
が
よ
い
と
い
う
。

（
25
） 

注（
19
）二
六
八
頁
。
明
治
九
年
一
月
二
五
日
の
講
義
。

（
26
） 

注（
25
）と
同
じ
。
中
村
・
前
掲
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
法
典
史
料
集
成
』
一
八
八
頁
参
照
。

（
27
） 

注（
12
）五
五
七
〜
五
五
八
頁
。
引
用
中
の
注
（
死
刑
）
は
、
引
用
者
。

（
28
） 

注（
12
）五
五
八
〜
五
五
九
頁
。

（
29
） 

注（
19
）二
七
四
〜
二
七
五
頁
。
明
治
九
年
二
月
五
日
の
講
義
。

（
30
） 

注（
12
）五
九
三
〜
五
九
六
頁
。
編
纂
委
員
は
一
揆
を
内
乱
と
同
列
に
扱
う
の
は
過
酷
（
重
き
に
失
す
る
）
な
が
ら
、
静
謐
を
害
す
る
罪
と
す
る

の
は
軽
き
に
失
す
る
、
と
も
い
う
。

（
31
） 

注（
12
）六
二
六
頁
。

（
32
） 

注（
12
）五
六
一
〜
五
六
二
頁
。

（
33
） 

注（
12
）五
六
二
〜
五
六
三
頁
。
括
弧
の
中
の
（
其
字
義
軽
き
に
失
せ
ん
）
は
、
名
村
の
言
葉
。

一
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
一
九
四
）

（
34
） 

平
松
義
郎
『
江
戸
の
罪
と
罰
』（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
〇
年
）
九
四
頁
。
原
本
は
一
九
八
八
年
の
発
行
。

（
35
） 

新
井
勉
「
明
治
四
〇
年
刑
法
の
成
立
と
内
乱
罪
」（
日
本
法
学
第
七
三
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
七
年
）
一
九
頁
以
下
。

（
36
） 
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全
』
刑
法
門
①
（
原
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
三
七
八
頁
。
臨
時
暴
徒
処
分
例
に
つ
い
て
、
新
井
勉　
「
明
治
前
期

の
叛
逆
に
つ
い
て
」（
政
経
研
究
第
四
九
巻
第
四
号
、
二
〇
一
三
年
）
一
六
頁
以
下
。

（
37
） 

注（
12
）六
三
九
頁
。
実
は
前
回
（
第
一
稿
の
見
直
し
）
の
編
纂
委
員
の
主
張
は
、
和
文
で
、
①
国
家
（
皇
室
）
の
顛
覆
、
②
朝
憲
の
蔑
如
、
③

天
皇
特
権
（
皇
権
？
）
の
拒
絶
ま
た
は
減
殺
、
④
皇
嗣
順
序
の
紊
乱
と
記
す
こ
と
だ
っ
た
（
五
六
三
頁
）
か
ら
、
今
回
③
を
朝
憲
蔑
如
と
記
す
よ
う

求
め
る
の
は
、
前
回
と
大
き
な
ズ
レ
が
あ
る
。

（
38
） 

注（
12
）六
三
九
〜
六
四
〇
頁
。

（
39
） 

注（
12
）六
四
〇
頁
。
仏
文
は
そ
の
ま
ま
だ
か
ら
、
朝
憲
蔑
如
は
結
局
、
仏
文
の
「
天
皇
ノ
特
権
ヲ
減
損
シ
」
に
あ
た
る
。
な
お
、
前
掲
『
刑
法

表
』
を
み
る
と
、
ド
イ
ツ
刑
法
第
八
一
条
謀
反
大
逆
罪
の
第
四
項
は
「
連
邦
ノ
甲
国
ノ
領
地
ノ
全
部
又
ハ
其
一
部
ヲ
連
邦
ノ
乙
国
ヘ
領
セ
シ
メ
ン
ト

シ
タ
ル
者
」
と
記
さ
れ
、
第
三
項
は
「
連
邦
ノ
領
地
ノ
全
部
又
ハ
其
一
部
ヲ
外
国
政
府
ニ
領
セ
シ
メ
ン
ト
シ
又
ハ
其
領
地
ノ
一
部
ヲ
叛
カ
シ
メ
ン
ト

シ
タ
ル
者
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
一
九
〇
〜
一
九
一
頁
）。
前
者
は
「
又
ハ
甲
国
ノ
領
地
ノ
一
部
ヲ
叛
カ
シ
メ
ン
ト
シ
タ
ル
者
」
と
記
さ
れ
る
は
ず

が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（
40
） 

注（
12
）六
四
一
頁
。

（
41
） 

注（
12
）六
四
一
〜
六
四
二
頁
。

（
42
） 

注（
12
）六
五
八
〜
六
五
九
頁
。

（
43
） 

司
法
省
（
？
）
発
行
の
『
日
本
刑
法
草
案
』
六
一
頁
、
六
二
〜
六
四
頁
。
第
一
三
五
条
の
黜
（
し
り
ぞ
け
る
）
除
は
、
罷
免
と
同
じ
。
ち
な
み

に
、
本
書
は
縦
二
〇
・
七
セ
ン
チ
、
横
一
三
・
七
セ
ン
チ
の
洋
装
版
で
、
目
次
一
〇
頁
、
本
文
二
三
〇
頁
。
発
行
者
・
発
行
年
は
記
載
な
し
。
参
照

に
は
、
前
掲
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
第
四
巻
（
一
九
七
七
年
）
巻
末
所
収
の
も
の
が
便
利
で
あ
る
。

（
44
） 

司
法
省
刑
事
局
編
「
旧
刑
法
、
治
罪
法
及
旧
刑
事
訴
訟
法
編
纂
沿
革
」
①
（
法
曹
会
雑
誌
第
八
巻
第
八
号
、
一
九
三
〇
年
）
一
一
二
〜
一
一
四

頁
。

二
〇



近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定
（
新
井
）

（
一
九
五
）

（
45
） 

村
田
保
「
法
制
実
歴
談
」（
法
学
協
会
雑
誌
第
三
二
巻
第
四
号
、
一
九
一
四
年
）
一
四
三
頁
。

（
46
） 

早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編
『
刑
法
審
査
修
正
関
係
諸
案
』（
早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
、
一
九
八
四
年
）
六
五
〜
六
七
頁
。

（
47
） 
太
政
官
（
？
）
発
行
の
『
刑
法
審
査
修
正
案
』
四
九
頁
、
五
〇
〜
五
一
頁
。
ち
な
み
に
、
本
書
は
縦
二
〇
・
七
セ
ン
チ
、
横
一
三
・
四
セ
ン
チ

の
洋
装
版
で
、
目
次
一
〇
頁
、
本
文
一
八
一
頁
。
発
行
者
・
発
行
年
は
記
載
な
し
。
参
照
に
は
、
前
掲
『
刑
法
審
査
修
正
関
係
諸
案
』
巻
末
所
収
の

も
の
が
便
利
で
あ
る
。

（
48
） 

内
乱
罪
に
つ
い
て
、
審
査
局
が
日
本
刑
法
草
案
を
修
正
し
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
、
新
井
勉
「
明
治
日
本
に
お
け
る
内
乱
罪

の
誕
生
」（
日
本
法
学
第
七
〇
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
五
年
）
一
五
三
頁
以
下
参
照
。

　

二　

分
離
へ
の
反
発

旧
刑
法
の
編
纂
は
、
司
法
省
の
草
案
編
纂
、
刑
法
草
案
審
査
局
の
審
査
、
お
よ
び
元
老
院
の
審
議
を
へ
て
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇

年
）
四
月
、
す
べ
て
終
了
し
た
。
上
奏
を
へ
て
、
七
月
一
七
日
、
政
府
は
こ
れ
を
公
布
し
、
明
治
一
五
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
し
た
の
で

あ
る
。
同
時
に
公
布
し
施
行
し
た
治
罪
法
と
と
も
に
、
西
欧
法
を
模
倣
す
る
初
め
て
の
法
典
で
あ
る
。
こ
の
旧
刑
法
中
、
大
逆
罪
・
内
乱

罪
の
条
文
は
、
前
掲
刑
法
審
査
修
正
案
の
第
一
一
六
条
（
皇
后
及
ヒ
を
三
后
と
直
す
）
お
よ
び
第
一
二
一
条
で
あ
る
。

元
老
院
の
第
一
読
会
で
内
閣
委
員
と
し
て
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
村
田
保
は
、
政
府
提
出
案
（
刑
法
審
査
修
正
案
）
に
つ
い
て
「
従
前
の

律
よ
り
は
寛
に
し
て
濫
な
ら
す
、
密
に
し
て
疎
な
ら
す
、
真
に
完
然
無
瑕
と
言
は
さ
る
可
ら
す
」
と
力
説
し
た
（
49
）

。
し
か
し
、
完
全
で
瑕
が

な
い
と
力
説
し
て
も
、
旧
刑
法
は
施
行
し
て
す
ぐ
改
正
論
の
逆
風
に
曝
さ
れ
た
。
早
く
も
明
治
一
五
年
九
月
、
司
法
省
は
、
政
府
（
太
政

官
）
に
実
務
上
の
差
し
支
え
が
少
な
く
な
い
と
し
て
一
部
改
正
案
を
提
出
し
た
（
50
）

。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

二
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
一
九
六
）

（
一
）
分
章
撤
回
す
る

司
法
省
の
一
部
改
正
案
は
、
旧
刑
法
の
一
〇
数
箇
条
に
つ
い
て
、
修
正
や
加
除
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
未
成
年
者
中
一
六
歳

以
上
も
減
刑
す
る
第
八
一
条
を
削
除
し
、
続
い
て
、
第
二
六
一
条
の
賭
博
罪
の
成
立
を
現
行
犯
か
ら
非
現
行
犯
へ
拡
大
し
、
第
三
八
〇
条

の
強
盗
傷
害
を
無
期
徒
刑
か
ら
死
刑
へ
と
加
重
し
た
。
さ
ら
に
、
第
四
〇
一
条
と
し
て
贓
物
の
出
所
を
証
明
で
き
な
い
者
を
罰
す
る
規
定

を
お
き
、
第
二
編
第
三
章
の
静
謐
を
害
す
る
罪
の
中
に
、
第
一
〇
節
と
し
て
無
頼
お
よ
び
乞
丐
の
罪
を
お
い
た
（
51
）

。

詳
し
い
経
緯
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
と
き
政
府
は
、
こ
の
一
部
改
正
案
を
部
内
で
審
査
さ
せ
た
。
法
制
局
も
（
太
政
官
の
）
法
制
部

も
廃
止
さ
れ
た
か
ら
、
審
査
に
あ
た
る
の
は
参
事
院
し
か
な
い
。
内
局
・
六
部
の
う
ち
、
法
制
部
（
同
じ
名
称
）
で
あ
る
。
明
治
一
五
年

の
暮
れ
か
翌
一
六
年
の
初
め
頃
か
、
法
制
部
は
、
一
部
改
正
案
に
対
す
る
「
太
政
官
調
査
修
正
案
」
を
纏
め
た
（
52
）

。
こ
の
修
正
案
は
、
司
法

省
の
求
め
る
と
こ
ろ
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
に
数
倍
す
る
箇
条
の
修
正
や
加
除
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
全
四
三
〇
条
に
及
ぶ

法
典
だ
か
ら
、
な
お
一
部
改
正
案
に
す
ぎ
な
い
。
第
二
編
の
第
一
章
皇
室
に
関
す
る
罪
と
、
第
二
章
国
事
に
関
す
る
罪
の
第
一
節
内
乱
に

関
す
る
罪
は
、
元
ど
お
り
分
章
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
修
正
が
加
わ
っ
た
条
文
を
記
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
（
53
）

。

○
太
政
官
調
査
修
正
案

　
　
　

第
一
章　

皇
室
ニ
対
ス
ル
罪

　

第
百
十
六
条　

皇
室
ニ
対
シ
悖
逆
ヲ
謀
ル
者
ハ
死
刑
ニ
処
ス

　
　

皇
陵
ヲ
毀
壊
シ
タ
ル
者
亦
同
シ

　
　
　

第
二
章　

国
事
ニ
関
ス
ル
罪

　
　
　
　

第
一
節　

内
乱
ニ
関
ス
ル
罪

二
二



近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定
（
新
井
）

（
一
九
七
）

第
百
二
十
一
条　

政
体
ヲ
変
更
シ
又
ハ
邦
土
ヲ
僣
窃
シ
其
他
朝
憲
ヲ
紊
乱
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
為
シ
内
乱
ヲ
起
シ
タ
ル
者
ハ
左
ノ
区

別
ニ
従
テ
処
断
ス

　
　

一　

首
魁
及
ヒ
教
唆
者
ハ
死
刑
ニ
処
ス

　
　

二
、
三
、
四　

略

法
制
部
は
修
正
案
と
一
緒
に
理
由
書
を
作
成
し
た
。
第
一
一
六
条
の
修
正
理
由
は
「
原
文
天
皇
三
后
皇
太
子
に
対
し
危
害
を
加
へ
又
は

加
へ
ん
と
し
た
る
者
云
々
と
あ
る
は
、
特
に
玉
体
に
対
し
奉
り
危
害
の
所
業
を
為
し
た
る
者
の
如
く
見
ゆ
る
の
み
な
ら
す
、
天
皇
に
対
し

危
害
を
加
ふ
云
々
の
文
字
は
古
典
に
曽
て
見
さ
る
所
」
だ
か
ら
、
天
皇
・
三
后
・
皇
太
子
の
語
を
皇
室
に
改
め
、
さ
ら
に
「
原
文
は
危
害

を
加
へ
奉
ら
ん
と
し
た
る
者
に
し
て
始
め
て
罰
あ
る
か
如
く
、
其
権
衡
を
得
た
る
者
に
あ
ら
さ
る
」
か
ら
、
危
害
を
加
え
云
々
も
（
悖
逆

を
）
謀
る
と
改
め
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
（
54
）

。
そ
の
権
衡
と
い
う
の
は
、
旧
法
（
反
を
謀
る
だ
け
で
極
刑
に
処
す
る
謀
反
）
に
お
け
る
権
衡

の
こ
と
を
い
う
。

第
一
二
一
条
の
修
正
理
由
を
み
る
と
、
政
府
を
顛
覆
し
と
あ
る
の
を
政
体
を
変
更
し
と
改
め
る
の
は
「
太
政
官
は
即
ち
天
皇
臨
御
万
揆

を
親
裁
し
賜
ふ
所
に
し
て
、
天
皇
の
政
府
な
り
。
其
政
府
を
顛
覆
せ
ん
と
謀
る
者
は
、
即
ち
第
百
十
六
条
皇
室
に
対
し
て
悖
逆
を
謀
る
者

と
す
。
故
に
惟
た
内
閣
の
組
織
を
一
変
せ
ん
と
す
る
如
き
政
治
上
の
犯
罪
に
係
る
者
は
政
体
を
変
更
す
る
者
と
為
し
、
宜
く
此
条
を
以
て

論
す
可
き
な
り
。
但
政
体
を
変
更
せ
ん
と
謀
る
も
其
目
的
共
和
政
治
に
在
る
者
の
如
き
は
、
即
ち
皇
室
に
対
し
て
悖
逆
を
謀
る
者
を
以
て

論
す
可
し
」
と
い
う
の
で
あ
る
（
55
）

。
す
な
わ
ち
、
政
体
の
変
更
と
改
め
る
こ
と
に
よ
り
、
第
一
一
六
条
は
君
主
の
身
（
大
逆
）
や
位
（
君
主

制
や
君
主
の
政
府
）
に
対
す
る
謀
反
、
第
一
二
一
条
は
単
な
る
政
治
上
の
犯
罪
、
と
し
て
分
離
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

参
事
院
の
法
制
部
が
太
政
官
調
査
修
正
案
を
纏
め
る
さ
い
、
お
そ
ら
く
井
上
毅
（
法
制
部
議
官
兼
内
閣
書
記
官
長
）
が
中
心
的
な
働
き

二
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
一
九
八
）

を
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
井
上
が
、
同
僚
で
木
下
犀
潭
塾
同
門
の
鶴
田
皓
（
司
法
部
議
官
・
部
長
）
と
旧
刑
法
の
改
正
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
た
の
は
、
明
治
一
五
年
一
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
刑
法
案
や
刑
法
改
正
案
が
提
出
さ
れ
た
さ
い
、
こ
れ
を
審
査
す
る
の
は
法
制

部
の
担
当
な
が
ら
、
総
会
議
に
か
か
る
こ
と
を
予
想
す
る
と
、
鶴
田
へ
根
回
し
が
必
要
だ
っ
た
。

井
上
は
、
改
正
意
見
を
二
通
記
し
、
鶴
田
へ
送
付
し
た
。
一
通
目
は
、
新
刑
法
（
旧
刑
法
を
い
う
）
は
詳
密
本
元
に
し
て
千
載
の
大
典

な
が
ら
名
分
と
倫
理
を
怱
略
（
粗
略
？
）
に
し
、
名
分
に
つ
い
て
は
四
点
で
誤
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
①
古
律
は
謀
反
や
謀
大
逆
を
予
謀

の
と
き
誅
鋤
す
る
（
殺
し
つ
く
す
）
が
、
新
刑
法
の
第
一
一
六
条
は
天
皇
・
三
后
・
皇
太
子
に
対
し
危
害
を
加
え
、
加
え
ん
と
し
た
る
者

と
い
っ
て
、
そ
の
危
害
を
謀
る
者
を
罰
し
な
い
。
②
古
律
の
謀
大
逆
た
る
、
宮
闕
（
皇
居
）
を
破
り
放
火
す
る
罪
を
掲
げ
な
い
。
③
大
宝

律
の
大
不
敬
に
し
て
死
刑
に
処
す
る
、
乗
輿
（
天
皇
を
い
う
）
を
指
斥
（
非
難
）
し
情
理
切
害
な
り
と
い
う
条
文
を
掲
げ
ず
、
漠
然
た
る

不
敬
条
を
お
き
、
重
禁
錮
に
処
す
る
に
止
ま
る
。
④
宮
禁
の
尊
厳
は
直
指
せ
ず
、
宮
闕
や
乗
輿
な
ど
と
言
葉
を
婉
曲
に
す
る
の
が
人
臣
の

礼
で
あ
る
。
第
一
一
六
条
は
天
皇
を
危
害
す
る
、
な
ど
と
古
典
に
見
ざ
る
文
字
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
立
憲
国
に
於
て
天
子
神
聖

之
主
義
に
も
あ
ら
ず
」
と
い
う
の
で
あ
る
（
56
）

。

二
通
目
は
、
旧
刑
法
の
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
分
置
に
つ
い
て
、
甲
乙
二
案
を
示
し
「
元
来
皇
室
に
対
す
る
罪
と
内
乱
と
を
分
割
し
た
る

は
共
和
主
義
之
精
神
に
し
て
甚
た
我
国
体
に
適
当
せ
ず
と
存
候
。
彼
の
仏
国
刑
法
に
皇
帝
を
干
犯
す
る
者
を
国
事
犯
に
混
し
た
る
は
彼
国

理
論
家
之
満
足
せ
ざ
る
所
に
し
て
、
日
本
刑
法
は
即
ち
仏
国
理
論
家
を
し
て
厭
足
せ
し
む
る
も
我
国
之
瑕
疵
な
る
哉
如
何
せ
ん
」
と
主
張

し
て
い
る
（
57
）

。
こ
れ
ら
二
案
は
次
の
よ
う
で
あ
る
（
58
）

。

○
甲
案

　

此
度
之
改
正
ニ
於
而
、
皇
室
ニ
対
ス
ル
罪
ト
内
乱
ノ
罪
ヲ
合
セ
、
左
之
大
意
を
以
而
案
ヲ
立
ツ
。

二
四



近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定
（
新
井
）

（
一
九
九
）

　
　

凡
ソ
朝
憲
ヲ
紊
乱
シ
宮
闕
ヲ
干
犯
シ
悖
逆
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
謀
リ
及
乗
輿
ヲ
指
斥
シ
情
理
切
害
ナ
ル
者
ハ
死
刑
ニ
処
ス

　
　

本
条
ノ
罪
ヲ
犯
ス
者
ハ
期
満
免
除
并
宥
恕
軽
減
ノ
例
ニ
非
ラ
ズ

○
乙
案

　
　

│
条　

宮
闕
ヲ
干
犯
シ
悖
逆
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
謀
リ
及
乗
輿
ヲ
指
斥
シ
情
理
切
害
ナ
ル
者
ハ
死
刑
ニ
処
ス

　
　
　
　
　

本
条
云
々
、
同
甲
案

　
　

│　
　

不
敬
ノ
刑
ヲ
重
罪
ト
ス

　
　

│　
　

朝
憲
ヲ
紊
乱
シ
内
乱
ヲ
興
ス
コ
ト
ヲ
謀
ル
者
ハ
死

　

右
両
案
中
御
取
捨
奉
仰
候
。
何
分
今
日
之
刑
法
ハ
不
安
之
物
な
る
ハ
只
此
一
点
ニ
有
之
歟
ニ
候
ヘ
ハ
、
御
熟
考
奉
万
冀
候
。

井
上
は
、
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
分
置
を
「
共
和
主
義
之
精
神
に
し
て
」
国
体
に
あ
わ
な
い
と
い
う
。
甲
案
は
、
律
の
謀
反
と
同
じ
よ
う

に
、
二
つ
を
「
悖
逆
ヲ
行
フ
コ
ト
」
を
謀
る
と
し
て
一
条
に
包
摂
す
る
も
の
で
あ
る
。
乙
案
は
「
悖
逆
ヲ
行
フ
コ
ト
」
を
謀
る
罪
、
不
敬

罪
、
お
よ
び
「
朝
憲
ヲ
紊
乱
シ
内
乱
ヲ
興
ス
コ
ト
ヲ
謀
ル
」
罪
を
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
箇
条
と
し
て
お
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
甲
乙
二
案

ど
ち
ら
も
、
期
満
免
除
（
刑
の
時
効
）
も
、
宥
恕
減
軽
（
未
成
年
者
）
も
認
め
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

井
上
は
、
一
通
目
を
、
右
は
「
先
日
匆
々
中
反
覆
熟
議
之
時
を
失
ひ
遺
憾
奉
存
候
に
付
、
猶
楮
上
に
托
し
縷
陳
仕
候
間
更
に
奉
仰
賢
慮

候
」
と
結
ん
だ
。
井
上
が
二
通
を
鶴
田
へ
送
付
し
た
の
は
、
御
用
納
め
の
後
寸
暇
を
え
た
一
二
月
三
〇
日
の
こ
と
で
あ
る
。
先
日
匆
々
中

反
覆
熟
議
の
時
を
失
っ
た
と
記
し
た
の
は
、
あ
る
い
は
、
法
制
部
が
太
政
官
調
査
修
正
案
を
纏
め
た
と
き
の
事
情
を
ふ
り
返
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
場
合
、
修
正
案
の
成
立
時
期
は
、
お
そ
ら
く
明
治
一
五
年
暮
れ
で
あ
る
。

し
か
し
、
修
正
案
は
、
第
一
一
六
条
を
改
め
、
①
予
謀
の
段
階
で
罰
し
、
④
宮
禁
の
尊
厳
を
保
ち
、
③
第
一
一
七
条
の
不
敬
罪
に
一
項

二
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
〇
〇
）

を
加
え
、
こ
れ
を
第
一
項
「
皇
室
ヲ
指
斥
シ
情
理
切
害
ナ
ル
者
ハ
無
期
徒
刑
ニ
処
ス
」
と
す
る
一
方
、
元
の
条
文
を
「
皇
室
ニ
対
シ
不
敬

ノ
所
為
ア
ル
者
ハ
軽
懲
役
ニ
処
シ
其
情
軽
キ
者
ハ
三
月
以
上
五
年
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
処
ス
」
と
改
め
、
第
二
項
へ
回
し
た
（
59
）

。
井
上
が
そ
れ

を
承
知
で
改
正
を
力
説
す
る
の
は
、
何
か
不
自
然
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
、
井
上
が
鶴
田
と
意
見
を
交
換
し
た
後
で
、
法
制
部
は
右
の
乙
案

の
線
で
修
正
案
を
纏
め
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
場
合
は
、
修
正
案
の
成
立
時
期
は
、
明
治
一
六
年
初
め
頃
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の

時
点
で
、
鶴
田
が
甲
案
に
同
意
す
る
の
を
渋
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。

○
太
政
官
調
査
修
正
案
、
続
き

　

第
百
十
七
条　

皇
室
ヲ
指
斥
シ
情
理
切
害
ナ
ル
者
ハ
無
期
徒
刑
ニ
処
ス

　
　

皇
室
ニ
対
シ
不
敬
ノ
所
為
ア
ル
者
ハ
軽
懲
役
ニ
処
シ
其
情
軽
キ
者
ハ
三
月
以
上
五
年
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
処
ス

　
　

皇
陵
ニ
対
シ
タ
ル
罪
亦
同
シ

井
上
は
、
同
じ
頃
「
第
二
編
第
一
章
第
二
章
改
正
の
議
」
と
題
す
る
覚
書
を
作
成
し
た
。
井
上
は
、
こ
の
覚
書
の
中
で
皇
室
に
対
す
る

罪
と
国
事
犯
を
二
分
す
る
の
は
「
実
に
建
国
の
大
義
に
乖
き
、
立
憲
の
主
義
に
戻
（
悖
）
り
、
将
来
永
遠
に
国
体
と
相
矛
盾
し
、
不
軌
の

徒
を
し
て
口
実
を
藉
り
、
邪
説
の
資
と
為
す
こ
と
を
得
せ
し
め
ん
と
す
」
と
論
じ
、
こ
れ
は
断
じ
て
改
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
と
大
書

し
た
（
60
）

上
で
、
理
由
を
詳
論
し
て
い
る
。

理
由
は
四
つ
あ
る
。
①
第
一
二
一
条
の
政
府
は
天
皇
の
政
府
に
し
て
、
邦
土
は
天
皇
の
邦
土
、
朝
憲
は
天
皇
の
朝
憲
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
内
乱
罪
と
し
て
皇
室
に
対
す
る
罪
と
し
な
い
の
は
、
不
可
の
一
で
あ
る
。
②
各
国
刑
法
は
皆
、
君
主
を
犯
す
罪
と
国
に
背
き
乱
を
な
す

罪
を
同
一
類
と
し
、
一
条
を
以
て
包
括
す
る
も
の
が
あ
る
し
、
条
を
殊
に
し
て
節
を
同
じ
く
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
君
主
の
身
を

危
う
く
す
る
の
と
君
主
の
位
（
現
王
朝
）
を
犯
す
（
攻
撃
す
る
）
の
と
、
悖
逆
た
る
は
同
一
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
政
府
を
顛
覆
し
朝
憲

二
六



近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定
（
新
井
）

（
二
〇
一
）

を
紊
乱
す
る
者
を
内
乱
罪
と
し
て
、
皇
室
に
対
す
る
罪
と
は
別
扱
い
す
る
の
が
、
不
可
の
二
で
あ
る
。
③
我
が
国
は
宮
中
・
府
中
と
も
に

一
体
と
な
し
、
皇
室
と
政
府
は
か
つ
て
両
岐
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
将
来
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
も
、
政
府
を
以
て
皇
室
に
属
し
、
政
府

を
以
て
議
院
・
政
党
に
属
せ
ざ
る
べ
き
は
、
不
易
の
理
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
刑
法
が
政
府
と
皇
室
を
わ
け
、
政
府
顛
覆
を
内
乱
罪
と

し
て
、
こ
れ
を
皇
室
を
干
犯
す
る
罪
と
し
な
い
の
は
、
不
可
の
三
で
あ
る
。
④
内
乱
と
は
両
党
が
相
戦
う
名
称
で
あ
り
、
旧
法
で
は
臣
民

に
し
て
皇
室
や
政
府
を
犯
す
者
を
反
逆
と
す
る
。
今
皇
室
に
対
す
る
罪
、
す
な
わ
ち
反
逆
罪
と
は
別
に
、
内
乱
罪
を
お
い
て
政
府
を
顛
覆

す
る
罪
人
を
ま
ち
、
不
軌
の
徒
を
し
て
藉
口
し
反
逆
の
名
を
逃
れ
さ
せ
る
の
は
、
不
可
の
四
で
あ
る
（
61
）

。

井
上
は
、
具
体
的
な
改
正
を
提
案
し
て
い
る
。
①
第
一
章
皇
室
に
対
す
る
罪
と
、
第
二
章
国
事
に
関
す
る
罪
の
第
一
節
内
乱
に
関
す
る

罪
を
併
せ
て
一
章
と
し
「
悖
逆
ノ
罪
」
を
お
く
。
②
第
一
一
六
条
を
書
き
換
え
て
「
皇
室
ニ
対
シ
、
悖
逆
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
謀
ル
者
ハ
死
刑

ニ
処
ス
」
と
改
め
る
。
③
同
条
に
「
本
条
ノ
罪
ヲ
犯
ス
者
ハ
、
第
八
十
条
不
論
罪
宥
恕
ノ
例
ヲ
用
ヒ
ズ
」
と
い
う
第
二
項
を
加
え
、
一
六

歳
未
満
の
未
成
年
者
に
つ
い
て
も
減
刑
を
外
す
。
④
第
一
一
七
条
を
書
き
換
え
て
、
第
一
項
「
乗
輿
ヲ
指
斥
シ
、
情
理
切
害
ナ
ル
者
、
及

諸
ロ
悖
逆
ノ
言
ヲ
為
シ
朝
憲
ヲ
蔑
如
ス
ル
者
ハ
有
期
徒
刑
ニ
処
シ
、
其
ノ
教
唆
シ
テ
人
ヲ
惑
ハ
ス
ノ
情
ア
ル
者
ハ
無
期
徒
刑
ニ
処
ス
」
と

改
め
る
ほ
か
、
第
二
項
の
皇
室
に
対
す
る
不
敬
、
第
三
項
の
皇
陵
に
対
す
る
不
敬
の
刑
を
加
重
す
る
。
⑤
第
一
二
一
条
に
「
政
体
ヲ
変
壊

シ
、
邦
土
ヲ
僣
窃
シ
、
及
朝
憲
ヲ
紊
乱
ス
ル
コ
ト
ヲ
謀
ル
者
ハ
無
期
流
刑
ニ
処
ス
」
と
い
う
第
一
項
を
加
え
、
そ
の
次
に
「
前
項
ノ
目
的

ヲ
以
テ
兵
乱
ヲ
興
シ
タ
ル
者
ハ
左
ノ
区
別
ニ
従
テ
処
断
ス
」
と
い
う
第
二
項
を
お
き
、
そ
の
処
分
例
は
旧
刑
法
と
同
じ
と
す
る
。
⑥
国
事

に
関
す
る
罪
の
第
二
節
外
患
に
関
す
る
罪
を
改
め
「
第
二
章
、
謀
叛
ノ
罪
」
と
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
（
62
）

。
こ
の
改
正
論
は
、
前
掲
鶴
田

あ
て
乙
案
の
内
容
に
近
く
、
よ
り
詳
細
で
あ
る
。

さ
て
、
明
治
一
六
年
三
、
四
月
頃
か
、
司
法
省
は
、
政
府
（
太
政
官
）
に
、
前
年
九
月
提
出
の
一
部
改
正
案
に
さ
ら
な
る
修
正
・
加
除

二
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
〇
二
）

を
施
し
た
改
正
案
を
提
出
し
た
（
63
）

。
提
出
時
期
は
早
け
れ
ば
二
月
頃
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
改
正
案
は
、
全
四
三
〇
条
の
法
典
中
半
分
の

箇
条
に
修
正
・
加
除
を
施
し
た
上
、
徒
刑
・
流
刑
、
懲
役
・
禁
獄
、
重
禁
錮
・
軽
禁
錮
の
刑
期
を
一
斉
に
延
長
す
る
な
ど
、
い
わ
ば
全
面

改
正
案
と
称
し
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
改
正
案
は
、
第
二
編
の
第
一
章
皇
室
に
対
す
る
罪
と
、
第
二
章
国
事
に
関
す
る
罪
の
第
一
節
内
乱
に
関
す
る
罪
を
併
せ
て
一
章
と

し
、
第
一
章
内
乱
に
関
す
る
罪
を
お
き
、
第
二
章
と
し
て
皇
室
に
対
す
る
不
敬
の
罪
を
お
い
た
。
元
の
第
二
章
の
第
二
節
外
患
に
関
す
る

罪
は
、
名
称
を
保
っ
て
第
三
章
を
た
て
た
。
大
逆
罪
、
内
乱
罪
に
つ
い
て
、
旧
刑
法
に
修
正
が
加
わ
っ
た
条
文
を
記
す
と
、
次
の
よ
う
で

あ
る
（
64
）

。
○
司
法
省
改
正
案

　
　
　

第
一
章　

内
乱
ニ
関
ス
ル
罪

　

第
百
十
七
条　

皇
室
ニ
対
シ
悖
逆
ヲ
謀
ル
者
ハ
死
刑
ニ
処
ス

　
　

皇
陵
ヲ
毀
壊
シ
タ
ル
者
亦
同
シ

　
　

本
条
ノ
罪
ハ
宥
恕
及
不
論
罪
ノ
例
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
百
十
九
条　

政
体
ヲ
変
更
シ
又
ハ
邦
土
ヲ
僣
窃
シ
其
他
朝
憲
ヲ
紊
乱
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
為
シ
内
乱
ヲ
起
シ
タ
ル
者
ハ
左
ノ
区
別

ニ
従
テ
処
断
ス

　
　

一
〜
四　

元
の
ま
ま

　
　
　

第
二
章　

皇
室
ニ
対
ス
ル
不
敬
ノ
罪

第
百
三
十
一
条　

皇
室
ニ
対
シ
大
不
敬
ノ
所
為
ア
ル
者
ハ
有
期
徒
刑
ニ
処
シ
其
情
軽
キ
者
ハ
重
懲
役
ニ
処
ス
其
不
敬
ノ
所
為
ニ
係
ル

二
八



近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定
（
新
井
）

（
二
〇
三
）

者
ハ
軽
懲
役
ニ
処
シ
其
情
軽
キ
者
ハ
三
月
以
上
五
年
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
処
ス

　
　

皇
陵
ニ
対
シ
大
不
敬
若
ク
ハ
不
敬
ノ
所
為
ア
ル
者
亦
同
シ

司
法
省
改
正
案
は
、
井
上
が
強
く
非
難
す
る
、
旧
刑
法
の
第
一
章
と
、
第
二
章
第
一
節
の
分
章
を
撤
回
し
た
。
し
か
も
、
第
一
一
七
条

も
、
第
一
一
九
条
も
、
太
政
官
調
査
修
正
案
の
第
一
一
六
条
、
第
一
二
一
条
を
そ
の
ま
ま
転
用
し
た
。
第
一
一
七
条
は
新
た
に
第
三
項
を

追
加
し
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
司
法
省
の
（
旧
）
刑
法
改
正
担
当
者
が
、
参
事
院
法
制
部
か
ら
修
正
案
を
み
せ
ら
れ
、
井
上
の
主
張
を

き
か
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
鶴
田
が
古
巣
司
法
省
の
下
僚
ら
に
指
示
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
司
法
省
改
正

案
に
誤
記
が
な
い
と
す
れ
ば
、
第
一
章
の
名
称
は
、
井
上
が
排
斥
す
る
内
乱
の
罪
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
皇
室
に
対
す
る
不
敬
罪

を
以
て
一
章
を
た
て
る
の
は
、
か
な
り
突
飛
で
あ
る
。

（
二
）
一
章
に
二
節
を
お
く

政
府
（
太
政
官
）
は
、
司
法
省
提
出
の
全
面
改
正
案
を
部
内
で
審
査
さ
せ
た
。
法
制
部
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
明
治
一
六
年
五
月
、
全
面

改
正
案
に
対
す
る
「
太
政
官
再
調
査
案
」
を
纏
め
た
（
65
）

。
そ
し
て
議
官
補
清
浦
奎
吾
、
員
外
議
官
補
名
村
泰
蔵
、
議
官
井
上
毅
、
議
官
鶴
田

皓
、
四
人
の
名
で
参
事
院
議
長
の
山
県
有
朋
に
提
出
し
た
。
審
査
に
鶴
田
が
加
わ
っ
て
い
る
の
は
、
法
律
案
は
部
会
議
で
な
く
、
総
会
議

で
審
議
す
る
か
ら
だ
ろ
う
。

こ
の
再
調
査
案
は
、
司
法
省
の
求
め
る
修
正
・
加
除
を
大
幅
に
削
減
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
、
徒
刑
・
流
刑
、
懲
役
・
禁
獄
な
ど

刑
期
の
延
長
を
認
め
な
か
っ
た
。
刑
期
の
延
長
は
「
其
の
関
係
す
る
所
、
刑
法
の
全
局
全
部
の
変
動
に
し
て
、
取
り
も
直
さ
ず
旧
刑
法
を

廃
し
て
新
刑
法
を
施
す
も
の
」
だ
か
ら
と
い
う
（
66
）

。
と
も
あ
れ
、
肝
腎
の
大
逆
罪
、
内
乱
罪
に
つ
い
て
、
旧
刑
法
に
修
正
が
加
わ
っ
た
条
文

二
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
〇
四
）

を
記
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
（
67
）

。

○
太
政
官
再
調
査
案

　
　
　

第
一
章　

悖
乱
ノ
罪

　
　
　
　

第
一
節　

皇
室
ニ
対
ス
ル
罪

　

第
百
十
六
条　

皇
室
ニ
対
シ
悖
逆
ヲ
謀
ル
者
ハ
死
刑
ニ
処
ス

　

第
○
○
条　
　

皇
陵
ヲ
毀
ツ
者
ハ
死
刑
ニ
処
ス

第
百
十
七
条　

皇
室
ニ
対
シ
不
敬
ノ
所
為
ア
ル
者
ハ
三
月
以
上
五
年
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
処
シ
其
情
重
キ
者
ハ
重
懲
役
又
ハ
軽
懲
役
ニ

処
ス

　
　

皇
陵
ニ
対
シ
不
敬
ノ
所
為
ア
ル
者
亦
同
シ

　
　
　
　

第
二
節　

国
事
ニ
関
ス
ル
罪

第
百
二
十
一
条　

政
体
ヲ
変
壊
シ
又
ハ
邦
土
ヲ
僣
窃
シ
其
他
朝
憲
ヲ
紊
乱
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
為
シ
兵
乱
ヲ
起
シ
タ
ル
者
ハ
謀
反
ノ

罪
ト
為
シ
左
ノ
区
別
ニ
従
テ
処
断
ス

　
　

一
〜
四　

元
の
ま
ま

太
政
官
再
調
査
案
は
、
旧
刑
法
の
第
一
章
と
、
第
二
章
第
一
節
（
お
よ
び
第
二
節
）
の
分
章
を
撤
回
し
、
併
せ
て
一
章
と
し
、
第
一
章

悖
乱
の
罪
を
お
き
な
が
ら
、
一
章
の
中
に
第
一
節
皇
室
に
対
す
る
罪
、
第
二
節
国
事
に
関
す
る
罪
、
お
よ
び
第
三
節
外
国
に
関
す
る
罪
の

三
節
を
お
い
た
。
大
逆
罪
、
内
乱
罪
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
章
に
し
て
二
節
を
配
置
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
第
一
一
六
条
は
、
太
政
官

調
査
修
正
案
の
第
一
一
六
条
と
同
じ
。
第
一
二
一
条
の
構
成
要
件
は
、
修
正
案
の
表
現
を
か
な
り
改
め
た
。

三
〇



近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定
（
新
井
）

（
二
〇
五
）

参
事
院
は
、
こ
の
再
調
査
案
を
総
会
議
の
議
案
と
し
た
。
六
月
下
旬
、
総
会
議
が
開
か
れ
激
論
が
交
わ
さ
れ
た
と
い
う
（
68
）

。
山
県
議
長
が

総
会
議
の
議
決
し
た
旧
刑
法
改
正
案
を
、
太
政
大
臣
の
三
条
実
美
に
提
出
し
た
の
は
、
七
月
一
二
日
の
こ
と
で
あ
る
（
69
）

。
し
か
し
、
改
正
案

は
元
老
院
へ
送
る
こ
と
な
く
、
審
議
に
ふ
す
る
こ
と
な
く
、
政
府
自
ら
握
り
潰
し
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
参
事
院
の
改
正
案
の

う
ち
、
こ
れ
も
や
は
り
大
逆
罪
、
内
乱
罪
に
つ
い
て
、
旧
刑
法
に
修
正
が
加
わ
っ
た
条
文
を
記
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
（
70
）

。

○
参
事
院
改
正
案

　
　
　

第
一
章　

悖
乱
ノ
罪

　
　
　
　

第
一
節　

皇
室
ニ
対
ス
ル
罪

　

第
百
十
六
条　

皇
室
ニ
対
シ
悖
逆
ヲ
謀
ル
者
ハ
死
刑
ニ
処
ス

第
百
十
七
条　

皇
室
ニ
対
シ
不
敬
ノ
所
為
ア
ル
者
ハ
三
月
以
上
五
年
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
処
シ
其
情
重
キ
者
ハ
軽
懲
役
又
ハ
重
懲
役
ニ

処
ス

　
　

皇
陵
ニ
対
シ
不
敬
ノ
所
為
ア
ル
者
亦
同
シ

　
　
　
　

第
二
節　

謀
反
ノ
罪

　

第
百
二
十
一
条　

政
体
ヲ
変
壊
シ
又
ハ
朝
憲
ヲ
紊
乱
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
兵
乱
ヲ
起
シ
タ
ル
者
ハ
左
ノ
区
別
ニ
従
テ
処
断
ス

　
　

一
〜
四　

元
の
ま
ま

　
　
　
　

第
三
節　

謀
叛
ノ
罪

（
注
）
太
政
官
再
調
査
案
中
、
第
○
○
条
「
皇
陵
ヲ
毀
ツ
者
ハ
死
刑
ニ
処
ス
」
は
削
除
。

三
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
〇
六
）

（
49
） 

明
治
法
制
経
済
史
研
究
所
編
『
元
老
院
会
議
筆
記
』
前
期
第
八
巻
（
元
老
院
会
議
筆
記
刊
行
会
、
一
九
六
四
年
）
五
八
頁
。
明
治
一
三
年
三
月

一
五
日
の
会
議
。

（
50
） 
前
掲
「
旧
刑
法
、
治
罪
法
及
旧
刑
事
訴
訟
法
編
纂
沿
革
」
③
（
法
曹
会
雑
誌
第
八
巻
第
一
〇
号
、
一
九
三
〇
年
）
一
四
一
〜
一
四
四
頁
。

（
51
） 
注（
50
）と
同
じ
。

（
52
） 

日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
は
、
甲
号
「
太
政
官
調
査
修
正
案
」
と
題
さ
れ
る
、
旧
刑
法
改
正
案
を
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
旧
刑
法
の
活
版

印
刷
本
（
目
次
一
二
頁
、
本
文
一
八
一
頁
）
の
各
条
文
に
朱
書
で
修
正
・
加
除
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
修
正
案
の
成
立
時
期
は
、
は
っ
き
り

し
な
い
。
本
文
の
「
明
治
一
五
年
の
暮
れ
か
翌
一
六
年
の
初
め
頃
か
」
と
い
う
の
は
、
現
在
の
お
よ
そ
の
推
測
で
あ
る
。
な
お
慎
重
な
考
察
が
必
要

で
あ
る
。
修
正
案
は
、
内
田
文
昭
ら
編
『
刑
法
（
明
治
40
年
）
①
』
全
三
巻
（
信
山
社
・
日
本
立
法
資
料
全
集
、
一
九
九
九
年
〜
二
〇
〇
九
年
）
の

中
に
み
あ
た
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
同
書
第
三
巻
（
①
│
3
）
補
遺
③
、
四
四
四
頁
以
下
の
「
刑
法
改
正
案
・
参
事
院
」
は
、
こ
の
修
正
案
の
う
ち

主
要
な
箇
条
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
修
正
・
加
除
の
理
由
を
ふ
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
53
） 

注（
52
）「
太
政
官
調
査
修
正
案
」
四
九
頁
、
五
〇
〜
五
一
頁
。

（
54
） 

前
掲
『
刑
法
（
明
治
40
年
）
①
│
3
』
所
収
、
補
遺
③
「
刑
法
改
正
案
・
参
事
院
」
四
四
六
頁
。

（
55
） 

注（
54
）「
刑
法
改
正
案
・
参
事
院
」
四
四
七
頁
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
年
）
発
行
の
『
言
海
』
は
、
政
体
の
語
の
解
釈
と
し
て
「
政
治
ノ

タ
テ
カ
タ
」
と
記
し
、
用
例
と
し
て
「
立
憲
ノ
政
体
、
共
和
ノ
政
体
」
を
あ
げ
て
い
る
。
大
槻
文
彦
編
『
言
海
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
版
、
二
〇
〇
四

年
）
六
八
七
頁
。
法
制
部
が
第
一
二
一
条
の
文
頭
を
政
府
か
ら
政
体
へ
修
正
し
た
の
は
、
強
引
な
観
が
あ
る
。

（
56
） 

鶴
田
皓
あ
て
井
上
毅
書
簡
、
明
治
一
五
年
（
？
）
一
二
月
三
〇
日
付
。
井
上
毅
伝
記
編
纂
委
員
会
編
『
井
上
毅
伝
』
史
料
篇
第
一
巻
（
国
学
院

大
学
図
書
館
、
一
九
八
六
年
）
二
六
七
頁
。
初
版
は
一
九
六
六
年
。

（
57
） 

鶴
田
皓
あ
て
井
上
毅
書
簡
、
明
治
一
五
年
（
？
）
一
二
月
三
〇
日
付
。
注（
56
）二
六
八
頁
。
厭
足
は
、
十
分
に
た
り
る
、
満
足
す
る
。

（
58
） 

注（
57
）と
同
じ
。

（
59
） 

注（
52
）「
太
政
官
調
査
修
正
案
」
四
九
頁
。

（
60
） 

井
上
毅
「
第
二
編
第
一
章
第
二
章
改
正
の
議
」。
注（
56
）三
四
三
頁
。

三
二



近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定
（
新
井
）

（
二
〇
七
）

（
61
） 

注（
60
）「
第
二
編
第
一
章
第
二
章
改
正
の
議
」。
注（
56
）三
四
三
〜
三
四
四
頁
。

（
62
） 

注（
60
）「
第
二
編
第
一
章
第
二
章
改
正
の
議
」。
注（
56
）三
四
四
〜
三
四
五
頁
。
法
文
中
の
読
点
、
濁
点
は
、
原
文
ど
お
り
。

（
63
） 
前
掲
『
刑
法
（
明
治
40
年
）
①
│
3
』
所
収
、
補
遺
①
「
司
法
省
改
正
案
」。
こ
の
改
正
案
は
、
旧
刑
法
の
活
版
印
刷
本
の
各
条
文
に
、
朱
書
で

修
正
・
加
除
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
第
二
巻
（
①
│
2
）
資
料
解
題
五
〇
頁
。

（
64
） 

注（
63
）補
遺
①
「
司
法
省
改
正
案
」
二
九
二
〜
二
九
五
頁
。

（
65
） 

日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
は
、
注（
52
）の
ほ
か
、
丙
号
「
太
政
官
再
調
査
案

│
即
参
事
院
総
会
議
々
案
」
と
題
さ
れ
る
、
旧
刑
法
改
正
案
を

所
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
注（
52
）と
同
じ
活
版
印
刷
本
の
各
条
文
に
朱
書
で
修
正
・
加
除
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
再
調
査
案
は
、
お
よ
そ

の
と
こ
ろ
、
前
掲
『
刑
法
（
明
治
40
年
）
①
│
1
』
資
料
⑦
、
二
四
八
頁
以
下
の
「
参
事
院
総
会
議
議
案
」
の
内
容
と
同
じ
で
あ
る
。

（
66
） 

山
県
有
朋
あ
て
井
上
毅
書
簡
、
明
治
一
六
年
（
？
）
五
月
一
四
日
付
。
注（
56
）三
四
二
頁
。

（
67
） 

注（
65
）「
太
政
官
再
調
査
案
」
四
九
頁
、
五
〇
〜
五
一
頁
。

（
68
） 

伊
藤
隆
・
尾
崎
春
盛
編
『
尾
崎
三
良
日
記
』
上
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
一
年
）
三
〇
四
〜
三
〇
五
頁
。

（
69
） 

前
掲
『
刑
法
（
明
治
40
年
）
①
│
1
』
資
料
⑨
、
四
一
五
頁
以
下
の
「
参
事
院
上
申
案
」。

（
70
） 

注（
69
）と
同
じ
。

お
わ
り
に

近
代
日
本
が
西
欧
法
典
を
模
倣
し
て
最
初
に
編
纂
し
た
の
は
、
明
治
一
三
年
の
刑
法
、
い
わ
ゆ
る
旧
刑
法
で
あ
る
。
草
案
編
纂
を
担
当

し
た
司
法
省
の
編
纂
委
員
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
指
導
を
う
け
な
が
ら
暗
中
模
索
の
日
々
を
送
っ
た
。
そ
の
頃
の
刑
法
が
大
逆
罪
や
内
乱

罪
を
お
か
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
編
纂
委
員
は
こ
の
草
案
の
中
に
大
逆
罪
、
内
乱
罪
を
創
定
し
よ
う
と
し
た
。
初
め
は
フ
ラ
ン
ス

三
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
〇
八
）

刑
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
を
模
倣
す
る
し
か
な
か
っ
た
が
、
刑
法
草
案
第
一
稿
の
見
直
し
に
入
る
と
、
こ
れ
ら
二
罪
の
罪
質
の
違
い
が
気
に

な
り
、
二
罪
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
章
に
分
離
し
た
。
こ
れ
は
、
大
逆
罪
か
ら
内
乱
罪
を
分
離
す
る
こ
と
で
あ
り
、
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

刑
法
典
に
例
の
な
い
や
り
方
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
旧
刑
法
は
、
施
行
直
後
か
ら
改
正
論
の
逆
風
に
曝
さ
れ
た
。
い
わ
ば
そ
れ
に
便
乗
し
て
、
日
本
型
憲
法
を
構
想
中
の
法
制

官
僚
井
上
毅
が
、
古
い
律
の
謀
反
や
大
逆
の
概
念
を
、
旧
刑
法
と
い
う
近
代
的
法
典
の
中
に
強
引
に
侵
入
さ
せ
よ
う
と
努
め
た
。
天
皇
制

国
家
建
設
の
旗
を
ふ
る
井
上
の
強
力
な
働
き
か
け
に
、
司
法
省
も
、
参
事
院
も
ふ
り
回
さ
れ
た
。
司
法
省
は
、
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
分
章

を
撤
回
す
る
改
正
案
を
提
出
す
る
始
末
で
あ
る
。
参
事
院
は
、
こ
れ
ら
二
罪
を
纏
め
た
一
章
を
お
き
、
そ
の
中
で
節
を
わ
け
る
改
正
案
を

作
成
し
た
。
ど
ち
ら
も
五
〇
歩
一
〇
〇
歩
。
条
約
改
正
を
は
じ
め
外
交
上
の
問
題
に
日
夜
苦
闘
す
る
政
府
が
、
大
き
く
時
代
に
逆
行
す
る

改
正
案
を
見
送
っ
た
の
は
、
明
治
一
〇
年
代
の
賢
明
な
選
択
だ
っ
た
。

○
追
記

か
な
り
古
く
日
本
法
学
第
六
三
巻
第
一
号
（
一
九
九
七
年
）
掲
載
の
、
新
井
勉
「
参
事
院
の
刑
法
論
小
考
」
は
、
司
法
省
の
全
面
改
正

案
の
提
出
を
、
ひ
と
ま
ず
明
治
一
五
年
々
末
く
ら
い
か
と
想
像
し
た
。
し
か
し
、
今
回
、
太
政
官
調
査
修
正
案
の
成
立
が
一
五
年
暮
れ
か

翌
一
六
年
初
め
頃
か
、
と
見
当
が
つ
い
た
。
早
け
れ
ば
一
五
年
一
二
月
、
遅
け
れ
ば
一
六
年
一
、
二
月
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
修
正
案

を
下
敷
き
と
す
る
全
面
改
正
案
の
提
出
は
、
早
け
れ
ば
明
治
一
六
年
二
月
頃
、
お
そ
ら
く
三
、
四
月
頃
と
み
る
し
か
な
い
。

三
四



近
代
日
本
に
お
け
る
大
逆
罪
・
内
乱
罪
の
創
定
（
新
井
）

（
二
〇
九
）

○
追
記

校
了
と
す
る
さ
い
、
本
稿
に
お
け
る
司
法
省
改
正
案
の
扱
い
に
、
お
そ
ら
く
思
い
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
の
点
、
次
稿
で

再
論
し
よ
う
と
思
う
。

三
五





法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
一
一
）

法
の
極
み
は
不
法
の
極
み

Ｊ
・
シ
ュ
ト
ル
ー

吉　

原　

達　

也　
　

訳

解
題

1　

本
稿
は
、S

troux, Johannes: “S
um

m
um

 ius sum
m
a iniuria. E

in K
apitel aus der G

eschichte der interpretatio iuris （
1
）”, 

（A
us der im

 ganzen nicht erschienenen F
estsch

rift fü
r P

au
l S

peiser-S
arasin

 zu
m

 80. G
ebu

rtstag am
 16. O

ktober 1926

）, L
eipzig/

B
erlin 1926; N

achdr. in: V
erf.: R

öm
isch

e R
ech

tsw
issen

sch
aft u

n
d

 R
h

etorik, P
otsdam

 1949 （
2
）, S

.7-66

を
訳
出
し
た
も
の

で
あ
る
。

ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
シ
ュ
ト
ル
ー
（Johannes S

troux, 1886-1954 （
3
）

）
は
、
一
九
二
六
年
に
公
表
し
た
「
法
の
極
み
は
不
法
の
極
み　

法
解
釈

翻　

訳

三
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
一
二
）

史
断
章
」
と
題
す
る
論
稿
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
共
和
政
期
に
修
辞
学
が
法
律
行
為
の
解
釈
理
論
を
樹
立
し
、
こ
れ
が
ロ
ー
マ
法
律
学
に
影

響
を
与
え
た
と
い
う
主
張
を
展
開
し
た
。
こ
の
テ
ー
ゼ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
、
そ
の
後
の
ロ
ー
マ
法
学
史
研
究
、
法
解
釈
学
史

研
究
に
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た

（
4
）

。
わ
が
国
で
も
つ
と
に
武
藤
智
雄
氏

（
5
）

は
シ
ュ
ト
ル
ー
を
擁
護
す
る
立

場
か
ら
独
自
の
研
究
を
展
開
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
氏
は
シ
ュ
ト
ル
ー
の
見
解
を
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。「
法
律
解

釈
の
修
辞
学
的
理
論
は
、
共
和
末
の
ロ
ー
マ
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
は
確
か
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
を
背
に
し
て
、
外
に
し
て

は
方
式
主
義
と
抗
争
し
、
内
に
し
て
は
、
法
律
実
践
に
於
て
も
法
の
解
釈
に
於
て
も
、
常
に
衡
平
が
保
た
れ
る
よ
う
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
案

出
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
間
に
於
け
る
修
辞
学
的
方
法
と
理
論
を
豊
富
に
示
し
た
も
の
が
、
シ
セ
ロ
の
諸
作
で
あ
り
、
殊
に
《d

e 

in
vetion

e

》（
修
辞
学
的
発
見
に
つ
い
て

（
6
）

）
で
あ
る
。
…
…
新
解
釈
は
既
に
シ
セ
ロ
時
代
に
於
て
凱
歌
を
奏
し
た
。
法
務
官
は
直
接
間
接
、

ま
た
通
常
非
常
の
手
段
を
以
て
こ
れ
を
採
用
し
、
法
学
者
は
、
シ
セ
ロ
の
友
人
た
るA

quilius G
allus （

7
）

やS
elvius S

ulpicius R
ufus （

8
）

等
を
含
め
て
、
こ
れ
を
論
議
の
対
象
と
し
、
や
が
て
こ
れ
は
具
体
的
事
案
に
対
処
す
る
法
廷
実
践
に
於
て
も
認
め
ら
れ
て
、
解
釈
理
論
の

大
変
革
、
ひ
い
て
は
の
ち
の
ロ
ー
マ
法
の
発
展
の
端
緒
を
築
い
た

（
9
）

」、
と
。

2　

原
題
のS

um
m
um

 ius sum
m
a iniuria

は
、「
法
を
最
高
の
法
則
と
す
る
こ
と
は
最
大
の
不
法
で
あ
る
」、「
最
厳
正
の
法
は
最
不
正

の
法
で
あ
る
」「
最
高
の
法
は
最
高
の
不
法
」
と
も
訳
さ
れ
る
法
格
言
で
あ
り

（
10
）

、
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
、
キ
ケ
ロ
の
言
に
由
来
す
る
と

さ
れ
て
い
る

（
11
）

。
武
藤
氏
は
、
シ
ュ
ト
ル
ー
が
こ
の
表
題
に
込
め
た
意
味
と
し
て
、「
こ
れ
は
不
正
を
齎
ら
す
文
字
解
釈
へ
の
闘
争
宣
言
で

あ
り
、
方
式
主
義
で
固
め
ら
れ
た
城
塞
へ
の
突
入
宣
言
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
方
的
で
あ
れ
双
方
的
で
あ
れ
、
行
為
者
の
意
思
を
具
体
的
に

考
慮
し
て
、
常
に
当
事
者
が
欲
し
た
目
的
を
実
現
せ
し
め
ん
こ
と
を
期
し
た
モ
ッ
ト
ー

（
12
）

」
で
あ
る
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
に

三
八



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
一
三
）

も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
（『
自
虐
者
』796

）
以
来
、
ロ
ー
マ
で
「
法
の
極
み
は
し
ば
し
ば
害
悪
の
極
みius 

sum
m
um

 saepe sum
m
a est m

alitia

」
と
い
う
諺
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
い
わ
ば
権
利
濫
用
を
批
判
す
る
よ
う
な
意
味
合
い
を
有
し
て
い

た
。
こ
れ
は
四
世
紀
末
の
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
（ep.1, 14

）
で
も
同
様
の
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
少
し
表
現
は
違
う
（sum

m
um

 

ius

│sum
m
a crux

）
が
、
彼
以
前
に
も
一
世
紀
の
『
農
事
書
』
の
著
者
コ
ル
メ
ラ
（de re rust.1, 7, 2

）
に
も
登
場
す
る
。
こ
れ
に
対
し

てsum
m
um

 ius sum
m
a iniuria

と
い
う
形
は
、
キ
ケ
ロ
（『
義
務
に
つ
い
て
』de off .1, 33

）
に
唯
一
登
場
す
る
。
そ
こ
で
は
「
日
常
普
通

に
い
い
ふ
る
さ
れ
る
格
言iam

 tritum
 serm

one proverbium

」
と
さ
れ
、
そ
の
矛
先
は
、
法
感
情
の
「
狡
猾
さcalum

nia

」
だ
け
で

な
く
、「
あ
ま
り
に
穿
ち
す
ぎ
て
、
し
か
も
悪
意
の
あ
る
法
律
解
釈nim

is callida sed m
alitiosa iuris interpretatio

」
と
あ
る
よ
う

に
法
律
解
釈
の
面
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
意
図
的
な
法
律
解
釈
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
例
え
ば
キ
ケ
ロ
『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護

論
』
に
は
、
争
う
の
に
「
文
言
と
字
面verba et litterae

」
つ
ま
り
「
最
高
の
法sum

m
um

 ius

」
を
も
っ
て
す
る
こ
と
は
「
不
衡
平

iniquitas

」
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、「
善
と
衡
平
の
名
目
や
価
値aequi et boni nom

en diginitas

」
に
は
ま
っ
た
く
あ
た
ら

な
い
と
論
じ
る

（
13
）

。

こ
の
「
法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
」
と
い
う
格
言
の
背
景
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
解
釈
理
論
の
中
心
に
位
置
す
る
が
、
ロ
ー

マ
古
典
法
学
に
と
っ
て
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
は
な
は
だ
論
争
を
生
ん
で
き
た
対
立
、
つ
ま
り
「
文
言verba, scriptum

」
と
起
草
者
の

「
意
思voluntas, consilium

, sententia

」
の
対
立
で
あ
る
。
そ
う
し
た
発
想
の
由
来
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
か
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

は
、「
公
正
で
あ
る
こ
と
は
人
間
の
弱
さ
を
許
す
こ
と
で
あ
る
。
法
で
は
な
く
法
を
つ
く
っ
た
人
間
を
、
法
の
言
葉
で
な
く
立
法
者
の
意

図
を
、
行
為
で
は
な
く
動
機
を
、
出
来
事
の
部
分
で
は
な
く
全
体
を
…
…
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。」（『
弁
論
術
』R

het.1, 13, 1374b.12 （
14
）

）
と

し
て
、「
立
法
者
の
意
図
」
を
探
求
す
る
こ
と
勧
め
て
い
る
。
も
と
よ
り
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
ロ
ー
マ
法
学
へ
の
直
接
的
な
影
響
は
考
え

三
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
一
四
）

ら
れ
な
い
。
キ
ケ
ロ
『
ト
ピ
カ
』
冒
頭
の
法
学
者
ト
レ
バ
テ
ィ
ウ
ス
と
の
や
り
と
り
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
ロ
ー
マ
法
学
者
と
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
と
の
つ
な
が
り
は
遠
い
（
キ
ケ
ロ
『
ト
ピ
カ
』3

）。
そ
こ
で
、
シ
ュ
ト
ル
ー
は
、
前
一
五
〇
年
│
五
〇
年
の
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
の
法
解

釈
へ
の
影
響
を
証
明
し
よ
う
と
試
み
る
。

3　

シ
ュ
ト
ル
ー
に
よ
れ
ば
、｢

修
辞
学
は
い
か
な
る
特
殊
な
学
問
分
野
で
は
な
く
、
す
で
に
前
一
〇
〇
年
頃
に
は
ロ
ー
マ
で
も
あ
る
社

会
階
層
│
法
律
家
は
そ
の
出
身
で
あ
っ
た
│
の
中
心
的
教
養
科
目
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
法
律
顧
問
た
る
権
威
を
担
う
に

値
す
る
一
流
の
ロ
ー
マ
人
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
教
養
影
響
を
離
れ
て
は
は
じ
め
か
ら
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
教
養
影
響
と
は
、
成
年
期

に
修
辞
学
か
ら
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
演
説
を
必
要
と
し
た
政
治
経
歴
の
な
か
で
た
い
て
い
は
継
続
し
て
受
け
続
け
る
の
が
普
通
で

あ
っ
た

（
15
）

。｣

、
と
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
シ
ュ
ト
ル
ー
は
ロ
ー
マ
法
律
学
と
修
辞
学
と
の
あ
い
だ
の
発
生
論
的
架
橋
を
と
く
に
修
辞
学
の

「
ス
タ
ト
ゥ
スstatus

」
論
に
求
め
、
と
く
に
例
え
ば
、
決
定
す
べ
き
は
法
律
文
言
か
、
法
律
意
思
か
な
い
し
、
法
律
に
矛
盾
が
あ
る
場

合
、
法
律
の
曖
昧
性
、
法
律
の
欠
缺
（
除
去
は
三
段
論
法
）
に
関
す
る
ロ
ー
マ
の
法
律
解
釈
の
あ
り
か
た
を
修
辞
学
的
に
理
解
す
る
方
向
を

開
い
た

（
16
）

。

キ
ケ
ロ
『
構
想
論
』
は
、
い
わ
ゆ
る
「
文
言
へ
の
問
いcontroversia scripti

」
な
い
し
「
法
文
ス
タ
ト
ゥ
スstatus legales

」
に

つ
い
て
、「
文
言
へ
の
問
い
が
生
じ
る
の
は
、
そ
の
論
旨
に
つ
き
疑
問
が
持
た
れ
る
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
は
曖
昧
性
に
よ
る
か
、
字
面
と

か
意
味
に
よ
る
か
、
法
が
矛
盾
し
て
い
る
か
、
類
推
に
よ
る
か
、
定
義
に
よ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
」（2, 116

）
と
し
て
、
次
の
五
つ

に
分
類
し
て
論
じ
て
い
く

（
17
）

。

⑴　

曖
昧
性am

biguitas　

文
面
か
ら
両
様
に
意
味
が
と
れ
る
と
い
う
（116-120
）

四
〇



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
一
五
）

⑵　

文
言
と
意
思scriptum

 et sententia　

法
文
の
文
面
が
立
法
者
の
意
思
に
反
す
る
と
説
く
（121-143

）

⑶　

法
律
の
抵
触contrariae leges　

二
つ
ま
た
は
二
つ
以
上
の
法
文
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
（144-147

）

⑷　

類
推ratiocinatio　

文
面
に
表
明
さ
れ
て
い
な
い
意
味
を
そ
の
法
文
か
ら
引
き
出
し
て
く
る
（148-153

）

⑸　

定
義defi nitio
（153-154

）

た
だ
し
、
本
稿
に
お
い
て
概
観
さ
れ
る
の
は
、
定
義
を
除
く
四
つ
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
で
あ
る
。
も
と
よ
り
レ
ト
リ
ッ
ク
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
は

問
題
状
況
を
知
る
た
め
の
ト
ポ
ス
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
相
互
に
独
立
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
り
も
む
し
ろ
相
互
補
完
的
な
機
能

を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
実
際
の
と
こ
ろ
体
系
と
し
て
の
不
完
全
性
を
有
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
例
え
ば
、
曖
昧
性
は
、

あ
る
法
律
文
言
に
つ
い
て
起
草
者
の
意
図
し
た
法
的
に
有
意
な
意
思
な
い
し
意
図
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
点
で
、
起
草
者
の

意
図
し
た
文
言
の
意
味
を
問
う
文
言
と
意
思
の
問
題
の
特
殊
な
事
例
と
し
て
も
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
シ
ュ
ト
ル
ー
の
概
観
に

も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
目
的
は
、
立
法
者
意
思
説
、
客
観
説
、
主
観
説
の
よ
う
な
法
律
解
釈
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
む
し
ろ

状
況
に
応
じ
た
弁
論
の
構
成
を
発
想
さ
せ
る
一
覧
と
し
て
の
性
格
が
強
い
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

4　

遺
言
書
の
文
言
と
意
思
の
解
釈
を
め
ぐ
る
一
つ
の
事
件
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
一
般
に
ク
リ
ウ
ス
事
件
（causa C

uriana （
18
）

前
九
三
年
）

と
呼
ば
れ
る
争
訟
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
弁
護
人
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
法
律
家
の
中
で
最
も
達
弁
な
弁
論
家
、
弁
論
家
の
中
で
最
も
す
ぐ

れ
た
法
律
家
た
る
大
神
官
ク
ィ
ン
ト
ゥ
ス
・
ム
キ
ウ
ス
・
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
と
「
弁
論
家
の
中
で
す
ぐ
れ
て
法
に
精
通
し
た
人
」
と
さ
れ
る

リ
キ
ニ
ウ
ス
・
ク
ラ
ッ
ス
ス
（
前
一
四
〇
│
九
一
）
の
二
人
で
あ
る
。
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
は
、
い
わ
ゆ
る
厳
格
な
法
解
釈
論
を
展
開
し
、
こ
れ

に
対
し
て
、
ク
ラ
ッ
ス
ス
は
意
思
主
義
的
解
釈
を
展
開
し
、「
衡
平aequitas
」
を
擁
護
す
る
立
場
を
展
開
す
る
。
事
件
は
ク
ラ
ッ
ス
ス

四
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
一
六
）

の
主
張
す
る
観
点
に
従
っ
て
決
着
さ
れ
る
。
シ
ュ
ト
ル
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
事
件
こ
そ
が
厳
格
法
と
衡
平
と
の
対
立
、
衡
平
の
勝
利
を
象

徴
す
る
も
の
さ
れ
、
そ
こ
に
ロ
ー
マ
法
学
発
展
の
一
大
転
換
の
契
機
が
認
め
よ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
、
キ
ケ
ロ
の
『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護

論
』
も
そ
う
し
た
法
学
の
傾
向
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
ク
リ
ウ
ス
事
件
を
め
ぐ
る
解
釈
こ
そ
は
、
シ
ュ
ト

ル
ー
の
テ
ー
ゼ
を
支
え
る
べ
く
、
最
も
精
彩
あ
る
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
逆
に
こ
の
点
が
シ
ュ
ト
ル
ー
説
の
最
大
の
弱
点
で
も
あ
る

こ
と
も
ま
た
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
長
い
論
争
の
過
程
に
つ
い
て
こ
こ
で
そ
の
い
ち
い
ち
を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
長
く
標

準
的
な
ロ
ー
マ
法
史
教
科
書
の
位
置
を
占
め
て
き
た
ク
ン
ケ
ル
『
ロ
ー
マ
法
史
』
は
、
シ
ャ
ー
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
、
改
訂
さ
れ
て
い
る

が
、
最
近
の
状
況
を
そ
の
叙
述
に
簡
単
に
見
る
こ
と
に
と
ど
め
た
い
。

遺
贈
の
解
釈
を
め
ぐ
る
事
案
で
、
二
世
紀
前
半
の
法
学
者
ケ
ル
ス
ス
は
、
発
話
者
の
発
し
た
文
言vox

と
そ
の
意
思m

ens

を
対
置
し

て
立
論
し
て
い
る
（C

elsus D
.33, 10, 8

）。
こ
の
こ
と
は
、
ケ
ル
ス
ス
が
、「
口
頭
文
言vox

」
と
「
意
思m

ens

」、「
文
言verba

」
と

「
意
思voluntas

」
の
対
置
を
法
解
釈
の
特
殊
な
論
題
と
理
解
し
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
理
解
は
二
百
年
前
の
ク
リ
ウ
ス
事

件
の
二
人
の
弁
論
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
文
言
に
忠
実
な
こ
と
と
衡
平
と
善
の
考
量
は
以
来
、「
法
解
釈
者interpretates 

iuris

」
の
役
割
に
な
っ
て
い
た
。
だ
が
し
か
し
「
レ
ト
リ
ッ
ク
自
体
は
法
律
解
釈
技
術
に
も
法
学
的
概
念
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

は
な
か
っ
た
。
レ
ト
リ
ッ
ク
に
帰
せ
ら
れ
る
の
は
、
た
か
だ
か
ギ
リ
シ
ア
弁
証
法
及
び
文
法
学
と
、
ロ
ー
マ
法
と
の
媒
介
者
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
弁
論
家
の
中
で
最
も
人
気
を
博
し
た
例
は
リ
キ
ニ
ウ
ス
・
ク
ラ
ッ
ス
ス
で
あ
る
。
彼
は
ク
リ
ウ
ス
事
件
に

お
い
て
、
被
相
続
人
の
意
思
に
基
づ
く
遺
言
解
釈
を
提
唱
し
た
が
、
そ
の
一
方
、
売
買
目
的
物
の
瑕
疵
担
保
責
任
の
問
題
に
つ
い
て
は
厳

格
法ius strictum

を
主
張
し
た
。
売
主
は
売
買
目
的
物
の
瑕
疵
を
告
知
す
べ
き
で
あ
り
、
瑕
疵
を
告
知
し
な
か
っ
た
売
主
は
誰
も
責
任

を
負
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
こ
の
瑕
疵
が
別
の
理
由
で
買
主
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
て
い
も
変
わ
り
は
な
い

（
19
）

。」、
と
。
ク
ン
ケ
ル
教
科

四
二



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
一
七
）

書
旧
版

（
20
）

は
、
な
お
シ
ュ
ト
ル
ー
の
名
前
を
挙
げ
て
言
及
し
て
い
た
。「
か
な
り
以
前
に
卓
越
し
た
文
献
学
者
Ｊ
・
シ
ュ
ト
ル
ー
は
、
ロ
ー

マ
古
代
の
形
式
主
義
か
ら
解
放
を
も
た
ら
す
決
定
的
な
ギ
リ
シ
ア
の
方
法
論
、
つ
ま
り
厳
密
に
は
そ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
的
方
法
論
の
影
響
を

証
明
可
能
だ
と
考
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
氏
の
テ
ー
ゼ
は
反
論
の
余
地
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
前
九
三
年
の
百
人
審
判
所
で
争
わ
れ

た
事
件
、
つ
ま
り
氏
が
自
由
な
解
釈
方
法
論
へ
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
と
見
た
マ
ニ
ウ
ス
・
ク
リ
ウ
ス
の
相
続
財
産
事
件
は
そ
の
よ
う
な
歴

史
的
意
味
を
有
す
る
の
は
困
難
と
な
っ
た
。
た
と
え
偉
大
な
法
学
者
Ｑ
・
ム
キ
ウ
ス
・
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
に
対
す
る
優
れ
た
弁
論
家
Ｌ
・
リ

キ
ニ
ウ
ス
・
ク
ラ
ッ
ス
ス
の
成
功
と
し
て
同
時
代
人
の
も
と
で
大
い
に
喝
采
さ
れ
た
と
し
て
も
で
あ
る
が
。」
ク
ン
ケ
ル
は
以
前
よ
り

シ
ュ
ト
ル
ー
説
に
は
消
極
的
な
立
場
を
貫
い
て
い
る
が
、
そ
の
批
判
的
な
叙
述
の
中
に
も
、
シ
ュ
ト
ル
ー
の
論
稿
が
持
ち
続
け
た
ロ
ー
マ

法
学
史
研
究
に
お
け
る
意
義
が
示
さ
れ
て
い
る
。
シ
ャ
ー
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
新
版
で
は
、
そ
の
名
前
は
消
え
て
し
ま
っ
た
が
、
形
を
変
え

な
が
ら
も
、
そ
の
背
景
に
シ
ュ
ト
ル
ー
の
『
法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
』
の
影
を
感
じ
る
よ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
21
）

。

（
1
） S

troux, S
um

m
um

 ius sum
m
a iniuria

に
つ
い
て
の
書
評
と
し
て
、L

evy, E
rnst, R

echt und G
erechtigkeit. B

esprechung Z
S

S
 48 

（1928

） S
.668ff . 

（=G
esam

m
elte S

ch
riften I, K

öln B
öhlau 1963, S

.20ff .

）.

本
論
稿
は
、
一
九
二
六
年
に
パ
ウ
ル
・
シ
ュ
パ
イ
ザ
ー
＝
サ
ラ

ジ
ンP

aul S
peiser-S

arasin 

（1846-1935

）
の
八
〇
歳
を
祝
し
て
「
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
献
呈
さ
れ
た
」
私
家
版
の
記
念
論
集
（
書
誌
に
は

B
asel: B

asler D
ruck-u. V

erl. A
nst

と
記
さ
れ
て
い
る
）
に
寄
せ
ら
れ
た
か
た
ち
に
な
っ
て
お
り
、
独
立
し
て
同
年
にB

.G
. T

eubner

社
か
ら

刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
被
献
呈
者
と
は
シ
ュ
ト
ル
ー
の
妻
パ
ウ
ラP

aula S
peiser

を
通
じ
て
女
婿
と
い
う
関
係
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

（
2
） S

um
m
um

 ius sum
m
a iniuria

の
ほ
か
に
、
同
論
稿
イ
タ
リ
ア
語
版
に
付
さ
れ
た
、
リ
ッ
コ
ボ
ー
ノS

alvaatore R
iccobono

に
よ
る
序
文

S
.67-80

、G
riechische E

infl üsse auf die E
ntw

icklung der röm
ischen R

echtsw
issenschaft gegen E

nde der republikanischen Z
eit, 

A
tti d

el con
gresso in

tern
aion

ale d
el d

iritto rom
an

o. 1934, S
.111-132

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
つ
い
て
の
書
評
と
し
て
、

四
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
一
八
）

K
ornhardt, H

. in: A
R

S
P
, X

L
, 1952, S

.306ff .

を
参
照
。

（
3
） 

ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
シ
ュ
ト
ル
ー
は
、
一
八
八
六
年
八
月
二
五
日
に
、
ア
グ
ノ
ーH

aguenau

に
生
ま
れ
、
一
九
五
四
年
八
月
二
五
日
の
誕
生
日
に

ベ
ル
リ
ン
に
没
し
た
。
享
年
六
八
。
古
典
文
献
学
者
に
し
て
古
代
史
家
。
一
九
〇
四
年
以
後
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
在
籍
、

一
九
一
一
年
に
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
で
博
士
号
を
取
得
。
一
九
一
四
年
に
同
大
学
で
教
授
資
格
を
取
得
、
バ
ー
ゼ
ル
大
学
員
外
教
授
、
一
七
年
同
古

典
学
正
教
授
と
な
る
。
以
後
、
キ
ー
ル
（
一
九
二
二
年
）、
イ
エ
ナ
（
一
九
二
三
年
）、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
（
一
九
二
四
年
）
を
経
て
、
一
九
三
五
年
に
ベ

ル
リ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
＝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
大
学
古
典
文
献
学
正
教
授
、
第
二
次
大
戦
後
同
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
正
教
授
と
し
て
、
一
九
五
四
年
ま
で

勤
め
て
い
る
。
一
九
四
六
│
四
七
年
、
再
開
後
の
初
代
大
学
長
、
一
九
三
七
年
プ
ロ
イ
セ
ン
学
士
院
会
員
、
ド
イ
ツ
学
士
院
ベ
ル
リ
ン
会
員
、

一
九
四
六
年
│
五
一
年
同
会
長
、
一
九
四
九
年
│
五
四
年
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
人
民
議
会
議
員
な
ど
を
歴
任
。
シ
ュ
ト
ル
ー
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、

W
olfgang K

unkel, In M
em

oriam
 Johannes S

troux, Z
S

S
 72 

（1958

） R
om

. A
bt. S

.514-516; B
ernd-R

ainer B
arth: S

troux, 

Johannes, er w
ar w

er in
 d

er D
D

R
? 4. A

usgabe. C
h. L

inks V
erlag, B

erlin 2006, B
and 2, S

.1229; K
urzbiographie zu: S

troux, 

Johannes. In: W
erner H

artkopf: D
ie B

erlin
er A

kad
em

ie d
er W

issen
sch

aften
: Ih

re M
itglied

er u
n

d
 P

reisträger 1700-1990. 

A
kadem

ie-V
erlag, B

erlin 1992, S
.351f.; F

ridolf K
udlien: Johannes S

troux 

（1886-1954

）, in: E
ikasm

ós. Q
u

ad
ern

i B
ologn

esi d
i 

F
ilologia C

lassica. 4/1993, U
niversità degli S

tudi di B
ologna, S

.357-364 

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
歴
代
学
長
紹

介
の
項
目
、http://w

w
w
.hu-berlin.de/ueberblick/geschichte/rektoren/stroux

を
参
照
。
主
な
著
作
と
し
て
、N

ietzsch
es P

rofessu
r 

in
 B

asel, F
rom

m
annsche B

uchhandlung, Jena 1925; E
in

e G
erich

tsreform
 d

es K
aisers C

lau
d

iu
s. B

ayerische A
kadem

ie der 

W
issenschaften, M

ünchen 1929.

（
4
） 

シ
ュ
ト
ル
ー
の
見
解
に
つ
い
て
の
学
説
史
的
な
意
味
に
つ
い
て
、
真
田
芳
憲｢

共
和
政
末
期
に
お
け
る
弁
論
術R

hetorik

と
法
学
の
解
釈
方

法｣

『
法
学
新
報
』
七
四
巻
一
三
三
頁
以
下
。
西
村
隆
誉
志
『
ロ
ー
マ
損
害
賠
償
法
理
論
史
│
法
律
論
の
歴
史
的
過
程
│
』
愛
媛
大
学
法
学
研
究
叢

書
（
一
九
九
九
年
一
〇
月
）、
六
三
頁
以
下
、
と
く
に
六
九
頁
以
下
及
び
第
四
章
九
四
頁
以
下
を
参
照
。
本
稿
は
両
論
稿
と
武
藤
智
雄
氏
（
次
註
）

の
論
稿
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

（
5
） 

武
藤
智
雄
「
こ
と
ば
と
意
思
」（
一
、
二
完
）『
阪
大
法
学
』
第
二
一
号
（
一
九
五
七
年
三
月
）
一
│
三
四
頁
、
第
二
三
号
（
一
九
五
七
年
八

四
四



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
一
九
）

月
）
一
│
二
二
頁
。

（
6
） C

icero, de inventione, 40, 117

「
第
三
に
、
起
草
者
が
ど
の
よ
う
な
意
思
で
あ
っ
た
か
を
、
彼
が
他
に
書
い
た
も
の
を
は
じ
め
、
彼
の
行
為
、

発
言
、
性
格
、
そ
し
て
生
き
方
か
ら
導
き
、
当
該
の
曖
昧
だ
と
さ
れ
る
文
書
そ
の
も
の
を
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
解
釈
と
合
致
す

る
点
は
何
か
、
あ
る
い
は
相
手
方
の
理
解
と
矛
盾
す
る
点
は
何
か
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
起
草
者
が
い
か
な
る
意
図
を
有
し
て

い
た
蓋
然
性
が
高
い
か
、
文
脈
全
体
か
ら
、
そ
し
て
、
起
草
者
の
人
物
や
人
物
に
属
す
る
事
柄
か
ら
、
容
易
に
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ

る
。」
片
山
英
男
訳
『
発
想
論
』『
キ
ケ
ロ
ー
選
集
六
』
岩
波
書
店
・
二
〇
〇
〇
年
、
一
二
五
頁
も
参
照
。
吉
原
達
也
ａ
「
キ
ケ
ロ
の
弁
論
術
教
科
書

│
『
構
想
論
』《
弁
論
の
諸
部
分
》
覚
書
│
」
⑴
『
広
島
法
学
』
第
二
〇
巻
三
号
二
三
七
│
二
五
四
頁
、
⑵
第
四
号
一
六
五
│
一
八
二
頁

（
一
九
九
七
年
）、
ｂ
「
キ
ケ
ロ
弁
論
術
教
科
書
│
『
構
想
論
』
に
お
け
る
論
証
の
ト
ポ
ス
と
共
通
ト
ポ
ス
│
」
植
松
秀
雄
編
『
埋
も
れ
て
い
た
術
・

レ
ト
リ
ッ
ク
』
木
鐸
社
／
一
九
九
八
年
所
収
、
ｃ
「
キ
ケ
ロ
『
ト
ピ
カ
』
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
学
の
範
例
（exem

pla

）」『
広
島
法
学
』
第
二
五
巻

二
号
二
五
九
│
二
六
五
頁
（
二
〇
〇
一
年
）、
ｄ
「『
ヘ
レ
ン
ニ
ウ
ス
へ
』（A

d H
erennium

）
第
三
巻
に
お
け
る
「
記
憶
」（m

em
oria

）
に
つ
い

て
」『
広
島
法
学
』
第
二
五
巻
四
号
一
│
二
一
頁
（
二
〇
〇
二
年
）、
ｅ
「
キ
ケ
ロ
『
ト
ピ
カ
』
と
ロ
ー
マ
法
学
」
⑴
『
広
島
法
学
』
第
二
六
巻
二
号

一
│
二
〇
頁
（
二
〇
〇
二
年
）、
⑵
第
二
六
巻
三
号
一
│
二
〇
頁
（
二
〇
〇
二
年
）。
平
野
敏
彦
「
キ
ケ
ロ
『
発
見
・『
構
想
論
』
に
お
け
る
レ
ト

リ
ッ
ク
の
構
想
』『
広
島
法
学
』
一
六
巻
二
〇
七
頁
（
一
九
九
二
年
）。

（
7
） A

quilius G
allus

に
つ
い
て
、
林
智
良
「
ガ
ー
イ
ウ
ス
・
ア
ク
ィ
ー
リ
ウ
ス
・
ガ
ッ
ル
スC

. A
quilius G

allus

の
周
辺
：
共
和
政
末
期
ロ
ー

マ
の
政
治
的
・
社
会
的
・
法
学
的
文
脈
に
お
い
て
」『
法
と
政
治
』
六
二
巻
一
号
（
二
〇
一
一
年
）（
下
）
一
九
七
│
二
二
五
頁
を
参
照
。

（
8
） S

elvius S
ulpicius R

ufus

に
つ
い
て
、
林
智
良
『
共
和
制
末
期
ロ
ー
マ
に
お
け
る
法
と
社
会
』
法
律
文
化
社
・
一
九
九
七
年
を
参
照
。

（
9
） 

武
藤
・
前
掲
『
阪
大
法
学
』
第
二
一
号
五
│
六
頁
。

（
10
） 

落
合
太
郎
・
田
中
秀
央
編
『
ギ
リ
シ
ア
・
ラ
テ
ン
引
用
語
辞
典
』
増
補
版
・
岩
波
書
店
・
一
九
六
三
年
。
柴
田
光
蔵
・
林
信
夫
・
佐
々
木
健
編

『
ラ
テ
ン
語
法
格
言
辞
典
』
慈
学
社
出
版
・
二
〇
一
〇
年
。
船
田
享
二
「『
法
の
極
は
不
法
の
極
』
の
起
源
」『
法
律
春
秋
』
第
五
巻
第
七
号

（
一
九
三
〇
年
）、
同
「S

um
m
um

 ius sum
m
a iniuria

」『
法
哲
学
年
報
〈
一
九
六
九
年
〉
法
思
想
の
諸
相
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
〇
年
一
〇
月
）。

（
11
） 

キ
ケ
ロ
『
義
務
に
つ
い
て
』1, 10, 33

「
不
法
は
ま
た
狡
猾
さ
に
よ
り
、
ま
た
あ
ま
り
に
穿
ち
す
ぎ
て
、
し
か
も
悪
意
の
あ
る
法
律
解
釈
に

四
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
二
〇
）

よ
っ
て
起
こ
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
あ
の
『
最
高
の
法
は
最
高
の
不
法
』
と
い
う
こ
と
ば
が
、
日
常
普
通
に
い
い
ふ
る
さ
れ
る
格
言
に
な
っ
た
の
も

こ
の
た
め
で
あ
る
。」
泉
井
久
之
介
訳
『
義
務
に
つ
い
て
』
岩
波
文
庫
・
一
九
六
一
年
を
参
照
。

（
12
） 
武
藤
・
前
掲
『
阪
大
法
学
』
六
頁
。

（
13
） C

icero, pro C
aecina 65

「
も
し
文
言
と
文
字
、
い
わ
ゆ
る
最
高
の
法sum

m
um

 ius

を
論
駁
す
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
不
衡
平
な
事
柄
に
、

善
と
衡
平
の
名
目
と
価
値
が
対
置
さ
れ
る
の
が
つ
ね
で
あ
る
。
他
の
人
な
ら
、
と
き
に
『
何
々
で
あ
れ
ば
』
と
か
、『
何
々
で
な
け
れ
ば
』
の
よ
う

な
紋
切
り
型
の
論
法
を
一
笑
に
付
し
、
と
き
に
文
言
に
仕
込
ま
れ
た
罠
や
綴
り
の
罠
を
非
難
し
、
と
き
に
、
裁
判
は
狡
猾
で
歪
曲
さ
れ
た
法
解
釈
で

は
な
く
、
衡
平
と
善
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
文
言
に
執
着
す
る
の
は
濫
訴
者
の
仕
事
で
あ
り
、
起
草
者
の
意
思
と
意
向

を
擁
護
す
る
こ
と
は
善
い
審
判
人
の
仕
事
で
あ
る
と
か
を
声
高
に
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
」。
吉
原
達
也
訳
「
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
」（
一
）『
広
島

法
学
』
第
三
四
巻
四
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
四
八
│
一
三
五
頁
、
第
三
五
巻
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
〇
六
│
九
一
頁
、（
三
・
完
）
第
三
五
巻
第

二
号
（
二
〇
一
一
年
）
六
六
│
五
二
頁
。

（
14
） 

訳
文
は
池
田
美
恵
訳
『
弁
論
術
』『
世
界
古
典
文
学
全
集
一
六　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
』
筑
摩
書
房
一
九
六
六
年
、
九
三
頁
に
よ
る
。

（
15
） S

troux, op. cit. S
.25. F

rier, T
h

e R
ise of th

e R
om

an
 Ju

rists. S
tu

d
ies in

 C
icero’s pro C

aecin
a, P

inceton 1985

は
、『
カ
エ
キ
ー

ナ
弁
護
論
』
に
ロ
ー
マ
法
学
の
成
立
の
契
機
を
見
よ
う
と
す
る
。
木
庭
顕
『
法
存
立
の
歴
史
的
基
盤
』
東
京
大
学
出
版
会
・
二
〇
〇
九
年
、
と
く
に

九
四
四
頁
以
下
は
独
自
の
観
点
か
ら
『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
』
を
分
析
す
る
重
要
な
業
績
と
し
て
注
目
し
た
い
。
フ
ラ
イ
ヤ
ー
に
は
き
わ
め
て
批
判

的
で
あ
る
、
九
五
五
頁
註
七
、九
五
六
頁
註
一
四
な
ど
。

（
16
） S

troux, op. cit. S
.27.

（
17
） A

uct. ad H
erenn. 2, 13-14, 15; 16; 1. 23

『
ヘ
レ
ン
ニ
ウ
ス
弁
論
書
』
に
つ
い
て
は
、
柴
田
光
蔵
『
ロ
ー
マ
裁
判
制
度
研
究
』
法
律
文
化

社 

一
九
六
七
年
、
三
六
七
頁
以
下
を
参
照
。
ク
イ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
『
弁
論
家
の
教
育
』Q

uint. inst. or. 7, 6. 7. 8. 9

同
書
に
つ
い
て
は
、
ク

イ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
／
森
谷
宇
一
・
戸
高
和
弘
・
吉
田
俊
一
郎
訳
『
弁
論
家
の
教
育
3
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会　

二
〇
一
三
年
、
一
七
七
、

一
八
一
、
一
八
五
、
一
八
八
頁
を
参
照
。status

（
キ
ケ
ロ
『
構
想
論
』
の
用
語
と
し
て
はconstitutio

）
は
こ
こ
で
は
ス
タ
ト
ゥ
ス
と
い
う
訳
語

を
あ
て
て
い
る
。
問
い
の
立
て
方
、
立
て
ら
れ
た
問
い
、
そ
こ
か
ら
、
争
点
、
係
争
問
題
を
も
意
味
す
る
。controversia, quaestio

は
、
ギ
リ
シ

四
六



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
二
一
）

ア
語
のhypothesis, thesis

の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
具
体
的
性
格
を
も
つ
題
目
の
「
仮
説hypothesis

」
と
抽
象
的
性
格
を

も
つ
題
目
の
「
定
説thesis

」
と
の
対
応
を
考
え
る
と
理
解
し
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
前
者
は
私
と
汝
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
問
い
と
答
え

（「
君
は
な
し
た
かfecisti

」「
私
は
な
し
たfeci

」）
で
あ
り
、
そ
れ
を
客
観
化
し
た
問
題
の
あ
り
よ
う
（「
彼
は
な
し
た
かan fecerit

」）、
と
理
解

し
て
お
く
。

（
18
） 

武
藤
・
前
掲
『
阪
大
法
学
』
二
一
号
二
〇
頁
以
下
。
真
田
・
前
掲
・
一
六
六
頁
以
下
。
関
連
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、W

ieacker, 

F
., R

öm
isch

e R
ech

tsgesch
ich

te, E
rster A

bschnitt, M
ünchen 1988, S

.581. n.45. 46; 588.

（
19
） K

unkel, W
./S

cherm
aier, M

., R
öm

isch
e R

ech
tsgesch

ich
te, 14. A

ufl ., K
öln W

eim
ar W

ien B
öhlau, 2005, S

.137.

Ｃ
・
Ｓ
・
オ
ラ

タO
rata vs. 

Ｍ
・
Ｍ
・
グ
ラ
テ
ィ
デ
ィ
ア
ヌ
スG

ratidianus

事
件
は
、
売
買
の
目
的
物
た
る
家
屋
に
地
役
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
事
実
を
明
示

し
な
か
っ
た
こ
と
に
関
し
、
売
主
の
責
任
が
争
わ
れ
た
が
、
こ
の
事
件
で
は
、
ク
リ
ウ
ス
事
件
で
は
意
思
主
義
を
標
榜
し
た
Ｌ
・
リ
キ
ニ
ウ
ス
・
ク

ラ
ッ
ス
ス
が
文
言
主
義
の
立
場
を
と
り
、
意
思
主
義
の
立
場
を
主
張
し
た
マ
ル
ク
ス
・
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
（
前143-87, praetor 103, censor 97

）

と
対
立
し
た
。
事
件
の
結
果
は
不
明
で
あ
る
が
、
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
側
の
勝
訴
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
な
事
件
の
経
過
と
そ
の
評
価
に

つ
い
て
は
、
真
田
・
前
掲
一
七
〇
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
20
） K

unkel, W
., R

öm
isch

e R
ech

tsgesch
ich

te, 9. A
ufl ., K

öln W
eim

ar W
ien B

öhlau, 1980, S
.97.

ク
ン
ケ
ル
『
ロ
ー
マ
法
史
』
は

一
九
七
一
年
の
第
六
版
が
著
者
に
よ
る
最
終
改
訂
版
と
思
わ
れ
、
第
七
版
以
後
は
若
干
の
字
句
と
誤
植
の
訂
正
に
留
ま
る
よ
う
で
あ
る
。

（
21
） 

ロ
ー
マ
の
法
律
学
と
修
辞
学
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
論
究
さ
れ
て
き
た
。S

chulz, F
., P

rin
zipien

 d
es röm

isch
en

 

R
ech

ts, B
erlin 1934, S

.9ff .; ders., G
esch

ich
te d

er röm
isch

en
 R

ech
tsw

issen
sch

aft, W
eim

ar 1961, S
.28, 71, 162.

主
題
は
ロ
ー
マ
慣

習
法
を
巡
る
問
題
で
あ
る
が
、
傍
論
的
に
、
さ
き
の
シ
ュ
ト
ル
ー
の
テ
ー
ゼ
に
否
定
的
な
立
場
を
示
す
。
慣
習
法
は
古
典
期
ま
で
に
こ
の
よ
う
な
し

か
た
で
は
発
生
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
僅
少
な
制
定
法
の
枠
外
に
、
自
由
な
法
発
見
が
機
能
す
る
広
汎
な
場
が
認
め
ら
れ
て
い
た
（
例
え

ば
事
実
訴
訟
）
の
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
の
法
学
者
は
制
定
法
の
解
釈
に
厳
格
で
あ
っ
た
一
方
、
制
定
法
の
枠
外
で
自
由
に
法
発
見
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。

な
お
、
シ
ュ
ル
ツ
の
研
究
史
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
も
の
と
し
て
、E

rnst, W
., F

ritz S
chulz, in: B

eatson/Z
im

m
erm

ann 

（ed.

）, 

Ju
rists U

prooted, O
xford, 2004, p.103-203.

自
由
法
論
者H

. K
antrow

icz
と
の
関
係
か
ら
、S

chulz

の
独
自
的
な
「
法
律
学
」
観
が
う
か

四
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日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
二
二
）

が
え
る
点
が
興
味
深
い
。V

illey, M
., L

ogique d’A
ristote et droit rom

ain, R
H

 29 

（1951

）, p.309-28; von L
übtow

, U
., C

icero und die 

M
ethode der röm

ischen Jurisprudenz, F
estsch

rift fü
r W

en
ger I, 194, S

.224-35.

）。
古
く
はV

oigt, M
., D

as Iu
s n

atu
rae, A

equ
u

m
 

et B
on

u
m

 u
n

d
 Iu

s G
en

tiu
m

 d
er R

öm
er III, 1875

と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
：S

chiller, A
., R

om
an Interpretatio and A

nglo-

A
m
erican Interpretation and C

onstruction, V
irgin

ia L
R
, 27 

（1941

）, p.733, 754.

。
そ
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
は
、
肯
定
的
な
立
場
、
例
え

ば
、R

iccobono, C
orso d

i d
iritto rom

an
o II, 1933, p.318-86

、
否
定
的
な
立
場
（B

eseler, Z
S

S
 43 

（1922

）, S
.536; A

lbertario, S
tu

d
i 

B
on

fan
te I p.629, 631ff .

）
が
あ
り
、
刊
行
後
の
主
要
な
議
論
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、W

enger, L
., Q

u
ellen

 d
es röm

isch
en

 R
ech

ts, 

1953, 235-38

。
ト
ピ
ク
論
と
の
関
連
で
はM

artini, D
efi n

izion
i d

ei gu
iristi rom

an
i, 1966, p.14 n.3

を
参
照
。
コ
ー
イ
ン
グ
は
共
和
政
期

末
の
ロ
ー
マ
法
学
者
の
、
専
門
用
語
の
語
源
や
語
法
、
シ
ン
タ
ク
ス
に
つ
い
て
の
説
明
に
文
法
学
や
言
語
学
の
理
論
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
し
、
そ

の
文
法
的
│
論
理
的
解
釈
方
法
へ
の
影
響
を
見
た
（C

oing, H
., S

tu
d

i A
ran

gio-R
u

iz I, 195, p.365, 372-77.; 

た
だ
し
そ
の
後
のJu

ristisch
e 

M
eth

od
en

leh
re, 1972, S

.11
で
は
見
解
を
改
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）。
ま
た
サ
ン
タ 

ク
ル
ス
は
法
学
教
育
と
の
関
係
で
修
辞
学
のstatus

論
の

影
響
を
強
調
し
て
い
る
、S

anta C
ruz, Z

S
S
 75 

（1958

）, S
.91-115

。
こ
れ
に
対
し
、
カ
ー
ザ
ー
は
、
ロ
ー
マ
の
法
律
家
と
弁
論
家
と
が
用
い
る

手
段
と
求
め
ら
れ
る
目
的
は
ま
っ
た
く
別
で
あ
り
、
修
辞
学
と
法
律
学
と
の
接
触
は
わ
ず
か
に
す
ぎ
ず
、
法
律
家
の
本
領
で
あ
る｢

直
観
的
法
認
識

intuitive R
echtserkentnis

」
は
法
廷
弁
護
人
や
弁
論
家
に
は
無
縁
で
あ
る
と
す
る
（K

aser, M
., Z

ur M
eth

od
e d

er röm
isch

en
 

R
ech

tsfi n
d

u
n

g, A
kad. W

iss. G
öttingen, 1962, S

.67f.

）。
ヴ
ェ
ー
ゼ
ル
は
シ
ュ
ト
ル
ー
が
提
起
し
たstatus legales

の
う
ち
法
学
者
に
関
心

を
ひ
い
た
の
は
法
律
文
言
か
法
律
意
思
か
（scriptum

-setentia, verba-voluntas

）
だ
け
に
す
ぎ
ぬ
と
し
、
し
か
も
意
思
解
釈
と
厳
格
な
文
言
解

釈
の
対
立
と
い
う
問
題
で
な
く
、
意
思
解
釈
を
と
っ
て
文
言
解
釈
を
制
限
す
る
な
い
し
は
回
避
す
る
と
い
う
選
択
の
問
題
で
あ
り
、
一
方
が
文
言
解

釈
を
と
り
他
方
が
意
思
解
釈
を
と
る
と
い
う
弁
論
家
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
し
か
も
法
学
者
の
解
釈
の
範
囲
は
シ
ュ
ト
ル
ー
が
考
え
た
共
和
政
末
か

ら
帝
政
期
の
自
由
な
解
釈
の
範
囲
を
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
、W

esel, U
., R

h
etorisch

e S
tatu

sleh
re u

n
d

 G
esetzesau

slegu
n

g d
er 

röm
isch

en
 Ju

risten, 1967, S
.15-21.; 

書
評･B

rtone, L
abeo 15 

（1969
）, p.298ff .

）。
ヴ
ィ
ー
ア
ッ
カ
ーW

ieacker, F
., IV

R
A
 20 

（1969

）, 

p.448, 469-75

、
ブ
ン
トB

und, E
., S

tu
d

i V
olterra I, p.196, 571, 578f.

を
は
じ
め
と
し
て
、
シ
ュ
ト
ル
ー
の
見
解
に
対
し
て
は
消
極
的
な
傾

向
に
あ
る
。

四
八



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
二
三
）

ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
シ
ュ
ト
ル
ー
「
法
の
極
み
は
不
法
の
極
み　

法
解
釈
史
断
章
」

カ
ン
ト
は
、『
人
倫
の
形
而
上
学
』
法
論
序
説
付
録
に
お
い
て
、「
衡
平aequitas

」
と
「
緊
急
権ius necessitatis

」
と
厳
格
法
と
の

関
係
を
取
り
扱
っ
た
さ
い
に
、「
法
の
極
み
は
不
法
の
極
みS

um
m
um

 ius sum
m
a iniuria

」
と
い
う
格
言
を
見
事
に
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
格
言
は
カ
ン
ト
に
と
っ
て
「
衡
平
の
格
言
」
そ
の
も
の
で
あ
る

（
1
）

。
法
哲
学
や
法
の
解
釈
理
論
を
扱
っ
た
文
献
の
随
所
で
こ
の
格
言
は

同
様
に
重
要
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
ま
さ
に
正
し
い
。
と
い
う
の
は
、
ロ
ー
マ
的
精
神
と
ラ
テ
ン
語
が
一
つ
に
な
っ

て
、
人
間
の
普
遍
的
に
妥
当
す
る
経
験
を
、
語
っ
た
り
、
証
明
し
た
り
、
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
明
確
で
簡
潔
な
矛ア

ン
チ
テ
ー
ゼ

盾
命
題
と
い
う
か

た
ち
で
、
容
赦
な
く
表
現
し
て
み
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
格
言
は
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
法
発
展
の
経
験
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
両
文
化
に
つ
い
て
、
史
料
は
、
法
が
、
太
古
の
口
頭
伝
承
の
時
代
よ
り
、
制
定
法
と
い
う
形
を
と
っ
て
恣
意
と
恐
怖
の
み
な
ら
ず
時

代
を
も
越
え
て
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
完
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
過
を
示
し
て
い
る
。
不
可
変
性
の
う
ち
に
法
理
念
の

本
質
が
実
現
さ
れ
る
と
思
わ
れ
、
個
々
の
文
字
に
至
る
ま
で
の
充
足
は
必
然
的
な
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
法
律
の
解
釈

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た

（
2
）

。
し
か
し
、
生
活
が
発
展
を
遂
げ
、
新
し
い
精
神
的
物
質
的
関
係
を
作
り
出
し
た
一
方
で
、
法
が

そ
の
文
言
に
拘
束
さ
れ
て
硬
直
化
し
た
結
果
、「
賢
明
な
る
立
法
者
」
が
管
理
す
る
揺
籃
期
に
は
認
め
が
た
い
不
自
然
さ
が
現
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
は
制
定
法
の
不
可
変
性
に
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
た
と
え
法
理
念
そ
れ
自
体
が
不
可
変
的
で
あ

ろ
う
と
も
、
特
定
の
時
代
の
た
め
に
、
時
代
拘
束
性
の
ゆ
え
に
そ
し
て
人
間
の
言
語
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
永
遠
に
妥
当
す
る
よ
う
な
表

現
を
作
り
出
す
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
む
や
み
な
法
律
信
仰
を
揺
る
が
す
た
め
に
は
、
経
験
に
基
づ
く
多
く
の
証
明
、

多
く
の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
、
法
律
に
忠
実
で
あ
る
と
は
い
え
、
不
衡
平
で
あ
る
が
ゆ
え
に
不
正
な
多
く
の
裁
判
官
の
判
決
が
必
要
で
あ
っ
た
。

四
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
二
四
）

裁
判
官
の
判
決
も
裁
判
官
で
な
い
者
の
法
律
解
釈
も
と
も
に
、
文
言
の
自
由
な
解
釈
と
補
充
へ
の
持
続
的
な
要
求
に
抗
し
え
な
か
っ
た
の

で
あ
る

（
3
）

。
制
定
法
と
並
ん
で
、
衡
平B

illigkeit

が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
は
た
し
か
に
十
二
表
法
制
定
以
後
数
世
紀
に
わ
た
っ

て
、
紋
切
り
型
で
あ
る
と
は
い
え
、
ペ
ダ
ン
ト
リ
ー
な
ま
で
に
正
確
か
つ
厳
格
な
法
解
釈
を
示
し
て
み
せ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
特
殊

ロ
ー
マ
的
と
も
い
う
べ
き
「
形
式
主
義F

orm
alism

us

」
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
同
じ
ロ
ー
マ
が
衡
平
に
も
制
定
法
と

並
ぶ
妥
当
性
を
付
与
し
、
法
務
官
の
告
示
に
お
い
て
衡
平
を
実
現
す
る
た
め
の
道
具
、
つ
ま
り
、
形
式
主
義
と
並
ん
で
、「
衡
平

aequitas

」
を
特
殊
ロ
ー
マ
的
な
も
の
た
ら
し
め
る
道
具
を
用
意
し
た
の
で
あ
る
。
二
つ
の
根
本
原
理
を
明
確
に
特
徴
づ
け
る
歴
史
的
な

順
序

（
4
）

は
、
法
秩
序
内
部
に
お
け
る
そ
の
後
の
両
者
の
共
同
的
支
配
が
両
原
理
の
本
質
と
正
当
性
へ
の
明
確
な
洞
察
に
基
づ
か
せ
る
原
因
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
発
展
の
な
か
で
、「
法
の
極
み
は
不
法
の
極
みsum

m
um

 ius sum
m
a iniuria

」
と
い
う
言
葉
は
、
格
言
と
い
う
よ
り
は
む

し
ろ
、
鬨
の
声
、
つ
ま
り
戦
い
の
合
い
言
葉
の
役
割
を
果
た
す
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
言
葉
は
、「
法R

echt

」
を
求
め
「
法R

echt

」

を
獲
得
し
な
が
ら
も
、
獲
得
す
る
の
は
、
文
字
に
よ
っ
て
法
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
幻
滅
し
た
人
々
の
義
憤

を
反
映
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
病
者
や
障
害
者
の
鋭
敏
な
感
覚
は
、
自
己
防
衛
の
た
め
に
、
文
言
に
体
現
さ
れ
た
に
す
ぎ
ぬ
法
に
耐

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
結
果
、
つ
ま
り
、
法
が
不
法
を
生
み
出
し
こ
れ
を
擁
護
し
、
文
言
と
い
う
刃
で
逆
転
し
て
、
生
と
死
の
よ

う
に
、
そ
れ
自
体
相
殺
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
明
ら
か
に
す
る
。
実
定
法
は
「
法
」
を
実
現
す
る
た
め
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、

そ
れ
が
も
た
ら
す
被
害
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
は
も
と
よ
り
、
そ
の
存
在
理
由
つ
ま
り
、
人
間
が
何
よ
り
も
任
意
に
そ
の
支
配
を
認
め
る

こ
と
の
理
由
も
争
わ
れ
る
。
制
定
さ
れ
た
規
範
が
普
遍
妥
当
的
た
ら
ん
と
す
る
要
求
は
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
唯
一
決
定
的
な
点
に
お
い
て
破

綻
し
て
お
り
、
そ
の
破
綻
は
、
衡
平
が
形
式
主
義
に
よ
っ
て
し
っ
か
り
と
固
め
ら
れ
た
砦
へ
の
突
破
口
を
確
保
し
た
自
由
な
路
線
を
開
く
。

五
〇



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
二
五
）

そ
の
こ
と
は
、
こ
の
標
語
が
、
衡
平
に
つ
い
て
何
も
語
ら
な
い
ま
ま
、
衡
平
の
格
言
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
衡
平
の
理
由
と
は
、

そ
れ
自
体
緊
急
措
置
に
あ
る
。
も
し
法
律
の
規
範
が
法
を
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
完
全
に
包
括
し
う
る
の
で
あ
れ
ば
、
衡
平
の
余
地
は
な
い
。

し
か
し
「
法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
」
は
実
定
的
法
と
並
ん
で
、
衡
平
の
妥
当
性
が
必
然
で
あ
る
こ
と
の
証
し
で
あ
る
。

歴
史
的
な
対
立
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
発
展
の
中
で
、
さ
ら
に
は
る
か
に
明
確
に
ロ
ー
マ
の
発
展
の
中
で
認
識
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
対
立
は
あ
ら
ゆ
る
法
発
展
に
お
い
て
類
比
物
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
そ
の
過
程
が
偶
然
で
は
な
く
、
法
発
展
の
内
的
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
導
か
れ
る
必
然
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
普
遍
的
な
定
式
化
を
達
す
る
た
め
に
は
個
別
的
な
生
活
か
ら
切

断
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
法
規
範
と
、
個
別
的
事
例
の
た
め
に
適
正
で
「
正
し
い
」
規
制
を
示
す
衡
平
と
の
対
立
は
、
法
の
性
質
と
そ
の
可

能
的
な
現
象
形
式
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
緊
張
関
係
は
、
つ
ね
に
あ
ら
た
に
、
そ
し
て
、
い
か
な
る
時
代
、
い

か
な
る
法
秩
序
に
お
い
て
も
、
程
度
の
如
何
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
と
っ
て
、
繰
り
返
さ
れ
る
。
そ
こ
に
「
法
の
極
み
は
不
法
の

極
み
」
と
い
う
標
語
が
発
揮
す
る
作
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
法
律
学
な
い
し
人
間
の
生
活
経
験
が
法
の
精
神

と
形
式
の
区
別
に
向
き
合
う
と
こ
ろ
で
は
つ
ね
に
こ
の
標
語
は
特
別
な
調
べ
を
も
っ
て
奏
で
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
標
語
は
、
そ
れ

を
伝
え
て
き
た
諸
々
の
証
拠

（
5
）

を
提
示
し
つ
つ
、「
法
解
釈interpretatio iuris

」
の
理
論
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
に

解
明
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
の
で
あ
る
。

1古
典
的
と
も
な
っ
た
標
語
形
式
の
保
証
人
と
で
も
い
う
べ
き
は
、
法
律
家
で
は
な
く
、
一
人
キ
ケ
ロ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
標
語
は
キ

ケ
ロ
の
独
創
に
な
る
の
で
は
な
く
、
彼
は
こ
れ
を
日
常
的
に
用
い
ら
れ
る
格
言
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
キ
ケ
ロ
は
狡
猾

五
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
二
六
）

さ
や
法
の
う
が
っ
た
解
釈
か
ら
あ
る
種
の
不
法
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。「
不
法
は
ま
た
狡
猾
さ
に
よ
り
、
ま
た
あ
ま
り
に

穿
ち
す
ぎ
て
、
し
か
も
悪
意
の
あ
る
法
律
解
釈
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
あ
の
『
法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
』
と
い
う
こ
と

ば
が
日
常
普
通
い
い
ふ
る
さ
れ
る
格
言
と
な
っ
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。E

xistunt etiam
 saepe iniuriae calum

nia quadam
 et 

nim
is callida sed m

alitiosa iuris interpretatione. E
x quo illud “sum

m
um

 ius sum
m
a iniura ” factum

 est iam
 tritum

 

serm
one proverbium

.
」（『
義
務
に
つ
い
て
』D

e offi  cis 1, 33

﹇
泉
井
訳
を
参
照
﹈）。
キ
ケ
ロ
は
最
初
の
例
と
し
て
、
ス
パ
ル
タ
王
ク
レ
オ

メ
ネ
ス
に
よ
る
休
戦
条
約
の
巧
緻
な
解
釈
を
挙
げ
て
い
る
。
王
は
三
〇
日
と
記
し
な
が
ら
、
夜
間
に
劫
略
を
続
け
た

（
6
）

。
第
二
の
例
は
、

ロ
ー
マ
の
元
老
院
議
員
が
二
つ
の
イ
タ
リ
ア
都
市
﹇
ノ
ラ
と
ネ
ア
ポ
リ
ス
﹈
間
の
境
界
画
定
の
裁
定
人arbiter fi nium

 regundorum

と
し
て
、
両
当
事
者
に
対
し
て
、
要
求
さ
れ
た
境
界
か
ら
か
な
り
の
部
分
を
譲
る
よ
う
勧
告
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
相
互

の
譲
歩
を
求
め
た
彼
の
裁
決
に
よ
っ
て
、
境
界
を
画
定
し
た
が
、
相
互
の
譲
歩
に
よ
っ
て
主
の
な
く
な
っ
た
中
間
地
帯
は
ロ
ー
マ
国
民
の

所
有
と
宣
言
さ
れ
る
。
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
「
巧
緻sollertia

」
が
道
徳
的
に
退
け
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
キ
ケ
ロ

は
こ
こ
で
こ
う
し
た
当
然
の
結
論
を
導
こ
う
と
し
て
い
る
。
倫
理
的
な
問
題
、「
不
法iniuria

」
の
種
類
の
区
別
に
彼
は
取
り
組
ん
で
い

る
。
し
か
し
、「
狡
猾
さcalum

nia

」、「
悪
意
の
あ
る
法
律
解
釈callida iuris interpretatio

」
の
対
立
物
、
つ
ま
り
「
衡
平
と
善
に

基
づ
くex aequo et bono

」
解
釈
は
語
ら
れ
ず
、
い
わ
ん
や
具
体
的
な
説
明
も
な
さ
れ
て
い
な
い

（
7
）

。

キ
ケ
ロ
よ
り
も
一
〇
〇
年
ほ
ど
前
の
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
、
そ
の
喜
劇
『
自
虐
者
』
に
お
い
て
、
そ
の
最
も
簡
潔
な
格
言
の
か
た
ち
の

前
段
階
を
伝
え
て
お
り
、
文
言
も
内
容
も
す
で
に
き
わ
め
て
近
似
し
て
い
る
。
一
人
の
奴
隷
が
い
つ
も
の
よ
う
に
主
人
と
顔
を
合
わ
せ
、

主
人
か
ら
彼
の
軽
薄
な
息
子
の
た
め
に
金
を
だ
ま
し
と
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に
彼
の
父
と
し
て
の
愛
と
心
配
に
つ
け
こ
も
う
と
し
て

い
る
。
と
い
う
の
は
、
金
は
名
目
上
は
彼
の
娘
が
負
っ
た
借
金
を
返
す
の
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
明
白
な
抗

五
二



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
二
七
）

弁
の
先
手
を
打
っ
て
、
奴
隷
は
主
人
に
こ
う
信
じ
さ
せ
た
。「
厳
格
法
に
よ
れ
ば
あ
な
た
は
支
払
わ
な
く
て
も
よ
い
し
、
そ
ん
な
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
ん
な
こ
と
を
拒
絶
す
る
の
は
、
お
父
さ
ん
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
あ
な
た
の
状
況
に
は
こ
ん
な
言
葉
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。『
法
の
極
み
は
し
ば
し
ば
害
悪
の
極
みius sum

m
um

 saepe sum
m
a est 

m
alitia

』」（
第
七
九
六
行
）。
詩
人
は
、
自
分
も
又
こ
の
格
言
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
が
、
ど
の
く
ら
い
文
字
通
り
の
ま

ま
な
の
か
、
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
に
よ
る
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
が
ど
の
程
度
彼
の
モ
デ
ル
な
い
し
契
機
と
な
っ
て
い
る
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い

（
8
）

。

キ
ケ
ロ
の
引
用
と
の
本
質
的
な
違
い
は
そ
の
中
身
に
あ
る
。「
法
解
釈interpretatio iuris

」、
つ
ま
り
解
釈
と
そ
の
巧
み
さ
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
法
は
父
親
に
と
っ
て
有
利
な
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
る
。
だ
が
彼
は
義
理
か
ら
そ
の
よ
う
な
主
張
を
な
す
べ

き
で
は
な
い
。
彼
の
態
度
は
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
邪
悪m

alitia

」
で
あ
り
、
シ
カ
ー
ネ
と
権
利
濫
用
に
あ
た
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ケ

ル
ス
ス
（D

. 6, 1, 38

）
が
伝
え
る
「
邪
悪
は
こ
れ
を
寛
容
す
べ
き
に
あ
ら
ずm

alitiis non est indulgendum （
9
）

」
と
い
う
否
定
の
格
言
は

し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
、
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
へ
、
そ
し
て
さ
ら
に
ギ
リ
シ
ア
人
へ
の
展
望
を
開
く
。
内
容
的
に
奴
隷
と
主
人
と

の
小
景
は
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
と
彼
の
劇
の
都
市
性
に
対
応
し
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
登
場
人
物
の
生
き
方
の
な
か
に
行
為
の
動
機
を
求
め

て
い
る
。
彼
の
品
位
の
あ
る
喜
劇
に
対
応
す
る
の
は
、
こ
こ
で
奴
隷
が
プ
ラ
ウ
ト
ゥ
ス
の
喜
劇
の
よ
う
に
抜
け
目
な
い
の
で
は
な
く
、
人

情
の
機
微
に
通
じ
た
者
と
し
て
、
品
格
を
く
す
ぐ
っ
て
、
財
布
の
ひ
も
を
解
か
せ
、
そ
し
て
、
年
取
っ
た
主
人
も
愚
か
な
者
と
し
て
ペ
テ

ン
に
か
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
彼
が
市
民
の
、
い
う
な
れ
ば
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
気
風
を
法
よ
り
も
優
先
さ
せ
る
が
ゆ
え
に
、
騙
さ

れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
の
断
片
は
情
景
よ
り
も
当
該
格
言
の
一
般
的
な
関
係
に
属
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
メ
ナ

ン
ド
ロ
ス
は
、
制
定
法
の
高
い
価
値
を
「
は
な
は
だ
し
く
巧
み
に λ’ιαν ἀκριβῶς
」（nim

is callide （
10
）

）
解
釈
す
る
告シ

ュ
コ
パ
ン
テ
ス

訴
常
習
者
に
よ
る
そ

五
三
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八
）

の
濫
用
に
対
置
す
る

（
11
）

。
し
か
し
こ
れ
は
、
た
ん
な
る
﹇
古
く
か
ら
の
﹈
残
響
に
過
ぎ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
う
し
た
問
題
設
定
は
文
献

的
に
は
も
っ
と
古
い
時
代
に
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
『
歴
史
』（3, 53

）
は
、﹇
コ
リ
ン
ト
ス
の
﹈
僭
主
の
息
子
リ
ュ
コ

プ
ロ
ン
に
ま
つ
わ
る
説
話
の
中
で
、〔
母
殺
し
の
怨
み
の
ゆ
え
に
〕
父
親
に
対
し
て
口
も
き
か
ぬ
ほ
ど
憎
し
み
を
い
だ
き
な
が
ら
異
国
に

と
ど
ま
り
続
け
る
リ
ュ
コ
プ
ロ
ン
を
う
ま
く
説
得
す
る
た
め
に
遣
わ
さ
れ
た
姉
が
古
く
か
ら
の
警
句
に
あ
ふ
れ
た
忠
告
を
な
し
た
こ
と
を

伝
え
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
っ
た
。「
い
た
ず
ら
に
厳
し
い
正
義
よ
り
も
、
公
正
な
分
別
の
方
を
尊
し
と
す
る
人

も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
」。
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
の
奴
隷
は
こ
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
言
葉
は
、「
法
の
極
み
は

害
悪
の
極
み
な
り
」
と
い
う
言
葉
の
実
際
を
教
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
言
葉
を
命
令
形
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
他
人
の
行
為
に
倣
う

よ
う
に
定
式
化
す
る
や
り
方
は
古
い
格
言
の
ス
タ
イ
ル
に
適
合
し
て
い
る
。
用
語
的
に
も
、「
正
義 δίκαιον

」
│
「
衡
平 ἐπιεικές

」
と

い
う
語
に
よ
る
対
立
は
す
で
に
そ
の
継
続
的
に
妥
当
す
る
形
式
に
あ
て
は
ま
っ
て
い
る
。
│
こ
の
説
明
は
、
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ィ
ス
ト
た
ち

の
間
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ゴ
ル
ギ
ア
ス
が
証
拠
を
残
し
て
い
な
く
て
も
、
そ
れ
が
既
成
の
成
果
を
利
用
し
、

「
正

デ
ィ
カ
イ
オ
ン

義
」
と
「
衡

エ
ピ
エ
イ
ケ
ス

平
」
と
の
争ア

ゴ
ンい

が
行
わ
れ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
激
戦
に
倒
れ
た
ア
テ
ナ
イ
人
へ
の
追
悼

演
説
は
、
表
面
的
に
は
彼
の
新
し
い
言
葉
遣
い
を
示
し
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
英
雄
た
ち
の
称
讃
を
人
間
の
価
値
と
徳
に
つ
い
て
の
ソ

フ
ィ
ス
ト
の
啓
蒙
的
な
説
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
残
存
断
片
（N

r.6 D
iels

）
で
は
、
最
初
の
内
容
と
し
て
、「
神
の
よ
う

な
精
神
の
高
貴
」
が
称
讃
さ
れ
て
い
る
。「
一
方
で
彼
等
は
厳
格
な
法
よ
り
も
寛
恕
あ
る
衡
平
を
、
他
方
で
峻
厳
な
法
よ
り
も
言
葉
の
正

し
さ
を
好
ん
だ
。」「
実
に
彼
等
は
非
常
な
厳
格
な
る
正
義
よ
り
も
寛
恕
あ
る
衡
平
を
よ
し
と
し
たpotiorem

 enim
 illi iustitia quae 

severe exigit aequitatem
 duxerunt com

iter indulgentem

」
と
い
う
フ
ォ
スH

.E
. F

oss

の
解
釈
は
正
し
い

（
12
）

。
法
律
に
忠
実
な
パ

リ
サ
イ
主
義
は
「
厳
格
な αὐθάδης

」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、「
寛
恕
あ
る πρᾶου
」
と
い
う
形
容
詞
に
よ
っ
て
衡
平
な
人
間
性
が
見

五
四



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
二
九
）

事
に
表
現
さ
れ
て
い
る

（
13
）

。
こ
の
種
の
称
讃
の
背
景
と
し
て
の
倫
理
的
議
論
は
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
の
中
に
は
っ
き
り
と
跡
づ
け
ら
れ
る

（
14
）

。

ア
ッ
テ
ィ
カ
的
気
風
は
、「
寛
恕
あ
る
衡
平 πρᾶον ἐπιεικές

」、
自
ら
責
任
を
負
う
（
独
善
的
で
は
な
い
）
人
間
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら

れ
る
態
度
の
担
い
手
に
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
ソ
ポ
ク
レ
ス
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
舞
台
で
年
老
い
た
盲
目
の
亡
命
者
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
に
感

謝
を
込
め
て
こ
う
告
白
さ
せ
て
い
る
。「
神
へ
の
畏
敬
を
私
は
君
た
ち
の
う
ち
に
見
た

（
15
）

、
そ
し
て
衡
平
（τὸ ἐπιεικὲς

）
と
偽
り
の
な
い
言

葉
を

（
16
）

」、
と
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
衡
平
の
本
質
及
び
そ
の
実
定
的
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
彼
の
考
察
は
規
準
と
し
て
の
妥
当
性

を
獲
得
し
、
直
接
的
に
さ
ら
に
し
ば
し
ば
間
接
的
に
受
容
さ
れ
、
中
世
並
び
に
近
代
の
法
哲
学

（
17
）

を
稔
り
豊
か
な
も
の
と
し
て
き
た
（『
ニ

コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』5, 14

、『
弁
論
術
』1, 13

）。
衡
平
の
価
値
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
徳
と
し
て
賞
讃
す
る
一
般
的
な
認

識
か
ら
明
か
な
こ
と
で
あ
る
が
、
実
際
、
こ
れ
は
、
通
常
衡
平
（ἐπιεικές

）
を
正
義
（δίκαιον

）
の
上
位
に
置
く
点
で
、
ア
ポ
リ
ア
に
達

す
る
（
ゴ
ル
ギ
ア
ス
の
英
雄
賞
讃
を
想
起
さ
れ
た
い
）。
そ
の
謎
を
解
く
鍵
は
「
衡

エ
ピ
エ
イ
ケ
ス

平
」
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
に
か
か
っ
て

い
る
。「
衡

エ
ピ
エ
イ
ケ
ス

平
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
正

デ
ィ
カ
イ
オ
ン

義
」
の
必
然
的
補
正
で
あ
っ
て
、
何
か
別
の
第
二
の
も
の
で
は
な
く
、「
正
義G

erechte

」

に
本
質
的
に
内
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
正
義
が
法
律
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
に
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
（「
法
律
的
正
義 τὸ νόμιμον δίκαιον （

18
）

」）、

正
義
は
必
然
的
に
衡
平
に
よ
る
補
正
を
必
要
と
す
る
（「
衡
平
的
正
義 τὸ ἐπιεικὲς δίκαιον

）。
し
た
が
っ
て
、
衡
平
の
本
質
は
法
律
の
本
質

か
ら
間
接
的
に
導
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
法
律
が
規
範
た
ら
ん
と
し
、
ま
た
複
数
の
可
能
性
を
統
一
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

法
律
は
し
ば
し
ば
例
外
を
伴
っ
た
規
則
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
規
制
さ
れ
る
べ
き
対
象
が
統
一
的

な
規
制
に
従
属
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。「
法
律
に
お
け
る
欠
缺
」
か
ら
、
法
律
を
補
正
す
る
も
の
と
し
て

の
衡
平
の
本
質
が
導
か
れ
る
。「
一
般
的
な
規
定
で
あ
る
が
ゆ
え
に
残
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
法
律
を
補
正
す
る
と
い

五
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
三
〇
）

う
性
質
が
衡
平
の
本
質
で
あ
る
」、
と
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
衡
平
は
法
律
的
正
義
に
優
位
す
る
と
同
時
に
、
倫
理
学
の
意
味
に
お
い
て
、

「
法ノ

ミ
コ
ン
・
デ
ィ
カ
イ
オ
ン

律
的
正
義
」
も
正
義
の
一
種
で
あ
り
、
衡
平
も
正
義
の
一
種
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
徳
論
の
体
系
〔
倫
理

学
〕
や
正
義
の
領
域
へ
の
衡
平
の
参
入
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
別
の
箇
所
（『
弁
論
術
』
序
論1, 1, 1354a27

）
で
持
ち
出
す
制
限
よ
り
も
、

頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
。
正
し
く
制
定
さ
れ
た
法
は
、
で
き
る
限
り
自
ら
す
べ
て
を
規
定
し
、
で
き
る
だ
け
僅
か
な
こ
と
だ
け
が
裁
判
官
の

衡
平
に
よ
る
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
の
が
何
よ
り
も
望
ま
し
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
、
一
人
ま
た
は
少
数
の
立
法
者
の
方
が
交

替
の
多
い
裁
判
官
よ
り
も
法
発
見
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
立
法
作
業
が
長
い
熟
慮
と
審
理
の
結
果
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
判
決
は
そ
の
場
で
下
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、
実
は
こ
れ
が
主
要
な
こ
と
な
の
だ
が
、
立
法
者
は
特
殊
な
ケ
ー
ス
を

対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
将
来
を
見
通
し
、
好
き
嫌
い
や
個
人
的
利
害
の
影
響
に
と
ら
わ
れ
な
い
点
で
、「
具
体
的
な
ケ
ー
ス
の
状
況
」

を
共
に
体
験
す
る
裁
判
官
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
も
、
衡
平
は
、
人
間
が
作
る
も
の
と
し
て

の
法
律
に
つ
き
ま
と
う
不
完
全
性
に
対
し
て
、
正
し
い
法
を
実
現
す
る
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
を
契
機
と
し
て
ギ
リ
シ
ア
人
を
一
瞥
し
て
み
た

（
19
）

が
、
格
言
そ
の
も
の
に
つ
い
て
証
拠
と
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
定

式
は
む
し
ろ
別
の
道
を
辿
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
表
現
さ
れ
た
思
想
と
理
論
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
前
に
明
ら
か
に
登
場
し
、
彼
に
よ
っ

て
す
で
に
究
極
的
に
教ド

ク
マ
テ
ィ
シ
ュ

義
学
的
に
捉
え
ら
れ
整
理
さ
れ
た
。
レ
ト
リ
ッ
ク
の
よ
う
な
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
哲
学
を
媒
介
と
し
て
、
そ
れ
は
ロ
ー
マ

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
し
か
し
ロ
ー
マ
で
は
、
固
有
の
法
発
展
か
ら
、
厳
格
法
と
衡
平
の
対
立
は
裁
判
に
直
接
的
に
作
用
す
る
生
き
た
現

象
と
な
っ
た

（
20
）

。
そ
れ
か
ら
、
た
し
か
に
ロ
ー
マ
の
言
葉
﹇sum

m
um

 ius sum
m
a iniuria

﹈
は
そ
の
力
を
得
た
の
で
あ
り
、
キ
ケ
ロ
が
伝

え
る
そ
の
普
及
も
そ
れ
に
依
拠
を
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
継
受
さ
れ
た
哲
学
の
理
論
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
た
と
え
そ
の
形

（
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
る
言
葉
は
「
害
悪m

alitia

」
と
い
う
語
を
伴
っ
て
い
る
）
に
と
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
の
モ
デ
ル
が
存
在
し
た

五
六



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
三
一
）

と
し
て
も
、
で
あ
る
。
内
容
的
に
多
く
の
箇
所
が
近
似
す
る
と
し
て
も
、
明
ら
か
な
形
式
の
点
で
類
似
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
そ
の
反

証
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
格
言
が
ロ
ー
マ
で
と
っ
た
第
三
の
か
た
ち
：
哲
学
者
セ
ネ
カ
と
同
時
代
の
人
コ
ル
メ
ラ
が
キ
ケ
ロ
の
『
義
務
に
つ
い
て
』
よ
り

一
〇
〇
年
後
に
著
し
た
『
農
事
書
』
は
、
農
場
主
に
対
し
て
、
小
作
人
た
ち
に
は
、
あ
ま
り
に
厳
し
く
法
＝
権
利
を
主
張
し
て
は
な
ら
な

い
し
、
例
え
ば
支
払
い
の
期
日
や
さ
さ
や
か
な
現
物
給
付
は
猶
予
せ
よ
と
警
告
し
て
い
る
。
法
＝
権
利
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
何
で
も
取

り
立
て
て
い
い
わ
け
は
な
い
と
は
、
実
に
古
人
が
す
で
に
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
と
い
う
の
は
、
法
の
極
み
は
災

厄
の
極
み
と
古
人
た
ち
は
考
え
た
も
の
で
あ
っ
たnam

 sum
m
um

 ius antiqui sum
m
am

 putabant crucem

」（1, 7, 2 （
21
）

）、
と
。
生
け
る

習
慣
を
前
提
と
し
て
い
る
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
や
キ
ケ
ロ
と
異
な
り
、
コ
ル
メ
ラ
は
敢
え
て
無
意
識
の
言
葉
遊
び
を
語
っ
て
い
る
の
は
彼
の

教
養
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
は
ま
さ
に
「
古
人
た
ち
の
」
知
恵
で
あ
る
。「
災
厄crux

」
と
い
う
表
現
つ
い
て
、
彼
の
異
伝
﹇
ヴ
ァ

リ
ア
ン
ト
﹈
は
形
式
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
厳
格
法
―
災
厄
（
苦
難

（
22
）

、
苦
し
み
、
シ
カ
ー
ネ
と
い
う
意
味
で
）
は
幸
運
に
も
変
更
さ
れ
て
い
な

い
が
、
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
に
ふ
さ
わ
し
い
付
加
語
「
最
高
のsum

m
a

」
は
「
災
厄
」
と
い
う
表
現
に
そ
ぐ
わ
な
い

（
23
）

。
法
の
領
域
か
ら
、
こ

の
語
﹇crux

﹈
は
、
そ
の
形
式
に
お
い
て
、「
害
悪m

alitia
」
な
い
し
「
不
法iniuria

」
と
い
う
語
よ
り
離
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
は
コ

ル
メ
ラ
と
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
用
法
は
近
い
。
つ
ま
り
、
い
か
な
る
解
釈
も
余
地
の
な
い
ほ
ど
明
白
な
法
の
断
念
、
道
徳
的
理
由
か
ら
、

と
き
に
は
同
時
に
、
主
人
は
小
作
人
と
の
よ
き
関
係
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
つ
ま
り
、「
小
作
人
た
ち
と
丁
寧
に
接
し
、
気
前
よ

さ
を
発
揮
す
べ
し
」﹇C

olum
ella, res rustica.1, 7

﹈、
の
如
き
有
用
性
と
い
う
理
由
か
ら
の
法
の
断
念
で
あ
る
。

ま
っ
た
く
倫
理
的
な
怒
り
か
ら
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
り
つ
つ
こ
の
格
言
を
語
っ
て
い
る
の
は
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
で
あ
る
。
彼
は
処
刑

場
で
の
奇
跡
に
つ
い
て
の
話
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
罪
な
く
死
刑
宣
告
さ
れ
た
女
性
の
首
を
熟
練
し
た
執
行
人
の
刀
か
ら
守
っ
た
と
い

五
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
三
二
）

う
奇
跡
。「
お
お
、
法
の
極
み
は
害
悪
の
極
み
と
は
い
か
に
真
実
な
る
こ
と
か
。
…
…
か
か
る
奇
蹟
の
あ
と
も
な
お
、
法
律
が
猛
威
を
ふ

る
っ
て
い
る
こ
と
か
！
」
命
助
か
っ
た
者
が
自
由
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、
皇
帝
の
恩
赦
行
為
が
必
要
で
あ
っ
た
（H

ieronym
i epistula I 

14; C
E
L
.54. 8

）。
こ
こ
で
は
、
法
律
解
釈
の
こ
と
も
本
来
的
に
悪
意
あ
る
適
用
の
こ
と
も
論
じ
ら
れ
ず
、
法
律
の
効
果
が
、
下
さ
れ
た
神

判
に
よ
っ
て
衡
平
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
た
恩
赦
と
対
照
し
て
語
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る

（
24
）

。

要
約
す
る
と
、
近
代
人
に
よ
っ
て
く
り
か
え
し
引
用
さ
れ
る
「
法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
」
と
い
う
格
言
は
、「
法ius

」
と
「
不
法

iniuria

」
の
対
立
と
い
う
か
た
ち
で
、
ラ
テ
ン
語
文
献
の
な
か
で
引
用
さ
れ
る
の
は
、
唯
一
キ
ケ
ロ
に
よ
る
だ
け
で
あ
る

（
25
）

。
そ
し
て
キ
ケ

ロ
だ
け
が
「
は
な
は
だ
悪
意
の
あ
る
法
律
解
釈nim
is callida iuris interpretatio

」
に
対
す
る
、
衰
弱
し
た
法
感
情
の
警
告
と
し
て

こ
の
格
言
を
持
ち
出
し
て
い
る
。
こ
の
格
言
が
こ
の
領
域
で
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
は
『
義
務
に
つ
い
て
』
か
ら
は
う
か

が
え
な
い
の
で
、
そ
の
た
め
に
、
よ
り
広
い
意
味
で
具
体
的
な
関
係
の
中
で
、
そ
れ
は
探
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
代
弁
論
術
の

中
に
さ
さ
や
か
な
一
歩
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2い
か
に
し
て
、
当
事
者
本
人
が
弁
論
家
に
語
る
事
柄
が
弁
論
家
の
事
案
に
な
る
の
か
？　

言
換
え
れ
ば
、
生
の
素
材
に
、
未
だ
輪
郭
だ

け
と
は
い
え
、
弁
論
全
体
を
決
定
す
る
最
初
の
形
式
が
い
か
に
し
て
与
え
ら
れ
る
の
か
？
い
か
に
し
て
、
顧
客
の
出
来
事
そ
の
ま
ま
の
申

立
て
か
ら
法
問
題R

echtsfrage

が
探
り
出
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
審
判
人
の
前
で
の
弁
護
の
全
般
的
方
針
が
見
つ
か
る
の
か
。
こ
の
問
い

に
対
し
て
は
弁
論
術
が
微
に
入
り
細
に
亙
る
体
系
的
詳
述
を
以
て
答
え
て
い
る
。
ど
の
事
件
も
一
方
の
主
張
（accusatio

な
い
しintentio

）

と
他
方
の
否
定
（defensio

な
い
しdepulsio

）
を
前
提
と
す
る
。
双
方
の
観
点
の
衡
量
か
ら
弁
護
人
は
、
彼
の
課
題
、
彼
の
弁
護
の
目
標

五
八



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
三
三
）

の
出
発
点
た
る
設
問
を
引
出
す
が
、
こ
れ
が
同
時
に
、
訴
訟
の
内
容
を
な
し
判
決
の
対
象
た
る
べ
き
真
の
法
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
。
単

純
な
例
：
君
は
殺
し
た
。
防
禦
：
我
は
実
行
者
な
ら
ず
。
主
た
る
問
題
：
被
告
は
実
行
者
か
？

（
26
）　

こ
の
問
い
か
ら
、
告
発
、
防
禦
、
審
判

人
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
が
生
ず
る
。
か
く
探
り
当
て
ら
れ
た
事
件
基
礎
が
、
そ
の
事
件
の
「
ス
タ
ト
ゥ
スstatus

」（
ギ
リ
シ
ア
語
でστάσις

）

﹇
争
点
、
事
項
﹈
と
い
わ
れ
、
今
の
設
例
で
の
主
張
と
否
認
の
基
本
形
は
：「
君
は
な
し
たF

ecisti

│
私
は
な
し
て
い
な
いnon feci

」。

こ
の
立
証
は
双
方
が
推
論
に
よ
る
か
ら
、
本
件
は
「
推
定
ス
タ
ト
ゥ
スstatus coniecturalis 

（στοχασμός

）」
と
い
わ
れ
る
。「
私
は
な

し
た
し
か
る
に
正
当
に
な
し
た
、
な
い
し
、
し
か
る
に
適
法
に
な
し
たF

eci sed iure feci, sed recte feci

」、
私
が
追
い
剥
ぎ
を
殺

し
た
の
は
正
当
防
衛
で
あ
る
、
ゆ
え
に
殺
人
を
犯
し
た
の
で
は
な
い
。
行
為
自
体
は
認
め
る
が
、
そ
の
「
性
質
」
が
争
わ
れ
る
場
合
、
こ

れ
が
「
属
性
ス
タ
ト
ゥ
スstatus qualitatis 

（ποιότης

）」
で
あ
る
。
私
有
財
産
を
神
殿
か
ら
（
逆
に
神
殿
の
財
産
を
私
人
宅
か
ら
）
持
ち
出

す
の
は
、
聖
物
窃
盗
か
単
純
窃
盗
か
。
問
題
は
「
定
義defi nitio

（ὅρος

）」
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る

（
27
）

。
第
四
は
形
式
的
な
法
に
関
わ
る
。

す
な
わ
ち
、
相
手
方
が
応
訴
せ
ず
、
手
続
の
適
法
性
を
争
う
場
合
、
つ
ま
り
、「
一
方
は
審
判
人
手
続
へ
と
召
喚
し
、
他
方
は
審
判
人
手

続
を
拒
絶
す
るalter in iudicium

 vocat, alter recusat iudicium

」
場
合
で
あ
る
。

ギ
リ
シ
ア
の
体
系
が
ロ
ー
マ
へ
伝
わ
っ
た
さ
い
、
第
四
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
は
、
ロ
ー
マ
で
は
審
判
人
手
続
で
の
審
理
対
象
に
な
り
え
な

か
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
法
廷
手
続
に
お
い
て
形
式
的
要
件
が
す
で
に
決
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る

（
28
）

。
さ
ら
に
、
法
廷
手
続
の
審
理
│
キ
ケ
ロ
（『
構
想
論
』II, 60

）
は
抗
弁
を
方
式
書
に
採
用
す
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
る
争
い
の
例

を
挙
げ
て
い
る
│
も
法
の
認
識
に
基
づ
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
資
料
に
お
け
る
指
示
は
法
律
事
件
に
関
す
る
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
が
、
裁
判
実
務
や
法
学
的
方
法
と
無
関
係
に
併
存
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
の
最
初
の
徴
標
で
あ
る
。
逆
に
、
レ
ト
リ
ッ
ク
に
お
い
て
あ
る
種
の
特
別
な
科
目
な
い
し
学
問
的
な
個
別
学
科
が

五
九
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問
題
と
な
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
法
学
的
な
取
り
扱
い
が
伝
統
的
な
形
態
の
ま
ま
、
そ
の
影
響
を
免
れ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な

い
で
あ
ろ
う
。
レ
ト
リ
ッ
ク
の
体
系
が
き
め
細
か
く
構
築
さ
れ
た
理
論
と
術
語
を
伴
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
法
技
術
が
い
ま
だ
未
熟
な

中
間
段
階
に
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
な
お
の
こ
と
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
法
学
と
レ
ト
リ
ッ
ク
の
併
存
と
い
う

状
況
に
お
い
て
、
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
素
材
の
広
範
な
共
通
性
及
び
両
学
問
の
代
表
者
た
ち
に
お
け
る
人
的
共
同
性
が
支
配
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
未
熟
な
理
論
﹇
法
学
﹈
に
対
す
る
完
結
し
た
理
論
と
完
全
な
体
系
構
造
を
も
つ
隣
接
学
問
﹇
レ
ト
リ
ッ
ク
﹈
が
影
響
を
与
え

な
い
は
ず
が
な
い
。
と
こ
ろ
で
レ
ト
リ
ッ
ク
は
特
殊
学
問
で
は
な
く
、
前
一
〇
〇
年
の
頃
に
は
す
で
に
ロ
ー
マ
で
も
、
法
学
者
た
ち
の
出

自
で
あ
る
社
会
階
層
の
中
心
的
な
教
養
学
問
分
野
で
あ
っ
て
、
本
来
、
経
歴
を
通
じ
て
「
法
律
家iuris consultus

」
の
「
権
威

auctoritas

」
を
享
受
し
た
す
ぐ
れ
た
ロ
ー
マ
人
が
、
少
年
時
代
に
レ
ト
リ
ッ
ク
が
彼
に
も
た
ら
し
、
弁
論
を
必
要
と
す
る
政
治
的
経
歴

に
お
い
て
た
い
て
い
の
場
合
は
持
続
し
続
け
た
教
養
影
響
を
免
れ
た
な
ど
と
は
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
一
般
的

な
評
価
へ
と
向
か
う
前
に
、
レ
ト
リ
ッ
ク
と
法
学
の
本
来
的
な
共
通
性
を
輝
か
せ
る
体
系
の
部
分
を
学
ぶ
た
め
に
、
ス
タ
ト
ゥ
ス
に
立
ち

戻
る
こ
と
と
し
よ
う
。

以
上
十
分
に
展
開
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
メ
モ
書
き
風
に
示
唆
さ
れ
得
た
理
論
は
、
全
素
材
の
取
り
扱
い
方
に
と
っ
て
、
つ
ま
り
、
証

明
法
の
発
見
と
分
類
に
と
っ
て
基
準
と
な
る
。
教
科
書
も
授
業
も
こ
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
に
よ
っ
て
、
弁
論
家
の
全
素
材
を
分
類
す
る
。
弁
論

家
が
「
練
習
事
案controversia

」
や
実
務
に
お
け
る
法
廷
弁
論
の
現
実
的
課
題
の
た
め
に
「
事
案
の
ス
タ
ト
ゥ
スstatus causae

」
を

は
じ
め
て
吟
味
す
る
と
、
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
は
細
部
に
至
る
ま
で
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
網
の
目
の
中
か
ら
、
具
体
的
ケ
ー
ス
で
適
用
可
能

な
論
拠
の
一
般
的
形
態
を
提
供
し
て
く
れ
る

（
29
）

。
も
ち
ろ
ん
、
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
発
見
そ
れ
自
体
に
と
っ
て
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
術
が
す
で
に
設

定
さ
れ
た
論
拠
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
多
く
の
指
示
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
、
上
述
の
四
つ
の
ケ
ー
ス
の
単
純
な
基
本
形
か
ら
き
わ
め
て

六
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複
雑
な
体
系
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
か
か
る
領
域
か
ら
ま
さ
に
多
数
の
競
合
的
な
教
説
や
教
義
が
発
展
し

た
の
で
あ
る

（
30
）

。

わ
れ
わ
れ
が
関
心
を
有
す
る
事
案
の
集
合
は
、
体
系
内
部
の
渉
猟
と
各
ス
タ
ト
ゥ
ス
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
争
い
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ

る
。
法
律
と
そ
の
解
釈
に
基
づ
い
て
当
事
者
間
で
争
わ
れ
る
事
案
は
、
多
数
説
で
は
四
つ
あ
る
。

1
．
一
方
当
事
者
が
法
律
文
言
の
厳
格
な
解
釈
に
依
拠
し
、
他
方
当
事
者
が
意
思
適
合
的
な
解
釈
、（
文
言
と
意
思scriptum

 et voluntas 

sententia, ῥητὸν καὶ διάνοια

）、
つ
ま
り
、
立
法
者
意
思
、
法
律
意
思
に
依
拠
す
る

（
31
）

。

2
．
両
当
事
者
が
相
互
に
矛
盾
し
た
法
律
に
依
拠
す
る
。
同
じ
法
律
に
矛
盾
が
見
出
さ
れ
る
場
合
も
、
方
法
的
に
同
じ
（
法
律
の
抵
触

antinom
ia, leges contrariae

）。

3
．
同
じ
一
つ
の
多
義
的
な
法
律
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
を
も
っ
て
（
曖
昧
性am

phibolia, am
biguitas

）

4
．
一
方
当
事
者
が
法
律
の
文
言
で
理
解
さ
れ
る
範
囲
を
提
唱
し
、
他
方
当
事
者
が
法
律
の
欠
缺
が
あ
り
、
推
論
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
主
張
す
る
（
類
推syllogism

us, ratiocinatio, collectio （
32
）

）。

以
上
の
四
つ
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
な
い
し
「
問
題quaestiones

」

│
名
称
や
体
系
配
置
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
様
々
で
あ
る

│
の

中
に
、
完
全
に
レ
ト
リ
ッ
ク
的
法
解
釈
理
論
は
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
第
五
の
問
題
、
定
義
に
よ
る
領
域
の
補
充
を
め
ぐ
る
議
論
が
示

す
よ
う
に
、
理
論
は
完
全
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
四
つ
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
間
に
相
互
補
完
的
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
見
落
と
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
二
つ
の
法
律
間
に
矛
盾
が
あ
る
場
合
、
主
と
し
て
文
言
と
意
思
か
ら
の
解
釈
の
役
割
が
倍
加
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

（
33
）

。

同
様
に
、
曖
昧
性
や
類
推
の
場
合
、「
立
法
者
の
意
思
か
ら
の
理
由
付
けex voluntate legis latoris

」
が
決
定
的
で
あ
る
こ
と
も
。
他

の
三
者
は
曖
昧
性
を
、
他
の
三
者
が
還
元
さ
れ
る
べ
き
基
本
問
題
と
み
な
し
た

（
34
）

。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
併
存
が
確
保
さ
れ
た
の
は
、

六
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実
務
の
た
め
に
創
設
さ
れ
た
こ
の
体
系
が
、
概
括
的
か
つ
包
括
的
解
釈
理
論
と
あ
ら
ゆ
る
基
本
事
例
に
と
っ
て
考
察
さ
れ
る
論
法
の
列
挙

た
ら
ん
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

か
り
に
こ
の
体
系
が
ロ
ー
マ
法
学
に
こ
れ
以
上
の
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
史
に
お
い
て
、
そ

れ
が
現
実
に
見
出
し
た
以
上
に
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

（
35
）

。
現
代
の
法
律
学
が
様
々
な
側
面
か
ら
同
じ
よ
う
な
解
釈
の
諸
問
題
に
導
か
れ

た
（
36
）

。
新
生
の
法
哲
学
は
こ
れ
ら
を
衡
平
の
説
明
に
関
係
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い

（
37
）

。
こ
れ
に
関
係
す
る
古
代
か
ら
の
歴
史
的
素
材
は
た
い
て
い

は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
限
定
さ
れ
る
。
自
由
法
文
献
を
一
瞥
す
れ
ば
、
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
法
律
解
釈
と
法
律
か
ら
の
自
由
に
関
す

る
古
代
的
理
論
は
、
自
由
法
文
献
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
に
違
い
な
い

（
38
）

。

最
後
に
、
立
法
自
体
、
そ
れ
が
裁
判
官
に
よ
る
判
決
に
、
文
言
を
拒
絶
し
て
、
衡
平
な
最
良
な
い
し
法
創
造
的
補
充
を
指
示
し
た
点
で
、

解
釈
の
学
問
的
議
論
に
と
っ
て
最
も
強
力
な
契
機
を
与
え
た
。
ス
イ
ス
民
法
典
第
一
条
は
こ
の
点
で
例
証
的
な
意
味
を
獲
得
し
た

（
39
）

。

3四
つ
の
「
法
文
ス
タ
ト
ゥ
ス
」
の
も
と
で
展
開
さ
れ
る
、
こ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
的
解
釈
理
論
に
つ
い
て
、
以
下
に
簡
単
に
素
描
す
る
こ
と

に
し
た
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ギ
リ
シ
ア
と
ロ
ー
マ
の
記
録
の
比
較
に
は
触
れ
な
い
で
、
む

し
ろ
以
下
の
叙
述
は
、『
構
想
論
』
の
名
前
で
知
ら
れ
る
、
キ
ケ
ロ
の
青
年
時
代
の
著
作
に
拠
る
こ
と
に
す
る

（
40
）

。
そ
の
理
由
は
、
一
つ
に

は
、
ロ
ー
マ
の
資
料
内
部
で
、
い
か
に
取
扱
わ
れ
て
い
た
か
が
ま
さ
に
こ
の
章
に
と
っ
て
最
も
豊
富
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、

ま
さ
に
こ
の
時
期
の
作
品
の
上
に
、
同
時
代
の
ロ
ー
マ
法
学
の
発
展
へ
の
推
論
が
構
築
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

六
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（
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原
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（
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Ⅰ　

曖
昧
性A

m
biguum

文
言
の
多
義
性
。
そ
の
た
め
に
、
以
下
の
処
方
と
証
明
の
拠
点
は
、
い
ず
れ
の
立
場
に
も
妥
当
力
を
有
す
べ
く
、
自
由
に
扱
う
こ
と
が

で
き
る
。

1　

通
常
の
語
法
な
い
し
言
葉
遣
い
か
ら
そ
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
る
場
合
に
は
、
あ
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
不
明
確
さ
は
存
在
し
な
い
。

通
常
の
言
葉
遣
い
は
、
多
く
の
意
味
が
見
出
さ
れ
る
の
を
許
容
し
な
が
ら
も
、
し
か
し
つ
ね
に
一
つ
の
意
義
を
想
定
し
て
い
る
。

2　

前
後
の
文
脈
連
関
は
意
味
を
一
義
的
に
明
確
に
す
る

（
41
）

。

3　

起
草
者
﹇
立
法
者
﹈
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
意
図
し
た
か
は
、
彼
が
他
に
書
い
た
も
の
、
そ
の
行
動
、
言
説
、
性
格
か
ら
吟
味
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
義
的
な
箇
所
は
、
い
か
な
る
解
釈
が
こ
れ
ら
の
吟
味
さ
れ
た
規
準
に
照
ら
し
て
適
切
で
あ
る
か
、
正
確
に
検

証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
何
が
起
草
者
が
意
図
し
た
真
実
に
等
し
い
かQ

uid veri sim
ile sit eum

 voluisse qui scripsit

」

は
、
広
義
の
「
動
機M

otive

」
か
ら
解
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
彼
の
人
格
を
規
定
す
る
い
っ
さ
い
の
材
料
が
利
用
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
（「
起
草
者
の
人
格persona scriptoris
」）。

4　

同
じ
目
的
の
た
め
に
、
成
立
時
期
や
時
代
的
状
況
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

5　

一
貫
し
た
推
論
に
基
づ
く
正
し
い
解
釈
の
証
明
。
ま
た
誤
っ
た
解
釈
に
対
す
る
反
証
。

6　

別
の
解
釈
が
想
定
さ
れ
る
場
合
、
法
律
に
瑕
疵
が
な
い
か
を
吟
味
。
そ
の
場
合
、
何
か
重
要
な
こ
と
が
欠
如
し
て
い
る
。

7　

可
能
で
あ
れ
ば
、
相
手
方
が
当
該
箇
所
に
求
め
た
典
拠
が
他
の
法
律
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
明
。

8　

相
手
方
の
解
釈
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
文
言
の
提
示
、
所
与
の
文
言
を
こ
の
仮
定
的
な
文
言
に
照
ら
し
て
吟
味
す
る
こ
と
。
か
の
別
の

解
釈
を
と
っ
た
と
し
た
ら
、
起
草
者
﹇
立
法
者
﹈
の
文
言
は
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
く
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
そ
の
さ
い
に
、

六
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た
ん
に
文
言
ば
か
り
で
な
く
、
文
言
の
位
置
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

9　

最
後
に
有
用
性
と
名
誉
性
と
い
う
視
点
も
「
曖
昧
性am

biguum

」
の
解
釈
を
指
示
す
る
た
め
に
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

Ⅱ　

文
言
と
意
思scriptum

 et voluntas

当
事
者
の
一
方
が
「
文
言scriptum

」
に
拠
り
、
他
方
が
起
草
者
の
「
意
思voluntas

」
に
拠
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
遺
言
、
問

答
契
約
、
そ
の
他
形
式
を
践
ん
だ
法
律
行
為
的
な
意
思
表
示
に
類
推
可
能
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
き
わ
め
て
重

要
な
事
例
で
あ
る
。

ａ　

文
言
の
厳
格
解
釈
に
与
す
る
場
合

1　

起
草
者
な
い
し
処
分
者
が
自
ら
の
意
思
に
明
確
な
文
言
表
現
を
与
え
る
能
力
有
す
る
こ
と
、
及
び
、

2　

審
判
人
が
書
か
れ
た
こ
と
、
つ
ま
り
拘
束
力
あ
る
文
言
に
従
う
べ
き
義
務
を
負
う
こ
と

3　

事
実
的
な
事
件
と
法
律
文
言
及
び
審
判
人
の
宣
誓
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
た
審
判
人
の
義
務
と
の
対
置

（
42
）

。
本
文
の
頻
繁
な
逐
語
的
な
引

用
に
よ
る
対
置
の
強
調

4　
「
起
草
者scriptor

」
は
そ
の
意
思
に
自
ら
そ
し
て
確
信
を
も
っ
て
法
的
拘
束
力
あ
る
表
現
を
附
与
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
起
草
者

が
そ
の
文
言
を
も
っ
て
自
ら
表
示
せ
ん
と
す
る
意
思
に
代
え
て
、
理
性
を
も
っ
て
そ
の
文
言
に
仮
定
的
に
他
の
意
思
を
帰
す
る
こ
と
は

正
し
く
な
い
。

5　

か
か
る
手
続
は
法
的
安
定
性
を
欠
き

（
43
）

、
審
判
人
を
し
て
不
確
実
な
ら
し
め
る
。

六
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6　

実
際
、
文
言
の
擁
護
者
な
ら
、
主
観
的
な
推
測
か
ら
で
は
な
く
、「
文
言
そ
の
も
の
に
基
づ
い
て
」
解
釈
す
る
以
上
、
起
草
者
意
思

の
擁
護
者
よ
り
も
、
つ
ま
り
か
か
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も
っ
て
争
う
者
た
ち
よ
り
も
、
大
き
な
正
当
性
を
感
じ
る
で
あ
ろ
う
。

7　

相
手
方
が
行
為
の
動
機
を
主
張
す
る
場
合
、
つ
ま
り
、
そ
の
動
機
が
衡
平
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
と
か
、
起
草
者
が
も
し
そ
う
考
え

た
な
ら
ば

（
44
）

た
し
か
に
保
護
す
る
こ
と
を
欲
し
た
で
あ
ろ
う
と
か
保
護
し
た
で
あ
ろ
う
と
主
張
す
る
場
合
に
は
、
立
法
全
体
か
ら
す
れ

ば
、
動
機
が
法
に
か
な
い
、
衡
平
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
と
い
う
抗
弁
は
法
律
侵
害
を
根
拠
と
し
て
甘
受
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
原
則
で
対
抗
す
れ
ば
よ
い
。

立
法
者
が
か
か
る
可
能
性
を
認
識
す
る
こ
と
を
欲
す
る
場
合
に
は
、
法
律
本
文
が
確
定
的
な
伝
承
に
よ
っ
て
明
確
な
「
例
外

exceptiones

」
を
配
慮
す
る
で
あ
ろ
う

（
45
）

。
こ
の
こ
と
を
、「
文
言scriptum

」
の
提
唱
者
は
例
外
を
と
も
な
っ
た
法
律
を
読
み
上
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
法
律
自
体
が
例
外
を
含
ん
で
い
る
と
し
て
も
、
し
か
し
そ
れ

が
相
手
方
の
立
場
に
対
応
し
な
い
場
合
や
、
少
な
く
と
も
、
同
じ
立
法
者
が
他
の
法
律
で
例
外
を
設
け
て
い
る
場
合
に
は
、
申
し
立
て

ら
れ
た
例
外
が
欠
如
し
て
い
る
の
は
立
法
者
が
そ
れ
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う

（
46
）

。

8　

現
実
に
、
相
手
方
が
衡
平
の
意
味
で
主
張
す
る
カ
ウ
サ
を
承
認
す
る
の
は
、「
解
釈interpretatio

」
で
は
な
い
、
意
思
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
法
律
に
一
致
さ
せ
る
の
は
、「
法
律
を
廃
止
せ
ざ
る
限
り
、
他
に
は
何
も
な
いnihil aliud est nisi legem

 tollere

」
の
擬

制
で
あ
る
、
特
殊
な
事
案
の
た
め
に
法
律
を
廃
止
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
。

9　

こ
の
よ
う
な
判
決
が
下
さ
れ
る
場
合
に
は
、
法
的
安
定
性
か
ら
ど
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
？

（
47
）　

審
判
人
を
指

導
す
る
の
は
、
も
は
や
審
判
人
が
宣
誓
す
る
と
こ
ろ
の
法
律
で
は
な
く
、
い
ま
や
法
律
侵
害
者
の
解
釈
の
才
能
に
す
ぎ
な
い
。

10　

審
判
人
（
仲
裁
人
）
の
地
位
は
、
そ
れ
が
法
律
体
制
の
中
で
規
制
さ
れ
る
限
り
、「
法
律
に
反
し
て
判
決
す
る
こ
とiudicare contra 

六
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legem

」
と
は
相
容
れ
な
い

（
48
）

。

11　

本
来
的
に
は
こ
の
ケ
ー
ス
の
た
め
に
法
律
の
文
言
と
し
て
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
例
外
を
構
成
し
、
審
判
人
、
あ
る
い
は
国
民

が
か
か
る
例
外
に
よ
っ
て
実
際
に
法
律
を
細
か
く
す
る
で
あ
ろ
う
か
否
か
を
問
う
。

12　

国
制
は
法
律
を
擁
護
し
、
そ
の
文
言
が
規
定
し
た
通
り
の
内
容
と
意
思
に
従
っ
て
そ
れ
を
実
現
す
る
。
も
し
法
律
が
変
更
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
は
国
民
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
49
）

。
裁
判
権
は
立
法
権
で
は
な
い
。
法
律
が
修
正
の

必
要
が
あ
れ
ば
、
爾
後
的
に
国
民
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
変
更
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
為
さ
れ
る
以
前
に
は
、
審
判
人
は
そ

れ
に
従
っ
て
判
決
す
べ
き
で
あ
る
。

13　

原
則
を
除
け
ば
、「
文
言scriptum

」
の
擁
護
者
も
、
解
釈
に
争
い
が
あ
る
特
別
な
法
律
を
守
ろ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
意
味
と
そ

の
な
か
で
規
制
さ
れ
て
い
る
素
材
に
よ
っ
て

14　

最
後
に
、
彼
は
相
手
方
固
有
の
領
域
に
入
っ
て

（
50
）

、
相
手
方
が
衡
平
の
保
護
の
主
張
の
た
め
に
援
用
し
た
動
機
が
現
実
に
衡
平
に
か
な

わ
な
い
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

15　

も
し
可
能
で
あ
れ
ば
、
文
言
の
擁
護
者
は
文
言
か
ら
証
明
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
そ
の
な
か
に
語
ら
れ
る
「
意
思voluntas

」

と
「
理
由ratio

」
を
説
明
し
、
そ
れ
ゆ
え
後
発
的
に
主
張
さ
れ
た
文
言
と
意
思
の
対
立
を
文
言
に
基
づ
く
解
釈
に
有
利
に
ふ
た
た
び

排
除
す
る
。

ｂ　

文
言
に
反
対
の
立
場contra scriptum

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
誤
解
を
う
む
文
言
の
も
と
に
認
識
さ
れ
る
べ
き
意
思
及
び
意
図
（
例
え
ば
ク
リ
ウ
ス
事

件
に
お
け
る
遺
言
者
の
場
合

（
51
）

）
と
、
特
定
の
個
別
的
事
案
、
一
回
的
な
も
の
や
瞬
時
的
な
も
の
に
対
す
る
の
意
思
の
解
釈
、
つ
ま
り
規
範
と

六
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し
て
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
が
、
し
か
し
起
草
者
の
意
思
が
そ
れ
に
対
し
て
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
よ
っ
て
吟
味
さ
れ
う
る
と
こ

ろ
の
も
の
と
が
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
規
範
に
お
け
る
類
型
的
な
も
の
と
個
々
の
事
案
に
お
け
る
個
別
的
な
も
の
と
の
か
か
る

対
立
の
な
か
に
、
法
律
に
対
す
る
衡
平
の
本
来
的
な
性
質
が
現
わ
れ
る

（
52
）

。

1　

そ
れ
ゆ
え
、
文
言
の
反
対
者
は
、
当
該
事
案
に
お
い
て
事カ

ウ
サ態

の
衡
平
性
が
解
決
を
与
え
る
と
こ
ろ
の
も
の
か
ら
始
め
る
。
そ
れ
は
し

ば
し
ば
を
行
為
、
行
態
、
態
度
の
動
機
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

（
53
）

。

2　

文
言
の
反
対
者
は
法
律
の
一
般
的
な
性
質
、
即
ち
、
そ
れ
自
体
衡
平
の
実
現
と
保
障

（
54
）

た
ら
ん
と
す
る
法
律
の
一
般
的
性
質
か
ら
判
断

の
ル
ー
ル
を
導
き
出
す
。

3　

制
度
上
、
審
判
人
の
選
択
に
は
何
ら
か
の
予
防
措
置
（
最
低
年
齢
、
社
会
的
地
位
）
が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
？
そ
れ
は
、

審
判
人
が
学
童
の
よ
う
に
法
文
を
復
唱
し
て
こ
れ
に
む
や
み
に
従
属
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で
よ
く
考
え
て
法
律
を
解
釈
し
う
る
た

め
で
あ
る

（
55
）

。

4　

も
し
法
文
に
従
っ
て
判
断
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
明
ら
か
に
不
法
な
結
果
と
な
る
よ
う
な
考
え
ら
れ
う
る
別
の
事
案
を
構
成
し
て
み

る
。
そ
の
結
果
は
、
明
ら
か
な
特
殊
な
事
案
は
明
文
を
も
っ
て
規
定
さ
れ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
56
）

。

5　

家
政
の
場
合
は
と
も
か
く
、
日
常
生
活
の
い
か
な
る
場
合
に
も
、
も
し
受
任
者
が
委
任
者
の
意
思
で
は
な
く
、
文
言
に
固
着
す
る
な

ら
ば
、
委
任
は
「
正
当
にrecte

」
に
実
行
さ
れ
え
な
い

（
57
）

。

6　

公
共
と
倫
理
的
な
価
値
へ
の
有
用
性
は
衡
平
の
た
め
に
援
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
立
法
の
価
値
と
尊
厳
は
法
文
に
で
は
な
く

（
58
）

、
そ

の
内
容
、
意
図
そ
し
て
そ
の
叡
智
に
依
拠
す
る
。

7　
「
法
律lex

」
を
そ
の
よ
う
に
定
義
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
定
義
か
ら
、「
法
律
の
本
質
」
も
文
言
に
で
は
な
く
、
意
味
に
依
拠
す
る
こ

六
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と
は
明
ら
か
で
あ
る

（
59
）

。
そ
れ
ゆ
え
法
律
に
忠
実
な
審
判
人
と
は
、
法
律
の
意
味
に
（
つ
ま
り
文
言
に
で
は
な
く
法
律
に
）
従
う
と
こ
ろ
の

者
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

8　

実
際
法
律
違
反
と
判
断
さ
れ
る
べ
き
事
案
と
の
比
較
に
あ
た
っ
て
は
、
衡
平
を
無
視
す
る
こ
と
が
言
語
道
断
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。

9　

最
後
に
、
文
言
の
反
対
者
も
、
法
律
に
対
す
る
相
手
方
の
立
場
に
立
っ
て
、
文
言
の
中
に
は
、
文
言
に
も
衡
平
に
も
賛
成
す
る
も
の

が
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
そ
の
点
で
は
少
な
く
と
も
「
曖
昧
で
あ
るam

biguum

」
こ
と
を
示
す
こ
と
を
試
み
る
。

Ⅲ　

法
律
の
抵
触antinom

ia, contrariae leges

「
法
律
が
相
互
に
抵
触
す
る
場
合antinom

ia, contrariae leges

」

1　

両
者
は
、
公
共
に
と
っ
て
の
意
味
、
有
用
性
、
倫
理
的
価
値
、
必
然
性
に
よ
っ
て
比
較
さ
れ
る
。

2　

先
後
関
係
。
後
法
は
そ
れ
自
体
妥
当
性
を
推
定
さ
れ
る

（
60
）

。

3　

い
ず
れ
の
法
律
が
「
定
言
的
﹇
命
令
的
﹈kategorisch
」
で
あ
り
、
い
ず
れ
が
「
認
容
的einräum

end

」
で
あ
る
か
？

（
61
）

4　

い
ず
れ
が
刑
罰
的
制
裁
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
か
（lex perfecta

）、
も
し
両
者
が
そ
う
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
が
上
級
の
刑
罰

的
制
裁
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
か

（
62
）

。
刑
罰
条
項
は
法
律
が
も
つ
べ
き
意
味
を
推
論
さ
せ
る
。

5　

い
ず
れ
が
命
令
を
定
式
化
し
、
い
ず
れ
が
禁
止
を
定
式
化
し
て
い
る
か
？
と
い
う
の
は
、
し
ば
し
ば
禁
止
は
よ
り
一
般
的
な
規
定
の

修
正
を
意
図
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

（
63
）

。

6　

い
ず
れ
が
「
特
別
的specialis

」
で
あ
り
、
い
ず
れ
が
「
一
般
的generalis
」
で
あ
る
か
？

（
64
）

六
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7　

い
ず
れ
が
た
だ
ち
に
実
行
を
要
求
す
る
か
、
い
ず
れ
が
期
間
を
猶
予
し
て
い
る
か
？

8　

矛
盾
は
、
弁
論
者
自
身
が
依
拠
す
る
法
律
が
文
言
に
お
い
て
明
確
で
あ
る
の
に
、
文
言
に
反
対
す
る
解
釈
に
よ
っ
て
、
相
手
方
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
技
巧
的
に
実
現
さ
れ
た

（
65
）

。

9　

も
し
可
能
な
ら
ば
、
こ
の
相
手
方
の
解
釈
を
、
矛
盾
を
総
じ
て
引
き
起
こ
す
相
手
方
の
法
律
に
新
し
い
解
釈
と
置
換
す
る
。
自
分
の

解
釈
は
二
つ
の
法
律
を
両
立
さ
せ
る
。

Ⅳ　

推
論syllogism

us, ratiocinatio

「
推
論syllogism

us, ratiocinatio
」
に
よ
る
法
律
の
欠
缺
補
充

（
66
）

。
例
え
ば
、
母
を
殺
し
た
者
が
、
判
決
と
死
刑
執
行
（
袋
詰
め
刑
）
の

間
に

（
67
）

、
友
人
た
ち
の
す
す
め
で
、
形
式
に
か
な
っ
た
遺
言
を
起
草
し
、
そ
の
友
人
た
ち
が
挙
げ
た
者
た
ち
を
相
続
人
に
指
定
し
た
。
死
刑

執
行
後
、
こ
れ
ら
の
相
続
人
と
、
遺
言
は
存
在
し
な
い
と
し
て
相
続
財
産
を
請
求
す
る
宗
族
員
と
の
間
で
、
訴
訟
に
な
っ
た
。
類
推
に

よ
っ
て
、
判
決
と
執
行
の
間
に
牢
獄
に
あ
っ
た
者
（
顔
は
狼
の
毛
皮
で
目
隠
し
さ
れ
、
足
は
鎖
に
繋
が
れ
て
い
る
）
に
、
か
か
る
場
合
に
遺
言

す
る
能
力
が
拒
絶
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
主
と
し
て
「
精
神
錯
乱
者furiosus

」
の
類
推
が
強
調
さ
れ
る
。
類
推
に
よ
る
処
方
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

1　

ま
ず
類
推
と
し
て
援
用
さ
れ
る
法
律
規
定
を
詳
細
に
取
扱
い
、
そ
し
て
そ
の
意
味
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、
個
別
的

な
比
較
に
よ
り
、
類
推
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
衡
平
の
命
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
二
つ
の

類
推
事
案
の
う
ち
一
方
が
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
他
方
は
別
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
論
じ
る
。

2　

法
律
の
一
般
的
な
性
質
、
つ
ま
り
、
個
別
事
案
を
規
律
し
つ
つ
も
、
そ
の
類
推
的
適
用
を
許
容
す
る
と
い
う
法
律
の
一
般
的
な
性
質

六
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が
援
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。「
い
か
な
る
起
草
者
も
す
べ
て
の
こ
と
を
文
書
に
よ
っ
て
論
じ
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
いnem

inem
 

posse om
nes res per scripturam

 am
plecti （

68
）

」（『
構
想
論
』II 152 （

69
）

）、
と
。

3　

最
後
に
、
衡
平
が
ケ
ー
ス
の
全
体
的
状
況
か
ら
し
て
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
相
手
方
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1　

相
手
方
は
そ
の
類
推
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。

2　

補
充
的
に
の
み
、
書
か
れ
た
法
律
だ
け
が
妥
当
す
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
。
類
推
の
許
容
は
法
律
の
む
や
み
な
類
推
的
補
充
に
扉
を

開
く
こ
と
に
な
る
。
最
後
に
、
類
推
と
し
て
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
類
似
性
が
暴
露
さ
れ
る
。

3　

立
法
は
現
実
に
類
推
的
な
法
律
関
係
の
個
別
的
で
明
確
な
規
制
の
頻
繁
な
事
例
を
与
え
る
。

4以
上
に
簡
単
に
述
べ
た
解
釈
体
系
は
、
教
育
的
、
言
う
ま
で
も
な
く
学
問
的
体
系
で
あ
っ
て
、
法
律
解
釈
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
形

式
拘
束
的
な
法
律
行
為
に
よ
る
意
思
表
示
の
解
釈
な
ど
想
定
さ
れ
う
る
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
妥
当
す
る
。
整
序
さ
れ
た
ト
ピ
ク
も
、
具
体
的

ケ
ー
ス
に
そ
の
都
度
適
合
的
な
選
択
を
許
容
し
な
が
ら
、
一
般
的
に
適
用
可
能
な
論
拠
を
で
き
る
限
り
網
羅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ

さ
い
の
一
般
的
視
点
（「
共
通
ト
ポ
スloci com

m
unes

」）
と
い
う
性
格
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る

（
70
）

。
し
た
が
っ
て
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
教
科
書
は
、

実
務
を
は
る
か
に
越
え
て
、
ま
さ
に
抽
象
的
な
解
釈
の
ト
ピ
ク
を
樹
立
す
る
点
で
、
非
レ
ト
リ
ッ
ク
的
な
法
律
解
釈
に
も
体
系
的
な
支
援

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
文
言
に
基
づ
く
」
解
釈
と
「
意
思
に
基
づ
く
」
解
釈
と
い
う
解
釈
の
二
つ
の
種
類
の
明
確
な
対
立
と
意
思

に
基
づ
く
解
釈
」
と
「
衡
平
」
の
主
張
と
の
合
一
と
を
、
教
科
書
に
対
応
し
て
、
口
頭
の
指
示
も
考
慮
し
て
い
る
。「
こ
の
種
の
模
擬
裁

七
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法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
四
五
）

判
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
文
言
を
あ
る
い
は
衡
平
を
防
禦
す
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
と
き
、
す
べ
て
の
少
年
た
ち
は
教
師
た
ち
の
も
と
で

こ
の
種
の
事
柄
を
訓
練
さ
れ
る
。in hoc genere pueri apud m

agistros exercentur om
nes, cum

 in eius m
odi causis alias 

scriptum
 alias aequitatem

 defendere docentur.

」（
キ
ケ
ロ
『
弁
論
家
に
つ
い
て
』de oratore 1, 244

）。
あ
る
意
味
で
こ
の
よ
う
な
弁

証
的
な
手
続
が
将
来
の
弁
論
家
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
キ
ケ
ロ
と
ク
ィ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
は
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
相
手
方

に
可
能
な
論
拠
に
つ
い
て
見
通
す
こ
と
は
自
分
自
身
の
論
拠
を
組
み
立
て
る
の
に
そ
れ
を
確
実
な
も
の
た
ら
し
め
る
。
し
か
し
ま
た
法
律

を
解
釈
せ
ん
と
す
る
法
律
家
と
審
判
人
と
し
て
そ
の
た
め
に
召
喚
さ
れ
た
者
は
こ
う
し
た
弁
論
術
教
育
の
成
果
と
し
て
な
じ
み
が
深
い
方

法
に
自
ら
の
援
助
を
発
見
し
た
違
い
な
い
。

弁
論
術
的
解
釈
理
論
の
作
用
へ
の
洞
察
は
、
弁
論
教
育
の
教
室
や
教
科
書
の
範
囲
を
越
え
て
法
廷
や
裁
判
実
務
の
実
際
に
及
べ
ば
、
さ

ら
に
深
い
も
の
と
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
共
和
政
の
最
後
の
世
紀
に
お
い
て
な
お
弁
論
術
に
お
い
て
少
な
く
と
も
補
充
的
な
若
者
た
ち
の

学
習
で
あ
っ
た
が
、
法
律
学
に
お
い
て
は
本
来
的
な
教
師
で
あ
っ
た
。
次
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
が
こ
こ
で
追
及
さ
れ
る
解
釈
理
論
の
典
型
的

事
例
で
あ
る
。
即
ち
、
キ
ケ
ロ
の
直
前
の
弁
論
家
世
代
が
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
か
を
示
す
ク
リ
ウ
ス
事
件
と
キ
ケ
ロ
自
身
の
『
カ

エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
』
で
あ
る
。

Ⅰ　

ク
リ
ウ
ス
事
件

（
71
）

は
遺
言
の
解
釈
に
関
わ
っ
て
い
る
。
被
相
続
人
が
遺
言
の
作
成
に
当
た
っ
て
死
の
直
前
に
は
た
し
か
に
子
供
が
な

か
っ
た
が
、
彼
の
妻
が
妊
娠
し
た
と
い
う
期
待
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
は
期
待
さ
れ
る
べ
き
子
供
を
相
続
人
に
指
定
す
る
。
こ
の
子
供

が
未
成
熟
の
ま
ま
（
遺
言
能
力
を
も
た
な
い
ま
ま
）
死
亡
し
た
場
合
の
た
め
に
、
彼
は
Ｍ
・
ク
リ
ウ
ス
を
補
充
相
続
人
に
指
定
す
る
。
し
か

し
遺
言
の
前
提
は
誤
っ
て
お
り
、
子
供
は
生
ま
れ
ず
、
一
〇
カ
月
後
に
、
Ｍ
・
ク
リ
ウ
ス
が
相
続
財
産
を
請
求
し
、
こ
れ
に
Ｍ
・
コ
ポ
ニ

ウ
ス

│
彼
は
無
遺
言
の
場
合
の
最
近
の
親
族
で
あ
っ
た

│
が
対
抗
す
る
。
遺
言
の
前
提
が
誤
り
で
あ
り
、
ク
リ
ウ
ス
の
指
定
の
条
件

七
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が
実
現
し
て
い
な
い
以
上
、
そ
の
後
の
処
分
は
生
じ
な
い
の
だ
か
ら
、
遺
言
は
無
効
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
相
続
財
産
は
自
分
に
帰
属
す

る
、
と
。
こ
の
立
場
の
主
張
を
唱
え
る
の
は
そ
の
時
代
の
屈
指
の
法
律
家
Ｑ
・
ム
キ
ウ
ス
・
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ

（
72
）

で
あ
り
、
ク
リ
ウ
ス
の
事
件

を
弁
護
す
る
の
は
、
最
良
の
弁
論
家
Ｌ
・
リ
キ
ニ
ウ
ス
・
ク
ラ
ッ
ス
ス
で
あ
る
。
こ
の
有
名
な
事
件
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
判
断
能
力
あ

る
同
時
代
の
人
々
が
こ
う
し
た
精
神
的
な
演
劇
を
見
て
い
か
に
喜
こ
ん
だ
か
を
か
い
ま
み
さ
せ
る
。
二
人
の
権
威

│
二
人
と
も
執
政
官

級
の
人
士
で
あ
る

│
は
、
事
件
を
、
た
ん
に
相
続
問
題
と
い
う
意
味
を
越
え
て
、
法
律
と
法
の
解
釈
を
支
配
す
る
二
つ
の
原
理
の
闘
争

劇
た
ら
し
め
る
。
ロ
ー
マ
法
の
内
的
発
展
は
そ
の
当
時
こ
の
闘
争
を
い
か
に
決
着
す
る
か
に
つ
い
て
充
分
成
熟
し
て
い
た
。「
文
法
的
」

解
釈
の
主
唱
者
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
は
遺
言
の
厳
格
な
解
釈
の
た
め
に
遺
言
の
本
質

（
73
）

と
文
言
へ
の
き
わ
め
て
正
確
な
服
従
を
要
求
す
る
相
続
法

の
特
別
な
性
質
を
援
用
す
る
。
未
成
熟
補
充
指
定
（substitutio pupillaris

）
の
場
合
に
関
し
て
、
彼
は
彼
の
父
つ
ま
り
大
神
官
Ｑ
・
ム
キ

ウ
ス
・
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
の
権
威
を
援
用
し
、
解
釈
は
文
言
に
よ
る
べ
き
で
あ
り
、
子
供
が
生
ま
れ
な
け
れ
ば
、
後
順
位
相
続
人
は
当
然
排

除
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
一
般
的
に
彼
は
法
的
安
定
性
の
存
立
を
文
言
の
妥
当
性
の
承
認
に
結
び
つ
け
た

（
74
）

。
し
か
し
「
論
理
的
」

解
釈
の
主
唱
者
た
る
彼
の
相
手
方
は
、
文
言
に
対
し
て
意
思
の
保
護
に
と
っ
て
の
法
的
根
拠
づ
け
を
断
念
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
彼
も
、

意
思
を
擁
護
せ
ん
と
す
る
衡
平
の
観
点
に
と
っ
て
の
「
権
威
と
範
例auctoritates et exem

pla

」
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
キ
ケ

ロ
『
ト
ピ
カ
』44,

『
ブ
ル
ト
ゥ
ス
』197

）。
彼
の
弁
論
も
「
市
民
法
の
範
囲
内in m

edio iure civili

」
に
あ
っ
た
（『
弁
論
家
に
つ
い
て
』

1, 180 （
75
）

）。
レ
ト
リ
ッ
ク
は
た
ん
に
弁
論
術
的
な
解
釈
原
則
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
証
言
の
定
式
化
の
な
か
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
、
伝
統

的
・
法
学
的
な
原
則
に
対
立
し
た
だ
け
で
は
な
い

（
76
）

。
二
つ
の
立
場
は
ロ
ー
マ
的
な
「
法
の
解
釈
」
の
傾
向
、
つ
ま
り
「
父
祖
の
権
威

auctoritas veterum

」
に
裏
づ
け
ら
れ
た
、
古
く
そ
し
て
一
見
確
実
な
立
場

（
77
）

と
、
よ
り
新
し
く
現
代
的
な
も
う
一
つ
の
立
場
と
が
存
在

す
る
こ
と
は
、
な
お
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
つ
ね
に
そ
う
で
あ
る
が
、
二
つ
の
傾
向
は
正
し
く
機
能
す
る
た
め
に

七
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法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
四
七
）

解
明
的
な
加
工
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ク
リ
ウ
ス
事
件
は
そ
の
た
め
に
と
く
に
重
要
な
成
果
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
原
則
の
明

確
化
の
た
め
に
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
ク
な
契
機
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
で
に
学
問
的
と
呼
ば
れ
る
べ
き
法
学
的

論
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ケ

証

法
な
い
し

法
哲
学
の
欠
如
を
埋
め
た
。
そ
し
て
方
法
か
？
実
現
の
ト
ピ
ク
論
か
？
そ
れ
を
提
供
し
た
の
は
明
ら
か
に
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
ス
カ

エ
ウ
ォ
ラ
の
弁
論
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
全
体
と
し
て
「
書
か
れ
た
こ
と
が
も
っ
と
も
優
越
す
べ
し
と
弁
護
す
る
」（ut scriptum

 plurim
um

 

valere oportere defenderet

）
と
い
う
風
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
弁
論
の
個
々
の
特
徴
は
す
べ
て
さ
き
に
概
略
し
た

こ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
ト
ピ
ク

（
78
）

に
適
合
し
て
い
る
。
キ
ケ
ロ
は
こ
れ
に
法
廷
に
お
け
る
弁
論
が
法
学
的
な
専
門
的
知
識
を
必

要
と
し
な
い
と
い
う
見
解
の
支
持
者
を
し
て
、
法
学
者
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
の
弁
論
に
次
の
よ
う
な
結
論
を
結
び
つ
け
て
さ
せ
て
い
る
。
も
し

彼
が
こ
の
場
合
に
、
彼
の
弁
論
の
構
成
と
論
拠
を
レ
ト
リ
ッ
ク
の
図
式
で
形
成
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
弁
論
家
が
法
律
解
釈
を
な

す
場
合
で
も
そ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
理
論
で
充
分
や
っ
て
い
け
る
と
い
う
こ
と
を
最
も
よ
く
証
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
（『
弁
論
家
に
つ
い
て
』

1, 244 （
79
）

）、
と
。
反
対
に
ク
ラ
ッ
ス
ス
は
こ
う
述
べ
る
。「
も
し
意
思
が
蔑
ろ
に
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
で
も
あ
れ
ば
、
遺
言
書
は
も
と
よ
り
、

他
の
事
ど
も
で
も
、
文
言
の
う
ち
に
い
か
に
大
き
な
詭
弁
が
ひ
そ
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。sententias voluntatesque 

testam
entorum

...quanta esset in verbis captio cum
 in ceteris rebus tum

 in testam
entis, si neglegerentur voluntates

」（『
ブ

ル
ト
ゥ
ス
』198 （

80
）

）。
彼
の
立
場
は
た
ん
に
「
衡
平
の
擁
護patrocinium

 aequitatis

」
と
呼
ば
れ
る
（『
弁
論
家
に
つ
い
て
』1, 242

）。
百
人

裁
判
所
は
、
か
た
ず
を
の
ん
で
待
ち
受
け
ら
れ
た
そ
の
判
決
に
よ
っ
て
、
満
場
一
致
で
、
ク
ラ
ッ
ス
ス
の
説
に
与
し
た

（
81
）

。
法
廷
は
レ
ト

リ
ッ
ク
に
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
実
地
訓
練
の
た
め
の
テ
ス
ト
・
ケ
ー
ス
を
与
え
た
が
、
法
律
学
に
は
、
も
っ
と
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
二
つ

の
解
釈
原
則
の
対
立
を
そ
れ
ま
で
に
経
験
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
鋭
さ
で
提
示
し
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
判
決
は
、﹇
個
別
の
﹈
事
案

だ
け
で
な
く
、﹇
一
般
的
な
﹈
観
点
に
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、
衡
平
が
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
す
る
た
め
に
き
わ
め
て
重
要
な
先
例
を
創
出

七
三



日
本
法
学　
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八
）

し
た
の
で
あ
る
。

Ⅱ　
『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
』
に
お
け
る
キ
ケ
ロ
の
態
度
は
そ
れ
以
上
の
も
の
を
示
し
て
い
る
。『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
』
も
、
レ
ト

リ
ッ
ク
に
お
け
る
「
意
思
に
基
づ
く
ス
タ
ト
ゥ
スstatus ex voluntate

」
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
越
え
て
、
法
廷
に
お
け
る
「
衡

平aequitas

」
の
支
配
を
保
障
す
る
「
法
解
釈interpretatio iuris

」
に
と
っ
て
、
ひ
な
型
事
例
た
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
同

書
が
公
刊
さ
れ
た
主
要
な
理
由
で
あ
る
。『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
』
は
ク
ラ
ッ
ス
ス
の
ク
リ
ウ
ス
事
件
に
挑
み
、
ク
リ
ウ
ス
事
件
は
、
新

し
い
よ
り
成
熟
し
た
技
術
に
対
応
す
る
ひ
な
型
に
よ
っ
て
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。
こ
の
関
係
を
弁
論
家
﹇
キ
ケ
ロ
﹈
は
、
彼
の
立
場
を
証

明
す
る
の
に
役
立
つ
「
範
例exem

pla
」
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
示
唆
し
て
い
る
。
即
ち
、

「
わ
れ
わ
れ
が
法
廷
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
少
し
前
に
、
十
分
に
雄
弁
な
ル
キ
ウ
ス
・
ク
ラ
ッ
ス
ス
は
、
相
続
事
件
を
管
轄
す
る
百
人
審

判
所
に
お
い
て
華
麗
な
ス
タ
イ
ル
で
内
容
豊
か
に
こ
の
見
解
を
擁
護
し
て
い
る
。
…
…
そ
れ
は
何
か
。
い
っ
た
い
こ
の
こ
と
は
文
言
に

よ
っ
て
十
分
に
配
慮
さ
れ
て
い
た
か
。
少
し
も
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
事
柄
が
そ
れ
に
役
立
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
意
思

で
あ
る
…
」（『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
』53

）。

暴
力
と
武
装
し
た
人
に
よ
る
特
示
命
令
の
解
釈
を
文
言
の
む
や
み
な
濫
用
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
キ
ケ
ロ
の
任
務
を
こ
こ
で
は
そ
の
前
提

に
立
ち
帰
っ
て
追
及
す
る
必
要
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
彼
の
方
法
を
認
識
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
り
、
そ
れ
は
弁
論
全
体
に
ち
り
ば
め
ら

れ
て
い
る
標
語
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。「
そ
れ
と
も
、
特
示
命
令
の
意
思
と
意
図
と
内
容
と
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、
文
言

上
の
誤
り
に
も
か
か
わ
り
あ
っ
て
、
事
態
や
共
通
の
利
益
を
か
え
り
み
な
い
だ
け
で
な
く
、
放
棄
さ
え
も
す
る
こ
と
を
極
度
の
恥
知
ら
ず

ま
た
は
異
常
な
愚
か
さ
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
る
の
だ
ろ
う
か
﹇50

﹈」。
あ
ら
ゆ
る
法
律
、
あ
る
ゆ
る
法
拘
束
的
文
言
は
次
の
よ
う
な
場
合

七
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法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
四
九
）

に
は
無
効
と
な
り
う
る
。「
も
し
、
わ
れ
わ
れ
が
、
文
言
の
方
へ
事
柄
を
ひ
き
よ
せ
よ
う
と
し
て
、
一
方
で
、
そ
れ
を
起
草
し
た
人
の
意

図
と
根
拠
と
意
向
と
を
無
視
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
﹇51

﹈。
…
…
衡
平
さ
の
点
で
、
同
じ
根
拠
が
妥
当
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
根
拠
が
了

解
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
文
言
お
よ
び
名
目
の
意
味
が
何
で
あ
る
か
は
た
し
か
に
事
態
と
な
ん
ら
関
係
し
な
い
﹇58

﹈。
…
…
し
か
し
、
問
題

と
な
っ
て
い
る
こ
の
事
件
で
は
、
文
言
が
裁
判
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
文
言
を
特
示
命
令
の
中
へ
盛
り
込
む
き
っ
か

け
と
な
っ
た
そ
の
事
柄
が
裁
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
﹇63

﹈。
…
…
法
及
び
衡
平
の
問
題
を
…
…
文
言
の
中
に
設
定
す
る
こ
と
は
よ
い

と
思
う
か
﹇81

﹈。
…
…
物
事
の
衡
平
さ
が
文
言
の
罠
に
ま
ど
わ
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
君
は
考
え
る
﹇83

﹈」。
相
手
方
に
つ
い
て
、
例

え
ば
、「
衡
平
に
よ
ら
ず
、
文
言
に
よ
っ
て
自
ら
防
禦
せ
ん
と
す
る
」。
審
判
人
に
つ
い
て
、「
起
草
者
の
意
思
と
意
向
を
擁
護
す
る
こ
と

は
善
い
審
判
人
の
仕
事
で
あ
る
﹇65
﹈」。
相
手
方
の
立
場
は
「
狡
猾
な
る
解
釈callida interpretatio

」
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い

る
。「
君
た
ち
は
、
そ
の
特
示
命
令
の
中
で
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
文
言
の
中
に
法
の
存
在
を
認
め
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
ず
る
く
狡
猾

で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
か
ぎ
り
は
、
こ
の
特
示
命
令
の
有
用
性
を
す
べ
て
わ
れ
わ
れ
が
失
わ
せ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
て
い
る
﹇55

﹈。
…
…
し
か
し
実
際
に
武
器
に
つ
い
て
裁
判
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の
が
よ
い
。

し
か
し
裁
判
が
法
と
衡
平
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
と
き
、
君
は
、
こ
れ
ほ
ど
愚
鈍
な
、
こ
れ
ほ
ど
貧
弱
な
策
略
へ
と
逃
げ
込
ま
な
い
よ
う
に

注
意
せ
よ
﹇61

﹈。
…
…
あ
る
と
き
は
狡
猾
な
、
歪
曲
さ
れ
た
法
か
ら
で
は
な
く
て
、
衡
平
と
善
と
か
ら
事
件
が
判
断
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
、
書
か
れ
た
こ
と
に
従
う
の
は
濫
訴
者
の
仕
事
で
あ
る
﹇65
﹈」。

こ
れ
ら
の
箇
所
の
用
語
か
ら
、
こ
の
弁
論
が
、
レ
ト
リ
ッ
ク
に
お
け
る
「
文
言
に
反
し
た
意
思
に
基
づ
く
ス
タ
ト
ゥ
スstatus ex 

voluntate contra scriptum

」
の
事
例
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
弁
論
家
〔
キ
ケ
ロ
〕
の

関
心
は
、「
法
解
釈interpretatio iuris

」
の
根
本
原
理
及
び
衡
平
へ
の
参
入
を
彫
琢
す
る
こ
と
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
「
弁
護
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日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
五
〇
）

の
通
例
の
や
り
方consuetudo defendendi

」（pro C
aecina 85

）
は
、
法
廷
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
に
お
い
て
、
衡
平
の
証
拠
と
な
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。
キ
ケ
ロ
は
、
内
的
に
豊
か
な
彼
の
資
質
か
ら
何
か
が
構
想
さ
れ
る
多
く
の
場
合
と
同
じ
く
、
モ
デ
ル

│
こ
の
場
合
に

弁
論
家
と
し
て
彼
の
最
も
親
し
い
ロ
ー
マ
の
模
範
た
る
ク
ラ
ッ
ス
ス

│
と
、
理
論

│
こ
の
場
合
に
は
レ
ト
リ
ッ
ク

│
と
に
よ
っ
て

導
か
れ
な
が
ら
も
、
彼
は
同
時
に
そ
の
最
も
内
的
な
本
質
の
傾
向
に
従
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
彼
の
エ
ト
ス
を
見
事
に
特
徴
づ
け
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
、
さ
き
に
見
た
ギ
リ
シ
ア
語
の
表
現
を
用
い
れ
ば
、「
厳
格
な
法
律 αὔθαδες δίχαιον

」
に
対
す
る
「
寛
恕
あ

る
衡
平 πρᾶον ἐπιεικὲς
」
の
生
来
的
な
擁
護
者
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
観
点
が
法
廷
と
い
う
非
哲

学
的
領
域
と
そ
の
当
時
の
ロ
ー
マ
法
と
い
う
土
壌
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
を
『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
』
は
教
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

5と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
探
求
は
出
発
点
か
ら
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
し
、
ま
さ
に

『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
』
は
わ
れ
わ
れ
の
念
頭
に
浮
か
ぶ
二
つ
の
結
論
を
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
と
い
う
点
で
わ
れ
わ
れ
の
目
的
に
か

な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
り
特
殊
な
結
果
に
つ
い
て
は
次
に
簡
単
に
概
略
す
る
こ
と
し
、
よ
り
一
般
的
な
結
果
に
つ
い
て
は
そ
の
関
連

に
つ
い
て
も
っ
と
説
明
が
必
要
で
あ
る
。

1　

二
つ
の
観
点
の
対
立
の
中
に
あ
っ
て
、「
法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
」
と
い
う
言
葉
が
思
い
浮
か
ぶ
。
相
手
方
は
、

│
そ
れ
は

な
ぜ
か
を
説
明
す
べ
く

│
審
判
人
に
対
し
て
法
律
家
と
い
う
権
威
に
屈
服
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
一
般
的
な
忠
告
を
主
張
し
た
。
キ

ケ
ロ
は
彼
に
、
こ
の
こ
と
が
し
か
し
文
言
の
提
唱
者
の
立
場
に
適
合
し
な
い
こ
と
を
教
え
る
。
こ
の
忠
告
は
意
思
と
衡
平
の
擁
護
者
を
念

頭
に
お
い
て
い
る
、「
も
し
文
言
と
文
字
に
対
し
て
、

│
そ
し
て
通
常
言
わ
れ
る
よ
う
に

│
厳
格
な
法
に
対
抗
し
て
論
陣
を
張
る
場

七
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法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
五
一
）

合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
不
衡
平
さ
に
対
し
て
、
善
と
衡
平
の
名
目
が
対
置
さ
れ
る
の
が
つ
ね
で
あ
る
（65 （

82
）

）」。
こ
こ
に
は
か
の
格
言
は
そ

の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
！
し
か
し
、
こ
の
格
言
と
、「
最
高
の
法
に
よ
っ
てsum

m
o iure

」
と
い
う
表
現

│
こ
れ
は

確
定
的
な
も
の
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
（「
通
常
言
わ
れ
る
よ
う
にut dici solet

」）

│
と
区
別
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。「
最
高

の
法

（
83
）

に
対
抗
す
るsum

m
o iure contendis

」
は
、
衡
平
の
提
唱
者
が
文
言
と
文
字
に
基
づ
く
解
釈
に
対
向
す
る
標
語
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
こ
の
文
言
は
『
義
務
に
つ
い
て
』
に
お
け
る
よ
り
も
生
き
生
き
と
し
た
関
係
に
置
か
れ
る
。
二
種
類
の
解
釈
の
緊
張
は
こ
こ
で
直

接
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
真
っ
向
勝
負
の
舌
戦
の
記
録
が
認
識
さ
れ
る
。
キ
ケ
ロ
の
証
言
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
に
、
こ
の
格
言
が
通
常
の
も

の
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
両
者
の
対
抗
が
そ
の
当
時
の
フ
ォ
ル
ム
に
お
い
て
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

「
最
高
の
法
と
対
立
す
るsum

m
o iure contendere

」、「
最
高
の
法
と
争
うsum

m
o iure agere

」
と
い
う
別
の
表
現
が
登
場
す
る
こ

と
か
ら
す
る
と
、「
法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
」
と
い
う
格
言
の
歴
史
を
単
純
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
テ
レ
ン
テ
ィ

ウ
ス
以
来
ロ
ー
マ
に
は
「
法
の
極
み
は
し
ば
し
ば
害
悪
の
極
み
で
あ
るsum

m
um

 ius saepe sum
m
a est m

alitia

」
と
い
う
言
葉
が
存

在
す
る
。
こ
れ
は
厳
格
で
、
硬
直
的
で
、
濫
用
的
な
法
適
用
の
す
べ
て
の
事
例
に
当
て
は
ま
る
。

ロ
ー
マ
の
法
廷
が
、
文
言
に
基
づ
く
厳
格
な
解
釈
と
意
思
つ
ま
り
法
律
の
意
図
に
基
づ
く
衡
平
な
解
釈
と
い
う
二
つ
の
「
法
解
釈

interpretatio iuris

」
を
相
互
に
戦
わ
し
め
た
と
き

│
こ
れ
は
弁
論
家
が
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
参
加
し
た
闘
争
で
あ
る

│
、
厳

格
な
解
釈
は
「
最
高
の
法
に
対
抗
す
る
こ
とcontendere sum

m
o iure

」
と
し
て
、
そ
の
た
め
の
確
定
的
な
表
現
に
よ
っ
て
非
難
さ
れ

た
。
一
人
の
弁
論
家
が
、
そ
れ
は
誰
か
わ
れ
わ
れ
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
す
で
に
簡
潔
な
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
意
味
に
対
立
物
の
附
加
に

よ
っ
て
標
語
的
な
表
現
「
法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
」
を
与
え
た
。
こ
の
表
現
は
そ
の
さ
い
古
い
格
言
に
よ
っ
て
導
か
れ
た

（
84
）

。
し
か
し
新

し
い
表
現
はsum

m
o iure agere

と
い
う
語
の
部
分
の
範
囲
で
「
狡
猾
な
解
釈callida interpretatio

」
の
不
衡
平
さ
に
対
す
る
非
難
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日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
五
二
）

と
し
て
作
ら
れ
た
。
標
語
の
生
け
る
力
は
か
か
る
対
立
の
生
け
る
効
果
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
争
わ
れ
る
限
り
で
、
こ
の
標

語
は
「
衡
平
の
旗
印
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
後
に
、
よ
り
ひ
ろ
い
連
関
と
し
て
、
存
在
す
る
の
は
、
本
研
究
が
ま
さ
に
対
象
と
す
る
と
こ

ろ
の
、
法
解
釈
の
基
本
原
理
の
対
立
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
標
語
の
「
盛
ん
な
時
期
」
に
だ
け
、
こ
の
簡
潔
な
形
式
が
伝
わ
る
こ
と
は

た
し
か
に
偶
然
の
こ
と
で
は
な
い
。
共
和
政
の
終
焉
と
と
も
に
自
由
活
発
な
「
法
廷
の
論
争disputatio fori

」
は
途
絶
え
、
法
廷

forum

と
裁
判iudicium

が
、
法
解
釈

（
85
）

と
同
様
に
新
し
い
条
件
の
も
と
に
置
か
れ
た
時
、
標
語
の
生
け
る
効
果
も
ま
た
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
法
の
性
質
に
基
づ
く
闘
争
が
ど
こ
で
も
い
つ
で
も
再
生
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
標
語
と
そ
の
効
果
も
ま
た
再
生
す
る
。

2　

一
般
的
な
性
質
の
結
果
は
、
レ
ト
リ
ッ
ク
が
ロ
ー
マ
法
学
に
、
そ
の
発
展
の
時
代
に
、
つ
ま
り
ロ
ー
マ
法
学
が
学
問
へ
と
決
定
的

に
転
換
し
た
時
代
に
、
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
よ
り
よ
き
認
識
を
与
え
て
く
れ
る
。
つ
ま
り
、
若
い
方
の
大
神
官
Ｑ
・
ム
キ
ウ
ス
・
ス

カ
エ
ウ
ォ
ラ
と
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ス
ル
ピ
キ
ウ
ス
・
ル
フ
ス
と
い
う
二
人
の
人
物
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア

の
学
問
が
体
系
構
成
や
方
法
の
基
礎
づ
け
に
ど
の
程
度
力
を
及
ぼ
し
そ
の
中
身
は
ど
う
か
に
つ
い
て
、
な
お
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。

法
律
家
が
一
般
的
な
学
問
方
法
を
哲
学
か
ら
、
厳
密
に
言
え
ば
ス
ト
ア
哲
学

（
86
）

か
ら
受
容
し
た
と
い
う
次
第
に
伝
統
に
な
っ
て
き
た
定
式
は

現
実
の
理
解
に
は
障
碍
で
し
か
な
い
。
と
く
に
小
ス
キ
ピ
オ
以
来
、
と
く
に
ス
ト
ア
哲
学
が
ロ
ー
マ
に
影
響
を
与
え
た
と
し
て
も
、
そ
の

デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
は
ま
っ
た
く
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い

（
87
）

。
ロ
ー
マ
の
要
請
に
と
っ
て
そ
れ
が
役
立
た
な
か
っ
た
こ
と
は
繰
り
返

し
強
調
さ
れ
て
い
る

（
88
）

。
両
ム
キ
ウ
ス
・
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
や
ル
テ
ィ
リ
ウ
ス
・
ル
フ
ス
が
ス
ト
ア
派
と
呼
ば
れ
る
と
し
て
も
、
セ
ル
ウ
ィ
ウ

ス
・
ス
ル
ピ
キ
ウ
ス
は
そ
う
で
は
な
い
。
彼
は
そ
の
弟
子
た
ち
と
も
に
法
律
学
の
学
問
的
方
法
に
前
者
た
ち
以
上
に
大
き
な
貢
献
を
な
し

た
。
方
法
論
の
影
響
に
つ
い
て
、
若
い
逍
遥
学
派
と
ア
カ
デ
ミ
ア
学
派
が
、
ス
ト
ア
学
派
以
上
に
注
目
さ
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
ア
リ
ス

七
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法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
五
三
）

ト
テ
レ
ス
の
衡
平
に
関
す
る
説
が
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
こ
の
点
で
も
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
そ
の
媒
介
者
と
し

て
主
張
を
申
し
立
て
る
。
方
法
論
に
関
す
る
材
料
に
つ
い
て
の
生
け
る
証
拠
を
提
供
す
る
も
の
が
、
ま
さ
に
キ
ケ
ロ
が
友
人
の
法
学
者
ト

レ
バ
テ
ィ
ウ
ス
の
た
め
に
著
し
た
『
ト
ピ
カ
』
で
あ
る
。
こ
の
著
作
に
よ
っ
て
、
著
者
は
こ
の
本
来
的
に
は
哲
学
的
な
材
料
を
法
律
家
に

役
立
つ
よ
う
に
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

（
89
）

。
序
論
は
当
時
こ
の
法
律
家
が
自
ら
の
学
問
的
方
法
論
の
構
築
の
た
め
に
役
立
て
た
い
と
申
し
出

た
こ
と
を
生
き
生
き
と
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
ト
レ
バ
テ
ィ
ウ
ス
の
熱
意
に
対
し
て
、
キ
ケ
ロ
は
は
じ
め
、
こ
の
理
論
に
精
通
し
た
弁
論

術
教
師
の
と
こ
ろ
で
、
こ
の

│
本
来
的
に
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

│
ト
ピ
カ
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
え
と
だ
け
答
え
た
。
ギ
リ
シ

ア
の
こ
と
は
ギ
リ
シ
ア
で
と
い
う
こ
と
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
ロ
ー
マ
に
お
け
る
当
時
の
学
問
の
分
業
に
対
応
し
て
い
る

（
90
）

。

法
律
学
の
哲
学
へ
の
従
属
と
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
は
そ
れ
自
体
一
個
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
、
同
時
に
レ

ト
リ
ッ
ク
の
影
響
が
注
目
さ
れ
取
り
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
の
研
究
に
基
づ
い
て
、
そ
の
影
響
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
た
し
か
に
一
定
の
範
囲
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
二
つ
の
局
面
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ａ　

法
律
訴
訟
の
時
代
の
法
律
家
の
役
割
は
主
と
し
て
形
式
的
な
法
に
関
係
し
て
い
た
。
ロ
ー
マ
は
も
ち
ろ
ん
随
所
で
自
然
必
然
的
に
、

法
は
形
式
主
義
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
法
律
家
の
活
動
は
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
片
言
隻
句
へ
の
隷
従
と
い
え
る
ほ
ど
の

文
言
へ
の
固
着
が
そ
の
本
質
的
な
特
徴
で
あ
る
。
キ
ケ
ロ
の
『
ム
レ
ナ
弁
護
論
』
は
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
法
律
家
の
風
刺
に
皮
肉
を
込
め

た
表
現
を
与
え
た
（
§23ff . （

91
）

）。
法
律
家
の
問
題
は
、「
彼
ら
が
些
細
な
こ
と
、
も
っ
ぱ
ら
法
律
の
一
字
一
句
に
か
か
ず
ら
わ
っ
て
い
る
」

﹇
§25

﹈
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
種
の
法
律
家
は
別
の
箇
所
で
（『
弁
論
家
に
つ
い
て
』1, 236

）
で
論
争
的
に
こ
う
定
義
さ
れ
て
い
る
。「
法
律

家
そ
れ
自
体
は
、
抜
け
目
な
く
目
敏
い
ど
こ
か
の
三
百
代
言
、
法
律
訴
訟
の
案
内
役
廷
吏
、
訴
訟
方
式
書
の
暗
誦
者
、
法
律
の
片
言
隻
句

七
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日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
五
四
）

を
穿
鑿
す
る
訓
解
者

（
92
）

」、
つ
ま
り
文
言
の
専
門
家
、
そ
の
召
使
い

（
93
）

。
法
律
文
言
が
聖
な
る
力
と
拘
束
力
を
持
つ
と
い
う
観
念
を
免
れ
て
い

た
時
代
に
は
、
こ
う
し
た
形
式
主
義
は
「
衡
平aequitas

」
な
い
し
、
同
じ
よ
う
な
意
味
と
い
え
る
「
意
思voluntas

」
に
対
す
る
裏
切

り
で
あ
る
と
見
ら
れ
た
。「
最
後
に
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
法
に
お
い
て
、
彼
ら
は
、
文
言
そ
の
も
の
は
守
っ
た
が
、
衡
平
を
お
ざ
な
り
に
し

たin om
ni denique iure civili aequitaem

 reliquerunt, verba ipsa tenerung.

」（『
ム
レ
ナ
弁
護
論
』27

）、
と
。
法
律
学
内
部
で
衡

平
及
び
「
論
理
的
」
解
釈
の
原
理
を
通
用
さ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し
た
形
式
主
義
に
そ
れ
を
遅
ら
せ
る
障
碍
を
見

出
し
た
時
代
に
、
レ
ト
リ
ッ
ク
は
介
入
し
た
。
レ
ト
リ
ッ
ク
は
た
し
か
に
哲
学
的
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
）
な
衡
平
の
理
論
と
は
ま
っ
た
く

間
接
的
な
関
係
し
か
な
い
が
、
し
か
し
衡
平
を
法
廷
や
法
解
釈interpretatio iuris

に
お
い
て
認
識
す
る
た
め
の
ロ
ー
マ
法
律
家
の
前

提
か
ら
は
独
立
し
た
素
材
と
新
し
い
方
法
を
持
っ
て
い
た
。
ク
リ
ウ
ス
事
件
に
お
け
る
ク
ラ
ッ
ス
ス
の
勝
利
に
つ
い
て
は
さ
き
に
評
価
し

た
。
四
〇
年
以
上
も
前
に
フ
ォ
ル
ム
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
選
挙
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
。
ク
リ
ウ
ス
事
件
に
関
与
し
た
有

名
な
人
物
の
叔
父
に
あ
た
る
ム
キ
ウ
ス
家
の
人
﹇
ク
ラ
ッ
ス
ス
・
デ
ィ
ウ
ェ
ス
・
ム
キ
ア
ヌ
ス
﹈
で
、
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
リ
キ
ニ
ウ
ス

家
に
入
っ
た
プ
ブ
リ
ウ
ス
・
リ
キ
ニ
ウ
ス
・
ク
ラ
ッ
ス
ス
が
按
察
官
職
に
就
い
た
。
彼
は
、
家
伝
に
よ
っ
て
法
知
識
に
精
通
し
て
い
た
。

按
察
官
職
に
立
候
補
し
た
と
き
、
彼
は
、
フ
ォ
ル
ム
で

│
慣
行
に
従
っ
て
、
勢
力
あ
る
親
戚
た
ち

│
そ
の
中
に
執
政
官
職
経
験
者
で

弁
論
家
の
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ガ
ル
バ
が
い
た

│
が
随
行
し
て
い
た

│
、
選
挙
人
た
ち
か
ら
法
律
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
な

か
で
も
あ
る
選
挙
人
が
彼
を
そ
の
場
所
か
ら
脇
に
や
っ
て
、
自
分
の
事
件
を
彼
に
説
明
し
た
。
残
念
な
が
ら
そ
の
事
件
の
中
身
は
わ
か
ら

な
い
の
で
あ
る
が
、
相
談
者
は
ク
ラ
ッ
ス
ス
の
「
回
答responsum （

94
）

」
に
明
ら
か
に
う
ち
ひ
し
が
れ
て
立
ち
去
っ
た
。
こ
の
ち
ょ
っ
と
し

た
状
景
を
見
て
い
た
ガ
ル
バ
は
そ
の
男
を
自
分
の
所
に
連
れ
て
こ
さ
せ
、
彼
に
尋
ね
た
。
そ
れ
で
、
ガ
ル
バ
は
ク
ラ
ッ
ス
ス
の
回
答
を
た

だ
ち
に
間
違
い
だ
と
攻
撃
し
た
。
ク
ラ
ッ
ス
ス
は
、
そ
の
道
の
権
威
に
逃
げ
場
を
求
め
、
自
分
の
兄
弟
の
﹇
プ
ブ
リ
ウ
ス
・
﹈
ム
キ
ウ
ス

八
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法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
五
五
）

や
セ
ク
ス
ト
ゥ
ス
・
ア
エ
リ
ウ
ス
の
註
解
書
を
引
き
合
い
に
出
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
法
律
的
に
事
情
は
ま
っ
た
く
明
ら
か
で
あ
る
！
し

か
し
そ
の
と
き
ガ
ル
バ
は
い
ろ
い
ろ
「
類
似
の
事
例sim

ilitudines

」
を
挙
げ
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
手
法
を
用
い
て
厳
格
な
法
解
釈
に
反
対

し
て
衡
平
を
い
ろ
い
ろ
擁
護
し
て
見
せ
た

（
95
）

。
法
律
家
の
ク
ラ
ッ
ス
ス
の
困
惑
し
た
姿
は
面
白
い
。
彼
の
拠
っ
て
立
つ
権
威
た
ち
や
彼
の
解

釈
方
法
は
同
意
を
拒
絶
す
る
が
、
し
か
し
こ
の
新
し
い
観
念
に
発
す
る
考
え
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。「
彼
は
、
ガ
ル
バ
の
論
が
も
っ
と

も
ら
し
く
、
ま
た
、
ほ
ぼ
真
実
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
認
め
た
」、
と
（
そ
の
よ
う
に
キ
ケ
ロ
『
弁
論
家
に
つ
い
て
』1, 239

で
は
語
ら
れ
て
い
る
）。

立
候
補
は
お
そ
ら
く
前
一
三
七
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
残
念
な
が
ら
今
な
お
年
代
特
定
が
で
き
な
い
ア
エ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
法
に
よ

る
訴
訟
改
革

│
ガ
イ
ウ
ス
に
拠
れ
ば
衡
平
へ
の
要
請
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
と
い
う
（G

aius, 4, 30

）

│
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
話
が
発
展
の
端
緒
へ
と
導
い
て
く
れ
る
の
に
対
し
て
、『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
』
は
こ
の
発
展
の
終
わ
り
に
近
い
時
期
に
一
条
の

光
を
投
げ
か
け
る
。
カ
エ
キ
ー
ナ
事
件
で
は
、
両
当
事
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
顧
問
の
「
権
威auctoritas

」
を
百
人
審
判
所
の
法
廷
で

引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
キ
ケ
ロ
が
衡
平
の
た
め
に
権
威
と
仰
い
だ
の
は
、
ま
さ
に
Ｃ
・
ア
ク
ィ
リ
ウ
ス
そ
の
人
で
あ
る
。
悪
意
の
方

式
書
（
キ
ケ
ロ
『
義
務
に
つ
い
て
』3, 60 （

96
）

）
の
考
案
者
で
あ
る
こ
の
人
物
を
こ
の
立
場
の
人
と
見
る
こ
と
は
驚
き
で
は
な
い
。﹇
キ
ケ
ロ
は
ア

ク
ィ
リ
ウ
ス
の
こ
と
を
、﹈「
そ
の
人
は
、
市
民
法
の
理
念
を
決
し
て
衡
平
さ
か
ら
切
離
さ
な
か
っ
た

（
97
）

」（『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
』78

）﹇
、
と

述
べ
て
い
る
﹈。
厳
格
な
文
言
解
釈
に
対
し
て
意
思
と
衡
平
を
提
唱
す
る
弁
論
家
﹇
キ
ケ
ロ
﹈
は
、
こ
の
最
も
す
ぐ
れ
た
法
律
家
と
同
調

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
対
立
は
ク
リ
ウ
ス
事
件
と
は
変
わ
っ
た
。「
事
情
と
意
図
と
衡
平
が
最
も
妥
当
す
べ
き
で
あ
る
」
と
告
げ
る
の
は
、

こ
の
た
び
は
「
法
の
声vox iuris

」
で
あ
る
（
§77

）。
他
方
、
こ
れ
に
対
立
す
る
の
は
、
こ
う
い
っ
て
よ
け
れ
ば
、
キ
ケ
ロ
の
時
代
に

と
っ
て
の
現
代
的
な
法
律
家
た
ち

（
98
）

、（
キ
ケ
ロ
に
拠
れ
ば
）
そ
の
知
識
は
完
全
に
文
言
に
、
つ
ま
り
「
い
か
な
る
文
言
に
よ
り
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
な
さ
れ
示
さ
れ
た
か
？
」（
§79

）
と
い
う
こ
と
に
依
拠
す
る
助
言
者
た
ち
の
「
類genus

」
で
あ
る
。
キ
ケ
ロ
は
自
ら
彼
ら
の
う

八
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
五
六
）

ち
の
一
人
と
こ
の
事
件
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
彼
は
、「
特
示
命
令
の
意
思sententia interdicti

」
は
キ
ケ
ロ
の
側
に
有
利
で
あ
る
が
、

文
言
は
キ
ケ
ロ
に
不
利
で
あ
る
と
言
っ
た
、
即
ち
、「
文
言
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
彼
は
考
え
た
」（
§79

）、
と
。
正
真
正
銘
の

論
争
が
芽
生
え
た

│
キ
ケ
ロ
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
創
作
で
き
な
い
、
容
易
に
反
論
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う

│
こ
の
論
争

で
、
弁
論
家
は
法
伝
統
か
ら
の
「
範
例exem

pla

」
を
通
じ
て
「
文
言
と
書
か
れ
た
こ
とverba et scriptum

」
に
対
す
る
「
衡
平
と
善

aequum
 et bonum

」
の
対
立
が
頻
繁
に
あ
り
、
文
言
の
不
利
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
（
§80

）。
そ
れ
は
空
し
く
終
わ
る
！　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
『
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
』
に
お
い
て
劇
的
か
つ
大
々
的
に
生
み
出
し
た
驚
き
を
小
規
模
な
仕
方
で
眼
前
に
す
る
。
そ
こ

で
バ
ル
ト
ル
ス
派
の
ポ
ー
シ
ャ
姫
が
認
め
そ
し
て
自
ら
擁
護
し
、
そ
し
て
そ
れ
に
基
づ
い
て
判
決
が
下
さ
れ
た
当
の
厳
格
法
が
、
そ
れ
自

体
の
方
法
で
覆
さ
れ
る
と
い
う
驚
き
。「
文
言
は
明
ら
か
に
肉
一
ポ
ン
ド
と
あ
る
。
こ
の
証
文
は
お
前
に
一
滴
た
り
と
も
血
を
与
え
て
い

な
い
」、
と
。
ま
っ
た
く
同
じ
方
法
で
、
文
言
に
固
執
す
る
法
律
家
は
キ
ケ
ロ
を
慰
め
る
。「
も
し
誓
約
の
文
言
自
体
を
綿
密
に
検
討
す
る

つ
も
り
な
ら
ば
、
私
を
わ
ず
ら
わ
す
も
の
は
何
も
な
い
、
と
、
彼
は
私
を
慰
め
て
く
れ
た
。」（
§80

）。
し
か
し
彼
が
推
奨
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
は
、
策
略
で
あ
り
、「
狡
猾
な
る
解
釈
」
で
あ
る
。
ポ
ー
シ
ャ
姫
の
理
由
付
け
に
お
け
る
迂
路
が
ま
た
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

（
99
）

。

ア
ク
ィ
リ
ウ
ス
と
彼
の
方
針
が
実
現
し
た
と
い
う
事
実
は
た
だ
ち
に
危
険
に
遭
遇
す
る
。
こ
の
こ
と
を
キ
ケ
ロ
は
『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護

論
』
の
中
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
裁
判
官
か
ら
衡
平
の
評
価
に
よ
っ
て
法
律
に
反
し
た
判
決
、
法
律
に
責
任
を
も
つ
法
律
家
に
反
し
た

判
決
を
も
ぎ
取
る
こ
と
は
慣
習
に
な
っ
て
い
た
し
、
悪
し
き
弁
護
人
の
場
合
に
は
そ
う
で
は
な
い
、
と
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
ロ
ー
マ
的

で
な
く
、
ギ
リ
シ
ア
民
主
政
の
民
衆
裁
判
所
の
精
神
に
適
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
の
証
拠
は
明
ら
か
で
あ
る

（
100
）

。
キ
ケ
ロ
の
法
理
解

は
次
の
点
に
、
即
ち
、
一
方
で
裁
判
官
の
判
決
と
、
他
方
法
及
び
そ
の
解
釈
者
と
を
相
互
に
対
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
、
と
説
明
し
て
い
る
点
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
矛
盾
を
事
実
上
証
明
さ
れ
る
よ
う
な
事
案
は
、
間
違
っ
た
法
律
家

八
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法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
五
七
）

な
り
間
違
っ
た
裁
判
官
な
り
、
ま
さ
に
人
間
の
弱
さ
に
関
係
し
て
い
る
。「
法
の
対
立ius controversum

」
が
問
題
に
な
り
、
法
律
家

た
ち
自
身
の
意
見
が
異
な
る
と
し
て
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
矛
盾
は
表
面
上
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。「
衡
平aequitas

」
の

法
及
び
そ
の
解
釈
へ
の
完
全
な
受
容
へ
の
発
展
を
完
成
さ
せ
た
の
は
、
ア
ク
ィ
リ
ウ
ス
・
ガ
ッ
ル
ス
の
弟
子
、
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ス
ル
ピ

キ
ウ
ス
・
ル
フ
ス

（
101
）

で
あ
る
。
ロ
ー
マ
法
学
の
発
展
に
お
け
る
彼
の
独
自
な
位
置
に
与
え
ら
れ
る
多
く
の
名
声
の
う
ち
で
、
わ
れ
わ
れ
の
関

連
で
最
も
重
要
な
の
は
キ
ケ
ロ
の
称
讃
で
あ
る

（
102
）

。

「
法
律
を
解
釈
し
、
法
理
を
説
明
す
る
際
に
見
せ
た
、
あ
の
驚
嘆
す
べ
き
、
人
知
を
越
え
て
神
性
す
ら
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
博
識
も
、

…
…
彼
は
法
律
だ
け
で
な
く
、
正
義
の
何
た
る
か
を
心
得
て
い
た
か
ら
だ
。
だ
か
ら
、
法
律
や
市
民
法
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
事
柄
で
も
、

親
し
み
や
す
さ
と
公
平
さ
に
照
ら
し
て
判
断
す
る
の
を
怠
ら
な
か
っ
た
」（
キ
ケ
ロ
『
ピ
リ
ッ
ピ
カ
』IX

 10

）。
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
自
身
弁
論
家

で
あ
り
、
新
し
い
法
律
学
の
方
法
的
構
築
に
携
わ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
法
律
解
釈
に
関
す
る
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
を
細
部
に
至
る

ま
で
修
得
し
て
い
た

（
103
）

。

「
衡
平aequitas

」
の
ロ
ー
マ
法
及
び
ロ
ー
マ
法
学
に
お
け
る
位
置
を
決
定
的
に
し
た
の
は
、
前
一
五
〇
年
か
ら
五
〇
年
に
か
け
て
の

頃
で
あ
っ
た
。
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
法
形
式
主
義
に
反
対
し
て
「
衡
平aequitas

」
へ
と
決
断
の
た
め
に
尽
力
し
た
。
こ
う
し
た
立
場
が
し

ば
し
ば
そ
れ
に
固
有
の
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
法
律
学
内
部
で
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
立
場
の
圧
力
、
そ

の
間
接
的
に
哲
学
的
な
素
材
、
そ
の
ギ
リ
シ
ア
的
に
形
成
さ
れ
考
案
さ
れ
た
方
法
は
発
展
を
強
力
に
推
進
し
た
。
ま
ず
は
ア
ク
ィ
リ
ウ
ス

と
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
「
衡
平aequitas

」
の
全
面
的
な
承
認
へ
の
方
向
に
お
い
て
、
つ
い
で
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
イ
ニ

シ
ャ
テ
ィ
ヴ
な
し
に
は
る
か
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
テ
ン
ポ
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
「
衡
平aequitas

」
が

ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
持
っ
た
意
味

（
104
）

は
こ
の
発
展
へ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響
の
意
味
を
も
明
ら
か
に
す
る
。

八
三
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月
）

（
二
五
八
）

ｂ　

レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
の
法
学
的
解
釈
へ
の
影
響
は
即
自
的
に
、「
衡
平aequitas

」
の
内
容
を
除
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う
の
は
、
こ
の
理
論
は
別
の
立
脚
点
、「
書
か
れ
た
も
のscriptum

」
と
「
文
言verba

」
と
い
う
立
脚
点
の
た
め
の
実
効
的
な
ト

ピ
ク
を
提
供
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
影
響
力
を
レ
ト
リ
ッ
ク
が
得
る
の
は
そ
の
絶
対
的
な
完
全
性
の
故
で
は
な
く
、
法
学
的
方
法
の

弱
さ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
ま
ず
具
体
的
な
例
を
挙
げ
よ
う
。
キ
ケ
ロ
は
、
法
曹
法
と
既
存
の
法
文
献
が
見
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い

の
は
、
あ
ら
ゆ
る
名
前
を
も
っ
た
「
回
答responsa

」
と
そ
れ
が
付
与
さ
れ
た
実
際
的
事
案
の
状
況
が
法
学
的
説
明
と
文
献
へ
と
移
行

し
た
か
ら
だ
と
い
う

（
105
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
は
、
人
、
場
所
、
状
況
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
「
個
別
的
事
例 ὑπόθεσις, 

causa

」
と
「
一
般
的
問
題 θέσις, quaestio

」
を
明
確
に
区
別
す
る
。
た
し
か
に
弁
論
術
教
師
た
ち
は
、
こ
う
し
た
区
別
の
実
際
的
な

必
要
性
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
お
り
、
ヘ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
に
依
拠
す
る
ス
タ
シ
ス
論
﹇
ス
タ
ト
ゥ
ス
論
﹈
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
授
業
の
中
で
、

学
生
た
ち
が
そ
の
修
得
を
め
ざ
し
た

（
106
）

。
よ
り
洞
察
力
あ
る
者
た
ち
は
、
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
手

続
の
段
階
を
認
識
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
実
際
の
事
案
は
、
そ
の
性
質
上
個
人
的
な
状
況
と
と
も
に
弁
論
家
の
前
に
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
一
般
的
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
事
案
の
「
取
り
扱
いtractatio

」
の
た
め
に
、
最
初
の
課
題
は
こ
の
一
般
的
問
題
を
発
見
す
る

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
述
の
ク
リ
ウ
ス
事
件
で
、
原
則
的
な
問
題
設
定
は
、「
息
子
が
実
際
に
生
ま
れ
な
か
っ
た
場
合
、
息
子
が
死

ね
ば
相
続
人
と
な
る
と
指
名
さ
れ
て
い
た
者
が
相
続
人
と
な
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る

（
107
）

。
抽
象
的
な
ト
ピ
ク
の
設

定
、
つ
ま
り
学
問
的
な
証
明
理
論
は
、
総
じ
て
、
こ
う
し
た
還
元
を
通
じ
て
、
無
数
の
実
際
的
事
案
が
見
通
し
可
能
な
一
連
の
一
般
的
な

事
案
に
分
類
さ
れ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
。
こ
れ
が
体
系
の
前
提
で
あ
っ
た
。
個
別
の
事
案
の
中
に
、
キ
ケ
ロ
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、

「
永
久
的
な
法
」
を
認
識
さ
せ
る
こ
の
理
論
と
実
践
か
ら
、
弁
論
家
は
「
法
律
家iuris consulti

」
の
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
手
続
を

不
器
用
な
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
素
朴
な
も
の
と
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
個
々
の
「
事
案causa

」
の
状
況

│
こ
れ
を
弁
論
家
は
そ
の

八
四



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
五
九
）

つ
ど
一
般
的
な
内
容
の
た
め
に
選
り
分
け
る
こ
と
が
で
き
た

（
108
）

│
は
、
法
律
家
の
場
合
、
回
答
だ
け
で
な
く
、
文
献
の
中
ま
で
入
り
込
ん

で
い
た
。
繰
り
返
し
が
繰
り
返
さ
れ
、「
永
久
的
な
法
」
は
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
体
系
学
、
ト
ピ
ク
学
も
、
学
問
も
不
可
能

で
あ
っ
た

（
109
）

。

こ
う
し
た
批
判
は
、
何
よ
り
も
弁
論
家
に
よ
る
法
律
家
へ
の
相
談
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
そ
の
た
め
の

生
き
生
き
と
し
た
事
例
は
キ
ケ
ロ
の
最
も
初
期
の
弁
論
『
ク
ィ
ン
ク
テ
ィ
ウ
ス
弁
護
論
』
五
四
に
見
ら
れ
る
。
審
判
人
は
Ｃ
・
ア
ク
ィ
リ

ウ
ス
と
彼
の
顧
問
団
で
あ
る
（
§22

）。
相
手
方
は
回
答
を
得
て
い
な
か
っ
た
、
キ
ケ
ロ
は
こ
れ
を
そ
れ
自
体
悪
意
に
よ
る
懈
怠
を
埋
め
合

わ
せ
る
こ
と
を
で
っ
ち
上
げ
た
。「
私
が
君
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
人
々
に
相
談
し
て
あ
げ
よ
う
。
今
と
な
っ
て
は
お
そ
ら
く
、
私
に
は
関

心
の
な
い
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
だ
。
君
が
君
自
身
の
問
題
な
の
に
、
時
宜
に
か
な
っ
て
彼
ら
に
相
談
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

私
は
次
の
よ
う
な
問
題
を
お
聞
き
し
た
い
。
ガ
イ
ウ
ス
・
ア
ク
ィ
リ
ウ
ス
、
ル
キ
ウ
ス
・
リ
キ
リ
ウ
ス
・
バ
ル
ブ
ス
、
プ
ブ
リ
ウ
ス
・

ク
ィ
ン
ク
テ
ィ
リ
ウ
ス
、
マ
ル
ク
ス
・
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
・
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
よ
。
私
の
同
僚
で
縁
者
の
者
が
保
証
約
束
に
応
じ
な
か
っ
た
。

私
は
彼
と
長
い
間
親
し
く
し
て
き
た
が
、
最
近
金
銭
を
め
ぐ
っ
て
彼
と
諍
い
が
生
じ
た
。
私
が
彼
の
財
産
に
対
す
る
占
有
を
認
め
る
よ
う

法
務
官
に
申
請
を
な
す
べ
き
か
、
彼
は
ロ
ー
マ
に
家
と
妻
子
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
彼
の
家
に
告
知
を
置
い
て
く
る
べ
き
か
。
も
し
私
が

正
し
く
あ
な
た
の
親
切
心
と
良
識
を
測
っ
た
と
し
た
ら
、
あ
な
た
が
相
談
さ
れ
た
と
き
に
あ
な
た
が
答
え
る
で
あ
ろ
う
回
答
に
つ
い
て
い

さ
さ
か
も
疑
わ
な
い
。」
キ
ケ
ロ
の
衡
平
に
関
す
る
す
べ
て
の
論
拠
を
受
け
入
れ
た
い
希
望
か
ら
生
じ
る
多
弁
は
次
の
こ
と
を
見
損
な
わ

せ
な
い
。
キ
ケ
ロ
が
弁
論
家
と
し
て
事
案
を
す
で
に
一
般
的
問
題
へ
と
還
元
し
て
い
る
こ
と
を
。
こ
う
し
た
手
続
に
法
学
的
カ
ズ
イ
ス

テ
ィ
ク
は
し
ば
し
ば
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
か
っ
た
。
法
学
的
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
ク
が
規
範
へ
と
至
る
一
般
的
な
る
も
の
の
理
論
的
彫
琢
に

よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
同
じ
よ
う
な
関
係
は
一
般
的
に
法
律
学
と
レ
ト
リ
ッ
ク
の
間
で
も
生
じ
た
。
法
律
学

八
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
六
〇
）

は
法
の
土
壌
に
根
ざ
し
、
法
律
と
実
務
と
の
真
の
関
係
に
お
い
て
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
優
位
に
立
ち
、
そ
の
一
方
で
か
の
レ
ト
リ
ッ
ク
理

論
は
当
時
体
系
的
と
い
う
点
で
は
一
頭
地
抜
い
て
い
た
。
レ
ト
リ
ッ
ク
は
哲
学
的
に
も
実
践
的
に
も
長
く
ギ
リ
シ
ア
的
精
神
の
営
み
の
も

と
で
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
抽
象
的
で
あ
っ
た
の
で
、
異
国
の
起
源
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
ー
マ
の
フ
ォ
ル
ム
で
親
し
ま
れ
、
実
際
支
配

的
と
な
っ
た
。

レ
ト
リ
ッ
ク
が
法
律
学
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
に
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
対
象
で
あ
っ
た
法
律
解
釈
理
論
も
ま
た
属
す

る
。
ク
ィ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
は
「
文
言
と
意
思
の
ス
タ
ト
ゥ
スstatus scripiti et voluntatis

」
の
ま
っ
た
く
レ
ト
リ
ッ
ク
的
な
取
り

扱
い
に
つ
い
て
証
拠
を
提
出
し
て
い
る
。「
法
学
者
間
で
最
も
頻
繁
に
問
わ
れ
た
問
題
で
あ
り
、
法
に
関
す
る
争
い
の
大
部
分
は
こ
の
こ

と
に
か
か
っ
て
い
る
。」
弁
論
家
に
と
っ
て
方
法
的
に
も
術
語
的
に
も
同
じ
よ
う
な
取
り
扱
い
が
認
め
ら
れ
う
る

（
110
）

。「
文
言
と
意
思
に
関
す

る
問
題
は
法
学
者
間
で
最
も
頻
繁
な
も
の
で
あ
るscripti et voluntatis quaestio inter consultos frequentissim

a est

」。『
ロ
ー

マ
法
大
全
』
も
こ
う
し
た
確
言
を
確
証
し
そ
の
術
語
も
又
レ
ト
リ
ッ
ク
と
一
致
す
る
。
最
も
決
定
的
な
事
案
は
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
スad ed. 4, 

D
. 1, 3, 30

に
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
法
律
が
一
定
の
行
為
を
禁
止
せ
ず
と
雖
も
之
を
希
望
せ
ざ
る
場
合
に
其
の
行
為
を
為
す
は

法
律
に
対
し
て
詐
欺
を
行
う
も
の
な
り
、
而
し
て
法
律
に
対
す
る
詐
欺
と
法
律
違
反
の
際
は
恰
も
意
思
と
言
語
と
の
差
異
に
同
じ
。

F
raus enim

 legi fi t, ubi quod fi eri noluit, fi eri autem
 non vetuit, id fi t: et quod distat ῥητὸν ἀπὸ διανοίας, hoc distat 

fraus ab eo, quod contra legem
 fi t. （

111
）

」。
こ
こ
で
説
明
さ
れ
る
べ
き
区
別
、「
法
律
に
対
し
て
詐
欺
を
は
た
ら
くin fraudem

 legis 

agere

」
と
「
法
律
に
反
し
て
行
うcontra legem

 agere

」
の
区
別
は
、
言
い
換
え
で
は
な
く
む
し
ろ
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
全
く

周
知
の
も
の
と
し
て
前
提
と
さ
れ
る
「
意
思 διάνοια

」
と
「
文
言 ῥητόν

」
の
区
別
の
類
推
に
還
元
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
文
言
と
意
思

八
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法
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極
み
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法
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極
み
（
吉
原
）

（
二
六
一
）

の
ス
タ
ト
ゥ
スstatus scripti et voluntatis

」
に
あ
た
る
確
か
な
レ
ト
リ
ッ
ク
的
な
名
称
で
あ
る
。『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
の
参
考
に
附

せ
ら
れ
た
翻
訳
で
も
、「
語
ら
れ
た
こ
とdictum

」
で
は
な
し
に
「
書
か
れ
た
こ
とscriptum

（
な
い
し
文
言verba

）」
を
当
て
る
の
が
む

し
ろ
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
は
勿
論
こ
こ
で
レ
ト
リ
ッ
ク
の
ス
タ
シ
ス
を
引
用
し
て
い
な
い
が
、
む
し
ろ
、
学
校
術
語
と
と

も
に
、
法
学
的
解
釈
へ
の
受
容
は
は
る
か
昔
に
実
現
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
上
に
、『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
の
解
釈
に
関
わ
る
箇
所
で
、
術

語
的
に
も
方
法
的
に
も
前
に
『
構
想
論
』
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
解
釈
の
体
系
に
吸
収
さ
れ
な
い
よ
う
な
事
案
は
存
在
し
な
い

（
112
）

。
し
た

が
っ
て
、「
曖
昧
性am

biguum

」、「
抵
触contrarium

」、「
推
論conjectura

」、「
文
言
と
意
思scriptum

 et voluntas

」
と
い
う
法

学
的
解
釈
の
原
理
は
厳
格
な
解
釈
と
「
衡
平aequitas

」
と
の
二
重
の
視
点
の
も
と
で
「
解
釈interpretatio

」
に
統
一
さ
れ
る
。
そ
れ

は
法
律
学
に
お
い
て
、
レ
ト
リ
ッ
ク
と
ま
っ
た
く
パ
ラ
レ
ル
な
構
造
（T

opik

）
を
持
っ
て
い
た
。
た
と
え
個
々
の
点
、
論
拠
の
適
用
や

就
中
そ
の
評
価
が
異
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
。

ロ
ー
マ
法
学
が
、
総
じ
て
解
釈
理
論
、「
法
解
釈interpretatio iuris

」
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
と
っ
く
に
証
明
済
み

の
こ
と
で
あ
る
の
か
。
繰
り
返
し
提
起
さ
れ
て
き
た
見
解
は
『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
の
中
で
解
釈
に
関
わ
る
箇
所
が
ば
ら
ば
ら
で
あ
り
、
そ

こ
に
、

│
そ
し
て
差
し
あ
た
り
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
期
待
で
き
そ
う
な
「
法
律
に
つ
い
てde legibus

」
の
章
に
お
い
て
も

│
そ
の

よ
う
な
関
連
性
が
見
出
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
依
拠
し
て
い
る
。
ロ
ー
マ
法
学
が
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
ク
、
つ
ま
り
個
別
的
事
案
の
結
果

で
あ
る
と
い
う
一
般
的
な
評
価
は
、「
実
践
的
な
」
ロ
ー
マ
人
の
貢
献
と
し
て
、
彼
ら
は
法
学
的
方
法
の
こ
の
部
分
を
持
っ
て
い
た
が
、

理
論
的
に
は
取
り
扱
え
な
か
っ
た
と
言
お
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
見
方
は
根
本
的
な
誤
り
に
依
拠
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ユ
帝
の

法
典
発
布
の
さ
ま
ざ
ま
な
勅
令
は
『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
に
お
け
る
理
論
の
欠
如
に
つ
い
て
の
別
の
答
を
与
え
る
。
こ
の
新
し
い
法
典
編
纂

八
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
六
二
）

の
主
要
な
目
的
は
法
律
家
の
解
釈
を
求
め
る
よ
う
な
契
機
を
い
っ
さ
い
排
除
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
う
し
た
法
典
編
纂
が
「
法
解
釈
に
つ

い
てde interpretatione iuris

」
と
い
う
章
か
ら
始
ま
り
得
る
だ
ろ
う
か
？
「
重
複sim

ilitudo

」
と
「
矛
盾discordia

」、「
矛
盾

antinom
ia

は
絶
無
な
る
べ
し
：「
全
法
文
は
調
和
と
統
一
と
を
以
て
一
貫
す
る
も
の
に
し
て
こ
の
点
に
付
て
は
何
人
と
雖
も
異
議
を
挟
む

こ
と
を
得
ず
」﹇c. D

eo autore 8

﹈。
学
説
彙
纂
は
一
切
の
註
釈
を
施
し
て
は
な
ら
な
い
：「
後
世
の
学
者
は
何
人
た
り
と
も
決
し
て
此

の
法
典
に
註
解
を
施
し
又
自
己
の
冗
語
を
以
て
此
の
法
典
の
抜
萃
書
た
る
の
性
質
を
害
す
べ
か
ら
ず
」﹇
§12

﹈。
こ
の
法
典
が
「
法
解
釈

interpretatio iuris

」
を
余
計
な
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
初
期
の
状
況
と
の
違
い
で
あ
る
：「
古
へ
嘗
て
解
釈
者
が
互
い
に
相
容
れ

ざ
る
見
解
を
採
り
た
る
が
為
め
法
律
全
体
が
殆
ん
ど
混
乱
状
態
に
陥
り
た
る
」（
§12

）。
し
か
し
「
解
釈interpretatio

」
が
必
要
と
な

る
と
き
は
、
そ
れ
は
皇
帝
に
の
み
委
ね
ら
れ
る
：「
疑
わ
し
き
規
定
と
認
め
ら
る
も
の
あ
る
と
き
は
裁
判
官
は
皇
帝
に
就
い
て
之
を
質
し

神
聖
な
る
権
力
に
依
り
て
疑
義
の
釈
明
を
得
べ
き
も
の
と
す
。
凡
そ
法
律
を
制
定
し
且
つ
之
を
解
釈
す
る
の
権
能
は
皇
帝
の
独
占
す
る
所

な
れ
ば
な
り
」（C

. T
anta, 21 （

113
）

）。
こ
の
よ
う
な
法
典
編
纂
物
が
法
学
的
解
釈
理
論
を
ま
と
め
た
「
法
律
に
つ
い
てde legibus

」
と
い
う

章
か
ら
始
ま
り
得
よ
う
か
？
も
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
得
た
と
し
た
ら
、
ト
リ
ボ
ニ
ア
ヌ
ス
は
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
以
来
の
法
学
者
た
ち

の
中
に
そ
の
た
め
の
十
分
な
素
材
を
発
見
し
た
で
あ
ろ
う
。
ユ
帝
の
『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
に
お
け
る
「
解
釈interpretatio

」
に
つ
い
て

の
ば
ら
ば
ら
な
法
文
か
ら
、
古
典
法
学
者
に
解
釈
理
論
が
な
か
っ
た
と
は
決
し
て
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
何
ら
か
の
こ
と

が
あ
る
と
し
た
ら
、
こ
の
点
で
の
意
識
的
な
対
立
が
確
実
で
あ
る
。『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
か
ら
追
放
さ
れ
た
初
期
の
法
律
学
の
「
法
解
釈

interpretatio iuris

」
理
論
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
レ
ト
リ
ッ
ク
の
法
律
解
釈
理
論
が
少
な
く

と
も
そ
の
概
略
を
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

八
八



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
六
三
）

（
1
） 

M
etaph

ysik d
er S

itten
, T

eil I, E
in

leitu
n

g, vgl. K
ants W

erke, hgb von A
. M

esser III, 243.
（
2
） 

ア
テ
ナ
イ
の
民
主
政
に
お
い
て
、
早
期
か
ら
そ
し
て
決
定
的
に
、
厳
格
法
に
対
す
る
民
衆
裁
判
所
の
自
由
な
審
判
人
団
が
主
人
と
な
っ
た
。
実

定
法
と
並
ぶ
衡
平
の
承
認
と

│
そ
れ
と
手
と
手
を
携
え
て

│
裁
判
人
の
何
ら
か
の
自
由
の
承
認
は
、
あ
ら
か
じ
め
言
え
ば
、
民
主
的
国
家
形
態

と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
厳
格
法
は
君
主
政
（
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
、
ル
イ
一
四
世
）
に
相
応
す
る
。
ア
テ
ナ
イ
の
政
治
闘
争
に
お
い
て
、
こ
う

し
た
法
律
の
従
属
は
早
く
か
ら
不
条
理
な
嫌
疑
に
至
り
、
ソ
ロ
ン
は
故
意
に
法
律
の
文
言
を
曖
昧
か
つ
多
義
的
な
も
の
に
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
、

民
衆
裁
判
所
は
、
自
由
な
法
律
解
釈
の
展
開
を
意
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
で
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る

（『
ア
テ
ナ
イ
の
国
制
』
第
九
章
二
。
こ
れ
に
つ
い
て
プ
ル
タ
ル
コ
ス
「
ソ
ロ
ン
伝
」
一
八
、W

ilam
ow

itz: A
ristoteles u

n
d

 A
th

en I, 61

）。
法

制
史
的
に
言
え
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
発
展
が
、
立
法
者
な
ら
そ
う
意
図
し
た
と
思
わ
れ
得
た
ほ
ど
、
立
法
行
為
の
あ
と
時
宜
を
お
か
ず
に
生
じ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
3
） 

こ
う
し
た
発
展
が
し
ば
し
ば
必
然
の
流
れ
で
あ
る
と
さ
れ
る
。Ihering, G

eist d
. röm

. R
ech

ts II, 467ff ., S
avigny: S

ystem
 d

. 

h
eu

tigen
 röm

. R
ech

ts I, K
ap.IV

. M
anigk: H

an
d

w
örtebu

ch
 d

. R
ech

tsw
iss. hg. S

tier-S
om

lo u. E
lster 

（1926

） I 429ff ., derselbe 

in “F
estsch

rift f. S
tam

m
ler” 

（1926

） 16f.

（
4
） C

icero de legibus 1, 17

は
、
こ
れ
に
応
じ
て
、
法
解
釈
の
二
つ
の
時
代
を
区
別
す
る
が
、
こ
れ
は
同
時
に
法
律
学
の
時
代
で
も
あ
る
。「
そ

れ
ゆ
え
、
ま
さ
に
現
在
の
よ
う
に
、
法
務
官
告
示
か
ら
で
も
な
くN

on ergo a praetoris edicto ut plerisque nunc

」（
同
時
代
の
法
律
学
）、

「
父
祖
た
ち
の
よ
う
に
、
十
二
表
法
か
ら
で
も
な
くneque a duodecim

 tabulis ut superiores

」（
初
期
）、「
ま
っ
た
く
も
っ
て
深
遠
な
る
哲
学

か
ら
法
律
学
が
汲
み
取
ら
れ
る
べ
き
で
あ
るsed penitus ex intim

a philosophia hauriendam
 iuris disciplicnam

」（
キ
ケ
ロ
の
見
方
で
は
将

来
の
法
律
学
）。

（
5
） A
. O

tto: S
prich

w
örter u

. sprich
w

. R
ed

en
sarten

 d
er R

öm
er 

（1890

） S
.179. G

. B
Üchm

ann: G
efl ü

gelte W
orte 

（27 A
. 1925

）

S
.387.

説
明
（
解
釈interpretatio

に
関
し
て
！
）
両
者
よ
り
慎
重
な
の
はE

rasm
us: A

d
agia, C

hil. I. C
ent. X

 25.

（
6
） 

ギ
リ
シ
ア
の
伝
承
（P

lutarch: A
pophgegm

. L
ac. 

﹇
ス
パ
ル
タ
警
句
集
﹈ S.233

）
で
は
、
王
は
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ル
リ
的
な
絶
対
者
の
命
令
で
、

解
釈
の
芸
当
を
許
さ
な
い
、
即
ち
、
敵
を
倒
す
こ
と
は
、
神
と
人
間
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
法
よ
り
大
事
な
こ
と
で
あ
る
、
と
。
同
様
に
ア
ゲ
シ
ラ
ス

八
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
六
四
）

王
（a.a.O

. S
.209

）。

（
7
） 

こ
こ
で
格
言
が
「
形
式
的
で
些
事
に
拘
泥
し
た
法
律
家
の
方
法

│
文
言
と
形
式
的
論
理
学
を
操
り
、
そ
の
意
味
を
目
か
ら
逸
ら
す
法
律
家
の

方
法
」（
そ
の
よ
う
にB

inder: P
h

ilosoph
ie d

es R
ech

ts 

（1925

） S.404, 134

）
に
換
言
さ
れ
る
こ
と
は
テ
キ
ス
ト
に
反
し
て
広
く
流
布
し
て
い

る
。
二
つ
の
事
例
（peccatur in re publica

）
も
『
義
務
に
つ
い
て
』
と
関
連
し
た
一
節
の
役
割
も
、
法
律
家
の
方
法
と
の
直
接
的
な
関
係
と
矛

盾
す
る
。

（
8
） D

om
at

の
註
釈
を
繙
け
ば
、
格
言
の
古
い
歴
史
も
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
註
釈
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
つ
ね
に
教
え
て
く
れ
る
。
テ
レ
ン
テ
ィ

ウ
ス
と
ギ
リ
シ
ア
の
モ
デ
ル
と
の
関
係
に
基
づ
い
て
、P

. Jörs 

（R
öm

. R
ech

tsw
issen

sch. I, 260, 1

）
は
、
格
言
は
「
お
そ
ら
く
」
ギ
リ
シ
ア

の
格
言
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
。

（
9
） 

こ
の
概
念
及
び
現
代
の
理
論
に
つ
い
て
：K
. H

uber: Ü
ber d

en
 R

ech
tm

issbrau
ch 

（D
iss. B

ern 1909

）、
歴
史
に
関
す
る
序
言
が
あ
る
。

C
.C

. C
oroi: la th

éorie d
e l’abu

s d
e d

roit et l’excès d
u

 d
roit 

（T
hése, G

enéve 1910

）.

反
対
の
格
言
：「
自
分
の
権
利
を
行
使
す
る
者
は

誰
も
害
し
な
い
。Q

ui suo iure utitur, nem
inem

 laedit.

」 C
icero 

（de natura deorum
 III 74

）
は
、
ア
ク
ィ
リ
ウ
ス
の
悪
意
訴
権

（iudicium
 de dolo m

alo

）
を
「
す
べ
て
の
悪
事
の
箒
」
と
呼
ん
で
い
る
。

（
10
） 

ガ
イ
ウ
ス
の
表
現
「
は
な
は
だ
し
い
厳
格
さ
」nim

ia subtilitas 

（G
aius IV

 30

）
と
も
よ
り
正
確
に
対
応
す
る
。

（
11
） S

tobaeus IV
 116 W

a. 

（=635 K
ock

）.

新
し
い
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
・
パ
ピ
ル
ス
の
断
片
は
、
厳
格
法
と
衡
平
と
の
争
い
に
属
す
る
仲
裁
裁
判
を

こ
じ
つ
け
問
答
か
ら
始
ま
る
。
二
つ
の
標
語
：A

 ϕεύγεις τὸ δίκαιον B
. σνκοφαυτεῖς δυςτυχής 

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
思

想
を
少
な
く
と
も
プ
ラ
ウ
ト
ゥ
ス
『
網
曳
き
』R

udens 

（v.1230ff .

）
も
軽
く
触
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
の
シ
ュ
コ
パ
ン
テ
ス
と
い
う
表
現
に
つ

い
て
、S

yrian S
.194 R

abe

を
参
照
。

（
12
） 

D
e G

orgia com
m

en
tatio S

.71.

こ
れ
に
対
し
て
、B

lass
の
文
体
に
関
す
る
注
記
：A

ttisch
e B

ered
sam

keit 2.A
ufl .1, 65 

νόμου ἀκρβέιας 

が νόμου άκριβοῦς 

と
な
っ
て
お
り
、
用
法
が
正
し
く
な
い
。

（
13
） P

lato 

（P
oliticus 294c

）
は Νόμος 

│
典
型
的
な
も
の
は
生
活
の
個
々
の
事
例
を
完
全
に
は
把
握
で
き
な
い
が
、
す
べ
て
を
規
制
し
よ
う

と
す
る

│
と ἄνθρωπος αύθαδης 

、

│
ラ
テ
ン
語
の
「
法
の
厳
格
さrigor iuris
」
に
あ
た
る

│
と
を
比
較
す
る
。 九

〇



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
六
五
）

（
14
） 

こ
れ
に
つ
い
て
の
ギ
リ
シ
ア
語
の
証
拠
は
、
法
律
に
従
順
な
の
は
称
讃
に
値
し
な
い
、H

irzel: Ἄγραϕος Νόμος （1900

） S.17, 1.
（
15
） 

ア
テ
ナ
イ
の
一
般
的
な
成
句
も
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
若
干
の
証
拠
はN

orden, A
gn

ostos T
h

eos S
.33.

（
16
） 
逆
に
「
法
の
粛
正 αὐθἁδης δίκαιον

」
及
び
「
法
の
峻
厳 ἀκρίβεια νóμου

」
は
ス
パ
ル
タ
的
気
風
に
適
合
す
る
。
レ
オ
ニ
ダ
ス
の
軍
勢
を

い
か
な
る
弁
論
家
も
「
公
正
の
寛
恕
」
と
呼
び
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ス
パ
ル
タ
の
戦
士
た
ち
は
古
典
的
な
言
い
回
し
で
「
厳

し
い
掟
に
従
う
者
た
ち
に
」
と
呼
ば
れ
て
眠
っ
て
い
る
。

問
：
誰
が
ス
パ
ル
タ
を
治
め
て
い
る
か
？
ア
ル
キ
ダ
モ
ス
王
の
答
：「
法
律
並
び
に
法
律
の
命
令
に
よ
る
当
局
」（P

lutarch: A
pophtegm

. L
ac. 

﹇
ス
パ
ル
タ
警
句
集
﹈ S

.218

）。
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
法
は
個
人
の
倫
理
を
強
制
す
る
、「
ス
パ
ル
タ
に
お
い
て
は
、
全
員
が
あ
ら
ゆ
る
徳
行
を
修
練
す

る
よ
う
に
公
的
に
強
制
し
た
」X

enopon de rep. L
aced.10. 4

（
17
） M

. E
. M

ayer: R
ech

tsph
ilosoph

ie 

（1922

） S
.85ff . B

inder: P
h

ilosoph
ie d

es R
ech

ts S
.400ff . M

. R
Üm

elin: B
illigkeit im

 R
ech

t 

（1921

） S.20, 3 

（m
it L

iteratur
）; S

.45.

（
18
） 

そ
の
こ
と
に
固
執
す
る
者
は
、「
正
義
に
適
う δίκαιος

」
の
で
は
な
く
、「
法
に
厳
格
な
る ἀκρῖβοδίκαίος 

」
な
の
で
あ
る
。

よ
う
や
く
こ
れ
が
「
衡
平 ἐπιεικής

」
に
対
す
る
反
対
物
で
あ
り
、「
厳
格
さsubtilitas

」
が
衡
平
に
作
用
し
な
い
と
こ
ろ
で
は
、akribodikos 

epi to kheiron.

で
あ
る
。
こ
れ
が
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
定
式
で
は
、
ゴ
ル
ギ
ア
ス
の
「
正
義
の
峻
厳
」
が
「
公
正
の
寛
恕
」
と
対
比
さ
れ
る
よ
う
に
、

epikeies

の
対
立
物
で
あ
る
。

（
19
） 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
前
の
理
論
の
展
開
に
つ
い
て
の
材
料
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
そ
れ
は
き
わ
め
て
慎
重
にR

. H
irzel: Ἄγραφος Νόμος 

（A
bh

an
d

lu
n

g säch
s G

es. d
. W

iss. ph
il.-h

ist.X
X
, 1900

）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
ギ
リ
シ
ア
の
理
論
を
わ
ず
か
な
証
拠
に
基
づ
い

て
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
個
々
の
点
は
す
べ
て
ヒ
ル
ツ
ェ
ル
を
参
照
さ
れ
た
い
。
個
々
の
解
釈
を
こ
の
テ
ー
マ
は
さ
ら
に
促
進

で
き
た
で
あ
ろ
う
。
ヒ
ル
ツ
ェ
ル
は
エ
ピ
エ
イ
ケ
イ
ア
の
理
論
を
不
文
法
へ
と
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
関
係
は
私
に
は
両
者
の
妥
当

領
域
に
適
合
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
ペ
ル
ニ
スP

ernice 
（S

av. Z
tsch. X

X
 163

）
は
、
ロ
ー
マ
法
が
成
文
法
と
不
文
法
の
対
立

を
用
い
な
い
と
い
う
点
で
は
正
し
い
が
、
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
媒
介
を
疑
問
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
正
し
く
な
い
。G

éza K
iss: 

G
esetzesauslegung und ungeschriebenes R

echt 

（Ih
erin

gs Jah
rb.f. D

ogm
atik d

. bü
rg. R

ech
ts 58, 413ff .

）
は
逆
に
ロ
ー
マ
の
理
論
に

九
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日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
六
六
）

お
け
る
「
不
文
法
」
の
役
割
を
過
大
評
価
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
彼
の
「
解
釈interpretatio

」
の
理
解
に
は
じ
め
か
ら
間
違
っ
た
根
拠
を
与
え
て

い
る
。

（
20
） 
十
二
表
法
の
告
示
に
対
す
る
関
係
は
す
で
に
指
摘
し
た
。
ガ
イ
ウ
ス
は
方
式
書
訴
訟
手
続
の
導
入
（
ア
エ
ブ
テ
ィ
ウ
ス
法lex A

ebutia

）
を

古
い
形
式
主
義
に
対
す
る
衡
平
の
勝
利
と
し
て
い
る
。

（
21
） 

因
み
に
、
彼
は
返
し
て
も
ら
う
べ
き
も
の
を
見
過
ご
し
て
は
い
け
な
い
（nec rursus in totum

 rem
ittendum

...

）
が
、
借
主
は
要
求
が
多

い
だ
け
で
総
じ
て
払
う
気
な
ど
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
22
） 

別
の
語
調
で
あ
る
が
、
比
較
可
能
な
も
の
と
し
て
、「
ど
の
よ
う
な
正
論
も
頑
な
に
言
い
張
っ
て
は
聞
き
苦
し
い
も
の
で
す
」（
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス

『
ア
イ
ア
ス
』
一
一
一
九
行
）。

（
23
） 

そ
れ
ゆ
え
こ
う
し
た
形
の
格
言
が
本
来
的
で
一
般
的
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。W

öllfl in

は
通
俗
的
な
格
言
に
登
場
す
る
韻
か
らius

│crus

を
導
き
だ
そ
う
と
し
た
。

（
24
） 

古
代
の
学
校
デ
ク
ラ
マ
テ
ィ
オ
は
法
律
に
適
っ
た
事
例
を
次
の
よ
う
に
構
成
し
た
、「
近
親
相
姦
の
廉
で
有
罪
と
な
り
岩
壁
か
ら
突
き
落
と
さ

れ
た
巫
女
が
生
き
残
っ
た
場
合
は
、
再
度
裁
判
に
か
け
ら
れ
る
。“Incesti dam

nata et praecipitata de saxo vixit: repetitur”

」Q
uintilian 

Instit. V
II 8, 3.

（
25
） R

. S
tam

m
ler: D

ie L
eh

re von
 d

em
 rich

tigen
 R

ech
te 

（1902

）
は
、
こ
の
格
言
を
題
と
す
る
章
で
比
較
的
長
い
説
明
を
施
し
て
お
り
、

そ
の
さ
い
（S

.34

）、「
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
」
と
し
て
こ
れ
を
引
用
し
て
い
る
。

（
26
） 

詳
細
な
学
校
事
例
：C

icero de inv. II, 14.

そ
の
や
り
方
自
体
は
、
自
分
の
経
験
か
ら
き
わ
め
て
明
ら
か
で
あ
る
。Q

uintilian V
II, 1, 4; 7, 2.

（
27
） Q

uintilian 7, 3, 19ff . C
icero de inv.1, 11

ギ
リ
シ
ア
資
料
に
よ
る
（H

erm
ogenes p.37, 8R

. A
ristoteles R

hetorik 1, 13

）. V
gl. 

T
hiele: H

erm
agoras 

（1893

） S.164.

（
28
） C

ic. de inv.2, 57

「
と
い
う
の
は
、
訴
訟
の
多
く
は
法
務
官
の
抗
弁
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
わ
が
市
民
法
で
は
手
続
に
瑕
疵
の

あ
る
者
は
敗
訴
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
五
八
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
一
般
的
に
（
法
務
官
の
面
前
の
）
法
廷
手
続
に

お
い
て
処
理
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
法
廷
手
続
に
お
い
て
抗
弁
が
申
請
さ
れ
、
訴
権
が
付
与
さ
れ
、
民
事
訴
訟
の
方
式
書
が
完
全
に
作
成

九
二



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
六
七
）

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。N

am
 et praetoris exceptionibus m

ultae excluduntur actiones et ita ius civile habem
us 

constitutum
, ut causa cadat is qui non quem

adm
odum

 oportet egerit. 58 quare in iure plerum
que versantur, ibi enim

 et 

exceptiones postulantur et agendi potestas datur et om
nis conceptio privatorum

 iudiciorum
 constituitur.

」A
uctor ad H

erennium
 

1, 22:
「
こ
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
部
門
を
ギ
リ
シ
ア
人
は
審
判
人
の
面
前
で
用
い
た
が
、
我
々
は
、
大
抵
は
法
廷
手
続
に
お
い
て
用
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
審
判
人
の
面
前
で
も
多
少
は
用
い
る
。
審
判
人
手
続
に
お
い
て
め
っ
た
に
し
か
生
じ
な
い
の
は
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
民

事
裁
判
に
お
い
て
は
、
法
務
官
に
よ
る
抗
弁
が
存
在
し
、
原
告
は
、
訴
権
を
有
し
て
い
な
い
限
り
敗
訴
す
る
か
ら
で
あ
り
、
刑
事
裁
判
﹇
公
的
査

問
﹈
に
お
い
て
は
、
法
律
に
よ
っ
て
、com

m
odum

が
被
告
に
或
る
場
合
、
ま
ず
原
告
に
つ
い
て
、
そ
の
者
が
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
否
か
、

審
判
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。H

ac parte constitutionis G
raeci in iudiciis nos in iure plerum

que 

utim
ur...raro venit in iudicium

 quod in privata actione praetoriae exceptiones sunt et causa cadit qui egit nisi habuit acitonem
, 

et in publicis quaestionibus cavetur legibus, ut ante, si reo com
m
odum

 sit, iudicium
 de accusatore fiat, utrum

 illi liceat 

accusare necne.

」
こ
の
種
の
実
際
的
な
説
明
が
法
廷
﹇
審
判
人
手
続
﹈
に
ど
の
く
ら
い
影
響
し
得
た
か
を
よ
く
示
す
の
は
、
キ
ケ
ロ
『
ト
ゥ
リ
ウ

ス
弁
護
論
』（pro T

ullio

）
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
詳
細
は
目
下
、M

. W
lassak: D

ie klassisch
e P

rozessform
el I 

（1924

） 112ff .

（
29
） Q

uintilian III 6, 21: H
erm

agoras satum
 vocat, per quem

 subiecta res intellegitur 

（F
unktion 1

）, et ad quem
 probationem

 

etiam
 partium

 referuntur 

（F
unktion II

）.

（
30
） 

こ
う
し
た
混
乱
をQ

uintilian III 6, 22

は
嘆
い
て
い
る
。
唯
一
の
（
最
早
時
代
に
相
応
し
く
な
い
が
）
概
観
と
し
て
、V

olkm
ann: 

R
h

etorik d
er G

riech
en

 u
n

d
 R

öm
er 2 A

. 

（1885

） S
.33ff . 

さ
ら
にG

. T
hiele: H

erm
agoras 

（1893

）; G
. Jaeneke: D

e statu
u

m
 

d
octirn

a 

（D
iss. L

eipzig 1904

）; L
. L

aurand: D
e M

. T
ulli C

iceroins studiis rhetoricis 

（P
aris 1907

）.

（
31
） 

レ
ト
リ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
ま
ず
こ
う
言
わ
れ
る
：
立
法
者
の
意
思
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
弁
論
術
』1, 15

レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
は
方
法
論
的
に
法
的
に
有
効
な
形
式
的
意
思
表
示
（
遺
言
、
契
約
）
だ
け
で
な
く
法
律
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
の
で
、
理
論
的

に
は
こ
の
関
係
は
起
草
者
の
意
思
に
も
つ
ね
に
あ
て
は
ま
る
。
ま
さ
に
法
律
の
場
合
に
、
根
本
的
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
時
間
と
と
も

に
法
律
の
意
思
も
組
み
込
ま
れ
る
。
例
え
ば
キ
ケ
ロ
『
プ
ラ
ン
ク
テ
ィ
ウ
ス
弁
護
論
』（pro P

lanctio

） 42

「
私
は
今
法
律
の
不
衡
平
に
文
句
を
言

九
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
六
八
）

う
つ
も
り
は
な
い
が
、
君
の
行
い
が
法
律
の
意
向
と
は
違
う
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
…
…
君
は
法
律
の
意
向
を
忌
避
し
た
。
君
は
あ
ら
ゆ
る

衡
平
を
踏
み
に
じ
っ
た
の
だ
。neque ego nunc legis iniquitatem

 queror sed factum
 tuum

 a sententia legis, doceo discrepare... 

fugisti sententiam
 legis aequitatem

 om
nem

 reiecisti

」; pro C
aecina 50:

「
特
示
命
令
の
意
思
と
意
図
と
内
容
」voluntas et consilium

 et 

sententita interidicti.

そ
の
直
後
に
、﹇51

﹈「
起
草
し
た
人
の
意
図
と
根
拠
と
意
向consilium

 eorum
 qui scripsserunt et rationem

 

auctoritatem
...

」

フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
テ
ィ
ア
ヌ
スF

ortunatian

の
レ
ト
リ
ッ
ク
教
科
書
（S

.107 H
alm

）
は
こ
う
定
式
化
す
る
：「
法
律
の
意
思
は
い
か
な
る
仕
方

で
考
慮
さ
れ
る
かvoluntas legis quot m

odis consideratur?...

」。
法
律
家
の
場
合
一
般
的
に
「
法
律
の
意
思sententia voluntas legis

」
に

つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
（D

.13 de legibus

の
随
所
：D

.50, 16, 6, 11.

例
え
ばS

avigny: S
ystem

 d
.h

. röm
. R

ech
ts I K

ap.IV
 

§47; 

W
indscheid-K

ipp: P
an

d
ekten 8 A

. 

（1900

） 81ff . Ivo P
faff : Z

u
r L

eh
re vom

 sog. in
 frau

d
em

 legis agere 

（1892

） S
.15

及
び
所
掲
の

文
献
。）
し
か
しG

aius III 76: 
「
こ
の
点
に
関
し
て
立
法
者
が
十
分
に
明
瞭
な
用
語
で
そ
の
意
思
を
表
示
し
な
か
っ
た
。non satis in ea re 

legislatorem
 voluntatem

 suam
 verbis expressisse.

」
一
般
的
な
定
式D

.50, 17, 96 

（M
arcianus

）:

「
曖
昧
な
発
言
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を

述
べ
た
者
の
意
向
が
と
く
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。in am

biguis orationibus m
axim

e sententia spectanda est eius qui eas 

protulisset.

」
特
示
命
令
の
説
明
の
例
「
本
方
式
書
を
創
定
し
た
者
の
意
思
に
基
づ
きex voluntate eius, qui hoc iudicium

 com
posuit

」, 

C
icero: pro T

ullio 8.

し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
際
に
つ
い
て
根
本
的
な
注
記
はP

aul S
peiser: Z

eitsch
r. f. sch

w
eiz. R

ech N
.F

. 4, 553ff .

（
32
） 

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
以
来
繰
り
返
さ
れ
る
主
張
は
以
下
の
こ
と
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ー
マ
人
が
法
律
の
解
釈
と
補
充
を
区
別
し
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
例
え
ばM

anik: A
rtikel “A

uslegung”, H
an

d
w

örterbu
ch

 d
. R

ech
tsw

issen
sch

aft 

（1926

）, 

430; W
. B

urckhardt: D
ie L

ü
cken

 d
. G

esetzes u
. d

ie G
estezes au

slegu
n

g 

（A
bh. z. schw

. R
echt

） S
.82, 3; vgl S

.87.-S
avigny 

（S
ystem

 B
d.I

）und Ihering 

（G
eist d

. r.R
ech

ts. B
d.II

）
は
と
も
に
ロ
ー
マ
人
の
法
律
解
釈
の
理
解
に
つ
い
て
基
本
を
な
し
て
い
る
が
、
二

人
と
も
レ
ト
リ
ッ
ク
的
素
材
に
つ
い
て
考
慮
を
払
っ
て
い
な
い; vgl.D

.1, 3, 12.13.

（
33
） 

「
す
べ
て
の
弁
論
術
作
家
た
ち
の
間
で
、
法
の
抵
触antinom

ia

に
は
、
文
言
と
意
思
と
い
う
二
つ
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

一
致
し
て
い
る
。Inter om

nes artium
 scriptores constitit, in antinom

ia duos esse scriptii et voluntatis status.

」, Q
uintilian V

II 7, 1.

九
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法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
六
九
）

（
34
） 

詳
細
は
、C

icero: de oratore II 110.
（
35
） 

詳
し
く
取
り
上
げ
た
よ
う
に
見
え
る
の
は
、M

. V
oigt: D

as Iu
s n

atu
rale, qequ

u
m

 et bon
u

m
 u

n
d

 iu
s gen

tiu
m

 d
er R

öm
er B

d.IV
 

B
eilage X

V
II: D

ie T
h

eorie d
er R

h
etorik von

 d
er In

terpretation
 d

er G
esetze u

n
d

 R
ech

tsgesch
äfte.

だ
け
で
あ
る
。
不
朽
の
努
力
の

作
品
で
あ
る
が
、
古
代
レ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
展
望
も
な
く
歴
史
的
理
解
も
な
い
。
フ
ォ
イ
ク
ト
自
身B

d.III

でaequitas

に
つ
い
て
用
い
た
不
幸
な

や
り
方
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
雑
然
と
し
た
巨
塊
が
そ
の
後
に
影
響
力
を
も
た
な
か
っ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。「
仮
定
に
仮
定
を
重
ね
た
こ
の
碩

学
に
取
り
組
む
こ
と
」（P

. Jörs: R
öm

. R
ech

tsw
. I, 142, 1

）
は
、
法
学
文
献
に
は
不
毛
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
一
般
性
を
目
指
し
た

P.W
. R

ealen
cyclopäd

ie

の
項
目interpretatio

は
、
少
な
く
と
も
解
釈
の
た
め
の
素
材
は
網
羅
さ
れ
て
い
る
フ
ォ
イ
ク
ト
の
仕
事
を
文
献
表
に

載
せ
て
い
な
い
し
、R

hetorik

と
い
う
言
葉
も
そ
の
説
明
の
中
に
そ
も
そ
も
登
場
し
な
い
。
キ
ッ
プK

ipp

の
示
教
的
で
多
く
引
用
さ
れ
る
項
目

A
equitas 

（a.a.O
.1598ff 

）
は
、aequitas

の
節
で
、
解
釈
の
原
理
と
し
て
若
干
の
示
唆
を
し
て
い
る
が
、
レ
ト
リ
ッ
ク
に
お
け
る
理
論
の
体
系
的

関
連
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。aequitas

は
キ
ケ
ロ
の
場
合
に
はscriptum

な
ど
の
対
立
物
で
あ
る
、
と
い
う
彼
の
表
現

（K
ipp: G

esch
ich

te d
. Q

u
ellen

 d
. röm

. R
ech

ts 3 A
. S

.9, 27

も
同
様
）
は
、
こ
の
対
立
が
た
ん
に
ロ
ー
マ
的
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
キ
ケ
ロ
的

で
あ
る
と
い
う
考
え
へ
と
導
く
。
こ
れ
に
影
響
さ
れ
た
も
の
に
、B

inder: P
h

ilos. d
. R

ech
ts S

.403. K
Übler

の
新
し
い
教
科
書G

esch
. d

. 

röm
. R

ech
ts 

（1925

） S.132, A
bschnitt: A

equitas

は
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
に
同
様
に
何
ら
考
慮
を
払
っ
て
い
な
い
。

（
36
） 

一
般
的
な
手
引
き
と
し
て
、M

anigk

の
す
で
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
論
稿
：A

u
slegu

n
g 

（H
andw

örterbuch d. R
echtsw

. 

（1926

） I, 

429ff .

）。
彼
は
こ
の
方
法
論
の
部
分
が
理
論
的
に
十
分
に
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
（S

.430

）。

（
37
） 

例
え
ばB

inder: a.a.O
.403. M

. R
Üm

elin: D
ie B

illigkeit im
 R

ech
t 

（1921

） S.22ff .

（
38
） 

こ
こ
で
も
理
論
の
歴
史
の
た
め
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
個
々
の
デ
ィ
ゲ
ス
タ
の
箇
所
だ
け
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ー
マ
人
は
そ
の
た
め
の

理
論
を
持
ち
合
わ
さ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
例
え
ばH

. R
eichel: G

esetz u
n

d
 R

ich
tespru

ch 

（1915

） S.80.

（
39
） W

. B
urckhardt: D

ie L
ü

cken
 d

es G
esetzes u

n
d

 d
ie G

esetzau
slegu

n
g 

（A
bh. z. schw

eiz. R
echt N

.F
.8, 1925

）
の
綿
密
且
つ
明

晰
な
説
明
に
、
筆
者
は
お
お
い
に
感
謝
す
る
。A

rt.1 Z
.G

.B
.

の
理
論
的
な
関
連
に
つ
い
て
、
最
近
で
は
、H

. R
eichel: Z

u den 

E
inleitungsartikeln des schw

eizerischen Z
ivilgesetzbuches in “F

estsch
rift fü

r S
tam

m
ler” 1926.

│
パ
ン
デ
ク
テ
ン
教
科
書
の
中
に
、

九
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
七
〇
）

解
釈
入
門
の
章
の
た
め
に
一
瞬
確
た
る
伝
統
が
形
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
歴
史
的
素
材
は
極
め
て
狭
小
で
あ
る
。
な
お
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
・
ロ
マ
ン
主
義
者
で
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
同
時
代
人
テ
ィ
ボ
ーA

. F
. T

hibaut: T
h

eorie d
er logish

en
 A

u
slegu

n
g d

es röm
isch

en
 

R
ech

ts 
（2 A

. 1806

）
は
実
際
方
法
論
的
な
明
晰
性
と
活
力
で
す
ぐ
れ
て
い
る
が
、
ロ
ー
マ
法
律
家
のinterpretatio

の
歴
史
的
像
を
ま
っ
た
く

与
え
て
く
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
テ
ィ
ボ
ー
自
身
も
語
っ
て
い
る
（S

.167, 175c;179

）。
テ
ィ
ボ
ー
の
歴
史
的
な
問
題
設
定
の
拒
絶
、『
ロ
ー
マ
法

大
全
』
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
批
判
の
根
拠
に
つ
い
て
の
見
解
は
今
日
学
問
史
的
な
関
心
と
な
っ
て
い
る
。

（
40
） 

同
書
は
い
わ
ゆ
る
『
ヘ
レ
ン
ニ
ウ
ス
弁
論
書
』
と
広
汎
に
材
料
を
共
有
し
て
お
り
、「
法
文
ス
タ
ト
ゥ
スstatus 

（quaestiones

） legales

」

に
つ
い
て
は
よ
り
詳
細
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
語
資
料
は
主
と
し
て
ヘ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
。C

ic. D
e. inv.II 116ff .

（
41
） 

「
ど
の
よ
う
な
語
も
、
少
く
と
も
た
い
て
い
の
語
も
そ
れ
自
体
文
脈
か
ら
切
り
離
し
て
考
え
る
と
曖
昧
の
よ
う
に
思
わ
れ
よ
う
と
も
、
全
体
の

文
脈
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
明
ら
か
な
こ
と
は
曖
昧
と
は
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
。S

i ipsa separatim
 ex se verba considerentur, om

nia aut 

pleraque am
bigua visum

 iri, quae autem
 ex om

ni condidrata scriptura perspicua fi ant, haec am
biua non oportere existim

ari.

」

こ
れ
に
関
し
てD

.1, 3, 24

に
よ
る
解
釈
原
理
、「
法
律
の
全
部
を
達
観
せ
ず
其
の
一
部
の
み
に
依
拠
し
て
判
決
し
又
は
回
答
す
る
は
法
律
家
た
る

者
の
為
す
べ
き
事
に
非
ず
。incivile esta nisi tota lege perspecta una aliqua particula eius proposita iudicare vel respondere

」。

（
42
） 

「
審
判
人
の
為
す
べ
き
務
め
は
法
に
従
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
法
を
解
釈
す
る
こ
と
で
は
な
い
﹇
と
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る
﹈。Judicem

 legi 

parere, non interpretari legem
 oportere

」, II 126.
「
審
判
人
諸
君
、
諸
君
は
法
に
則
り
宣
誓
し
て
裁
判
に
臨
ん
で
い
る
以
上
、
法
に
従
う
義

務
が
あ
る
。Iudices qui ex lege iurati iudicatis obtem

perare legis debetis

」, I 70.

（
43
） 

「
審
判
に
あ
た
る
者
が
、
ひ
と
た
び
書
か
れ
た
も
の
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
慣
れ
親
し
む
よ
う
に
な
る
と
、
仰
ぐ
べ
き
確
実
な
指
針
を
失
う
こ
と

に
な
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。E

os qui iudicent certum
 quod sequantur nihil habituros, si sem

et ab scripto recedere consueverint

」, II 

128.

（
44
） 

キ
ケ
ロ
はde inv. II 71ff .

で
こ
の
抗
弁
を
詳
し
く
取
り
扱
っ
て
お
り
、
こ
の
点
に
関
し
てII 127

で
は
前
に
示
唆
さ
れ
た
こ
と
を
利
用
し
て

い
る
。
法
制
史
で
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
、ius

及
び
、ius naturale, consuetudo, praeiudicia

と
い
っ
た
簡
単
な
概
念
規
定
と
の
峻
別
は
す
で

にII 65

で
与
え
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
はII 116

のinterpretatio

の
説
明
を
用
意
す
る
も
の
で
あ
る
。

九
六



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
七
一
）

（
45
） II 130

「
法
律
を
起
草
す
る
者
は
例
外
を
設
け
る
こ
と
に
は
慣
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。consuesse eos, qui leges scribant, exceptionibus 

uti.

」

（
46
） II 131

「
必
要
と
考
え
た
な
ら
、
き
っ
と
例
外
を
設
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。quo m

agis probetur eum
 

fuisse excepturum
, si quid excipiendum

 putaret

」

（
47
） II 131
は
、
は
っ
き
り
と
一
般
的
な
法
的
安
定
性
を
実
定
法
に
対
す
るaequita

の
考
慮
の
結
果
で
あ
る
と
定
式
化
す
る
。「
ひ
と
た
び
法
律
を

離
れ
て
し
ま
え
ば
、
審
判
人
が
判
決
を
下
し
た
り
、
ま
た
、
そ
の
他
の
市
民
の
生
活
原
理
は
動
揺
を
き
た
す
こ
と
な
ろ
う
。（et ipsis iudicibus 

iudicandi et ceteris civibus vivendi rationes perturbatum
 iri, si sem

el ab legibus recessum
 sit.

」

（
48
） 

こ
の
表
現
は
当
事
者
表
現
で
あ
る
。
し
か
しscriptum

の
立
場
か
らcontra legem

と
し
て
の
か
か
る
判
断
が
好
ま
れ
た
と
看
倣
さ
れ
て
い

る
。secudum

 volunataem
と
し
て
の
相
手
方
、
こ
の
点
に
関
し
て
、M

. R
Üm

elin: D
ie B

illigkeit im
 R

echt 

（1921

） S.73.

（
49
） 

こ
の
点
に
関
し
て
、M

om
m
sen: R

öm
. S

taatsrech
t III 1228.

（
50
） II 136

「
法
律
文
言
に
反
対
の
主
張
を
す
る
者
が
つ
ね
に
何
ら
か
の
衡
平
に
か
な
っ
た
こ
と
を
申
し
立
て
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。sem

per 

is, qui contra scriptum
 dicet, aequitatis aliquid aff erat oportet.

」

（
51
） 

後
掲S

.29

を
参
照
。

（
52
） M

. R
Üm

elin: a.a.O
. S

.20.

そ
こ
で
は
（K

ierulff : T
h

eorie d
es gem

ein
em

 Z
ivilrech

ts S
.22ff 

か
ら
）
簡
潔
な
定
式
が
説
明
さ
れ
る
。

「
裁
判
官
の
衡
平aequitas

は
つ
ね
に
具
体
的
な
意
思
の
探
求
と
確
認
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
規
範
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
は
真
の
法
律
内
容
を
分
析
し
、

文
言
に
固
着
し
た
真
な
ら
ざ
る
内
容
を
越
え
る
こ
と
に
な
る
。」B

inder: P
h

ilosoph
ie d

. R
ech

tes S
.399.

「
起
草
者
の
意
思
を
考
慮
す
る
も
う

一
つ
の
場
合
は
、
起
草
者
の
意
思
が
い
つ
い
か
な
る
場
合
で
も
不
変
的
に
妥
当
す
る
ほ
ど
単
純
な
も
の
で
な
く
、
何
ら
か
の
事
実
や
状
況
に
よ
り
、

事
情
に
応
じ
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
る
場
合
で
あ
る
。
…
…
要
す
る
に
、
意
思
が
採
用
さ
れ
る
の
は
、
…
…
あ
る
い
は
、
起
草
者
が
こ

の
よ
う
な
状
況
や
時
点
で
そ
の
よ
う
に
欲
し
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。non sim

plex voluntas scriptoris ostenditur, quae in 

om
ne tem

pus et in om
ne factum

 idem
 valeat, sed ex quodam

 facto aut eventu ad tem
pus interpretanda dicitur..... sententia 

inducetur...., sic, ut in eiusm
odi re et tem

pore hoc voluisse doceatur

」, II 123f.

九
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
七
二
）

（
53
） 

「
あ
る
い
は
ど
う
い
う
意
図
で
ど
う
い
う
つ
も
り
で
ど
の
よ
う
な
理
由
で
彼
が
な
し
た
か
。quo anim

o, quo consilio, qua de causa 

fecerit

」, II 138.
（
54
） 
「
彼
は
何
ら
か
の
有
用
で
な
い
こ
と
や
正
し
く
な
い
こ
と
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
欲
す
る
法
律
は
あ
り
え
な
い
、
そ
し
て
、
法
律
が
定
め
る
す
べ

て
の
罰
は
犯
罪
や
悪
事
に
報
い
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
こ
と
を
証
明
す
る
で
あ
ろ
う
。D

em
onstrabit nullam

 esse legem
, quae 

aliquam
 rem

 inutilem
 aut iniquam

 fi eri velit; om
nia supplicia, quae ab legibus profi ciscantur, culpae ac m

alitiae vindicandae 

causa constituta esse

」, II 138.

こ
のcontra scriptum

の
論
拠
の
法
学
的
な
定
式
と
比
較
せ
よ
。D

.1, 3, 25 

（M
odestinus

）「
法
理
も
恩
恵

を
主
眼
と
す
る
衡
平
も
認
容
せ
ざ
る
一
事
あ
り
他
な
し
幸
に
も
人
類
の
福
利
の
為
め
に
採
用
し
た
る
規
則
は
寧
ろ
厳
格
な
る
解
釈
に
依
り
人
類
の
利

益
に
反
し
て
峻
厳
な
る
結
果
を
生
ぜ
し
む
る
こ
と
是
な
り
。」

（
55
） 

立
法
者
に
つ
い
て
「
と
い
う
の
は
、
彼
は
あ
な
た
が
た
〔
審
判
人
〕
が
た
ん
な
る
彼
の
文
言
の
朗
詠
者
で
は
な
く
、
意
思
の
解
釈
者
た
ら
ん
こ

と
を
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。」（neque enim
 vos scripti sui recitatores, sed voluntatis interpretes fore putavit

） II 139.

（
56
） 

「
そ
れ
ゆ
え
、
か
な
ら
ず
し
も
す
べ
て
の
事
件
が
法
律
に
よ
っ
て
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
明
白
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は

黙
示
的
な
例
外
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。non ergo om

nia scriptis, sed quaedam
, quae perspicua sint, tacitis exceptionibus caveri

」, 

II 140.

（
57
） C

icero, pro C
aecina 52

「
も
し
、
わ
れ
わ
れ
の
子
供
奴
隷
に
、
文
言
か
ら
理
解
さ
れ
う
る
こ
と
で
は
な
く
、
文
言
そ
の
ま
ま
に
わ
れ
わ
れ

の
言
う
こ
と
に
し
た
が
う
こ
と
だ
け
を
許
す
な
ら
ば
、
家
庭
内
の
命
令
は
全
く
意
味
を
な
さ
な
い
だ
ろ
う
。」
現
代
の
文
献
で
は
夏
中
を
通
じ
て
暖

房
す
る
召
使
い
が
そ
の
た
め
の
好
例
で
あ
る
。

（
58
） 

「
法
律
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
の
は
、
意
図
に
つ
い
て
わ
ず
か
で
曖
昧
な
情
報
し
か
与
え
な
い
文
言
に
よ
っ
て
で
は
な
い
。leges 

nobis caras esse non propter litteras, quae tenues et obscurae notae sint voluntatis

」, II 141.

（
59
） C

icero de legibus II 9ff .

と
き
わ
め
て
広
汎
な
関
係
に
あ
る
。D

.1, 3, 1

及
び2

の
定
義
も
同
様
の
傾
向
を
も
つ
。
レ
ト
リ
ッ
ク
的
定
義
を

示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、de inv. II 143

「
法
律
は
、
文
言
か
ら
で
は
な
く
、
起
草
者
の
意
図
や
共
通
の
有
用
性
か
ら
な
る
。leges in consilio 

scriptoris et utilitate com
m
uni, non in verbis consistere

」。

九
八



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
七
三
）

（
60
） K

rÜger: G
esch

. d
. Q

u
ellen

 d
. röm

. R
ech

ts 2. A
ufl . S

.22 

（L
ivius V

II 17, 12

）

（
61
） 

こ
の
こ
と
及
び
以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
、M

odestinus D
.1, 3, 7

「
法
律
の
効
用
は
命
令
し
禁
止
し
許
可
し
又
は
処
罰
す
る
に
在
り
」（legis 

virtus haec est: operare vetare perm
ittere punire

）.

（
62
） 
制
裁sanctio

と
そ
の
形
式
に
つ
い
て
の
問
題
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
、K

rÜger: a.a.O
.5, 21

を
参
照
。

（
63
） 

「
と
い
う
の
は
、
し
ば
し
ば
禁
止
す
る
と
こ
ろ
の
法
は
何
ら
か
の
例
外
に
よ
っ
て
命
じ
る
と
こ
ろ
の
法
律
を
修
正
す
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。saepe ea quae vetat quasi exceptione quadam

 corrigere videtur illam
 quae iubet

」, II 146.

（
64
） 

「
と
い
う
の
は
、
何
ら
か
の
部
分
に
対
し
て
書
か
れ
た
も
の
や
何
ら
か
の
特
定
の
事
柄
に
対
し
て
書
か
れ
た
も
の
は
、
事
案
に
よ
り
近
く
、
そ

し
て
裁
判
に
よ
り
関
係
が
深
い
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。」II 146

、
す
な
わ
ち
、
弁
論
家
は
二
つ
の
法
が
妥
当
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
い
ず

れ
の
法
律
が
事
案
に
と
っ
て
よ
り
考
慮
さ
れ
る
べ
き
か
を
探
求
す
る
。

（
65
） 

原
則
：「
こ
れ
は
よ
り
明
晰
に
書
か
れ
た
も
の
が
よ
り
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
よ
り
確
実
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
」, II 147.

（
66
） 

「
ど
こ
か
に
あ
る
も
の
に
よ
り
、
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
が
導
か
れ
る
場
合
」C

um
 ex eo quod uspiam

 est, ad id quod nusqua 

scriptum
 est, venitur.

（
67
） 

本
来
的
に
は
猶
予
期
間
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
場
合
そ
れ
は
、
明
ら
か
に
（
袋
を
作
る
と
い
っ
た
）
動
機
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

箇
所
は
猶
予
期
間
が
存
在
し
な
い
と
い
う
原
則
（M

om
m
sen: R

öm
. S

trafrech
t 911, 3

）
に
と
っ
て
間
接
的
な
証
拠
と
し
て
援
用
さ
れ
う
る
。

（
68
） 

弁
論
家
は
こ
う
言
う
：（II 151

）「
多
く
の
法
律
に
お
い
て
多
く
の
規
定
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

た
他
の
件
に
基
づ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
誰
も
省
略
さ
れ
た
と
は
考
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。」
…
…
。
法
律
家
は
こ
う
言
う

（Julianus

）:（D
.1, 3, 12

）「
法
律
若
は
元
老
院
議
決
は
問
題
と
為
る
べ
き
個
々
の
場
合
を
悉
く
其
の
規
定
中
に
網
羅
す
る
こ
と
を
得
ず
、
然
れ
ど

も
若
し
法
律
若
は
元
老
院
議
決
の
規
定
に
し
て
一
定
の
場
合
に
関
し
明
白
な
る
と
き
は
裁
判
官
は
こ
の
規
定
を
類
似
の
場
合
に
準
用
し
以
て
法
を
宣

言
す
る
こ
と
を
要
す
。」

（
69
） 

す
で
に
プ
ラ
ト
ンP

lato 

（im
 P

oliticus 294b

）、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
スA

ristoteles

『
政
治
学
』P

ol. III 16, 1287 a 1ff .（25:

「﹇
な
る
ほ
ど

た
し
か
に
法
律
が
規
定
し
得
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
も
の
は
や
は
り
人
間
だ
っ
て
識
る
こ
と
を
得
な
い
だ
ろ
う
。﹈

九
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
七
四
）

い
や
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
法
律
は
特
に
役
人
た
ち
を
教
育
し
て
自
分
の
し
残
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
「
最
善
の
判
断
に
よ
っ
て
」
裁
判
し
統
治
す

る
こ
と
を
彼
ら
に
委
ね
る
の
で
あ
る
。﹇
そ
の
上
、
制
定
さ
れ
た
法
律
を
試
し
て
み
て
、
そ
れ
よ
り
も
っ
と
善
い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
な
ら
、

そ
れ
へ
と
修
正
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
法
律
が
支
配
す
る
こ
と
を
命
ず
る
者
は
た
だ
神
と
理
性
と
だ
け
が
支
配
す
る
こ
と
を

命
ず
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。﹈…
。
成
文
に
よ
る
法
律
よ
り
も
慣
習
に
よ
る
法
律
の
方
が
い
っ
そ
う
権
威
あ
る
も
の
で
あ
る
。
…
。
今
日
で
も
法
律
が

規
定
し
得
な
い
二
三
の
こ
と
に
関
し
て
の
み
役
人
、
た
と
え
ば
裁
判
官
の
よ
う
な
の
が
判
定
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」。）『
ニ
コ
マ
コ

ス
倫
理
学
』E

th. N
ic.V

 14.

（
70
） 

例
え
ば
教
科
書
に
よ
っ
て
完
全
さ
を
要
求
さ
れ
な
い
文
体
論
と
の
違
い
に
つ
い
て
。C

icero, T
opica 34

「
そ
こ
で
、
弁
論
術
に
お
い
て
、
論

題
の
類
を
問
題
に
す
る
と
き
、
そ
の
類
に
属
す
る
種
が
い
く
つ
あ
る
か
は
、
完
全
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
ス
ケ
ー

マ
タschem

ata

」〔
詞
姿
〕
と
呼
ば
れ
る
、
語
と
文
の
修
飾
に
つ
い
て
、
教
え
ら
れ
る
と
き
、
同
じ
に
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
テ
ー
マ

に
は
限
界
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。」

（
71
） 

関
連
資
料
は
最
近M

. K
rÜger: M

. A
n

ton
ii et L

. L
icn

ii C
rassi fragm

en
ta 

（B
reslau 1909

）, 42f.

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
72
） Q

. M
ucius P

.F
. S

caevola. M
ax.

彼
と
同
名
の
法
学
者
と
の
違
い
に
つ
い
て
：A

. S
chneider: D

ie d
rei S

caevola C
iceros 

（M
Ünchen 

1879

）. 22ff .: P
. K

rÜger: G
esch

ich
te d

er Q
u

ellen
 d

es röm
isch

en
 R

ech
ts 2. A

ufl ., S
.64

（
ク
リ
ウ
ス
事
件
に
つ
い
て
、S

.136, 36

）

（
73
） 

﹇B
rutus 52:

﹈「
か
の
者
は
遺
言
者
た
ち
の
法
＝
権
利
に
つ
い
て
何
も
語
ら
な
か
っ
た
の
か
？Q

uid ille non dixit de testam
entorum

 

iure?

」﹇C
icero: de oratore I 195.

↓B
rutus 52

﹈

（
74
） 

﹇B
rutus 196:

﹈「
書
か
れ
た
こ
と
が
無
視
さ
れ
、
意
思
が
勝
手
に
探
求
さ
れ
、
賢
明
な
る
法
律
家
の
解
釈
に
よ
っ
て
単
純
な
る
人
々
が
書
い

た
こ
と
が
ね
じ
曲
げ
ら
れ
る
こ
と
ほ
ど
、
人
々
に
と
っ
て
害
悪
な
こ
と
が
あ
ろ
う
か
？
…
市
民
法
を
遵
守
す
る
こ
と
に
つ
い
て
い
か
に
大
き
な
労
力

が
必
要
な
こ
と
か
？Q

uam
 captiosum

 esset populo, quod scriptum
 esset, neglegi et opinione quaeri voluntates et interpretatione 

disertorum
 scripta sim

plicium
 hom

inum
 pervertere....quam

 om
nio m

ulta de conservando iure civile?

」

（
75
） C

icero de legibus 1, 17

（
前
掲
註（
4
））
が
区
別
す
る
法
律
学
の
二
つ
の
時
代
、
十
二
表
法
に
始
ま
り
、
よ
り
形
式
主
義
的
で
あ
っ
た
時

代
と
、
法
務
官
の
告
示
に
発
し
、
解
釈
に
お
い
て
も
衡
平
が
一
般
に
用
い
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
代
を
想
起
さ
れ
た
い
。

一
〇
〇



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
七
五
）

（
76
） 

す
で
に
キ
ケ
ロ
は
こ
の
誤
っ
た
、
し
か
し
現
に
存
在
す
る
見
解
に
対
し
て
抗
議
し
て
い
る
、「
な
ぜ
な
ら
ば
、
弁
論
家
ク
ラ
ッ
ス
ス
自
身
は
、

法
学
者
に
対
抗
し
て
論
ず
る
と
い
う
よ
う
な
か
た
ち
で
百
人
審
判
所
で
事
情
を
述
べ
た
の
で
は
な
く
て
、
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
の
弁
護
し
た
こ
と
が
正
当

で
は
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
に
そ
の
よ
う
に
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
論
点
に
対
し
て
た
ん
に
論
拠
を
提
示
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
彼
自
身
の
義
父
で

あ
る
法
学
者
ク
イ
ン
ト
ゥ
ス
・
ム
キ
ウ
ス
お
よ
び
多
数
の
き
わ
め
て
学
識
の
あ
る
人
々
を
援
用
し
た
か
ら
で
あ
る
。」（pro C

aecina 69

）。
こ
の

ク
ラ
ッ
ス
ス
の
立
場
を
実
現
す
る
た
め
に
重
要
な
個
所
は
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
個
所
は
、KrÜger a.a.O

.S
.42f.

に
も
欠
落
し
て
い
る
。

（
77
） 

以
前
に
述
べ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
の
規
則
に
対
応
し
て
、
ク
ラ
ッ
ス
ス
は
、
一
般
的
な
証
明
を
行
っ
て
い
る
。
彼
は
、
文
言
解
釈
に
よ
っ
て
矛
盾
し

た
お
か
し
な
結
果
に
な
っ
た
法
律
や
元
老
院
決
議
を
引
用
し
た
。「
あ
の
と
き
君
は
ま
た
、
法
律
か
ら
も
、
元
老
院
決
議
か
ら
も
、
さ
ら
に
は
世
間

一
般
の
生
活
や
談
話
か
ら
も
実
例
を
数
多
く
拾
い
集
め
、
趣
意
に
で
は
な
く
、
文
言
に
文
字
通
り
従
え
ば
、
何
事
も
片
づ
か
な
い
場
合
の
あ
る
こ
と

を
、
鋭
く
も
、
お
か
し
み
も
込
め
て
ウ
ィ
ッ
ト
も
利
か
せ
て
例
証
し
て
み
せ
た
の
で
あ
っ
た
」。（de oratore 1, 243

）
古
い
十
二
表
法
の
文
言

「
舌
が
言
明
し
た
よ
う
にuti lingua nucupassit

」
は
無
効
と
さ
れ
、「
舌lingua

」﹇
文
言
﹈
は
「
意
思m

ens

」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

原
則
的
な
も
の
が
い
か
に
手
を
加
え
ら
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
指
針
。
方
法
的
に
同
様
の
も
の
と
し
て
、C

icero pro C
aecina 54..

こ
れ
に
つ

い
て
、Q

uintilian V
II 6, 7.

（
78
） C

icero B
rutus 195; de oratore 1, 180; 244

の
記
事
に
よ
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

（
79
） 

キ
ケ
ロ
は
次
の
よ
う
な
見
解
に
、
即
ち
、
彼
は
対
話
の
中
で
二
つ
の
見
解
を
主
張
さ
せ
、
彼
自
身
弁
論
家
の
た
め
に
法
学
的
知
識
を
要
求
す
る

者
た
ち
の
側
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
見
解
に
与
し
な
い
。
こ
の
誤
り
は
、
方
法
自
体
が
法
律
に
ま
っ
た
く
精
通
し
て
い
な
い
者
の
手
に
あ
っ
て
は
意

味
が
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
の
弁
論
は
「
文
言
と
意
思
に
基
づ
く
ス
タ
ト
ゥ
スstatus ex scripto et voluntate

」

の
立
場
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
客
観
的
に
正
し
い
に
違
い
な
い
。

（
80
） 

「
あ
ら
ゆ
る
事
案
に
お
い
て
、
厳
格
法
の
理
よ
り
も
正
義
と
衡
平
の
理
が
優
越
す
る
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。placuit in om

nibus rebus 

praecipuam
 esse iusititae aequitatisque quam

 stricti iuris rationem
.

」（a.314

）C
. 3, 1, 8.

（P
aulus

）: 

「
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
お
い
て
、

法
に
お
い
て
、
衡
平
が
も
っ
と
も
よ
く
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。in om

nibus quidem
 m

axim
e tam

en in iure aequitas spectanda est.

」

D
.50, 17, 90.

一
〇
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日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
七
六
）

（
81
） 

「
ル
キ
ウ
ス
・
ク
ラ
ッ
ス
ス
は
、﹇
相
続
事
件
を
管
轄
す
る
﹈
百
人
審
判
所
に
お
い
て
、
華
麗
か
つ
内
容
豊
か
に
こ
の
見
解
を
擁
護
し
た
の
で
あ

る
が
、
最
高
の
法
学
識
者
ク
ィ
ン
ト
ゥ
ス
・
ム
キ
ウ
ス
・
ス
カ
ェ
ウ
ォ
ラ
の
反
論
に
対
し
て
、﹇『
死
後
に
生
ま
れ
る
は
ず
の
息
子
が
死
亡
し
た
と
き

に
（
相
続
人
と
な
れ
。）』
と
い
う
文
言
で
相
続
人
に
指
定
さ
れ
た
マ
ニ
ウ
ス
・
ク
リ
ウ
ス
が
、
そ
の
息
子
が
生
後
に
死
亡
し
た
場
合
だ
け
で
な
く
、

初
め
か
ら
生
ま
れ
も
し
な
か
っ
た
と
き
に
も
相
続
人
た
る
べ
き
こ
と
を
﹈
す
べ
て
の
人
に
容
易
に
立
証
し
て
み
せ
た
。」（pro C

aecina 53

）。
こ

れ
に
対
し
て
、「
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
の
方
は
…
…
彼
の
弁
護
を
も
っ
て
し
て
も
人
び
と
を
納
得
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
彼
が
、
文
言
に
よ
っ
て
衡

平
を
攻
撃
し
て
い
る
と
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。」（pro C

aecina 67

）。

（
82
） 

す
で
に
以
前
に
（
§10

）、
キ
ケ
ロ
は
次
の
よ
う
な
言
葉
を
用
い
て
い
る
。「
ア
ウ
ル
ス
・
カ
エ
キ
ー
ナ
は
、
彼
自
身
が
厳
格
す
ぎ
る
法
を
援
用

し
た
と
思
わ
れ
な
い
よ
う
に
苦
慮
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。laborat A

. C
aecina, ne sum

m
o iure egisse...videatur

」、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
相

手
方
が
提
起
し
た
批
判
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
言
葉
は
、
カ
エ
キ
ー
ナ
の
訴
権
選
択
を
め
ぐ
る
法
制
史
的
に
は
き
わ
め
て
重
要
な
一
節

（
§8ff .

）
を
締
め
く
く
る
。
こ
の
節
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、W

lassak

に
よ
っ
て
方
式
書
訴
訟
の
理
解
の
た
め
に
評
価
さ
れ
て
い
る
（D

ie 

klassisch
e P

rozessform
el I 

（924
） S.17

及
び
随
所
）。

（
83
） 

こ
の
形
と
、
造
語
の
上
で
は
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
対
立
的
な
表
現
「
至
高
の
法
に
よ
っ
てoptim

o iure

」
と
比
較
せ
よ
。

（
84
） 

レ
ト
リ
ッ
ク
の
ス
タ
シ
ス
論
に
お
け
る
対
立
の
定
式
化
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
手
掛
か
り
が
あ
る
。
ク
ラ
ッ
ス
ス
の
同
時
代
人
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス

は
、「
為
さ
れ
たfactum

、
為
さ
れ
な
か
っ
たnon factum

」
と
い
う
推
定
ス
タ
ト
ゥ
ス
と
並
ん
で
、「
法ius

、
不
法iniuria

」
を
設
定
し
た
。

Q
uintilian III 6, 45; C

icero T
opica 82

「﹇
理
論
的
な
問
い
は
三
種
類
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
存
在
す
る
か
否
か
、
何
で
あ
る
か
、
い
か
な
る
も
の

で
あ
る
か
、
を
問
う
。﹈
こ
れ
ら
の
う
ち
第
一
の
も
の
は
推
定
に
よ
っ
て
、
第
二
の
も
の
は
定
義
に
よ
っ
て
、
第
三
の
も
の
は
正
と
不
正
の
区
別
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
」。

（
85
） 

ロ
ー
マ
の
法
律
家
は
実
際
衡
平
と
そ
の
妥
当
性
を
解
釈
の
中
に
完
全
に
取
り
入
れ
た
。
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
は
こ
の
発
展
を
決
定
的
な
も
の
と
し
た
。

彼
ら
の
学
問
的
な
論
争
の
中
で
、
こ
の
対
立
が
登
場
す
る
が
、
闘
争
的
な
標
語
が
前
提
に
す
る
形
式
と
は
ま
っ
た
く
別
の
形
式
を
と
る
よ
う
に
な
っ

た
。
例
え
ばIav.7 E

pist.D
.50. 16. 116: 

「『
誰
で
あ
れ
他
の
（
息
子
）
又
は
息
子
の
息
子
が
私
の
相
続
人
た
れ
』﹇
と
い
う
文
言
﹈
に
つ
い
て
、

ラ
ベ
オ
は
娘
は
含
ま
れ
な
い
と
し
、
プ
ロ
ク
ル
ス
は
こ
れ
に
反
対
。
ラ
ベ
オ
は
文
言
の
趣
旨
に
従
い
、
プ
ロ
ク
ル
ス
は
遺
言
者
の
意
思
に
従
う
も
の

一
〇
二



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
七
七
）

と
私
に
は
考
え
る
。
同
人
は
、
ラ
ベ
オ
の
見
解
が
真
実
で
な
い
こ
と
は
疑
い
な
い
、
と
同
人
は
解
答
し
た
（
私
は
解
答
し
たF

2

）。“Q
uisquis 

m
ihi alius 

（fi lius

） fi lii fi liusve heres sit”: L
abeo non videri fi liam

 contineri, P
roculus contra. M

ihi L
abeo videtur verborum

 

fi guram
 sequi, P

roculus m
entem

 testantis, respondit 

（respondi F
2

）: non dubito, quin L
abeonis sententia vera non sit.

」

（
86
） 
例
え
ばK

rÜger: G
esch

ich
te d

er Q
u

ellen 2.A
ufl . S

.50f.

（
87
） 

法
の
倫
理
的
な
基
礎
と
い
う
観
念
に
、
ス
ト
ア
哲
学
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
少
く
は
な
い
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
し
ば
し
ば
過
大
評
価
の

表
現
に
遭
遇
す
る
。「
ス
ト
ア
の
自
然
法
は
、
理
性
に
基
づ
く
正
義
の
要
請
に
よ
っ
て
、
キ
ケ
ロ
に
よ
る
ロ
ー
マ
法
の
体
系
的
基
礎
づ
け
に
役
立
っ

た
」（E

benhard N
estle: “G

riechische N
aturrechtstheorien” in H

u
m

an
ist. G

ym
n. 1926, S

.156.

）。

（
88
） 

弁
証
家dialectici
に
対
す
る
激
し
い
非
難
と
法
解
釈
に
と
っ
て
の
彼
ら
の
無
用
性
は
、『
ヘ
レ
ン
ニ
ウ
ス
へ
』A

uctor ad H
erennium

 2, 16

（
曖
昧
性am

phibolia

を
契
機
に
し
て
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。C

icero, B
rutus 152

が
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
カ
に
つ
い
て
の
知
識

を
称
讃
し
て
い
る
こ
と
は
と
く
に
ス
ト
ア
的
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

（
89
） 

「
そ
れ
ゆ
え
、
論
拠
の
ト
ポ
ス
を
注
意
深
く
探
求
す
れ
ば
、
弁
論
家
や
哲
学
者
は
も
と
よ
り
、
法
学
者
も
彼
ら
の
諮
問
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て

豊
か
に
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。」（T

opica 66

）

（
90
） 

以
下
の
こ
と
は
異
議
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ト
レ
バ
テ
ィ
ウ
ス
は
弁
論
術
教
師
を
訪
ね
た
が
そ
の
結
果
は
空
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、

こ
の
弁
論
術
教
師
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
類
似
の
ト
ピ
カ
の
基
本
線
を
教
え
る
こ
と
も
、
教
科
書
（『
ヘ
レ
ン
ニ
ウ
ス

へ
』『
構
想
論
』『
弁
論
家
に
つ
い
て
』）
を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
、
キ
ケ
ロ
の
指
示
が
、
レ
ト
リ
ッ
ク
が
媒
介
者

と
し
て
考
慮
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
か
ら
で
あ
る
。

（
91
） 

こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
ま
っ
た
く
偏
向
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
た
め
に
キ
ケ
ロ
が
、
す
で
に
歴
史
的
と
な
り
当
時
も
は
や
隔
絶
し
た
法

律
学
の
時
代
か
ら
い
か
に
素
材
を
取
り
上
げ
て
い
る
か
が
注
目
さ
れ
る
（S

.25ff .

）。
批
判
さ
れ
て
い
る
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
は
、
キ
ケ
ロ
が
言
う
と
こ

ろ
の
「
法
律
家Jurist

」
と
は
ま
っ
た
く
別
の
タ
イ
プ
の
法
律
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
キ
ケ
ロ
は
そ
の
こ
と
を
後
に
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
世
論
的
な
誤
解
は
、
継
続
的
な
発
展
が
な
お
進
行
中
で
あ
り
、
閉
じ
ら
れ
た
成
果
に
し
か
目
が
い
か
な
か
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

（
92
） 

こ
の
こ
と
並
び
に
方
式
書
作
成
に
お
け
る
法
律
家
の
役
割
に
つ
い
て
、W

lassak: D
ie klassisch

e P
rozessform

el I 

（1926

）, A
bschnitt 

一
〇
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
七
八
）

II und III

を
参
照
。
そ
の
表
現
と
し
て
、pro C

aecina 65: 

「
彼
ら
は
文
言
に
仕
込
ま
れ
た
罠
や
綴
り
の
罠
を
非
難
す
る
。aucupia verborum

 

et litterarum
 tendiculas in invidiani vocant.

」C
. 2. 57. 1: 

「
文
言
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
危
険
を
も
た
ら
す
法
の
方
式Iuris form

ulae 

aucupatione syllabarum
 insidiantes

」。

（
93
） Ihering, G

eist d
es röm

isch
en

 R
ech

ts II 468ff .; 475; 479ff .

（
94
） 

「
ク
ラ
ッ
ス
ス
か
ら
返
っ
て
き
た
返
答
は
彼
の
問
題
に
都
合
の
よ
い
返
答
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
真
実
を
つ
い
た
返
答
で
あ
っ
た
。V

erum
 

m
agis quam

 ad suam
 rem

 adcom
m
odatum

.

」（de orat. 1, 239

）。

（
95
） 

そ
の
よ
う
に
こ
こ
で
は
定
式
化
さ
れ
て
い
る
（「
衡
平
に
賛
成
し
法
に
反
対
し
て
多
く
の
こ
と
を
論
じ
るulta pro aequitate contra ius 

dicere

」）。

（
96
） 

こ
れ
に
つ
い
て
、W

lassak a.a.O
.25ff .

（
97
） 

「
市
民
法
か
ら
た
ん
に
あ
る
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
善bonitas

（
悪m

alitia

の
反
対
語
、T

opica 47

を
参
照
）
さ
え
も
生
ま
れ
た
と
見
ら
れ

る
ほ
ど
、
法
に
精
通
し
、
か
つ
学
識
を
も
っ
た
人
。」

（
98
） 

方
法
の
発
展
的
形
成
と
と
も
に
対
象
の
限
定
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
古
法
学
者
た
ち
に
つ
い
て
、
キ
ケ
ロ
は
（de 

or. III 133

）「
つ
ま
り
、
彼
ら
は
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
自
分
た
ち
の
回
答
の
対
象
と
し
たde om

ni denique aut offi  cio aut negotio

」
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
キ
ケ
ロ
に
と
っ
て
、
ロ
ー
マ
に
お
い
て
い
ま
だ
知
の
専
門
化
（
換
言
す
る
と
い
ま
だ
学
問
）
が
成
立
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
の
主
た
る
例
示
な
の
で
あ
る
。nostros hom

ines...om
nia, quae quidem

 tum
 haec civitas nosset, solitos esse com

plecti.

こ
れ
に

対
し
て
、
ア
ク
ィ
リ
ウ
ス
は
、『
ト
ピ
カ
』（51

）
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
法
の
事
案
に
つ
い
て
、
事
実
問
題
が
対
象
に
な
る
場
合
に
は

回
答
を
拒
絶
し
た
。
即
ち
、「
わ
が
友
人
ガ
ッ
ル
ス
﹇
＝
ア
ク
ィ
リ
ウ
ス
﹈
は
、
誰
か
が
彼
の
と
こ
ろ
へ
事
実
に
関
す
る
問
題
を
持
ち
込
ん
だ
と
き

に
、『
こ
れ
は
法
の
関
知
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
、
キ
ケ
ロ
の
関
知
す
る
と
こ
ろ
な
り
』
と
い
う
の
が
つ
ね
で
あ
っ
た
。nihilo hoc ad nos

--ad 

C
iceronem

 inquiebat G
allus noster, si quid ad eum

 quid tale tettulerat, ut de facto quaeretur.

」、
と
。
つ
ま
り
、
こ
れ
が
ガ
ッ
ル
ス

が
法
学
の
対
象
領
域
を
は
っ
き
り
と
限
定
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
峻
別
は
ス
タ
シ
ス
論
の
術
語
に
よ
っ
て
も
さ
ら
に
活
気
あ
る
も
の

と
な
る
。
事
実
問
題
は
、「
定
義defi nitio

」
と
法
律
解
釈
の
す
べ
て
の
「
問
題quaestiones

」
が
そ
れ
に
数
え
ら
れ
る
当
の
属
性
問
題
と
峻
別
さ

一
〇
四



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
七
九
）

れ
る
。
こ
の
峻
別
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（『
弁
論
術
』R

het.c.1. 1354 a27

）
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
、
ス
タ
シ
ス
論
に
よ
っ
て
さ
ら
に
推
し
進
め

ら
れ
た
。
キ
ケ
ロ
は
『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
論
』pro C

aecina 71

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
対
置
を
通
じ
て
、
彼
な
り
に
こ
れ
を
用
い
て
い
る
。「
他

の
争
い
や
裁
判
に
お
い
て
、
あ
る
こ
と
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
る
。
…
…
法
に
関
し
て
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
何
も
な
い
。in 

ceteris controversiis atque iudiciis cum
 quaeritur aliquid factum

 necne sit --in iure nihil est eiusm
odi.

」、
と
。

（
99
） 

「
よ
き
判
決
で
あ
る
が
、
し
か
し
理
由
付
け
が
悪
い
」、K

ohler: S
h

akespeare vor d
em

 F
oru

m
 d

er Ju
rispru

d
en

z 

（1883

） S
.88.

そ

こ
で
は
、「
衡
平aequitas

」
の
理
論
と
の
さ
ら
な
る
関
係
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
100
） 

「
法
学
者
の
見
解
も
認
め
ら
れ
ず
市
民
法
（
こ
こ
で
は
「
法
学
者
が
法
と
考
え
て
い
る
も
の
」
の
意
味
）
も
事
件
に
お
い
て
つ
ね
に
妥
当
す
る

必
要
は
な
い
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
が
、
公
然
と
裁
判
に
お
い
て
、
そ
し
て
、
時
に
は
才
能
の
あ
る
人
々
に
よ
っ
て
擁
護
さ
れ
る
と
い
う
の
は
驚
く

べ
き
こ
と
だ
と
私
に
は
い
つ
も
思
わ
れ
る
。」（
§67

）

（
101
） 

セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
に
つ
い
て
の
、
全
面
的
な
評
価
は
ま
だ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（A

rno

の
最
新
の
研
究
、S

cu
ola M

u
cian

a e scu
ola 

S
ervian

a

は
書
評
で
は
知
っ
て
い
る
：Z

tsch
r. S

av. S
t. R

o. A
. 46, 392ff ; 485

）。B
runs-L

enel 

（in H
oltzen

d
orffs E

n
cycl. 7.A

ufl . 1, 

345

）「
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
は
、〝
完
全
な
ギ
リ
シ
ア
│
ロ
ー
マ
的
教
養
を
法
律
学
の
た
め
に
用
い
た
〞」、
と
。
言
い
換
え
る
と
、
彼
は
キ
ケ
ロ
な
し
に

は
理
解
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
源
泉
と
し
て
の
キ
ケ
ロ
か
ら
、
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
が
法
律
学
に
用
い
ら
れ
た
教
養
の
範
囲
と
方
法
が
推
論
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。P
. Jörs

へ
の
追
悼
辞
（Z

tsch
r. S

av.S
t,.59 S

.IX

）
に
、
彼
の
言
葉
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。「
私
は
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・

ス
ル
ピ
キ
ウ
ス
・
ル
フ
ス
に
関
す
る
研
究
か
ら
始
め
た
の
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
ロ
ー
マ
法
学
史
に
ま
で
発
展
し
た
」、
と
。
こ
の
こ
と
は
ま
っ
た

く
首
尾
一
貫
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
は
、
共
和
政
期
の
早
期
の
発
展
が
後
の
古
典
法
学
者
の
基
礎
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

法
律
学
は
、
ム
キ
ウ
ス
で
は
な
く
、
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
を
通
じ
て
は
じ
め
て
学
問
と
な
っ
た
。
ム
キ
ウ
ス
に
対
す
る
叱
責
の
言
葉
は
、
伝
承
に
よ
れ
ば
、

彼
を
法
律
学
へ
と
〝
改
宗
〞
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

（
102
） 

死
者
に
対
す
る
追
悼
辞
。
因
み
に
、
キ
ケ
ロ
は
、
記
念
碑
の
建
立
に
対
す
る
形
式
的
な
異
議
に
対
し
て
「
意
思
に
基
づ
く
解
釈interpretatio 

ex voluntate

」
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
§3

「
わ
れ
わ
れ
の
父
祖
が
問
題
に
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
意
向
で
あ
っ
た
と
私
は
解
釈
す
る
。

sic interpretor sensisse m
aiores nostros

」。
レ
ト
リ
ッ
ク
的
に
関
心
が
あ
る
の
は
、
こ
こ
で
ス
タ
シ
ス
論
が
元
老
院
に
お
け
る
「
意
向

一
〇
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
八
〇
）

sententia

」
に
適
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
103
） C

icero: B
rutus 151.

（
104
） 
わ
れ
わ
れ
の
研
究
が
追
求
す
る
二
つ
の
主
要
な
概
念
、「
意
思
と
衡
平voluntas et aequitas

」
に
関
係
し
た
イ
ン
テ
ル
ポ
ラ
テ
ィ
オ
の
問
題

に
つ
い
て
、
こ
こ
で
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
方
法
論
的
な
異
議
は
こ
こ
で
提
示
し
た
素
材
の
結
果
で
あ
る
。「
意
思voluntas

」
と
か
「
衡

平aequitas
」
と
い
っ
た
特
殊
「
ビ
ザ
ン
ツ
的
」
な
概
念
の
吟
味
の
際
に
、
イ
ン
テ
ル
ポ
ラ
テ
ィ
オ
や
脚
色
の
疑
い
の
あ
る
同
じ
法
源
か
ら
た
だ
た

だ
締
め
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
際
立
っ
た
古
典
法
学
の
構
成
の
際
に
、「
論
点
先
取
りpetitio principii

」
が
混
在
し
て
い
る
。
レ
ト
リ
ッ
ク
が
影

響
を
与
え
た
の
は
ビ
ザ
ン
ツ
法
学
者
だ
け
で
あ
る
と
か
、
よ
う
や
く
ビ
ザ
ン
ツ
法
学
が
初
め
て
で
あ
っ
た
と
か
い
う
よ
う
な
、
レ
ト
リ
ッ
ク
が
ら
み

の
標
語
に
し
ば
し
ば
遭
遇
す
る
。
し
か
し
レ
ト
リ
ッ
ク
が
そ
の
最
も
強
力
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
ま
さ
に
学
問
へ
と
成
長
す
る
初
期
の
法
律
学

（
小
ム
キ
ウ
ス
、
ア
ク
ィ
リ
ウ
ス
、
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
、
帝
政
最
初
の
一
世
紀
）
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
法
学
固
有
の
学
校
組
織
や
伝
統
が
完
全
に
固
定
的

と
な
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
法
源
に
お
け
る
「
意
思voluntas

」
と
「
衡
平aequitas

」
の
役
割
を
判
断
す
る
た
め
に
一
層
の
解
明
を
必
要
と
す

る
こ
と
は
、
筆
者
の
見
解
と
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
の
結
果
で
あ
る
。「
意
思
と
文
言voluntas et verba

」
に
つ
い
て
、G

radenw
itz: 

In
terpolation

en
 in

 d
en

 P
an

d
ekten

 K
ap. V

III.

爾
来
「
意
思voluntas

」
は
ま
さ
に
イ
ン
テ
ル
ポ
ラ
テ
ィ
オ
の
鉱
脈
を
発
見
す
る
占
い
棒
で

あ
る
。「
衡
平aequitas

」
に
つ
い
て
は
、
就
中P

ringsheim
, Z

tsch
r. S

av. S
tift. 42, 641ff .

、
彼
は
古
典
法
学
者
に
お
け
る
「
衡
平aequitas

」

の
役
割
に
つ
い
て
正
し
く
な
い
（A

bschnitt C
, S

.644
は
十
分
で
は
な
い
）。

（
105
） 

「
こ
れ
に
関
連
し
て
、
わ
れ
わ
れ
を
阻
害
し
、
市
民
法
を
学
ぼ
う
と
い
う
意
欲
を
阻
喪
さ
せ
て
い
る
点
で
は
、
例
の
法
学
者
た
ち
も
同
断
だ
。

と
い
う
の
も
、
カ
ト
ー
の
書
を
見
て
も
、
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ス
の
書
を
見
て
も
、
相
談
を
受
け
た
市
民
法
の
問
題
に
関
し
て
男
性
に
で
あ
れ
女
性
に
で
あ

れ
ど
う
答
え
た
か
採
録
し
て
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
個
人
名
を
挙
げ
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ぞ
か
し
相
談
の
案
件
、
疑
問
の
案
件
が

事
柄
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
人
物
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
の
だ
と
わ
れ
わ
れ
に
思
わ
せ
よ
う
と
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。」de oratore 2, 142 

（de 

legibus 2, 47

と
比
較
せ
よ
）。

（
106
） C

icero: de inventione 1, 8; de oratore 2, 133.

（
107
） 

「
し
か
し
事
実
は
そ
う
で
は
な
く
、
コ
ポ
ニ
ウ
ス
や
ク
リ
ウ
ス
と
い
う
個
人
の
名
は
、
証
明
の
充
実
度
や
、
係
争
の
本
質
的
な
正
確
と
は
何
の

一
〇
六



法
の
極
み
は
不
法
の
極
み
（
吉
原
）

（
二
八
一
）

関
係
も
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
問
題
は
す
べ
て
対
象
と
な
る
事
実
が
属
す
る
一
般
的
・
包
括
的
な
も
の
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

個
々
の
時
や
個
人
に
依
存
し
て
い
た
の
で
は
な
い
の
だ
。
…
…
普
遍
的
な
法
に
基
づ
き
、
包
括
的
な
も
の
に
関
わ
る
問
題
が
求
め
る
の
は
、
個
々
人

の
名
な
の
で
は
な
く
、
理
論
的
な
弁
論
な
の
で
あ
り
、
証
明
の
源
泉
（
す
な
わ
ち
ト
ポ
ス
）
な
の
で
あ
る
。」（de or. 2, 141

）

（
108
） 
「
時
や
個
人
は
確
か
に
介
在
し
は
す
る
が
、
係
争
は
、
そ
う
し
た
も
の
で
は
な
く
、
一
般
的
・
包
括
的
問
題
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（de oratore 2, 139

）

（
109
） 

ま
さ
に
こ
う
し
た
関
連
か
ら
、
法
学
文
献
へ
の
批
判
を
含
ん
だ
前
述
の
箇
所
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
説
明
全
体
か
ら
す
る
と
、
ロ
ー
マ
の
弁
論

家
は
フ
ォ
ル
ム
の
実
践
に
基
づ
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
の
学
校
レ
ト
リ
ッ
ク
よ
り
も
一
般
的
包
括
的
問
題
の
理
論
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
110
） 

ク
ィ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
は
、
そ
の
後
の
説
明
の
た
め
に
、
法
学
的
な
事
例
に
助
け
を
求
め
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
！
し
か
し
こ
の
点
で
、
学
校

教
師
は
ク
ィ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
に
勝
利
し
た
（「
同
様
に
そ
う
し
た
こ
と
が
学
校
で
も
起
こ
る
と
い
う
こ
と
は
驚
き
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
こ
で
は

そ
う
し
た
も
の
は
、
故
意
に
作
り
出
さ
れ
る
。Q

uo m
inus id accidere in scholis m

irum
 est: ibi etiam

 ex industria fi ngitur.

」, V
II, 6

）

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
虚
構
さ
れ
た
事
例
と
い
う
ぼ
ん
や
り
と
し
た
幻
影
が
積
み
重
な
っ
た
作
品
と
の
引
き
替
え
に
よ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
キ
ケ
ロ
の
場
合
に
は
レ
ト
リ
ッ
ク
の
作
品
は
「
法
廷
で
の
討
論disputatio fori

」
が
響
き
渡
っ
て
い
る
。
し
か
し
ク
ィ
ン
テ
ィ
リ

ア
ヌ
ス
は
残
念
な
が
ら
そ
も
そ
も
「
法
」ius
の
生
き
た
理
解
を
持
っ
て
い
な
い
。
彼
は
し
ば
し
ば
そ
れ
を
称
讃
す
る
が
、
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
の
処
方

箋
が
た
だ
ち
に
認
識
さ
れ
う
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
111
） 

比
較
せ
よ
：Ivo P

faff : Z
u

r L
eh

re vom
 sogen

. in
 frau

d
em

 legis agere 

（1892

）.

ラ
テ
ン
語
の
表
現
は
例
え
ばC

.1. 14. 5pr.: 

朕
惟
ふ

に
法
文
の
文
字
を
厳
守
し
て
そ
の
精
神
を
失
は
し
め
ん
と
企
つ
も
の
は
そ
の
実
に
於
い
て
法
律
に
違
反
す
る
も
の
た
る
こ
と
疑
な
き
と
こ
ろ
な
り
。

故
に
法
律
条
文
の
趣
旨
に
反
し
て
故
意
に
屢
々
そ
の
法
文
の
文
字
を
悪
用
し
て
相
手
方
を
苦
し
む
る
も
の
は
法
律
に
定
め
た
る
刑
罰
を
免
く
る
こ
と

を
得
ざ
る
も
の
と
す
。N

on dubium
 est in legem

 com
m
ittere eum

, qui verba legis am
plexus contra legis nititur voluntatem

: nec 

poenas insertas legibus evitabit, qui se contra iuris sententiam
 scaeva praerogativa verborum

 fraudulenter excusat.

」

（
112
） P

. Jörs: R
öm

isch
e R

ech
tsw

issen
sch

aft zu
r Z

eit d
er R

epu
blik 1, 283ff .

は
、
レ
グ
ラ
法
学
と
い
う
観
念
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
レ
グ
ラ
法
学
も
、
解
釈
の
原
理
の
発
見
と
定
式
化
の
主
要
な
貢
献
を
な
し
た
と
さ
れ
る
（S

.294

）。
そ
こ
に
は
「
文
言
と
意
思

一
〇
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
八
二
）

scriptum
 et voluntas

」
に
関
わ
る
解
釈
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
範
囲
で
、
こ
の
こ
と
は
あ
て
は
ま
ら
ず
、
レ
グ
ラ
的
方
法
の
学

問
的
意
味
（S

.295

）
が
そ
の
他
の
点
で
は
冷
静
に
判
断
す
る
優
れ
た
著
作
の
中
で
過
大
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
上
に
あ
げ
た
法
律
学
へ
の
批
判

（C
icero: de oratore 2, 142

）
をJoers

は
そ
れ
ゆ
え
緩
和
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
113
） 
こ
れ
に
つ
い
て
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
言
葉
「
朕
惟
ふ
に
法
律
の
解
釈
権
は
朕
に
の
み
存
す
る
も
の
な
り
。
こ
の
故
に
公
平
な
る
條
理
と

厳
正
な
る
法
律
と
の
調
和
に
関
す
る
解
釈
の
権
利
は
朕
の
公
務
の
一
に
し
て
実
に
朕
に
の
み
存
す
る
も
の
と
知
る
べ
き
な
り
。」C

.1, 14, 1

。
し
か

し
、
ユ
帝
は
彼
の
要
求
を
文
言
に
於
て
将
来
的
に
拘
束
力
を
有
す
る
新
し
い
法
典
編
纂
の
存
在
に
基
づ
か
せ
て
い
る
：「
然
れ
ど
も
こ
れ
ら
の
法
律

に
不
明
の
点
あ
ら
ば
立
法
者
た
る
皇
帝
は
そ
の
解
釈
権
に
よ
り
て
解
釈
し
て
以
て
法
律
の
厳
に
失
す
る
も
の
又
は
人
道
と
調
和
せ
ざ
る
も
の
を
調
整

せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
す
。」（
四
五
四
年
）。

本
稿
は
、
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
課
題
番
号22530008

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。 一

〇
八



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
二
八
三
）

英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺

│
ダ
イ
シ
ー
「
代
議
制
統
治
の
形
態
は
永
遠
の
も
の
か
」

│
Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー

加　

藤　

紘　

捷　

共
訳

菊　

池　

肇　

哉　
　
　

訳
者
解
題

本
稿
は
、
一
八
九
九
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ロ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
、
第
一
三
巻
、
第
二
号
（
六
七
〜
七
九
頁
）
に
掲
載

さ
れ
た
Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー
の
論
文
、“W

ill the F
orm

 of P
arliam

entary G
overnm

ent B
e P

erm
anent? ”

の
邦
訳
で
あ
る
。
ダ
イ

シ
ー
は
一
八
九
八
年
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
に
招
請
さ
れ
、
同
大
学
の
学
生
に
向
け
て
イ
ギ
リ
ス
法
を
講
じ
た
。
そ
れ
は
一
八
九
九
年
、

（
＊

1）

（
＊

2）

一
〇
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
八
四
）

C
ontem

porary R
eview

誌
に
、
ダ
イ
シ
ー
の
名
に
よ
り
、“T

he T
eaching of E

nglish L
aw

 at H
arvard ”

と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
後

に
こ
の
論
文
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ロ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
に
転
載
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
含
め
て
、
ダ
イ
シ
ー
は
同
大
学
の
法
律
雑
誌
に
三
本
の

論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
三
本
の
う
ち
、
最
初
に
発
表
し
た
論
文
が
本
稿
で
邦
訳
の
対
象
と
し
た
論
稿
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
彼
が
満

を
持
し
て
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
こ
そ
、
英
国
憲
法
が
そ
の
成
功
例
と
し
て
世
界
に
誇
る
「
代
議
制
統
治
」P

arliam
entary governm

ent

で
あ
り
、
ダ
イ
シ
ー
は
、
そ
れ
を
テ
ー
マ
に
、
果
た
し
て
そ
れ
が
普
遍
的
に
永
続
性
の
あ
る
も
の
か
を
世
に
問
う
た
の
で
あ
る
。

英
国
は
、
一
六
八
八
年
、
こ
れ
ま
で
の
国
王
と
の
主
権
闘
争
を
名
誉
革
命
に
て
決
着
さ
せ
、
議
会
主
権
体
制
を
確
立
し
た
。
そ
れ
か
ら

二
世
紀
後
の
一
九
世
紀
、
ダ
イ
シ
ー
に
よ
り
、
主
権
は
法
的
主
権
と
政
治
的
主
権
に
峻
別
さ
れ
、
法
的
主
権
は
議
会
に
、
政
治
的
主
権
は

国
民
に
存
す
る
と
さ
れ
た
。
本
稿
の
演
題
に
み
るP

arliam
entary governm

ent

は
、
論
稿
の
内
容
に
即
し
て
言
え
ば
、
国
民
の
も
つ

政
治
的
主
権
に
よ
り
選
出
さ
れ
、
託
さ
れ
た
代
議
員
に
よ
る
英
国
の
代
議
制
統
治
を
さ
す
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
ミ
ル
の
著
わ
し
た

J.S
. M

ill, C
onsiderations on R

epresentative G
overnm

ent

（
一
八
六
一
年
）（
ミ
ル
、
水
田
洋
訳
、『
代
議
制
統
治
論
』）
に
み
る

“R
epresentative G

overnm
ent ”

と
通
じ
る
も
の
と
し
て
、
本
稿
で
は
「
議
院
内
閣
制
」
よ
り
、「
代
議
制
統
治
」
と
し
て
訳
し
た
。
そ

れ
は
、
換
言
す
れ
ば
、
英
国
の
議
会
制
度
を
そ
の
雛
形
と
し
た
「
近
代
型
議
会
制
民
主
主
義
」
そ
の
も
の
と
言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

タ
イ
ト
ル
のthe F
orm

 of P
arliam

entary G
overnm

ent
に
み
る
定
冠
詞
のthe

の
含
意
は
、「
近
代
の
」「
現
代
の
」「
今
で
は
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
化
さ
れ
て
い
る
英
国
型
の
」
と
様
々
に
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

当
論
文
の
趣
旨
を
要
約
す
れ
ば
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
、
英
国
型
議
会
制
民
主
主
義
を
モ
デ
ル
に
し
た
民
主
主
義
は
、
ア
ジ
ア
の
国
家

で
あ
る
日
本
す
ら
含
め
、
世
界
に
急
速
に
敷
衍
し
て
来
た
が
、
非
常
に
特
殊
な
英
国
の
歴
史
的
事
情
に
依
拠
し
発
展
し
て
き
た
英
国
型
議

会
制
民
主
主
義
で
も
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
の
状
況
に
か
ん
が
み
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
永
遠
あ
る
い
は
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
永
続
で
き

（
＊

3）

一
一
〇



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
二
八
五
）

よ
う
か
と
の
疑
念
を
呈
す
る
内
容
と
言
っ
て
よ
い
。

我
々
日
本
人
に
と
っ
て
興
味
深
い
こ
と
に
は
、
本
論
文
で
、
ダ
イ
シ
ー
は
日
本
で
「
ま
る
で
魔
法
の
杖
の
一
振
り
で
あ
る
か
の
よ
う

に
」
突
然
、
採
用
さ
れ
た
議
会
制
統
治
や
議
会
制
度
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
驚
き
を
持
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
ダ

イ
シ
ー
の
明
治
日
本
に
対
す
る
評
価
は
、
そ
の
言
外
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
十
分
に
汲
み
取
る
な
ら
ば
、
か
な
り
否
定
的
に
見
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
、
ダ
イ
シ
ー
が
そ
の
判
断
を
「
後
の
歴
史
の
判
断
」
に
任
せ
る
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
が
、
明
治

憲
法
下
に
お
け
る
日
本
の
大
戦
期
の
立
憲
政
治
が
議
会
制
統
治
ど
こ
ろ
か
、
軍
部
の
暴
走
に
対
し
議
会
が
身
を
削
る
抵
抗
も
制
約
も
な
し

え
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ダ
イ
シ
ー
の
疑
念
も
実
に
先
見
の
明
を
得
て
い
た
と
言
え
な
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

当
ダ
イ
シ
ー
論
文
が
一
九
世
紀
の
最
後
で
あ
る
一
八
九
九
年
に
、
来
た
る
べ
き
二
〇
世
紀
を
前
に
し
て
代
議
制
統
治representative 

governm
ent

論
、
ひ
い
て
は
、「
議
会
主
権
論
」
を
論
じ
た
未
来
志
向
の
論
文
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ダ
イ

シ
ー
は
自
己
の
『
憲
法
序
説
』（
初
版
、
一
八
八
五
年
）
に
よ
り
提
示
し
た
諸
原
則
を
、
決
し
て
万
古
不
易
の
も
の
と
考
え
て
い
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
実
は
、
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
が
ダ
イ
シ
ー
に
内
在
す
る
ホ
ィ
ッ
グ
史
観
批
判
と
し
て
指
摘
し
て
み
せ
た
「
個
人
主
義

individualim

か
ら
集
産
主
義collectivism

」
へ
の
変
化
と
い
う
も
の
は
、
ダ
イ
シ
ー
自
身
に
よ
り
、
当
論
文
で
既
に
、
言
及
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
提
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
社
会
進
化
論
的
（
※
ダ
ー
ウ
ィ
ン
『
種
の
起
源
』
は
一
八
六
〇
年
、
ダ
イ
シ
ー
二
五
歳
の

時
に
、
初
版
さ
れ
た
。）
な
ボ
ジ
テ
ィ
ブ
な
右
肩
上
が
り
の
未
来
志
向
と
言
う
よ
り
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
未
来
志
向
な
の
で
あ
る
。
英
国
型

主
権
論
に
対
す
る
将
来
の
否
定
的
な
予
測
が
続
き
、
最
終
的
に
そ
の
判
断
を
読
者
に
任
せ
る
形
を
と
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
当
論
文
を
ダ

イ
シ
ー
の
思
想
史
の
中
で
如
何
に
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
か
、
ダ
イ
シ
ー
の
真
意
は
ど
こ
に
存
し
た
の
か
、
そ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
表
現
に

よ
る
懐
疑
性
・
曖
昧
性
ゆ
え
に
理
解
す
る
上
で
困
難
が
多
い
論
文
で
も
あ
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
通
常
予
測
さ
れ
る
英
国
型
主
権
の
唱
道

一
一
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
八
六
）

者
た
る
ダ
イ
シ
ー
像
に
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
人
間
ダ
イ
シ
ー
の
一
側
面
で
あ
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。
畢
竟
、
糺
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
観
察
の
対
象

で
な
く
、
我
々
の
主
観
的
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
理
解
の
方
で
あ
ろ
う
。

当
論
文
で
は
今
日
の
我
々
に
は
、
全
く
忘
却
さ
れ
て
い
る
一
九
世
紀
後
半
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
敷
衍
し
た
「
議
会
制
否
定
主
義
」
も
し

く
は
「
議
会
制
統
治
の
倫
理
的
崩
壊
」
と
い
う
状
況
を
想
起
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
か
か
る
見
解
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
、
現
在
で
は

「
議
会
主
義
」
を
意
味
す
る
「
パ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
ズ
ムP
arliam

entarism

」
が
否
定
的
用
語
と
し
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ダ
イ
シ
ー
に

よ
れ
ば
、
こ
の
用
語
はE

nglish
で
は
な
い
（
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
英
語
で
は
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
）
が
、
当
時
、
編
集
さ
れ
つ

つ
あ
っ
たO

E
D

、
す
な
わ
ちO

xford E
nglish D

ictionary

に
収
録
さ
れ
る
に
正
当
な
請
求
権
を
有
す
る
ま
で
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
のO

E
D

の
初
版
及
び
第
二
版
で
は
、「
パ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
ズ
ムP

arliam
entarism

」
と
い
う
用
語
に
は
、
大
陸

で
敷
衍
し
た
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

実
は
、
ダ
イ
シ
ー
に
よ
り
、
こ
の
一
九
世
紀
末
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
と
し
て
の
「
パ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
に
関
連
し
て
語
ら
れ
る

諸
種
の
問
題
点
は
、
二
一
世
紀
の
現
在
に
な
っ
て
も
全
く
解
決
さ
れ
て
い
な
い
問
題
が
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
。

ダ
イ
シ
ー
は
、
第
一
に
、
少
数
者
が
、
議
事
妨
害
手
段
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
権
利
を
乱
用
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
る
（
後
出
一
二
九
頁

以
下
参
照
）。

「
第
一
の
弊
害
は
、「
少
数
者
に
よ
る
専
制
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
今
と
な
っ
て
は
、
絶
対
的
少
数
者
に
よ
る
各
種
の
議
事

妨
害
手
段
に
よ
り
多
数
者
の
意
思
が
歪
め
ら
れ
立
法
府
の
権
威
の
み
な
ら
ず
効
率
性
す
ら
台
無
し
に
さ
れ
る
こ
と
を
知
悉
し
て
い
る
。
こ

の
弊
害
は
、『
強
制
的
討
論
終
結
手
続closure

』
と
い
う
適
切
な
善
後
策
に
よ
り
抑
制
さ
れ
る
こ
と
も
、
我
々
は
む
ろ
ん
承
知
し
て
い
る

一
一
二



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
二
八
七
）

の
で
あ
る
が
、
議
事
妨
害
手
段
に
対
し
て
発
見
さ
れ
た
、
こ
の
唯
一
の
対
抗
手
段
と
い
う
も
の
は
、
バ
ジ
ェ
ッ
ト
の
よ
う
な
議
会
制
主
義

者
の
視
点
か
ら
は
、
そ
れ
が
治
癒
す
る
病
弊
と
同
程
度
に
、
質
の
悪
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
強
制
的
討
論
終
結
手
続
と
い
う

も
の
は
、
議
論
に
よ
る
統
治
に
不
可
欠
な
自
由
な
討
論
そ
の
も
の
に
終
止
符
を
打
つ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
議
論
を
免
除
し
う
る
と
い
う

可
能
性
は
、
議
会
の
倫
理
的
権
威
と
い
う
も
の
に
、
致
命
的
な
思
考
、
つ
ま
り
、
議
会
に
お
け
る
討
論
に
は
な
ん
の
重
要
性
も
な
い
と
い

う
こ
と
を
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る
。」

こ
れ
ら
は
、
現
在
の
日
本
で
は
、「
牛
歩
戦
術
」
な
ど
の
非
生
産
的
な
議
事
妨
害
や
「
強
行
採
決
は
横
暴
で
あ
る
」
と
言
っ
て
、
絶
対

少
数
の
野
党
が
国
会
運
営
を
妨
害
し
、
と
も
す
れ
ば
多
数
決
の
原
理
を
踏
み
に
じ
り
か
ね
な
い
状
況
と
直
結
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
ダ
イ

シ
ー
は
、
か
か
る
場
合
の
処
方
箋
と
し
て
「
強
制
的
討
論
終
結
手
続closure

」
を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
は
、
民
主
主
義
に
よ
る
議
論
否
定

に
も
な
り
か
ね
ず
、
民
主
主
義
の
自
殺
を
意
味
す
る
諸
刃
の
剣
で
あ
り
、
二
一
世
紀
の
日
本
で
も
、
未
だ
、
何
の
解
決
も
見
出
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
議
会
で
す
ら
、
し
ば
し
ば
、
民
主
主
義
的
な
要
望
を
代
表
出
来
な
い
点
が
ダ
イ
シ
ー
に
よ
り
以
下
の

如
く
指
摘
さ
れ
る
。

「
第
二
の
病
弊
は
、
公
正
に
創
出
さ
れ
た
各
選
挙
区
か
ら
、
そ
れ
も
公
正
に
選
出
さ
れ
た
議
会
が
、
重
要
な
案
件
に
お
い
て
す
ら
、
国

民
の
各
種
要
望
を
代
表
し
そ
こ
な
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」
と
。

こ
の
点
は
、
現
在
の
日
本
で
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
。
ダ
イ
シ
ー
は
英
国
議
会
が
、
英
国
の
民
衆
の
見
解
を
必
ず
し
も
代
表
す
る
も
の

で
な
い
こ
と
を
早
く
か
ら
看
破
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、「
法
的
主
権
」
は
「
英
国
議
会
」
に
あ
る
が
、
他
方
で
、「
政
治
的
主

権
」
は
「
英
国
人
民
」
に
存
す
る
と
い
う
理
論
構
成
を
し
得
た
の
で
あ
る
。

一
一
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
八
八
）

ダ
イ
シ
ー
の
最
後
の
第
三
点
は
、
い
さ
さ
か
現
在
の
我
々
に
は
想
像
し
づ
ら
い
。
と
い
う
の
も
、

「
最
後
に
、
各
国
議
会
は
会
議
・
議
会
と
い
う
も
の
が
、
そ
の
本
質
か
ら
、
為
す
こ
と
に
向
い
て
い
な
い
、
あ
る
仕
事
を
す
る
よ
う
に

近
年
仕
向
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
信
用
喪
失
に
悩
ま
さ
れ
て
き
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ダ
イ
シ
ー
に
よ
れ
ば
、
議
会
制
定
法
に
よ
る
政
治
改
革
が
も
っ
と
も
効
率
的
に
行
わ
れ
る
の
は
、
革
命
時
な
ど
、
既
に
あ
る
旧
制
度
を

破
壊
す
る
、
破
壊
的
立
法
の
場
合
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
、「
個
人
主
義individualism

の
信
条
か
ら
集
産
主
義collectivism

の
信
条

へ
と
移
行
」
し
て
来
て
お
り
、
か
か
る
福
祉
国
家
観
に
基
づ
い
た
積
極
的
立
法
は
、
実
は
、
議
会
の
得
意
と
す
る
所
で
は
な
い
の
で
あ
る

と
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
歴
史
的
に
、
現
代
の
我
々
に
と
っ
て
、
興
味
深
い
指
摘
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
ダ
イ
シ
ー
に
よ
る
当
論
文
は
、
時
代
を
越
え
て
未
来
志
向
で
あ
る
と
と
も
に
、
ダ
イ
シ
ー
伝
統
の
ダ
イ
シ
ー
自
身
に

よ
る
否
定
と
い
う
よ
う
な
側
面
さ
え
も
持
ち
あ
わ
せ
て
お
り
、
極
め
て
評
価
の
難
し
い
論
文
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
や
当
然
か
つ
所
与
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
現
代
の
我
々
の
議
会
制
民
主
主
義
の
根
本
を
問
い
な
お
す
意
味
で
、
非

常
に
意
義
あ
る
論
文
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
訳
者
ら
は
考
え
る
次
第
で
あ
る
。
無
論
、
最
終
的
判
断
は
、
読
者
諸
賢
の
評
価
に
委
ね
る
も

の
で
あ
る
。

（
＊
1
）　A

.V
. D

icey, “W
ill the F

orm
 of P

arliam
entary G

overnm
ent B

e P
erm

anent?”, H
arvard L

aw
 R

eview
, V

o. 13, N
o. 2 

（June 

1899

）, pp. 67-79.

（
＊
2
）　

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
学
長
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｗ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
招
請
を
受
け
て
同
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
同
大
学
で
講
義
を
し

た
よ
う
で
あ
る
。C

osgrove, 

一
七
〇
〜
一
七
一
頁
参
照
。

（
＊
3
）　H

arvard L
aw

 R
eview

, vol. 13, no. 5 

（1900

）, pp. 422-440.
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英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
二
八
九
）

Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー
「
代
議
制
統
治
の
形
態
は
永
遠
の
も
の
か（

1
）
」

加
藤
紘
捷　

訳

菊
池
肇
哉　

　

今
日
、
代
議
制
統
治
の
永
続
性
に
対
す
る
世
に
広
く
行
き
渡
っ
て
い
る
信
仰
は
、
全
く
非
対
称
的
意
味
を
持
つ
二
つ
の
事
実
に
基
づ
い

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
第
一
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
は
る
か
に
重
要
で
あ
る
事
実
は
、
英
国
憲
法
の
耐
久
性
と
そ
の
成
功
で
あ
る
。

英
国
議
会
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
現
在
の
形
態
で
、
六
世
紀
以
上
も
存
続
し
て
来
て
お
り
、
世
代
を
積
み
重
ね
る
に
つ
れ
、
両
院
の

権
限
、
特
に
庶
民
院
の
権
限
は
増
大
の
一
途
を
た
ど
り
、
今
や
、
英
国
の
公
的
生
活
の
中
心
に
ま
で
、
成
長
し
た
。

こ
の
事
実
の
優
れ
た
点
は
、
各
時
代
の
多
様
に
変
化
す
る
英
国
議
会
の
地
位
、
影
響
力
、
特
質
を
知
る
ほ
ど
に
、
い
や
増
す
も
の
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
か
か
る
多
様
性
こ
そ
、
代
議
制
統
治
の
様
々
な
時
代
の
変
化
す
る
環
境
に
自
ら
を
適
応
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

と
い
う
内
在
的
能
力
を
、
証
明
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
我
々
の
想
像
力
に
印
象
づ
け
る
様
々
な
現
象
の

一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
英
国
憲
法
は
、
あ
る
意
味
で
、
現
代
の
形
態
を
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
治
世
（
※
一
二
七
二
年
か
ら
一
三
〇
七
年
）
に
完

成
さ
せ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
プ
ラ
ン
タ
ジ
ネ
ッ
ト
朝
（
※
一
一
五
四
年
か
ら
一
三
九
九
年
）
の
時
代
か
ら
我
々
自
身
の
時
代
に
至
る
ま
で
、

継
続
し
て
、
そ
の
妥
当
性
・
適
応
性
を
示
し
て
き
て
お
り
、
英
国
の
国
勢
が
増
大
す
る
に
つ
れ
、
憲
法
自
体
も
、
徐
々
に
拡
大
可
能
で
あ

る
こ
と
を
、
自
ら
証
明
し
て
き
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
併
合
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
合
併
、
グ

レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
の
合
併
を
許
容
す
る
に
十
分
、
英
国
憲
法
は
、
柔
軟
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
当
初
は
小
さ
な
一

一
一
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
九
〇
）

つ
の
島
の
、
さ
ら
に
そ
の
一
部
分
の
統
治
の
た
め
に
、
組
み
上
げ
ら
れ
た
シ
ス
テ
ム
が
、
広
大
な
大
英
帝
国
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
、

ほ
ぼ
無
意
識
と
い
っ
て
良
い
成
長
の
過
程
を
経
て
適
合
し
、
か
つ
、
当
初
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
み
の
議
会
で
あ
っ
た
も
の
が
、
様
々
な
方

式
及
び
様
々
な
程
度
で
、
各
植
民
地
及
び
各
自
治
領
を
統
制
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
（
※
現
在
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
連
邦
を
構
成
す
るQ

ueensland, N
ew

 S
outh W

ales, V
ictoria, T

asm
ania, S

outh A
ustralia

とW
estern A

ustralia

の
六
つ
の
英
国
自
治

植
民
地
（B

ritish self-governing colonies

）
の
一
つ
で
州
都
の
メ
ル
ボ
ル
ン
近
辺
の
区
域
を
含
む
。
当
論
文
の
書
か
れ
た
当
時
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

連
邦
は
成
立
し
て
お
ら
ず
、
独
立
し
た
議
会
を
有
す
る
自
治
植
民
地
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。）
や
、
カ
ナ
ダ
自
治
領
は
事
実
上
の
独
立
を
達
成

し
て
お
り
、
他
の
地
域
、
た
と
え
ば
イ
ン
ド
帝
国
な
ど
は
、
実
際
上
は
、
最
終
的
手
段
と
し
て
各
種
命
令
を
英
国
議
会
の
委
員
会
か
ら
授

権
さ
れ
る
官
吏
た
ち
に
よ
り
統
治
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
か
ら
判
断
さ
れ
る
に
、
最
も
厳
格
な
批
評
家
さ
え
も
、
英
国
立
憲
主
義
は
そ

の
顕
著
な
成
功
に
よ
り
栄
冠
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
を
否
定
し
得
ぬ
で
あ
ろ
う
。
英
国
議
会
が
非
常
に
重
大
な
数
々
の
過
ち
を
犯
し
て
来

た
こ
と
は
、
疑
い
な
き
事
実
で
あ
る
が
、
同
じ
事
は
、
有
史
以
来
存
在
し
て
き
た
全
て
の
統
治
機
関
に
つ
い
て
も
言
わ
れ
得
る
。
現
実
上
、

世
界
の
統
治
に
費
や
さ
れ
た
、
も
し
く
は
、
統
治
に
足
り
得
た
人
類
の
叡
智
が
い
か
に
卑
小
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
今
や
万
人
の

口
に
膾
炙
す
る
箴
言
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
（
※
一
七
六
〇
年
か
ら

一
八
二
〇
年
：
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
時
の
英
国
王
）
及
び
そ
の
臣
下
が
、
植
民
地
支
配
に
関
し
て
示
し
た
、
無
能
さ
と
先
見
の
明
の
欠
如
が
、

過
小
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
可
能
性
は
、
大
い
に
あ
り
得
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
い
そ
の
後
の
歴
史
の
中
で
、
合
衆
国
大
統
領
の
愚
行

と
無
能
が
、
英
国
諸
王
の
無
知
と
傲
慢
さ
と
、
同
様
の
無
残
な
結
果
を
残
す
で
あ
ろ
う
か
ど
う
か
は
未
来
の
歴
史
に
照
ら
し
て
の
み
、
答

え
う
る
疑
問
と
し
て
残
ろ
う
。
無
論
、
英
国
議
会
と
い
え
ど
も
、
大
き
な
失
敗
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
英
国
人
民
の
為
し
た
諸

成
果
と
秤
に
か
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
公
平
な
批
評
家
な
ら
ば
、
後
者
の
立
憲
政
治
を
信
頼
す
る
方
に
大
き
く
軍
配
を
挙
げ
る
に
違
い
な
い

（
i）

一
一
六



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
二
九
一
）

こ
と
を
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
英
国
は
、
何
時
の
時
代
で
も
、
そ
の
憲
法
の
お
陰
で
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
そ
の
憲
法
の

下
で
、
多
く
の
民
族
が
難
破
す
る
に
至
っ
た
様
々
な
嵐
を
、
何
と
か
安
全
に
、
乗
り
越
え
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
英
国
憲
法
は
│
そ
の
中

に
は
我
々
の
司
法
機
関
全
て
が
包
摂
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
│
、
バ
ラ
戦
争
中
の
無
政
府
状
態
中
も
、
自
由
の
伝
統
を
維
持
し
て
き
た
し
、

貴
族
的
派
閥
政
治
の
騒
乱
が
英
国
民
の
活
力
を
破
壊
す
る
こ
と
も
阻
止
し
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
チ
ュ
ー
ダ
ー
朝
で
の
英
国
の
繁
栄
は
、

英
国
議
会
の
両
院
の
お
か
げ
と
言
う
よ
り
も
、
王
権
の
お
か
げ
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
得
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
主
張
の
真
実
は

認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
代
議
制
機
関
が
、
祖
国
に
対
し
為
し
た
奉
仕
を
、
実
質
的
に
損
な
わ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
英
国

議
会
の
存
在
は
王
権
の
専
制
を
抑
制
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
国
王
の
権
力
を
増
大
さ
せ
な
が
ら
も
、
そ
の
専
制
的
権
力
の
行
使
を
英
国
民

の
福
利
に
裨
益
す
る
よ
う
な
様
々
な
経
路
へ
と
方
向
付
け
た
か
ら
で
あ
る
。
英
国
議
会
制
に
よ
り
、
英
国
は
、
我
々
が
宗
教
改
革
と
呼
ぶ
、

社
会
的
、
宗
教
的
変
革
を
成
功
裏
に
切
り
抜
け
て
き
た
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
宗
教
的
自
由
を
確
立
す
る
希
望
を
叩
き
潰
し
た
悲
劇
や
、

ド
イ
ツ
の
統
合
と
繁
栄
を
何
世
代
も
の
間
遅
延
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
、
そ
の
悲
劇
の
一
〇
分
の
一
の
損
害
す
ら
、
英
国
は
、
被
っ
て
来

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
英
国
憲
法
の
存
在
が
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
朝
の
専
制
に
対
し
て
英
国
民
を
し
て
抵
抗
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
、

究
極
的
に
、
領
国
に
宗
教
的
寛
容
の
時
代
を
確
立
せ
し
め
た
こ
と
は
、
い
か
な
る
研
究
者
に
と
っ
て
も
、
明
ら
か
で
あ
る
。
爾
来
、
余
り

注
意
を
向
け
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
こ
こ
で
留
意
さ
れ
る
べ
き
点
は
、
英
国
の
立
憲
主
義
は
、
一
七
世
紀
に
お
け

る
様
々
な
革
命
的
運
動
に
よ
り
動
揺
し
た
公
共
道
徳
を
、
回
復
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
時
代
と
ピ
ー
ル
の
時
代
と

を
比
べ
て
み
る
が
よ
い
。
そ
の
中
間
期
に
、
徐
々
に
高
い
公
共
精
神
が
復
活
し
た
こ
と
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
比
較
か
ら
、

宗
教
改
革
前
の
英
国
議
会
の
欠
陥
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
英
国
の
各
政
治
機
構
に
は
、
公
共
生
活
の
一
般
的
特
質
の
改

善
を
可
能
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
促
進
す
る
何
ら
か
の
も
の
を
、
見
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
、
結
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
最
後

（
ii）

（
iii）
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に
、
議
会
制
立
憲
主
義
は
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
時
代
と
そ
れ
に
続
く
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
時
代
の
対
フ
ラ
ン
ス
と
の
摩
擦
の
中
で
、
英
国
を
勝
利

に
導
い
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
長
い
平
和
状
態
の
中
で
、
英
国
は
、
革
命
の
害
悪
抜
き
に
、
諸
改
革
の
全
て
の
恩
恵
を
う

け
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
か
か
る
恩
恵
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
い
て
は
、（
仮
に
も
し
）
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
暴
力
と
不
正

義
を
対
価
と
せ
ず
に
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
か
か
る
英
国
憲
法
の
兼
ね
備
え
る
安
定
性
と
柔
軟
性

が
、
世
界
の
現
代
人
の
感
性
に
不
朽
の
感
銘
を
与
え
た
こ
と
に
対
し
、
疑
念
を
抱
き
得
る
者
は
何
人
も
居
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
代
議
制
統
治
に
信
を
置
く
こ
と
の
、
第
二
の
大
き
な
要
素
は
、
議
会
制
度
の
全
文
明
世
界
へ
の
拡
張
で
あ
る
。

こ
の
統
治
制
度
は
、
ロ
シ
ア
と
ト
ル
コ
を
除
く
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
家
に
よ
り
採
用
さ
れ
て
お
り
、
広
く
言
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
文
明
を
受
け
継
い
だ
全
て
の
国
に
敷
衍
し
て
お
り
、
つ
い
に
、
議
会
制
度
は
極
東
ア
ジ
ア
に
ま
で
も
侵
食
し
た
。
日
本
人
の
度
を
過
ぎ

た
と
は
言
わ
ぬ
が
異
常
な
模
倣
性
は
、
彼
ら
を
し
て
、
ま
る
で
魔
法
の
杖
の
一
振
り
で
の
よ
う
に
、
現
代
立
憲
制
度
の
コ
ピ
ー
も
し
く
は

下
手
な
戯
画caricature

を
生
み
出
す
こ
と
を
可
能
に
せ
し
め
た
。
彼
ら
日
本
人
は
、
今
や
、
立
憲
君
主
を
有
し
て
い
る
し
、
自
身
の
内

閣
を
有
し
て
い
る
し
、
自
身
の
議
会
多
数
派
を
代
表
す
る
閣
僚
を
有
し
て
い
る
し
、
自
身
の
対
立
政
党
を
有
し
て
い
る
し
、
自
身
の
議
事

妨
害
手
段
を
有
し
て
お
り
、
最
新
の
民
主
制
統
治
の
美
点
の
み
な
ら
ず
、
欠
点
ま
で
を
再
生
産
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
こ

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
的
製
品
の
東
洋
国
に
よ
る
輸
入
が
、
日
本
に
と
り
有
益
足
り
え
た
の
か
は
、
時
の
経
過
の
み
が
答
を
出
す
こ
と
が

で
き
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
く
議
会
制
の
伝
統
の
存
し
な
い
、
東
洋
の
こ
の
一
種
族
に
よ
る
、
立
憲
主
義
の
現
行
諸
形

態
の
採
用
は
、
今
日
の
現
代
人
に
と
っ
て
代
議
制
統
治
は
文
明
国
も
し
く
は
進
歩
主
義
的
国
家
に
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
の
、
決
定
的
証
拠
で
も
あ
る
。

か
か
る
見
解
の
現
状
は
、
全
く
も
っ
て
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
議
会
制
度
の
健
全
性
は
、
そ
れ
ら
が
実
際
の
と
こ
ろ

一
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依
拠
す
る
様
々
な
事
実
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
視
し
う
る
、
諸
種
の
考
察
と
い
う
も
の
が
存
す
る
。

ま
ず
第
一
に
、
英
国
の
憲
法
史
は
変
則
的
で
あ
る
こ
と
は
言
わ
ず
も
が
な
、
例
外
的
で
さ
え
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
英
国
人
民
の
経
験
か

ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
、
他
国
の
居
住
者
に
適
用
す
る
こ
と
に
は
、
注
意
深
い
理
論
家
な
ら
、
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
手
元
に
あ
る
事
実
の
う
ち
か
ら
一
例
を
供
す
の
み
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
英
国
の
島
国
的
特
質
が
、

英
国
の
諸
種
の
自
由
権
を
、
そ
の
破
壊
か
ら
救
っ
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
諸
国
、
も
し
く
は
、
強
力
な
近
隣
諸
国
か
ら
の
攻
撃

に
晒
さ
れ
て
来
た
こ
と
に
よ
り
、
行
政
権
の
権
威
強
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
最
終
的
に
は
大
規
模
な
常
備
軍
の
維
持
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

あ
ら
ゆ
る
国
々
に
お
い
て
、
か
か
る
自
由
権
が
い
か
に
し
て
、
英
国
に
お
い
て
深
く
根
を
張
り
、
徐
々
に
進
展
し
得
た
の
か
を
理
解
す
る

こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
今
日
に
お
い
て
は
、
議
会
が
そ
の
権
威
の
基
礎
を
確
立
し
た
時
代
に
、
英
国
の
諸
種
の
軍
隊
が
い
か
に

取
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
想
像
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
。
実
際
、
あ
る
危
機
に
際
し
て
、
英
国
の
自
由
の
保
護
の
た
め

に
、
常
備
軍
が
設
立
さ
れ
、
一
人
の
成
功
し
た
将
軍
に
無
限
の
権
限
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
か
か
る
英
国
議
会
の
自
由
を
代

表
し
て
、
兵
力
を
使
用
せ
ん
と
す
る
試
み
は
、
あ
る
好
都
合
な
状
況
下
で
為
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
は
文
民
教
育
を
受
け
て

い
た
し
、
彼
の
兵
隊
は
共
和
主
義
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
実
験
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
常
備
軍
の
優
位

性
は
、
英
国
人
民
の
諸
種
の
自
由
と
相
容
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
か
つ
、
王
政
復
古
は
王
権
の
勝
利
と
言
う
よ
り
は
更
な
る
議

会
側
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
今
日
、
連
合
王
国
は
過
去
の
世
代
の
英
国
民
が
、
そ
れ
な
り
に
も
っ
と
も
な
理
由
を
持
っ
て
、
市

民
的
自
由
へ
の
脅
威
と
見
な
し
て
来
た
、
そ
の
各
種
軍
隊
を
維
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
の
英
国
諸
軍
は
、
大
英
帝
国
全
域
の
防
衛

の
た
め
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
軍
隊
は
必
ず
し
も
大
規
模
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
海
軍
と
い

う
も
の
は
、
極
め
て
稀
な
事
例
を
の
ぞ
い
て
は
、
革
命
を
引
き
起
こ
す
手
段
と
し
て
は
使
用
不
能
な
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
英
国
議
会

一
一
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と
い
う
も
の
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
最
大
の
要
点
な
の
で
あ
る
が
、
今
日
に
お
い
て
は
英
国
の
制
度
の
不
可
欠
な
一
部
に
ま
で

な
っ
て
お
り
、
全
英
国
人
民
に
と
り
、
英
国
議
会
的
思
想
及
び
英
国
議
会
的
伝
統
と
い
う
も
の
が
骨
の
髄
ま
で
浸
潤
し
て
来
て
い
る
の
で

あ
る
。
ゆ
え
に
、
今
日
に
お
い
て
は
、
そ
の
保
護
に
最
も
熱
心
な
自
由
の
友
人
で
さ
え
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
政
権
下
で
反
乱
を
起
こ
し
、
英

国
議
会
を
解
散
さ
せ
た
連
隊
よ
り
も
は
る
か
に
大
規
模
な
諸
軍
の
編
成
を
、
無
頓
着
か
つ
無
防
備
に
目
撃
し
得
る
こ
と
を
保
証
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
私
の
言
わ
ん
と
す
る
事
を
、
こ
れ
以
上
詳
説
す
る
要
は
な
か
ろ
う
。
英
国
史
か
ら
も
、
他
国
の
数
百
年
来
に
渡
る
そ
れ
ぞ

れ
の
経
験
に
照
ら
し
て
も
明
ら
か
な
こ
と
は
、
英
国
の
例
外
的
歴
史
と
は
全
く
発
達
を
異
に
す
る
国
々
に
、
英
国
の
諸
制
度
を
成
功
裏
に

移
植
す
る
こ
と
が
ど
の
程
度
可
能
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
の
は
、
極
め
て
、
疑
わ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
英
国
人
の
経
験
を
引
き
合
い

に
、
議
会
制
統
治
が
、
あ
ら
ゆ
る
文
明
的
国
民
の
需
要
に
応
え
得
る
政
体
の
形
式
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
な
ど
と
考
え
る
こ
と
は
、

確
実
に
早
計
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
対
す
る
証
明
は
、
我
々
に
と
っ
て
の
第
二
の
偉
大
な
事
実
、
つ
ま
り
、
議
会
制
統
治
の
世
界
中
へ
の
伝
播
に
よ
っ
て
齎
さ

れ
る
は
ず
だ
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
か
な
る
思
想
家
で
あ
れ
、
模
倣
と
い
う
人
間
行
為
が
い
か
に
計
り
知
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
か
を
知
悉
す
る
者
な
ら
ば
、

あ
る
流
行
が
急
速
に
拡
大
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
、
即
、
か
か
る
流
行
が
あ
る
国
家
の
特
定
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
を
証
明

す
る
も
の
で
あ
る
と
、
結
論
付
け
る
こ
と
に
は
躊
躇
す
る
で
あ
ろ
う
。
政
治
に
お
い
て
は
、
流
行
と
い
う
も
の
は
全
能
で
あ
る
。
議
会
制

統
治
は
、
こ
の
半
世
紀
に
流
行
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
代
議
制
機
関
を
各
自
続
い
て
採
用
し
た
各
国
民
は
、
繁
栄
し
て
権
力
の
あ
る
と
自

身
が
称
賛
し
た
近
隣
諸
国
を
模
倣
し
よ
う
と
す
る
自
然
な
欲
望
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
行
為
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
政
治
家
た
ち
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
強
大
で
あ
る
と
認
識
し
た
。
彼
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
達
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
、
思
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼

一
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ら
は
、
当
世
流
行
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
の
政
治
的
よ
そ
お
い
を
採
用
し
、
身
に
ま
と
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
彼
ら
自
身
が
、
燕
尾
服

と
山
高
帽
を
身
に
ま
と
っ
て
み
せ
た
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
彼
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
達
の
よ
う
な
格
好
を
し
た
い
と

思
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
政
治
家
た
ち
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
称
号
や
法
を
採
用
し
た
、
フ
ラ
ン
ク
人
達
や
ロ
ン
バ
ル
ド
人
達
と
、
正
に

同
じ
行
動
を
し
た
わ
け
で
あ
る
。
仮
に
も
し
、
日
本
の
西
洋
慣
習
を
習
得
し
た
い
と
い
う
欲
望
が
、
ル
イ
一
四
世
が
西
洋
列
強
の
中
で
最

も
賞
賛
さ
れ
て
い
た
時
代
に
起
こ
っ
た
の
な
ら
ば
、
日
本
人
政
治
家
た
ち
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
シ
ス
テ
ム
に
範
を
お
い
た
行
政
制
度
を

構
築
し
、
ロ
ン
ド
ン
と
言
う
よ
り
は
パ
リ
の
流
行
に
従
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
人
間
本
性
の
盲
従
性
と
い
う
も
の

は
、
あ
る
特
定
の
民
族
も
し
く
は
国
家
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
現
代
の
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
も
し
く
は
、
メ
キ
シ
コ
の
政

治
家
達
は
、
各
自
違
っ
た
形
式
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
支
配
的
で
あ
っ
た
各
流
行
に
追
従
し
て
き
た
。
あ
る
国
家
の
国
制
が
、

議
会
制
君
主
制
で
あ
れ
、
中
央
集
権
化
し
た
共
和
国
家
で
あ
れ
、
連
邦
制
共
和
国
で
あ
れ
、
多
く
の
場
合
は
、
あ
る
特
定
の
政
治
形
態
が

与
え
ら
れ
た
、
あ
る
民
族
の
需
要
を
満
足
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
、
何
ら
の
合
理
的
確
信
を
も
伴
わ
ず
に
、
各
国
の
憲
法
制
定
者
の
各
時
代

に
支
配
的
で
あ
っ
た
流
行
に
追
随
し
よ
う
と
い
う
無
意
識
の
欲
望
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
の
国
家
の
憲
法
制

定
者
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
い
っ
た
国
々
の
各
時
代
の
支
配
的
威
信
に
お
も
ね
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。し

か
し
な
が
ら
、
議
会
制
統
治
は
、
比
較
的
最
近
に
発
明
さ
れ
た
政
治
メ
カ
ニ
ズ
ム
以
外
の
何
物
で
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
蒸
気
エ
ン

ジ
ン
や
電
報
な
ど
と
い
っ
た
、
他
の
人
間
の
発
明
の
才
に
よ
る
製
品
同
様
、
そ
の
様
々
な
国
で
の
採
用
の
事
実
は
、
一
部
に
は
、
そ
の
証

明
さ
れ
た
有
用
性
に
よ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
議
会
的
諸
機
構
の
敷
衍
は
、
そ
れ
を
採
用
し
た
国
家
に
よ
っ
て
有

用
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
た
、
と
の
推
定
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

一
二
一
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か
か
る
所
見
は
、
明
ら
か
な
真
実
で
は
あ
る
が
、
二
つ
の
考
察
か
ら
そ
の
力
を
削
が
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
我
々
が
問
題
と
し

て
い
る
政
治
的
流
行
は
、
歴
史
的
に
は
、
比
較
的
最
近
に
起
源
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
一
七
八
八
年
、
つ
ま
り
、
革
命
の
ド
ラ
マ
を
開
始

し
た
フ
ラ
ン
ス
国
民
三
部
会
が
招
集
さ
れ
る
前
年
に
お
い
て
は
、
お
お
ま
か
に
言
っ
て
、
議
会
的
機
構
と
い
う
も
の
は
、
英
国
人
民
の
み

の
所
有
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
諸
種
の
議
会
制
度
は
、
英
国
お
よ
び
そ
の
植
民
地
と
自
治
保
護
領
で
あ
っ
た
国
々
に
し
か
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
及
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
は
、
議
会
が
今
日
同
様
に
権
力
を
有
し
て
い
た
時
代
も
あ
っ

た
が
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
お
い
て
議
会
は
既
に
廃
止
さ
れ
て
い
た
か
、
も
し
く
は
ま
さ
に
廃
止
さ
れ
ん
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
両
者
と

も
に
お
い
て
王
権
の
勝
利
は
か
か
る
人
民
の
自
発
的
選
択
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
議
会
制
立
憲
主
義
の
有
用
性
に
対
す
る
人

民
の
感
傷
ほ
ど
、
あ
て
に
な
ら
ず
、
移
ろ
い
や
す
い
も
の
は
、
他
に
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
社
会
的
不
平
等
及
び
政
治
的
専
制
に
抵

抗
す
る
運
動
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ご
く
当
然
の
こ
と
わ
り
と
し
て
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
最
も
成
功
的
で
あ
っ
た
、
人
民
統
治
の
一
形
態

へ
の
情
熱
に
、
火
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
あ
る
一
時
点
で
は
、
議
会
制
度
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
国
に
お
い
て
確
立
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
と
予
測
す
る
こ
と
は
、
全
く
合
理
的
な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
期
待
は
裏
切
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
言
論
の
自
由
に
、
一
層
敵
対
的
な
、
啓
蒙
専
制
君
主
制
の
一
形
体
を
発
明
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る

が
、（
※
ナ
ポ
レ
オ
ン
政
権
の
弾
圧
し
た
）
こ
の
言
論
の
自
由
こ
そ
が
、
同
革
命
が
破
壊
し
動
揺
せ
し
め
た
封
建
君
主
制
度
よ
り
も
、
正
に
、

（
※
英
国
の
）
議
会
制
統
治
の
魂
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
没
落
は
、
英
国
型
立
憲
主
義
を
流
行
せ
し
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
の
転
覆
も
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
英
国
の
勝
利
も
、
議
会
の
自
由
へ
の
信
仰
を
、
本
来
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
に
は
普
及
せ

し
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
四
五
年
時
点
で
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況
を
考
え
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
、
ス

ペ
イ
ン
半
島
の
諸
国
な
ど
幾
つ
か
の
重
要
国
に
お
い
て
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
英
国
の
自
由
の
先
進
性
を
模
倣
し
た
立
憲
君
主
政
体
を
採

一
二
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用
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
国
家
の
中
に
は
、
か
か
る
模
倣
は
現
実
上
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

よ
り
、
遥
か
に
単
な
る
名
目
上
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
四
五
年
に
お
い
て
も
、
英
国
で
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
自

由
の
領
域
」
は
進
展
中
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
領
域
獲
得
に
対
し
て
は
、
イ
タ
リ
ア
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
ほ
ぼ
全

域
に
お
い
て
、
専
制
的
独
裁
制
が
支
配
的
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
対
置
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
今
度
は
、
一
八
五
八

年
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
我
々
は
、
一
八
四
八
年
革
命
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
は
無
駄
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
一
つ
か
二
つ
の
国
、
特
に
、

ピ
エ
モ
ン
ト
と
ス
イ
ス
に
お
い
て
、
恒
久
的
な
議
会
制
統
治
の
形
体
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か

る
進
展
は
、
別
の
後
退
に
よ
り
帳
消
し
に
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
帝
政
が
再
興
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
│
ク
ー
デ

タ
ー
に
よ
る
裏
切
り
が
い
か
に
憎
む
べ
き
も
の
で
は
あ
っ
た
と
し
て
も
│
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
積
極
的
賛
成
と
は
言
わ
ぬ
ま
で
も
、（
※

権
威
主
義
的
復
興
帝
政
へ
の
）
黙
従
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
第
二
帝
政
は
、
そ
の
他
の
特
質
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
れ
、
一
貫
し
て
議
会
制
統
治
を
否
定
し
て
き
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
否
定
し
続
け
る
も
の
で
あ
る
。
オ
ー
ス

ト
リ
ア
帝
国
を
盟
主
と
し
た
ド
イ
ツ
同
盟
の
国
々
に
お
い
て
は
、
専
制
に
よ
る
支
配
が
強
化
さ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
憲
法
的
諸
権
利
は
破

壊
さ
れ
た
。
こ
の
一
八
五
八
年
と
い
う
年
は
、
注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
時
代
の
終
わ
り
を
告
げ
て
い
た
。
翌
一
八
五
九
年
に
は
、

イ
タ
リ
ア
の
一
部
を
開
放
し
た
戦
争
に
よ
り
、
何
ら
か
の
新
時
代
と
い
っ
て
い
い
も
の
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
年
以
降
、
今
日
に
至
る
ま

で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
議
会
が
再
導
入
、
再
確
立
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
実
は
重
要
で
は
あ
る
も
の

の
、
我
々
を
し
て
議
会
制
統
治
に
対
す
る
あ
る
世
論
の
変
化
を
等
閑
視
す
る
こ
と
を
許
し
て
は
く
れ
な
い
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
あ
る
国
民
が
、
あ
る
時
代
の
流
行
に
従
っ
て
議
会
制
度
を
採
択
し
た
が
、
そ
の
流
行
の
移
ろ
い
に
伴
い
、
議
会
制
統

治
の
シ
ス
テ
ム
を
、
放
棄
し
え
た
と
い
う
可
能
性
を
証
明
す
る
の
み
で
、
議
会
制
民
主
主
義
と
い
う
発
明
が
、
人
類
に
明
ら
か
な
る
恩
恵

一
二
三
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を
施
し
て
き
て
、
最
早
、
人
類
は
そ
れ
を
放
棄
し
よ
う
と
し
な
い
し
、
む
し
ろ
、
放
棄
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
よ
う
な
他
の
発
明
と
、
同

レ
ベ
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
到
底
主
張
す
る
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
議
会
制
統
治
制
度
の
永
久
性
に
対
す
る
信
仰
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
狭
隘
、
か
つ
、
不
安
定
な
、
歴
史
的
事
実
と
い
う

基
礎
の
上
に
立
脚
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
議
会
制
民
主
主
義
へ
の
信
仰
は
、
我
々
が
見
て
き
た
よ
う
に
、

第
一
に
、
英
国
憲
法
の
明
ら
か
な
成
功
と
、
第
二
に
、
こ
こ
一
五
〇
年
間
ほ
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
験
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
事
実
の
重
み
に
対
し
て
、
そ
の
恒
常
的
重
要
性
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
対
置
し
う
る
の
は
、
い
か
な
る
公
平
な

観
察
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
存
在
を
否
定
し
得
ぬ
、
あ
る
一
つ
の
現
象
で
あ
る
。

議
会
に
対
す
る
信
仰
は
、
そ
の
失
墜
を
経
験
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
議
会
制
統
治
の
採
択
さ
れ
た
地
域
の
進
展
に
正
比
例
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
従
い
、
代
議
制
統
治
の
倫
理
的
権
威
や
威
信
も
失
墜
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
一
九
世
紀
中
頃
と
い
う
、
ご
く
最
近
ま
で
の
世
論
の
状
況
を
知
る
齢

よ
わ
い

に
あ
る
者
に
は
、
明
白
た
る
事
実
で
あ
る
。

一
八
四
八
年
革
命
が
社
会
改
革
者
や
革
命
家
た
ち
に
、
彼
ら
の
理
論
を
実
行
に
移
す
、
た
と
え
一
過
性
の
も
の
で
は
あ
る
に
し
て
も
、
思

い
が
け
ぬ
機
会
を
提
供
し
た
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
、
相
次
い
で
「
憲
法constitution

」
設
置
の
要
求
が
起
こ
っ
た
の
で
あ

る
。
当
時
、「
憲
法
」
と
い
う
、
こ
の
言
葉
の
意
味
し
た
も
の
は
、
常
に
、
議
会
制
統
治
の
導
入
も
し
く
は
伸
長
を
内
包
し
て
い
た
。

ま
っ
た
く
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
当
時
に
お
い
て
は
、
自
由
の
進
展
を
望
む
者
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
形
の
代
議
制

機
関
が
文
明
社
会
全
域
を
通
じ
て
人
類
に
対
し
最
大
の
恩
恵
を
恵
与
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
疑
う
よ
う
な
者
は
、
誰
一
人
と
し
て
居
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
に
関
し
て
だ
け
は
、
マ
コ
ー
レ
ー
や
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
、

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
と
い
っ
た
英
国
の
政
治
家
達
が
、
カ
ブ
ー
ル
な
ど
の
大
陸
の
議
会
主
義
者
の
み
な
ら
ず
、
ラ
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
や
コ

（
iv）

（
v
）

（
vi）

（
vii）

（
viii）
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シ
ュ
ー
ト
、
マ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
と
い
っ
た
非
常
に
違
っ
た
タ
イ
プ
の
革
命
主
義
者
た
ち
と
も
同
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
普
遍
的
な
議
会
制
統
治
へ
の
信
仰
と
、
今
日
一
九
世
紀
末
に
お
け
る
議
会
制
統
治
へ
の
懐
疑
主
義
と
を
比
べ
て

み
る
が
い
い
。
今
日
、
全
世
界
か
ら
い
た
る
と
こ
ろ
で
議
会
的
機
関
に
対
す
る
批
判
や
非
難
が
聞
か
れ
る
。
こ
れ
ら
全
て
は
「
パ
ー
ラ
メ

ン
タ
リ
ズ
ムP

arliam
entarism

」
の
一
語
で
尽
く
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
パ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
は
到
底
ま
と

も
な
英
語
で
は
な
い
が
、
マ
レ
ー
博
士D

r M
urray

の
英
語
辞
典
（
※
要
す
る
に
、O

E
D

）
の
、
い
か
に
聞
き
な
れ
ぬ
言
葉
で
も
英
語
を

書
こ
う
と
志
す
人
類
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
単
語
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
単
語
で
も
登
録
し
よ
う
と
す
る
見
境
な
い
と
は
い
え
ぬ
ま
で
も
、

太
っ
腹
な
博
愛
主
義
に
対
し
て
、
今
や
、
正
当
な
請
求
権
を
主
張
し
う
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
大
陸
起
源
で
あ

り
、
英
国
人
に
は
ご
く
最
近
ま
で
無
縁
で
あ
り
非
常
に
不
自
然
で
さ
え
あ
る
、
あ
る
思
想
、
つ
ま
り
、「
議
会
制
統
治
の
倫
理
的
崩
壊
」
を

意
味
す
る
。

も
っ
と
も
、
一
方
で
確
か
に
一
過
性
な
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
議
会
制
立
憲
主
義
の
陥
っ
た
、
か
か
る
不
信
の
証

拠
を
挙
げ
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
増
大
す
る
厳
格
性
と
瑣
末
主
義
（
│
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
ア
メ
リ
カ
共
和
国

の
ほ
ぼ
全
州
に
名
目
で
は
な
く
現
実
と
し
て
存
在
す
る
状
況
な
の
で
あ
る
│
）、
ス
イ
ス
に
お
け
る
国
民
投
票
制
、
熟
考
さ
れ
た
比
例
代
表
制
度

導
入
へ
の
提
言
、
何
千
も
の
人
々
が
有
す
る
感
情
を
制
御
し
う
る
者
の
ほ
と
ん
ど
居
な
い
よ
う
な
言
葉
で
語
ら
れ
る
才
気
が
あ
り
重
要
な

思
想
家
た
ち
に
よ
る
政
党
制
度
へ
の
非
難
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
も
の
は
、
少
な
く
と
も
場
合
に
よ
っ
て
は
、
選
出
さ
れ
た
議
会
が
偉
大
な

国
民
の
最
悪
の
部
分
を
代
表
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
よ
う
な
、
代
表
制
度
に
対
す
る
広
く
行
き
渡
っ
た
不
信
と
い
う
も
の
の
証
左
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
観
察
者
が
否
定
し
え
ぬ
世
論
の
状
況
に
対
し
、
こ
れ
以
上
証
拠
を
積
み
立
て
る
こ
と
は
無
益
で
あ

ろ
う
。
さ
し
あ
た
っ
て
の
私
の
目
的
と
し
て
重
要
な
の
は
そ
の
原
因
の
特
定
で
あ
る
。

（
ix）

（
x
）

（
xi）
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か
か
る
原
因
は
三
つ
ほ
ど
の
項
目
に
ま
と
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

第
一
に
、
代
表
制
統
治
の
採
用
の
敷
衍
が
議
会
か
ら
そ
の
権
威
を
奪
い
去
っ
た
の
は
必
然
で
あ
っ
た
。

代
表
制
立
法
府
を
有
す
る
国
家
が
、
極
く
少
数
に
限
ら
れ
て
お
り
、
た
ま
た
ま
、
そ
の
国
家
が
繁
栄
を
謳
歌
し
て
い
た
限
り
に
お
い
て

は
、
か
か
る
国
家
の
繁
栄
を
彼
ら
の
賞
賛
す
べ
き
憲
法
に
帰
し
、
自
ら
の
立
法
者
に
な
る
権
利
を
獲
得
し
た
い
か
な
る
国
民
に
も
繁
栄
が

約
束
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
情
熱
的
な
議
会
主
義
者
に
と
っ
て
は
、
人
民
を
代
表
す
る
議
会
は
、
そ
の
人
民

を
益
す
る
全
て
の
立
法
を
為
す
で
あ
ろ
う
と
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
法
改
革
者
も
し
く
は
博
愛
主
義
者
自
身
が
恩
恵
的
で
あ
る
と
信
じ
た

全
て
の
立
法
が
為
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
、
信
じ
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
革
命
時
の
危
機
的
状
況
下
で
は
、
賢
明
で

経
験
豊
か
な
人
々
を
す
ら
不
当
に
影
響
せ
し
め
た
、
か
か
る
甘
や
か
な
期
待
と
い
う
も
の
は
、
糠
喜
び
の
水
泡
と
帰
す
運
命
に
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
今
日
と
な
っ
て
は
、
い
か
な
る
国
家
で
す
ら
議
会
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
繁
栄
の
度
合
い
は
、
各
国
に
よ
り
ま
ち
ま
ち

で
あ
る
。
代
表
制
制
度
を
採
用
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
国
民
の
繁
栄
が
約
束
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
、
我
々
は
確
実
に
理
解

し
て
い
る
。
ま
た
、
議
会
と
い
う
立
法
府
は
、
そ
の
選
挙
民
の
叡
智
の
み
な
ら
ず
、
愚
行
ま
で
も
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
議
会
立
法
は

し
ば
し
ば
人
類
の
暗
愚
の
端
的
な
記
録
で
さ
え
あ
る
。
そ
の
う
え
、
あ
る
一
人
の
改
革
者
に
よ
っ
て
肯
定
さ
れ
る
立
法
は
、
別
の
改
革
者

の
最
も
強
固
な
確
信
に
対
し
矛
盾
す
る
。
そ
れ
が
国
王
で
あ
れ
、
議
会
で
あ
れ
、
民
衆
会
議
で
あ
れ
、
立
法
者
か
ら
提
起
さ
れ
る
法
案
と

い
う
も
の
は
、
少
な
く
と
も
そ
れ
に
賛
同
す
る
の
と
同
数
の
反
対
者
を
立
腹
せ
し
め
な
い
よ
う
な
の
も
の
は
、
歴
史
上
存
在
し
な
か
っ
た

し
、
爾
後
、
未
来
に
お
い
て
も
存
在
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
楽
観
主
義
者
と
は
決
し
て
呼
ば
れ
得
ぬ
人
々
に
よ
り
、
人
民
に
よ
る
統
治
の
敷
衍
か
ら
期
待
し
う
る
よ
う
な
利
点
の
幾
つ
か

で
さ
え
、
現
実
の
と
こ
ろ
は
、
現
代
お
い
て
代
表
制
機
関
の
存
在
を
享
受
し
て
い
る
諸
国
民
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

一
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こ
の
事
の
一
例
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
場
合
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
の
最
高
の
賢
人
た
ち
に
よ
り
、
新
し
い
イ
タ

リ
ア
国
民
の
出
現
が
期
待
さ
れ
て
か
ら
四
〇
年
ほ
ど
の
歳
月
が
経
過
し
た
。
外
国
に
寸
断
さ
れ
、
僧
職
者
に
よ
る
暴
政
と
迫
害
に
よ
る
知

的
暗
黒
状
況
と
い
う
最
悪
の
状
況
下
に
あ
り
な
が
ら
も
、
新
生
イ
タ
リ
ア
が
高
い
天
禀
と
揺
る
ぎ
な
い
愛
国
心
を
有
す
る
傑
物
を
多
く
輩

出
す
る
は
ず
で
あ
る
と
全
知
識
人
が
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
外
国
勢
力
の
駆
逐
と
市
民
的
及
び
宗
教
的
自
由
の
導
入
に
よ
り
、
イ
タ
リ

ア
は
再
生
し
、
人
格
的
に
も
知
性
的
に
も
、
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
指
針
と
な
る
よ
う
な
市
民
を
生
み
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う

と
、
自
信
を
持
っ
て
、
そ
う
考
え
ら
れ
た
。
現
在
の
イ
タ
リ
ア
は
、
他
の
世
界
の
諸
国
と
同
程
度
に
、
自
由
で
は
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

二
五
年
間
、
イ
タ
リ
ア
は
、
そ
の
憲
法
に
絶
対
的
に
忠
実
で
あ
る
立
憲
君
主
に
よ
り
招
集
さ
れ
、
自
由
に
選
挙
さ
れ
た
議
会
に
よ
り
統
治

さ
れ
て
来
て
お
り
、
今
現
在
も
そ
の
よ
う
に
統
治
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
友
人
た
ち
に
よ
り
賭
け
ら
れ
た
イ
タ
リ
ア
へ
の
期
待
は
失
望
に

終
わ
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
あ
る
歴
史
的
逆
説
の
目
撃
者
と
な
る
よ
う
、
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
外
国
勢
力
や
、

専
制
君
主
や
、
僧
職
者
に
よ
る
イ
タ
リ
ア
統
治
・
支
配
は
、
歴
史
が
そ
の
名
前
を
容
易
に
は
忘
れ
え
ぬ
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
た
ち
を
輩
出

し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
現
代
の
イ
タ
リ
ア
の
自
由
と
独
立
は
、
外
部
世
界
か
ら
見
る
限
り
に
お
い
て
、
取
る
に
足

ら
な
い
が
、
そ
れ
ゆ
え
、
当
世
の
名
声
は
剥
奪
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
代
わ
り
、
死
後
の
批
判
・
不
名
誉
か
ら
も
保
護
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
大
方
の
と
こ
ろ
満
足
を
見
出
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
愚
に
も
つ
か
ぬ
政
治
家
た
ち
以
外
の
、
何
者
も
生
み
出
し
て

は
い
な
い
。
今
の
イ
タ
リ
ア
の
ど
こ
に
、
カ
ブ
ー
ル
や
マ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
や
ガ
リ
バ
ル
デ
ィ
や
マ
ニ
ン
の
後
継
者
が
居
る
と
い
う
の
で
あ
ろ

う
か
？
ロ
ー
マ
議
会
の
ど
こ
に
も
、
そ
の
よ
う
な
者
は
、
見
い
出
し
得
ぬ
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
正
気
の
人
間

な
ら
、
誰
も
、
専
制
的
政
治
の
復
活
を
希
望
す
る
よ
う
な
者
も
、
イ
タ
リ
ア
に
は
天
禀
と
偉
大
性
を
兼
ね
備
え
た
人
物
が
過
去
に
居
続
け

て
き
た
し
、
今
現
在
で
も
居
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
疑
う
よ
う
な
者
も
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
私
は
補
足
し
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で

（
xii）
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ま
っ
た
く
不
可
解
な
こ
と
で
あ
る
も
の
の
、
今
の
と
こ
ろ
多
く
の
観
察
者
た
ち
の
目
に
は
、
現
代
型
議
会
制
立
憲
主
義
が
、
知
恵
と
誠
実

者
を
兼
ね
備
え
た
指
導
者
に
よ
る
指
導
を
希
求
し
て
い
る
の
が
確
実
な
そ
の
イ
タ
リ
ア
と
い
う
国
家
に
奉
仕
す
る
最
良
か
つ
最
も
崇
高
な

人
物
を
与
え
う
る
で
あ
ろ
う
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
そ
の
上
、
代
議
制
統
治
が
自
由
の
最
良
の
果
実
の
生
育
に
近
年
失
敗
し
た
国
は
、

な
に
も
イ
タ
リ
ア
に
限
る
も
の
で
は
な
い
。

第
三
に
、
現
代
的
生
活
の
数
々
の
状
況
は
、
代
議
制
議
会
か
ら
、
そ
の
威
厳
を
取
り
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

世
評
と
い
う
も
の
は
公
的
・
政
治
的
生
活
に
か
か
せ
ぬ
も
の
と
は
い
え
、
同
時
に
、
そ
の
破
綻
の
種
で
も
あ
る
。
英
国
人
民
が
庶
民
院

を
尊
敬
す
る
こ
と
も
、
私
が
推
測
す
る
に
、
ア
メ
リ
カ
人
民
が
そ
の
下
院
を
尊
敬
す
る
こ
と
も
、
仮
に
英
国
議
会
や
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会

の
議
論
の
毎
日
の
記
録
を
読
む
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
よ
り
た
や
す
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
確
か
に
、
何
ら
か
の
価
値
を

持
っ
た
著
作
の
中
で
、
う
ら
わ
び
し
さ
と
い
う
点
に
お
い
て
、
議
会
議
事
録
・
ハ
ン
サ
ー
ド
に
比
す
る
の
も
の
は
稀
で
あ
ろ
う
。
概
し
て
、

現
代
社
会
は
、
出
版
の
自
由
の
賜
物
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
英
国
庶
民
院
が
記
者
た
ち
に
対
し
て
持
つ
本
能
的
反
感
と
い
う
も

の
は
理
由
な
き
こ
と
で
は
な
い
。
新
聞
各
社
は
、
不
可
避
的
に
、
議
会
制
統
治
の
く
だ
ら
な
い
威
厳
の
な
い
部
分
を
、
外
の
世
界
に
対
し

提
示
し
た
が
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
末
の
今
日
に
お
い
て
、
英
国
議
会
の
議
員
に
見
出
さ
れ
る
才
能
の
量
と
い
う
も
の
が
、
一
八
世

紀
末
の
前
任
者
た
ち
の
そ
れ
に
劣
る
と
信
ず
る
に
足
る
何
の
有
効
な
根
拠
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
つ
の

重
大
な
差
異
が
存
す
る
。
そ
の
才
能
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
現
在
で
は
、
全
て
の
国
会
議
員
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、
世
人
の
目
に

晒
さ
れ
て
い
る
。
我
々
は
全
て
、
我
々
の
中
の
偉
大
な
人
物
の
弱
い
様
々
な
側
面
を
知
っ
て
お
り
、
よ
り
た
ち
の
悪
い
こ
と
に
は
、
第
二

級
や
第
三
級
の
我
ら
が
政
治
家
た
ち
が
全
く
あ
り
ふ
れ
た
凡
人
で
あ
る
こ
と
を
知
悉
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
世
紀
の
終
わ
り
に
は
、
大

衆
の
大
部
分
に
知
ら
れ
て
い
た
二
、
三
の
限
ら
れ
た
人
間
と
い
う
の
は
指
導
者
た
ち
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
指
導
者
達
は
大
衆
の
前
に
丸
裸

一
二
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で
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
無
か
っ
た
。
た
っ
た
五
〇
年
前
で
す
ら
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
卿
は
ブ
ラ
イ
ト
氏
の
「
地
方
・
田
舎
で
の
政
治

家
の
お
目
見
え
」
を
嘲
笑
し
た
。
か
か
る
嘲
笑
は
、
当
時
に
お
い
て
で
す
ら
、
い
さ
さ
か
時
代
遅
れ
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
日
に
お
い

て
は
、
か
え
っ
て
、
な
お
一
層
、
無
意
味
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
地
方
で
の
お
目
見
え
」
は
、
こ
こ
二
〇
年
余
り
の
期
間
に
お
い
て
は
、

指
導
者
た
ら
ん
と
熱
望
す
る
、
最
上
の
者
か
ら
最
下
等
の
者
に
ま
で
至
る
、
全
政
治
家
の
主
要
な
業
務
と
化
し
て
き
て
い
る
。

第
四
に
、
バ
ジ
ェ
ッ
ト
の
ご
と
き
明
敏
な
観
察
者
を
し
て
も
認
識
し
得
な
か
っ
た
よ
う
な
、
議
会
制
度
の
陥
り
や
す
い
二
つ
の
弱
点
、

も
し
く
は
、
病
弊
が
、
近
年
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

第
一
の
弊
害
は
、「
少
数
者
に
よ
る
専
制
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
今
と
な
っ
て
は
、
絶
対
的
少
数
者
に
よ
る
各
種
議
事
妨

害
手
段
に
よ
り
多
数
者
の
意
思
が
歪
め
ら
れ
、
立
法
府
の
権
威
の
み
な
ら
ず
、
効
率
性
す
ら
、
台
無
し
に
さ
れ
る
こ
と
を
知
悉
し
て
い
る
。

こ
の
弊
害
は
、「
強
制
的
討
論
終
結
手
続closure

」
と
い
う
適
切
な
善
後
策
に
よ
り
抑
制
さ
れ
る
こ
と
も
、
我
々
は
む
ろ
ん
承
知
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
議
事
妨
害
手
段
に
対
し
て
発
見
さ
れ
た
、
こ
の
唯
一
の
対
抗
手
段
と
い
う
も
の
は
、
バ
ジ
ェ
ッ
ト
の
よ
う
な
議
会
制
主

義
者
の
視
点
か
ら
は
、
そ
れ
が
治
癒
す
る
病
弊
と
同
程
度
に
、
質た

ち

の
悪
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
強
制
的
討
論
終
結
手
続
と
い

う
も
の
は
、
議
論
に
よ
る
統
治
に
不
可
欠
な
自
由
な
討
論
そ
の
も
の
に
終
止
符
を
打
つ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
議
論
を
免
除
し
う
る
と
い

う
可
能
性
は
、
議
会
の
倫
理
的
権
威
と
い
う
も
の
に
、
致
命
的
な
思
考
、
つ
ま
り
、
議
会
に
お
け
る
討
論
に
は
な
ん
の
重
要
性
も
な
い
と

い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
の
病
弊
は
、
公
正
に
創
出
さ
れ
た
各
選
挙
区
か
ら
、
そ
れ
も
公
正
に
選
出
さ
れ
た
議
会
が
、
重
要
な
案
件
に
お
い
て
す
ら
、
国
民

の
各
種
要
望
を
代
表
し
そ
こ
な
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
危
険
性
は
ハ
ラ
ム
や
フ
リ
ー
マ
ン
や
バ
ジ
ェ
ッ
ト
と
い
っ
た
旧
来
の
憲
法

論
者
の
著
作
の
中
に
は
、
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
い
い
か
、
ま
っ
た
く
警
告
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
（
※
議
会
が

（
xiii）

（
xiv）

（
xv）

一
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日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
〇
四
）

国
民
の
見
解
の
代
表
す
る
こ
と
に
お
け
る
）
失
敗
の
悪
評
は
、
現
代
で
は
周
知
の
こ
と
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
各
州
の
市
民
が
、
憲
法
制

定
会
議
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
改
正
を
拒
否
す
る
時
や
、
ス
イ
ス
人
民
が
リ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ムR

eferendum

に
よ
り
連
邦
議
会
を
通
過
し
た

法
案
に
拒
否
権
を
発
動
す
る
時
、
新
し
く
選
出
さ
れ
た
英
国
庶
民
院
が
解
散
さ
れ
た
ば
か
り
の
庶
民
院
に
よ
っ
て
通
過
さ
れ
た
法
案
を
絶

対
的
多
数
で
弾
劾
す
る
時
、
か
か
る
場
合
に
は
、
す
べ
て
、
代
表
制
機
関
が
そ
の
選
挙
民
の
諸
種
の
要
望
を
反
映
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
代
表
制
議
会
の
側
で
、
そ
の
主
要
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
失
敗
し
た
と
い
う
事
実
は
、
必
ず
し
も
議
会

の
構
成
員
の
側
か
ら
の
、
裏
切
り
行
為
や
非
行
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
、
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
ス
イ
ス
人
民
は
、

彼
の
法
案
を
ス
イ
ス
人
民
自
身
が
廃
案
に
し
て
き
た
当
の
議
員
の
ま
さ
に
そ
の
議
席
を
何
度
も
再
選
し
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
面
の

私
の
目
的
の
た
め
に
は
、
直
接
民
主
制
の
各
短
所
長
所
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
、
何
ら
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
も
不
必
要
で
あ
ろ
う
。
唯

一
、
こ
こ
で
主
張
し
た
い
こ
と
は
、
代
議
制
機
関
が
そ
の
選
挙
民
を
代
表
し
損
な
う
可
能
性
に
よ
り
、
議
会
の
権
威
が
減
ぜ
ら
れ
る
と
い

う
事
実
で
あ
る
。

最
後
に
、
各
国
議
会
は
会
議
・
議
会
と
い
う
も
の
が
、
そ
の
本
質
か
ら
、
為
す
こ
と
に
向
い
て
い
な
い
、
ま
た
は
、
あ
る
仕
事
を
す
る

よ
う
に
近
年
仕
向
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
信
用
喪
失
に
悩
ま
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
古
来
の
英
国
議
会
に
つ
い
て
も
確
か
に
当
て
は
ま
る
。
一
八
世
紀
末
も
し
く
は
こ
の
一
九
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
代
表

制
統
治
の
各
種
利
点
を
称
揚
し
た
改
革
者
た
ち
の
目
的
は
、
主
に
、
個
人
の
自
由
の
行
使
の
妨
げ
と
な
る
全
て
の
独
占
状
態
や
特
権
を
破

壊
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
今
や
、
破
壊
の
目
的
の
た
め
に
は
、
人
民
会
議
が
最
良
の
道
具
で
あ
る
。
長
期
議
会
は
、
二
つ
の
短
い
王
令
に

よ
り
英
国
の
君
主
制
と
貴
族
院
を
廃
止
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
国
民
会
議
は
、
一
夜
に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
封
建
制
度
の
残
滓
を
破
壊
し
た
。
あ

る
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
家
に
よ
り
、（
そ
れ
は
）「
濫
用
的
特
権
の
抹
消S

t. B
artholom

ew
 of A

buses

」
と
名
付
け
ら
れ
た
、
こ
の

（
xvi）

（
xvii）
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英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
三
〇
五
）

一
七
八
九
年
八
月
四
日
の
事
態
は
、
実
際
に
は
、
国
民
会
議
が
意
図
し
た
よ
う
な
、
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
「
旧
体
制
・
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ

ジ
ー
ム
」
の
一
掃
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
的
失
敗
は
、
い
か
な
る
国
家
の
土
地
法
改
革
に
お
い
て
も
、
そ
れ
が
廃
止

す
る
諸
法
を
、
何
ら
か
の
新
し
く
て
よ
り
良
い
制
度
に
代
替
す
る
建
設
的
立
法
抜
き
に
は
、
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
由
来
す
る
。

な
に
も
、
革
命
時
の
会
議
だ
け
が
、
破
壊
が
得
意
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
カ
ト
リ
ッ
ク
を
弾
圧
す
る
刑
事
立
法
の
廃
止
、
保
護
貿
易

主
義
の
全
形
式
の
撤
廃
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
教
会
の
非
国
教
化
な
ど
は
、
連
合
王
国
議
会
の
権
限
の
内
部
に
あ
り
、
英
国
議
会
に
よ
り
、

立
派
に
達
成
さ
れ
て
き
た
偉
業
で
あ
る
。
制
度
破
壊
に
関
す
る
英
国
議
会
の
能
力
が
、
少
し
で
も
落
ち
た
と
信
ず
る
理
由
は
、
何
も
な
い

の
で
あ
る
。
仮
に
も
し
、
時
代
の
要
請
が
、
破
壊
的
立
法
を
未
だ
に
要
求
す
る
の
な
ら
ば
、
英
国
議
会
は
、
従
来
に
負
け
ぬ
ほ
ど
効
率
的

で
あ
る
こ
と
を
、
自
ら
証
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
の
時
代
精
神
に
は
、
徐
々
に
、
あ
る
変
化
が
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
世
紀
最
後
の
四
半
世
紀
に
な
っ
て
、
現
代
の
改
革
者
た
ち
は
、
そ
れ
に
よ
り
国
家
の
様
々
な
需
要
を
満
た
す
も
の

と
さ
れ
、
大
衆
の
生
活
を
よ
り
幸
福
な
も
の
に
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
建
設
的
な
立
法
を
、
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
の
で

あ
る
。
我
々
は
、
ほ
ぼ
無
意
識
に
、
全
体
的
に
か
、
部
分
的
に
か
、
個
人
主
義individualism

の
信
条
か
ら
集
産
主
義collectivism

の

信
条
へ
と
移
行
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
新
し
い
信
念
の
形
態
は
、
代
議
制
会
議
に
、
大
規
模
な
代
議
制
議
会
が
為
す
の
に
適
し
て

い
な
い
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
仕
事
を
課
す
の
で
あ
る
。「
自
由
放
任
主
義laissez-faire

」
の
信
念
の
衰
亡
は
、
議
会
へ
の
信
頼
及
び

そ
の
道
徳
的
権
威
の
失
墜
へ
と
、
本
質
的
に
、
連
鎖
す
る
の
で
あ
る
。

仮
に
、
上
に
述
べ
た
よ
う
な
種
々
の
考
察
の
中
に
、
何
ら
か
の
真
実
が
見
出
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
実
践
政
治
の
分
野
か
ら
は
か
け
離
れ

て
は
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
一
種
の
思
想
上
の
興
味
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
様
々
な
結
論
へ
と
、
我
々
は
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
今
日
存
在
す

る
形
態
で
の
議
会
制
シ
ス
テ
ム
が
永
続
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
信
念
は
、
我
々
が
見
出
す
、
一
定
の
現
実
上
の
重
要
な
幾
つ
か
の

一
三
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日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
〇
六
）

事
実
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
事
実
は
、
そ
れ
ら
に
依
拠
す
る
そ
の
結
論
に
対
し
て
は
、
非
常
に
狭
隘
、
か
つ

不
完
全
な
基
礎
を
し
か
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
方
に
お
い
て
、
一
九
世
紀
の
後
半
期
に
お
い
て
、
議

会
の
威
信
の
凋
落
が
、
明
白
と
な
っ
た
。
議
会
の
道
徳
的
権
威
の
失
落
は
（
既
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
）
重
要
性
に
お
い
て
様
々
に
異
な
る

諸
種
の
決
定
的
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
要
因
が
ど
の
程
度
作
用
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
か
、
も
し
く
は
、
ど
の
限
度
で
そ

れ
ら
は
除
去
も
し
く
は
中
和
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
い
か
け
は
、
用
心
深
い
思
想
家
な
ら
ば
、
な
ん
の
決
定
的
見
解
も
表
明
せ

ず
、
た
だ
読
者
諸
賢
に
よ
る
考
察
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
1
） 

一
八
九
九
年
六
月
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ロ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
第
一
三
巻
、
第
二
号

（
i
）　

当
論
文
が
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
英
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
と
言
え

ば
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
時
の
英
国
王
で
国
敵
、
及
び
暴
君
で
あ
る
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
シ
ー
は
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
統
治
が
失
政
で
あ

る
こ
と
を
基
本
的
に
認
め
て
は
い
る
が
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
が
将
来
暴
走
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
評
価
が
相
対
的
に
ア
メ
リ
カ

で
す
ら
上
が
る
よ
う
な
こ
と
も
無
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
と
、
英
国
人
ら
し
い
皮
肉
で
当
て
こ
す
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
表
現
自
体
が
わ
ざ
と

韜
晦
か
つ
難
解
に
さ
れ
て
お
り
分
か
り
づ
ら
い
。「
過
小
評
価
」
と
い
う
表
現
が
韜
晦
で
あ
る
。
ダ
イ
シ
ー
が
「
将
来
の
歴
史
の
判
断
に
仰
ぐ
し
か

な
い
」
と
い
う
表
現
を
使
う
と
き
は
、
ほ
ぼ
彼
の
中
で
結
果
が
決
ま
っ
て
お
り
、
単
な
る
レ
ト
リ
ッ
ク
に
す
ぎ
な
い
。

（
ii
）　

ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ルR

obert W
alpole, 1st E

arl of O
rford 

（26 A
ugust 1676-18 M

arch 1745

）。
一
八
世
紀
前
半
期
に
活
躍
し

た
英
国
の
政
治
家
お
よ
び
事
実
上
、
英
国
史
上
最
初
の
首
相
。
一
般
に
、
一
七
〇
七
年
併
合
法
に
よ
り
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
併
合
し
た
「
グ
レ
ー

ト
・
ブ
リ
テ
ン
」
の
最
初
の
首
相P

rim
e M

inister

と
称
さ
れ
る
が
、
当
時
、
法
的
に
は
そ
の
よ
う
な
職
掌
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
ホ
イ
ッ
グ
党

の
党
首
と
し
て
、
重
商
政
策
と
平
和
外
交
を
推
し
進
め
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
の
フ
ラ
ン
ス
と
宥
和
政
策
を
と
っ
た
。

一
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英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
三
〇
七
）

（
iii
）　

サ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
・
ピ
ー
ルS

ir R
obert P

eel 

（5 F
ebruary 1788-2 July 1850

）。
一
八
世
紀
前
半
の
保
守
党T

ory

の
政
治
家
。
ウ
ォ

ル
ポ
ー
ル
と
対
照
的
に
、
同
時
期
の
ト
ー
リ
ー
を
指
導
し
た
。1834-35

年
に
、
メ
ル
バ
ー
ン
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
四
世
に
罷
免
さ
れ
た
こ
と
で
保
守
党

が
政
権
を
奪
還
し
、
第
一
次
ピ
ー
ル
内
閣
を
形
成
す
る
。
一
八
三
五
年
に
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
教
会
の
教
会
税
転
用
問
題
を
め
ぐ
る
批
判
に
負
け
、

下
野
、
メ
ル
バ
ー
ン
第
二
次
内
閣
が
成
立
す
る
。
一
八
四
一
年
の
解
散
総
選
挙
で
勝
利
し
、
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
を
組
閣
。
保
守
党
の
中
で
も
保
護

貿
易
政
策
に
は
組
せ
ず
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
を
起
用
し
、
自
由
貿
易
を
推
進
し
た
。
こ
の
結
果
、
保
守
党
は
自
由
貿
易
派
と
保
護
貿

易
派
に
分
離
す
る
こ
と
と
な
る
。
ダ
イ
シ
ー
が
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
と
ピ
ー
ル
の
間
の
時
代
に
「
公
共
精
神
が
復
活
し
た
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
恐
ら

く
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
ン
の
敗
走
に
よ
る
反
動
主
義
を
乗
り
越
え
た
、
ピ
ー
ル
の
時
代
に
は
保
守
党
の
政
治
家
と
言
え
ど
も
、
自
由
主
義

的
、
社
会
福
祉
的
（
※
主
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
貧
困
問
題
に
関
係
し
て
）
な
政
策
を
と
る
こ
と
が
時
代
精
神
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る

も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

（
iv
）　

ト
ー
マ
ス
・
バ
ビ
ン
ト
ン
・
マ
コ
ー
レ
ー
（
マ
コ
ー
リ
ー
と
も
）T

hom
as B

abington M
acaulay 

（25 O
ctober 1800-28 D

ecem
ber 

1859

）。
英
国
の
自
由
党W

hig

の
政
治
家
で
歴
史
家
。
彼
に
よ
る
『
英
国
史T

he H
istory of E

ngland from
 the A

ccession of Jam
es II, 5 

vols., 

（1849-55

）』
は
、
英
国
の
典
型
的
な
正
当
史
観
で
あ
る
ホ
イ
ッ
グ
史
観
を
代
表
す
る
名
著
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
統
治
時
の
法

務
大
臣
に
任
命
さ
れ
、
各
種
イ
ン
ド
成
文
法
典
の
父
と
し
て
も
知
ら
れ
る
ほ
か
、
同
地
の
教
育
改
革
に
も
尽
力
し
た
。

（
v
）　

ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ョ
ン
・
テ
ン
プ
ル
（
第
三
代
パ
ー
マ
ス
ト
ン
子
爵
）H

enry John T
em

ple, 3rd V
iscount P

alm
erston 

（20 O
ctober 

1784-18 O
ctober 1865

）。
俗
に
パ
ー
マ
ス
ト
ン
卿L

ord P
alm

erston

と
し
て
知
ら
れ
る
一
八
世
紀
後
半
の
ホ
イ
ッ
グ
を
代
表
す
る
政
治
家
。

第
一
次
パ
ー
マ
ス
ト
ン
内
閣
（1855-1858

）、
第
二
次
パ
ー
マ
ス
ト
ン
内
閣
（1859-1865

）
を
率
い
た
。
英
国
の
国
益
を
重
要
視
し
な
が
ら
自
由

主
義
的
政
策
を
推
し
進
め
た
。

（
vi
）　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ワ
ー
ト
・
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ンW

illiam
 E

w
art G

ladstone 

（29 D
ecem

ber 1809-19 M
ay 1898

）
は
、
い
さ
さ
か
年
長

で
あ
る
が
、
ダ
イ
シ
ー
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
活
躍
し
た
自
由
党
の
政
治
家
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期
、
後
期
は
、
彼
と
保
守
党
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

デ
ィ
ズ
レ
リ
ー
と
の
政
治
闘
争
の
歴
史
で
あ
る
。
一
九
世
紀
後
半
の
四
期
（1868‒1874, 1880‒1885, F

ebruary‒July 1886 and 1892‒1894

）

に
渡
っ
て
首
相
を
務
め
た
。
ダ
イ
シ
ー
の
親
友
で
あ
る
ブ
ラ
イ
スJam

es B
ryce

は
第
三
次
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
内
閣
で
外
務
次
官
（1886

年
）、
第

一
三
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
〇
八
）

四
次
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
内
閣
で
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
公
領
尚
書
（1892-94

年
）
を
務
め
、
ダ
イ
シ
ー
自
身
と
も
非
常
に
政
治
的
に
近
い
関
係
に
あ
っ
た

自
由
党
の
政
治
家
で
あ
っ
た
。

（
vii
）　

カ
ミ
ッ
ロ
・
パ
オ
ロ
・
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ジ
ュ
リ
オ
・
ベ
ン
ソ
・
カ
ブ
ー
ル
伯
爵C

am
illo P

aolo F
ilippo G

iulio B
enso, C

ount of C
avour 

（A
ugust 10, 1810-June 6, 1861

）
は
、
カ
ミ
ッ
ロ
・
ベ
ン
ソ
と
も
伯
爵
号
を
姓
に
取
り
、
カ
ミ
ッ
ロ
・
カ
ブ
ー
ル
と
も
称
さ
れ
る
。
一
九
世
紀

の
イ
タ
リ
ア
の
政
治
家
で
あ
り
、
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
王
国
首
相
で
あ
り
、
初
代
イ
タ
リ
ア
王
国
首
相
も
務
め
た
。
ガ
リ
バ
ル
デ
ィ
、
マ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
と

並
ぶ
「
イ
タ
リ
ア
統
一
の
三
傑
」
の
一
人
。
非
効
率
な
革
命
を
嫌
い
、
議
会
政
治
を
好
ん
だ
。
彼
の
有
名
な
言
葉
に
「
議
会
が
閉
会
中
の
時
ほ
ど
無

力
感
を
覚
え
る
こ
と
は
無
い
」
と
い
う
言
葉
が
有
り
、「
議
会
制
主
義
者
」
と
ダ
イ
シ
ー
が
評
す
る
の
も
宣
な
る
か
な
で
あ
る
。

（
viii
）　

ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
マ
リ
・
ル
イ
・
ド
ゥ
・
ブ
ラ
・
ド
ゥ
・
ラ
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌA

lphonse M
arie L

ouis de P
rat de L

am
artine 

（21 

O
ctober 1790-28 F

ebruary 1869

）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
・
詩
人
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
政
設
立
に
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
政
治

家
で
も
あ
っ
た
。
一
八
四
八
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
と
大
統
領
選
挙
で
争
っ
て
破
れ
、
一
八
五
一
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
政
界
を
引
退
。

（
ix
）　

ラ
ヨ
シ
ュ
・
コ
シ
ュ
ー
ト
（
コ
シ
ュ
ー
ト
・
ラ
ヨ
シ
ュ
と
も
）L

ajos K
ossuth 

（19 S
eptem

ber 1802-20 M
arch 1894

）
は
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
法
律
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
政
治
家
。
一
九
四
八
年
か
ら
四
九
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
時
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
の
執
政
官
と
し
て
有
名
。

（
x
）　

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
マ
ッ
ツ
イ
ー
ニG

iuseppe M
azzini 

（22 June 1805-10 M
arch 1872

）
は
、
イ
タ
リ
ア
の
政
治
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で

あ
り
、
イ
タ
リ
ア
統
一
運
動
の
活
動
家
。
革
命
を
非
効
率
な
も
の
と
し
て
嫌
悪
し
、
議
会
制
民
主
主
義
を
好
ん
だ
カ
ブ
ー
ル
な
ど
と
は
異
な
り
、
生

粋
の
共
和
主
義
者
で
あ
り
民
衆
革
命
主
義
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
強
い
理
想
主
義
の
た
め
、
イ
タ
リ
ア
統
一
後
は
、
次
第
に
現
実
的
政
治
路
線
と
は
乖

離
し
政
治
的
孤
立
を
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
xi
）　

サ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ア
グ
ス
ト
ゥ
ス
（
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
）・
ヘ
ン
リ
ー
・
マ
レ
ーS

ir Jam
es A

ugustus H
enry M

urray 

（7 F
ebruary 

1837-26 July 1915

）
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
辞
書
編
纂
学
者
及
び
文
献
学
者
で
、O

E
D

（O
xford E

nglish D
ictionary

）『
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
』
の
初
代
編
集
長
で
あ
っ
た
。O

E
D

の
編
纂
開
始
は
一
八
七
九
年
に
宣
言
さ
れ
、
マ
レ
ー
は
、
当
初
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

自
宅
に
ス
ク
リ
プ
ト
ー
ル
ムscriptorum

と
呼
ば
れ
、
そ
の
た
め
に
建
設
し
た
特
殊
な
ト
タ
ン
張
り
の
編
集
室
を
建
築
し
た
が
、
仕
事
量
の
増
加

の
た
め
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
北
部
の
バ
ン
ベ
リ
ー
・
ロ
ー
ド
に
移
り
、scriptorum
も
再
築
し
た
。O

E
D

編
纂
事
業
の
た
め
、
バ
ン
ベ
リ
ー
・

一
三
四



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
三
〇
九
）

ロ
ー
ド
七
八
番
の
彼
の
自
宅
兼
オ
フ
ィ
ス
に
は
、
毎
日
、
英
語
の
新
し
い
用
例
に
対
す
る
大
量
の
郵
便
物
が
配
達
さ
れ
、
つ
い
に
は
、
彼
専
用
の
ポ

ス
ト
が
設
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
。（
※
同
地
番
に
は
そ
の
ポ
ス
ト
が
史
跡
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。）
当
論
文
が
書
か
れ
た
一
八
九
九
年
当
時
は
、
ダ

イ
シ
ー
の
同
僚
で
あ
り
、O

E
D

に
着
手
し
て
二
〇
年
目
で
あ
り
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
名
物
事
業
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。
マ
レ
ー
は

一
九
一
五
年
に
は
胸
膜
炎
で
死
去
す
る
が
、O

E
D

の
完
成
が
宣
言
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
七
年
の
大
晦
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
xii
）　

ダ
ニ
エ
ー
レ
・
マ
ニ
ンD

aniele M
anin 

（13 M
ay 1804-22 S

eptem
ber 1857

）
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
政
治
家
で
、
愛
国
主
義
者
、
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
臨
時
政
府
大
統
領
。
イ
タ
リ
ア
再
統
一
に
従
事
し
た
英
雄
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

（
xiii
）　

日
本
は
通
例
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
発
音
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者
が
複
数
の
英
国
人
に
確
認
し
た
正
確
な
英
語
の
発
音
は
バ
ジ
ェ
ッ
ト
で
あ
る
。

今
日
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
多
く
の
サ
イ
ト
に
各
地
域
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
発
音
の
標
本
が
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
お
り
、
現
地
で
の
発
音

の
確
認
が
容
易
に
な
っ
て
い
る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
よ
う
に
昔
か
ら
日
本
人
研
究
者
に
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
伝
統
の
あ
る
人
名
は
、
逆
に
、
人
名
辞

典
な
ど
で
も
間
違
っ
た
ま
ま
伝
わ
る
こ
と
も
多
い
。

（
xiv
）　

ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ラ
ムH

enry H
allam

 
（9 July 1777-21 January 1859

）。
英
国
の
歴
史
家
で
、
英
国
憲
法
史
の
古
典
的
名
著
『
英
国
憲
法

史
』T

h
e C

on
stitu

tion
al H

istory of E
n

glan
d, 1

st ed, 3vols, 

（1827

）
で
知
ら
れ
る
。
ハ
ラ
ム
の
憲
法
史
を
皮
切
り
に
一
九
世
紀
の
英
国
の

憲
法
研
究
は
始
ま
る
。

（
xv
）　E

dw
ard A

ugustus F
reem

an

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
グ
ス
ト
ゥ
ス
（
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
）・
フ
リ
ー
マ
ン
（2 A

ugust 1823-16 M
arch 1892

）。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
の
建
築
家
で
あ
り
、
歴
史
学
者
で
あ
り
、
政
治
家
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
現
代
史
の
欽
定
講
座
教
授R

egious 

P
rofessor of M

odern H
istory

で
あ
っ
た
。
主
著
と
し
て
『
英
国
憲
法
の
発
達
：
そ
の
創
成
期
か
らT

h
e G

row
th

 of th
e E

n
glish

 

C
on

stitu
tion

 from
 th

e E
arliest T

im
es, 

（1872

）』
が
あ
る
。
当
時
流
行
し
た
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
の
影
響
を
受
け
、
ゲ
ル
マ
ン
史
学
的
観
点
か

ら
英
国
の
初
期
憲
制
・
憲
法
史
を
叙
述
し
た
。
ダ
イ
シ
ー
の
著
作
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ダ
イ
シ
ー
自
身
は
、
英
国
憲
法
の
精
神
の
起

源
を
ゲ
ル
マ
ン
・
ド
イ
ツ
に
求
め
る
こ
と
に
は
拒
否
感
を
表
し
て
い
る
。

（
xvi
）　

長
期
議
会
（T

he L
ong P

arliam
ent

）
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
反
乱
に
敗
れ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
が
賠
償
金
を
捻
出
す
る
た
め
一
六
四
〇

年
一
一
月
三
日
に
召
集
し
た
議
会
で
、
オ
リ
バ
ー
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
よ
り
一
六
五
三
年
四
月
に
解
散
さ
れ
る
ま
で
、
一
三
年
の
長
期
に
渡
り
続
い

一
三
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
一
〇
）

た
こ
と
か
ら
こ
の
名
称
が
あ
る
。
清
教
徒
革
命
は
こ
の
会
期
に
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
治
世
時
の
革
命
議
会

と
し
て
の
長
期
議
会
に
よ
る
破
壊
的
立
法
で
あ
る
。

（
xvii
）　

ダ
イ
シ
ー
が
こ
こ
で
使
用
し
て
い
る
原
語
は“the S

aint B
artholom

ew
 of abuses”

。

一
九
世
紀
に
活
躍
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
歴
史
家
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
マ
リ
・
ア
レ
ク
シ
ス
・
ミ
ネ
（
ミ

ニ
ュ
エ
、
ミ
ニ
エ
と
も
）F

rançois A
uguste M

arie A
lexis M

ignet 

（8 M
ay 1796

│24 M
arch 1884

）, H
istoire de la R

évolution 

française depuis 1789 jusgu’en 1814, 2 tom
s, 

（P
aris, 1824

）
が
、
ソ
ー
ス
で
あ
る
。
日
本
で
明
治
時
代
の
官
僚
で
法
律
家
で
あ
り
司
法
大
書

記
官
、
東
京
法
学
校
（
現
法
政
大
学
）
校
長
な
ど
に
任
ぜ
ら
れ
た
河
津
祐
之
（
か
わ
づ　

す
け
ゆ
き
）（1849-1894

）
に
よ
る
翻
訳
で
ミ
ギ
ェ
ー
著

『
佛
國
革
命
史
』
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
年
）
と
し
て
出
版
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
今
日
で
は
日
本
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
殆
ど
忘
れ
ら
れ
て
い

る
作
家
で
あ
る
。
英
国
で
は
原
著
出
版
の
二
年
後
の
一
八
二
六
年
にH

istory of the F
rench R

evolution, from
 1789 to 1814

と
し
て
英
訳
出

版
さ
れ
、
二
〇
世
紀
初
頭
一
九
〇
七
年
に
至
る
ま
で
繰
り
返
し
再
版
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ダ
イ
シ
ー
が
読
ん
だ
の
は
恐
ら
く
英
語
版
の
方
で
あ
ろ

う
。
こ
の
部
分
だ
け
で
あ
る
と
、
関
連
部
分
のabuse

の
意
味
が
難
解
で
あ
る
の
で
原
文
を
紹
介
す
る
と
、F

rançois A
uguste M

arie M
ignet, 

H
istoire de la R

évolution française depuis 1789 jusgu’en 1814, 

（1824

）, tom
 1, p. 101; ‘C

ette nuit, qu’un ennem
i de la révolution 

appela dans le tem
ps la S

aint-B
arthélem

y des propriétés, ne fut que la S
aint-B

arthélem
y des abus.’

同
英
訳pp. 53-4: 

‘T
hat night, w

hich an enem
y of the revolution designated at that tim

e S
aint B

artholom
ew

 of property, w
as only the S

aint 

B
artholom

ew
 of abuses’.

「
こ
の
夜
を
あ
る
革
命
の
敵
は
当
時
、
各
種
所
有
権propriétés

の
虐
殺
・
抹
消
の
時
で
あ
っ
た
と
称
し
た
の
で
あ
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
そ
れ
は
、

（
封
建
的
）
濫
用
（
特
権
）
の
虐
殺
・
抹
消
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。」

革
命
時
の
消
極
的
・
破
壊
的
立
法
で
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
時
代
か
ら
の
各
種
土
地
所
有
権
を
廃
止
し
た
の
を
、
反
革
命
派
は
革
命
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
一
つ
で
あ
る
所
有
権
尊
重
の
そ
の
「
所
有
権
を
皆
殺
し
」
に
し
た
と
非
難
し
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、「
封
建
的
濫
用
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
土
地
特
権
」
の
廃
止
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
と
解
釈
す
る
。
濫
用
と
い
う
こ
と
ば
だ
け
で
「
封
建
的
濫
用
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
土
地
特
権
」
ま
で
読
み
込
む
の
は
骨
が
折
れ
る
。
仏
語
で
はS

aint-B
arthélem

y 

と
い
う
単
語
一
六
世
紀
の
有
名
な
サ

一
三
六



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
三
一
一
）

ン
・
バ
ル
テ
ル
ミ
の
虐
殺
に
引
っ
掛
け
て
、「
抹
消
、
抹
殺
、
虐
殺
」
の
直
喩
と
な
る
。
本
訳
で
は
「
虐
殺｣

は
強
す
ぎ
る
の
で
「
抹
消｣

と
翻
訳

し
た
。
な
お
、
当
ソ
ー
ス
と
そ
の
意
味
の
確
定
に
は
日
本
大
学
法
学
部
の
吉
原
達
也
教
授
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
教
示
を
頂
い
た
。

一
三
七





国
家
と
社
会
の
機
能
変
動
：
憲
法
と
国
際
秩
序
へ
の
挑
発
（
高
橋
）

（
三
一
三
）

国
家
と
社
会
の
機
能
変
動
：
憲
法
と
国
際
秩
序
へ
の
挑
発

フ
ィ
リ
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Ⅰ
．
は
じ
め
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
の
ち
に
は
ほ
か
で
も
、
近
代
的
立
憲
国
家
の
基
盤
が
構
想
さ
れ
定
着
し
た
と
き
、
相
互
に
独
立
し
た
と
想
定
さ
れ
た

諸
国
家
は
、
国
際
法
に
よ
っ
て
、
同
格
の
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た

│
当
時
は
い
ま
と
は
別
世
界
で
は
あ
っ

た
が
。
今
日
の
世
界
と
い
っ
た
ら
、
私
と
同
世
代
の
人
た
ち
が
体
験
し
学
問
的
に
従
事
し
て
き
た
国
家
と
法
の
世
界
と
は
本
質
的
に
異

な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
た
し
か
に
異
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
共
通
し
た
基
本
理
念
と
価
値
に
結
び
つ
け
ら

れ
た
国
家
シ
ス
テ
ム
を
、
新
た
な
性
質
と
し
て
一
つ
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
理
念
か
ら
し
ば
し
ば
着
想
を
受
け
、
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る

国
家
と
は
ち
が
っ
て
き
て
い
る
の
だ

│
こ
の
価
値
と
は
、
私
が
今
日
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
の
大
学
の
あ
る
こ
の
街
で
も
完
全
に

共
有
さ
れ
定
着
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
見
い
だ
さ
れ
た
認
識
と
価
値
は
、
特
に
東
の
方
向
へ
も
道
を
見
い
だ
し
、
そ
こ
で
濃
縮

さ
れ
、
そ
こ
か
ら
再
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
に
戻
さ
れ
て
ル
ネ
サ
ン
ス
を
も
た
ら
し
、
啓
蒙
と
法
文
化
の
成
果
と
し
て
の
近
代
立
憲
国
家
を
可

能
に
し
た
。

わ
れ
わ
れ
が
過
去
数
十
年
の
あ
い
だ
に
経
験
し
、
か
つ
現
に
経
験
し
て
い
る
若
干
の
諸
事
象
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
き

た
世
界
、
諸
国
家
、
法
の
モ
デ
ル
の
な
か
に
、
た
だ
重
々
し
く
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
国
内
に
つ
い
て
も
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
連
合
に
お
い
て
も
、
そ
れ
か
ら
国
際
的
な
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
銀
行
と
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
活
動

が
国
家
行
為
を
決
定
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
活
動
は
、
政
府
の
活
動
の
公
表
よ
り
も
ず
っ
と
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
銀
行
は
、
金
融
業
以

外
の
様
々
な
業
務
を
行
い
、
通
貨
を
弄
び
、
損
失
や
価
格
暴
落
ま
た
は
食
品
価
格
の
上
昇
、
諸
国
家
の
破
産
す
ら
投
機
の
対
象
と
し
、
し

か
も
彼
ら
が
そ
の
投
機
の
成
功
に
自
ら
寄
与
で
き
る
地
位
に
あ
る
と
仮
定
す
る
こ
と
に
は
十
分
な
理
由
が
あ
る
。
と
き
に
は
銀
行
も
失
敗
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し
、
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
の
規
模
の
資
金
を
喪
失
す
る
が
、
そ
の
時
は
国
家
の
資
金
注
入
に
よ
っ
て
生
き
な
が
ら
え
る
。
銀
行
は
不
可
欠

の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
分
、
他
の
目
的
に
使
う
金
は
失
わ
れ
る
。
国
内
選
挙
ま
た
は
重
要
な
政
府
決
定
の
前
後

に
、
金
融
市
場
の
ア
ク
タ
ー
は
、
査
定
を
発
表
し
て
脅
か
す
。
何
十
億
人
も
の
生
存
可
能
性
と
未
来
の
可
能
性
が
、
ほ
ん
の
少
数
の
個
人

の
た
め
に
、
過
大
な
利
回
り
の
利
益
獲
得
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
決
定
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
長
い
こ
と
世
界
の
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
間
で
歴
史
的
か
つ
地
政
学
的
に
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
た
貧
富
の
格
差
が
、
や
が
て
帝
国
主
義
と
植
民
地
主
義
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
、

い
ま
や
特
権
化
さ
れ
た
空
間
の
内
部
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
部
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
内
部
で
も
、
増
大
す
る
社
会
的
貧
困
化
が
つ
け
加
わ
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
単
に
国
際
的
な
資
本
市
場
だ
け
が
問
題
な
の
で
は
な
い
。
国
内
で
も
、
我
々
は
驚
く
べ
き
変
化
に
遭
遇
し
て
い
る
。
特
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
で
そ
れ
が
起
き
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
実
質
的
に
政
治
過
程
の
具
体
化
が

行
わ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
は
、
国
家
の
決
定
に
つ
な
が
る
だ
け
の
議
論
状
況
を
形
づ
く
り
、
影
響
を

与
え
る
か
ら
で
あ
る
。
と
き
お
り
有
権
者
が
、
選
挙
の
決
定
の
際
に
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
暗
示
を
か
け
ら
れ
る
、
と
い
う
印
象
す
ら
あ

る
。
政
治
的
な
駆
け
引
き
す
ら
も
商
業
的
に
作
用
し
て
い
る
。〔
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
た
〕
電
子
的
公
開
手
段
は
、
市
民
社

会
の
活
動
の
前
提
と
な
る
包
括
的
な
情
報
化
を
も
た
ら
す
だ
け
で
は
な
く
、
人
格
権
に
対
し
て
、
国
家
に
由
来
す
る
も
の
よ
り
も
か
な
り

強
烈
な
脅
威
と
な
り
う
る
。
同
時
に
、
こ
の
こ
と
は
、
精
神
的
な
財
お
よ
び
権
利
の
脅
威
な
ら
び
に
文
化
的
な
価
値
創
造
の
脅
威
と
結
び

つ
く
。
こ
う
し
た
す
べ
て
の
現
象
は
、
国
家
と
社
会
の
関
係
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
い
く
つ
か
は
、
後
で
再

び
取
り
上
げ
た
い
。
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Ⅱ
．
国
家
と
社
会
の
法
的
分
離

私
の
講
演
は
、
そ
れ
故
に
、
国
家
と
社
会
の
間
の
若
干
の
機
能
変
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
社
会
的
ア
ク
タ
ー
と
は
、
官
職
に
あ
る

者
で
も
政
府
を
代
表
す
る
者
で
も
な
い
者
の
こ
と
で
、
し
た
が
っ
て
、
政
府
や
そ
の
下
位
に
あ
る
行
政
官
で
も
、
立
法
府
議
員
で
も
、
あ

る
い
は
司
法
官
で
も
な
い
す
べ
て
の
者
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
市
民
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
に
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
含
ま
れ
る
の
で
、
市
民
な

い
し
社
会
的
ア
ク
タ
ー
は
非
常
に
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
中
に
は
、
国
際
的
な
結
び
つ
き
と
市
場
に
お
い
て
強

大
な
力
を
も
っ
た
寡
占
状
態
の
株
式
会
社
や
、
千
億
ド
ル
以
上
の
名
目
上
の
市
場
価
値
を
も
っ
た
い
わ
ゆ
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
な
ん

た
る
概
念
の
混
乱
）
や
格
付
け
会
社
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
市
民
で
あ
っ
て
基
本
権
享
有
主
体
で
あ
り
、
相
応
に
保
護
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
か
ら
、
誰
が
わ
れ
わ
れ
を
保
護
す
る
の
か
。

社
会
が
対
峙
し
て
い
る
国
家
と
い
う
の
は
、
大
部
分
は
公
法
の
分
野
で
決
定
を
行
う
、
国
家
権
力
の
三
つ
す
べ
て
の
形
態
に
あ
ら
わ
れ

る
諸
機
関
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
国
家
は
二
つ
の
顔
を
も
っ
て
い
る
。
国
家
は
、
私
法
に
基
づ
い
て
行
為
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
し
、
私

人
を
任
務
遂
行
に
関
与
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
と
き
、
国
家
は
自
ら
の
憲
法
上
の
拘
束
を
失
う
こ
と
は
な
い
。
い
や
、
よ

り
正
確
に
い
え
ば
、
国
家
は
憲
法
上
の
拘
束
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
失
う
べ
き
で
は
な
い
。
以
下
は
、
そ
の
枠
内
で
の
理
論
で
あ
る
。

国
家
と
社
会
の
理
論
的
な
分
離
は
、

│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る
経
過
を
辿
っ
た
の
だ
が

│
ド
イ
ツ
で
は
、
そ
の
立

憲
君
主
制
の
時
代
に
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
移
行
期
は
、
国
家
権
力
の
法
治
国
家
的
抑
制
に
関
す
る
観
念
の
形
成
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら

れ
、
同
時
に
、
民
主
的
な
萌
芽
を
た
ん
に
黙
認
す
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
し
ぶ
し
ぶ
甘
受
し
た
君
主
制
シ
ス
テ
ム
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
で
特

徴
づ
け
ら
れ
た
。
国
家
と
社
会
の
分
離
は
、
国
家
支
配
に
市
民
の
人
格
的
な
自
律
性
を
対
置
し
、
高
権
的
権
力
を
自
由
と
対
置
し
、
公
共
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空
間
を
私
と
対
置
し
た
。
か
つ
て
の
国
家
の
活
動
領
域
で
あ
っ
た
経
済
、
学
問
そ
し
て
教
育
の
大
部
分
と
宗
教
作
用
が
、
ま
す
ま
す
脱
国

家
化
し
、
自
発
的
に
理
解
さ
れ
た
国
家
の
自
己
抑
制
と
し
て
、
発
展
史
上
は
整
理
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
は
、
発
展
を
促
進
す
る

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
分
離
思
想
の
歴
史
的
起
源
は
、
国
家
と
社
会
の
区
別
が
し
ば
し
ば
時
代
遅
れ
と
見
ら
れ
る
こ
と
の
所
以
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

危
険
で
誤
っ
た
考
え
だ
と
私
は
確
信
し
て
い
る
。
現
行
憲
法
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
れ
と
対
立
す
る
立
場
か
ら
出
発
し
て
い
る
し
、
国
際
法
も

そ
の
立
場
を
求
め
て
い
る
、
と
私
は
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
正
当
化
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
基
本
権
秩
序
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
結
局
は
政
党
の
役
割
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
正
し
く
理
解
さ
れ
た
一
般
的
な
人
権
宣
言
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
決
ま
っ

た
ま
や
か
し
の
答
え
を
求
め
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。

憲
法
の
な
か
に
は
、
正
当
化
を
生
み
だ
す
手
続
し
か
規
律
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
選
挙
の
民
主
的
な
妥
当
性
を
明
文

で
要
請
す
る
だ
け
の
憲
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
表
し
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
国
家
機
関
の
す
べ
て
の
行
為
が
、
選

挙
民
に
帰
さ
れ
る
正
当
化
連
鎖
に
支
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
国
家
と
社
会
の
機
能
変
動
に

内
容
的
な
境
界
線
す
ら
も
引
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
も
う
一
度
取
り
上
げ
る
。

基
本
権
も
ま
た
、
国
家
と
社
会
の
領
域
に
違
い
が
あ
る
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
基
本
権
は
、
私
が
先
に
市
民
と
称
し
た
者

た
ち
の
諸
権
利
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
意
見
表
明
の
自
由
や
集
会
の
自
由
と
い
っ
た
民
主
主
義
的
な
基
本

権
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
家
的
ア
ク
タ
ー
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
結
社
の
自
由
も
、
自
律
的
な
結
合
形
成
の
権
利
と
し
て
、

こ
の
文
脈
に
お
か
れ
る
。
ま
た
、
財
産
権
と
職
業
の
自
由
と
い
っ
た
他
の
諸
基
本
権
も
こ
こ
に
示
し
て
お
く
。
国
家
は
基
本
権
享
有
主
体

と
は
な
り
え
ず
、
国
家
は
基
本
権
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
基
本
権
は
、
国
家
の
社
会
へ
の
介
入
を
防
御
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
日
は
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次
の
よ
う
に
言
っ
て
お
こ
う
。
国
家
が
社
会
的
権
力
か
ら
わ
れ
わ
れ
を
保
護
す
る
た
め
の
基
本
権
も
わ
れ
わ
れ
は
必
要
と
し
て
い
る
の
だ
、

と
。最

後
に
、
政
党
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
比
較
法
上
、
き
わ
め
て
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
る
。
政
党
は
、
こ
こ
で
前
提
と
し
て
い
る
モ
デ

ル
に
し
た
が
え
ば
、
社
会
的
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
が
、
国
家
機
関
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
政
党
は
中
間
的
存
在
と
い
っ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
的
結
社
と
い
う
政
党
の
地
位
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
党
に
は
、
憲
法
上
、
国
民
の
意
思
形
成
へ
の
協
力
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
政
党
は
、
議
会
内
で
形
成
し
た
会
派
を
通
じ
て
、
制
度
的
に
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
│
国
家
的
な
│
決
定
に
参
与

す
る
。
政
党
は
、
国
家
の
職
務
者
に
な
る
政
治
に
か
か
わ
る
者
を
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
た
め
の
集
団
を
形
成
し
て
い
る
。
政
党
は
、
そ
の
役

割
を
果
た
す
た
め
に
、
部
分
的
に
で
あ
っ
て
も
、
国
家
に
よ
っ
て
資
金
援
助
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
政
党
は
、
資
金
力
の
あ
る
社
会
の

ア
ク
タ
ー
か
ら
も
、
と
き
に
は
公
開
で
、
と
き
に
は
間
接
的
に
金
銭
が
支
払
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
大
企
業
が
党
大
会
の
ス
ポ
ン
サ
ー

に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
党
の
地
位
は
、
国
家
と
社
会
の
分
離
の
根
拠
で
も
あ
る
し
、
両
者
の
境
界
の
線
引
き
を
困
難
に
す
る
根
拠
と

も
な
っ
て
い
る
。

Ⅲ
．
国
家
の
後
退
と
社
会
の
利
益
代
表
に
対
す
る
開
放

国
家
と
社
会
の
原
則
的
な
分
離
と
い
う
憲
法
上
の
モ
デ
ル
を
現
実
と
対
決
さ
せ
る
な
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
機
能
変

動
が
姿
を
あ
ら
わ
す
。
国
家
が
、
法
的
に
閉
ざ
さ
れ
た
領
域
に
ど
の
程
度
ま
で
踏
み
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
や
、
い
つ

の
間
に
か
踏
み
出
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
問
題
に
し
な
い
。
む
し
ろ
私
は
別
の
問
題
側
面
に
限
定
す
る
。
ど
こ
で
国

家
が
い
と
ま
を
告
げ
て
、
そ
の
分
野
を
私
的
ア
ク
タ
ー
に
任
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
こ
ま
で
国
家
は
、
新
た
な
挑
発
に
対
し
て
無
為
で
あ
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り
つ
づ
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
国
家
の
決
定
へ
の
社
会
的
ア
ク
タ
ー
の
影
響
と
作
用
は
ど
の
よ
う
に
見
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
国
家
は
、
か
つ
て
運
送
部
門
、
鉄
道
、
郵
便
、
空
港
営
業
・
航
空
安
全
、
公
衆
衛
生
、
廃
棄
物
処
理
そ
し
て
水
道
供
給
と

い
っ
た
古
典
的
な
国
家
任
務
を
負
っ
て
い
た
が
、〔
今
日
で
は
〕
私
人
を
警
察
任
務
に
参
加
さ
せ
、
犯
罪
者
に
対
す
る
保
安
処
分
に
さ
え

も
参
加
さ
せ
て
い
る
。
戦
争
は
私
的
な
軍
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

国
家
は
長
い
こ
と
、
私
的
ア
ク
タ
ー
が
国
家
機
能
の
行
使
に
対
し
て
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
許
容
し
て
き
た
。

立
法
、
行
政
、
司
法
に
お
い
て
、
社
会
的
ア
ク
タ
ー
は
国
家
の
決
定
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
三
つ
す
べ
て
の
領
域
で
、
フ
ォ
ー
マ
ル

な
影
響
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
影
響
が
区
別
さ
れ
う
る
。
フ
ォ
ー
マ
ル
な
影
響
と
は
、
形
式
、
す
な
わ
ち
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
影
響
と
は
、
法
律
の
規
律
の
外
で
実
行
す
る
も
の
だ
が
、
先
の
理
由
か
ら
必
然
的
に
違
法
で
は
な
い
。

立
法
。
そ
れ
は
議
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
議
会
が
法
律
に
よ
っ
て
授
権
し
た
場
合
に
は
、
政
府
も
行
う
。
こ
の
理
論
か
ら
す
る
と
、

こ
の
種
の
授
権
法
律
は
、
対
象
と
内
容
を
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
行
政
は
議
会
に
よ
っ
て
引
か
れ
た
範
囲
を
行
使
す
る
だ
け

で
あ
る
。
こ
の
立
法
過
程
へ
の
社
会
的
ア
ク
タ
ー
の
参
加
は
、
少
な
く
と
も
憲
法
で
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

社
会
的
ア
ク
タ
ー
の
参
加
は
著
し
く
、
か
つ
、
内
容
上
も
し
ば
し
ば
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
は
法
律
の
発
議
に
も
、
さ
ら
に
立
法
手

続
に
も
関
係
し
て
い
る
。

立
法
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
権
能
は
、
国
家
機
関
の
み
に
留
保
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
、
そ
こ
に
、
形
式
的
に
議
会
が
発
議
者
と
し

て
登
場
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
政
府
が
優
位
に
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
シ
ス
テ
ム
に
内
在
す
る
政
党
の
優
位
を
生
み
だ
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
他
の
社
会
的
ア
ク
タ
ー
も
立
法
準
備
に
参
加
し
、
し
ば
し
ば
決
定
の
き
っ
か
け
を
政
治
的
に
与
え
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
れ

ら
は
、
社
会
的
な
部
分
利
益
の
組
織
で
あ
る
団
体
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
工
業
、
手
工
業
、
経
営
者
団
体
と
い
っ
た
経
済
的
利
益
の
代
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表
で
あ
り
、
社
会
的
利
益
ま
た
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
利
益
の
代
表
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
部
分
的
に
は
、
政
党
を
経
由
し
、
考
え
ら
れ
る
立

法
、
あ
る
い
は
予
定
さ
れ
て
い
る
立
法
に
お
け
る
個
々
の
問
題
を
社
会
的
団
体
の
代
表
者
と
討
議
し
、
し
ば
し
ば
将
来
の
潜
在
的
な
立
法

の
名
宛
人
の
了
承
を
得
よ
う
と
す
る
。
政
府
自
身
も
そ
う
し
た
議
論
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
。
政
府
は
意
見
を
求
め
て
審
議
会
と
専

門
委
員
会
を
設
置
す
る
。
こ
の
過
程
は
圧
倒
的
に
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
行
わ
れ
る
。
そ
れ
は
多
か
れ
少
な
か
れ
透
明
性
を
も
っ
て
行
わ
れ

る
が
、
と
き
に
は
メ
デ
ィ
ア
の
公
開
に
よ
る
活
気
づ
け
を
ね
ら
っ
た
選
択
的
で
部
分
的
な
透
明
性
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
そ
れ
は
ロ
ビ
イ

ス
ト
と
い
う
独
自
の
職
業
を
生
み
出
す
。
そ
れ
は
大
群
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
ロ
ビ
イ
ス
ト
の
一
部
は
、
助
言
者
と
し
て
省
庁
に
従
事

し
て
、
法
案
を
下
書
き
す
る
。

行
政
は
、
法
律
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
り
個
別
事
案
を
決
定
す
る
が
、
そ
の
と
き
内
容
形
成
の
余
地
が
あ
る
の
は
、
と
く
に
法
律
執

行
が
裁
量
の
か
た
ち
で
行
わ
れ
る
場
合
、
つ
ま
り
法
効
果
の
点
で
の
変
動
域
が
、
不
確
定
法
概
念
の
具
体
化
の
と
き
や
、
と
り
わ
け
、
た

と
え
ば
イ
ン
フ
ラ
に
か
ん
す
る
重
要
な
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
法
的
な
形
成
と
し
て
の
計
画
の
分
野
で
、
法
的
に
許
容
さ
れ
る
決
定
を
み

と
め
る
場
合
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
衡
量
が
可
能
で
あ
り
、
と
き
に
は
本
質
的
に
、
法
律
執
行
を
「
公
共
の
利
益
」
に
最
も
適
し
て
い
る
問

題
に
限
定
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
し
ば
し
ば
社
会
的
ア
ク
タ
ー
の
対
立
す
る
諸
利
益
に
か
か
わ
る
決
定
の
た
め
に
、
多
く
の

代
替
案
か
ら
選
択
を
行
う
の
は
執
行
行
政
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
直
接
的
に
は
、
社
会
的
ア
ク
タ
ー
が
自
ら
の
利
益
を
決
定
前
に

強
く
主
張
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

立
法
の
こ
の
状
況
と
は
反
対
に
、
行
政
の
手
続
法
は
徹
底
的
に
そ
の
必
要
性
に
応
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
作
用
と
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
法
で
は
、
行
政
と
決
定
後
の
名
宛
人
と
の
法
関
係
だ
け
で
な
く
、
第
三

者
の
利
益
に
も
か
か
わ
る
行
政
決
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
関
係
人
へ
徹
底
的
に
聴
聞
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
。
建
築
法
や
環
境
法
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な
ど
、
様
々
な
法
領
域
が
多
く
の
例
を
提
供
し
て
い
る
。
あ
る
建
築
計
画
や
操
業
施
設
が
許
可
さ
れ
た
場
合
、
ま
さ
に
広
い
範
囲
の
関
係

人
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
関
与
と
い
う
も
の
が
予
定
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
訴
え
の
可
能
性
も
発
生
し
て
い
る
。
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、

数
百
の
、
い
や
数
千
の
関
係
者
が
い
て
、
そ
れ
は
、
し
ば
し
ば
個
人
と
し
て
協
働
す
る
し
、
ま
た
組
織
さ
れ
た
団
体
の
な
か
で
協
働
す
る

場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
機
関
で
あ
る
「
行
政
」
は
、
一
面
的
・
高
権
的
に
決
定
す
る
の
で
は
な
い
し
、
社
会
的
利
害
と
隔
離

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
む
し
ろ
決
定
に
い
た
る
道
程
を
、
そ
の
担
い
手
た
ち
が
行
政
に
随
行
す
る
の
だ
。
そ
の
際
、
し
ば
し
ば
、

考
え
ら
れ
う
る
決
定
の
内
容
を
議
論
の
対
象
に
し
て
、
討
論
の
期
日
が
予
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

心
理
学
的
な
理
由
ゆ
え
、
意
見
の
た
ん
な
る
交
換
か
ら
共
同
決
定
へ
と
傾
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

Ⅳ
．
チ
ャ
ン
ス
と
リ
ス
ク

国
家
の
代
表
者
と
社
会
的
ア
ク
タ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
私
が
述
べ
た
こ
と
は
、
国
家
に
よ
る
決
定
の
質
に
と
っ
て

有
益
な
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。
長
い
こ
と
わ
れ
わ
れ
は
、
リ
ス
ク
に
対
す
る
こ
う
し
た
チ
ャ
ン
ス
を
は
っ
き
り
と
強
調
し
て
き
た
よ
う
に
思

う
。
参
加
さ
せ
、
開
放
的
で
、
か
つ
柔
軟
に
見
せ
て
い
る
国
家
と
い
う
も
の
は
、
た
ん
に
好
感
が
持
て
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
一
方

的
に
厳
し
く
上
か
ら
官
憲
的
に
決
定
す
る
国
家
と
比
べ
て
、
た
い
て
い
は
適
切
に
行
動
す
る
。
そ
れ
は
、
決
定
を
行
う
機
関
が
、
そ
の
決

定
の
帰
結
全
体
を
考
慮
で
き
る
場
合
に
は
適
切
に
は
た
ら
く
。
立
法
手
続
に
お
い
て
も
、
行
政
手
続
に
お
い
て
も
、
社
会
的
ア
ク
タ
ー
の

関
与
は
、
事
実
に
関
す
る
決
定
者
の
知
識
を
補
完
し
、
本
質
的
な
観
点
が
無
視
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
に
役
立
つ
。
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
国
家
の
決
定
の
受
容
を
獲
得
す
る
こ
と
に
も
役
立
ち
う
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
国
家
が
自
ら
の
決
定
に
対
す

る
裁
判
上
の
権
利
保
護
の
主
張
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
ど
う
か
、
そ
し
て
ど
の
程
度
考
慮
す
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
判
断
す

一
四
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
二
二
）

る
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。
徹
底
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
前
も
っ
て
長
期
的
な
訴
訟
を
回
避
す
る
手
助
け
と
な
り
う
る
の
で
あ

る
。し

か
し
、
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
。
リ
ス
ク
は
巨
大
で
あ
り
、
そ
の
存
在
は
い
よ
い
よ
明
白
に
な
っ
て

い
る
。
限
界
が
踰
越
さ
れ
る
と
、
説
明
責
任
が
曖
昧
に
な
る
。
個
々
の
決
定
に
あ
た
っ
て
、
国
家
が
単
に
形
式
に
従
っ
て
決
定
を
行
う
場

合
に
は
、
そ
の
も
の
ご
と
に
関
し
て
社
会
的
ア
ク
タ
ー
の
強
制
力
と
圧
力
の
度
合
い
に
応
じ
て
│
実
質
的
に
│
形
式
や
内
容
が
脅
か
さ
れ

る
。
国
家
が
自
ら
活
動
を
低
下
さ
せ
て
い
る
事
項
、
す
な
わ
ち
民
営
化
を
推
進
し
て
い
る
領
域
や
、
い
わ
ゆ
る
規
制
緩
和
の
分
野
で
は
、

事
実
上
、
国
家
に
残
さ
れ
た
統
制
権
限
と
監
督
権
限
が
も
は
や
実
効
的
に
行
使
さ
れ
な
い
こ
と
が
起
こ
り
う
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
た
、

国
家
が
立
法
権
と
執
行
権
の
決
定
の
準
備
の
た
め
に
、
社
会
と
の
協
働
を
招
く
場
合
に
も
起
こ
り
う
る
。
こ
こ
で
も
、
国
家
は
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
公
共
善
に
沿
う
よ
う
に
民
主
的
に
正
当
化
さ
れ
た
手
続
で
制
定
さ
れ
た
法
律
に
基
づ
い
て
一
方
的
に
決
定
す
る
力
を
必
要
と

し
て
い
る
。
国
家
は
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
抵
抗
勢
力
に
対
し
て
も
強
制
す
る
力
と
、
そ
の
力
を
使
用
す
る
意
思
を
必
要
と
し
て
い

る
。そ

の
よ
う
な
力
に
は
部
分
的
に
欠
け
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
国
家
は
、
最
小
の
抵
抗
方
法
を
と
ら
せ
る
よ
う
に
誘
導
で
き
る
。
立
法
の
際

に
起
こ
り
う
る
の
は
、
国
家
が
可
能
な
限
り
多
く
の
、
相
互
に
対
立
す
る
利
益
を
対
等
に
考
慮
し
よ
う
と
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
明
快

な
決
定
を
行
わ
ず
に
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
妥
協
の
よ
う
な
は
っ
き
り
し
な
い
法
律
を
施
行
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
権
力
分
立
の
バ
ラ
ン
ス
を
狂
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
考
え
ら
れ
う
る
の
は
、

│
こ
れ
は
行
政
と
同
様
に
、
立
法
に
も
当
て
は
ま
る
の
だ
が

│
国
家
が
、
と
く
に
持
続
的
な
影
響

力
を
も
っ
た
自
己
利
益
の
代
表
者
た
ち
か
ら
影
響
を
受
け
う
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
的
勢
力
を
組
織
す
る
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こ
と
は
、
し
ば
し
ば
財
政
の
問
題
と
な
る
。
専
門
家
の
助
言
は
、
法
的
助
言
で
す
ら
も
費
用
が
か
か
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
弱
者

や
経
済
力
の
弱
い
社
会
部
門
の
利
益
が
、
背
後
に
押
し
や
ら
れ
て
し
ま
い
が
ち
に
な
る
の
は
、
国
家
が
、
彼
ら
の
利
益
を
実
効
的
に
代
表

す
る
者
た
ち
に
対
し
て
優
位
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
と
く
に
巨
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
行
政
決

定
の
際
に
明
ら
か
に
な
る
。
国
家
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
決
定
を
行
う
際
に
、
一
定
の
決
定
へ
の
積
極
的
な
い
し
消
極
的
利

益
を
も
つ
者
た
ち
と
優
先
的
に
関
係
を
も
つ
場
合
に
、
全
体
社
会
の
利
益
が
背
後
に
押
し
や
ら
れ
る
危
険
が
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
国
家

が
決
定
を
行
う
際
、
世
論
調
査
に
基
づ
い
た
多
数
者
に
短
期
的
に
方
向
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
家
は
よ
り
長
期
的
な
公
共
の
利
益

を
見
落
と
す
こ
と
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
よ
う
な
利
益
を
代
弁
す
る
者
は
必
然
的
に
少
数
だ
か
ら
で
あ
る
。
国
家
は
と

く
に
こ
の
代
弁
者
た
ち
を
想
定
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
観
察
か
ら
い
く
つ
か
の
懸
念
が
生
じ
る
。
立
法
に
目
を
向
け
た
と
き
認
め
ら
れ
る
問
題

│
い
つ
、
そ
し
て
い
か
な
る
条

件
下
で
社
会
的
利
益
の
集
積
が
、
法
律
の
質
に
欠
陥
を
生
じ
さ
せ
た
り
、
特
定
の
法
律
を
一
面
的
な
利
益
誘
導
に
至
ら
せ
た
り
す
る
の
か

│
は
、
し
か
し
、
行
政
決
定
の
質
に
関
し
て
も
生
じ
て
い
る
。
国
家
行
為
は
、
社
会
的
勢
力
が
押
し
付
け
た
も
の
に
ど
こ
ま
で
制
約
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
部
分
的
に
は
発
信
し
放
題
で
、
あ
る
い
は
原
初
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
、
決
定
の
客
観
性

│

と
正
当
性
！

│
の
ど
こ
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
国
家
と
法
は
、
そ
の
決
定
が
私
的
な
個
別
的
利
益
の
手
段
と
見
ら
れ
た

場
合
に
は
、
そ
の
威
信
を
失
っ
て
し
ま
う
。

市
場
、
競
争
及
び
民
営
化
は
、
多
数
者
の
た
め
の
繁
栄
と
社
会
保
障
の
唯
一
の
前
提
条
件
で
あ
る
と
い
う
信
念
は
、
我
々
は
今
日
で
は

他
の
国
々
で
も
受
け
入
れ
る
所
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
だ
が
、
私
的
ア
ク
タ
ー
が
ま
ず
自
己
の
利
益
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
の
状
況
に
適
合
し
て
い
な
い
。
彼
ら
は
、
何
人
も
最
初
は
私
的
利
用
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
る
と
い
う

│
人
間
が
こ

一
四
九
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の
思
想
を
も
ち
は
じ
め
た
と
き
以
来

│
よ
く
知
ら
れ
た
状
況
を
抑
圧
す
る
こ
と
に
心
を
寄
せ
て
い
る
。
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
は
こ
れ
を

狼
の
よ
う
だ
と
呼
ん
で
い
る
。
国
家
は
、
利
益
を
め
ぐ
る
闘
い
に
可
能
な
限
り
多
数
者
が
参
加
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
を
設
定
す
る
こ
と
で

満
足
し
て
は
な
ら
ず
、
非
参
加
者
や
弱
者
の
利
益
な
ら
び
に
将
来
の
利
益
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
憲
法
は
、
私
人

に
は
妥
当
し
な
い
諸
義
務
を
、
国
家
に
は
課
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅴ
．
民
主
主
義
と
法
治
国
家
性
の
燈
す
国
家
の
責
任

国
家
は
、
誰
も
が
真
剣
に
取
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
政
治
学
や
経
済
学
の
理
論
に
し
た
が
え
ば
、
社
会
的
原
動
力
を
制
御
す
る
唯
一
の
引

受
手
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
以
来
知
っ
て
い
る
し
、
マ
ル
ク
ス
も
、
少
な
く
と
も
彼
の
期
待
す
る
無
階
級
社
会

と
い
う
悟
り
の
境
地
の
前
段
階
に
対
す
る
認
識
を
本
質
的
に
豊
か
な
も
の
と
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
残
念
な
が
ら
そ
れ
を
期
待
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
以
下
の
考
察
で
求
め
よ
う
と
す
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
学
問
で
あ
る
法
学
が
、
国
家
の
任
務
遂
行
に
と
っ
て
唯
一
の
基
準

で
あ
り
う
る
も
の
を
促
進
す
る
た
め
に
、
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
と
っ
て
、
そ
の
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
等
な
発
展
の
チ
ャ

ン
ス
の
保
障
と
そ
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
を
実
現
で
き
る
生
活
条
件
の
維
持
な
い
し
整
備
を
促
進
す
る
た
め
に
、
い
か
な
る
寄
与
を
な
し
う

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

法
治
国
家
は
、
民
主
主
義

│
競
争
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
に
形
成
さ
れ
る
理
念

│
の
手
続
に
必
要
な
組
織
形
式
で
あ
る
。
民
主
主
義

が
、
正
確
に
は
可
能
な
限
り
多
く
の
決
定
に
参
加
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
当
た
っ
て
は
愚
か
さ
や
無
知
に
影

響
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
何
ら
根
本
的
な
異
議
と
な
っ
て
は
い
な
い
。
民
主
主
義
的
決
定
に
基
づ
く
不
正
、
不
幸
及
び
衰
退
は
、

無
制
約
な
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
の
結
果
と
し
て
の
、
あ
る
い
は
エ
リ
ー
ト
思
想
に
基
づ
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
幻
想
を
実
現
し
た
結
果
と
し

一
五
〇
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て
の
平
等
性
に
対
比
す
れ
ば
、
最
善
で
あ
る
は
ず
だ
と
お
そ
ら
く
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
法
治
国
家
と
民
主
主
義
に
対
す
る
他
の
選
択
肢
は
な
い
の
で
、
最
近
の
誤
っ
た
発
展
を
か
ん
が
み
る
に
、
す
で
に
存
在

し
継
続
的
に
発
展
し
て
い
る
措
置
の
活
発
化
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

戒
め
る
べ
き
は
、
ま
ず
は
、
一
般
的
な
法
の
役
割
で
あ
る
そ
の
妥
当
性
と
堅
牢
性
に
つ
い
て
の
意
識
で
あ
る
。
法
律
の
優
位
性
と
そ
の

拘
束
力
は
、
平
和
的
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
革
命
を
通
じ
て
開
発
さ
れ
た
の
で
、
高
位
の
国
家
の
代
表
者
た
ち
を
も
い
ら
だ
た
せ
て
い

る
。
ド
イ
ツ
の
連
邦
宰
相
は
、
議
会
選
挙
の
機
会
を
改
善
す
る
た
め
に
憲
法
の
諸
ル
ー
ル
を
相
対
化
し
て
議
会
を
解
散
し
た
。
ア
メ
リ
カ

大
統
領
た
ち
は
国
際
法
を
あ
ま
り
気
に
か
け
な
い
。
あ
る
イ
タ
リ
ア
の
大
統
領
は
、
自
分
は
法
的
な
責
任
の
外
に
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に

振
る
舞
っ
て
い
た
。
他
国
の
多
く
の
代
表
者
た
ち
か
ら
は
、
法
は
、
法
の
支
配
（R

ule of L
aw

）
の
意
味
と
い
う
よ
り
も
、
法
に
よ
る
支

配
（R

ule by L
aw

）
の
意
味
で
理
解
さ
れ
、
す
な
わ
ち
法
は
内
容
的
な
規
準
と
し
て
で
は
な
く
、
単
な
る
道
具
と
し
て
理
解
さ
れ
る
、
と

い
う
見
解
が
あ
る
。

類
似
し
て
、
問
題
な
の
は
、
国
家
の
代
表
者
た
ち
と
、
社
会
お
よ
び
資
本
と
の
間
の
距
離
の
喪
失
で
あ
る
。
国
家
官
僚
は
、
と
き
お
り

自
分
で
、
し
ば
し
ば
官
僚
に
関
係
す
る
人
に
、
相
当
な
個
人
的
な
利
得
を
与
え
る
。
ド
イ
ツ
で
は
官
僚
は
失
墜
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
官
僚

は
社
会
領
域
か
ら
の
寄
付
に
よ
っ
て
利
得
を
あ
さ
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
多
く
の
国
で
こ
の
こ
と
は
微
罪
と
さ
れ
る
。
し
か
し
私
は
、
こ
こ

で
は
、
そ
れ
が
法
文
化
の
発
展
と
存
続
の
前
提
条
件
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
も
う
そ
れ
を
政
治
的
倫
理
の
問
題
と
言
う
こ
と
は
な
い
。

個
人
と
集
団
の
意
思
表
明
に
よ
っ
て
国
家
の
決
定
を
事
前
に
刻
印
づ
け
る
民
主
主
義
の
理
念
は
、
弱
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
国
家
の

決
定
に
対
す
る
社
会
の
影
響
力
は
、
民
主
主
義
の
表
明
で
す
ら
な
い
。
社
会
的
影
響
力
は
、
ま
さ
に
国
家
的
ア
ク
タ
ー
の
人
の
選
定
と
正

当
化
に
お
い
て
実
現
さ
れ
、

│
と
く
に
重
要
な
の
は

│
政
党
内
部
の
民
主
主
義
と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
政
党
は
、
人

一
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的
に
も
内
容
的
に
も
、
国
家
と
社
会
の
結
び
つ
き
を
創
出
す
る
課
題
を
も
つ
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
的
ア
ク
タ
ー
な
の
だ
か
ら
。
そ
の
点
で
、

政
党
は
多
く
の
諸
国
家
で
荒
廃
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
だ
。

し
ば
し
ば
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
民
主
主
義
は
不
可
分
に
、
正
当
化
だ
け
で
は
な
く
、
内
容
的
な
責
任
と
も
結
び
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
社
会
的
ア
ク
タ
ー
は
国
家
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
ず
、
他
の
私
人
と
自
身
に
対
し
て
責
任
を
負
う
。
し
た
が
っ
て
、
民
主
主
義
原
理

は
、
責
任
の
実
効
的
な
引
き
受
け
を
す
で
に
要
請
し
て
い
る
し
、
行
為
義
務
を
基
礎
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
家
任
務
の
民
営
化
と
、

国
家
が
責
任
を
負
う
決
定
へ
の
私
人
の
影
響
力
の
甘
受
に
、
法
的
な
限
界
を
引
い
て
い
る
。

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
今
年
一
月
に
、
私
人
に
よ
る
高
権
的
任
務
遂
行
へ
の
注
目
す
べ
き
基
本
決
定
を
行
っ
た

（
1
）

。
そ
こ
で
は
、

刑
罰
執
行
の
一
部
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
国
家
の
任
務
が
委
譲
さ
れ
た
私
法
上
の
資
本
会
社
に
よ
る
精
神
科
病
棟
と
教
護

施
設
に
お
け
る
措
置
で
あ
る
。
そ
こ
で
強
制
措
置
を
与
え
ら
れ
た
施
設
利
用
者
が
憲
法
異
議
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
基
本
法
三
三
条
四
項

は
、
高
権
的
任
務
の
た
め
の
官
吏
の
設
置
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
そ
の
よ
う
な
任
務
の
私
人
へ
の
委
譲
に
も
適
用
さ
れ
、
例

外
事
例
に
は
限
定
的
に
適
用
さ
れ
る
。
要
請
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
裁
判
所
が
、
任
務
遂
行
に
対
す
る
議
会
に
よ

る
統
制
可
能
性
を
保
持
し
つ
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
裁
判
所
は
明
確
に
、
国
家
責
任
か
ら
の
逃
走
に
対
す
る
憲
法

上
の
禁
止
を
述
べ
た
。
秩
序
に
か
な
っ
た
任
務
遂
行
の
た
め
に
、
国
家
の
保
証
責
任
に
は

│
議
会
に
対
し
て
も

│
相
応
の
観
察
義
務

が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て

│
引
用
す
る
と

│
「
民
主
的
正
当
化
の
連
関
は
、
議
会
が
こ
の
観
察
義
務
の
履
行
を
妨
げ
な
い
場
合
に

の
み
維
持
さ
れ
続
け
る
」。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
事
実
上
の
質
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
国
家
の
監
督
官
庁
は
、
割
っ
て
入
っ
て
き
た

私
人
に
対
す
る
実
効
的
な
監
督
に
つ
い
て
た
ん
に
権
限
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
義
務
づ
け
ら
れ
て
す
ら
い
る
の
だ
。
重
要
な
の
は
、
憲
法

の
上
記
規
定
が
、
こ
こ
で
は
絶
対
的
な
民
営
化
の
限
界
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
責
任
あ
る
合
理
的
な
決
定
を
求
め
て

訳
注
2

一
五
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い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
権
力
と
責
任
の
一
体
化
の
憲
法
上
の
義
務
づ
け
と
い
う
根
本
思
想
は
、
個
別
事
例
を
越
え
て
広
く

一
般
化
可
能
で
あ
る
。

Ⅵ
．
憲
法
学
と
立
憲
化

上
述
し
た
、
国
家
責
任
の
憲
法
上
の
要
請
と
い
う
民
主
主
義
理
論
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
テ
ー
ゼ
は
、
そ
れ
故
に
判
例
に
よ
っ
て

確
立
さ
れ
た
一
つ
の
憲
法
学
的
認
識
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
ゼ
は
、
す
べ
て
の
民
主
的
に
志
向
さ
れ
た
憲
法
に
お
い
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い

て
、
た
ん
に
発
見
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
け
だ
と
私
は
確
信
し
て
い
る
。
と
も
か
く
憲
法
学
の
革
新
力
は
呼
び
起
こ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
。
憲
法
学
は
基
礎
学
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
、
法
制
史
、
比
較
法
、
法
哲
学
と
並
び
立
つ
も
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
憲
法
学
は
、
法
の
歴
史
や
哲
学
と
は
ち
が
っ
て
、
現
行
法
に
取
組
む
の
で
、
そ
れ
ら
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

憲
法
学
は
、
一
定
の
時
点
で
の
法
律
に
基
づ
い
て
、
そ
の
つ
ど
実
際
に
妥
当
し
て
い
る
憲
法
に
基
づ
い
て
、
具
体
的
な
法
問
題
に
い
か
に

答
え
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
問
題
に
専
念
す
る
。
し
か
し
こ
の
と
き
、
そ
の
通
用
し
て
い
る
諸
憲
法
の
間
で
共
通
し
た
内
容
と
い
う
の

は
、
一
般
に
思
わ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
も
大
き
い
も
の
で
、
少
な
く
と
も
多
様
な
個
別
性
を
顧
慮
し
な
い
公
理
よ
り
も
大
き
い
。
そ
れ
ゆ

え
比
較
憲
法
も
、
多
く
の
国
々
の
憲
法
実
務
の
方
法
と
し
て
、
き
わ
め
て
長
い
こ
と
定
着
し
て
き
た
。
憲
法
学
は
、
他
の
基
礎
学
と
と
も

に
、
全
体
法
秩
序
に
関
わ
っ
て
い
る
。
憲
法
は
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
法
秩
序
に
対
し
て
上
位
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
優
位
を
要
請
さ
れ
て

い
る
。
憲
法
は
、
国
内
規
範
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
で
は
最
高
位
に
あ
り
、
国
際
法
だ
け
が
さ
ら
に
上
位
に
あ
る
。

他
の
す
べ
て
の
法
に
対
す
る
優
位
性
は
、
原
則
的
に
、
お
そ
ら
く
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
憲
法
が
要
請
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
帰
結
は
、
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
比
較
法
的
研
究
が
示
す
よ
う
に
、
憲
法
が
き
わ
め
て
異
な
っ
た
基
準
を
も
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と
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
た
い
て
い
の
憲
法
は
、
た
ん
に
大
綱
を
設
定
す
る
機
能
に
限
定
さ
れ
て
い
て
、
憲
法

下
位
法
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
単
純
法
に
、
ま
っ
た
く
異
な
る
方
向
に
発
展
す
る
可
能
性
を
与
え
、
そ
の
内
容
を
拘
束
し
な
い
。
そ
れ
は
結

局
、
多
か
れ
少
な
か
れ
ど
れ
も
同
じ
よ
う
に
見
え
る
政
党
綱
領
と
同
じ
よ
う
に
読
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
憲
法
秩
序
に
は
、
単
純
法

の
憲
法
適
合
性
保
障
な
い
し
そ
の
憲
法
適
合
的
解
釈
に
関
す
る
実
効
的
な
実
現
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
欠
け
て
い
る
。
憲
法
学
は
そ
の
よ
う
な
欠

缺
の
除
去
と
い
う
目
標
を
も
つ
基
本
的
な
学
問
と
し
て
認
識
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
学
は
、
憲
法
が
法
全
体
の
立
憲
化
を
獲
得
す
る

こ
と
を
十
分
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る

（
2
）

。
以
下
で
は
、
こ
の
こ
と
が

│
こ
こ
に
挙
げ
た
民
主
主
義
理
論
の
要
請
を
越
え
て

│
社
会
的
勢
力
に
対
す
る
国
家
の
脆
弱
さ
と
の
闘
い
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
結
論
を
も
つ
の
か
、
説
明
し
た
い
。

も
し
法
秩
序

│
全
体

│
の
立
憲
化
と
い
う
場
合
、
考
え
ら
れ
る
の
は
、
基
本
権
と
、
さ
ら
に
、
例
え
ば
立
法
の
権
限
規
定
や
立
法

の
内
容
形
成
の
憲
法
上
の
基
準
と
い
っ
た
他
の
憲
法
諸
原
理
が
、
法
シ
ス
テ
ム
全
体
に
偏
在
し
、
単
純
法
の
解
釈
を
導
く
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
基
本
権
の
水
平
的
効
力
の
意
味
で
、
私
法
に
対
し
て
広
く
承
認
さ
れ
て
い
る

（
3
）

。
憲
法
が
法
律
や
あ
る
私
法
契
約
の

一
定
の
解
釈
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
憲
法
は
こ
の
解
釈
を
あ
ら
か
じ
め
強
制
的
な
ま
で
に
設
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
も
し

そ
の
よ
う
な
解
釈
が
、
単
純
法
の
立
法
者
の
認
識
し
う
る
規
律
意
思
を
鑑
み
て
不
可
能
な
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
法
律
は
違
憲
と
考

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
本
権
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
広
範
な
帰
結
を
有
し
て
い
る
。
基
本
権
の
水
平
的
効
力
は
、
基
本
権

が
、
た
ん
に
国
家
権
力
に
対
す
る
個
人
の
防
御
権
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
だ
け
で
は
な
く
、
価
値
を
置
く
基
本
決
定
と
し
て
も
理
解
さ
れ
、

そ
し
て
、
基
本
権
に
置
か
れ
た
価
値
の
、
私
的
ア
ク
タ
ー
と
、
私
人
同
士
の
関
係
の
保
護
が
国
家
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
と
も
理
解

さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
由
来
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
法
的
紛
争
は
、
潜
在
的
に
は
憲
法
争
訟
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
す
べ

て
の
専
門
裁
判
所
は
、
憲
法
裁
判
所
で
も
あ
る
。
そ
し
て
結
果
的
に
、
そ
れ
ら
の
憲
法
裁
判
所
は
専
門
裁
判
所
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
は
多

一
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く
の
重
要
な
限
界
問
題
が
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
実
際
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
憲
法
裁
判
権
の
優
越
な
く
し
て
解
決
す
る
こ

と
は
で
き
な
い

（
4
）

。

立
法
へ
の
基
本
権
の
影
響
は
、
本
質
的
に
、
立
法
可
能
な
内
容
の
実
質
的
な
限
界
と
い
う
意
味
で
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
立

法
は
、
立
法
の
必
要
性
に
由
来
す
る
基
本
権
保
護
義
務
に
よ
っ
て
も
決
定
さ
れ
て
い
る
。
立
法
は
基
本
権
の
実
現
に
資
す
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
、
基
本
権
実
現
の
条
件
を
作
り
上
げ
る
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
個
人
の
た
め
に
平
等
な
機
会
実
現
の
可
能
性
を
保
障
す
る
義
務
を

国
家
が
負
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ほ
か
の
社
会
的
勢
力
が
そ
の
よ
う
な
機
会
掌
握
の
た
め
の
状
況
を
作
っ
た
場
合
に
は
、
国
家
は
、
立

法
に
よ
っ
て
介
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

基
本
権
介
入
の
領
域
で
、
許
容
さ
れ
る
介
入
を
限
定
す
る
た
め
の
決
定
的
な
基
準
と
し
て
比
例
原
則
が
有
効
な
ら
ば

（
5
）

、
保
護
の
次
元
で

は
過
少
保
護
の
禁
止
が
相
応
す
る
。
比
例
原
則
が
要
求
し
て
い
る
の
は
、
正
当
な
目
的
が
た
だ
適
切
な
手
段
に
よ
っ
て
の
み
追
求
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
手
段
は
、
よ
り
小
さ
な
負
担
の
手
段
を
用
い
ず
に
、
最
終
的
に
適
切
と
な
る
と
い
う
意
味
で
必
要

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
比
例
原
則
の
考
え
方
は
、
法
治
国
家
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
法
文
化
に
共
通
の
要
素
と
し
て
妥
当

し
う
る
ほ
ど
ま
で
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、〔
法
治
国
家
と
い
う
〕
術
語
〔
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
〕
問
題
と
は
ま
っ
た
く

関
係
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
構
造
的
に
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
基
本
思
想
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を

合
理
的
に
理
由
づ
け
て
い
る
よ
う
な
法
秩
序
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

立
法
不
作
為
や
不
十
分
な
履
行
と
い
っ
た
状
況
で
は
、
過
少
保
護
の
禁
止
が
過
剰
介
入
の
禁
止
と
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
過
少
保
護
の
禁
止
は
、
比
例
性
審
査
を
裏
返
し
に
し
た
思
考
の
ス
テ
ッ
プ
を
要
請
し
て
い
る
。
そ
こ
で
適
切
性
と
と
ら
え
ら
れ
る

も
の
に
対
応
し
て
考
察
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
資
本
市
場
法
の
厳
し
い
規
律
と
い
っ
た
立
法
を
放
棄
す
る
こ
と
か
ら
、
不
適
切
に
も
基
本
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権
の
発
展
と
対
立
す
る
状
況
が
生
じ
る
の
か
？
比
例
性
審
査
の
要
素
で
あ
る
必
要
性
と
対
応
し
て
、
衡
量
さ
れ
た
あ
る
立
法
措
置
が
こ
の

不
適
切
性
を
除
去
で
き
る
か
ど
う
か
を
問
う
こ
と
が
で
き
る
。
不
適
切
性
を
除
去
で
き
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
よ
り
緩
や
か
な
手
段
に
代

替
さ
れ
な
い
相
当
な
措
置
が
行
わ
れ
う
る
場
合
に
か
ぎ
り
、
憲
法
上
そ
の
措
置
が
要
請
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、
立
法
は
通
常
、
立
法
者
の

裁
量
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
状
況
は
、
裁
量
の
縮
減
の
問
題
で
あ
る
。
な
の
で
、
こ
こ
で
挙
げ
た
合
理
性
の
基
準
に
し
た
が
っ
て
審
査

さ
れ
た
法
律
が
公
布
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
立
法
者
の
客
観
的
義
務
で
あ
る
。
こ
の
義
務
は
、
規
範
統
制
手
続
に
お

け
る
審
査
に
開
か
れ
て
い
る
。
客
観
的
な
国
家
の
義
務
が
、
主
観
的
権
利
の
次
元
に
も
及
ぶ
の
は
い
つ
も
、
措
置
の
不
作
為
が
、
基
本
権

保
持
者
そ
の
者
へ
の
個
別
的
な
介
入
と
な
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
状
況
で
は
憲
法
異
議
の
可
能
性
も
開
か
れ
る
。

こ
の
構
想
が
、
法
律
の
公
布
と
同
時
に
、
他
者
の
基
本
権
の
介
入
と
結
び
つ
く
と
き
に
は
、
そ
れ
は
憲
法
が
求
め
る
法
律
の
比
例
性
審

査
に
と
っ
て
代
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
立
法
は
、
典
型
的
に
は
多
極
関
係
の
な
か
で
行
わ
れ
る
。
過
少
保
護
の
審
査
の
結
果
は
、
権
利
が

縮
減
さ
れ
る
者
の
観
点
か
ら
、
過
剰
介
入
の
審
査
状
況
に
よ
る
。
あ
ら
ゆ
る
関
係
人
の
基
本
権
地
位
を
包
括
的
に
衡
量
で
き
る
適
切
性
の

審
査
段
階
は
、
相
当
の
判
断
基
準
を
提
供
す
る
。
憲
法
裁
判
権
を
強
調
し
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
裁
判
所
を
憲
法
が
拘
束
す
る
と
い
う
こ
と

を
鑑
み
て
、
と
ど
の
つ
ま
り
、
裁
判
権
一
般
を
強
調
す
る
よ
う
な
構
想
に
は
、
反
論
す
る
者
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
裁
判
官
支
配
を
助

長
す
る
、
と
。
し
た
が
っ
て
、
立
法
者
と
い
う
の
は
、
立
法
者
自
身
が
立
法
権
の
憲
法
上
の
規
準
を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
官
の

介
入
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
過
少
保
護
の
禁
止
と
結
び
つ
い
た
保
護
の
構
想
も
、
立
法
の
内

容
形
成
に
対
す
る
裁
判
官
の
敬
譲
の
必
要
性
を
課
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
裁
判
官
の
規
範
統
制
は
、
不
作
為
ま
た
は
不
十
分
に
行
動
す
る

立
法
者
に
対
す
る
統
制
も
、
合
理
性
審
査
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
審
査
を
、
立
法
者
は
合
理
的
な
論
証
に
よ
っ
て
切
り
抜
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
も
は
や
合
理
的
に
理
由
づ
け
ら
れ
な
い
も
の
は
違
憲
で
あ
り
、
不
作
為
で
も
あ
る
。

一
五
六



国
家
と
社
会
の
機
能
変
動
：
憲
法
と
国
際
秩
序
へ
の
挑
発
（
高
橋
）

（
三
三
一
）

Ⅶ
．
展
望

多
く
の
国
々
で
、
こ
の
裁
判
規
範
統
制
に
よ
っ
て
、
と
く
に
こ
の
統
制
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
予
防
的
効
果
に
よ
っ
て
、
よ
き
経
験
が

え
ら
れ
て
い
る
。
規
範
統
制
は
、
立
法
者
の
基
本
権
侵
害
を
抑
制
さ
せ
、
最
小
化
さ
せ
た
。
似
た
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
裁
判
メ
カ
ニ

ズ
ム
で
も
言
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
基
本
的
自
由
は
、
と
く
に
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
提
訴
で
き
る
よ
う
に
取
決
め
ら
れ
た
人
権
は
、
個

人
を
保
護
す
る
力
を
、
主
に
裁
判
所
の
機
能
に
負
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
介
入
の
次
元
の
裏
面
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
無

視
を
す
る
立
法
者
に
も
不
作
為
の
立
法
者
に
も
、
実
効
的
な
裁
判
統
制
を
受
け
さ
せ
る
の
で
、
筋
が
通
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
。
民

主
的
な
思
想
に
基
づ
く
国
家
の
最
終
責
任
は
、
法
治
国
家
理
念
に
お
か
れ
た
裁
判
統
制
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
る
場
合
に
必
要
と
な
る
。

た
し
か
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
憲
法
と
憲
法
に
関
す
る
学
問
に
過
大
な
要
求
を
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
社
会
的
領
域
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
実

際
の
脅
威
の
シ
ナ
リ
オ
に
対
し
て
、
こ
れ
を
発
揮
さ
せ
る
理
由
が
あ
る
。
法
は
、
普
遍
的
な
要
請
を
も
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
書
に
置
か

れ
た
共
通
の
価
値
を
貯
蔵
す
る
倉
庫
で
あ
り
、
貯
蔵
室
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
私
が
冒
頭
で
言
及
し
た
思
想
の
潮
流
に
由
来
し
て
い
る
。
こ

の
潮
流
は
か
つ
て
、
唯
一
者
と
し
て
社
会
契
約
に
参
加
せ
ず
、
そ
れ
で
も
不
可
欠
と
み
な
さ
れ
た
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
〔
怪
物
〕
を
、
法
の
遵

守
の
確
保
の
た
め
に
飼
い
馴
ら
し
た
。
そ
れ
は
、
海
の
怪
物
と
い
う
脅
威
の
な
い
エ
ウ
ダ
イ
モ
ニ
ア
（
幸
福
）
の
登
場
に
関
す
る
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
を
修
正
す
る
こ
と
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
を
わ
れ
わ
れ
は
解
放
し
よ
う
と
は
し
な

い
。
し
か
し
、
か
つ
て
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
が
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
を
案
出
し
た
よ
う
に
、
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
の
特
質
を
十
分
に
生
か
し
き
れ
ば
、

平
等
で
尊
厳
あ
る
人
間
の
生
を
侵
害
す
る
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
介
入
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
国
家
と
、
国
家
間
の
結
合
し
た
諸

組
織
を
準
備
さ
れ
た
も
の
と
し
て
見
る
の
で
あ
る
。

一
五
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
三
二
）

長
い
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
憲
法
学
者
は
、
自
覚
的
に
、
法
治
国
家
と
民
主
主
義
の
伝
統
を
外
に
輸
出
し
て
い
る
し
、
簒
奪
の
エ
リ
ー

ト
た
ち
が
形
式
的
な
正
当
性
を
伴
い
つ
つ
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ま
た
は
家
族
主
義
的
・
封
建
主
義
的
に
飾
ら
れ
、
多
か
れ
少
な
か
れ
法
律
も

な
く
支
配
し
た
か
現
に
支
配
し
て
い
る
よ
う
な
か
の
0

0

シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
推
奨
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
そ
れ
を
続
け
る
理
由
は
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
わ
れ
わ
れ
は
、
自
分
た
ち
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
そ
の
自
分
の
要
求
を
か
な
え
る
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
意
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
私
が
何
度
も
強
調
し
て
き
た
の
は
、
法
治
国
家
の
遺
産
の
公
理
で
あ
る
、
立
法
の
水
準
の
要
求
、

個
人
の
権
利
保
護
、
独
立
し
た
裁
判
所
に
よ
る
国
家
行
為
の
統
制
可
能
性
、
比
例
原
則
、
人
権
に
含
ま
れ
る
価
値
の
た
め
の
国
家
の
最
終

責
任
、
こ
こ
で
さ
ら
に
付
け
加
え
て
、
社
会
的
・
経
済
的
・
文
化
的
人
権
を
含
め
て
、
各
国
に
与
え
ら
れ
た
国
際
法
と
み
な
す
こ
と
で
あ

る
。
国
内
に
お
い
て
こ
れ
ら
す
べ
て
の
発
展
を
獲
よ
う
と
す
る
わ
れ
わ
れ
の
努
力
は
、
き
ち
ん
と
見
て
み
れ
ば
、
普
遍
的
な
法
の
規
準
を

執
行
す
る
こ
と
な
の
だ
。
た
と
え
そ
の
意
識
が
、
規
範
的
な
当
為
（S

ollen

）
に
劣
っ
て
い
て
も
、
法
的
に
こ
の
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で

あ
る
。

│
も
う
一
度
マ
ル
ク
ス
を
引
用
す
る
と

│
た
と
え
存
在
（S

ein

）
が
意
識
を
規
定
し
て
も
、
当
為
が
強
力
に
意
識
と
行
為
す

ら
も
規
定
で
き
る
こ
と
に
、
わ
れ
わ
れ
は
飽
く
こ
と
な
く
取
組
み
つ
づ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
国
際
法
秩
序
は
、
こ
れ
ま
た
尊
大
に
も
、
保
護
責
任
履
行
の
た
め
に
信
頼
す
べ
き
介
入
能
力
の
拡
充
を
求
め
る
状
況

に
あ
り
、
つ
ま
り
、
権
力
者
た
ち
と
諸
国
家
の
利
益
の
集
中
を
克
服
す
る
状
況
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
国
家
間
の
法
か
ら
世
界
の
人
々
の
た

め
の
法
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り

（
6
）

、
国
際
法
学
は
、
わ
れ
わ
れ
が
立
憲
国
家
の
内
部
で
維
持
し
よ
う
と
し
て
き
た
平
等

の
価
値
の
た
め
に
、
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
刺
激
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

訳　

注　

訳
者
に
よ
る
訳
注
を
つ
け
た
ほ
か
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
〔
括
弧
〕
の
表
記
で
こ
と
ば
を
補
っ
た
部
分
が
あ
る
。

一
五
八



国
家
と
社
会
の
機
能
変
動
：
憲
法
と
国
際
秩
序
へ
の
挑
発
（
高
橋
）

（
三
三
三
）

訳
注
1　
「
ア
ク
タ
ー
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
日
本
語
と
し
て
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
カ
タ
カ
ナ
語
で
は
な
く
「
主
体
」
と
訳
出

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
そ
の
方
が
読
み
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
こ
こ
で
は
「
ア
ク
タ
ー
」
と
す
る
。
そ
れ
に
は
、
重
大
な

理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
語
で”A

kteur”

と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
は”S

ubjekt”

（
主
体
）
と
表
記
さ
れ
て

い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
つ
ま
り
、”A

kteur”

と
表
記
し
た
の
に
は
、「
主
体
性
」
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
、
国
家
と

社
会
と
が
交
錯
す
る
公
共
空
間
で
一
定
の
役
割
を
演
じ
る
行
動
因
子
・
要
素
と
し
て”A

kteur”

（
役
者
）
の
意
味
を
込
め
た
、
と
い
う
こ
と
に
注

目
し
た
い
。
国
家
的
主
体
や
非
国
家
的
主
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
ア
ク
タ
ー
」
が
交
わ
る
こ
の
世
界
観
（
国
家
と
社
会
の
脱
分
化
）
に
お
い
て
は
、

「
主
体
性
」
よ
り
も
、
多
様
な
「
ア
ク
タ
ー
」
の
交
わ
る
「
関
係
性
」
を
基
点
に
し
て
世
界
が
観
察
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
関
係
間
で
の
一
因
子
を
示

す
こ
と
ば
と
し
て
「
ア
ク
タ
ー
」
が
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
本
稿
の
よ
う
に
、
国
家
と
社
会
が
交
錯
す
る
公
共
空
間

を
議
論
す
る
際
に
は
、
近
年
の
ド
イ
ツ
で
は
、「
主
体
」
で
は
な
く
「
ア
ク
タ
ー
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
る
こ
と
が
通
用
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
、

「
主
体
性
」
か
ら
「
関
係
性
」
へ
と
視
点
が
移
行
し
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
用
法
で
最
も
代
表
的
な
論
者

の
一
人
と
し
て
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
る
レ
ナ
ー
テ
・
マ
イ
ン
ツ
は
、
次
の
よ
う
に
「
ア
ク
タ
ー
」
と
い
う
用
語
を
述
べ
て
い
る
：「
協
働
す
る
国
家

の
モ
デ
ル
で
は
、
制
御
を
行
う
主
体
と
制
御
の
客
体
の
明
確
な
区
別
と
い
う
も
の
が
消
滅
す
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
『
政
治
』
シ
ス
テ
ム
は
、
も
は
や

国
家
的
ア
ク
タ
ー
の
意
味
や
政
治
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
成
員
の
意
味
で
の
行
為
者
の
み
に
関
わ
る
の
で
は
な
く
、
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て
『
公
共
的

利
益
』
を
代
表
し
、
実
現
す
る
あ
ら
ゆ
る
ア
ク
タ
ー
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。」（R

enate M
ayntz, G

overnance T
heory als 

fortentw
ickelte S

teuerungstheorie?, in: G
unnar F

olke S
chuppert

（H
rsg.

）, G
overnance-F

orschung, 2.A
ufl . 

（2006

） S.11-20

（13

））

訳
注
2　
「
今
年
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
本
稿
の
基
に
な
っ
た
講
演
会
が
二
〇
一
二
年
に
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
正
確
に
は
「
今
年
一
月
」
と

は
二
〇
一
二
年
一
月
で
あ
り
、
具
体
的
な
判
例
そ
の
も
の
は
下
記
の（
1
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
）　B
eschluss v. 18. Januar 2012, -2 B

vR
 133/10-; dazu M

arc A
ndré W

iegand, D
ie B

eleihung P
rivater im

 K
ernbereich 

hoheitlicher A
ufgabenw

ahrnehm
ung, in: D

eutsches V
erw

altungsblatt 2012, 1134 ff .

（
2
）　P

hilip K
unig, K

onstitutionalisierung der R
echtsordnung, in: A

nnales de la F
aculté de D

roit d‘ Istanbul, V
ol. 43 N

o. 60 

（2011

）, 3ff .
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日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
三
四
）

（
3
）　

D
azu H

inw
eise bei Ingo v. M

ünch/P
hilip K

unig, V
orbem

erkungen zu A
rt. 1-19, R

n. 14ff., in: dieselben 

（H
rsg.

）, 

G
rundgesetzkom

m
entar, B

d. 1, 6. A
ufl ., 2012.

（
4
）　

P
hilip K

unig, V
erfassungsrecht und einfaches R

echt ‒ V
erfassungsgerichtsbarkeit und F

achgerichtsbarkeit, in: 

V
eröff entlichungen der V

ereinigung der D
eutschen S

taatsrechtslehrer, B
d. 61 

（2001

）, 34 ff . 

（
5
）　H

ierzu und zum
 F

olgenden P
hilip K

unig, D
as V

erhältnism
äßigkeitsprinzip im

 deutschen öff entlichen R
echt, in: P

hilip 

K
unig/M

akoto N
agata 

（H
rsg.

）, D
eutschland und Japan im

 rechtsw
issenschaftlichen D

ialog, 2006, 169ff .

（
6
）　G

edanken dazu bei P
hilip K

unig, D
as V

ölkerrecht und die Interessen der B
evölkerung, in: F

estschrift für C
hristian 

T
om

uschat, 2006, 377 ff .

一
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第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
三
五
）

﹇
は
じ
め
に
﹈

チ
ェ
イ
ス
の
後
に
続
い
た
二
代
の
連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
の
選

任
は
、
い
ず
れ
も
難
航
し
た
。
第
七
代
長
官
と
な
っ
た
ウ
ェ
イ
ト

（M
orrison W

aite

）
は
実
に
一
〇
番
目
の
候
補
者
で
あ
っ
た
。

第
八
代
長
官
と
な
っ
た
フ
ラ
ー
（M

elville W
eston F

uller

）

は
二
番
目
の
候
補
者
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ー
は
南
北
戦
争
中
に
軍

役
を
回
避
し
て
い
た
等
の
問
題
が
あ
っ
て
上
院
に
お
け
る
審
査
は

紛
糾
し
、
辛
く
も
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
は
、
最
初
の
三
人
は
建
国
の
父
だ
っ
た

し
、
そ
の
後
は
国
務
長
官
、
財
務
長
官
、
財
務
長
官
と
、
い
ず
れ

も
連
邦
政
府
の
中
枢
に
位
置
す
る
有
力
な
政
治
家
が
就
任
し
て
い

た
。
そ
れ
に
対
し
、
こ
の
二
代
の
長
官
は
い
ず
れ
も
ほ
と
ん
ど
政

治
経
歴
を
持
た
な
い
人
物
で
あ
っ
た
。
ウ
ェ
イ
ト
は
オ
ハ
イ
オ
州

下
院
の
議
員
を
一
期
務
め
た
の
が
唯
一
の
履
歴
で
、
連
邦
上
院
議

員
選
挙
に
は
二
回
挑
戦
し
て
い
ず
れ
も
落
選
し
た
、
と
い
う
あ
ま

り
冴
え
な
い
地
方
政
治
家
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
就
任
の
時
点
で
は

オ
ハ
イ
オ
州
最
高
裁
判
所
判
事
を
務
め
て
い
た
。
フ
ラ
ー
も
同
じ

第
一
四
修
正
と
裁
判
所

│
ウ
ェ
イ
ト
第
七
代
長
官
及
び
フ
ラ
ー
第
八
代
長
官
の
時
代

│

甲　
　

斐　
　

素　
　

直

研
究
ノ
ー
ト

一
六
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
三
六
）

一　

合
衆
国
対
ク
ル
ッ
ク
シ
ャ
ン
ク
事
件

ウ
ェ
イ
ト･

コ
ー
ト
に
お
け
る
最
重
要
判
決
は
、
こ
の
ク
ル
ッ

ク
シ
ャ
ン
ク
事
件
（U

nited S
tates v. C

ruikshank - 92 U
.S
. 

542

（1875

））
判
決
と
言
っ
て
良
い
。
こ
の
判
決
は
、
そ
の
政
治

的
影
響
に
お
い
て
、
合
衆
国
の
歴
史
を
書
き
換
え
る
ほ
ど
に
大
き

な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
一
）　

コ
ル
フ
ァ
ッ
ク
ス
大
虐
殺

こ
の
裁
判
と
な
っ
た
事
件
は
、
コ
ル
フ
ァ
ッ
ク
ス
大
虐
殺

（C
olfax m

assacre

）
と
し
て
知
ら
れ
る
事
件
の
後
始
末
で
あ
る
。

大
虐
殺
事
件
は
、
ル
イ

ジ
ア
ナ
州
の
グ
ラ
ン
ト

郡
（G

rant P
arish

）

の
郡
庁
所
在
地
で
あ
る

コ
ル
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

一
八
七
三
年
四
月
一
三

日
、
イ
ー
ス
タ
ー
サ
ン

デ
ィ
に
起
き
た
。
そ
こ

に
到
る
経
緯
は
、
当
時

に
お
け
る
南
部
の
混
乱

く
一
期
だ
け
イ
リ
ノ
イ
州
下
院
の
議
員
を
務
め
た
の
が
唯
一
の
政

治
履
歴
で
、
そ
れ
以
上
の
政
治
活
動
は
自
ら
拒
み
、
就
任
の
時
点

で
は
イ
リ
ノ
イ
州
弁
護
士
会
会
長
だ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
彼
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
連
邦
最
高
裁
判
所
の
歴

史
か
ら
見
て
、
異
例
の
人
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
政
治
的
に

は
実
績
の
な
い
人
物
が
長
官
候
補
に
浮
上
し
た
理
由
は
、
ウ
ェ
イ

ト
の
場
合
に
は
、
彼
の
弁
護
士
と
し
て
の
卓
越
し
た
成
功
に
あ
っ

た
。
特
に
、
全
国
的
に
そ
の
名
を
高
く
さ
せ
た
の
が
、
ア
ラ
バ
マ

号
事
件
に
関
す
る
国
際
仲
裁
法
廷
で
、
米
国
を
代
表
し
て
英
国
と

渡
り
合
い
、
一
、五
五
〇
万
ド
ル
の
賠
償
金
を
英
国
か
ら
勝
ち

取
っ
た
事
件
で
あ
っ
た
（
1
）

。
フ
ラ
ー
の
場
合
に
は
ウ
ェ
イ
ト
の
先
例

が
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
二
人
の
長
官
の
、
こ
う
し
た
経
歴
の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
、

そ
の
時
代
の
判
決
に
は
政
治
的
配
慮
が
乏
し
い
。
そ
の
結
果
、

様
々
な
条
文
、
特
に
第
一
四
修
正
と
い
う
、
本
来
、
社
会
的
弱
者

で
あ
る
黒
人
等
の
権
利
保
護
の
目
的
で
制
定
さ
れ
た
は
ず
の
規
定

を
、
あ
る
場
合
に
は
限
定
し
て
、
あ
る
場
合
に
は
拡
大
し
て
解
釈

す
る
こ
と
に
よ
り
、
む
し
ろ
彼
ら
を
虐
げ
る
方
向
の
判
決
を
下
す

の
で
あ
る
。

ルイジアナ州地図
（網かけ部分がグラント郡）

一
六
二



第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
三
七
）

決
め
た
。
こ
れ
に
対
抗
し
て
、
共
和
党
で
は
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
選
出

上
院
議
員
の
ケ
ロ
ッ
グ
（W

illiam
 P
itt K

ellogg

）
を
知
事
候

補
に
立
て
た
。
投
票
は
一
八
七
二
年
一
一
月
四
日
に
行
わ
れ
た
が
、

両
者
が
共
に
勝
利
宣
言
を
し
、
両
陣
営
と
も
就
任
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
、
役
職
名
簿
を
発
表
す
る
と
い
う
異
常
事
態
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
連
邦
判
事
が
ケ
ロ
ッ
グ
の
勝
利
と
共
和
党
が
州
議
会
の

多
数
と
な
る
と
い
う
判
決
を
下
し
、
グ
ラ
ン
ト
大
統
領
が
ケ
ロ
ッ

グ
の
政
府
を
守
る
た
め
に
軍
を
派
遣
し
た
の
で
、
実
質
的
に
ケ

ロ
ッ
グ
が
勝
利
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
マ
ッ
ケ
ン
派
は
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
市
中
心
部

に
あ
っ
た
ジ
ャ
ク
ソ
ン
広
場
に
あ
る
州
の
武
器
庫
を
襲
撃
し
た
。

し
か
し
、
ケ
ロ
ッ
グ
派
民
兵
は
逆
に
マ
ッ
ケ
ン
派
の
指
導
者
多
数

を
逮
捕
し
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
を
支
配
下
に
置
い
た
。
逮
捕
を

免
れ
た
者
達
は
、
マ
ッ
ケ
ン
派
民
兵
団
を
組
織
し
た
。
そ
し
て
翌

年
三
月
、
マ
ッ
ケ
ン
派
民
兵
団
は
ジ
ャ
ク
ソ
ン
広
場
の
戦
い

（B
attle of Jackson S

quare

）
を
展
開
し
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン

ズ
の
州
議
事
堂
（
2
）

及
び
警
察
署
を
押
さ
え
た
。
し
か
し
、
連
邦
軍
が

到
着
す
る
前
に
退
却
し
た
の
で
両
軍
の
正
面
衝
突
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
発
生
し
た
の
が
、
問
題
の
コ
ル
フ
ァ
ッ

を
端
的
に
示
す
も
の
な
の
で
、
以
下
、
簡
単
に
説
明
す
る
。

南
北
戦
争
後
の
一
八
六
八
年
四
月
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で
は
連
邦

軍
の
後
押
し
の
下
、
共
和
党
が
政
権
を
握
っ
た
。
こ
の
年
か
ら

一
八
七
六
年
ま
で
の
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
に
お
け
る
す
べ
て
の
選
挙
で

は
暴
力
と
欺
罔
が
横
行
し
た
。

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
知
事
で
あ
っ
た
ウ
ォ
ー
モ
ー
ト
（H

enry C
lay 

W
arm
oth

）
は
、
そ
れ
ま
で
共
和
党
員
で
あ
っ
た
が
、
一
八
七
二

年
、
自
由
共
和
党
（L

iberal R
epublicans

＝
南
部
再
建
法
に
反

対
す
る
勢
力
）
に
転
向
し
た
。
ウ
ォ
ー
モ
ー
ト
は
、
自
由
共
和
党

と
民
主
党
の
結
び
つ
い
た
連
合
派
（F

usionist

）
を
郡
の
選
挙

登
録
官
に
選
任
し
、
彼
ら
は
選
挙
人
名
簿
に
可
能
な
限
り
多
数
の

白
人
と
、
可
能
な
限
り
少
数
の
黒
人
が
登
録
さ
れ
る
よ
う
努
力
し

た
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
例
え
ば
多
く
の
登
録
官
は
、
黒
人
に
知

ら
せ
る
こ
と
無
く
登
録
所
を
変
更
し
た
。
ま
た
、
以
前
に
奴
隷
で

あ
っ
た
者
は
出
生
証
明
書
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
承
知
の
上
で
、

二
一
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
の
証
明
を
求
め
る
等
の
手
段
で
黒
人
の

登
録
を
阻
ん
だ
。
ま
た
投
票
箱
の
改
竄
も
横
行
し
た
。

一
八
七
二
年
の
選
挙
に
、
連
合
派
は
、
元
南
軍
大
隊
長
の
マ
ッ

ケ
ン
（John M

cE
nery

）
を
州
知
事
候
補
に
擁
立
し
、
州
知
事

の
ウ
ォ
ー
モ
ー
ト
は
、
連
邦
上
院
議
員
候
補
に
擁
立
す
る
こ
と
を

一
六
三
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を
守
る
た
め
に
武
装
し
た
黒
人
を
召
集
す
る
こ
と
で
対
抗
し
た
。

両
派
の
間
に
何
回
か
散
発
的
に
武
力
衝
突
が
起
こ
り
死
者
も
出
た

の
で
、
不
安
を
感
じ
た
黒
人
女
性
や
子
供
も
、
男
達
か
ら
保
護
さ

れ
る
た
め
に
裁
判
所
に
集
ま
っ
た
。

ウ
ォ
ー
モ
ー
ト
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
て
い
た
治
安
判
事
は
、
こ

れ
は
黒
人
の
暴
動
で
あ
る
と
し
、
連
合
派
の
保
安
官
で
あ
る
ナ
ッ

シ
ュ
（C

hristopher C
olum

bus N
ash

）
に
こ
の
暴
動
を
鎮
圧

し
、
裁
判
所
建
物
を
奪
還
す
る
よ
う
命
じ
た
。
ナ
ッ
シ
ュ
は
近
隣

の
郡
か
ら
も
白
人
民
兵
を
召
集
し
た
。

そ
し
て
、
問
題
の
四
月
一
三
日
が
や
っ
て
き
た
。

昼
過
ぎ
に
、
ラ
イ
フ
ル
銃
及
び
四
ポ
ン
ド
砲
で
武
装
し
た

三
〇
〇
人
以
上
の
白
人
で
組
織
さ
れ
た
民
兵
団
が
、
コ
ル
フ
ァ
ッ

ク
ス
裁
判
所
を
襲
撃
し
た
。
裁
判
所
周
辺
に
キ
ャ
ン
プ
し
て
い
た

女･

子
供
を
退
去
さ
せ
た
後
に
始
ま
っ
た
銃
撃
戦
は
数
時
間
も
続

い
た
。
し
か
し
、
大
砲
が
火
を
噴
く
と
、
黒
人
の
一
部
は
パ
ニ
ッ

ク
に
陥
り
、
周
囲
の
森
に
逃
げ
込
ん
だ
り
、
裏
手
の
赤
い
河

（R
ed river

）
に
飛
び
込
ん
だ
り
し
た
。
白
人
側
は
馬
で
追
跡
し

て
彼
ら
を
殺
害
し
た
。
さ
ら
に
白
人
側
は
裁
判
所
建
物
に
火
を

放
っ
た
。
こ
の
た
め
、
黒
人
側
は
降
伏
し
、
武
器
を
捨
て
て
建
物

か
ら
出
て
行
っ
た
。
そ
の
際
、
何
者
か
が
建
物
の
中
か
ら
発
砲
し

ク
ス
大
虐
殺
（C

olfax m
assacre

）
で
あ
る
。
事
件
の
起
き
た

グ
ラ
ン
ト
郡
（G

rant P
arish

）
は
、
共
和
党
政
府
に
よ
っ
て
新

設
さ
れ
た
郡
の
一
つ
で
、
そ
う
し
た
新
郡
は
州
内
で
の
共
和
党
政

府
に
対
す
る
支
持
基
盤
を
作
る
た
め
の
努
力
の
一
環
で
あ
っ
た
。

同
郡
人
口
の
う
ち
、
二
、四
〇
〇
人
は
黒
人
で
二
、二
〇
〇
人
が
白

人
で
あ
っ
た
。
一
八
七
二
年
一
一
月
の
選
挙
で
は
、
グ
ラ
ン
ト
郡

で
選
挙
登
録
し
た
の
は
黒
人
七
七
六
人
に
対
し
白
人
六
三
〇
人
で

あ
っ
た
。
黒
人
は
共
和
党
に
、
そ
し
て
白
人
は
連
合
派
に
投
票
し

た
が
、
連
合
派
登
録
官
は
、
連
合
派
の
圧
勝
を
宣
言
し
た
。

グ
ラ
ン
ト
郡
で
は
、
翌
一
八
七
三
年
三
月
に
な
っ
て
も
の
保
安

官
や
治
安
判
事
の
職
を
め
ぐ
っ
て
、
共
和
党
と
連
合
派
の
争
い
は

続
い
て
い
た
。
連
邦
政
府
の
支
援
を
得
て
、
ケ
ロ
ッ
グ
知
事
は
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
知
事
と
し
て
の
役
職
任
命
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り

任
命
さ
れ
た
共
和
党
の
登
録
官
は
、
コ
ル
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
あ
る
裁

判
所
を
占
拠
し
た
。
そ
こ
が
投
票
所
と
な
る
予
定
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
連
合
派
が
奪
還
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
黒
人
達
は
裁
判
所
の

ま
わ
り
に
塹
壕
を
掘
り
、
三
週
間
に
わ
た
り
、
そ
れ
を
保
持
し
て

い
た
。

三
月
二
八
日
、
連
合
派
の
登
録
官
は
裁
判
所
を
奪
還
す
る
た
め

に
武
装
し
た
白
人
を
召
集
し
た
。
共
和
党
の
登
録
官
は
、
裁
判
所

一
六
四



第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
三
九
）

審
理
で
は
、
三
人
が
黒
人
に
対
す
る
陰
謀
そ
の
他
一
五
の
訴
因
に

対
し
て
有
罪
と
な
っ
た
。

控
訴
審
は
、
一
八
七
〇
年
第
一
四
修
正
施
行
法
は
違
憲
で
あ
る

と
し
、
全
員
に
無
罪
を
言
い
渡
し
た
。
こ
の
た
め
連
邦
側
が
、
連

邦
最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
。
上
記
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
こ
の

事
件
で
は
、
第
一
四
修
正
実
施
法
の
合
憲
性
が
問
題
と
な
っ
た
。

（
二
）　

判
決
の
内
容

判
決
は
ウ
ェ
イ
ト
長
官
自
身
が
執
筆
し
た
。
評
決
は
五
対
四
と

い
う
き
わ
ど
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ウ
ェ
イ
ト
は
、
冒
頭
に
起
訴
が
妥
当
で
無
い
理
由
を
六
項
目
も

挙
げ
る
。
憲
法
学
的
に
重
要
な
の
は
三
項
と
四
項
で
あ
る
。

三
項
で
は
こ
う
言
う
。

「
前
述
の
一
六
の
訴
因
が
基
づ
い
て
い
る
犯
罪
は
、
議
会

制
定
法
第
六
条
が
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
法
は
、
合

衆
国
司
法
に
お
い
て
は
違
憲
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
問
題
は

州
裁
判
所
に
お
い
て
の
み
審
理
で
き
、
立
法
権
も
憲
法
上
、

州
に
留
保
さ
れ
て
い
る
権
限
で
あ
る
。」

四
項
で
は
こ
う
言
う
。

「
本
件
法
律
は
、
そ
れ
が
、
犯
罪
が
作
り
出
し
、
刑
罰
を

科
し
て
い
る
限
度
に
お
い
て
合
衆
国
憲
法
に
違
反
し
、
人
び

た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
白
人
は
一
斉
に
射
撃
を
開
始

し
、
一
方
的
な
殺
戮
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
約
五
〇
人
が
捕

虜
と
な
っ
た
が
、
彼
ら
も
数
時
間
後
に
殺
害
さ
れ
た
。
ネ
ル
ソ
ン

（L
evi N

elson
）
と
い
う
黒
人
だ
け
が
、
只
一
人
こ
の
殺
戮
を
生

き
延
び
た
。
彼
は
ク
ル
ッ
ク
シ
ャ
ン
ク
か
ら
撃
た
れ
た
が
、
何
と

か
気
づ
か
れ
ず
に
這
っ
て
逃
げ
る
の
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

四
月
一
四
日
に
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
か
ら
ケ
ロ
ッ
グ
知
事
の

送
っ
た
警
官
隊
が
到
着
し
、
さ
ら
に
数
日
後
、
連
邦
軍
二
個
中
隊

が
到
着
し
た
。
そ
の
報
告
に
依
れ
ば
、
彼
ら
は
三
人
の
白
人
と

一
〇
五
人
の
黒
人
の
死
体
を
識
別
し
た
。
ま
た
、
一
五
な
い
し

二
〇
人
分
の
識
別
不
能
な
死
体
を
河
で
発
見
し
た
。
そ
れ
以
上
、

何
名
が
殺
害
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
彼
ら
は
民
兵
隊
員
を
捜

索
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
既
に
テ
キ
サ
ス
等
に
逃
亡
し
て
い

た
。結

局
、
九
七
人
が
逮
捕
さ
れ
た
が
、
検
察
官
が
起
訴
に
持
ち
込

め
た
の
は
九
人
だ
け
だ
っ
た
。
彼
ら
は
一
件
の
殺
人
と
、
解
放
奴

隷
の
権
利
に
対
す
る
陰
謀
と
い
う
一
八
七
〇
年
第
一
四
修
正
施
行

法
違
反
で
裁
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
裁
判
は
一
八
七
四
年
に

な
っ
て
行
わ
れ
た
。
最
初
の
審
理
で
は
、
一
人
が
無
罪
と
さ
れ
、

他
の
八
人
は
審
理
無
効
（M

istrial （3
）

）
が
宣
言
さ
れ
た
。
再
度
の

一
六
五
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合
衆
国
憲
法
を
作
っ
た
。
合
衆
国
憲
法
の
下
で
、
連
邦
は
、
そ
の

目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
は
州
の
権
限
を
上
回
る
。
し
か
し
、
目

的
外
で
は
権
限
は
ま
っ
た
く
持
た
な
い
。
合
衆
国
憲
法
に
書
か
れ

て
い
な
い
権
限
は
、
す
べ
て
州
政
府
と
人
民
に
留
保
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
合
衆
国
人
民
は
、
連
邦
政
府
と
州
政
府

と
い
う
二
重
の
政
府
の
下
で
暮
ら
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
政
府

は
、
異
な
る
目
的
の
下
に
異
な
る
管
轄
権
を
有
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
連
邦
保
安
官
が
州
裁
判
所
の
審
理
の
執
行
を
妨
害
し
、
そ
の

妨
害
が
州
官
吏
に
対
す
る
攻
撃
に
協
力
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
合

衆
国
の
主
権
は
そ
の
抵
抗
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

要
す
る
に
、
州
内
に
お
け
る
殺
人
に
対
し
て
は
、
連
邦
裁
判
所
は

審
査
権
を
持
た
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
連
邦
裁
判

所
に
お
け
る
審
理
の
対
象
は
、
第
一
四
修
正
実
施
法
だ
け
に
な
る
。

以
上
を
前
提
に
ウ
ェ
イ
ト
は
第
一
修
正
に
言
及
す
る
。
第
一
修

正
は
、
他
の
権
利
章
典
の
規
定
と
同
様
、
本
来
連
邦
政
府
の
権
限

を
制
約
し
て
い
る
の
み
で
あ
っ
て
、
州
政
府
が
、
そ
の
人
民
の
権

利
を
制
約
す
る
場
合
に
付
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
ウ
ェ
イ
ト
は
数
多
く
の
判
例
を
引
用
し
て
論
証
す
る
。
さ

ら
に
ウ
ェ
イ
ト
は
、
第
一
修
正
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
権
利
は
、
こ

の
修
正
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
は
無
く
、
人
民
の
本
来
保
有
し
て

と
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
」

そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
様
に
説
き
起
こ
す
。

「
市
民
は
、
彼
ら
が
所
属
す
る
政
治
的
共
同
体
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
。
市
民
は
共
同
体
を
形
成
し
、
そ
の
能
力
に
応

じ
て
、
そ
の
一
般
的
な
福
祉
の
増
進
と
個
々
人
の
権
利
及
び

集
団
の
権
利
の
保
護
を
受
け
る
た
め
に
、
政
府
の
支
配
に
服

し
て
い
る
。
保
護
を
提
供
す
る
政
府
の
義
務
は
、
そ
の
目
的

の
た
め
に
有
す
る
権
力
に
よ
っ
て
常
に
制
約
さ
れ
て
い
る
。

政
府
の
形
態
は
、
人
民
が
そ
の
嗜
好
に
基
づ
い
て
選
択
す
る

と
こ
ろ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
政
府
は
一
度
形
成
さ
れ
る

と
、
市
民
と
人
民
の
権
利
を
、
そ
の
権
限
の
範
囲
で
守
る
た

め
に
、
そ
の
有
す
る
す
べ
て
の
権
限
を
行
使
で
き
、
あ
る
い

は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
。
政
府
の
保
護
義
務
は
、
常
に
、
そ
の
目
的
の

為
に
有
す
る
権
力
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
い
る
。」

こ
こ
か
ら
ウ
ェ
イ
ト
は
合
衆
国
の
理
念
を
説
く
。
つ
ま
り
、
連

邦
は
あ
く
ま
で
も
連
邦
で
し
か
達
成
で
き
な
い
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
存
在
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
バ
ラ
バ
ラ
の
邦
の
バ
ラ
バ

ラ
の
政
府
で
は
外
国
の
脅
威
に
十
分
に
対
抗
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

連
合
規
約
を
作
っ
た
。
そ
し
て
、
よ
り
完
璧
な
団
結
を
目
指
し
て

一
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斐
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（
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四
一
）

な
い
。
そ
れ
は
単
に
社
会
の
一
員
と
し
て
す
べ
て
の
市
民
に

属
す
る
基
本
的
権
利
に
対
す
る
州
か
ら
の
侵
害
に
対
し
て
、

追
加
の
保
障
を
供
給
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
平
等
権
を
享

有
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
す
べ
て
の
市
民
を
保
護
す
る
義
務

は
、
本
来
は
州
を
想
定
し
て
お
り
、
そ
れ
は
依
然
と
し
て
存

在
し
て
い
る
。
合
衆
国
に
課
さ
れ
た
唯
一
の
義
務
は
、
州
が

権
利
を
否
定
し
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

が
修
正
条
項
の
保
障
の
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で

は
無
い
。
中
央
政
府
の
権
限
は
、
こ
の
保
障
の
実
施
に
限
定

さ
れ
て
い
る
。」

こ
う
し
て
、
第
一
四
修
正
の
意
味
を
厳
し
く
制
限
し
、
本
件
実

施
法
や
公
民
権
法
の
よ
う
に
、
州
を
飛
び
越
え
て
直
接
市
民
を
拘

束
す
る
立
法
を
違
憲
と
し
た
結
果
、
わ
ず
か
に
拘
束
さ
れ
て
い
た

ク
ル
ッ
ク
シ
ャ
ン
ク
達
は
す
べ
て
無
罪
が
確
定
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
全
米
を
震
駭
さ
せ
た
大
虐
殺
事
件
で
あ
り
な
が
ら
、
そ

の
総
指
揮
官
の
ナ
ッ
シ
ュ
も
含
め
て
、
誰
も
刑
事
責
任
を
問
わ
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）　

そ
の
影
響

こ
の
判
決
は
、
連
邦
議
会
共
和
党
急
進
派
が
推
進
し
て
き
た
、

軍
事
的
圧
力
の
下
に
南
部
を
再
建
す
る
と
い
う
一
連
の
立
法
を
す

い
る
権
利
を
確
認
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

「
人
民
が
平
穏
に
集
会
す
る
権
利
お
よ
び
苦
痛
の
救
済
を

求
め
て
政
府
に
請
願
す
る
権
利
（
4
）

及
び
そ
の
他
こ
れ
に
関
連
す

る
連
邦
政
府
の
権
限
や
義
務
は
、
国
家
の
市
民
権
の
属
性
で

あ
り
、
合
衆
国
の
保
護
と
保
障
の
下
に
あ
る
。
共
和
国
政
府

形
態
と
い
う
理
念
は
、
そ
の
権
利
を
意
味
し
、
そ
の
侵
害
は
、

米
国
の
主
権
の
侵
害
で
あ
る
。」

こ
こ
か
ら
、
第
一
四
修
正
実
施
法
が
述
べ
て
い
る
犯
罪
で
あ
る

陰
謀
目
的
の
集
会
と
い
う
の
は
、
合
法
的
な
目
的
の
集
会
を
禁
止

す
る
性
格
を
有
し
て
い
る
が
故
に
違
憲
と
結
論
を
下
す
。

つ
い
で
、
第
二
修
正
に
議
論
は
移
る
。
武
器
を
携
帯
す
る
権
利

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
州
が
制
限
す
る
の
は
と
も
か
く
、

連
邦
政
府
に
よ
る
制
限
は
認
め
ら
れ
な
い
と
ウ
ェ
イ
ト
は
述
べ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
侵
害
の
根
拠
を
、
第
一
四
修
正
に
求

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
る
。

「
第
一
四
修
正
は
、
州
が
、
法
の
適
正
手
続
き
な
し
に
生

命
、
自
由
、
ま
た
は
財
産
を
す
べ
て
の
人
か
ら
奪
い
、
あ
る

い
は
、
そ
の
管
轄
内
に
あ
る
者
に
対
し
法
の
平
等
な
保
護
を

否
定
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
一

人
の
市
民
の
、
他
の
市
民
に
対
す
る
権
利
に
何
に
も
加
え
て

一
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（
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二
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あ
る
（
5
）

。
こ
の
判
決
で
、
最
高
裁
判
所
は
、
連
邦
議
会
は
、
第
一
四

修
正
実
施
法
と
し
て
、
私
人
な
い
し
私
的
組
織
に
よ
る
人
種
差
別

を
規
制
す
る
憲
法
上
の
権
限
を
持
た
な
い
と
し
た
。
第
一
四
修
正

は
公
民
権
法
を
合
憲
と
す
る
狙
い
で
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
不
十
分
と
し
た
の
で
あ
る
。

2　

合
衆
国
対
ハ
リ
ス
事
件
（U

nited States v. H
arris, 

106 U
.S. 629

（1883

））

ク
ー
・
ク
ラ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ン
判
決
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
事

件
は
、
四
人
の
男
性
が
、
ハ
リ
ス
（R

. G
. H
arris

）
保
安
官
率

い
る
一
九
名
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
テ
ネ
シ
ー
州
ク
ロ
ケ
ッ
ト
郡

刑
務
所
か
ら
連
れ
出
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
四
人
は
殴
ら

れ
、
う
ち
一
名
は
殺
さ
れ
た
。
一
八
七
一
年
第
一
四
修
正
実
施
法

（
ク
ー
・
ク
ラ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ン
法
）
は
、
州
が
行
動
し
な
い
場

合
に
の
み
、
州
の
活
動
に
適
用
さ
れ
る
と
し
て
い
た
。
こ
の
判
決

で
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
同
法
が
、
襲
撃
や
殺
人
を
連
邦
犯
罪

と
し
て
い
る
こ
と
は
違
憲
だ
と
し
た
。
州
に
の
み
、
そ
の
様
な
犯

罪
を
処
罰
す
る
権
限
は
あ
る
と
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

3　

ペ
ー
ス
対
ア
ラ
バ
マ
州
事
件
（Pace v. A

labam
a, 106 

U
.S. 583

（1883

））

白
人
種
と
有
色
人
種
間
の
婚
姻
を
禁
止
す
る
立
法
（anti-

べ
て
違
憲
と
宣
言
し
た
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、

南
部
の
黒
人
達
は
、
連
邦
法
に
よ
る
救
済
を
失
い
、
急
速
に
敵
対

性
を
ま
し
て
い
る
州
政
府
の
慈
悲
に
す
が
る
ほ
か
は
無
く
な
っ
た

が
、
そ
の
州
政
府
は
彼
ら
を
守
ろ
う
と
す
る
努
力
を
ま
っ
た
く
し

な
く
な
っ
た
。
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
に
関
し
て
言
え
ば
、
民
主
党
が

一
八
七
〇
年
代
後
半
に
州
の
政
権
を
握
る
と
、
黒
人
を
選
挙
登
録

か
ら
閉
め
出
す
た
め
の
、
よ
り
複
雑
な
手
続
き
を
定
め
た
立
法
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

黒
人
の
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
の
南
部
再
建
計
画
は
、
結
局
、

ヘ
イ
ズ
（R

utherford B
. H
ayes

）
一
九
代
大
統
領
の
命
に
よ

り
、
一
八
七
七
年
に
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
と
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
か

ら
連
邦
軍
が
撤
退
し
た
こ
と
を
最
後
に
、
す
べ
て
終
了
す
る
の
で

あ
る
。

ウ
ェ
イ
ト･

コ
ー
ト
は
、
そ
れ
以
降
も
、
黒
人
保
護
立
法
に
つ

い
て
違
憲
判
決
を
下
し
、
あ
る
い
は
黒
人
差
別
立
法
に
つ
い
て
合

憲
判
決
を
下
し
て
い
く
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
次
の
も
の
が

あ
る
。

1　

公
民
権
法
事
件
（T

he Civil R
ights Cases, 109 U

.S. 
3

（1883

））

こ
れ
は
、
五
件
の
同
種
の
事
件
を
一
括
し
て
判
決
し
た
も
の
で

一
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四
修
正
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裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
四
三
）

判
決
は
、
婦
人
参
政
権
を
第
一
四
修
正
の
平
等
条
項
か
ら
読
め
な

い
と
し
て
、
憲
法
論
的
に
否
定
し
た
歴
史
的
判
決
で
あ
る
。

（
一
）　

事
件
の
背
景

マ
イ
ナ
ー
（V

irginia M
inor

）
は
、
ミ
ズ
ー
リ
州
の
婦
人
参

政
権
運
動
の
指
導
者
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
、
一
八
七
二
年
一
〇
月

一
五
日
に
ミ
ズ
ー
リ
州
セ
ン
ト
ル
イ
ス
郡
で
選
挙
人
登
録
を
し
よ

う
と
し
た
が
、
州
登
録
官
の
ヘ
イ
パ
ー
セ
ッ
ト
（R

eese 
H
appersett

）
に
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
阻
ま
れ
た
の
で
、

彼
を
相
手
に
選
挙
権
確
認
の
訴
え
を
提
起
し
た
。
当
時
の
ミ
ズ
ー

リ
州
憲
法
は
、
男
に
だ
け
選
挙
権
を
認
め
て
い
た
が
、
こ
れ
が
合

衆
国
憲
法
、
特
に
第
一
四
修
正
の
「
特
権
ま
た
は
免
除
」
条
項
に

違
反
す
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

ミ
ズ
ー
リ
州
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
、
た
っ
た
三
文
か
ら
な

る
異
議
申
立
書
を
送
っ
た
だ
け
で
、
代
理
人
も
送
ら
な
か
っ
た
。

（
二
）　

判
決
の
内
容

判
決
は
、
ウ
ェ
イ
ト
自
身
が
申
し
渡
し
た
。

ウ
ェ
イ
ト
は
、
市
民
と
い
う
言
葉
は
通
常
、
国
家
の
構
成
員
と

い
う
概
念
を
示
す
も
の
と
し
て
使
わ
れ
る
と
し
、
そ
の
意
味
で
は
、

市
民
で
あ
る
両
親
の
子
に
生
ま
れ
、
合
衆
国
の
管
轄
内
に
あ
る
者

は
、
常
に
合
衆
国
市
民
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
は
第
一
四
修

m
iscegenation statute

）
は
、
一
七
五
〇
年
ま
で
の
間
に
、
南

部
諸
州
並
び
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
及
び
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア

州
で
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
が
第
一
四
修
正
に
違
反
す
る
か
否
か
を

め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
こ
の
事
件
で
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
ア
ラ

バ
マ
州
が
制
定
し
た
異
人
種
間
婚
姻
禁
止
法
を
合
憲
と
判
決
し
た
。

こ
の
結
果
、
同
種
立
法
は
全
米
に
拡
大
し
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で

に
は
四
一
の
州
に
そ
の
種
立
法
が
存
在
し
た
と
い
う
。
こ
の
判
決

は
一
九
六
四
年
の
マ
ク
ラ
フ
リ
ン
対
フ
ロ
リ
ダ
州
事
件

（M
cL
aughlin v. F

lorida 379 U
.S
. 184

（1964

））

及

び

一
九
六
七
年
の
ラ
ヴ
ィ
ン
グ
対
バ
ー
ジ
ニ
ア
事
件
（L

oving v. 
V
irginia, 388 U

.S
. 1

（1967

））
判
決
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く

覆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
ク
ル
ッ
ク
シ
ャ
ン
ク
判
決
は
、
南
部
ば
か
り
で
な

く
、
全
米
の
黒
人
に
暗
黒
時
代
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

二　

マ
イ
ナ
ー
対
ヘ
イ
パ
ー
セ
ッ
ト
事
件

こ
の
時
代
、
女
性
は
参
政
権
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
マ

イ
ナ
ー
事
件
（M

inor v. H
appersett, 88 U

.S
. 162

（1875

））

一
六
九
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〇
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月
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（
三
四
四
）

一
〇
月
ま
で
は
討
議
に
掛
け
る
こ
と
す
ら
拒
否
し
た
。
一
〇
月
に

上
院
が
再
度
投
票
を
行
っ
た
と
き
も
、
三
票
差
で
否
決
さ
れ
た
。

翌
一
九
一
九
年
二
月
一
〇
日
に
は
一
票
差
で
否
決
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
大
統
領
は
こ
の
修
正
動
議
の
た
め
の
特
別
会
期
を
開
く
こ
と

を
提
案
し
た
。
一
九
一
九
年
五
月
二
一
日
、
動
議
は
下
院
を

三
〇
四
票
対
八
九
票
で
可
決
し
、
二
週
間
後
の
六
月
四
日
、
最
終

的
に
上
院
も
同
調
し
、
五
六
票
対
二
五
票
で
可
決
し
た
。
つ
い
で

各
州
が
批
准
を
は
じ
め
、
一
九
二
〇
年
八
月
一
八
日
、
テ
ネ
シ
ー

州
が
三
六
番
目
の
批
准
州
と
な
っ
て
発
効
し
た
。
次
の
様
な
条
文

で
あ
る
。「

合
衆
国
ま
た
は
い
か
な
る
州
も
、
性
を
理
由
と
し
て
合

衆
国
市
民
の
投
票
権
を
奪
い
、
ま
た
は
制
限
し
て
は
な
ら
な

い
。連

邦
議
会
は
、
適
切
な
立
法
に
よ
り
、
こ
の
修
正
条
項
を

実
施
す
る
権
限
を
有
す
る
。」

こ
の
第
一
九
修
正
の
成
立
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ー
事
件
判
決
の
婦

人
参
政
権
に
関
す
る
部
分
は
失
効
し
た
こ
と
に
な
る
。

2　

レ
ッ
サ
ー
対
ガ
ー
ネ
ッ
ト
事
件

女
性
参
政
権
反
対
派
は
、
こ
の
憲
法
改
正
そ
の
も
の
が
無
効
で

あ
る
と
し
て
法
廷
闘
争
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
事
件

正
の
市
民
も
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
た
。

し
か
し
、
参
政
権
に
つ
い
て
は
次
の
様
に
述
べ
た
。

「
参
政
権
は
、
第
一
四
修
正
の
批
准
以
前
に
お
い
て
、
市

民
権
の
特
権
ま
た
は
免
除
の
一
つ
で
あ
る
必
要
は
無
く
、
こ

の
修
正
は
何
ら
新
た
な
特
権
ま
た
は
免
除
を
加
え
た
も
の
で

は
無
い
。
そ
れ
は
単
に
市
民
が
既
に
有
す
る
そ
れ
ら
の
保
護

に
対
し
、
追
加
的
な
保
障
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。」

そ
し
て
、
既
存
の
市
民
権
の
中
に
参
政
権
は
含
ま
れ
て
い
な
い

と
し
て
、
上
告
を
退
け
た
の
で
あ
る
。

（
三
）　

そ
の
影
響

1　

第
一
九
修
正

こ
の
判
決
が
先
例
と
な
っ
た
結
果
、
米
国
の
婦
人
参
政
権
運
動

家
た
ち
は
、
憲
法
改
正
に
活
路
を
求
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

そ
の
運
動
は
、
一
九
世
紀
の
間
は
全
く
成
果
を
上
げ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
り
、
銃
後
に
お
け
る
女
性
の
社

会
的
役
割
が
増
大
し
た
こ
と
が
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。

一
九
一
八
年
一
月
九
日
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
は
、
こ
の
修
正
条

項
に
対
す
る
支
持
を
表
明
し
た
。
翌
日
、
下
院
に
提
出
さ
れ
た
修

正
条
項
は
一
票
差
と
い
う
き
わ
ど
さ
な
が
ら
可
決
さ
れ
た
。
し
か

し
、
上
院
で
は
九
月
三
〇
日
に
二
票
差
で
否
決
さ
れ
た
。
上
院
は

一
七
〇



第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
四
五
）

カ
ッ
ト
州
及
び
バ
ー
モ
ン
ト
州
が
批
准
し
た
時
点
で
争
う
価
値
が

な
く
な
っ
て
い
る
（m

oot

）。
ま
た
、
テ
ネ
シ
ー
州
等
の
批
准
の

有
効
性
は
、
国
務
長
官
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
時
点
で
、
も
は
や

司
法
審
査
の
対
象
か
ら
外
れ
て
い
た
と
し
た
。

3　

一
般
の
参
政
権

こ
の
マ
イ
ナ
ー
事
件
判
決
は
、
選
挙
に
お
け
る
性
差
別
以
外
の

差
別
、
す
な
わ
ち
一
票
の
格
差
に
対
し
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
に

連
邦
最
高
裁
判
所
が
、
ベ
ー
カ
ー
対
カ
ー
事
件
（B

aker v. C
arr, 

369 U
.S
.186

（1962

））、
グ
レ
イ
対
サ
ン
ダ
ー
ス
事
件
（G

ray 
v. S
anders, 372 U

.S
. 368

（1963

））、
レ
イ
ノ
ル
ズ
対
シ
ム
ス

事
件
（R

eynols v. S
im
s, 377 U

.S
. 533

（1964

））
と
い
う
一

連
の
判
決
で
、
判
例
変
更
を
す
る
ま
で
、
先
例
と
し
て
存
在
し
続

け
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
よ
う
や
く
第
一
四
修
正
の
定
め
る
「
法
の

平
等
な
保
護
（equal protection of the law

s

）」
条
項
に
よ
り
、

連
邦
最
高
裁
は
司
法
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か

と
さ
れ
、
こ
の
マ
イ
ナ
ー
判
決
が
覆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三　

マ
ン
対
イ
リ
ノ
イ
州
事
件

こ
の
事
件
（M

unn v. Illinois, 94 U
.S
. 113

（1877

））
に

（L
eser v. G

arnett, 258 U
.S
. 130

（1922

））
で
、
反
対
派
が

修
正
条
項
を
無
効
と
主
張
す
る
理
由
は
次
の
三
点
で
あ
っ
た
。

第
一
に
、
憲
法
修
正
権
力
は
、
そ
の
性
格
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

修
正
権
を
含
ん
で
い
な
い
。

第
二
に
、
批
准
し
た
州
の
い
く
つ
か
は
、
そ
の
州
憲
法
で
女
性

参
政
権
を
禁
止
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
批
准
は
無
効
で

あ
る
。

第
三
に
、
テ
ネ
シ
ー
州
及
び
ウ
ェ
ス
ト･

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
批

准
は
、
そ
の
州
の
批
准
手
続
き
に
従
っ
て
い
な
い
た
め
に
無
効
で

あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
全
会
一
致
で
否
決
し
た
。

第
一
の
点
に
関
し
て
は
、
既
に
黒
人
参
政
権
を
認
め
る
第
一
五

修
正
が
五
〇
年
以
上
も
前
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
先
例
が
あ

る
。第

二
の
点
に
関
し
て
は
、
州
議
会
が
修
正
条
項
を
批
准
し
た
と

き
、
彼
ら
は
、
合
衆
国
憲
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
連
邦
機
関
と

し
て
の
権
限
は
、「
州
民
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
い
か
な
る
制
限

も
超
越
し
た
（transcends any lim

itations sought to be 
im
posed by the people of a state

）」
役
割
で
あ
る
と
し
た
。

第
三
の
点
に
関
し
て
は
、
こ
の
問
題
は
、
そ
の
後
に
コ
ネ
チ

一
七
一
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二
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二
五
日
に
制
定
し
た
。
同
法
第
一
条
は
、
公
共
倉
庫
を
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

と
い
う
三
ラ
ン
ク
に
区
分
す
る
。
そ
れ
を
受
け
て
第
二
条
は
次
の

様
に
規
定
す
る
。

「
Ａ
ク
ラ
ス
の
公
共
倉
庫
に
は
、
倉
庫
、
サ
イ
ロ
も
し
く

は
穀
倉
（granaries

）
で
あ
っ
て
、
穀
物
を
ば
ら
積
み
で
、

異
な
る
所
有
者
の
穀
物
を
混
合
し
て
保
管
し
、
異
な
る
ロ
ッ

ト
ま
た
は
パ
ー
セ
ル
の
識
別
を
正
確
に
は
行
え
な
い
も
の
、

及
び
人
口
一
〇
万
人
以
上
の
住
民
を
持
つ
都
市
に
位
置
し
て

い
る
倉
庫
、
サ
イ
ロ
、
ま
た
は
穀
倉
を
い
う
。
Ｂ
ク
ラ
ス
の

公
共
倉
庫
は
、
穀
物
を
ば
ら
積
み
で
、
異
な
る
所
有
者
の
穀

物
を
混
合
し
て
保
管
し
て
い
る
、
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
倉

庫
、
サ
イ
ロ
、
ま
た
は
穀
倉
を
い
う
。
Ｃ
ク
ラ
ス
の
公
共
倉

庫
は
、
そ
れ
以
外
の
何
ら
か
の
種
類
の
資
産
を
保
管
す
る
倉

庫
ま
た
は
場
所
を
い
う
。」

第
三
条
で
は
、
Ａ
ク
ラ
ス
の
倉
庫
の
場
合
、
そ
の
所
在
す
る
郡

を
管
轄
す
る
巡
回
裁
判
所
（C

ircuit C
ourt

）
か
ら
、
保
証
金

を
積
ん
だ
上
で
営
業
許
可
を
取
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
第
四
条

で
は
、
違
反
に
対
し
て
一
万
ド
ル
以
下
の
罰
金
を
定
め
て
い
る
。

第
五
条
で
は
、
さ
ら
に
許
可
を
取
ら
ず
に
営
業
を
続
け
た
場
合
に

は
、
一
日
あ
た
り
一
〇
〇
ド
ル
以
上
の
課
徴
金
を
徴
収
す
る
こ
と

お
け
る
ウ
ェ
イ
ト
の
意
見
は
、
本
稿
で
紹
介
す
る
判
例
で
は
例
外

的
に
、
議
会
が
持
っ
て
い
た
時
代
に
対
す
る
感
覚
を
正
当
に
評
価

し
た
点
で
、
優
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
第
七
節
に
紹
介
す
る

ロ
ッ
ク
ナ
ー
判
決
に
始
ま
る
時
代
に
、
こ
の
判
決
は
、
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
政
策
を
推
進
し
た
者
達
か
ら
は
、
聖
典
の
よ
う
に
扱
わ

れ
た
。

（
一
）　

事
件
の
背
景

一
八
七
〇
年
に
採
択
さ
れ
た
イ
リ
ノ
イ
州
憲
法
に
「
第
一
三
条　

倉
庫
」
と
い
う
規
定
が
あ
る
。

そ
の
第
一
節
は
「
報
酬
を
得
て
穀
物
そ
の
他
の
資
産
を
保
管
す

る
サ
イ
ロ
（elevator

）
ま
た
は
貯
蔵
所
（storehouse

）
は
す

べ
て
、
資
産
を
分
離
し
て
保
管
す
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
公
共
倉

庫
と
宣
言
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
よ
う
な
倉
庫

の
管
理
者
に
課
せ
ら
れ
る
義
務
が
第
六
節
ま
で
詳
細
に
定
め
ら
れ
、

最
後
の
第
七
節
は
「
州
下
院
は
、
穀
物
の
生
産
者
、
船
積
み
業
者
、

受
領
者
及
び
生
産
の
保
護
の
た
め
、
穀
物
を
査
察
す
る
法
律
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
イ
リ
ノ
イ
州
下
院
は
「
公
共
倉
庫
及
び
倉
庫

保
管
料
を
規
制
し
、
穀
物
を
検
査
し
、
及
び
州
憲
法
一
三
条
を
実

効
化
す
る
た
め
の
法
律
」
と
い
う
名
の
法
律
を
一
八
七
一
年
四
月

一
七
二



第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
四
七
）

て
い
た
の
で
あ
る
。
二
人
は
有
罪
と
さ
れ
、
一
〇
〇
ド
ル
の
罰
金

を
科
せ
ら
れ
た
の
で
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
。

マ
ン
側
は
、
同
法
が
三
点
で
合
衆
国
憲
法
に
違
反
し
て
い
る
と

主
張
し
た
。
す
な
わ
ち

1
．
合
衆
国
憲
法
一
条
八
節
三
項
が
連
邦
議
会
に
「
諸
外
国

と
の
通
商
、
各
州
間
の
通
商
…
を
規
制
す
る
権
限
」
を
定
め

て
い
る
。

2
．
同
一
条
九
節
六
項
は
「
各
州
か
ら
輸
出
さ
れ
る
物
品
に

対
し
て
、
租
税
ま
た
は
関
税
を
賦
課
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

定
め
て
い
る
。

3
．
第
一
四
修
正
は
「
い
か
な
る
州
も
、
法
の
適
正
な
過
程

に
よ
ら
ず
に
、
何
人
か
ら
も
そ
の
生
命
、
自
由
ま
た
は
財
産

を
奪
っ
て
は
な
ら
な
い
。」
と
定
め
て
い
る
。

（
二
）　

判
決
の
内
容

ウ
ェ
イ
ト
長
官
自
身
が
判
決
を
申
し
渡
し
た
。

こ
の
事
件
の
焦
点
は
、
イ
リ
ノ
イ
州
が
問
題
の
法
律
を
制
定
す

る
権
限
を
有
す
る
か
否
か
で
あ
る
。

ウ
ェ
イ
ト
は
、
こ
の
う
ち
、
最
後
の
第
一
四
修
正
の
問
題
を
最

初
に
取
り
上
げ
た
。
彼
は
マ
グ
ナ
カ
ル
タ
、
合
衆
国
憲
法
第
五
修

正
等
を
引
用
し
、
あ
る
い
は
多
数
の
判
例
を
引
用
し
た
上
で
、

を
定
め
て
い
る
。

ま
た
、
第
一
五
条
で
は
次
の
様
に
定
め
て
い
る
。

「
Ａ
ク
ラ
ス
の
公
共
倉
庫
を
経
営
す
る
倉
庫
業
者
は
、
そ

の
倉
庫
が
所
在
す
る
都
市
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
新
聞
（
も
し

存
在
す
れ
ば
日
刊
紙
）
の
一
紙
以
上
に
、
毎
年
一
月
の
最
初

の
週
の
間
に
、
倉
庫
内
の
穀
物
の
貯
蔵
の
当
該
年
度
に
お
け

る
レ
ー
ト
の
表
ま
た
は
予
定
を
公
表
し
、
そ
の
レ
ー
ト
は
年

間
を
通
じ
て
増
額
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
公
表
さ
れ
た

レ
ー
ト
も
し
く
は
減
額
は
そ
の
倉
庫
で
保
管
す
る
す
べ
て
の

人
及
び
会
社
に
適
用
す
る
。
い
か
な
る
差
別
も
、
直
接
で
あ

れ
、
間
接
で
あ
れ
、
穀
物
の
貯
蔵
の
た
め
に
そ
の
倉
庫
業
者

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
料
金
に
関
し
て
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。」

一
八
七
二
年
に
、
マ
ン
及
び
ス
コ
ッ
ト
（M

unn &
 S
cott

）

が
同
法
違
反
で
起
訴
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
そ
の
所
有
す
る
北
西
サ

イ
ロ
（N

orthw
estern E

levator

）
と
い
う
名
の
穀
物
貯
蔵
庫

で
穀
物
を
ば
ら
積
み
で
保
管
す
る
に
当
た
り
、
異
な
る
所
有
者
の

穀
物
を
混
ぜ
て
保
管
し
て
い
た
。
サ
イ
ロ
は
シ
カ
ゴ
市
内
に
あ
り
、

シ
カ
ゴ
は
、
そ
の
時
点
で
一
〇
万
人
以
上
の
人
口
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
彼
ら
は
巡
回
裁
判
所
か
ら
の
許
可
を
取
る
こ
と
無
く
、
し

た
が
っ
て
保
証
金
も
積
ま
ず
に
違
法
に
高
い
料
金
で
営
業
を
行
っ

一
七
三
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八
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こ
う
し
て
、
適
正
手
続
へ
の
違
反
は
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

つ
い
で
、
議
論
は
、
マ
ン
側
が
主
張
し
た
州
際
通
商
条
項
に
関

す
る
議
論
に
移
る
。
マ
ン
側
の
主
張
に
つ
い
て
補
足
説
明
す
る
と
、

こ
れ
は
休
眠
通
商
条
項
（D

orm
ant C

om
m
erce C

lause

）
と
呼

ば
れ
る
理
論
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
議

会
が
敢
え
て
州
際
通
商
に
関
す
る
権
限
を
発
動
し
て
い
な
い
場
合

に
は
、
そ
れ
は
禁
止
を
意
味
す
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
と
す
る
理

論
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
州
際
通
商
に
あ
た
る
事
案
に
関
し
て
、

連
邦
法
が
規
制
し
て
い
な
い
場
合
に
、
州
が
そ
れ
を
規
制
す
る
立

法
を
行
う
と
、
連
邦
法
に
反
し
て
違
憲
に
な
る
と
さ
れ
る
。
こ
の

理
論
は
、
す
で
に
マ
ー
シ
ャ
ル
コ
ー
ト
に
お
け
る
ギ
ボ
ン
ズ
対
オ

グ
デ
ン
事
件
（G

ibbons v. O
gden, 22 U

.S
. 1

（1824 （6
）

））
に
お

い
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
が
打
ち
出
し
た
州
際
通
商
条
項
（Interstate 

C
om
m
erce C

lause

）
の
解
釈
に
既
に
現
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
同
事
件
で
マ
ー
シ
ャ
ル
は
通
商
に
関
す
る
連
邦
議
会

の
権
限
は
、
州
法
に
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
優
越
す
る
と
し
た
の
で
あ

る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
権
限
の
不
発
動
は
、
そ
れ
に
反
す

る
州
の
立
法
を
禁
止
す
る
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
マ
ン
側
は
、
連
邦
法
に
イ
リ
ノ
イ
州
倉
庫
法
に
相
当
す

「
私
有
財
産
が
公
共
の
利
用
に
専
ら
供
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ

は
公
的
規
制
の
対
象
と
な
る
、
と
い
う
事
は
十
分
に
示
す
こ
と
が

で
き
た
。」
と
結
論
し
、「
残
る
問
題
は
、
上
告
人
の
倉
庫
及
び
事

業
が
こ
の
原
則
の
範
疇
に
属
す
る
か
否
か
で
あ
る
。」
と
し
て
、

適
正
手
続
へ
の
違
反
の
有
無
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を

重
ね
た
上
で
、
西
部
の
七
〜
八
州
の
生
産
物
は
東
海
岸
に
位
置
す

る
四
〜
五
箇
所
の
州
を
通
過
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
シ
カ
ゴ
の

倉
庫
施
設
は
事
実
上
独
占
状
態
に
あ
る
、
と
述
べ
る
。

「
コ
モ
ン
ロ
ー
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
財
産
権
は
、
法

の
適
正
な
手
続
き
に
よ
ら
ず
に
剥
奪
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
法
そ
れ
自
身
は
、
行
動
原
則
と
し
て
、
憲
法
の
制

限
内
で
あ
れ
ば
、
議
会
の
意
思
に
よ
り
、
あ
る
い
は
気
ま
ぐ

れ
に
よ
り
自
由
に
変
え
て
も
よ
い
。
実
際
、
成
文
法
の
大
き

な
使
命
は
、
発
展
に
伴
う
コ
モ
ン
ロ
ー
の
欠
陥
を
改
善
し
、

時
代
と
状
況
の
変
化
に
適
応
す
る
こ
と
で
あ
る
。
公
的
雇
用

ま
た
は
公
共
の
利
害
に
関
わ
る
資
産
の
使
用
に
供
さ
れ
た
事

業
の
た
め
の
利
用
料
率
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
従
来
か
ら
存

在
し
て
い
た
規
制
の
変
更
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
決
し
て
新

た
な
法
原
則
を
作
り
出
し
た
の
で
は
無
く
、
単
に
古
い
も
の

に
新
し
い
効
果
を
与
え
た
に
過
ぎ
な
い
。」

一
七
四



第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
四
九
）

合
衆
国
憲
法
九
条
一
項
違
反
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
は
、
実
に

簡
単
に
片
付
け
て
い
る
。
そ
れ
は
単
に
連
邦
議
会
の
権
限
の
制
約

規
定
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
州
が
そ
の
地
域
的
問
題
を
規
制
す
る

の
に
は
関
係
が
無
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

結
論
と
し
て
、
ウ
ェ
イ
ト
は
本
件
イ
リ
ノ
イ
州
憲
法
及
び
そ
れ

に
基
づ
く
イ
リ
ノ
イ
州
法
は
合
憲
と
判
決
し
た
。

（
三
）　

そ
の
後

ウ
ェ
イ
ト
は
こ
の
ほ
か
、
鉄
道
許
可
事
件
（R

ailroad 
C
om
m
ission C

ases, 116 U
.S
. 307

（1886

））
で
も
類
似
の
判

断
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
州
が
鉄
道
会
社
に
営
業
許
可
を

下
す
に
当
た
り
、
貨
物
や
旅
客
の
料
金
を
定
め
る
の
は
、
州
の
ポ

リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
範
囲
内
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

四　

プ
レ
ッ
シ
ー
対
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
事
件

こ
の
事
件
か
ら
フ
ラ
ー
・
コ
ー
ト
の
判
決
と
な
る
。

こ
の
事
件
の
判
決
（P

lessy v. F
erguson, 163 U

.S
. 537

（1896

））
は
、
ド
レ
ッ
ド･

ス
コ
ッ
ト
判
決
と
並
ぶ
連
邦
最
高
裁

判
所
最
大
の
汚
点
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、

一
九
五
四
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
対
教
育
委
員
会
事
件
判
決
で
最
終
的
に

る
規
定
が
存
在
し
て
い
な
い
状
況
下
で
も
、
イ
リ
ノ
イ
州
倉
庫
法

は
、
連
邦
権
限
を
侵
害
し
、
違
憲
と
な
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ウ
ェ
イ
ト
は
、S

tate T
ax on R

ailw
ay 

G
ross R

eceipts, 15 W
all. 293

と
い
う
判
例
を
引
用
し
て
次
の

様
に
述
べ
て
い
る
。

「
そ
れ
は
憲
法
の
意
義
の
範
囲
内
で
商
業
に
影
響
を
与
え

る
す
べ
て
の
規
制
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
上

告
人
の
倉
庫
は
イ
リ
ノ
イ
州
に
位
置
し
て
お
り
、
彼
ら
の
事

業
は
、
イ
リ
ノ
イ
州
の
内
で
排
他
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

彼
ら
は
州
内
だ
け
で
な
く
州
際
通
商
に
従
事
す
る
人
々
か
ら

も
そ
の
道
具
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
荷
馬
車

や
カ
ー
ト
が
通
商
の
一
部
で
あ
る
以
上
の
、
あ
る
い
は
穀
物

を
他
の
鉄
道
駅
か
ら
転
送
さ
れ
る
鉄
道
駅
以
上
の
必
然
性
を

持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
時
と
し
て
彼
ら
は
州
際
通
商

に
関
わ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
連
邦
議
会
が
そ
の
州
際
通
商

と
の
関
わ
り
を
基
準
に
立
法
す
る
ま
で
、
そ
れ
ら
の
規
制
は
、

間
違
い
な
く
州
内
の
問
題
で
あ
る
の
で
、
例
え
州
が
そ
う
し

た
こ
と
で
、
そ
れ
が
間
接
的
に
州
外
の
直
接
に
は
そ
の
管
轄

に
服
さ
な
い
通
商
に
機
能
す
る
と
し
て
も
、
州
は
そ
の
全
立

法
権
を
執
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。」

一
七
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
五
〇
）

に
座
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
そ
の
列
車
の
車
掌
に
、
各
旅
客
を
そ

の
属
す
る
人
種
に
割
り
当
て
ら
れ
た
客
車
も
し
く
は
コ
ン
パ
ー
ト

メ
ン
ト
に
割
り
当
て
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
自
ら
の
人
種
に
割
り

当
て
ら
れ
た
客
車
も
し
く
は
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
行
く
こ
と
を

拒
ん
だ
旅
客
に
対
し
て
は
罰
金
も
し
く
は
拘
留
が
課
せ
ら
れ
た
。

列
車
の
車
掌
に
は
、
自
ら
に
割
り
当
て
ら
れ
た
座
席
ま
た
は
コ
ン

パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
座
る
こ
と
を
拒
ん
だ
旅
客
に
対
し
て
は
輸
送
を

拒
む
権
限
を
与
え
た
。
旅
客
会
社
に
対
し
て
は
、
そ
の
様
な
拒
絶

か
ら
の
自
由
を
与
え
た
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
の
著
名
な
黒
人
、
混
血
人
及
び
白
人
が
、

同
法
の
廃
止
を
求
め
て
市
民
委
員
会
（C

om
ité des C

itoyens

）

と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
た
。
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
も
黒
人

の
権
利
の
た
め
に
戦
っ
た
こ
と
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
白
人
弁

護
士
を
雇
っ
た
上
で
、
三
〇
歳
の
靴
職
人
プ
レ
ッ
シ
ー
（H

om
er 

P
lessy

：1862-1925

）
に
、
こ
の
法
律
に
反
対
す
る
行
動
の
た

め
に
志
願
す
る
よ
う
説
得
し
た
。

プ
レ
ッ
シ
ー
は
八
分
の
一
黒
人
、
つ
ま
り
当
時
の
表
現
で
言
え

ば
オ
ク
ト
ル
ー
ン
（octoroon

）
で
あ
っ
た
。
彼
の
曾
祖
母
が
黒

人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
肌
の
白
さ
の
た
め
、
彼
は
通
常
は
有

色
人
と
は
思
わ
れ
な
い
人
物
で
あ
っ
た
（
次
頁
の
写
真
参
照
）。

否
定
さ
れ
る
ま
で
半
世
紀
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
生
き
残
こ
り
、

数
多
く
の
判
決
に
影
響
を
与
え
続
け
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、

そ
の
問
題
性
は
、
は
る
か
に
大
き
い
。

（
一
）　

事
件
の
背
景

ウ
ェ
イ
ト･
コ
ー
ト
の
一
連
の
判
例
に
よ
り
、
修
正
条
項
実
施

法
の
法
的
効
力
を
奪
わ
れ
た
た
め
、
北
部
の
掣
肘
が
な
く
な
る
と
、

南
部
諸
州
の
政
府
は
、
黒
人
が
白
人
と
同
じ
公
共
施
設
を
使
用
す

る
の
を
禁
じ
た
ジ
ム
・
ク
ロ
ウ
法
（Jim

 C
row
 law （

7
）

）
を
積
極

的
に
制
定
し
は
じ
め
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
な
ん
と
か
黒
人

の
権
利
を
確
保
す
る
司
法
判
断
を
得
よ
う
と
す
る
努
力
の
一
環
と

し
て
、
こ
の
プ
レ
ッ
シ
ー
事
件
は
起
き
た
の
で
あ
る
。

（
二
）　

事
件
の
内
容

一
八
九
〇
年
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
は
、
車
両
分
離
法
（S

eparate 
C
ar A

ct

）
を
制
定
し
た
（
8
）

。
同
法
は
、
同
州
内
で
旅
客
を
客
車
で

運
ぶ
事
業
を
行
っ
て
い
る
鉄
道
会
社
に
、
白
人
と
有
色
人
に
対
す

る
も
て
な
し
と
し
て
、
列
車
に
二
両
以
上
の
客
車
を
連
結
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ま
た
は
異
な
る
も
て
な
し
を
確
保
で
き
る
だ
け
の
障

壁
を
客
車
内
に
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
平
等
で
は
あ
る
が
分
離
し

た
車
両
を
提
供
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
そ
し
て
、
い
か
な
る
人

も
客
車
内
の
自
ら
が
属
す
る
人
種
に
割
り
当
て
ら
れ
た
座
席
以
外

一
七
六



第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
五
一
）

所
し
た
。

プ
レ
ッ
シ
ー
対
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
裁
判
は
、
事
件
の
一
ヶ
月
後

に
開
廷
さ
れ
た
。
プ
レ
ッ
シ
ー
の
弁
護
士
は
、
東
ル
イ
ジ
ア
ナ
鉄

道
は
修
正
第
一
三
条
と
第
一
四
条
の
下
で
の
彼
の
憲
法
上
の
権
利

を
拒
否
し
た
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
を
担
当
す
る

フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
（John H

ow
ard F

erguson

）
裁
判
官
は
、
州
の

中
だ
け
で
運
営
さ
れ
て
い
る
限
り
は
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
に
は
鉄
道

会
社
を
規
制
す
る
権
限
が
あ
る
と
裁
決
し
た
。
そ
し
て
プ
レ
ッ

シ
ー
は
、
車
両
分
離
法
へ
の
違
反
の
た
め
に
、
三
〇
〇
ド
ル
の
罰

金
を
課
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
プ
レ
ッ
シ
ー
は
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州

最
高
裁
に
上
告
し
た
が
、
州
最
高
裁
も
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
判
決
を
支

持
し
た
の
で
、
彼
は
連
邦
最
高
裁
に
上
告
し
た
。

（
三
）　

法
廷
意
見

九
人
の
最
高
裁
判
事
の
う
ち
、
ブ
リ
ュ
ワ
判
事
が
参
加
し
な

か
っ
た
の
で
八
人
の
判
事
に
よ
る
裁
決
と
な
っ
た
。
七
対
一
の
判

決
に
よ
り
、
最
高
裁
判
所
は
プ
レ
ッ
シ
ー
の
訴
え
を
退
け
た
。

判
決
は
ブ
ラ
ウ
ン
（H

enry B
. B
row
n

）
判
事
が
書
い
た
。

判
決
は
、
ま
ず
同
法
が
第
一
三
修
正
に
違
反
し
な
い
と
言
う
こ
と

は
極
め
て
明
白
だ
、
と
す
る
。〝
隷
属
（servitude

）〞
と
い
う

語
は
、
そ
の
人
の
階
級
や
名
称
が
同
あ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
非

彼
が
車
両
分
離
法
に
違
反
す
れ
ば
、
同
法
に
よ
る
差
別
を
打
破
で

き
る
と
期
待
し
て
、
委
員
会
は
彼
を
送
り
出
し
た
。
明
確
な
テ
ス

ト
に
な
る
よ
う
に
、
委
員
会
は
予
め
プ
レ
ッ
シ
ー
が
乗
車
す
る
こ

と
を
東
ル
イ
ジ
ア
ナ
鉄
道
（E

ast L
ouisiana R

ailroad

）
に
通

知
し
て
お
い
た
。
鉄
道
会
社
も
、
余
計
な
負
担
を
課
す
る
こ
の
法

律
に
反
対
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
テ
ス
ト
に
協
力
し
た
。

一
八
九
二
年
六
月
七
日
、
プ
レ
ッ
シ
ー
は
一
等
車
の
切
符
を

買
っ
て
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
近
郊
の
通
勤
列
車
に
乗
り
込
み
、

白
人
専
用
席
に
座
っ
た
。
車
掌
は
予
定
通
り
、
彼
が
有
色
人
か
否

か
を
尋
ね
た
。
ま
た
、
委
員
会
で
は
、
プ
レ
ッ
シ
ー
が
確
実
に
車

両
分
離
法
に
違
反
し
た
こ
と
が
判
る
よ
う
に
、
彼
を
拘
束
し
、
列

車
か
ら
降
ろ
す
権
限

を
有
す
る
私
立
探
偵

を
雇
っ
て
い
た
。
プ

レ
ッ
シ
ー
は
オ
ー
リ

ン
ズ
郡
の
留
置
場
に

拘
束
さ
れ
た
が
、
翌

日
、
委
員
会
の
予
定

し
た
と
お
り
五
〇
〇

ド
ル
の
保
釈
金
で
出

ホーマー・プレッシー

一
七
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
五
二
）

物
事
の
性
質
か
ら
、
政
治
的
、
平
等
的
に
、
皮
膚
の
色
に
基

づ
く
差
別
を
廃
止
し
た
り
、
社
会
に
強
制
し
た
り
、
な
い
し

は
い
ず
れ
か
に
不
満
足
な
条
件
に
基
づ
い
て
二
つ
の
人
種
を

混
ぜ
合
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
あ
る
。
彼
ら
が
接
触
し
や
す
い
場
所
で
分
離
す
る
こ
と

を
法
が
許
容
し
、
そ
し
て
さ
ら
に
要
求
し
た
と
し
て
も
、
そ

れ
は
、
必
ず
し
も
い
ず
れ
か
の
人
種
の
劣
等
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
し
、
一
般
的
で
は
な
い
と
し
て
も
、
州
の
ポ
リ

ス
・
パ
ワ
ー
の
行
使
と
し
て
そ
の
立
法
府
の
能
力
内
と
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
最
も
一
般
的
な
例
は
、
白
人
種
と

有
色
人
種
の
た
め
の
分
離
さ
れ
た
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
に

関
わ
っ
て
い
る
。
有
色
人
種
の
政
治
的
権
利
が
長
い
こ
と
追

求
さ
れ
、
も
っ
と
も
真
摯
に
主
張
さ
れ
て
い
る
場
所
で
も
、

米
国
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
立
法
権
行
使
は
有
効

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。」

こ
こ
で
、
人
種
別
学
の
合
憲
判
決
の
例
と
し
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
判

事
が
引
用
し
て
い
る
の
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
最
高
裁
判
所

が
一
八
五
〇
年
に
く
だ
し
た
「
ロ
バ
ー
ツ
対
ボ
ス
ト
ン
市
事
件

（R
oberts v. C

ity of B
oston, 5 C

ush. 19

）」
判
決
で
あ
る
。

こ
の
事
件
は
、
五
歳
の
ア
フ
リ
カ
系
米
国
人
で
あ
る
サ
ラ
・
ロ

任
意
的
奴
隷
制
を
禁
止
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
こ
の

規
定
で
は
南
部
の
州
で
制
定
さ
れ
た
様
々
な
法
律
か
ら
有
色
人
種

を
守
る
た
め
に
は
不
十
分
と
、
そ
の
当
時
の
政
治
家
に
よ
っ
て
見

な
さ
れ
、
第
一
四
修
正
が
考
案
さ
れ
た
、
と
い
う
事
を
指
摘
し
て

い
る
。

そ
こ
で
問
題
は
第
一
四
修
正
の
解
釈
に
か
か
っ
て
く
る
。
ブ
ラ

ウ
ン
判
事
は
言
う
。

「
こ
の
修
正
の
適
切
な
構
造
に
つ
い
て
は
、
屠
殺
場
事
件

が
、
最
初
に
こ
の
裁
判
所
の
注
意
を
喚
起
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
判
決
は
人
種
差
別
の
問
題
の
代
わ
り
に
排
他
的
な
特
権

の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
判
例
は
、
有
色
人
種
に
対

し
て
特
定
の
権
利
を
確
保
す
る
よ
う
な
、
い
か
な
る
意
見
の

表
明
も
要
求
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
主
た
る
目
的
は
黒
人
の
市

民
権
を
確
立
し
、
連
邦
と
州
の
市
民
権
の
定
義
を
与
え
、
州

の
敵
対
的
な
法
律
か
ら
合
衆
国
市
民
の
特
権
と
免
責
を
保
護

す
る
こ
と
で
あ
る
と
一
般
的
に
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。」

こ
の
よ
う
に
、
第
一
四
修
正
の
内
容
を
限
定
し
た
上
で
、
さ
ら

に
次
の
様
に
言
う
。

「
修
正
の
対
象
は
、
疑
い
も
な
く
、
法
の
下
に
お
け
る
二

つ
の
人
種
の
絶
対
的
な
平
等
を
強
制
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、

一
七
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第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
五
三
）

S
haw

）
判
事
の
次
の
文
章
を
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
事
は
そ
っ
く
り
引

用
し
て
い
る
。

「
原
告
の
た
め
に
、
学
識
深
く
雄
弁
な
支
持
者
に
よ
っ
て

述
べ
ら
れ
た
偉
大
な
原
則
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
憲
法

及
び
法
律
に
よ
り
、
す
べ
て
の
人
は
、
年
齢
や
性
別
、
出
生

や
色
、
種
族
や
条
件
の
区
別
な
く
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
…
…
し
か
し
、
こ
の
大
原
則
が
社
会

に
お
け
る
実
際
の
様
々
な
条
件
の
人
々
に
適
用
さ
れ
る
場
合

に
は
、
男
性
と
女
性
が
法
的
に
同
一
の
市
民
的
及
び
政
治
的

権
力
を
有
し
て
い
る
と
か
、
子
供
と
大
人
が
法
的
に
同
一
の

機
能
を
有
し
、
同
一
の
取
扱
を
う
け
る
と
い
う
主
張
を
認
め

る
も
の
で
は
無
く
、
単
に
人
び
と
が
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、

規
律
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
等
し
く
父
親
的
温
情
主

義
に
基
づ
く
配
慮
と
、
そ
の
生
存
と
安
全
の
た
め
の
法
の
保

護
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。」

こ
れ
を
一
般
化
す
る
形
で
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
事
は
、
年
齢
や
性
に

よ
る
別
学
、
つ
ま
り
、
小
学
校
や
女
子
校
ま
で
も
分
離
教
育
と
し

て
捉
え
、
あ
る
い
は
貧
困
や
親
の
無
関
心
に
よ
り
就
学
で
き
な

か
っ
た
子
供
の
た
め
の
学
校
等
を
例
に
挙
げ
て
、
分
離
教
育
の
合

憲
性
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
分
離

バ
ー
ツ
（S

arah R
oberts

）
が
、
ア
ビ
エ
ル·

ス
ミ
ス
校

（A
biel S

m
ith S

chool

）
と
い
う
生
徒
全
員
が
黒
人
の
普
通
校

に
入
学
す
る
よ
う
、
市
教
育
委
員
会
か
ら
指
示
さ
れ
た
こ
と
が
問

題
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
学
校
は
ボ
ス
ト
ン
市
内
の
サ

ラ
の
自
宅
か
ら
遠
く
、
し
か
も
ア
フ
リ
カ
系
米
国
人
が
行
く
よ
う

に
指
示
さ
れ
る
学
校
は
一
般
に
老
朽
化
が
激
し
く
、
設
備
も
劣
っ

て
お
り
、
安
全
上
の
問
題
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
サ
ラ
の
父
で
、

同
じ
く
ア
フ
リ
カ
系
米
国
人
で
あ
る
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
（B
enjam

in 
F
. R
oberts

）
は
、
自
宅
近
く
の
白
人
用
の
学
校
に
彼
女
を
入
学

さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
人
種
に
基
づ
い
て
拒
否
さ
れ
、
さ
ら
に
実

力
で
そ
の
学
校
か
ら
つ
ま
み
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
訴
訟
と
な
っ

た
が
、
州
最
高
裁
判
所
は
、「
分
離
す
れ
ど
平
等
」
は
合
憲
と
判

決
し
た
の
で
あ
る
。
父
親
は
し
か
し
州
議
会
に
運
動
し
た
結
果
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
は
、
一
八
五
五
年
、
州
全
体
で
分
離
さ
れ

た
学
校
を
禁
止
し
た
。
こ
れ
は
諸
州
で
黒
白
分
離
校
を
禁
止
し
た

最
初
の
法
律
と
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
事
は
、
こ
の
ロ
バ
ー
ツ
事
件
に
お
け
る

最
終
的
結
果
で
は
な
く
、
途
中
経
過
に
過
ぎ
な
い
州
最
高
裁
判
所

の
判
決
だ
け
を
つ
ま
み
食
い
す
る
形
で
引
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
最
高
裁
判
所
の
シ
ョ
ー
（L

em
uel 

一
七
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
五
四
）

る
べ
き
問
題
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
ブ
ラ
ウ
ン
判
事
は
最
終
的
に
、
二
つ
の
人
種
の
分
離
の

強
化
が
、
白
人
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
い
う
刻
印
を
有
色
人
種
に
押

す
と
い
う
仮
定
の
上
で
行
わ
れ
て
い
る
と
す
る
原
告
の
主
張
は
根

本
的
に
誤
っ
て
い
る
、
と
宣
言
し
た
。
仮
に
有
色
人
種
が
州
議
会

の
支
配
的
な
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
、
正
確
に
同
様
の

条
件
で
法
律
を
制
定
し
た
場
合
、
そ
れ
に
よ
っ
て
白
人
種
が
劣
等

の
地
位
を
有
す
る
と
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
反

論
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
法
律
に
よ
っ
て
社
会
的
偏
見
を
克
服

す
る
よ
う
に
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
両
者
の
融
和
は
自
然
の

親
和
性
、
互
い
の
メ
リ
ッ
ト
の
相
互
理
解
、
個
人
の
自
発
的
同
意

の
結
果
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

ブ
ラ
ウ
ン
判
事
は
、
最
後
に
プ
レ
ッ
シ
ー
が
ほ
と
ん
ど
白
人
と

区
別
の
付
か
な
い
混
血
人
種
で
あ
る
点
に
つ
い
て
、
次
の
様
に
述

べ
て
い
る
。

「
有
色
人
種
と
混
血
し
て
い
る
者
を
、
白
人
と
区
別
し
て

有
色
人
種
を
構
成
す
る
者
と
す
る
問
題
は
、
い
く
つ
か
の
州

の
間
で
意
見
の
相
違
が
あ
る
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
事

実
で
あ
る；

何
ら
か
の
目
に
見
え
る
差
異
の
あ
る
者
だ
け
を

有
色
人
種
と
す
る
例
（S

tate v. C
havers, 5 Jones

﹇N
. 

教
育
を
合
憲
と
し
た
州
レ
ベ
ル
の
多
数
の
判
例
を
引
用
し
て
い
る
。

要
す
る
に
、
問
題
の
法
律
は
、
そ
う
し
た
公
的
な
施
策
の
一
環
と

し
て
二
つ
の
人
種
を
分
離
し
た
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

「
こ
う
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
第
一
四
修
正
と
の

抵
触
が
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
事
件
に
関
し
て
は
、
ル
イ

ジ
ア
ナ
州
法
が
合
理
的
な
規
制
で
あ
る
か
ど
う
か
の
問
題
に

限
定
さ
れ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
必
然
に
立
法
府
に
大
き
な

裁
量
権
が
あ
る
。
合
理
性
の
問
題
を
決
定
す
る
に
際
し
て
は
、

そ
の
用
途
、
習
慣
、
人
々
の
伝
統
を
参
照
し
な
が
ら
、
そ
れ

ら
の
快
適
さ
と
公
共
の
秩
序
の
保
全
の
推
進
を
視
野
に
立
法

す
る
自
由
が
あ
る
。
こ
の
基
準
で
測
る
な
ら
ば
、
公
共
輸
送

機
関
で
二
人
種
の
分
離
を
定
め
、
要
求
す
る
こ
と
が
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
特
別
区
で
有
色
人
種
の
子
供
の
た
め
に
別
の
学
校
を

必
要
と
す
る
と
い
う
議
会
法
な
い
し
州
議
会
の
そ
れ
に
対
応

す
る
立
法
が
憲
法
上
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
以

上
に
第
一
四
修
正
に
照
ら
し
不
合
理
で
あ
る
と
か
、
不
愉
快

で
あ
る
と
い
う
事
は
で
き
な
い
。」

こ
う
し
て
、
こ
の
判
決
は
、
問
題
は
鉄
道
に
お
け
る
座
席
に
過

ぎ
な
い
の
に
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
手
段
と
し
て
、
教
育
に
お
け

る
人
種
別
別
学
ま
で
も
合
憲
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
恐

一
八
〇



第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
五
五
）

れ
る
次
の
言
葉
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。

「
憲
法
上
の
、
法
的
観
点
か
ら
見
る
と
、
こ
の
国
に
は
優

位
に
立
つ
ど
の
よ
う
な
支
配
階
級
も
存
在
し
な
い
。
カ
ー
ス

ト
制
度
は
こ
こ
に
は
な
い
。
我
々
の
憲
法
は
色
盲
で
、
市
民

の
間
に
い
か
な
る
階
級
も
知
ら
ず
ま
た
許
容
し
な
い
（O

ur 
constitution is color-blind, and neither know

s nor 
tolerates classes am

ong citizens.

）。
公
民
権
の
点
で
は
、

す
べ
て
の
市
民
が
法
の
前
に
等
し
い
。」

も
っ
と
も
、
ハ
ー
ラ
ン
判
事
も
時
代
の
子
で
、
次
の
様
に
述
べ

て
い
る
こ
と
も
記
憶
す
べ
き
で
あ
る
。

「
ア
メ
リ
カ
の
市
民
に
な
る
こ
と
を
可
能
と
し
な
い
、
私

た
ち
と
非
常
に
異
な
る
人
種
が
い
る
。
そ
れ
に
属
す
る
人
は
、

わ
ず
か
の
例
外
を
の
ぞ
け
ば
、
我
が
国
か
ら
絶
対
に
締
め
出

さ
れ
る
。
私
は
そ
れ
を
、
中
国
人
（
黄
色
人
種
）
と
示
唆
す

る
」

（
五
）　

そ
の
後

一
八
九
六
年
一
月
、
プ
レ
ッ
シ
ー
は
違
反
の
罪
を
認
め
て
罰
金

を
支
払
っ
た
。
こ
の
裁
判
の
余
波
と
し
て
、「
分
離
す
れ
ど
平
等
」

の
主
義
は
法
的
な
根
拠
を
与
え
ら
れ
、
人
種
の
分
類
に
基
づ
く
分

離
は
、
施
設
が
平
等
な
品
質
で
あ
る
限
り
は
合
法
で
あ
る
と
さ
れ

C
.

﹈1

）；

血
液
の
優
勢
で
あ
る
も
の
で
決
す
る
例
（G

ray 
v. S
tate, 4 O

hio, 354; M
onroe v. C

ollins, 17 O
hio 

S
t. 665

）；

白
人
種
の
血
が
四
分
の
三
以
上
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
る
例
（P

eople v. D
ean, 14 M

ich. 406; 
Jones v. C

om
., 80 V

a. 544

）
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
各
州
の
法
律
が
決
定
す
る
べ
き
問
題
で
あ
り
、
本
件
で
申

し
立
て
ら
れ
て
い
る
点
で
は
な
い
。
本
件
に
お
い
て
は
、
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
の
法
律
に
基
づ
け
ば
、
申
立
人
が
白
人
種
に
属

し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
有
色
人
種
に
属
し
て
い
る
か
ど

う
か
だ
け
が
重
要
な
点
で
あ
る
。」

（
四
）　

反
対
意
見

こ
の
判
決
に
対
し
、
唯
一
反
対
意
見
を
書
い
た
の
は
ハ
ー
ラ
ン

判
事
で
あ
る
（
9
）

。
多
数
意
見
と
同
じ
く
、
数
多
く
の
判
例
を
動
員
し

て
議
論
を
す
る
点
は
、
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
次
の

様
な
印
象
的
な
表
現
で
書
き
出
す
。

「
私
の
意
見
で
は
、
今
日
、
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
は
、
ド

レ
ッ
ド·

ス
コ
ッ
ト
事
件
に
お
い
て
、
こ
の
裁
判
所
に
よ
っ

て
下
さ
れ
た
判
決
と
同
様
に
、
非
常
に
有
害
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
、
時
が
証
明
す
る
で
あ
ろ
う
。」

そ
し
て
、
結
論
と
し
て
、
黒
人
問
題
に
関
し
て
は
常
に
引
用
さ

一
八
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
五
六
）

合
衆
国
憲
法
が
、
そ
の
租
税
条
項
に
関
し
て
極
め
て
弱
体
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
大
き
な
憲
法
問
題
が
発
生
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ヒ
ル
ト
ン
事
件
（H

ylton v. U
nited S

tates, 3 U
.S
. 171

（1796

））
及
び
マ
カ
ラ
ッ
ク
事
件
（M

cC
ulloch v. M

aryland - 
17 U

.S
. 316

（1819

））
に
関
し
て
、
既
に
紹
介
し
た
と
お
り
で

あ
る
（
10
）

。
そ
れ
が
明
確
に
顕
在
化
し
た
の
が
、
こ
の
ポ
ロ
ッ
ク
事
件

（P
ollock v. F

arm
ers ’ L

oan &
 T
rust C

om
pany, 157 U

.S
. 

429

（1895

））
で
あ
る
。

（
一
）　

事
件
の
背
景
│
関
税
と
所
得
税

合
衆
国
憲
法
に
よ
る
縛
り
か
ら
、
連
邦
政
府
の
財
政
は
、
基
本

的
に
は
関
税
収
入
に
依
拠
す
る
と
い
う
状
態
が
、
建
国
以
来
一
貫

し
て
続
い
て
い
た
。
ヒ
ル
ト
ン
事
件
で
問
題
に
な
っ
た
諸
税
は
、

そ
れ
を
補
完
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
所
得

税
は
、
そ
う
し
た
諸
税
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
当
時
は
、
直
接
税
と
は
人
頭
税
及
び
「
所
有
し
て
い
る
と

い
う
理
由
で
」
財
産
に
課
さ
れ
る
税
金
（
一
般
に
通
常
価
格
に
応

じ
た
資
産
税
）
の
み
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
所
得

税
は
、
直
接
税
で
は
な
い
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
直
接
税
に
該
当
し
な
け
れ
ば
、
税
金
は
（
直
接
税
の
よ
う

に
）
州
の
人
口
に
比
例
し
て
分
配
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。

た
。
こ
の
判
決
と
同
じ
年
に
出
さ
れ
た
ブ
ッ
カ
ー
・
ワ
シ
ン
ト
ン

（B
ooker T

aliaferro W
ashington

）
の
、
黒
人
社
会
の
白
人

社
会
か
ら
の
分
離
を
受
け
入
れ
る
と
し
た
ア
ト
ラ
ン
タ
の
和
解

（A
tlanta com

prom
ise

）
と
呼
ば
れ
る
声
明
も
寄
与
し
て
、
人

種
分
離
法
の
制
定
は
加
速
さ
れ
た
。
続
く
一
〇
年
間
に
人
種
分
離

法
は
増
殖
し
、
一
九
一
〇
年
代
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
の
時
代
に

は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．で
ま
で
制
定
さ
れ
た
。
プ
レ
ッ
シ
ー
判
決

は
黒
人
に
本
当
に
平
等
な
施
設
や
資
産
を
与
え
る
こ
と
を
求
め
て

い
た
。
し
か
し
、
南
部
諸
州
の
政
府
は
、
こ
の
判
決
後
の
長
い
間
、

そ
れ
を
拒
否
し
た
。
こ
れ
ら
の
州
は
人
種
を
分
離
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
現
実
的
に
、
品
質
の
違
い
を
確
実
な
も
の
と
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

五　

ポ
ロ
ッ
ク
対
農
民
貸
付
信
託
会
社
事
件

こ
の
事
件
で
は
第
一
四
修
正
は
争
点
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
憲

法
改
正
に
繋
が
っ
た
き
わ
め
て
重
大
な
判
決
で
あ
り
、
ま
た
、
第

一
四
修
正
に
関
わ
る
一
連
の
判
例
と
同
様
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
、

社
会
の
変
化
に
対
す
る
逆
行
性
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
の
で
、
本

稿
で
紹
介
す
る
。

一
八
二



第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
五
七
）

定
さ
れ
た
（
13
）

。
同
法
は
年
収
六
〇
〇
ド
ル
以
上
の
収
入
に
対
し
て

三
％
、
一
万
ド
ル
以
上
の
者
に
対
し
て
は
五
％
と
い
う
、
簡
易
な

も
の
な
が
ら
累
進
課
税
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
関
税
法
も

一
八
六
二
年
七
月
一
日
に
改
正
さ
れ
、
関
税
率
が
さ
ら
に
一
〇
％

引
き
上
げ
ら
れ
た
（M

orrill T
ariff  of 1862

）。

歳
入
法
は
一
八
六
四
年
に
さ
ら
に
改
正
さ
れ
た
（Internal 

R
evenue A

ct of 1864

）。
同
法
一
一
六
条
は
、
米
国
内
ま
た
は

海
外
に
居
住
す
る
す
べ
て
の
米
国
市
民
の
「
利
潤
、
収
益
ま
た
は

所
得
（the gains, profi ts, and incom

e

）」
に
対
し
、
そ
れ
が

資
産
、
賃
料
、
利
子
、
配
当
も
し
く
は
給
与
（property, rents, 

interest, dividends, or salaries

）
の
別
な
く
、
ま
た
は
ど
の

よ
う
な
職
業
、
貿
易
、
雇
用
、
ま
た
は
商
売
（profession, 

trade, em
ploym

ent, or vocation

）
の
別
な
く
、
そ
れ
が
遂
行

さ
れ
た
の
が
米
国
の
内
外
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
ま
た
他
の
い
か

な
る
源
泉
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
課
税
対
象
と
し
た
。
税
率
は
年

収
六
〇
〇
ド
ル
以
上
の
者
は
五
％
、
五
、〇
〇
〇
ド
ル
以
上
の
者

は
七
・
五
％
、
そ
し
て
一
万
ド
ル
以
上
の
者
は
一
〇
％
と
、

一
八
六
一
年
法
に
比
べ
一
段
と
引
き
上
げ
ら
れ
、
か
つ
累
進
制
が

強
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
所
得
税
率
の
引
き
上
げ
に
加
え
て
、
同
法

は
マ
ッ
チ
や
写
真
な
ど
に
印
紙
税
を
新
設
し
た
。
こ
の
法
律
は
、

所
得
税
が
連
邦
レ
ベ
ル
で
始
め
て
導
入
さ
れ
た
の
は
、
南
北
戦

争
の
戦
費
を
賄
う
た
め
に
、
一
八
六
一
年
八
月
に
制
定
さ
れ
た
歳

入
法
（R

evenue A
ct of 1861 （11

）
）
が
嚆
矢
で
あ
る
。
そ
れ
は
年

収
八
〇
〇
ド
ル
以
上
の
収
入
が
あ
る
も
の
に
対
し
て
一
律
に
三
％

の
課
税
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。

同
じ
一
八
六
一
年
の
三
月
、
モ
リ
ル
（Justin S

m
ith M

orrill

）

下
院
議
員
が
提
案
し
た
モ
リ
ル
関
税
法
（M

orrill T
ariff  of 

1861

）
が
制
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
当
初
の
立
法
意
図
は
歳
入
の

確
保
で
は
な
く
、
鉄
及
び
羊
毛
の
関
税
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ

り
国
内
産
業
の
保
護
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

保
護
立
法
は
、
そ
れ
よ
り
前
で
あ
れ
ば
、
自
由
貿
易
に
よ
り
恩
恵

を
受
け
て
い
た
南
部
諸
州
の
反
対
に
よ
り
制
定
不
可
能
な
性
格
の

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
南
北
い
ず
れ
に
つ
く
か
、
そ
の
動
向

が
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
を
は
じ
め
と
す

る
西
部
諸
州
を
、
北
部
側
に
つ
な
ぎ
止
め
る
目
的
で
制
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
北
戦
争
が
開
始
さ
れ
る
と
、
歳
入
確

保
の
上
で
重
要
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
（
12
）

。

一
八
六
一
年
歳
入
法
の
限
度
で
は
南
北
戦
争
に
よ
り
急
激
に
増

大
し
た
歳
出
を
賄
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
翌
年
七
月
一

日
に
は
一
八
六
二
年
歳
入
法
（R

evenue A
ct of 1862

）
が
制

一
八
三
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の
海
外
進
出
に
反
対
し
、
金
本
位
制
を
支
持
し
、
金
銀
複
本
位
制

に
反
対
し
た
。
公
務
員
制
度
改
革
と
ボ
ス
支
配
の
打
倒
を
叫
ん
だ
。

そ
こ
で
彼
ら
は
当
然
に
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
関
税
法
を
改
正
し
、
鉄
鉱

石
、
石
炭
、
木
材
、
及
び
羊
毛
に
関
す
る
関
税
率
を
ゼ
ロ
に
下
げ

る
こ
と
を
選
挙
公
約
に
掲
げ
て
戦
っ
た
の
で
あ
る
。

バ
ー
ボ
ン
派
は
、
一
八
七
六
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
テ
ィ
ル

デ
ン
（S

am
uel J. T

ilden

）
を
擁
立
し
て
戦
っ
た
が
、
大
統
領

と
な
っ
た
ヘ
イ
ズ
（R

utherford B
. H
ayes

）
に
惜
し
く
も
僅

差
で
敗
れ
た
（
16
）

。
一
八
八
〇
年
の
選
挙
で
も
民
主
党
の
ハ
ン
コ
ッ
ク

（W
infi eld S

cott H
ancock

）
は
、
ガ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
（Jam

es 
G
arfi eld

）
に
敗
れ
た
（
17
）

。
し
か
し
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

（S
tephen G

rover C
leveland

）
を
擁
す
る
こ
と
で
、
バ
ー
ボ

ン
派
は
、
よ
う
や
く
二
二
代
大
統
領
（
一
八
八
四
年
〜
一
八
八
八

年
）
の
座
を
獲
得
す
る
（
18
）

。

だ
が
、
次
の
二
三
代
大
統
領
に
は
、
保
護
派
で
あ
る
ハ
リ
ソ
ン

（B
enjam

in H
arrison

）
が
就
き
（
19
）

、
一
八
九
〇
年
に
シ
ャ
ー
マ
ン

反
ト
ラ
ス
ト
法
（S

herm
an A

ntitrust A
ct

）
を
成
立
さ
せ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
最
初
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
、
つ
ま
り
わ
が
国
で
い

う
と
こ
ろ
の
独
占
禁
止
法
で
あ
り
、
今
日
に
お
い
て
も
米
国
に
お

け
る
そ
の
中
心
的
な
地
位
に
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く

主
と
し
て
戦
争
時
の
状
況
に
対
す
る
緊
急
措
置
法
だ
っ
た
の
で
、

一
八
七
三
年
に
期
限
が
切
れ
た
。

関
税
法
に
関
し
て
は
、
一
八
八
三
年
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
戦

時
の
高
率
関
税
率
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
た
（M

ongrel T
ariff  

A
ct

）。
し
か
し
、
議
会
の
保
護
主
義
者
は
譲
歩
せ
ず
、
関
税
の

中
に
は
逆
に
上
げ
ら
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
り
し
て
、
同
法
は
か
な

り
複
雑
か
つ
不
明
確
な
も
の
と
な
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
は
三
五
〜

四
〇
％
の
高
率
に
留
ま
り
、
平
均
し
て
一
・
四
七
％
下
げ
ら
れ
た

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

一
八
九
〇
年
に
、
保
護
主
義
論
者
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
（W

illiam
 

M
cK
inley

）
下
院
議
員
が
主
導
権
を
握
っ
て
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
関

税
法
が
制
定
さ
れ
、
輸
入
関
税
率
は
平
均
四
九
・
五
％
に
ま
で
大

幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
（T
ariff  A

ct of 1890
＝M

cK
inley 

T
ariff （14

）
）。

こ
れ
に
反
対
し
た
の
が
民
主
党
バ
ー
ボ
ン
派
（B

ourbon 
D
em
ocrat

）
で
あ
る
（
15
）

。
バ
ー
ボ
ン
派
は
企
業
利
益
を
代
表
す
る

集
団
で
、
共
和
党
が
主
張
す
る
保
護
主
義
、
す
な
わ
ち
企
業
や
農

民
に
対
し
て
補
助
金
を
出
し
た
り
、
競
争
か
ら
保
護
し
た
り
す
る

こ
と
に
は
反
対
し
、
自
由
放
任
（laissez-faire

）
型
の
資
本
主

義
を
推
進
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
ま
た
、
帝
国
主
義
及
び
米
国

一
八
四



第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
五
九
）

税
と
い
え
る
。
こ
の
結
果
、
関
税
法
（T

ariff  A
ct

）
と
い
う
名

の
法
律
で
、
米
国
史
上
最
初
の
、
平
時
に
お
け
る
所
得
税
が
定
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
法
に
基
づ
き
、
農
民
貸
付
信
託
会
社
（F

arm
ers ’ L

oan &
 

T
rust C

om
pany

）
は
、
そ
の
株
主
に
対
し
て
課
税
が
あ
る
こ
と

を
通
告
し
た
。
そ
こ
で
同
社
の
株
主
で
あ
っ
た
ポ
ロ
ッ
ク

（C
harles P

ollock

）
が
、
こ
の
税
は
直
接
税
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
違
憲
で
あ
る
と
訴
え
た
。
下
級
審
で
は
敗
訴
し
た
の
で
、

ポ
ロ
ッ
ク
は
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
。

（
二
）　

判
決
の
内
容

こ
の
事
件
で
は
、
最
高
裁
判
所
判
事
の
見
解
は
激
し
く
分
か
れ

た
。
多
数
意
見
は
、
フ
ラ
ー
長
官
の
他
フ
ィ
ー
ル
ド
（S

tephen 
J. F
ield

）、
グ
レ
イ
（H

orace G
ray

）、
ブ
リ
ュ
ワ
（D

avid J. 
B
rew
er

）、
シ
ラ
ス
（G

eorge S
hiras, Jr.

）
の
五
名
で
構
成

さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ホ
ワ
イ
ト
（E

dw
ard D

. W
hite

）、

ハ
ー
ラ
ン
（John M

. H
arlan

）、
ブ
ラ
ウ
ン
（H

enry B
. 

B
row
n

）、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
（H

ow
ell E

. Jackson

）
の
四
名
が
反

対
に
回
る
と
い
う
き
わ
ど
い
評
決
で
あ
っ
た
。

判
決
は
、
一
八
九
五
年
四
月
八
日
に
多
数
意
見
を
代
表
し
て
フ

ラ
ー
長
官
自
身
が
申
し
渡
し
た
。

は
次
節
で
説
明
す
る
。

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
は
、
し
か
し
、
ハ
リ
ソ
ン
の
失
政
を
突
い
て
、

次
の
二
四
代
大
統
領
（
一
八
九
二
年
〜
一
八
九
六
年
）
に
見
事
返

り
咲
い
た
（
20
）

。
つ
ま
り
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
は
連
続
し
な
い
二
期
を

務
め
た
、
米
国
史
上
唯
一
の
大
統
領
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
よ
う
や
く
バ
ー
ボ
ン
派
は
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
関
税
法
を

改
正
で
き
る
体
制
を
握
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
改
正
法
は
一
般

に
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン·

ゴ
ー
マ
ン
関
税
法
（the W
ilson-G

orm
an 

T
ariff  A

ct of 1894

）
の
名
で
知
ら
れ
る
（
21
）

。
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ

ニ
ア
州
選
出
の
下
院
議
員
で
あ
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（W

illiam
 L
. 

W
ilson

）
と
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
選
出
の
上
院
議
員
で
あ
る
ゴ
ー

マ
ン
（A

rthur P
. G
orm
an

）
と
い
う
二
人
の
民
主
党
員
の
主

導
に
よ
り
成
立
し
た
法
律
だ
か
ら
で
あ
る
。
同
法
の
最
大
の
特
徴

は
、
関
税
率
の
大
幅
低
減
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
関
税
の
減

税
よ
り
不
足
す
る
歳
入
の
不
足
を
、
所
得
税
を
導
入
す
る
こ
と
で

補
完
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
点
に
あ
る
。
五
年
間
を
限
っ
て
年
収

四
、〇
〇
〇
ド
ル
以
上
の
者
に
対
し
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
収
入

（gains, profi ts and incom
es

）
に
対
し
て
二
％
の
課
税
を
行
う

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
課
税
対
象
は
全
所
帯
の
五
％

未
満
に
と
ど
ま
っ
た
か
ら
、
富
裕
者
だ
け
に
狙
い
を
絞
っ
た
所
得

一
八
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
六
〇
）

び
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
反
対
意
見
が
書
か
れ
て
い
る
こ

と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
統
一
的
な
も
の
で
は
無
く
、
分
裂
し
た

主
張
で
あ
る
。

そ
の
代
表
と
し
て
ハ
ー
ラ
ン
の
主
張
を
紹
介
し
よ
う
。

「
こ
の
法
廷
が
現
在
宣
告
し
て
い
る
よ
う
に
、
連
邦
議
会

は
個
人
の
資
産
、
あ
る
い
は
不
動
産
の
賃
貸
か
ら
、
ま
た
は

投
資
し
た
個
人
資
産
、
債
権
、
株
式
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
投
資
の
よ
う
な
個
人
資
産
か
ら
上
が
る
収
入
に
つ
い
て
、

州
の
人
口
に
応
じ
て
徴
収
さ
れ
た
総
額
を
配
分
す
る
場
合
を

除
き
、
関
税
あ
る
い
は
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
宣

告
す
る
と
き
、
両
院
の
三
分
の
二
と
州
の
四
分
の
三
が
同
意

す
る
と
い
う
憲
法
の
修
正
無
く
し
て
、
そ
の
よ
う
な
資
産
や

収
入
は
連
邦
政
府
の
支
援
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
は
な
ら
な

い
と
事
実
上
決
め
て
い
る
。」

つ
ま
り
、
こ
れ
は
憲
法
解
釈
論
と
い
う
よ
り
、
こ
の
判
決
の
影

響
か
ら
の
議
論
で
あ
る
。

（
三
）　

第
一
六
修
正

こ
の
ポ
ロ
ッ
ク
判
決
の
結
果
、
資
産
由
来
の
収
入
に
対
し
て
は
、

課
税
が
不
可
能
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
労
働
者
の
収
入
な
ど

資
産
に
よ
ら
な
い
収
入
に
対
し
て
は
、
ポ
ロ
ッ
ク
判
決
の
限
り
で

フ
ラ
ー
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
マ
カ
ラ
ッ
ク
事
件
判
決
の
引
用
を

皮
切
り
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
マ
デ
ィ
ス
ン
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
な
ど
の

見
解
を
幅
広
く
引
用
し
、
最
後
に
結
論
と
し
て
、
次
の
様
に
述
べ

る
。

「
第
一
に
、
我
々
は
既
に
公
表
さ
れ
て
い
る
判
例
に
従
う
。

即
ち
、
不
動
産
に
対
す
る
課
税
は
、
議
論
の
余
地
無
く
直
接

税
で
あ
る
。
同
様
に
、
不
動
産
の
賃
貸
料
や
不
動
産
か
ら
の

収
入
も
直
接
税
で
あ
る
。

第
二
に
、
我
々
は
個
人
資
産
に
対
す
る
課
税
、
ま
た
は
個

人
資
産
か
ら
の
収
入
に
対
す
る
課
税
は
、
同
様
に
直
接
税
で

あ
る
と
い
う
意
見
で
あ
る
。

第
三
に
、
一
八
九
四
年
法
の
、
第
二
七
節
〜
三
七
節
に

よ
っ
て
課
さ
れ
た
税
は
、
不
動
産
収
入
及
び
個
人
資
産
収
入

に
対
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
憲
法
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
の
直
接
税
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
違
憲
で
あ
り
無
効

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
そ
れ
は
代
表
の
割
合
に
応
じ
て
課
税

さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
税
は
、
一
つ
の
課
税
ス

キ
ー
ム
を
構
成
し
て
い
る
が
故
に
、
必
然
的
に
無
効
な
の
で

あ
る
。」

こ
れ
に
対
し
、
反
対
意
見
の
方
は
、
ホ
ワ
イ
ト
、
ハ
ー
ラ
ン
及

一
八
六



第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
六
一
）

一
九
〇
〇
年
大
統
領
選
挙
は
、
一
八
九
六
年
の
再
現
と
な
り
、

共
和
党
の
現
職
大
統
領
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
と
民
主
党
の
ブ
ラ
イ
ア
ン

と
の
間
で
争
わ
れ
た
が
、
米
西
戦
争
（
24
）

に
勝
利
し
て
間
も
な
い
こ
と

が
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
に
有
利
に
働
き
、
圧
倒
的
勝
利
を
得
た
。

一
九
〇
四
年
大
統
領
選
挙
は
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
の
暗
殺
の
後
を
受
け

て
副
大
統
領
か
ら
昇
格
し
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
ブ
ラ
イ
ア
ン
を
圧

倒
し
て
容
易
に
当
選
し
、
任
期
途
中
で
大
統
領
職
を
継
い
だ
者
と

し
て
次
期
に
も
選
ば
れ
た
最
初
の
例
と
な
っ
た
（
25
）

。
一
九
〇
八
年
大

統
領
選
挙
で
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
か
ら
禅
譲
さ
れ
た
タ
フ
ト

（W
illiam

 H
ow
ard T

aft

）
が
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
を
圧
倒
し
た
。

こ
の
よ
う
に
共
和
党
政
権
が
続
く
状
況
下
で
、
強
力
な
保
護
主

義
に
よ
り
富
裕
者
層
は
さ
ら
に
経
済
力
を
強
め
、
社
会
不
安
が
高

ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
に
率
い
ら

れ
た
民
主
党
は
、
一
九
〇
八
年
の
党
綱
領
で
所
得
税
の
導
入
を
提

案
し
た
。
こ
れ
に
対
抗
し
て
、
共
和
党
の
タ
フ
ト
第
二
七
代
大
統

領
は
一
九
〇
九
年
六
月
一
六
日
の
議
会
に
向
け
た
演
説
で
、
個
人

に
対
す
る
連
邦
所
得
税
を
認
め
、「
法
人
と
し
て
事
業
を
行
う
特

権
や
、
株
式
を
所
有
す
る
者
が
享
受
す
る
一
般
の
有
限
責
任
か
ら

自
由
で
あ
る
こ
と
の
特
権
」
に
課
税
す
る
こ
と
を
認
め
る
憲
法
修

正
を
提
案
し
た
。
次
の
様
な
条
文
で
あ
る
。

は
、
人
口
比
例
で
の
配
分
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
課
税
が
可
能

だ
っ
た
。
し
か
し
、
資
産
家
を
無
税
で
放
置
し
て
お
い
て
、
労
働

者
な
ど
、
貧
し
い
も
の
に
対
し
て
だ
け
、
資
産
に
よ
ら
な
い
収
入

と
し
て
課
税
す
る
こ
と
は
、
産
業
革
命
後
、
労
働
者
階
級
の
力
が

強
く
な
っ
て
い
る
社
会
に
お
い
て
は
現
実
的
な
も
の
と
は
い
え
な

か
っ
た
。
全
人
種
の
成
人
男
子
へ
の
選
挙
権
付
与
が
連
邦
憲
法
第

一
五
修
正
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
る
状
態
下
で
、
そ
ん
な
立
法
を

行
う
事
は
、
好
ん
で
選
挙
に
落
選
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
。

一
八
九
六
年
の
大
統
領
選
挙
は
ア
メ
リ
カ
史
で
最
も
劇
的
な
選

挙
戦
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
。
民
主
党
内
で
一
八
九
三
年
の
恐
慌
に

続
く
経
済
不
況
か
ら
バ
ー
ボ
ン
派
は
力
を
失
い
、
代
わ
っ
て
貧
困

に
苦
し
む
一
般
大
衆
の
支
持
を
集
め
た
ブ
ラ
イ
ア
ン
（W

illiam
 

Jennings B
ryan

）
が
民
主
党
だ
け
で
な
く
、
人
民
党
（
22
）

お
よ
び
銀

共
和
党
（
23
）

の
候
補
者
と
な
り
、
南
部
、
中
西
部
及
び
ロ
ッ
キ
ー
山
脈

の
諸
州
で
は
最
強
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
資
金
力
で
圧
倒
し

た
共
和
党
の
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
は
七
一
一
万
二
、
一
三
八
票

（
五
一
・
〇
％
）、
選
挙
人
数
二
七
一
で
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
六
五
一

万
八
〇
七
票
（
四
六
・
七
％
）、
選
挙
人
数
一
七
六
を
圧
倒
し
て
勝

利
し
た
。

一
八
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
六
二
）

四
〇
％
か
ら
二
五
％
に
低
減
し
た
。
所
得
税
に
関
し
て
は
、
同
法

は
か
な
り
明
確
な
累
進
課
税
を
採
用
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
個

人
所
得
税
に
は
基
本
税
率
（N

orm
al R
ate

）
と
追
加
税
率

（A
dditional R

ate

）
が
あ
り
、
基
本
税
率
は
一
律
に
一
％
で
あ

る
が
、
追
加
税
率
は
、
二
万
ド
ル
以
上
の
者
は
一
％
（
し
た
が
っ

て
合
計
二
％
）、
五
万
ド
ル
以
上
は
二
％
（
同
三
％
）、
七
万

五
、〇
〇
〇
ド
ル
以
上
は
三
％
（
同
四
％
）、
一
〇
万
ド
ル
以
上
は

四
％
（
同
五
％
）、
二
五
万
ド
ル
以
上
は
五
％
（
同
六
％
）、
そ
し

て
五
〇
万
ド
ル
以
上
は
六
％
（
同
七
％
）
と
な
っ
て
い
た
。
な
お
、

人
的
控
除
が
夫
婦
で
四
、〇
〇
〇
ド
ル
、
独
身
者
で
三
、〇
〇
〇
ド

ル
認
め
ら
れ
た
。
事
業
費
用･

支
払
利
子･

納
税
額･

災
害
損
失

等
の
控
除
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
個
人
の
受
け
取
り
配
当
が
普
通
税

一
％
の
課
税
ベ
ー
ス
か
ら
除
外
さ
れ
、
法
人
所
得
税
と
の
二
重
課

税
が
調
整
さ
れ
て
い
た
。

法
人
所
得
税
と
い
う
も
の
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
は
一
律
に
一
％

と
さ
れ
た
。
経
常
経
費
・
減
価
償
却
費
・
支
払
利
子
・
租
税
に
関

す
る
控
除
が
認
め
ら
れ
た
（
27
）

。

こ
の
よ
う
に
、
一
部
の
富
裕
者
層
へ
の
課
税
と
い
う
意
図
か
ら

導
入
さ
れ
た
所
得
税
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
七
年
に
ア
メ
リ
カ
が

第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
急
激
な
財
政

「
連
邦
議
会
は
、
各
州
に
比
例
配
分
す
る
こ
と
な
く
、
お

よ
び
人
口
調
査
ま
た
は
算
定
に
よ
る
こ
と
な
く
、
い
か
な
る

源
泉
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
所
得
に
対
し
て
税
を

賦
課
し
徴
収
す
る
権
限
を
有
す
る
。」

こ
う
し
て
、
共
和
、
民
主
両
党
が
憲
法
修
正
に
賛
成
し
た
結
果
、

第
一
六
修
正
は
日
の
目
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
各
州
の
批
准

は
決
し
て
順
調
で
は
な
く
、
そ
の
年
の
う
ち
に
批
准
し
た
の
は
ア

ラ
バ
マ
州
の
み
だ
っ
た
。
翌
一
九
一
〇
年
に
な
る
と
、
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
州
等
八
州
が
批
准
し
た
。
一
九
一
一
年
に
な
る
と
オ
ハ
イ
オ

州
を
皮
切
り
に
計
二
〇
州
が
批
准
し
た
。
一
九
一
二
年
に
は
批
准

は
ア
リ
ゾ
ナ
州
等
三
州
に
留
ま
り
停
滞
し
た
が
、
こ
の
年
行
わ
れ

た
大
統
領
選
挙
で
は
、
三
人
の
有
力
候
補
者
の
い
ず
れ
も
所
得
税

の
導
入
を
提
唱
し
て
お
り
、
批
准
の
方
向
性
は
揺
る
が
な
か
っ
た
（
26
）

。

そ
し
て
、
一
九
一
三
年
二
月
三
日
の
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
の
批
准

に
よ
り
、
よ
う
や
く
修
正
を
成
立
さ
せ
る
の
に
必
要
な
四
分
の
三

の
州
の
批
准
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
て
い
た
一
九
一
三
年

歳
入
法
（R
evenue A

ct of 1913

）、
別
名
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
関

税
法
（U
nderw

ood T
ariff  A

ct

）
が
直
ち
に
議
会
を
通
過
し
た
。

同
法
は
所
得
税
を
再
び
導
入
す
る
と
共
に
、
基
本
関
税
率
を

一
八
八



第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
六
三
）

げ
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
米
国
の
政
治
は
腐
敗
し
、
国
家

の
庇
護
を
受
け
た
資
本
家
は
急
速
に
富
を
蓄
え
、
鉄
鋼
王
カ
ー
ネ

ギ
ー
（A

ndrew
 C
arnegie

）、
石
油
王
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
（John 
D
. R
ockefeller

）、
金
融
王
モ
ル
ガ
ン
（John P

ierpont 
M
organ

）
な
ど
名
立
た
る
富
豪
が
輩
出
し
た
が
、
下
層
の
人
々

は
貧
困
に
喘
い
で
い
た
。
そ
の
原
因
は
、
大
企
業
が
中
小
企
業
を

圧
迫
・
吸
収
し
て
経
済
力
の
集
中
を
引
き
起
こ
し
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
シ
ャ
ー
マ
ン
法
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
法
成
立
当
時
の
理
論
的
基
礎
は
、
ア
ダ
ム
・
ス

ミ
ス
経
済
学
の
現
実
へ
の
適
用
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
完
全
な

競
争
が
成
立
し
て
い
る
社
会
に
お
い
て
は
神
（
あ
る
い
は
市
場

の
）
の
「
見
え
ざ
る
手
（invisible hand

）」
に
導
か
れ
て
、
自

ず
と
最
適
状
態
が
実
現
す
る
。
し
か
し
、「
市
場
の
失
敗

（m
arket failure

）」
が
発
生
す
る
と
、
完
全
競
争
は
阻
害
さ
れ
、

市
場
が
麻
痺
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
政
府
が
介
入
し
て
、

そ
の
市
場
の
失
敗
を
補
完
し
、
自
由
競
争
状
態
を
復
元
さ
せ
る
必

要
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。

シ
ャ
ー
マ
ン
議
員
が
反
ト
ラ
ス
ト
法
を
提
案
し
た
当
時
に
お
い

て
は
、
ト
ラ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
多
く
の
業
界
に
お
い
て
、
競
争
関

係
に
あ
る
多
く
の
会
社
が
、
互
い
に
株
式
を
信
託
（trust

）
す

膨
張
を
賄
う
た
め
、
急
速
に
大
衆
課
税
手
段
へ
と
転
化
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
、
ポ
ロ
ッ
ク
判
決
は
、
憲
法
修
正
と
い
う
手
段
に

よ
っ
て
無
効
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

六　

合
衆
国
対
Ｅ
．Ｃ
．ナ
イ
ト
会
社
事
件

こ
の
事
件
（U

nited S
tates v. E

.C
. K
night C

o., 156 U
.S
. 

1

（1895

））
は
、
別
名
「
砂
糖
ト
ラ
ス
ト
事
件
（S
ugar T

rust 
C
ase

）」
と
い
う
別
名
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
事
件
で
も
第
一
四
修

正
は
直
接
に
は
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
裁
判
所
の
逆
行
性
が

端
的
に
表
れ
て
い
る
の
で
紹
介
す
る
。
連
邦
最
高
裁
判
所
が
、

シ
ャ
ー
マ
ン
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
関
し
て
、
合
衆
国
政
府
の
独
占
禁

止
活
動
を
否
定
し
た
事
件
で
あ
る
。

（
一
）　

事
件
の
背
景

一
八
九
〇
年
に
米
国
議
会
は
シ
ャ
ー
マ
ン
法
（S

herm
an act

）

を
可
決
成
立
さ
せ
た
（
28
）

。
こ
の
時
期
は
金
ぴ
か
時
代
（G

ilded 
A
ge

）
と
い
わ
れ
る
（
29
）

。
一
八
六
五
年
の
南
北
戦
争
終
結
か
ら

一
八
七
三
年
に
始
ま
っ
た
大
不
況
中
の
一
八
九
三
年
の
恐
慌
ま
で

の
二
八
年
間
を
指
す
。
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
が
急
速
に
発
展
を
と

一
八
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
六
四
）

を
是
認
し
た
の
で
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
の
で
あ
る
。

（
二
）　

判
決
の
内
容

一
八
九
五
年
一
月
二
一
日
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
八
対
一
の

大
差
を
以
て
、
上
告
を
退
け
た
。
フ
ラ
ー
長
官
自
身
が
判
決
を
言

い
渡
し
た
。
こ
の
事
件
で
も
反
対
意
見
を
述
べ
た
の
は
ハ
ー
ラ
ン

で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ー
は
、
本
件
契
約
に
よ
り
、
生
活
の
必
要
に
関
わ
る
品
の

製
造
に
関
し
て
独
占
が
発
生
し
た
こ
と
は
認
め
た
。
し
か
し
、
そ

れ
を
シ
ャ
ー
マ
ン
法
の
規
定
に
よ
り
抑
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
判
決
し
た
。
製
造
業
、
す
な
わ
ち
こ
の
事
件
の
場
合
で
あ
れ
ば

砂
糖
の
精
製
は
、
地
域
的
活
動
で
あ
っ
て
、
連
邦
議
会
が
取
り
締

ま
る
こ
と
の
で
き
る
州
際
通
商
に
は
該
当
し
な
い
と
し
た
の
で
あ

る
。
フ
ラ
ー
は
い
う
。

「
砂
糖
精
製
事
業
を
制
御
す
る
権
力
は
、
合
衆
国
人
口
の

大
半
に
と
り
、
州
際
取
引
は
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
生

活
を
楽
し
く
す
る
上
で
必
要
な
も
の
に
対
す
る
独
占
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
政
府
は
、
通
商
を
規
制
す
る
権
力
の
行
使
と

し
て
、
直
接
に
そ
の
よ
う
な
独
占
を
抑
制
し
、
そ
れ
を
生
産

し
て
い
る
器
具
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
論
ず
る
。
し

か
し
、
こ
の
議
論
は
、
単
に
生
活
必
需
品
に
限
定
す
る
こ
と

る
こ
と
に
よ
り
、
事
実
上
企
業
を
結
合
さ
せ
、
競
争
の
制
限
を
図

る
弊
害
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
様
な
信
託

行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
由
競
争
を
回
復
さ
せ
よ
う
と

す
る
試
み
が
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
な
の
で
あ
る
。

シ
ャ
ー
マ
ン
法
第
一
条
は
、「
取
引
を
制
限
す
る
全
て
の
契
約
、

結
合
、
共
謀
」
を
禁
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
禁
じ
ら
れ
る
の
は
、
正

式
な
契
約
書
や
覚
書
の
よ
う
に
書
面
に
よ
り
取
り
交
わ
さ
れ
る
合

意
だ
け
で
は
な
く
、
口
頭
の
合
意
や
、
黙
示
の
合
意
（
紳
士
協

定
）
等
も
問
題
と
な
る
。
第
一
条
の
文
言
上
、
禁
止
の
対
象
は
非

常
に
広
範
な
も
の
の
よ
う
に
読
め
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
範
囲
な
の

か
が
問
題
に
な
っ
た
の
が
こ
の
事
件
で
あ
る
。

事
件
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
本
拠
地
を
置
く
砂
糖
精
製

会
社
ア
メ
リ
カ
砂
糖
精
製
会
社
（A

m
erican S

ugar R
efi ning 

C
om
pany

）
が
、
一
八
九
二
年
に
、
競
争
関
係
に
あ
る
ペ
ン
シ
ル

ヴ
ァ
ニ
ア
州
に
本
拠
地
を
置
く
Ｅ
．Ｃ
．ナ
イ
ト
社
等
四
社
（
30
）

の
株
式

を
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
米
の
市
場
の
九
八
％
ま
で
独
占

す
る
状
態
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
局
は
シ
ャ
ー
マ
ン
法
違
反
と

し
て
、
そ
の
株
式
譲
渡
の
差
し
止
め
を
求
め
て
訴
追
し
た
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
審
連
邦
裁
判
所
は
、
こ
の
事
実

は
州
際
通
商
に
該
当
し
な
い
と
し
て
起
訴
を
退
け
、
高
裁
も
こ
れ

一
九
〇



第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
六
五
）

深
刻
か
つ
緊
急
に
見
え
よ
う
と
も
、
そ
れ
ら
を
抑
制
す
る
取

組
み
の
中
で
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
よ
り
も
、
合
憲
性
の
疑
わ

し
い
便
法
に
頼
っ
て
そ
れ
を
抑
制
す
る
努
力
を
す
る
よ
り
も
、

そ
れ
を
我
慢
す
る
こ
と
の
方
が
増
し
で
あ
る
。」

（
三
）　

そ
の
後

こ
の
ナ
イ
ト
判
決
の
下
で
は
、
独
占
的
生
産
に
対
す
る
い
か
な

る
行
動
も
個
々
の
州
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
場

合
、
州
を
ま
た
が
る
と
認
め
ら
れ
る
独
占
に
対
す
る
規
制
は
、
そ

の
州
内
に
関
し
て
だ
け
で
も
き
わ
め
て
困
難
に
な
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
先
に
マ
ン
対
イ
リ
ノ
イ
州
事
件
で
紹
介
し
た
休
眠

通
商
条
項
（D

orm
ant C

om
m
erce C

lause

）
と
呼
ば
れ
る
判
例

理
論
が
こ
こ
で
も
問
題
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

幸
い
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
一
九
三
〇
年
代
終
わ
り
に
な
る
と
、

明
示
的
に
こ
の
判
例
を
変
更
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
判

例
の
適
用
範
囲
を
極
め
て
狭
く
解
釈
す
る
よ
う
に
な
り
、
実
質
的

に
は
、
こ
の
判
例
を
覆
し
、
連
邦
政
府
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
基
づ

く
活
動
を
幅
広
く
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

は
で
き
ず
、
一
般
的
な
消
費
の
す
べ
て
の
品
を
含
め
る
必
要

が
あ
る
。
所
与
の
も
の
の
製
造
を
制
御
す
る
力
は
あ
る
意
味
、

そ
れ
に
対
す
る
処
分
を
制
御
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
二
次

的
な
こ
と
で
あ
り
、
一
次
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
力
の

行
使
は
通
商
を
管
理
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
れ
を
制
御
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
効
果
は
単
に
偶

発
的
、
間
接
的
な
も
の
で
あ
る
。
通
商
は
製
造
に
つ
な
が
る

が
、
そ
れ
の
一
部
で
は
な
い
。
通
商
を
規
制
す
る
力
は
通
商

を
統
制
す
る
べ
き
規
則
を
制
定
す
る
力
で
あ
り
、
そ
れ
は
独

占
を
抑
制
す
る
力
か
ら
は
独
立
し
た
力
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
独
占
が
通
商
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
規
則
の
範
囲
内

に
入
れ
ば
、
あ
る
い
は
契
約
が
通
商
の
独
占
そ
れ
自
体
で
あ

れ
ば
、
い
つ
で
も
独
占
を
抑
圧
す
る
よ
う
に
作
動
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

通
商
権
力
と
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
独
立
性
及
び
そ
の
間
の

境
界
確
定
は
重
要
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
時
に
は
困
惑
す
る

と
し
て
も
、
連
邦
の
強
力
な
絆
を
維
持
し
つ
つ
も
、
他
方
、

我
々
の
政
府
の
二
重
構
造
に
よ
っ
て
州
の
自
律
性
の
保
全
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
事
を
常
に
認
識
し
、
監
視
す
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
し
て
弊
害
を
認
識
し
た
場
合
、
そ
れ
が
い
か
に

一
九
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
六
六
）

し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
所
上
訴
部
（A

ppellate 
D
ivision of the N

ew
 Y
ork S

uprem
e C
ourt

）
は
、
三
対
二

の
僅
差
で
あ
っ
た
が
、
有
罪
判
決
を
支
持
し
た
。
そ
こ
で
、
連
邦

最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
の
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
ナ
ー
の
上
告
理
由
は
、
パ
ン
屋
法
が
合
衆
国
憲
法
第

一
四
修
正
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
ド
レ
ッ
ド
・

ス
コ
ッ
ト
対
サ
ン
ド
フ
ォ
ー
ド
事
件
（
一
八
五
七
年
）
判
決
以
降

の
一
連
の
判
決
に
よ
り
、
第
五
修
正
及
び
第
一
四
修
正
に
定
め
ら

れ
て
い
る
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
条
項
は
、
い
ず
れ
も
単
に
手
続
き
的

保
証
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
無
く
、
実
体
的
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
を

保
障
し
た
も
の
が
確
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
、「
契
約
の
自
由
」
は
、

実
体
的
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
に
包
含
さ
れ
る
権
利
の
一
つ
で
あ
っ
た

と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

契
約
の
自
由
に
関
し
て
は
、
こ
の
事
件
に
先
行
し
て
、
ア
レ
ゲ

イ
ヤ
社
対
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
事
件
判
決
（A

llgeyer v. L
ouisiana, 

165 U
.S
. 578

（1897

））
と
い
う
連
邦
最
高
裁
判
所
判
決
が
存

在
し
て
い
る
。
次
の
様
な
事
件
で
あ
る
。

一
八
九
四
年
に
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
議
会
は
、「
法
を
遵
守
し
て
い

な
い
海
上
保
険
会
社
と
の
取
引
に
よ
り
個
人
、
法
人
や
企
業
を
防

ぐ
た
め
の
法
律
（A

n act to prevent persons, corporations 

七　

ロ
ッ
ク
ナ
ー
対
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
事
件

こ
の
事
件
（L

ochner vs. N
ew
 Y
ork, 198 U

.S
. 45

（1905

））

判
決
は
、
そ
の
後
三
〇
年
に
わ
た
る
ロ
ッ
ク
ナ
ー
時
代

（L
ochner era

）
の
始
ま
り
を
告
げ
る
重
要
判
決
で
あ
る
。
こ
の

事
件
で
は
、
契
約
の
自
由
（liberty of contract

）
が
第
一
四

修
正
と
絡
ん
で
問
題
と
な
っ
た
。

（
一
）　

事
件
の
背
景

一
八
九
五
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
議
会
は
、
パ
ン
屋
法

（B
akeshop A

ct

）
を
制
定
し
た
。
同
法
は
、
パ
ン
屋
に
お
け
る

衛
生
基
準
を
定
め
る
と
共
に
、
パ
ン
屋
で
働
く
者
の
労
働
時
間
を

一
日
一
〇
時
間
以
内
、
も
し
く
は
週
六
〇
時
間
以
内
に
制
限
し
た
。

一
八
九
九
年
、
ロ
ッ
ク
ナ
ー
パ
ン
店
（L

ochner ’s H
om
e 

B
akery

）
の
所
有
者
で
あ
る
ロ
ッ
ク
ナ
ー
（Joseph L

ochner

）

が
、
彼
の
雇
用
す
る
店
員
（an em

ployee

）
に
対
し
違
法
に
一

週
六
〇
時
間
以
上
の
労
働
を
強
い
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
、
罰
金

二
五
ド
ル
が
課
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
〇
一
年
に
は
二
度
目
の

違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
、
州
地
方
裁
判
所
（C

ounty C
ourt

）
か

ら
五
〇
ド
ル
の
罰
金
を
科
せ
ら
れ
た
。

ロ
ッ
ク
ナ
ー
は
、
こ
の
二
度
目
の
処
罰
に
対
し
て
控
訴
し
た
。

一
九
二



第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
六
七
）

「
第
一
四
修
正
に
記
さ
れ
て
い
る
『
自
由
』
は
、
投
獄
の

よ
う
な
物
理
的
な
拘
束
か
ら
自
由
に
な
る
市
民
の
権
利
だ
け

で
な
く
、
そ
の
能
力
の
す
べ
て
を
楽
し
む
権
利
、
す
な
わ
ち

そ
れ
ら
を
合
法
的
な
方
法
で
使
用
す
る
自
由
、
そ
の
望
む
と

こ
ろ
で
生
活
し
、
働
く
自
由
、
そ
の
生
計
を
任
意
の
合
法
的

な
手
段
で
維
持
す
る
自
由
、
職
業
や
趣
味
を
行
う
自
由
、
そ

し
て
そ
れ
ら
す
べ
て
の
目
的
の
為
に
契
約
を
行
う
自
由
は
市

民
の
権
利
を
包
含
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。」

問
題
は
、
こ
の
判
決
で
は
、
契
約
の
自
由
だ
け
が
述
べ
ら
れ
て

い
て
、
そ
の
限
界
が
ど
こ
に
あ
る
か
は
不
明
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
ロ
ッ
ク
ナ
ー
事
件
で
は
、
こ
の
契
約
の
自
由
の
限
界

が
ま
さ
に
問
題
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）　

判
決
の
内
容

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
五
対
四
の
僅
差
で
パ
ン
屋
の
労
働
時
間

を
制
限
す
る
立
法
は
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
実
行
と
は
言
え
ず
、
違

憲
で
あ
る
と
判
決
し
た
。
ペ
ッ
カ
ム
判
事
が
法
廷
意
見
を
執
筆
し

た
。ペ

ッ
カ
ム
は
、
第
一
四
修
正
は
個
人
の
「
業
務
に
関
わ
る
契
約

を
締
結
す
る
一
般
的
自
由
（general right to m

ake a contract 
in relation to his business

）」
を
保
障
し
て
い
る
と
論
じ
る
。

or fi rm
s from

 dealing w
ith m

arine insurance com
panies 

that have not com
plied w

ith law

）」
を
制
定
し
た
。
法
律
の

目
的
は
、
表
向
き
は
州
外
の
海
上
保
険
会
社
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ

り
州
の
市
民
や
企
業
が
詐
欺
に
遭
う
の
を
防
ぐ
こ
と
だ
っ
た
。
そ

の
結
果
、
州
外
の
海
上
保
険
会
社
は
州
内
に
正
規
の
代
理
店
を
持

つ
必
要
が
あ
っ
た
。

一
八
九
四
年
一
〇
月
、
ア
レ
ゲ
イ
ヤ
社
（E

. A
llgeyer &

 
C
o

）
は
、
綿
の
国
際
輸
送
に
保
険
を
付
す
る
目
的
で
、
ニ
ュ
ー

オ
ー
リ
ン
ズ
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
相
互

保
険
会
社
に
依
頼
を
郵
送
し
た
。
こ
れ
に
対
し
同
年
一
二
月
、
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
は
、
そ
れ
を
上
記
法
律
に
違
反
し
た
と
し
て
ア
レ
ゲ

イ
ヤ
社
に
罰
金
三
、〇
〇
〇
ド
ル
を
科
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ア
レ
ゲ
イ
ヤ
社
は
同
法
を
第
一
四
修
正
に
違
反
す
る
と
し
て
裁
判

所
に
訴
え
た
の
で
あ
る
。
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
最
高
裁
判
所
は
訴
因
の

う
ち
二
つ
は
証
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
つ
だ
け
が
違
反
し
て
い
る

と
し
て
罰
金
を
一
、〇
〇
〇
ド
ル
に
減
額
し
た
。

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
全
会
一
致
で
ア
レ
ゲ
イ
ヤ
社
を
支
持
し

た
。
判
決
は
ペ
ッ
カ
ム
（R

ufus W
heeler P

eckham

）
判
事
が

執
筆
し
た
。
ペ
ッ
カ
ム
は
屠
殺
場
判
決
等
を
引
用
し
て
、
次
の
様

に
述
べ
た
。

一
九
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
六
八
）

に
対
し
て
は
、
一
般
的
理
解
に
依
れ
ば
、
パ
ン
屋
の
業
務
は
不
健

康
な
も
の
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
と
切
っ
て
捨
て
た
。
こ
れ
に

付
け
加
え
て
、
統
計
デ
ー
タ
に
依
れ
ば
、
パ
ン
を
焼
く
こ
と
は
、

他
の
一
般
的
な
専
門
職
に
比
べ
て
、
平
均
し
て
特
に
健
康
的
と
も

不
健
康
的
と
も
さ
れ
て
い
な
い
と
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
ペ
ッ
カ
ム
及
び
フ
ラ
ー
長
官
、
ブ
リ
ュ
ワ
、

ブ
ラ
ウ
ン
、
マ
ッ
ケ
ン
ナ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
は
「
被
用
者

の
健
康
に
対
し
、
何
ら
現
実
の
、
そ
し
て
本
質
的
規
制
で
は
な

い
」
と
し
て
、
同
法
を
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
実
行
と
し
て
は
無
効

で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
ロ
ッ
ク
ナ
ー
の
処
罰
も
ま
た
無
効

と
な
っ
た
。

（
三
）　

反
対
意
見

反
対
意
見
を
書
い
た
の
は
、
ハ
ー
ラ
ン
、
ホ
ワ
イ
ト

（E
dw
ard D

. W
hite

）、
デ
ィ
（W

illiam
 R
. D
ay

）、
そ
し
て

ホ
ー
ム
ズ
（O

liver W
. H
olm
es, Jr.

）
の
四
人
で
あ
る
。

1　

ハ
ー
ラ
ン
の
反
対
意
見

ハ
ー
ラ
ン
の
反
対
意
見
に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
と
デ
ィ
が
賛
同
し
た
。

ハ
ー
ラ
ン
の
意
見
は
ペ
ッ
カ
ム
の
そ
れ
の
正
反
対
で
、
第
一
四

修
正
の
下
に
お
け
る
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
条
項
か
ら
導
か
れ
る
契
約

の
自
由
は
、
州
の
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
に
服
す
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、

確
か
に
権
利
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
無
い
が
、
州
の
「
何
か
漠
然

と
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
と
い
わ
れ
る
も
の
（som

ew
hat vaguely 

term
ed police pow

ers

）」
と
は
関
わ
り
が
無
い
と
す
る
。
す
な

わ
ち
、
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
は
一
定
の
限
界
に
服
す
る
の
だ
と
論
じ

る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
第
一
四
修
正
は
無
意
味
な
も
の
と
な
り
、

州
は
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
と
い
う
口
実
の
下
に
い
か
な
る
法
律
を
制

定
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ペ
ッ
カ
ム
は
、
立
法

が
「
公
正
で
、
合
理
的
で
、
州
の
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
適
切
な
実

行
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
…
不
公
正
で
、
不
合
理
で
個
人
の
権
利

に
対
す
る
一
方
的
な
干
渉
で
あ
る
か
」
を
決
定
す
る
の
は
裁
判
所

の
義
務
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
個
人
の
自
由
の
重

要
な
一
環
と
し
て
、
そ
の
労
働
に
関
し
て
各
人
に
適
切
と
考
え
ら

れ
る
契
約
を
締
結
す
る
自
由
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
検
事
総
長
メ
イ
ヤ
ー
（Julius M

. 
M
ayer

）
は
、
各
州
は
市
民
を
、
そ
の
知
識
の
欠
如
か
ら
守
る
権

利
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
主
張
に
対
し
て
ペ
ッ
カ
ム
は
、
パ

ン
屋
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
州
の
被
保
護
者
で
は
な
く
、

州
の
保
護
が
な
く
と
も
自
分
自
身
で
自
分
の
権
利
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
し
た
。

ま
た
、
長
時
間
労
働
は
パ
ン
屋
の
健
康
を
害
す
る
と
い
う
主
張

一
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第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
六
九
）

い
る
。

2　

ホ
ー
ム
ズ
の
反
対
意
見

ホ
ー
ム
ズ
の
反
対
意
見
は
比
較
的
短
い
も
の
で
あ
る
が
、
し
ば

し
ば
引
用
さ
れ
る
有
名
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
私
は
こ
の
事

件
に
お
い
て
判
決
に
賛
同
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
反
対
意

見
を
表
明
す
る
こ
と
は
私
の
義
務
で
あ
る
」
と
い
う
印
象
的
な
文

章
で
書
き
始
め
ら
れ
て
お
り
、
次
の
様
に
続
い
て
い
く
。

「
こ
の
判
決
は
、
国
の
ほ
と
ん
ど
で
は
検
討
さ
れ
て
も
い

な
い
経
済
理
論
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。
も
し
、
私

が
そ
の
理
論
に
同
意
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で

あ
る
な
ら
ば
、
決
断
を
下
す
前
に
、
私
は
深
く
、
長
期
に
わ

た
り
研
究
す
る
こ
と
を
願
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
は

そ
れ
は
私
の
義
務
で
は
な
い
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
私

の
同
意
も
し
く
は
不
同
意
は
、
多
数
意
見
が
そ
の
法
に
関
す

る
意
見
を
具
現
化
す
る
権
利
と
は
何
の
関
係
も
な
い
と
強
く

信
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
法
廷
で
様
々
な
判
決
が
、
州

憲
法
や
州
法
が
様
々
な
方
法
で
人
生
を
規
制
し
て
い
る
こ
と

を
決
着
さ
せ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
我
々
は
、
立
法
者
と
し

て
は
無
分
別
に
も
、
あ
る
い
は
そ
う
言
い
た
け
れ
ば
専
制
的

に
も
契
約
の
自
由
に
干
渉
し
て
き
た
。
日
曜
日
を
休
日
と
す

本
件
の
よ
う
な
立
法
が
合
憲
か
否
か
を
判
断
す
る
基
準
と
し
て
、

次
の
様
に
述
べ
る
。

「
裁
判
所
の
立
法
行
為
を
審
査
す
る
権
限
は
、
一
般
的
福

祉
に
影
響
を
与
え
る
問
題
で
、『
立
法
府
が
、
そ
の
法
規
範

が
公
衆
衛
生
を
、
あ
る
い
は
公
衆
道
徳
を
、
ま
た
は
公
共
の

安
全
を
守
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
と
し
て
い
る
の
に
、
そ
の

規
制
が
何
ら
現
実
の
も
し
く
は
本
質
的
な
関
係
を
そ
の
対
象

と
の
関
係
で
有
し
て
い
な
い
場
合
、
な
い
し
は
疑
問
の
余
地

無
く
、
基
本
法
で
保
護
さ
れ
た
権
利
の
単
純
、
明
白
な
侵
害

で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
法
規
が
該
当
す
る
場
合
』
の
み
存
在

す
る
。」

そ
し
て
、
ハ
ー
ラ
ン
は
、
立
証
責
任
は
、
そ
の
立
法
が
違
憲
で

あ
る
と
主
張
す
る
側
に
あ
る
と
し
た
。

こ
れ
は
、
今
日
の
用
語
で
い
う
と
こ
ろ
の
、
狭
義
の
合
理
性
基

準
（
明
白
性
基
準
）
の
最
初
期
の
主
張
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
ハ
ー
ラ
ン
は
、「
こ
の
法
律
が
、
パ
ン
屋
や
菓
子
屋
で

働
く
人
々
の
身
体
的
幸
福
を
守
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
は
明

ら
か
」
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
多
数
意
見
が
パ
ン
屋
は
特
に

不
健
康
な
職
業
で
は
な
い
と
し
た
点
に
対
し
て
は
、
パ
ン
屋
特
有

の
呼
吸
器
系
の
疾
患
に
関
す
る
学
術
報
告
を
引
用
し
て
反
論
し
て

一
九
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
七
〇
）

最
後
に
出
て
き
た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
予
防
接
種
法
事
件
と

い
う
の
は
、
こ
の
判
決
と
同
じ
一
九
〇
五
年
に
下
さ
れ
た

Jacobson v. M
assachusetts, 197 U

.S
. 11

（1905

）
と
い
う

判
決
で
あ
る
。

ヤ
コ
ブ
セ
ン
（H

enning Jacobson

）
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら

の
移
民
で
、
牧
師
で
あ
り
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
に
住
ん
で
い
た
。
一
九
〇
二
年
に
天
然
痘
が
流
行
し
た
が
、
ヤ

コ
ブ
セ
ン
は
、
成
人
全
員
が
種
痘
を
受
け
る
よ
う
に
と
い
う
町
の

命
令
を
、
種
痘
は
彼
を
重
篤
な
疾
患
に
陥
ら
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
し
て
拒
絶
し
た
。
そ
の
結
果
、
五
ド
ル
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
た
。

彼
は
そ
の
支
払
い
を
拒
ん
だ
が
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
法
廷
は

彼
の
主
張
を
否
定
し
た
た
め
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
告
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
ヤ
コ
ブ
セ
ン
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
強
制
接
種

反
対
協
会
に
よ
っ
て
支
援
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
当
時
、
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
は
、
予
防
接
種
強
制
法
を
持
っ
て
い
た
一
一
の

州
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
全

員
一
致
で
、
個
人
の
自
由
は
時
と
し
て
公
共
の
福
祉
に
服
さ
ね
ば

な
ら
ず
、
こ
の
問
題
は
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
に
属
す
る
と
判
決
し
た

の
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
ズ
は
、
こ
の
で
き
た
ば
か
り
の
判
例
と
、
こ
の
ロ
ッ
ク

る
法
律
や
、
高
利
貸
し
を
規
制
す
る
法
律
は
、
古
い
例
で
あ

る
。
近
時
に
お
い
て
は
宝
く
じ
の
禁
止
が
あ
る
。
他
人
が
同

じ
こ
と
を
す
る
の
に
干
渉
し
な
い
限
り
好
き
な
こ
と
を
す
る

市
民
の
自
由
は
、
こ
れ
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
作
家
の
格
言

で
あ
る
が
、
例
え
ば
学
校
法
で
、
郵
便
法
で
、
そ
し
て
あ
ら

ゆ
る
州
ま
た
は
地
方
自
治
体
の
機
関
が
、
彼
は
そ
れ
を
好
き

か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
望
ま
し
い
と
思
う
こ
と
に
使
う

と
い
う
方
法
に
依
り
干
渉
さ
れ
て
き
た
。
第
一
四
修
正
は
、

決
し
て
ハ
ー
バ
ー
ト·

ス
ペ
ン
サ
ー
氏
の
社
会
学
を
制
定
し

た
も
の
で
は
な
い
。
先
日
、
我
々
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

州
の
予
防
接
種
法
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。」

ス
ペ
ン
サ
ー
（H

erbert S
pencer

）
は
、
一
九
世
紀
イ
ギ
リ

ス
の
哲
学
者
・
社
会
学
者
で
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
を
社
会
学

に
応
用
し
て
、「
適
者
生
存 

（survival of the fi ttest
）」
と
い

う
こ
と
を
言
い
出
し
た
の
で
有
名
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
家
が
余

計
な
規
制
を
し
な
け
れ
ば
、
社
会
の
中
に
お
け
る
生
存
競
争
で
最

適
の
者
だ
け
が
生
き
残
る
と
説
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ホ
ー
ム

ズ
は
、
こ
の
ロ
ッ
ク
ナ
ー
判
決
の
多
数
意
見
は
、
こ
の
適
者
生
存

と
い
う
経
済
理
論
に
従
っ
た
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
と
非
難
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

一
九
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第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
七
一
）

の
合
憲
性
が
問
題
に
な
っ
た
。
こ
の
事
件
ま
で
、
ド
レ
ッ
ド･

ス

コ
ッ
ト
判
決
を
別
格
と
す
れ
ば
、
裁
判
所
は
州
だ
け
を
適
用
対
象

と
す
る
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
使
用
し
て
、
契

約
の
自
由
を
制
限
す
る
州
法
に
対
す
る
規
制
を
行
っ
て
き
た
。
こ

の
事
件
で
、
実
体
的
デ
ュ
ー·

プ
ロ
セ
ス
条
項
の
理
論
が
、
第
五

修
正
を
通
じ
て
連
邦
法
を
含
む
よ
う
に
拡
張
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、

歴
史
的
な
判
決
で
あ
る
。

（
一
）　

事
件
の
背
景

一
八
七
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
労
働
組
合
に
参
加
し
な
い
と
い

う
誓
約
を
含
む
書
面
に
よ
る
契
約
は
、
一
般
的
に
「
悪
名
高
い
文

書
（Infam

ous D
ocum

ent

）」
な
い
し
「
鉄
の
制
約
（iron-clad 

oath

）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、「
黄
犬
契
約
（Y

ellow
 

dog contract

）」
と
呼
ぶ
の
が
普
通
に
な
っ
て
い
っ
た
。
黄
色
に

は
卑
劣
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
、
犬
と
い
う
言
葉
に
は
裏
切

り
者
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
の

よ
う
で
あ
る
。

一
八
八
七
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
一
六
の
州
が
、

そ
の
刑
法
典
に
、
労
働
組
合
に
加
入
し
な
い
こ
と
を
誓
約
さ
せ
る

契
約
は
犯
罪
行
為
と
す
る
と
規
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
連
邦
議

会
で
は
、
鉄
道
会
社
の
職
員
に
関
し
て
は
、
州
際
通
商
条
項
を
発

ナ
ー
判
決
は
明
ら
か
に
矛
盾
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
い
く
つ
か
の
判
例
を
上
げ
て
、
そ
れ
ら

と
の
抵
触
を
指
摘
し
て
い
る
。
例
え
ば
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
炭

鉱
労
働
を
八
時
間
に
限
定
し
て
い
る
法
律
を
合
憲
と
し
た

（H
olden v. H

ardy, 169 U
.S
. 366

（1898

））。
そ
れ
ら
を
受
け

て
、
ホ
ー
ム
ズ
は
次
の
様
に
述
べ
る
。

「
こ
れ
ら
の
法
律
の
一
部
は
、
裁
判
官
が
共
有
す
る
可
能

性
が
あ
る
信
念
や
偏
見
を
体
現
し
て
い
る
。
一
部
で
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
憲
法
は
父
親
的
温
情
主
義

（paternalism

）
で
あ
ろ
う
と
、
国
家
へ
の
市
民
の
有
機
的

関
係
論
で
あ
ろ
う
と
、
自
由
放
任
（laissez faire

）
論
で

あ
ろ
う
と
、
特
定
の
経
済
理
論
を
具
現
化
す
る
も
の
で
は
な

い
。」

八　

ア
デ
ア
対
合
衆
国
事
件

こ
の
ア
デ
ア
事
件
（A

dair v. U
nited S

tates, 208 U
.S
. 

161

（1908

））
判
決
は
、
ロ
ッ
ク
ナ
ー
時
代
判
決
の
一
つ
の
代
表

で
あ
る
の
で
紹
介
す
る
。
労
働
組
合
に
参
加
す
る
こ
と
を
労
働
者

に
禁
止
し
た
契
約
（
黄
犬
契
約
＝“yellow

-dog ” contracts

）

一
九
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
七
二
）

（
二
）　

判
決
の
内
容

判
決
は
一
九
〇
八
年
一
月
二
八
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
。
連
邦
最

高
裁
判
所
は
六
対
二
の
多
数
で
、
ア
ー
ド
マ
ン
法
一
〇
条
は
違
憲

で
あ
る
と
判
決
し
た
。

判
決
は
ハ
ー
ラ
ン
判
事
が
執
筆
し
た
。
ハ
ー
ラ
ン
は
第
五
修
正

に
あ
る
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
条
項
は
、
ロ
ッ
ク
ナ
ー
事
件
判
決
で
連

邦
最
高
裁
判
所
が
第
一
四
修
正
に
示
し
た
解
釈
と
同
様
に
、
個
人

の
契
約
の
自
由
を
保
障
し
て
お
り
、
ア
ー
ド
マ
ン
法
は
そ
れ
に
違

反
し
て
い
る
と
い
う
。

「
雇
用
主
と
従
業
員
は
権
利
の
平
等
性
を
有
し
て
お
り
、

こ
の
平
等
性
を
侵
害
す
る
い
か
な
る
立
法
も
契
約
の
自
由
の

侵
害
で
あ
っ
て
、
い
か
な
る
政
府
も
自
由
の
国
に
お
い
て
は

こ
れ
を
法
的
に
正
当
化
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
」

こ
の
結
果
、
契
約
違
反
を
理
由
に
解
雇
す
る
こ
と
に
刑
罰
を
与

え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
結
論
を
下
し
た
。

ま
た
、
政
府
側
は
、
ア
ー
ド
マ
ン
法
一
〇
条
は
州
際
通
商
条
項

の
下
で
は
議
会
権
限
の
有
効
な
行
使
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
の
判
例
だ
と
、
州
際
通
商
条
項
は
、
そ
の
規
制
に
採
用

さ
れ
る
手
段
の
選
択
等
に
当
た
っ
て
選
択
に
大
き
な
裁
量
権
が
認

め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ラ
ン
は

動
し
、
労
働
組
合
非
加
盟
制
約
を
違
法
と
す
る
ア
ー
ド
マ
ン
法

（E
rdm
an A

ct of 1898

）
を
制
定
し
た
。

そ
の
第
一
〇
条
は
、
大
変
長
い
条
文
で
あ
る
が
、
要
約
す
る
と
、

こ
の
法
律
の
適
用
対
象
の
事
業
で
、
従
業
員
に
対
し
て
雇
用
条
件

と
し
て
、
書
面
か
口
頭
か
の
別
な
く
労
働
組
合
に
加
入
し
な
い
こ

と
を
定
め
た
り
、
労
働
組
合
員
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
解
雇
そ
の

他
の
不
利
益
取
扱
を
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
不
当
労
働
行
為
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
個
々
の
違
反
ご
と
に
、
違
反
者
に
対
し

て
一
〇
〇
ド
ル
以
上
一
、〇
〇
〇
ド
ル
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
こ

と
を
定
め
て
い
た
。

一
九
〇
六
年
に
、
ル
イ
ビ
ル
＆
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
鉄
道

（L
ouisville and N

ashville R
ailroad

）
で
、
そ
の
従
業
員
を

監
督
す
る
地
位
に
あ
っ
た
ア
デ
ア
（W

illiam
 A
dair

）
は
機
関

車
火
夫
団
（O

rder of L
ocom

otive F
irem
an

）
と
い
う
名
の

労
働
組
合
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
コ
パ
ー
ジ
（O

. B
. 

C
oppage

）
を
解
雇
し
た
。
ア
デ
ア
の
行
動
は
、
ア
ー
ド
マ
ン
法

一
〇
条
に
直
接
に
違
反
し
た
と
し
て
連
邦
地
方
裁
判
所
に
起
訴
さ

れ
た
。
ア
デ
ア
は
、
ア
ー
ド
マ
ン
法
は
違
憲
だ
と
主
張
し
た
が
、

地
裁
は
合
憲
だ
と
し
、
一
〇
〇
ド
ル
の
罰
金
を
支
払
う
よ
う
命
じ

ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
ア
デ
ア
は
連
邦
最
高
裁
に
上
告
し
た
。

一
九
八



第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
七
三
）

し
、
こ
の
事
件
で
は
連
邦
法
で
あ
る
た
め
、
審
査
権
を
積
極
的
に

発
動
し
た
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
ナ
ー
事
件
に
お
け
る

ホ
ー
ム
ズ
の
反
対
意
見
が
司
法
消
極
説
に
基
づ
い
て
い
た
の
は
基

本
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。

（
三
）　

反
対
意
見

こ
の
判
決
に
対
し
て
、
反
対
意
見
を
書
い
た
の
は
マ
ッ
ケ
ン
ナ

（Joseph M
cK
enna （31

）
）
と
ホ
ー
ム
ズ
で
あ
る
。

1　

マ
ッ
ケ
ン
ナ
の
反
対
意
見

マ
ッ
ケ
ン
ナ
は
、
議
会
の
立
法
意
図
を
強
調
し
た
。
す
な
わ
ち
、

鉄
道
業
界
で
は
労
使
双
方
の
衝
突
が
恒
常
的
に
繰
り
返
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
改
善
へ
の
取
組
と
し
て
こ
の
立
法
は
行
わ
れ
た
と
い
う

事
で
あ
る
。

「
法
律
の
規
定
は
明
確
で
あ
り
、
そ
れ
は
紛
争
に
対
し
仲

裁
や
調
停
を
行
う
事
に
よ
り
管
理
者
と
従
業
員
の
間
の
紛
争

の
解
決
の
た
め
に
よ
く
調
整
さ
れ
た
計
画
を
提
示
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
防
ぎ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
公
共
に
与

え
る
障
害
や
混
乱
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
私
は
立
法
配
慮
や

立
法
対
象
と
し
て
、
こ
れ
以
上
に
有
用
な
目
的
を
提
示
で
き

な
い
。」

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
マ
ッ
ケ
ン
ナ
は
、
第
一
〇
条
を
無
効
と

次
の
様
に
述
べ
た
。

「
明
ら
か
に
、
州
際
通
商
を
規
制
す
る
た
め
の
い
か
な
る

規
制
も
、
州
際
通
商
を
規
制
す
る
た
め
に
議
会
が
有
す
る
能

力
の
範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
規
制
し
よ
う
と
す
る
通

称
と
の
現
実
的
な
い
し
実
質
的
な
関
連
性
を
有
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」

そ
し
て
、
ハ
ー
ラ
ン
は
次
の
様
に
述
べ
て
、
そ
の
様
な
関
連
性

は
存
在
し
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
法
的
に
、
あ
る
い
は
論
理
的
に
可
能
な
い
か
な
る
関
係

が
、
従
業
員
が
労
働
組
織
の
構
成
員
に
な
る
事
と
、
州
際
通

商
を
実
施
す
る
こ
と
と
の
間
に
あ
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
？

労
働
組
織
そ
れ
自
体
と
し
て
、
あ
る
い
は
法
の
目
か
ら
見
て
、

被
用
者
が
そ
の
労
働
力
と
業
務
に
関
わ
る
通
商
に
応
じ
て
、

い
か
な
る
関
係
も
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。」

す
な
わ
ち
、
州
際
通
商
は
労
働
組
合
の
加
入
権
に
ま
で
拡
張
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
ナ
ー
事
件
で
反
対
意
見
を
書
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
の
変
身
ぶ
り
に
驚
く
が
、
そ
の
理
由
は
、
ロ
ッ
ク
ナ
ー
事
件
で

は
そ
の
立
法
権
が
州
の
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
に
属
す
る
と
考
え
た
た

め
に
、
連
邦
裁
判
所
の
司
法
審
査
権
が
及
ば
な
い
と
し
た
の
に
対

一
九
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
七
四
）

2　

ホ
ー
ム
ズ
の
反
対
意
見

ホ
ー
ム
ズ
の
反
対
意
見
は
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
。
彼
は
本
法
は

明
ら
か
に
合
憲
で
あ
る
と
冒
頭
に
述
べ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ズ
の
見

解
に
依
れ
ば
、
第
一
〇
条
は
契
約
の
自
由
に
対
す
る
本
質
的
に
非

常
に
限
ら
れ
た
干
渉
だ
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
判
決
は
、
過
去
の

判
例
に
抵
触
し
て
い
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
マ
ッ
ケ
ン
ナ
同
様
に
、

ホ
ー
ム
ズ
も
、
議
会
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
防
止
し
、
効
果
的
な
調
停

の
枠
組
み
を
作
る
に
は
十
分
に
正
当
化
で
き
る
立
法
だ
と
し
て
い

る
。

﹇
お
わ
り
に
﹈

ウ
ェ
イ
ト
・
コ
ー
ト
及
び
フ
ラ
ー
・
コ
ー
ト
の
時
代
、
連
邦
最

高
裁
判
所
は
、
社
会
の
変
化
を
基
本
的
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

と
言
っ
て
良
い
。
本
稿
に
紹
介
し
た
各
判
決
は
、
大
き
な
歴
史
の

流
れ
か
ら
見
る
と
き
に
は
、
そ
れ
と
逆
の
方
向
に
向
か
っ
て
の
抵

抗
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
後
の
時
代
に
覆
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
特

に
、
マ
イ
ナ
ー
事
件
及
び
ポ
ロ
ッ
ク
事
件
は
憲
法
改
正
と
い
う
手

段
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
る
。

ウ
ェ
イ
ト
以
前
の
連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
が
、
い
ず
れ
も
連
邦

す
る
と
、
議
会
の
意
図
を
阻
害
し
、
効
果
的
な
調
停
を
行
う
た
め

の
効
果
的
な
公
正
は
失
わ
れ
る
と
し
た
。
雇
用
者
側
の
任
意
に
解

雇
す
る
権
利
に
関
し
て
は
、
議
会
の
設
け
た
調
停
枠
組
み
の
中
で

保
障
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。

「
も
し
管
理
者
が
一
時
の
気
ま
ぐ
れ
や
我
が
儘
で
解
雇
権

を
行
使
す
る
こ
と
で
、
紛
争
を
持
ち
込
ん
だ
り
友
好
的
な
調

停
を
妨
げ
る
な
ら
ば
、
ど
う
や
っ
て
業
務
の
深
刻
な
中
断
も

し
く
は
中
断
の
危
険
を
も
た
ら
す
論
争
（
私
は
法
の
文
言
を

換
言
し
て
い
る
）
を
回
避
し
、
援
助
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
？
」

多
数
意
見
の
理
由
付
け
に
見
ら
れ
る
明
ら
か
な
懲
ら
し
め
の
意

図
に
対
し
て
、
マ
ッ
ケ
ン
ナ
は
「
自
由
は
魅
力
的
な
テ
ー
マ
で
あ

る
が
、
全
く
の
反
感
か
ら
行
使
さ
れ
た
自
由
は
、
正
し
く
評
価
で

き
な
い
」
と
警
告
を
発
し
て
い
る
。
マ
ッ
ケ
ン
ナ
は
、
本
件
立
法

は
議
会
の
有
す
る
州
際
通
商
権
の
限
界
内
に
あ
り
、
第
五
修
正
に

関
し
て
い
え
ば
、
境
界
線
は
民
間
部
門
と
公
共
事
業
の
間
に
描
か

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

「
我
々
は
、
準
公
共
事
業
の
実
施
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、

そ
し
て
そ
れ
故
に
そ
の
目
的
は
公
共
の
利
益
を
管
理
す
る
こ

と
で
あ
る
。」

二
〇
〇



第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
七
五
）

れ
る
通
商
破
壊
艦
を
何
隻
も
建
造
し
、
南
部
連
合
に
提
供
し
た
。

こ
う
し
た
通
商
破
壊
艦
の
活
動
で
北
部
側
は
大
き
な
損
害
を
蒙
っ

た
の
で
、
米
国
は
、
南
北
戦
争
後
に
そ
の
賠
償
を
英
国
に
求
め
て

訴
え
を
国
際
仲
裁
法
廷
に
提
起
し
た
。

（
2
） 

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
当
初
は
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
が
州
都
だ
っ

た
た
め
州
議
事
堂
も
こ
こ
に
あ
っ
た
。
一
八
四
九
年
に
州
都
が
バ

ト
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
（B

aton R
ouge

）
に
移
っ
た
。
し
か
し
、
南
北

戦
争
中
に
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
市
が
再
び
州
都
に
な
り
、

一
八
八
二
年
に
ま
た
バ
ト
ン･

ル
ー
ジ
ュ
が
州
都
に
な
っ
た
。
そ

の
た
め
、
こ
の
時
点
で
は
州
議
事
堂
は
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に

あ
っ
た
。

（
3
） 

審
理
無
効
：
本
来
は
手
続
き
上
の
過
誤
に
よ
る
無
効
審
理
を

意
味
す
る
が
、
本
文
の
よ
う
に
米
国
で
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
陪

審
員
の
意
見
不
一
致
に
よ
る
未
決
定
審
理
を
意
味
す
る
。

（
4
） 

こ
の
文
は
、
第
一
修
正
の
一
部
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
5
） 

公
民
権
法
事
件
判
決
を
書
い
た
の
は
、
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー

（Joseph P
. B
radley

）
判
事
で
あ
る
。

（
6
） 

ギ
ボ
ン
ズ
対
オ
グ
デ
ン
事
件
判
決
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
米
国
違
憲
立
法
審
査
権
の
確
立
│
マ
ー
シ
ャ
ル
第
四
代
長
官

の
時
代
│
」
日
本
法
学
七
八
巻
三
号
一
五
〇
頁
以
下
参
照
。

（
7
） 

ジ
ム
・
ク
ロ
ウ
法
：
一
八
七
六
年
か
ら
制
定
さ
れ
は
じ
め
、

一
九
六
四
年
ま
で
存
在
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
南
部
の
州
法

の
総
称
。
ジ
ム
・
ク
ロ
ウ
と
い
う
名
は
、
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
・

シ
ョ
ー
（M

instrel S
how

＝
白
人
が
黒
人
に
扮
し
て
歌
う
コ
メ

政
府
の
中
心
で
活
動
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ウ
ェ

イ
ト
や
フ
ラ
ー
は
政
治
経
歴
が
短
く
、
法
曹
と
し
て
成
功
し
た
人

物
で
あ
っ
た
た
め
に
、
立
法
の
持
つ
政
治
的
社
会
的
意
味
を
理
解

し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
結
果
を
引
き
起
こ
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
同
時
に
、
彼
ら
の
判
決
は
、
同
時
代
の
人
び
と
に
は

優
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
グ
ラ
ン
ト

大
統
領
が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
ま
み
れ
て
二
期
目
を
終
え
た
時
、
共

和
党
で
は
ウ
ェ
イ
ト
を
、
そ
の
次
の
大
統
領
候
補
に
担
ぎ
出
そ
う

と
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
ウ
ェ
イ
ト
は
最
高
裁
判
所
長
官

の
職
に
固
執
し
た
の
で
、
共
和
党
は
ヘ
イ
ズ
を
候
補
者
と
し
て
指

名
し
、
彼
が
一
九
代
大
統
領
と
な
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
問
題
判

決
も
、
覆
さ
れ
る
ま
で
に
は
長
い
時
間
を
必
要
と
し
、
そ
の
間
に

お
い
て
は
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
判
決
の
影
響
下
に
逆
行
的
な
立
法
も

数
多
く
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
時

代
の
判
例
を
逆
行
と
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
米
国
に
は
こ
う
い
う

一
面
が
あ
る
こ
と
も
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
1
） 

ア
ラ
バ
マ
号
事
件
：
南
北
戦
争
中
、
英
国
は
、
表
面
上
は
中

立
と
い
う
姿
勢
を
と
っ
た
が
、
実
際
に
は
ア
ラ
バ
マ
号
に
代
表
さ

二
〇
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
七
六
）

に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
拙
稿
「
米
国
違
憲
立
法
審
査
権
の
確
立
」

日
本
法
学
七
八
巻
三
号
一
三
八
頁
以
下
参
照
。

（
11
） 

一
八
六
一
年
歳
入
法
の
正
式
名
称
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

A
n A
ct to provide increased R

evenue from
 Im
ports, to 

pay Interest on the P
ublic D

ebt, and for other P
urposes

（
12
） 

前
年
の
一
八
六
〇
年
迄
の
時
点
で
の
米
国
の
関
税
率
は

二
〇
％
内
外
で
、
当
時
の
世
界
で
最
も
低
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、

モ
リ
ル
関
税
法
は
二
六
％
〜
三
六
％
と
い
う
高
率
と
な
り
、
さ
ら

に
戦
争
の
進
展
と
共
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
ち
な
み
に
徳

川
幕
府
が
米
国
公
使
の
ハ
リ
ス
の
圧
力
に
屈
し
て
一
八
五
八
年
に

締
結
し
た
日
米
修
好
通
商
条
約
（T

reaty of A
m
ity and 

C
om
m
erce

（U
nited S

tates‒Japan

））
で
は
、
米
国
の
必
要
と

す
る
漁
具
、
建
材
、
食
料
な
ど
は
五
％
の
低
率
関
税
を
押
し
つ
け

ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
は
二
〇
％
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
が
主

力
輸
出
品
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
酒
類
は
三
五
％
の
高
関

税
と
さ
れ
て
い
た
。

（
13
） 

一
八
六
二
年
歳
入
法
の
正
式
名
称
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

A
n A
ct to provide Internal R

evenue to support the 
G
overnm

ent and to pay Interest on the P
ublic D

ebt.

（
14
） 

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
関
税
法
は
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
米
国
へ
の
輸
入

品
に
そ
の
原
産
国
を
表
示
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
今
日
、
様
々
な

製
品
にM

ade in Japan

な
ど
と
英
語
で
の
表
示
が
あ
る
の
は
、

こ
の
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
法
の
影
響
で
あ
る
。
な
お
、
後
に
マ
ッ
キ
ン

リ
ー
は
大
統
領
に
な
っ
た
際
に
一
八
九
一
年
法
を
上
回
る
最
高

デ
ィ
）
の
一
八
二
八
年
の
ヒ
ッ
ト
曲
、『
ジ
ャ
ン
プ
・
ジ
ム
・
ク
ロ

ウ
（Jum

p Jim
 C
row

）』
に
由
来
す
る
。
差
別
の
対
象
に
な
っ
た

の
は
黒
人
だ
け
で
無
く
、「
黒
人
の
血
が
混
じ
っ
て
い
る
も
の
は
す

べ
て
黒
人
と
み
な
す
」
と
い
う
人
種
差
別
法
の
「
一
滴
規
定
（O

ne-
drop rule

）」
に
基
づ
い
て
お
り
、
黒
人
と
の
混
血
者
に
対
し
て
だ

け
で
な
く
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
（
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
と
黒
人
の
混
血
）
な
ど
の
、
白
人
以
外
の
「
有
色
人

種
」（C

olored

）
も
含
ん
で
い
た
。
一
九
六
四
年
七
月
二
日
に
制

定
さ
れ
た
公
民
権
法
（C

ivil R
ights A

ct

）
に
よ
り
、
南
部
各
州

の
ジ
ム
・
ク
ロ
ウ
法
は
即
時
廃
止
と
な
っ
た
。

（
8
） 

判
決
文
に
は“T

he statute of L
ouisiana, acts of 1890, c. 

111”

と
あ
る
だ
け
で
、
こ
の
法
律
の
正
式
名
称
は
不
明
で
あ
る
。

内
容
と
な
っ
て
い
る
条
文
は
判
決
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
9
） John M

arshall H
arlan

（1833‒1911
）：
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
出

身
で
、
し
た
が
っ
て
彼
は
南
北
戦
争
前
は
奴
隷
所
有
者
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
戦
後
に
お
い
て
は
考
え
を
改
め
、
公
民
権
事
件
判
決

（
一
八
八
三
年
）
で
も
、
こ
の
事
件
同
様
、
た
だ
一
人
反
対
意
見
を

書
い
て
い
る
。
た
だ
し
、P

ace v. A
labam

a

（1883

）
事
件
に
お

い
て
は
、
異
人
種
間
婚
姻
禁
止
法
が
合
憲
で
あ
る
と
い
う
判
決
を

支
持
し
て
い
る
。
な
お
、
ウ
ォ
ー
レ
ン･

コ
ー
ト
で
、
ウ
ォ
ー
レ

ン
長
官
の
右
腕
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
で
有
名
な
、
同
名
の
ハ
ー

ラ
ン
（John M

arshall H
arlan II

）
判
事
の
祖
父
に
当
た
る
。

（
10
） 

ヒ
ル
ト
ン
事
件
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
米
国
初
期
の
憲
法
判
例
」

日
本
法
学
七
八
巻
二
号
一
〇
二
頁
以
下
参
照
。
マ
カ
ラ
ッ
ク
事
件

二
〇
二



第
一
四
修
正
と
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
三
七
七
）

で
あ
っ
た
が
、
選
挙
人
選
挙
で
は
全
三
六
九
票
の
う
ち
二
一
四
票

を
獲
得
し
て
容
易
に
当
選
し
た
。

（
18
） 

こ
の
選
挙
で
は
民
主
党
の
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
が
一
般
投
票
で

四
八
七
万
四
、六
二
一
票
（
四
八
・
五
％
）
を
獲
得
し
た
の
に
対
し
、

共
和
党
の
ブ
レ
イ
ン
は
一
般
投
票
で 

四
八
四
万
八
、九
三
六
票

（
四
八
・
二
％
）
と
い
う
僅
差
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
で
、
わ
ず
か
一
、〇
四
七
票
差
で
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
が
勝
ち
、

三
六
人
の
選
挙
人
す
べ
て
を
獲
得
し
た
結
果
、
選
挙
人
数
で
い
え

ば
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
が
二
一
九
人
に
対
し
ブ
レ
イ
ン
は
一
八
二

人
と
な
っ
て
選
挙
の
行
方
を
決
し
た
。

（
19
） 

一
八
八
八
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
現
職
の
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
が
一
般
選
挙
で
は
五
五
三
万
四
、四
八
八
票
（
四
八
・
六
％
）
と

最
高
票
を
得
た
の
に
対
し
、
共
和
党
の
挑
戦
者
ハ
リ
ソ
ン
は
、
一

般
選
挙
で
は
五
四
四
万
三
、八
九
二
票
（
四
七
・
八
％
）
と
敗
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
選
挙
人
数
で
は
ハ
リ
ソ
ン
は
二
三
三
票
を
獲
得

し
、
一
六
八
票
の
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
を
破
っ
て
大
統
領
に
選
ば
れ

た
。
な
お
、
ハ
リ
ソ
ン
は
、
第
九
代
大
統
領W

illiam
 H
enry 

H
arrison

の
曾
孫
で
あ
る
。

（
20
） 

こ
の
選
挙
で
は
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
は
一
般
投
票
で
五
五
五
万

三
、八
九
八
票
（
四
六
・
〇
％
）
と
勝
ち
、
さ
ら
に
選
挙
人
数
で
も

二
七
七
人
を
獲
得
し
て
、
ハ
リ
ソ
ン
の
五
一
九
万
八
一
九
票

（
四
三
・
〇
％
）、
選
挙
人
数
一
四
五
人
を
圧
倒
し
て
問
題
な
く
勝
利

し
た
。

（
21
） 
ウ
ィ
ル
ソ
ン·

ゴ
ー
マ
ン
関
税
法
の
正
式
名
称
は
次
の
と
お

五
二
％
の
高
関
税
を
定
め
た
「
デ
ィ
ン
グ
レ
ー
関
税
法
（D

ingley 
A
ct of 1897

）」
を
制
定
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
空
前
の
高
関
税
時
代

は
一
九
〇
九
年
関
税
法
（P

ayne-A
ldrich T

ariff  A
ct of 1909

）

の
制
定
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。

（
15
） 

こ
の
バ
ー
ボ
ン
派
と
い
う
の
は
、
一
八
七
六
年
か
ら

一
九
〇
四
年
ま
で
の
間
に
存
在
し
た
民
主
党
自
由
主
義
派
に
対
す

る
通
称
で
あ
る
。
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
の
バ
ー
ボ
ン
・
ウ
イ
ス
キ
ー

（bourbon w
hiskey

）
と
、
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
で
い
っ
た
ん
は
倒

さ
れ
な
が
ら
も
一
八
三
〇
年
の
七
月
革
命
ま
で
反
動
的
な
支
配
を

続
け
た
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
ボ
ン
王
家
（B

ourbon D
ynasty

）
と
を

引
っ
か
け
た
洒
落
で
あ
る
。

（
16
） 

こ
の
大
統
領
選
挙
は
、
米
国
大
統
領
選
挙
史
上
も
っ
と
も
白

熱
し
た
選
挙
と
い
わ
れ
る
。
バ
ー
ボ
ン
派
の
擁
立
し
た
テ
ィ
ル
デ

ン
は
得
票
率
で
ヘ
イ
ズ
を
破
り
、
選
挙
人
投
票
で
も
一
八
四
票
を

獲
得
し
て
ヘ
イ
ズ
の
一
六
五
票
を
上
回
っ
た
。
し
か
し
、
残
り

二
〇
票
を
ど
う
取
り
扱
う
か
で
選
挙
人
の
間
で
激
し
い
議
論
と
な

り
、
最
終
的
に
す
べ
て
ヘ
イ
ズ
の
得
票
と
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、

ヘ
イ
ズ
が
一
八
五
票
を
獲
得
し
て
大
統
領
と
な
っ
た
。
こ
の
決
着

の
裏
に
は
、
南
部
が
ヘ
イ
ズ
の
当
選
を
黙
認
す
る
代
わ
り
に
、
共

和
党
は
南
部
か
ら
連
邦
軍
が
引
き
上
げ
る
こ
と
に
同
意
し
、
南
部

再
建
を
終
了
さ
せ
る
と
い
う
取
引
（
一
八
七
七
年
の
妥
協
と
呼
ば

れ
る
）
が
あ
っ
た
と
、
多
く
の
歴
史
家
が
信
じ
て
い
る
と
い
う
。

（
17
） 

こ
の
選
挙
で
は
共
和
党
の
ガ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
は
一
般
選
挙
で

わ
ず
か
二
、〇
〇
〇
票
、
民
主
党
の
ハ
ン
コ
ッ
ク
を
上
回
っ
た
だ
け

二
〇
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
七
八
）

他
方
、
民
主
党
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
一
本
化
し
た
。
こ
の
共
和
党

の
分
裂
選
挙
の
お
か
げ
で
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
一
般
選
挙
で
の
得
票

率
は
四
二
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
漁
夫
の
利
を
得
て
選
挙
人
数

で
は
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
当
選
に
成
功
し
た
。

（
27
） 

渋
谷
博
史
『
二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
財
政
史
﹇
Ⅰ
﹈』
渡
橋
大
学

出
版
会
二
〇
〇
五
年
刊
、
四
二
頁
参
照
。

（
28
） 

シ
ャ
ー
マ
ン
法
の
正
式
名
称
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

A
n A
ct to protect trade and com

m
erce against unlaw

ful 
restraints and m

onopolies

（
29
） 

金
ぴ
か
時
代
の
名
は
、
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
（M

ark 
T
w
ain

）
の
同
名
の
小
説
に
由
来
す
る
。

（
30
） 

他
の
三
社
は
、F

ranklin S
ugar C

om
pany

、S
preckels 

S
ugar R

efi ning C
om
pany

、D
elaw
are S

ugar H
ouse

で
あ
る
。

（
31
） Joseph M

cK
enna

（1843‒1926

）
は
、
三
権
の
い
ず
れ
に

も
地
位
を
占
め
た
と
い
う
珍
し
い
経
歴
の
人
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ま
ず
下
院
議
員
と
な
り
、
つ
い
で
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
政
権
に
お
い
て

司
法
長
官
と
な
り
、
最
後
に
最
高
裁
判
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

り
で
あ
る
。

A
n act to reduce taxation, to provide revenue for the 

governm
ent, and for other purposes

（
22
） P

eople’s P
arty

：
一
八
九
一
年
に
設
立
さ
れ
、
合
衆
国
南
部

の
貧
し
い
白
人
綿
花
農
家
等
を
支
持
基
盤
と
し
た
。

（
23
） S

ilver R
epublican P

arty

：
金
本
位
制
を
支
持
し
た
共
和

党
に
対
し
、
銀
本
位
制
を
主
張
す
る
勢
力
が
離
党
し
旗
揚
げ
し
た
。

（
24
） 

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
は
、
大
統
領
と
な
っ
た
の
ち
、
米
西
戦
争
を

行
っ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
等
を
ス
ペ
イ
ン
か

ら
奪
取
し
、
ま
た
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
時
代
に
は
そ
の
独
立
を
支
援

し
て
い
た
ハ
ワ
イ
を
米
国
に
併
合
し
た
。

（
25
） 

一
九
〇
一
年
、
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
は
、
無
政
府
主
義
者
の
チ
ョ

ル
ゴ
ッ
シ
ュ
（L

eon F
rank C

zolgosz
）
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
。

副
大
統
領
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
（T
heodore R

oosevelt

）
が
昇
格

し
た
。
彼
は
四
二
歳
と
米
国
史
上
最
年
少
の
大
統
領
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
バ
ー
ボ
ン
派
は
、
こ
の
一
九
〇
四
年
の
選
挙
に
、
ウ
ィ
ル

ソ
ン
（T

hom
as W

oodrow
 W
ilson

）
が
、
そ
の
政
敵
で
あ
る
ブ

ラ
イ
ア
ン
と
妥
協
す
る
こ
と
に
よ
り
歴
史
的
役
割
を
終
え
て
消
滅

す
る
。

（
26
） 

一
九
一
二
年
の
選
挙
で
は
、
現
職
大
統
領
タ
フ
ト
は
共
和
党

の
保
守
派
の
支
持
で
党
候
補
に
再
指
名
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第

二
六
代
大
統
領
の
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
共
和
党
の
指
名

獲
得
に
失
敗
し
た
後
、
独
自
に
党
員
集
会
を
招
集
し
新
し
く
進
歩

党
（P

rogressive P
arty

）
を
創
出
し
て
、
自
ら
指
名
さ
れ
た
。

二
〇
四



航
空
会
社
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
制
（
工
藤
）

（
三
七
九
）

Ⅰ　

序　

説

Ⅱ　

航
空
旅
客
の
権
利
保
護
に
関
す
る
欧
米
の
立
法
動
向

Ⅲ　

経
営
破
た
ん
に
伴
う
欠
航
と
旅
客
保
護

Ⅳ　

結　

語Ⅰ　

序　

説

欧
州
単
一
航
空
市
場
（S

ingle E
uropean A

viation M
arket （

1
）

）

の
実
現
は
、
欧
州
連
合
（E

uropean U
nion, E

U

）
域
内
及
び

第
三
国
間
の
航
空
運
輸
の
顕
著
な
増
加
を
招
い
た
。
多
く
の
新
規

参
入
事
業
者
が
次
々
と
表
れ
、
路
線
が
種
々
開
拓
さ
れ
て
就
航
便

数
が
増
加
し
、
こ
う
し
た
競
争
促
進
の
積
極
的
効
果
と
し
て
航
空

券
は
値
下
が
り
し
た
。
し
か
し
消
費
者
に
と
っ
て
歓
迎
す
べ
き
成

果
の
反
面
で
、
単
一
市
場
は
、
競
争
激
化
の
負
の
側
面
を
も
投
影

せ
ざ
る
を
得
ず
、
消
費
者
の
誤
認
を
招
く
安
売
り
広
告
が
横
行
し

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
価
格
表
示
の
適
正
化
が
望
ま
れ
た
り
、

オ
ー
バ
ー
・
ブ
ッ
キ
ン
グ
が
搭
乗
不
能
旅
客
を
生
み
出
し
こ
れ
へ

の
正
当
な
補
償
が
望
ま
れ
た
り
と
い
っ
た
具
合
に
、
旅
客
権
利
保

護
の
た
め
の
規
制
を
も
呼
び
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。
旅
客
の
権
利

の
相
当
の
部
分
は
既
に
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
保
護
さ
れ
て
い
る
が
、

航
空
会
社
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
制

工　
　

藤　
　

聡　
　

一

二
〇
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
八
〇
）

社
の
経
営
破
た
ん
時
に
旅
行
先
で
取
り
残
さ
れ
た
旅
客
の
保
護
を

前
進
さ
せ
る
方
策
の
検
討
を
諮
問
し
た

（
5
）

。

そ
も
そ
も
欧
州
に
お
け
る
単
一
市
場
の
形
成
に
よ
る
航
空
自
由

化
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
各
国
が
貨
客
運
輸
権
の
解
放
を
積
極

的
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
オ
ー
プ
ン
・
ス
カ
イ
と
い

う
国
際
的
な
潮
流
の
支
流
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
旅
客
保
護
と
い

う
自
由
化
の
反
動
と
い
え
る
現
象
も
ま
た
、
世
界
各
地
に
共
通
し

て
み
ら
れ
る

（
6
）

。
例
え
ば
オ
ー
プ
ン
・
ス
カ
イ
を
政
策
的
に
強
力
に

推
し
進
め
て
き
た
米
国
も
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
価
格
表
示

の
適
正
化
、
オ
ー
バ
ー
・
ブ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
搭
乗
不
能
旅
客
へ

の
補
償
を
含
め
、
そ
の
法
定
に
積
極
的
で
あ
る
。
た
だ
興
味
深
い

の
は
、
欧
州
、
米
国
と
も
に
、
旅
客
の
権
利
保
護
を
「
旅
客
権
利

章
典
（P

assenger ’s B
ill of R

ights （
7
）

）」
と
呼
ん
で
体
系
化
の

軌
を
一
に
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
航
空
会
社
の
経
営
破
た
ん
時

の
旅
客
保
護
の
議
論
は
欧
州
独
自
の
も
の
と
し
て
展
開
さ
れ
、
米

国
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く
欠
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（
8
）

。
以
下
本

稿
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論
の
偏
在
の
理
由
を
探
る
一
方
、
い
ま
欧

州
に
お
い
て
こ
の
問
題
に
具
体
的
に
如
何
な
る
方
策
が
講
じ
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
続

く
本
論
で
は
、
Ｅ
Ｕ
の
航
空
旅
客
の
権
利
保
護
に
関
す
る
立
法
動

パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
等
か
ら
独
立
し
た
航
空
券
（S

tand-A
lone 

T
icket

）
の
購
入
者
が
当
該
航
空
会
社
の
経
営
破
た
ん
に
よ
っ
て

立
た
さ
れ
る
苦
境
に
救
済
の
手
を
差
し
伸
べ
る
仕
組
み
の
よ
う
に
、

未
だ
法
制
化
の
途
上
に
あ
る
領
域
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
旅
客

の
志
向
が
航
空
会
社
等
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
テ
ー
ラ
ー

メ
イ
ド
型
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
旅
行
代
理
店
主
導
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
を
中
心
に
保
護
を
与
え
る
現
行
指
令C

ouncil 
D
irective 

（E
C

） 90/314/E
E
C （

2
）

と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
生
ん
で

い
る
。
Ｅ
Ｕ
域
内
で
も
二
〇
〇
〇
年
か
ら
の
一
〇
年
間
に
計
九
六

件
の
航
空
会
社
の
経
営
破
た
ん
が
あ
り
、
一
四
〇
な
い
し
二
二
〇

万
人
の
利
用
者
に
影
響
が
出
た
と
み
ら
れ
る

（
3
）

。
と
き
に
そ
れ
ら
は

バ
カ
ン
ス
・
シ
ー
ズ
ン
の
需
要
ピ
ー
ク
を
襲
い
混
乱
を
助
長
し
た
。

少
な
く
見
積
も
っ
て
も
一
六
万
八
、〇
〇
〇
人
の
旅
客
が
自
宅
か

ら
遠
く
離
れ
た
場
所
で
立
ち
往
生
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
世
間
の
注

目
と
政
策
的
な
関
心
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
、
欧
州
議
会
（E

uropean P
arliam

ent

）
は
、「
航

空
会
社
の
破
た
ん
時
に
お
け
る
旅
客
補
償
に
関
す
る
決
議

（R
esolution on P

assenger C
om

pensation in the E
vent of 

A
irline B

ankruptcy （
4
））」

を
採
択
し
、
航
空
政
策
の
執
行
を
司
る

欧
州
委
員
会
（E

uropean C
om

m
ission

）
に
対
し
て
、
航
空
会

二
〇
六
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ビ
ジ
ネ
ス
や
レ
ジ
ャ
ー
で
航
空
機
を
利
用
す
る
こ
と
が
も
は
や

珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
り
、
今
日
の
よ
う
に
航
空
運
送
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
か
つ
て
な
い
程
に
拡
大
す
る
と
、
気
象
条
件
、
技
術

ト
ラ
ブ
ル
等
に
よ
っ
て
一
度
発
生
し
た
遅
延
が
機
材
繰
り
を
乱
し

て
玉
突
き
的
、
雪
だ
る
ま
的
に
影
響
が
拡
大
し
、
基
幹
空
港
に
お

け
る
慢
性
的
な
混
雑
と
相
俟
っ
て
、
各
地
で
長
時
間
の
遅
延
、
欠

航
が
連
続
し
て
発
生
す
る
こ
と
に
な
る

（
10
）

。
遅
延
は
軽
微
の
場
合
も

あ
る
が
、
長
時
間
に
及
ぶ
と
待
機
の
苦
痛
が
つ
の
り
、
あ
る
い
は

旅
程
の
変
更
・
キ
ャ
ン
セ
ル
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
利
用
者

は
多
大
な
不
利
益
を
被
る

（
11
）

。

極
端
な
例
で
は
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
七
日
、
夕
方
か
ら
ブ

リ
ザ
ー
ド
に
襲
わ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
Ｊ
Ｆ
Ｋ
国
際
空
港
で
、

翌
朝
ま
で
の
一
一
時
間
に
わ
た
り
積
雪
の
た
め
滑
走
路
が
閉
鎖
さ

れ
一
、六
〇
〇
便
以
上
が
欠
航
し
、
数
千
人
が
空
港
で
足
止
め
を

食
ら
っ
た
、
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
同
日
の
空
港
閉
鎖
で
は
、
到

着
直
後
の
複
数
の
便
に
お
い
て
、
旅
客
が
長
時
間
機
内
待
機
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。
使
用
不
能
と
な
っ
た

ト
イ
レ
か
ら
の
異
臭
が
機
内
に
た
ち
こ
め
、
飲
料
水
・
食
料
は
枯

渇
し
、
心
身
の
異
常
を
訴
え
る
旅
客
が
続
出
し
た
と
報
告
さ
れ
て

い
る

（
12
）

。
隔
離
さ
れ
た
閉
鎖
空
間
で
身
動
き
も
ま
ま
な
ら
な
い
航
空

向
を
米
国
と
の
比
較
に
お
い
て
一
瞥
し
た
後
、
目
下
議
論
が
行
わ

れ
て
い
る
、
経
営
破
た
ん
に
伴
う
欠
航
に
関
す
る
旅
客
保
護
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

な
お
、
本
稿
の
問
題
意
識
か
ら
は
、
航
空
会
社
の
経
営
の
行
き

詰
ま
り
が
旅
客
の
移
動
に
甚
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
局
面
を
も
っ

て
「
破
た
ん
（failure, bankruptcy

）」
と
捉
え
る
も
の
と
し
、

一
般
的
な
破
産
手
続
開
始
原
因
た
る
支
払
不
能
・
債
務
超
過

（insolvency

）
の
み
な
ら
ず
、
行
政
機
関
に
よ
る
運
航
免
許
取
消

処
分
（revocation of certifi cate
）
を
も
こ
れ
に
含
め
て
考
え

る
こ
と
と
す
る
。

Ⅱ 　

航
空
旅
客
の
権
利
保
護
に
関
す
る
欧
米
の

立
法
動
向

（
1
）
旅
客
権
利
章
典

大
西
洋
を
挟
ん
だ
欧
州
と
米
国
と
に
お
い
て
、
旅
客
の
人
権
保

護
、
い
わ
ゆ
る
旅
客
権
利
章
典
の
確
立
に
向
け
た
議
論
が
盛
ん
で

あ
る
。
最
近
で
は
、
内
水
及
び
海
上
運
送
分
野
に
ま
で
保
護
対
象

が
広
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が

（
9
）

、
こ
の
動
き
を
一
貫
し
て
主
導

し
て
来
た
の
は
航
空
運
送
分
野
で
あ
る
。

二
〇
七
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見
で
、
同
規
則
に
よ
り
「
旅
客
は
航
空
会
社
か
ら
正
当
に
扱
わ
れ

る
権
利
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
…
そ
れ
ら
は
ま
さ
に
我
々
の

常
識
が
体
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
旅
行
者
を
彼
ら
が
期
待
す
る

と
お
り
に
処
遇
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い

（
17
）

」
と
、
高
ら

か
に
そ
の
意
義
を
謳
い
あ
げ
た
。
次
頁
掲
出
の
表
1
を
参
照
さ
れ

た
い
。
こ
れ
は
現
時
点
に
お
け
る
旅
客
保
護
法
制
の
整
備
状
況
を

示
す
も
の
で
あ
る
が
、
長
官
が
誇
る
と
お
り
、
航
空
旅
客
の
保
護

に
関
し
、
旅
行
出
発
前
か
ら
そ
の
帰
宅
後
ま
で
最
も
手
厚
い
法
制

を
敷
く
の
は
確
か
に
米
国
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
項
目
九
、

航
空
会
社
の
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護
で
あ
る
。
米
国
が
本
問

題
に
注
意
を
払
わ
な
い
一
方
、
欧
州
は
既
に
一
定
の
立
法
措
置
を

講
じ
て
お
り
、
本
稿
が
主
題
と
す
る
よ
う
に
そ
の
議
論
を
更
に
深

化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
・
ス
カ
イ
化
し
た
国
際
航

空
、
燃
油
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
高
、
低
価
格
航
空
会
社
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の

台
頭
と
い
っ
た
要
因
に
よ
り

（
18
）

、
航
空
は
今
日
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
脈

で
ま
さ
に
大
競
争
時
代
を
迎
え
て
お
り
、
欧
州
と
同
程
度
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
に
航
空
会
社
の
経
営
破
た
ん
が
相
次
ぐ
米
国
に
あ
っ

て
、
こ
の
こ
と
は
一
見
旅
客
へ
の
配
慮
を
欠
く
対
応
か
に
み
え
る
。

欧
州
連
合
閣
僚
理
事
会
運
送
部
会
のB

rian S
im

pson

議
長
の
言

機
の
一
般
的
性
質
か
ら
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
恐
ろ
し
さ
は

誰
に
も
容
易
に
想
像
で
き
る
。
長
時
間
の
事
実
上
の
監
禁
状
態
が

航
空
機
で
発
生
す
る
こ
と
、
運
航
再
開
の
目
途
が
立
た
な
い
ま
ま

機
内
で
長
時
間
を
過
ご
す
こ
と
の
困
難
は
、「
ト
ラ
ウ
マ
の
発
生

を
誘
発
す
る
遅
延
（traum

atic delay

）」
の
意
味
を
こ
め
て

「
滑
走
路
遅
延
（tarm

ac delay

）」
と
い
う
呼
称
を
与
え
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た

（
13
）

。
州
際
航
空
及
び
国
際
航
空
に
関
す
る
立
法
管
轄

権
を
有
す
る
米
国
連
邦
議
会
は
、
す
ぐ
さ
ま
そ
の
問
題
性
を
認
識

し
て
、
旅
客
権
利
章
典

（
14
）

の
重
要
な
一
要
素
と
し
て
、
長
時
間
機
内

待
機
の
禁
止
を
法
制
化
し
た

（
15
）

。
当
該
規
制
の
内
容
は
大
要
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

（
長
時
間
機
内
待
機
の
禁
止
）
航
空
会
社
が
、
離
陸
待
機
等
に

際
し
て
、
四
時
間
を
超
え
て
旅
客
を
滑
走
路
上
の
機
内
に
止
め
置

く
こ
と
は
、
安
全
、
保
安
及
び
交
通
管
制
上
の
理
由
に
基
づ
く
場

合
の
ほ
か
、
禁
止
さ
れ
る
。
ま
た
、
二
時
間
以
上
に
及
ぶ
機
内
待

機
の
場
合
に
は
、
十
全
に
使
用
可
能
な
ト
イ
レ
及
び
飲
料
水
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
航
空
会
社
は
、
そ
の

よ
う
な
事
態
に
備
え
対
応
計
画
を
策
定
す
る
義
務
を
負
う

（
16
）

。

航
空
旅
客
の
権
利
保
護
を
前
進
さ
せ
た
上
述
立
法
の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
と
っ
た
米
国
運
輸
省
のR

ay L
aH

ood

長
官
は
記
者
会

二
〇
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航
空
会
社
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
制
（
工
藤
）

（
三
八
三
）

（
表
1
）　
航
空
旅
客
保
護
に
関
す
る
ル
ー
ル
　（
2012年

10月
現
在
）

項
　

目
諸

国
の

法
令

国
際

条
約

米
　

国
欧

州
連

合
そ

の
他

旅
行

開
始

前
1

運
航

会
社

（
実

行
運

送
人

）
名

の
通

知
※

27
※

30
2

提
示

運
賃

の
最

低
価

格
保

証
※

3
※

13
3

値
上

げ
前

運
賃

に
基

づ
く

航
空

券
の

通
用

※
23

※
30, ※

31
4

保
有

予
約

に
つ

い
て

の
変

更
又

は
解

約
の

選
択

※
2

※
23

※
30, ※

31
5

キ
ャ

ン
セ

ル
時

の
迅

速
な

払
い

戻
し

※
30, ※

31
6

特
別

な
事

情
に

よ
る

航
空

券
使

用
制

限
の

緩
和

※
4

7
運

賃
内

訳
及

び
付

随
費

用
の

完
全

な
開

示
※

5, ※
23

※
13, ※

14
※

26, ※
29

8
航

空
会

社
の

営
業

及
び

運
航

状
況

に
関

す
る

情
報

の
提

供
※

6
※

15
※

21
9

航
空

会
社

経
営

破
た

ん
時

の
保

護
※

28
10

将
来

の
運

航
混

乱
可

能
性

に
つ

い
て

の
情

報
提

供
※

24, ※
30

11
緊

急
対

応
計

画
，

顧
客

対
応

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

，
約

款
の

開
示

※
23

旅
　

行
　

中
12

コ
ー

ド
シ

ェ
ア

・
パ

ー
ト

ナ
ー

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
の

品
質

保
証

※
7

※
16

※
21

13
遅

延
，

欠
航

及
び

目
的

地
変

更
に

関
す

る
情

報
の

提
供

※
8, ※

23
※

30
14

一
定

の
条

件
下

で
退

機
が

認
め

ら
れ

る
こ

と
の

説
明

※
23

※
30, ※

31
15

長
時

間
の

機
内

待
機

を
含

む
遅

延
時

の
支

援
※

8, ※
23

※
17

16
搭

乗
拒

否
に

つ
い

て
の

公
正

か
つ

一
貫

し
た

取
扱

い
※

9
※

17
17

受
託

手
荷

物
の

適
時

の
引

渡
し

※
23

※
18

※
30, ※

31
※

21
18

身
体

障
害

者
，

移
動

困
難

者
に

対
す

る
適

切
な

処
遇

※
12

※
17, ※

20
※

25, ※
29

旅
　

行
　

後
19

監
督

庁
へ

の
消

費
者

レ
ポ

ー
ト

の
定

期
的

な
提

出
※

11, ※
23

※
19

※
29, ※

32
20

旅
客

か
ら

の
苦

情
へ

の
真

摯
な

対
応

※
8, ※

23
旅

客
補

償
※

1
21

受
託

手
荷

物
責

任
限

度
額

の
引

き
上

げ
※

10
※

18
※

22
22

受
託

手
荷

物
紛

失
時

の
受

託
料

返
還

※
23

※
29, ※

30, ※
31

23
欠

航
，

搭
乗

拒
否

時
の

補
償

※
23

※
17

※
29

※
21, ※

22
出

典
：

T
able A

- S
um

m
ary of C

onsum
er P

rotection R
ules, C

onsum
er P

rotection and D
efi nition of P

assenger R
ights in D

iff erent C
ontexts, S

ecretariat, 
International C

ivil A
viation O

rganization, A
T
C
onf/6-W

P
/5, D

ecem
ber 7, 2012, available at http://w

w
w
.icao.int/sustainability/D

ocum
ents/C

onsum
er

P
rotection_T

able-A
.pdf （

last visited June 23, 2013） か
ら

抜
粋

，
一

部
改

変
。
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一
三
年
九
月
）

（
三
八
四
）

（表 1）注
※ 1  航空会社による旅行後のアクションのうち

金銭補償的な措置を細分類したものである。
※ 2  IATA Recommended Practice 1724 （RP1724） 

on General Conditions of Carriage （Passenger 
and Baggage）.

※ 3  Notice of the Department of Transportation 
（DOT） based on 49 U.S.C. 41712 and 14 C.F.R. 
399.84. ウェブ及び他の営業媒体における開示
について規制。

※ 4  Industrial Letter of DOT based on 49 U.S.C. 
41712. 欠航時の払い戻しについて規定（1996
年），同趣旨の通達あり（2001年）。

※ 5  49 U.S.C. 41712; 14 CFR 399.84. 価格表示
規制。不公正もしくは欺罔的な実務，又は反
競争的手法の禁止。

※ 6  14 CFR 253.5, 257, 258 & 399. コード・シェ
ア契約及び長期ウェット・リース契約の開示，
キャンセル条件の開示。

※ 7  DOT  &  FAA  （F e d e r a l  A v i a t i o n 
Administration）, Code-Share Safety Program 
Guideline （2006 Rev.）.

※ 8  DOT 暫定規則（2007年）。長時間にわたる
滑走路上の機内待機に関する緊急対応計画を
策定したり，30日以内にすべての苦情に応答
したり，遅延発生状況及び苦情件数について
のデータを公表したりといった，旅客保護の
強化を謳っている。

※ 9  14 CFR 250. 座席の過剰販売に関する規則
（2003年，2008年）。

※10 14 CFR 254. DOT は，国内線における受託
手荷物賠償責任限度額を，2000年に1,250ドル
から2,500ドルへ，2004年に2,800ドルへ，2007
年に3,000ドルへと増額してきている。また 
DOT は国際コード・シェア便における受託手
荷物責任ガイドラインを示している（2009年）。

※11 DOT は，遅延，手荷物の誤取扱い，過剰座
席販売及び苦情等をまとめた航空旅行消費者
報告書（Air Travel Consumer Reports）を公
表している。DOT はまた，2003年以降，身体
障害者に関係する苦情の抽出もはじめている

（14 C.F.R. 382）。
※12 航空会社アクセス法（Air Carrier Access 

Act）に基づく身体障害に基づく差別的取扱い
の禁止である（14 CFR 382）。

※13 EC Regulation 1008/2008は，すべての税，
手数料を含む運賃の公表を求めており，欧州
委員会は Directive 93/13及び2005/29に基づき
航空券の不公正なウェブ販売や商取引を調査
している。

※14 誤認誘発広告に対する Directive 84/450は
Directive 2005/29によって運用が強化されて
いる。

※15 コンピュータ予約運用憲章（CRS Code of 
Conduct）が関連の規定を含んでいる （EC 

Regulation 80/2009 replacing Regulation 
2299/89 as amended by 3089/93 and 323/99）。

※16 コンピュータ予約運用憲章が関連の規定を
有している。欧州民間航空委員会（ECAC）
は勧告を公表している（1996年）。

※17 EC Regulation 261/2004は旧 Regulation 
295/91を廃止し，搭乗拒否及び長時間遅延の
場合の払い戻しを一般ルール化している。

※18 EC Regulation 889/2002は Regulation 2027/
97を一部改正し，受託手荷物についての責任
条項を加えている。

※19 欧州委員会は，Community Air Passenger 
Reporting System と称される試験的プロジェ
クトを立ち上げている。航空会社が任意に情
報提供を行う仕組みである（COM（2005）
046）。

※20 EC Regulation 1107/2006. 障害者及び移動
困難者が航空機を利用して移動する権利を定
め る。ECAC Policy Statement sec. 5 （Field 
of Civil Aviation Facilitation）に，運用の細
則がある。

※21 1999年 モ ン ト リ オ ー ル 条 約（Montreal 
Convention, 1999） Art. 41.

※22 1999年モントリオール条約 Art. 22.
※23 DOT 規 則 “Enhancing Airline Passenger 

Protections” （DOT-OST-2010-0140） が そ れ
である。

※24 Law （France） No 2012-375 of 19 March 
2012.

※25 Canadian Transportation Agency Decision 
No. 4-AT-A-2010 （nut allergies） & No. 66-
AT-A-2010.

※26 Canadian Air Transportation Regulations, 
Section 116.1. ウェブサイト上の情報について
の規則である。

※27 EC Regulation 2111/2005. 運航禁止処分を
受けた運送人のリストである。

※28 Council Directive 90/314/EEC. パッケージ
旅行に関する指令である。

※29 Consumer Protection Regulation in the Civil 
Aviation Sector （Saudi Arabia General 
Authority of Civil Aviation, pursuant to Board 
Resolution No. （8-99）.

※30 Rules of civil aviation passenger and 
baggage, domestic transport （No. 49 Decree 
CAAC, China）.

※31 Rules of civil aviation passenger and 
baggage, international transport （No. 70 
Decree CAAC, China）.

※32 Management  measures  o f  consumer 
complaint in air transport （No. 207 Decree 
CAAC, China）.
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航
空
会
社
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
制
（
工
藤
）

（
三
八
五
）

か
か
わ
ら
ず
、
米
国
と
欧
州
と
で
選
択
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
全

く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
米
国
は
、
短
期
及
び
長
期
の

直
接
的
な
公
的
支
援
を
行
っ
た
が
、
他
方
で
欧
州
は
、
航
空
会
社

が
私
的
な
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
の
手
法
を
通
じ
て
再
生
す

る
こ
と
を
促
進
し
つ
つ
、
財
政
的
な
援
助
は
極
端
に
限
定
的
な
も

の
と
し
た

（
20
）

。

大
体
、
如
何
な
る
方
法
に
よ
っ
て
も
、
同
時
多
発
テ
ロ
の
航
空

産
業
へ
の
影
響
を
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

発
生
直
後
、
連
邦
航
空
局
（F

ederal A
viation A

dm
inistration, 

F
A
A

）
は
、
す
べ
て
の
国
内
線
及
び
国
際
線
の
航
空
便
の
強
制
着

陸
措
置
に
続
き
、
四
日
間
に
わ
た
り
民
間
機
の
一
切
の
飛
行
を
禁

止
し
た
。
国
際
航
空
運
送
協
会
（International A

ir T
ransport 

A
ssociation, IA

T
A

）
の
試
算
に
よ
る
と
、
航
空
会
社
は
米
国

空
域
の
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
の
四
日
間
だ
け
で
約
一
四
億
ド
ル
の
損

害
を
被
っ
た
。
運
航
は
漸
次
再
開
し
た
も
の
の
、
テ
ロ
攻
撃
が
航

空
需
要
及
び
収
益
に
対
し
て
悪
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
九
月
末
時
点
で
、
国
際
線
搭
乗
者
は

前
年
同
月
比
二
三
％
減
と
な
り
、
国
内
線
搭
乗
者
は
同
じ
く

三
四
％
減
少
し
た
。
同
試
算
に
則
し
て
い
え
ば
、
航
空
産
業
は

二
〇
〇
一
年
だ
け
で
全
世
界
で
一
二
〇
億
ド
ル
と
い
う
莫
大
な
損

葉
を
借
り
れ
ば

（
19
）

、「
政
策
課
題
の
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
」
と
い
え
な
く

も
な
い
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は

如
何
な
る
原
因
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

社
会
に
未
曾
有
の
パ
ニ
ッ
ク
を
生
じ
さ
せ
、
航
空
業
界
に
甚
大

な
損
害
を
与
え
た
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
を

契
機
に
、
米
国
政
府
は
、
従
前
に
増
し
て
航
空
運
送
事
業
の
安
定

の
た
め
の
公
的
介
入
を
強
め
た
。
他
方
で
欧
州
は
、
そ
の
よ
う
な

局
面
で
こ
そ
市
場
主
義
の
貫
徹
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
し
、
公
的

な
介
入
を
原
則
と
し
て
行
わ
な
か
っ
た
。
以
下
、
テ
ロ
後
に
欧
米

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
対
応
の
違
い
を
紐
解
く
な
か
で
、
そ
の
理
由

を
探
る
こ
と
に
す
る
。

（
2
）
米
欧
の
政
策
不
一
致
点
と
し
て
の
破
た
ん
会
社
旅
客
保
護

同
時
多
発
テ
ロ
の
影
響
を
、
お
そ
ら
く
他
の
い
ず
れ
の
産
業
分

野
よ
り
も
強
く
受
け
た
の
が
、
航
空
セ
ク
タ
ー
で
あ
ろ
う
。
あ
の

決
定
的
な
日
を
も
っ
て
航
空
産
業
の
基
盤
が
一
機
に
不
安
定
化
し
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
も
永
遠
に
塗
り
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。
米
国
連
邦
政
府
及
び
欧
州
委
員
会
は
共
に
、
そ
の
計
り
知
れ

な
い
影
響
の
一
部
を
緩
和
す
る
た
め
の
方
策
を
立
法
的
に
手
当
し

た
。
も
っ
と
も
、
地
域
差
を
超
え
た
航
空
の
本
質
的
類
似
性
に
も

二
一
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
八
六
）

第
二
に
、
航
空
運
送
安
定
化
委
員
会
（A

ir T
ransportation 

S
tabilization B

oard, A
T
S
B

）
を
創
設
し
、
こ
れ
に
対
し
連

邦
債
務
保
証
証
書
を
航
空
会
社
の
長
期
的
な
財
務
安
定
の
た
め
に

一
〇
〇
億
ド
ル
を
限
度
と
し
て
発
給
す
る
権
限
を
付
与
し
た
。
第

三
に
、
同
時
多
発
テ
ロ
に
お
い
て
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
っ

た
二
社
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
一
億
ド
ル
の
損
害
賠
償
限
度
額

を
定
め
た
。
第
四
に
、
テ
ロ
発
生
か
ら
最
低
一
八
〇
日
間
、
民
間

の
戦
争
リ
ス
ク
保
険
（w

ar-risk insurance

）
に
出
資
し
又
は

同
等
の
制
度
を
政
府
と
し
て
直
接
提
供
す
る
権
限
を
運
輸
省
に
与

え
た

（
24
）

。
②　

欧
州
の
対
応

米
国
政
府
に
よ
っ
て
約
束
さ
れ
た
広
範
な
援
助
策
に
比
し
て
、

欧
州
系
航
空
会
社
に
与
え
ら
れ
た
援
助
は
極
め
て
限
定
的
な
も
の

で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
条
約
以
来
競
争
政
策
に
関
し
て
Ｅ
Ｕ
加
盟
国

は
、
一
種
の
足
か
せ
を
は
め
ら
れ
て
い
た

（
25
）

。
す
な
わ
ち
欧
州
の
産

業
の
民
間
所
有
に
基
づ
く
競
争
的
な
環
境
を
確
保
す
る
と
い
う
よ

り
高
次
の
目
的
の
下
に
、
加
盟
国
政
府
が
欧
州
委
員
会
の
承
認
な

く
民
間
企
業
に
対
し
て
公
的
支
援
を
な
す
こ
と
は
、
明
示
的
に
禁

じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
同
時
多
発
テ
ロ
が
、
同
条
約
に
い
う

失
を
出
し
、
そ
れ
は
米
国
の
七
五
億
ド
ル
及
び
欧
州
の
一
九
億
ド

ル
の
、
そ
れ
ぞ
れ
市
場
規
模
の
損
失
を
含
ん
で
い
た

（
21
）

。
そ
こ
で
欧

州
及
び
米
国
の
航
空
会
社
は
、
す
ぐ
さ
ま
各
々
の
政
府
に
対
し
て
、

飛
行
禁
止
措
置
及
び
差
し
迫
っ
た
利
用
旅
客
減
少
に
よ
る
損
失
を

軽
減
す
る
た
め
の
手
当
を
請
願
し
た
。
米
国
で
も
欧
州
で
も
、
政

策
担
当
者
は
同
時
多
発
テ
ロ
が
航
空
会
社
を
財
政
的
に
窮
地
に
追

い
込
む
可
能
性
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
が
、
以
下
に
み
る
と
お

り
、
彼
ら
は
航
空
会
社
へ
の
援
助
に
つ
い
て
全
く
対
照
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
選
択
し
た

（
22
）

。

①　

米
国
の
対
応

米
国
は
、
同
時
多
発
テ
ロ
に
見
舞
わ
れ
た
航
空
産
業
を
守
る
た

め
、
迅
速
に
か
つ
包
括
的
な
対
応
を
行
っ
た
。
連
邦
議
会
は
、
テ

ロ
発
生
か
ら
実
に
二
週
間
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
で
、「
航
空
運
送
の
安

全
と
シ
ス
テ
ム
の
安
定
に
関
す
る
法
律
（A

ir T
ransportation 

S
afety and S

ystem
 S

tabilization A
ct, A

T
S
S
S
A （

23
）

）」
を
採
択

し
た
。
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ａ
は
、
テ
ロ
攻
撃
の
短
期
及
び
長
期
の
影
響

に
対
処
す
る
た
め
に
四
つ
の
方
策
を
講
じ
た
。
第
一
に
、
米
国
空

域
の
飛
行
禁
止
及
び
同
年
中
の
航
空
利
用
者
の
減
少
に
起
因
す
る

損
失
に
対
し
て
、
五
〇
億
ド
ル
規
模
の
即
時
補
償
措
置
を
定
め
た
。

二
一
二



航
空
会
社
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
制
（
工
藤
）

（
三
八
七
）

時
多
発
テ
ロ
の
直
接
的
影
響
に
対
す
る
最
低
限
の
手
当
に
支
援
の

範
囲
を
限
定
し
て
、
航
空
会
社
が
私
的
な
再
編
に
よ
っ
て
テ
ロ
後

の
混
乱
を
自
力
で
乗
り
越
え
る
こ
と
を
求
め
た
。
こ
の
差
異
に
は
、

少
な
く
と
も
四
つ
の
背
景
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

（
27
）

。
第
一
に
、

米
国
と
欧
州
は
、
同
時
多
発
テ
ロ
の
航
空
業
界
へ
の
影
響
に
つ
い

て
異
な
る
認
識
を
有
し
て
い
た

（
28
）

。
す
な
わ
ち
、
米
国
が
こ
れ
を
産

業
の
屋
台
骨
を
崩
し
か
ね
な
い
事
態
と
み
た
一
方
、
欧
州
は
産
業

の
自
助
努
力
で
克
服
可
能
な
出
来
事
と
み
た
。
第
二
に
、
市
場
に

お
け
る
自
由
競
争
を
促
進
す
る
意
図
を
有
す
る
欧
州
委
員
会
と
異

な
り
、
米
国
政
府
は
、
航
空
会
社
へ
の
公
的
支
援
な
い
し
介
入
を

慣
例
化
し
て
き
て
い
た

（
29
）

。
第
三
に
、
米
国
で
は
、
航
空
会
社
の
再

興
に
テ
ロ
攻
撃
か
ら
の
復
興
の
象
徴
と
い
う
意
味
を
与
え
て
い

た
（
30
）

。
第
四
に
、
米
国
と
欧
州
と
で
は
、
航
空
会
社
の
経
営
破
た
ん

後
の
処
理
に
つ
い
て
異
な
る
対
応
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
た

（
31
）

。
す

な
わ
ち
、
欧
州
で
は
航
空
会
社
は
市
場
原
理
の
下
で
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ラ
ン
ド
・
ビ
ル
ド
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
対
し
て
米
国
で
は
法

的
手
続
下
で
延
命
な
い
し
再
生
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
と
そ
れ
ぞ
れ

考
え
ら
れ
て
き
た
。

本
論
の
主
題
と
の
関
係
で
決
定
的
な
の
は
、
こ
の
う
ち
の
第
四

で
あ
る
。
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ａ
を
柱
と
す
る
米
国
議
会
・
政
府
の
包
括

「
例
外
的
事
象
（exceptional occurrence

）」
に
あ
た
る
こ
と

を
理
解
し
つ
つ
も
、
欧
州
委
員
会
は
二
類
型
に
つ
い
て
の
支
援
要

請
し
か
認
め
な
か
っ
た
。
ま
ず
、
加
盟
国
が
航
空
保
険
料
の
上
昇

分
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
。
そ
れ
は
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ａ
に

お
け
る
戦
争
リ
ス
ク
保
険
措
置
に
相
当
し
、
航
空
会
社
が
同
時
多

発
テ
ロ
発
生
前
の
レ
ベ
ル
の
費
用
で
保
険
を
購
入
で
き
る
よ
う
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
次
い
で
、
加
盟
国
が
テ
ロ
直
後
の
米
国
空
域

飛
行
禁
止
に
直
接
起
因
す
る
損
失
を
補
償
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
。

た
だ
し
そ
れ
に
は
二
億
ド
ル
と
い
う
限
度
額
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
額
は
現
実
に
は
、
テ
ロ
後
の
需
要
低
迷
に
よ
る
も
の
も
含
め

最
終
的
に
三
六
億
ド
ル
に
上
っ
た
と
さ
れ
る
欧
州
系
航
空
会
社
の

損
失
の
、
ご
く
僅
か
な
一
部
分
を
カ
バ
ー
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た

（
26
）

。

③　

米
欧
の
対
応
の
違
い
の
背
景

米
国
と
欧
州
と
で
行
わ
れ
た
同
時
多
発
テ
ロ
後
の
航
空
会
社
支

援
は
、
基
本
的
な
姿
勢
に
お
い
て
全
く
対
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

米
国
は
政
府
に
よ
る
私
企
業
経
営
へ
の
介
入
を
こ
の
場
合
「
善
」

と
み
、
短
期
及
び
長
期
の
両
面
で
航
空
会
社
を
保
護
し
よ
う
と
し

た
。
対
し
て
欧
州
は
、
自
由
放
任
（laissez-faire

）
を
政
策
の

基
調
と
し
（
換
言
す
れ
ば
政
府
の
介
入
を
「
悪
」
と
み
て
）、
同

二
一
三
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現
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

（
32
）

。

Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ａ
と
比
べ
て
、
欧
州
委
員
会
の
航
空
会
社
支
援

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
極
め
て
大
人
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
加

盟
国
政
府
が
航
空
会
社
に
対
し
て
戦
争
リ
ス
ク
保
険
を
提
供
す
る

こ
と
を
認
め
、
同
時
に
、
Ｆ
Ａ
Ａ
の
飛
行
禁
止
措
置
に
直
接
に
起

因
す
る
損
失
を
填
補
す
る
、
と
い
う
内
容
を
有
し
て
い
た
。
航
空

会
社
首
脳
及
び
加
盟
国
政
府
か
ら
の
請
願
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
欧

州
委
員
会
は
そ
の
範
囲
を
超
え
る
国
家
支
援
を
断
固
と
し
て
認
め

な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
対
応
は
、
欧
州
の
航
空
会
社
首
脳
に

と
っ
て
そ
れ
以
上
な
い
程
に
冷
酷
と
映
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し

て
実
際
に
同
時
多
発
テ
ロ
の
発
生
か
ら
数
週
間
の
う
ち
に
、

S
w
issair

と
ベ
ル
ギ
ーS

abena

は
経
営
破
た
ん
し
、
運
航
を
停

止
し
た
。
欧
州
委
員
会
は
航
空
会
社
が
い
ず
れ
再
編
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
、
あ
る
い
は
、
自
由
市
場
の
規
律
に
任
せ
る
以
上
そ
の
よ

う
な
再
編
は
む
し
ろ
必
要
と
な
る
と
予
想
し
て
い
た
。
両
社
の
経

営
破
た
ん
は
お
そ
ら
く
想
像
以
上
に
早
く
訪
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う

が
、
欧
州
委
員
会
の
基
本
的
姿
勢
に
変
更
を
迫
る
よ
う
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
。S

w
issair

は
か
つ
て
「
空
飛
ぶ
銀
行
（F

lying 
B
ank

）」
と
ま
で
呼
ば
れ
強
い
財
務
体
質
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、

一
九
九
〇
年
代
に
は
経
営
判
断
の
失
敗
に
よ
り
業
績
が
悪
化
し
て

的
で
素
早
い
対
応
に
よ
り
、
テ
ロ
直
後
の
大
混
乱
の
中
で
お
そ
ら

く
相
当
に
高
い
確
率
で
発
生
し
得
た
は
ず
の
、
米
国
に
お
け
る
航

空
会
社
の
経
営
破
た
ん
又
は
運
航
停
止
と
い
っ
た
事
態
が
結
局
起

こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
米
系
航
空
会
社
は

二
〇
〇
一
年
第
四
四
半
期
に
七
五
億
ド
ル
の
損
失
を
出
し
た
が
、

連
邦
政
府
の
直
接
金
融
支
援
に
よ
っ
て
、
初
期
的
な
損
失
の
ほ
ぼ

全
部
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
総
計
で
四
六
億
ド
ル
が

U
nited

及
びA

m
erican

に
拠
出
さ
れ
、
ま
たD

elta

も
五
億
ド

ル
以
上
の
支
援
を
受
け
た
。
直
接
的
な
支
援
に
加
え

Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ａ
は
ま
た
、
航
空
産
業
全
体
が
極
度
に
不
安
定
化
し

た
状
況
下
で
経
営
破
た
ん
へ
と
転
落
す
る
企
業
が
発
生
し
な
い
よ

う
、
連
邦
政
府
に
よ
る
長
期
債
務
保
証
を
も
規
定
し
た
。
ま
た
、

連
邦
破
産
法
の
チ
ャ
プ
タ
ー
・
イ
レ
ブ
ン
に
基
づ
く
再
建
型
倒
産

手
続
に
も
十
分
な
蓄
積
が
あ
り
、
同
手
続
の
下
、
航
空
会
社
の
運

航
の
継
続
が
実
際
上
妨
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
見
通
し
も
十
分
に
効

い
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
、
突
如
失
わ
れ
た
航
空
需
要
、

記
録
的
な
損
失
計
上
、
民
間
保
険
の
入
手
困
難
と
い
っ
た
異
常
事

態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
ロ
直
後
、
主
要
航
空
会
社
に
経
営
破
た

ん
し
て
運
航
停
止
に
陥
る
よ
う
な
も
の
は
出
現
し
な
か
っ
た
。
そ

し
て
欠
航
に
よ
り
旅
先
で
立
ち
往
生
す
る
よ
う
な
旅
客
も
、
ま
た

二
一
四
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規
定
に
反
す
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
当
該
支
援
は
具
体
的
に
は
如

何
な
る
意
味
に
お
い
て
も
欧
州
市
場
を
歪
ま
せ
る
こ
と
は
な
い
、

と
反
論
し
た
。
更
に
委
員
会
は
、
今
回
の
公
的
支
援
は
正
規
の
リ

ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
手
続
を
行
う
ま
で
の
穴
埋
め
（stop-
gap

）
に
過
ぎ
な
い
と
し
、
両
社
に
対
す
る
公
的
支
援
は
最
後
の

例
外
で
あ
っ
て
、
以
後
加
盟
国
の
航
空
会
社
に
経
営
破
た
ん
が
生

じ
た
場
合
で
も
、
委
員
会
に
よ
っ
て
当
初
示
さ
れ
た
規
定
の
限
り

で
し
か
国
家
対
応
を
認
め
な
い
と
、
語
気
を
強
め
た

（
34
）

。

こ
こ
か
ら
み
え
て
く
る
の
は
、
多
額
の
公
的
資
金
が
投
入
さ
れ
、

か
つ
再
建
型
倒
産
手
続
の
適
用
が
見
込
め
、
し
た
が
っ
て
運
航
停

止
が
発
生
す
る
可
能
性
の
小
さ
い
米
国
が
、
破
た
ん
会
社
の
旅
客

に
対
す
る
保
護
を
講
ず
べ
き
実
質
的
な
基
礎
を
有
し
な
い
と
い
う

事
実
、
そ
れ
に
対
し
て
欧
州
で
は
、
加
盟
国
政
府
が
破
た
ん
航
空

会
社
に
対
す
る
つ
な
ぎ
融
資
、
政
府
保
証
の
よ
う
な
措
置
を
自
ら

の
判
断
で
行
い
得
な
い
う
え
に
、
判
断
権
限
を
有
す
る
欧
州
委
員

会
がS

w
issair

、S
abena

の
教
訓
か
ら
将
来
も
公
的
支
援
の
判

断
を
留
保
す
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
、
つ
ま
り
運
航
停
止
が
生

じ
る
と
い
う
濃
厚
な
予
測
で
あ
る
。
後
者
は
、
旅
客
保
護
を
推
進

す
る
積
極
的
な
動
機
と
も
な
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
現
在
専
ら
欧

州
に
お
い
て
こ
の
側
面
で
の
議
論
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
、
当
然

い
た
。
同
時
多
発
テ
ロ
は
、
そ
の
破
た
ん
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
早
め

あ
る
い
は
際
立
た
せ
た
に
過
ぎ
な
い
。
同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
四
日

間
の
飛
行
禁
止
措
置
及
び
そ
の
後
の
需
要
低
迷
が
、
同
社
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
危
機
的
低
下
を
招
い
た
の
は
疑
い
な
い
。

新
た
な
融
資
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
たS

w
issair

は
、
二
〇
〇
一

年
一
〇
月
に
破
産
し
運
航
を
完
全
に
停
止
し
た
。
ス
イ
ス
政
府
は
、

欧
州
委
員
会
の
判
断
に
従
い
、
同
社
へ
の
公
的
支
援
を
行
わ
ず
に
、

そ
の
代
わ
り
に
民
間
の
金
融
支
援
を
得
ら
れ
る
よ
う
援
助
す
る
態

度
で
臨
ん
だ

（
33
）

。

し
か
し
、
こ
の
予
期
せ
ぬ
航
空
交
通
の
途
絶
に
よ
り
、

一
九
、〇
〇
〇
人
余
の
旅
客
が
立
ち
往
生
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
社

会
問
題
化
す
る
。
狼
狽
え
た
ス
イ
ス
政
府
は
そ
こ
で
一
転
、
同
社

の
運
航
再
開
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。
欧
州
委

員
会
は
、
加
盟
国
政
府
か
ら
の
抗
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
イ
ス

政
府
の
こ
の
対
応
を
公
式
に
は
非
難
し
な
か
っ
た
。
次
い
で
委
員

会
は
、
欧
州
連
合
の
加
盟
国
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
が
、
ほ
ぼ
同
時
期

に
経
営
破
た
ん
に
追
い
込
ま
れ
たS

abena

に
対
し
て
公
的
支
援

を
行
う
こ
と
を
も
黙
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
対
応
は
、
自
由
市
場
主

義
と
は
相
容
れ
な
い
と
の
批
判
を
受
け
た
が
、
委
員
会
は
国
家
的

支
援
が
抽
象
的
に
は
欧
州
連
合
（
及
び
欧
州
・
ス
イ
ス
間
）
競
争

二
一
五
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部
分
の
旅
客
が
実
際
に
こ
れ
を
利
用
し
た

（
36
）

。
こ
の
事
例
は

チ
ャ
ー
タ
ー
航
空
会
社
に
関
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
邦

人
の
帰
還
手
続
の
発
動
と
実
施
に
関
す
る
経
験
と
し
て
一
般
化
が

可
能
な
面
を
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
既
存
の
民
間
機
、
同
要

員
を
利
用
し
た
も
の
の
、
す
べ
て
の
機
材
は
検
査
を
受
け
、
監
督

庁
の
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
破
た
ん
か
ら
空
輸
ス

キ
ー
ム
の
発
動
ま
で
に
数
日
を
要
し
た
。
あ
る
い
は
、
フ
ラ
イ
ト

の
み
の
旅
客
に
つ
い
て
は
と
く
に
、
現
地
で
影
響
を
受
け
て
い
る

本
人
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り
、
帰
還
に
向
け
た
調
整
を
す
る
こ
と

に
相
当
の
困
難
が
生
じ
た
。

A
ir M

adrid

は
ス
ペ
イ
ン
籍
で
、
当
時
欧
州
で
唯
一
の
長
胴

機
利
用
Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
あ
っ
た
。
整
備
不
良
が
相
次
ぐ
な
ど
し
た
た
め

に
ス
ペ
イ
ン
政
府
が
運
航
免
許
の
剥
奪
に
動
く
と
報
道
さ
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
運
航
を
停
止
す
る
に

至
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
、
ル
ー
マ
ニ
ア

方
面
を
中
心
に
一
〇
万
人
以
上
の
旅
客
が
立
ち
往
生
し
た
。
そ
の

大
部
分
は
ホ
リ
デ
ー
・
シ
ー
ズ
ン
に
帰
省
す
る
た
め
の
移
民
で

あ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
の
監
督
庁
は
、
チ
ェ
ー
タ
ー
便
を
仕
立
て
て

約
八
、〇
〇
〇
人
の
旅
行
者
を
予
定
地
に
送
り
届
け
た
。
ま
た
、

同
業
者
のA

ir C
om

et

が A
ir M

adrid

の
資
産
及
び
路
線
を
急

の
成
り
行
き
と
さ
え
い
い
得
る
の
で
あ
る
。

Ⅲ 　

経
営
破
た
ん
に
伴
う
欠
航
と
旅
客
保
護

（
1
）
経
営
破
た
ん
に
伴
う
欠
航
の
特
性
と
旅
客
保
護
の
要
請

欧
州
に
お
け
る
近
時
の
破
た
ん
事
例
と
そ
こ
で
の
旅
客
保
護
の

経
験
を
、
ま
ず
は
み
て
お
き
た
い
。

X
L
 A

irw
ays

は
英
国
の
チ
ャ
ー
タ
ー
航
空
会
社
で
あ
り
、

二
〇
〇
八
年
九
月
の
破
た
ん
に
よ
り
、
八
万
か
ら
八
万

五
、〇
〇
〇
人
の
旅
客
が
旅
先
で
立
ち
往
生
し
た
が
、
別
に
、

二
四
万
人
が
翌
月
に
か
け
て
の
予
約
を
有
し
て
い
た
。
旅
客
の
ほ

と
ん
ど
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
に
組
み
込
ま
れ
た
予
約
記
録
を
有
し

て
お
り
、
よ
っ
て
彼
ら
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
者
を
保
護
す
る
英
国

政
府
の
旅
行
業
者
監
督
ス
キ
ー
ム
（A

ir T
ravel O

rganisers ’ 
L
icensing, A

T
O
L

）
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た

（
35
）

。
そ
れ

以
外
の
八
、〇
〇
〇
か
ら
一
万
人
は
フ
ラ
イ
ト
の
み
の
予
約
を
有

す
る
旅
客
で
あ
っ
た
。
英
国
の
航
空
監
督
庁
は
、
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
ス

キ
ー
ム
に
基
づ
き
邦
人
帰
還
の
た
め
の
空
輸
を
開
始
し
た
。
本
来
、

こ
の
措
置
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
客
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
航
空
便

の
み
の
旅
客
も
費
用
を
負
担
す
る
条
件
で
参
加
が
認
め
ら
れ
、
大

二
一
六
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務
的
困
窮
は
既
に
大
き
く
報
道
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
末
期
に
は
極

め
て
低
い
予
約
し
か
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
全
て
の
機

材
は
本
国
に
帰
還
出
来
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。S

abena

の

子
会
社
で
あ
る
Ｄ
Ａ
Ｔ
は
、
ベ
ル
ギ
ー
政
府
の
つ
な
ぎ
融
資
を
受

け
て
、
す
ぐ
さ
ま
路
線
の
一
部
を
承
継
し
運
航
を
再
開
し
た
。
こ

れ
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
破
た
ん
し
たS

w
issair

に
お
い
て
、
多

数
の
孤
立
旅
客
を
生
じ
た
一
方
、
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
帰
還
手
法
が

採
ら
れ
た
こ
と
と
対
照
的
と
い
い
得
る
。S

abena

の
事
例
は
、

旅
客
保
護
の
観
点
か
ら
は
、
大
規
模
な
経
営
破
た
ん
時
の
対
応
の

一
つ
の
手
本
を
示
す
も
の
で
あ
る

（
39
）

。

以
上
の
各
事
例
は
経
営
の
規
模
、
運
航
モ
デ
ル
、
末
期
に
お
け

る
状
況
等
々
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
事
情
を
有
し
対
応
も
一
様
で
は

な
い
が
、
総
合
的
に
評
価
す
る
と
き
、
少
な
く
と
も
①
監
督
庁
に

よ
る
経
営
状
況
の
悪
化
に
つ
い
て
の
適
切
な
把
握
、
②
破
た
ん
後

の
緊
急
課
題
と
し
て
の
邦
人
帰
還
、
③
帰
還
の
た
め
の
輸
送
開
始

ま
で
の
間
の
旅
客
の
ビ
バ
ー
ク
、
④
旅
客
に
対
す
る
返
金
、
適
切

な
補
償
と
い
う
旅
客
保
護
問
題
が
、
航
空
会
社
の
経
営
破
た
ん
時

に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
事
項
と
し
て
経
験
的
に
確
認
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
経
営
破
た
ん
を
防
ぎ
旅
客
が
リ
ス
ク

に
さ
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
か
、
又
は
リ
ス
ク
を
当
初
段
階
に

き
ょ
引
き
継
ぎ
、
輸
送
を
実
質
的
に
継
続
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

で
も
数
千
人
単
位
の
旅
客
が
取
り
残
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
た
。
ス

ペ
イ
ン
政
府
は
、
航
空
監
督
庁
と
空
港
と
連
携
し
つ
つ
国
際
礼
譲

（courtesy
）
の
観
点
か
ら
そ
う
し
た
旅
客
へ
の
対
応
に
当
た
っ

た
。
同
国
法
上
、
航
空
券
の
払
い
戻
し
、
補
償
な
ど
に
関
す
る
措

置
は
な
く
、
倒
産
処
理
手
続
に
お
い
て
、
旅
客
に
優
先
再
生
債
権

者
と
し
て
の
地
位
を
与
え
る
こ
と
も
模
索
さ
れ
た
が
、
債
権
者
及

び
破
産
会
社
の
反
対
に
あ
う
な
ど
の
混
乱
が
生
じ
た
。
こ
こ
で
は

空
輸
に
関
す
る
問
題
に
加
え
、
旅
客
に
対
す
る
補
償
の
困
難
性
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た

（
37
）

。

E
U
Jet

は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
あ
り
、A

ir M
adrid

に
似
通
っ
た
経
緯
を
辿
っ
て
二
〇
〇
五
年
七
月
に
運
航
を
停
止
し

た
。
欧
州
各
地
に
五
、〇
〇
〇
人
余
り
の
立
ち
往
生
客
が
発
生
し

た
が
、
同
業
他
社
が
特
別
に
低
料
金
を
設
定
し
て
、
帰
還
を
積
極

的
に
援
助
し
た
た
め
大
き
な
混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。
未
行
使
の

航
空
券
に
つ
い
て
も
払
い
戻
し
が
な
さ
れ
た

（
38
）

。

S
abena

は
ベ
ル
ギ
ー
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
で
あ
っ
た

が
、
同
時
多
発
テ
ロ
の
余
波
を
受
け
て
二
〇
〇
一
年
一
一
月
に
破

た
ん
し
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
運
航
停
止
で
立
ち
往
生
し
た
旅

客
は
多
く
は
な
く
、
大
き
な
混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。
同
社
の
財

二
一
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
九
二
）

① 　

航
空
会
社
の
財
務
を
含
む
経
営
状
況
に
つ
い
て
の
監
督
庁

の
監
視
強
化（40）

経
営
破
た
ん
へ
の
境
界
上
に
あ
る
航
空
会
社
を
捕
捉
し
、
財
務

的
安
定
性
を
監
視
し
、
公
表
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
、
念
頭
に

置
か
れ
て
い
る
。
既
に
、
市
場
参
入
規
制
を
行
う
規
則

R
egulation 

（E
C

） 1008/2008 （
41
） 

は
、
予
防
原
則
に
立
ち
、
財
務

的
健
全
性
を
航
空
運
航
免
許
を
請
い
受
け
る
う
え
で
の
条
件
と
し

て
い
る
（A

rt. 5.1

）。
ま
た
、
航
空
会
社
は
監
督
庁
に
対
し
て
毎

決
算
期
監
査
済
財
務
諸
表
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
、
そ
の
他
監

督
庁
は
何
時
で
も
所
管
の
航
空
会
社
の
財
務
査
定
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
（A

rt. 8.4

）。
そ
し
て
、
同
査
定
に
基
づ
き
、
向
こ
う

一
二
ヶ
月
間
に
わ
た
り
免
許
に
適
合
す
る
諸
義
務
を
航
空
会
社
が

履
行
で
き
な
い
と
判
断
す
る
と
き
は
、
監
督
庁
は
当
該
航
空
会
社

の
運
航
免
許
の
停
止
又
は
取
消
し
の
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

（A
rt. 9.1

）。
監
督
庁
が
技
術
的
問
題
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う

に
航
空
会
社
の
財
務
問
題
に
も
コ
ミ
ッ
ト
し
、
免
許
停
止
等
の
措

置
を
採
れ
れ
ば
強
力
な
旅
客
保
護
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
最
終
手
段
と
し
て
の
免
許
停
止
に
至
る
段
階
で
、
潜
在
的
な

利
用
者
に
対
し
公
正
に
危
険
性
を
警
告
で
き
れ
ば
、
そ
の
効
果
は

更
に
高
ま
る
と
い
え
る
。

お
い
て
最
小
化
す
る
た
め
の
予
防
的
手
法
と
、
リ
ス
ク
が
顕
在
化

し
た
後
に
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
対
処
的
手
法
と
を
組
み
合
わ
せ
て
、

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。

（
2
）
欧
州
に
お
け
る
議
論
の
内
容

予
防
的
手
法
、
対
処
的
手
法
の
両
面
か
ら
本
問
題
に
対
応
す
べ

く
、
欧
州
委
員
会
、
及
び
そ
の
委
託
研
究
と
し
て
各
研
究
機
関
に

お
い
て
こ
れ
ま
で
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
下
敷
き
に
今
後
立
法
作
業
が
進
む
こ
と
に
な
る
。
議
論
の
内
容

は
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
①
航
空
会
社
の
財
務
を
含
む
経
営
状
況

に
つ
い
て
の
監
督
庁
の
監
視
強
化
。
②
航
空
券
購
入
チ
ャ
ネ
ル
に

お
け
る
旅
客
へ
の
注
意
喚
起
の
強
化
。
③
破
た
ん
処
理
に
対
す
る

国
家
責
任
の
明
確
化
。
④
航
空
会
社
の
責
任
保
険
強
制
加
入
。
⑤

旅
客
の
保
険
強
制
加
入
。
⑥
旅
客
の
出
資
に
基
づ
く
共
通
補
償
基

金
の
創
設
。
⑦
倒
産
処
理
に
お
け
る
旅
客
債
権
の
優
先
的
取
扱
い
、

の
七
つ
に
集
約
さ
れ
る
が
、
Ｅ
Ｕ
が
過
去
の
経
験
に
多
く
を
学
ん

で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
各
要
旨
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
考
え

ら
れ
る
課
題
点
と
と
も
に
紹
介
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
一
八



航
空
会
社
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
制
（
工
藤
）

（
三
九
三
）

を
強
め
て
き
て
い
る
。
た
だ
し
現
行
規
則
は
、
消
費
者
契
約
規
制

と
し
て
の
、
表
示
画
面
及
び
広
告
内
容
の
真
実
性
に
つ
い
て
の
一

般
的
な
も
の
で
あ
る
（R

egulation 1008/2008 （
43
）

）。
広
告
手
法

の
透
明
性
、
情
報
の
完
全
性
及
び
適
時
性
の
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
で
の

確
保
は
消
費
者
法
的
に
は
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
旅
客
の
主
体

的
な
予
防
行
動
を
喚
起
す
る
た
め
の
方
策
に
位
置
付
け
る
こ
と
に

は
、
異
質
の
感
が
否
め
な
い
。
破
た
ん
航
空
会
社
に
限
ら
ず
、
日

常
的
に
欠
航
、
延
着
は
発
生
し
得
る
の
で
あ
る
し
、
ど
の
よ
う
な

リ
ス
ク
を
想
定
し
、
ど
こ
ま
で
の
情
報
を
旅
客
に
提
供
す
る
か
は
、

や
は
り
議
論
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
表
示

す
る
情
報
を
強
制
で
き
て
も
、
消
費
者
に
よ
る
そ
の
完
全
な
閲
覧

を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
う
し
な
か
っ
た
顧
客
を
自

己
責
任
と
し
て
切
り
捨
て
る
こ
と
も
で
き
な
い
に
違
い
な
い
。

③　

破
た
ん
処
理
に
対
す
る
国
家
責
任
の
明
確
化（44）

航
空
会
社
に
対
し
運
航
免
許
を
与
え
て
い
る
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
、

利
用
者
に
対
す
る
責
任
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

経
営
破
た
ん
と
い
う
特
別
な
状
況
に
お
い
て
立
ち
往
生
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
旅
行
者
に
緊
急
輸
送
等
の
保
護
を
与
え
る
加
盟
国

の
義
務
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
迅
速
か
つ
有
効
な
空
輸
を
航
空

し
か
し
実
際
に
は
、
財
務
情
報
に
関
す
る
評
価
判
断
に
は
、
高

度
の
専
門
知
識
を
要
す
る
。
す
べ
て
の
加
盟
国
の
航
空
監
督
庁
が
、

そ
の
た
め
の
一
定
水
準
以
上
の
能
力
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

は
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
開
示
の
精
度
を
上
げ
る
こ
と
は
、
新
規

参
入
企
業
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
参
入
障
壁
と
な
り
、
加
え

て
と
く
に
非
上
場
企
業
に
は
大
き
な
コ
ス
ト
要
因
と
な
る
。

② 　

航
空
券
購
入
チ
ャ
ネ
ル
に
お
け
る
旅
客
へ
の
注
意
喚
起
の

強
化（42）

航
空
会
社
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
そ
の
他
の
航

空
券
販
売
チ
ャ
ネ
ル
に
お
い
て
、
消
費
者
注
意
喚
起
情
報
の
表
示

を
拡
充
す
る
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
航
空
券
使
用
不
能

リ
ス
ク
、
保
険
購
入
オ
プ
シ
ョ
ン
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
使
用

約
款
の
払
い
戻
し
条
件
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
付
帯
保
険

（S
cheduled A

irline F
ailure Insurance, S

A
F
I

）
の
適
用
可

能
性
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
指
令
の
適
用
に
よ
る
保
護
の
範
囲
等
が
、

こ
れ
に
含
ま
れ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
ダ
イ
レ
ク
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
普
及
と
そ
こ
で
の
表
示
の
重
要
性
に
鑑
み
、
Ｅ
Ｕ
と
同
加
盟
国

政
府
は
、
こ
れ
ま
で
も
航
空
会
社
が
行
う
表
示
・
開
示
へ
の
監
視

二
一
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
九
四
）

あ
る
。
航
空
事
業
者
に
対
す
る
付
保
強
制
を
定
め
る
規
則

R
egulation 785/2004 （

46
） 

を
改
正
し
補
償
範
囲
を
拡
げ
る
こ
と
が

念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
従
来
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
最
も
影
響
の
大

き
い
旅
客
保
護
規
定
は
、
前
述
の
と
お
り
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
者
に

対
す
る
保
護
指
令C

ouncil D
irective 90/314/E

E
C

で
あ
っ

た
。
全
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
国
内
法
措
置
を
終
え
て

お
り
、
補
償
措
置
の
一
部
を
除
き
そ
の
適
用
基
準
は
ほ
ぼ
共
有
さ

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
時
そ
の
割
合
が
次
第
に
大
き
く
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旅
行
会
社
を
通
さ
ず
に
個
人
的
に
組

ま
れ
た
場
合
の
航
空
券
は
、
同
指
令
の
適
用
外
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
航
空
会
社
自
身
の
保
険
料
負
担
に
お
い
て
、
代
替
的
交

通
手
段
の
利
用
、
及
び
チ
ケ
ッ
ト
購
入
費
用
の
払
い
戻
し
を
確
保

し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
保
険
の
購
入
は
保
険
市
場
圧
力
と
無
関
係
で
は
な
く
、

経
営
状
態
の
悪
化
し
た
企
業
に
つ
い
て
は
高
い
保
険
料
プ
レ
ミ
ア

ム
の
発
生
を
避
け
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
こ
と
自
体
の
負
担
に

よ
っ
て
、
企
業
の
死
期
を
早
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

⑤　

旅
客
の
保
険
強
制
加
入（47）

航
空
会
社
の
経
営
破
た
ん
時
に
代
替
交
通
機
関
の
利
用
料
及
び

業
界
と
連
携
し
て
実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
軍
用
機
を
投
入
す
る

た
め
の
手
続
を
定
め
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

民
間
人
の
航
空
輸
送
に
つ
い
て
は
、
相
当
な
数
の
前
例
が
欧
州

内
外
に
存
在
す
る
が
、
航
空
産
業
に
よ
る
任
意
の
協
力
を
前
提
に
、

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
に
行
わ
れ
て
き
た
実
態
が
あ
る
。
し
か
し
、

Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
も
数
万
人
規
模
に
上
る
利
用
者
数
、
と
り
わ
け
旅
行
繁

忙
期
に
お
け
る
対
処
の
困
難
さ
に
鑑
み
れ
ば
、
政
府
が
介
入
し
て

適
用
可
能
な
資
源
の
特
定
と
そ
の
適
切
な
配
置
を
組
織
的
に
行
う

必
要
性
は
高
い
。
政
府
に
と
っ
て
、
例
え
ば
一
万
人
の
民
間
人
が
、

も
し
そ
れ
が
各
人
の
自
己
責
任
に
基
づ
く
選
択
行
動
と
し
て
の
旅

行
予
約
の
結
果
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
海
外
で
立
ち
往
生
し
て
い

る
状
況
を
放
置
で
き
な
い
し
、
礼
譲
の
観
点
か
ら
、
行
き
場
を

失
っ
て
い
る
外
国
人
も
見
殺
し
に
は
で
き
な
い
。
航
空
会
社
、
空

港
会
社
等
の
ス
テ
ー
ク
・
ホ
ル
ダ
ー
だ
け
で
な
く
一
般
世
論
も
、

国
家
が
周
到
な
準
備
を
背
景
に
事
態
に
対
応
す
る
こ
と
を
歓
迎
す

る
で
あ
ろ
う
。

④　

航
空
会
社
の
責
任
保
険
強
制
加
入（45）

す
べ
て
の
航
空
会
社
に
対
し
て
、
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護

費
用
を
担
保
す
る
た
め
の
保
険
加
入
を
強
制
す
る
と
い
う
も
の
で

二
二
〇



航
空
会
社
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
制
（
工
藤
）

（
三
九
五
）

て
高
額
な
保
険
料
と
な
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

⑥　

旅
客
の
出
資
に
基
づ
く
共
通
補
償
基
金
の
創
設（48）

一
定
の
方
法
で
航
空
券
の
購
入
額
に
保
険
料
を
上
乗
せ
し
、
政

府
等
が
こ
れ
を
航
空
会
社
の
経
営
破
た
ん
に
備
え
て
管
理
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
負
担
者
と
受
益
者
と
が
一
致
す
る
そ
の
基
本

的
な
発
想
は
単
純
で
あ
る
。

し
か
し
、
保
険
料
を
如
何
に
定
め
る
か
は
、
実
際
に
は
困
難
な

判
断
を
伴
う
。
一
律
の
賦
課
金
方
式
を
採
る
と
、
こ
れ
は
リ
ス
ク

に
基
づ
く
プ
レ
ミ
ア
ム
の
あ
る
べ
き
負
担
と
一
致
し
な
く
な
る
。

ま
た
、
結
果
と
し
て
給
付
さ
れ
る
補
償
金
額
と
の
関
係
で
衡
平
と

い
え
る
た
め
に
は
、
高
額
の
チ
ケ
ッ
ト
ほ
ど
保
険
料
も
高
く
な
る
、

比
例
的
な
負
担
を
検
討
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
要
請
を
組
み
合
わ
せ
る
と
す
る
な
ら
、
極
め
て
複
雑
な
保
険
料

体
系
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
制
度
構
築
上
の
課
題
は

他
に
も
あ
る
。
加
盟
国
単
位
で
い
う
と
数
年
に
一
回
程
度
の
低
い

頻
度
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
、
保
険
料
の
算
定
、
徴
収
、
運
用
、

審
査
及
び
支
払
を
自
前
の
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
て
運
営
し
て
い
く
と

す
る
な
ら
、
お
そ
ら
く
膨
大
な
管
理
費
用
を
生
み
出
す
こ
と
に
な

り
、
そ
の
統
計
的
希
少
性
か
ら
し
て
、
無
駄
の
大
き
い
手
法
と
評

支
払
済
航
空
券
代
金
等
に
つ
い
て
の
補
償
を
受
け
る
た
め
の
保
険

を
、
旅
行
者
個
人
が
購
入
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
十
分
な
情

報
が
開
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
で
、
航
空
会
社
に
義
務
を
履

行
す
る
責
任
が
あ
る
一
方
で
、
航
空
券
保
有
者
に
も
航
空
券
購
入

判
断
の
責
任
が
あ
る
。
こ
の
手
法
は
消
費
者
の
リ
ス
ク
を
抑
制
し
、

そ
の
費
用
負
担
は
受
益
者
た
る
彼
ら
に
帰
す
る
の
で
あ
っ
て
、
単

純
で
あ
る
。
航
空
企
業
自
身
の
努
力
に
依
存
し
な
い
た
め
、
航
空

業
界
の
需
要
変
動
に
対
す
る
耐
性
が
高
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。も

っ
と
も
、
保
険
証
券
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
範
囲
は
議
論
と
な
り

得
る
。
欠
航
、
遅
延
に
よ
り
利
用
で
き
な
か
っ
た
ホ
テ
ル
の
代
金

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
も
含
め
る
と
す
る
と
、
従
来
ク
レ

ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
の
利
用
付
帯
保
険
と
し
て
運
用
さ
れ
て
き
た

Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｉ
に
類
似
し
た
機
能
を
持
っ
て
く
る
。
し
か
し
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｉ

の
保
険
料
が
低
廉
で
あ
れ
た
の
は
、
数
万
人
規
模
の
欠
航
と
そ
れ

に
伴
っ
て
関
連
費
用
が
大
規
模
に
発
生
す
る
「
異
常
な

（extraordinary

）」
事
態
を
補
償
対
象
か
ら
除
い
て
い
た
た
め

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
な
い
。
ま
た
、
保
険
料
が
仮
に
リ

ス
ク
・
プ
レ
ミ
ア
ム
を
反
映
し
た
形
に
な
る
と
す
る
と
、
信
用

デ
ー
タ
の
蓄
積
の
乏
し
い
新
規
参
入
Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
は
、
運
賃
に
比
べ

二
二
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
九
六
）

（
3
）
欧
州
に
よ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
の
方
向
性

こ
の
程
、
欧
州
委
員
会
は
、
航
空
旅
客
保
護
に
関
す
る
欧
州
議

会
の
諮
問
に
対
し
て
、「
共
通
補
償
基
金
（R

eserve 
C
om

pensation F
und

）」
の
創
設
と
、
路
線
を
共
有
す
る
す
べ

て
の
航
空
会
社
が
有
事
に
座
席
を
融
通
す
る
と
い
う
「
共
助
責
任

（m
utual responsibility

）」
に
基
づ
く
解
決
を
答
申
し
た

（
50
）

。
委

員
会
は
、
現
在
、
同
趣
旨
に
お
い
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
指
令

C
ouncil D

irective 90/314/E
E
C

の
保
護
を
、
個
人
手
配
旅

行
に
ま
で
拡
充
す
る
場
合
の
政
策
影
響
評
価
を
終
え
よ
う
と
し
て

い
る
。

欧
州
委
員
会
に
は
、
も
と
も
と
本
問
題
に
全
く
介
入
し
な
い
と

い
う
選
択
肢
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
既
存
の
保
護
策
が
関
係

す
る
旅
客
の
保
護
が
十
全
に
機
能
し
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、

今
後
も
経
営
破
た
ん
に
よ
っ
て
生
じ
た
コ
ス
ト
を
旅
客
に
押
し
付

け
続
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
旅
客
へ
の
補
償

と
、
空
輸
等
の
緊
急
対
応
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
課
題
に
、
ひ
と

ま
ず
手
を
つ
け
る
こ
と
を
決
断
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

価
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

⑦　

倒
産
処
理
に
お
け
る
旅
客
債
権
の
優
先
的
取
扱
い（49）

倒
産
処
理
、
と
く
に
精
算
手
続
に
お
い
て
、
旅
客
を
優
先
債
権

者
の
ク
ラ
ス
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
再

生
型
の
処
理
で
は
運
航
が
継
続
さ
れ
旅
客
保
護
の
要
請
も
そ
れ
だ

け
後
退
す
る
た
め
に
、
航
空
企
業
で
は
再
生
手
続
の
利
用
を
促
進

す
べ
き
と
す
る
主
張
も
な
い
こ
と
な
い
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
に
は
倒

産
法
制
及
び
同
実
務
に
対
し
て
固
有
の
考
え
方
が
あ
り
、
特
定
事

業
種
の
特
定
問
題
の
た
め
に
そ
の
本
質
的
変
更
を
迫
る
こ
と
は
現

実
的
で
な
い
し
、
す
べ
き
で
も
な
い
。
こ
の
前
提
の
下
で
は
、
清

算
型
処
理
に
際
し
て
、
手
続
開
始
前
の
一
定
期
間
に
発
生
し
た
労

働
債
権
同
様
、
旅
客
の
運
送
契
約
上
の
債
権
を
共
益
債
権
と
し
得

る
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
よ
う
が
、
任
意
性
が
高
く
、
債
権
額

も
限
定
さ
れ
る
旅
客
の
債
権
を
、
労
働
債
権
と
同
列
に
扱
う
こ
と

は
実
際
に
は
難
し
い
と
い
え
よ
う
。
更
に
い
え
ば
、
破
産
手
続
に

お
け
る
債
権
保
護
は
、
旅
客
保
護
要
請
の
う
ち
の
一
部
を
カ
バ
ー

す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

二
二
二



航
空
会
社
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
制
（
工
藤
）

（
三
九
七
）

状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
窮
迫
時
の
警
告
に
つ
い
て
も
、
そ
の
有

効
性
と
正
当
性
を
に
わ
か
に
は
首
肯
で
き
な
い
。
既
に
主
要
資
本

市
場
に
お
い
て
四
半
期
報
告
と
継
続
性
リ
ス
ク
に
関
す
る
開
示
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
投
入
さ
れ
て
い
る
社
会
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
同
等
以
上
の
精
力
を
特
定
産
業
分
野
の
み
に
傾
注
し
て
、

か
つ
同
程
度
の
精
度
を
も
っ
て
、
そ
れ
以
上
に
短
い
タ
イ
ミ
ン
グ

で
予
想
値
に
基
づ
く
有
効
な
「
警
告
」
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
は
、
相
当
に
疑
わ
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、

不
確
実
性
を
存
立
基
盤
と
す
る
企
業
活
動
に
対
し
て
、
監
督
庁
が

予
測
と
称
し
て
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
押
し
付
け
る
と
し
た
ら
、
そ

れ
自
体
市
場
の
歪
曲
を
歪
め
る
お
そ
れ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か

（
52
）

。

そ
う
考
え
て
く
る
と
、
欧
州
に
と
っ
て
こ
の
問
題
が
非
常
に
困
難

な
政
策
課
題
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
。

一
方
、
航
空
産
業
へ
の
介
入
志
向
が
強
い
米
国
も
、
欧
州
の
動

向
を
固
唾
を
飲
ん
で
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
真
実
で
あ
ろ
う
。

米
国
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
路
線
で
あ
る
大
西
洋
路
線
に
は
、
既

に
米
欧
双
方
か
ら
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
参
入
が
相
次
い
で
お
り
、
そ
の

シ
ェ
ア
も
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
米
国
人
が
米
国
籍
の
航
空
会
社

を
利
用
し
、
当
該
会
社
は
チ
ャ
プ
タ
ー
・
イ
レ
ブ
ン
で
確
実
に
運

航
が
維
持
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
早
晩
神
話
に
過
ぎ
な
く
な
る

（
53
）

。

Ⅳ　

結　

語

報
道

（
51
）

に
よ
る
と
、
欧
州
委
員
会
は
、
航
空
会
社
経
営
破
た
ん
時

の
旅
客
保
護
、
と
り
わ
け
旅
客
へ
の
金
銭
的
補
償
の
た
め
、
共
通

補
償
基
金
を
創
設
す
る
具
体
的
議
論
を
開
始
し
た
に
止
ま
ら
ず
、

同
時
に
、
加
盟
国
政
府
が
各
国
の
航
空
会
社
の
財
務
状
況
を
モ
ニ

タ
ー
す
る
と
と
も
に
、
旅
客
の
保
護
に
適
合
し
な
い
航
空
会
社
に

つ
い
て
は
委
員
会
に
報
告
す
る
制
度
を
も
設
け
、
こ
れ
ら
を
政
策

の
柱
に
措
え
る
方
針
と
い
う
。

欧
州
に
お
け
る
航
空
会
社
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護
が
、
余

計
な
公
的
支
援
に
よ
っ
て
非
効
率
な
航
空
会
社
を
延
命
さ
せ
な
い

と
い
う
、
市
場
主
義
の
哲
学
に
由
来
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
旅
客
保
護
の
た
め
の
方
策
の
柱
が
そ
の
原
理
に
反
す
る
共
通
補

償
基
金
の
創
設
に
据
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
は
、
い
か
に
も
皮
肉
な

こ
と
で
あ
る
。
本
来
な
ら
役
務
の
確
実
な
給
付
を
期
待
し
て
行
わ

れ
る
は
ず
の
消
費
行
動
が
、
補
償
基
金
が
軌
道
に
乗
る
こ
と
に

よ
っ
て
航
空
会
社
の
経
営
破
た
ん
リ
ス
ク
を
度
外
視
で
き
る
こ
と

に
な
り
、
非
効
率
な
航
空
会
社
を
か
え
っ
て
温
存
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
も
う
一
方
の
柱
で
あ
る
監
督
庁
に
よ
る
航
空
会
社
の
財
務

二
二
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
九
八
）

（2nd ed., 2006

） 

参
照
。

（
2
） C

ouncil D
irective 

（E
C

） 90/314/E
E
C
 on package 

travel, package holydays and package tours, O
J N

o L
158, 

23/06/1990, P
0059-0064. 

こ
こ
に
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（package

）」

と
は
、
二
四
時
間
又
は
一
泊
以
上
に
わ
た
る
事
前
手
配
旅
行
で
あ

り
、
移
動
、
宿
泊
そ
の
他
の
旅
行
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
、
包

括
料
金
に
お
い
て
販
売
さ
れ
る
も
の
を
い
う
（A

rt. 2

）。
事
前
手

配
旅
行
の
手
配
者
（organizer

）
又
は
販
売
者
（retailer

）
は
、

旅
行
の
価
格
、
条
件
等
に
つ
き
誤
認
を
与
え
る
表
現
を
用
い
て
は

な
ら
ず
、
ま
た
、
必
要
情
報
を
明
瞭
に
含
む
書
面
を
旅
行
者
に
事

前
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（A

rts. 3 &
 4

）。
加
え
て
、
手

配
者
・
販
売
者
は
、
運
航
会
社
等
の
破
産
（insolvency

）
に
備
え
、

旅
行
者
に
対
す
る
旅
行
料
金
の
返
還
と
、
旅
行
者
の
本
国
送
還
の

た
め
に
十
分
な
余
剰
資
金
の
証
明
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（A
rt. 7

）。

（
3
） S

teer D
avies G

leave, Im
pact A

ssessm
ent of 

P
assenger P

rotection in the E
vent of A

irline Insolvency, 
F
inal R

eport P
repared for E

uropean C
om

m
ission, D

G
 

M
O
V
E
, p. 17, M

arch 2011, available at http://ec.europa.
eu/transport/them

es/passengers/studies/doc/2011_03_ 
passenger-rights-airline-insolvency.pdf 

（last visited June 
23, 2013

）.
（
4
） R

esolution on P
assenger C

om
pensation in the E

vent 
of A

irline B
ankruptcy, E

uropean P
arliam

ent, N
ovem

ber 

そ
の
時
、
や
は
り
彼
ら
も
旅
客
権
利
章
典
の
一
章
に
、
経
営
破
た

ん
時
の
旅
客
対
応
を
記
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
は
既
に
、
破
た
ん
航
空
会
社
の
旅
客
保
護
に
関
し
て

二
〇
一
五
年
に
立
法
化
を
完
了
す
る
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示

し
て
い
る

（
54
）

。
そ
の
間
も
変
化
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
航
空
の
実
態
を

反
映
し
つ
つ
、
議
論
が
最
終
的
に
ど
う
固
ま
る
か
が
注
目
さ
れ
る

（
55
）

。

（
1
） 

欧
州
連
合
は
、
従
来
加
盟
国
の
個
別
の
主
権
に
属
し
て
き
た

領
空
の
商
業
的
利
用
権
を
、
一
九
九
三
年
以
降
、
漸
次
加
盟
国

（
ス
イ
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
イ
等
欧
州
自
由
貿
易
連
合
（
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
加

盟
国
も
参
加
）
に
よ
る
多
数
国
間
の
共
同
管
理
へ
と
移
行
さ
せ
、

二
〇
〇
四
年
に
至
っ
て
市
場
の
完
全
な
単
一
化
を
実
現
し
た
。
そ

の
後
、
非
Ｅ
Ｕ
近
隣
国
（
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
等
）
を
加

え
て
欧
州
共
通
航
空
域
（E
uropean C

om
m
on A

viation A
rea

）、

更
に
は
外
延
諸
国
（
モ
ロ
ッ
コ
、
ヨ
ル
ダ
ン
等
）
を
加
え
た
拡
大

共
通
航
空
域
（C
om

m
on A

viation A
rea

）
を
組
織
し
、
単
一
市

場
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
（http://ec.europa.eu/transport/

m
odes/air/single_european_sky/index_en.htm

 

（last 
visited June 23, 2013

）.

）。
な
お
、
市
場
統
合
の
経
緯
に
つ
い
て

は
、
河
越
真
帆
「
シ
ン
グ
ル
・
ス
カ
イ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
み
る
Ｅ
Ｕ

航
空
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
変
容
」
慶
應
法
学
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一

頁
以
下
、R

igas D
oganis, T

he A
irline B

usiness 45 et seq. 

二
二
四



航
空
会
社
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
制
（
工
藤
）

（
三
九
九
）

立
経
緯
と
消
費
者
志
向
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
落
合
誠
一

「
一
九
九
九
年
国
際
航
空
運
送
に
関
す
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
の

成
立
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
六
二
号
（
一
九
九
九
年
）
九
九
頁
、
関

口
雅
夫
「
一
九
九
九
年
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
に
お
け
る
旅
客
責

任
制
度
」
法
学
新
報
一
〇
六
巻
七
・
八
号
（
二
〇
〇
〇
年
）

三
一
七
頁
、
藤
田
勝
利
編
『
新
航
空
法
講
義
』（
信
山
社
、

二
〇
〇
七
年
）
一
九
七
頁
以
下
﹇
藤
田
勝
利
執
筆
﹈
参
照
。

（
7
） 

権
利
章
典
と
い
う
呼
称
は
、
憲
法
上
の
保
護
を
伝
統
的
に
受

け
て
き
た
権
利
の
他
に
近
年
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
新

し
い
類
型
の
権
利
に
つ
い
て
、
権
利
章
典
の
歴
史
的
重
要
性
を
当

該
権
利
類
型
に
投
影
さ
せ
て
大
衆
に
認
知
さ
れ
易
い
よ
う
工
夫
し

た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
もC

onsum
ers’ B

ill of R
ights, H

ealth 
C
are B

ill of R
ights

と
い
っ
た
具
合
に
多
用
さ
れ
て
き
た
と
さ

れ
る
（T

im
othy M

. R
avich, R

e-R
egulation and A

irline 
P
assengers’ R

ights, 67 J. A
ir L

. &
 C

om
. 935, 936 n.4 

（2002

）.

）。

（
8
） 

一
九
九
一
年
に
上
院
及
び
下
院
で
、
航
空
会
社
経
営
破
た
ん

旅
客
保
護
法
（A

irline P
assenger P

rotection A
ct

）
の
法
案

が
提
出
さ
れ
た
が
（S

. 240; H
.R

. 66

）、
結
局
日
の
目
を
み
な

か
っ
た
。
趣
旨
と
し
て
は
連
邦
航
空
法
（F

ederal A
viation A

ct 
of 1958

）
を
一
部
改
正
し
、
州
際
航
空
又
は
国
際
航
空
に
従
事
す

る
航
空
会
社
に
対
し
、
他
社
の
経
営
破
た
ん
に
際
し
て
当
該
破
た

ん
航
空
会
社
の
発
券
に
か
か
る
航
空
券
を
自
社
便
に
適
用
し
て
運

送
す
る
共
助
体
制
を
構
築
す
る
よ
う
指
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

25, 2009, O
J C

 285 E
/42, 21/10/2010. 

（
5
） D

G
 M

O
V
E
, R

oadm
ap of C

om
m
ission’s Initiative on 

P
assengers’ P

rotection in the E
vent of A

irline Insolvency 
for S

tandalone A
ir, E

uropean C
om

m
ission, O

ctober 2012, 
available at ticketshttp://ec.europa.eu/governance/
im

pact/planned_ia/docs/2011_m
ove_025_airline_

insolvency_en.pdf 
（last visited July 23, 2013

）. 

（
6
） 

こ
う
し
た
動
き
を
と
ら
え
て
、
商
業
航
空
を
所
管
す
る
国
際

連
合
の
専
門
機
関
で
あ
る
国
際
民
間
航
空
機
関
（International 

C
ivil A

viation O
rganization, IC

A
O

）
に
お
い
て
も
、
国
際
的

な
統
一
的
ル
ー
ル
の
策
定
に
向
け
た
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
。
同

機
関
の
主
導
の
下
立
案
さ
れ
、
現
代
の
国
際
航
空
運
送
人
の
責
任

に
関
す
る
統
一
条
約
と
し
て
信
認
を
集
め
て
い
る
一
九
九
九
年
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
で
は
、
既
に
透
明
性
、
差
別
的
待
遇
の
禁
止

等
、
旅
客
保
護
が
明
確
に
謳
わ
れ
て
い
る
背
景
も
あ
っ
て
、
よ
り

広
範
な
旅
客
保
護
に
関
し
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
が
指
導
原
理
を
示
し
、

政
策
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
策
定
し
、
締
約
国
に
お
け
る
関
連
事
象
の
展

開
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
（C

onsum
er 

P
rotection and D

efinition of P
assenger R

ights in 
D
ifferent C

ontexts, S
ecretariat, International C

ivil 
A
viation O

rganization, A
T
C
onf/6-W

P
/5, D

ecem
ber 7, 

2012, available at http://w
w
w
.icao.int/M

eetings/atconf6/
D
ocum

ents/W
orkingP

apers/A
T
C
onf6-w

p005_en.pdf 

（last 
visited June 23, 2013

）.

）。
な
お
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
の
成

二
二
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
〇
〇
）

P
assengers: Y

our F
light W

ill B
e D

elayed

│C
ongestion 

P
ricing as a S

olution to A
irport T

raffi  c M
anagem

ent, 39 
T
ransp. L

.J. 165 

（2012

）
は
、
一
種
の
混
雑
課
金
の
導
入
を
唱

え
る
。
一
方
、
米
国
連
邦
政
府
は
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
空

港
の
再
整
備
を
加
速
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
効
果
に
も
期
待
が
か
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
空
港
環
境
問
題
に

お
け
る
連
邦
航
空
法
の
専
占
」
日
本
法
学
七
七
巻
一
号

（
二
〇
一
一
年
）
一
頁
以
下
参
照
。

（
11
） 

遅
延
を
め
ぐ
る
我
が
国
に
お
け
る
裁
判
例
を
素
材
に
、
航
空

運
送
人
の
延
着
責
任
の
基
本
構
造
を
論
ず
る
も
の
と
し
て
、
松
嶋

隆
弘
「
国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
『
延
着
』
責
任
に
つ

い
て
」
日
本
法
学
七
七
巻
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
八
三
頁
以
下
。

（
12
） W

illiam
 N

eum
an, F

lights at J.F
.K

. S
it on T

arm
ac for 

H
ours, N

ew
 Y

ork T
im

es, A
23, D

ecem
ber 30, 2010, 

available at http://w
w
w
.nytim

es.com
/2010/12/30/

business/30tarm
ac.htm

l 

（last visited June 23, 2013

）.

（
13
） P

aul S
. H

udson, A
irline P

assenger T
arm

ac 
C
onfi nem

ents and D
elays, 23 A

ir &
 S

p. L
aw

. no.2 at 17 

（2010

）; R
achel R

. C
hen et al., C

ustom
er B

ill of R
ights 

U
nder N

o-F
ault S

ervice F
ailure: C

onfinem
ent and 

C
om

pensation, M
arketing S

cience, vol.31 no.1, 157, 158 

（2012

）.
（
14
） 
保
証
さ
れ
る
権
利
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
米
国
で
は
、
不

公
正
も
し
く
は
欺
罔
的
な
実
務
か
ら
利
用
者
を
保
護
し
（49 

お
そ
ら
く
、
そ
の
発
想
自
体
が
航
空
会
社
の
実
務
的
な
取
扱
い
の

蓄
積
の
中
に
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
法
律
に
よ
っ
て
強
制
す

る
ま
で
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
9
） R

egulation 

（E
U

） N
o 1177/2010 of the E

uropean 
P
arliam

ent and of the C
ouncil of 24 N

ovem
ber 2010 

concerning the rights of passengers w
hen travelling by 

sea and inland w
aterw

ay and am
ending R

egulation 

（E
C

） 
N
o 2006/2004 

（O
J L

334/1, 17.12.2010

）, available at 
http://eur-lex.europa.eu/L

exU
riS

erv/L
exU

riS
erv.

do?uri=O
J:L

:2010:334: 0001: 0016:E
N
:P

D
F
 

（last visited 
June 23, 2013

）; L
arry B

leiberg, C
ruise Industry A

adopts 
P
assenger ‘B

ill of R
ights,’ U

S
A
 T

oday, M
ay 23, 2013 

available at http://w
w
w
.usatoday.com

/story/cruiselog/ 
2013/05/23/cruise-passenger -bill-of-rights/2353979/ 

（last visited June 23, 2013

）.

（
10
） W

. T
om

 W
halen et al., A

 S
olution to A

irport D
elays, 

R
egulation, S

pring 2008, pp. 30-31, available at http://
w
w
w
.cato.org/sites/cato.org/files/serials/files/

regulation/2008/2/ v31n1-5.pdf 

（last visited June 23, 
2013

）. 

同
稿
は
、
主
要
空
港
で
は
基
本
的
に
空
港
施
設
が
ピ
ー
ク

需
要
を
ま
か
な
い
き
れ
て
い
な
い
現
実
が
あ
り
、
そ
れ
へ
の
対
処

法
と
し
て
空
港
ス
ロ
ッ
ト
に
市
場
原
理
を
導
入
す
る
こ
と
で
高
収

益
路
線
に
対
す
る
設
備
投
資
が
促
進
さ
れ
、
遅
延
の
発
生
が
抑
制

さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
ま
た
、G

regory M
. S

eigel, A
ttention 

二
二
六



航
空
会
社
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
制
（
工
藤
）

（
四
〇
一
）

予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
及
び
変
更
手
数
料
、
座
席
の
事
前
指
定
料
、
座

席
ア
ッ
プ
・
グ
レ
ー
ド
費
用
が
含
ま
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
航
空

会
社
及
び
チ
ケ
ッ
ト
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、
航
空
券
購
入
前
及
び

購
入
後
に
、
適
用
さ
れ
る
最
新
の
手
荷
物
手
数
料
情
報
を
提
供
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
表
示
運
賃
に
お
い
て
、
税
金
及
び

公
的
負
担
金
を
含
め
た
額
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。

③
（
オ
ー
バ
ー
・
ブ
ッ
キ
ン
グ
に
基
づ
く
搭
乗
不
能
に
つ
い
て
の

補
償
）
今
回
の
ル
ー
ル
で
は
、
イ
ー
ル
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一

環
と
し
て
今
日
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
座
席
の
過
剰
販
売
の
結

果
と
し
て
発
生
す
る
発
券
済
旅
客
の
搭
乗
不
能
（B

um
ping

）
に

つ
い
て
、
補
償
が
強
化
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
航
空
会
社
が
当
初

便
到
着
予
定
時
刻
か
ら
合
理
的
な
短
時
間
（
国
内
線
で
二
時
間
、

国
際
線
で
四
時
間
）
以
内
に
目
的
地
に
到
着
す
る
代
替
便
を
用
意

で
き
た
場
合
、
四
〇
〇
ド
ル
を
上
限
と
す
る
航
空
券
購
入
価
額
を

補
償
内
容
と
す
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
今
回

の
規
則
の
下
で
は
、
そ
の
よ
う
な
搭
乗
不
能
者
は
、
国
内
線
に
関

し
て
は
二
時
間
、
国
際
線
で
は
四
時
間
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
代
替
便

の
利
用
に
よ
り
当
初
便
到
着
予
定
時
刻
よ
り
も
遅
延
し
た
場
合
、

八
〇
〇
ド
ル
を
上
限
と
す
る
航
空
券
購
入
額
の
補
償
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ま
た
新
規
則
に
お
い
て
搭
乗
不
能
旅
客
は
、
遅
延

に
つ
い
て
六
五
〇
ド
ル
を
上
限
と
す
る
チ
ケ
ッ
ト
購
入
額
の
二
倍

額
、
長
時
間
の
遅
延
に
つ
い
て
は
一
、三
〇
〇
ド
ル
を
上
限
と
す
る

チ
ケ
ッ
ト
購
入
額
の
四
倍
額
ま
で
の
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
も

の
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
賠
償
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
二
年
毎
に

U
.S

.C
. 41712

）、
又
は
安
全
で
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
べ
き

（49 U
.S

.C
. 41702

）、
運
輸
省
へ
の
法
律
上
の
授
権
に
基
づ
き
、

近
時
、
行
政
規
則
「
航
空
旅
客
保
護
の
拡
張
に
関
す
る
最
終
規
則

（F
inal R

ule on E
nhancing A

irline P
assenger 

P
rotections

）」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
未
発
効
）。
本
稿
で
は
経

営
破
た
ん
時
に
発
生
す
る
欠
航
へ
の
対
応
を
念
頭
に
置
き
、
そ
れ

以
外
の
も
の
を
含
め
網
羅
的
に
検
討
す
る
こ
と
は
控
え
た
い
が
、

以
下
代
表
的
な
も
の
に
一
応
触
れ
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
①

（
手
荷
物
紛
失
時
の
手
荷
物
受
託
手
数
料
返
還
請
求
権
）
旅
客
は
こ

れ
ま
で
も
、
航
空
運
送
人
に
対
し
受
託
手
荷
物
の
逸
失
毀
損
又
は

遅
延
に
つ
い
て
約
款
又
は
条
約
に
基
づ
く
正
当
な
補
償
を
請
求
す

る
権
利
を
有
し
て
き
た
。
こ
れ
に
加
え
て
今
回
、
旅
客
は
受
託
手

荷
物
の
紛
失
に
際
し
て
は
、
徴
収
さ
れ
た
取
扱
手
数
料
の
全
額
返

金
を
請
求
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
。
航
空
会
社
は
、
イ
ン
タ
ー
・

ラ
イ
ニ
ン
グ
（
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
共
通
航
空
券
）
及
び
コ
ー
ド
・
シ
ェ
ア

便
を
含
む
す
べ
て
の
旅
程
区
間
に
つ
い
て
、
こ
の
手
荷
物
補
償
を

適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
（
付
随
費
用
の
完
全
開
示
請
求

権
）
従
来
、
航
空
会
社
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
上

等
で
予
め
開
示
す
べ
き
費
用
と
し
て
、
諸
税
及
び
空
港
使
用
料
等

の
公
的
負
担
金
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
、
し
か
し
消
費
者
か
ら

み
れ
ば
関
連
費
用
の
総
額
が
関
心
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
規
則
に

よ
り
航
空
会
社
は
、
す
べ
て
の
潜
在
的
費
用
、
付
随
費
用
を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
に
完
全
に
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ

た
。
こ
れ
に
は
、
手
荷
物
受
託
手
数
料
、
ミ
ー
ル
・
サ
ー
ビ
ス
料
、

二
二
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
〇
二
）

C
ongress, C

R
S
 R

eport for C
ongress, R

L
30940, A

ugust 
17, 2001, available at http://assets.opencrs/rpts/
R
L
30940_20010817.pdf

（last visited June 23, 2013

）; 
Z
achary G

arsek, G
iving P

ow
er B

ack to the P
assengers: 

T
he A

irline P
assengers’ B

ill of R
ights, 66 J. A

ir L
. &

 
C
om

. 1187 

（2001

）.

）。
最
近
の
立
法
動
向
に
つ
い
て
は
、R

achel 
T
ang, A

irline P
assenger R

ights: T
he F

ederal R
ole in 

A
viation C

onsum
er P

rotection, C
R
S
 R

eport for 
C
ongress, R

4307, M
ay 20, 2013, available at http://w

w
w
.

fas.org/sgp/crs/m
isc/R

43078.pdf 

（last visited June 23, 
2013

）
参
照
。

（
16
） 14 C

.F
.R

. 259.4 

（2009

）; N
otice of P

roposed 
R
ulem

aking, D
epartm

ent of T
ransportation, E

nhancing 
A
irline P

assenger P
rotections, D

ocket N
o. D

O
T
-

O
S
T
-2010-0140, A

pril 25, 2011, available at http://
usatoday30.usatoday.com

/travel/pdf/ dot_enhancing_
airline_passenger_protections.pdf or http://
regulationroom

.org/airline-passenger-rights/agency-
docum

ents/fi nal-rule/ 

（last visited June 23, 2013

）.

（
17
） P

ress R
elease, U

.S
. D

epartm
ent of T

ransportation 
E
xpands A

irline P
assenger P

rotections, A
pril 20, 2011, 

available at http://w
w
w
.dot.gov/briefing-room

/us-
departm

ent-transportation-expands-airline-passenger-
protections 

（last visited June 23, 2013

）.

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
調
整
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
各

規
則
の
詳
細
に
関
し
て
、D

ocket N
o. D

O
T
‒O

S
T
‒2007‒0022, 

R
IN

 N
o. 2105‒A

D
72, available at http://w

w
w
.dot.gov/

sites/ dot.dev/files/docs/F
inal_R

ule_on_E
nhancing_

A
irline_P

assenger_P
rotections.pdf 

（last visited June 23, 
2013

）. 

ま
た
、
未
発
効
の
改
正
規
則
に
つ
い
て
、D

ocket N
o. 

D
O
T
‒O

S
T
‒2010‒0140, R

IN
 N

o. 2105‒A
D
92, available at 

（last visited June 23, 2013

） 

参
照
。

（
15
） D

epartm
ent of T

ransportation, P
ress R

elease, U
.S

. 
D
epartm

ent of T
ransportation E

xpands A
irline P

assenger 
P
rotections, A

pril 20, 2011, available at http://w
w
w
.dot.

gov/ briefing-room
/us-departm

ent-transportation-
expands-airline-passenger-protections 

（last visited June 
23, 2013

）. 

規
制
緩
和
が
最
も
早
く
徹
底
的
に
進
ん
だ
米
国
で
は
、

航
空
消
費
者
保
護
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
も
早
く
か
ら
持
た
れ
て

い
た
模
様
で
あ
る
が
（
例
え
ば
一
九
八
七
年
の
上
院
公
聴
会
記
録

に
接
し
得
る
：P

roblem
s in the A

irline Industry, H
earing 

B
efore the S

ubcom
m
ittee on A

ntitrust, M
onopolies and 

B
usiness R

ights of the C
om

m
ittee on the Judiciary 

U
nited S

tates S
enate on the Issue of A

irline C
onsum

er 
P
rotection, A

ugust 10, 1987, S
. H

rg. 100-970.

）、
権
利
章
典

と
い
う
呼
ば
れ
方
を
し
て
体
系
的
な
法
整
備
と
い
う
段
階
に
ま
で

至
っ
た
の
は
、
一
九
九
九
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
（R

obert S
. 

K
irk, A

irline P
assenger R

ights L
egislation in the 107th 

二
二
八



航
空
会
社
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
制
（
工
藤
）

（
四
〇
三
）

（International A
ir T

ransport A
ssociation, W

orld A
ir 

T
ransport S

tatistics, 57th edition, 2012, available at 
http://w

w
w
.iata.org/publications/pages/w

ats-passenger-
carried.aspx 

（last visited June 23, 2013

）.

）。
な
お
、
主
と
し

て
Ｅ
Ｕ
市
場
に
お
け
る
Ｌ
Ｌ
Ｃ
の
成
長
に
つ
い
て
、
小
熊
仁

「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
航
空
自
由
化
と
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
展
開
」
運
輸
と
経
済

七
〇
巻
六
号
（
二
〇
一
〇
年
）
五
九
頁
以
下
参
照
。

（
19
） P

ress R
elease, B

ust airlines: M
E
P
s to vote on 

setting up com
pensation fund for stranded passengers, 

N
ovem

ber 24, 2009, R
ef.: 20091002S

T
O
61739.

（
20
） E

ric Jedrychow
ski, T

he P
ost-S

eptem
ber 11 U

.S
. and 

E
uropean A

irline Industries: N
avigating T

hrough the 
B
ailouts, B

ankruptcies, L
iquidations and M

ergers, 28 
C
onn. J. Int’l L

. 177, 179 

（2012

）.

（
21
） Jedrychow

ski, Id. at 179-80.

（
22
） A

. G
eorge A

ssaf &
 A

lexander Josiassen, E
uropean 

vs. U
.S

. A
irlines: P

erform
ance C

om
parison in a D

ynam
ic 

M
arket, 33 T

ourism
 M

gm
t. 317-18 

（2012

）; Jedrychow
ski, 

supra note 20, at 180.

（
23
） A

ir T
ransportation S

afety and S
ystem

 S
tabilization 

A
ct, P

ub. L
. N

o. 107- 42, 115 S
tat. 230 

（2001

）.
（
24
） E

rw
in E

. C
aban, W

ar-R
isk, H

ijacking &
 T

errorism
 

E
xclusions in A

viation Insurance: C
arrier L

iability in the 
W

ake of S
eptem

ber 11, 2001, 68 J. A
ir L

. &
 C

om
. 421, 

（
18
） 

各
地
方
空
港
に
分
散
す
る
航
空
需
要
を
大
空
港
に
一
旦
束
ね

た
う
え
、
大
空
港
間
路
線
、
更
に
そ
の
先
の
地
方
空
港
路
線
へ
と

効
率
的
に
運
ぶ
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
確
立
さ
れ
た
ハ
ブ
・
ア
ン

ド
・
ス
ポ
ー
ク
方
式
は
、
定
期
航
空
ビ
ジ
ネ
ス
の
花
形
と
し
て

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
規
制
緩
和
期
に
普
及
し
た
が
、
そ
の
後
次

第
に
、
目
的
地
空
港
に
辿
り
つ
く
ま
で
に
必
ず
乗
り
換
え
を
要
す

る
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
た
め
に
低
需
要
期
に
も
一
通
り

の
運
航
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
需
要
に
見
合
っ
た
サ
イ

ズ
の
航
空
機
を
用
い
る
た
め
に
多
様
な
機
材
を
保
有
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
っ
た
、
か
え
っ
て
非
効
率
な
面
も
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
間
隙
を
捉
え
て
出
現
し
た
の
が
、
ポ
イ

ン
ト
・
ト
ゥ
・
ポ
イ
ン
ト
方
式
を
採
っ
て
、
需
要
の
見
込
め
る
空

港
間
の
み
に
就
航
す
る
低
下
価
格
航
空
会
社
（L

ow
 C

ost 
C
arrier, L

C
C

）
で
あ
る
（D

avid G
illen, A

irline B
usiness 

M
odels and N

etw
orks: R

egulation, C
om

petition and 
E
volution in A

viation M
arkets, R

eview
 of N

etw
ork 

E
conom

ics, at 367 et seq., vol.5, issue 4 

（2006

）.
）。
お
よ
そ

す
べ
て
の
航
空
需
要
を
ポ
イ
ン
ト
・
ト
ゥ
・
ポ
イ
ン
ト
で
満
た
す

こ
と
は
出
来
な
い
と
考
え
ら
れ
、
今
後
も
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス

ポ
ー
ク
と
補
完
し
あ
い
な
が
ら
の
競
争
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し

既
に
国
際
、
国
内
輸
送
量
ラ
ン
キ
ン
グ
の
そ
れ
ぞ
れ
第
一
を

Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
占
め
て
い
る
現
実
は
、
そ
れ
が
潜
在
的
な
需
要
を
多
い

に
喚
起
し
た
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
需
要
を
レ
ガ
シ
ー
・
キ
ャ
リ

ア
か
ら
奪
っ
て
成
長
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る

二
二
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
〇
四
）

29.7.1992; C
hristopher H

. B
ovis, T

he A
pplication of S

tate 
A
id R

ules to the E
uropean U

nion T
ransport S

ectors, 11 
C
olum

. J. E
ur. L

. 557, 565 &
 585 

（2005

）; R
osa G

reaves, 
E
C
 T

ransport L
aw

 145 

（2001

）.

大
要
、
加
盟
国
に
よ
る
自
国

産
業
に
対
す
る
財
政
補
助
は
、
原
則
的
一
般
的
に
、
共
同
市
場
と

矛
盾
す
る
行
為
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
（A

rt. 92

）。
た
だ
し
、
加

盟
国
か
ら
の
申
し
立
て
に
基
づ
き
、
理
事
会
は
全
会
一
致
に
よ
り
、

そ
の
例
外
的
取
扱
い
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（A

rt. 93

）。

そ
の
よ
う
な
例
外
的
取
扱
い
は
、
委
員
会
の
提
案
に
基
づ
き
、
理

事
会
が
欧
州
議
会
に
諮
問
し
て
、
適
用
除
外
類
型
と
し
て
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
（A

rt. 94

）、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
26
） John B

alfour, E
C
 P

olicy on S
tate A

id to A
irlines 

F
ollow

ing 11 S
eptem

ber 2001, 27 A
ir and S

pace L
aw

 398, 
401-2 

（2002

）; Jedrychow
ski, supra note 20, at 181.

（
27
） Jedrychow

ski, supra note 20, at 182 et seq.

（
28
） Jedrychow

ski, supra note 20, at 182-84. 

テ
ロ
攻
撃
が

航
空
産
業
の
そ
の
後
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
米
欧
が
全
く
異

な
る
認
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
、
分
岐
点
と
な
っ
た
こ
と
は
疑

い
が
な
い
。
米
国
連
邦
議
会
は
、
す
ぐ
さ
ま
そ
れ
が
航
空
業
界
の

運
命
を
永
遠
に
決
定
す
る
出
来
事
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。
最

初
の
主
要
な
立
法
対
応
と
し
て
の
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ａ
は
、
発
生
二
週

間
後
の
、
二
〇
〇
一
年
九
月
二
三
日
に
議
会
を
通
過
し
た
。
こ
こ

に
明
記
さ
れ
た
広
範
な
航
空
会
社
支
援
策
は
、
航
空
会
社
そ
れ
自

体
が
テ
ロ
の
被
害
者
で
あ
る
と
い
う
国
家
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の

426 

（2003

）; Jedrychow
ski, supra note 20, at 180-81. 

こ
の

規
定
は
と
く
に
、
航
空
産
業
の
運
営
に
必
須
の
も
の
で
あ
っ
た
。

テ
ロ
攻
撃
の
直
後
、
民
間
保
険
者
は
戦
争
リ
ス
ク
条
項
に
基
づ
く

保
険
契
約
解
除
を
通
告
し
、
そ
の
後
被
保
険
者
は
極
端
に
高
額
化

し
た
保
険
料
と
極
度
に
低
額
な
付
保
条
件
に
基
づ
い
て
し
か
、
運

航
が
許
さ
れ
な
い
状
態
に
陥
っ
た
（John H

. H
aley, T

he 
A
irline Industry and Insurance A

fter S
eptem

ber 11, 16 
A
ir &

 S
p. L

aw
. 1, 12-18 

（2002

）; R
od. D

. M
argo, W

ar 
R
isk Insurance in the A

fterm
ath of S

eptem
ber 11, 18 A

ir 
&
 S

p. L
aw

. 1, 17-22 

（2003
）.
）。
会
計
検
査
院
（G

overnm
ent 

A
ccountability O

ffi  ce, G
A
O

）
に
よ
る
と
、
一
四
の
主
要
航
空

会
社
が
支
払
う
保
険
料
は
、
テ
ロ
前
の
約
一
、二
〇
〇
万
ド
ル
か
ら

七
億
一
、九
〇
〇
万
ド
ル
に
ま
で
跳
ね
上
が
っ
た
。
深
刻
で
あ
っ
た

の
は
、
保
険
会
社
が
地
上
損
害
に
つ
い
て
一
億
ド
ル
ま
で
の
担
保

に
し
か
合
意
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
運
航
規
則
上
も
、

潜
在
的
債
権
者
の
保
護
に
も
不
足
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
責
任
保
険
の
実
質
的
欠
缺
に
、
政
府
の
介
入
な
く
し

て
商
業
航
空
の
実
施
は
困
難
と
な
っ
た
。
な
お
、
戦
争
リ
ス
ク
条

項
に
つ
い
て
は
、
藤
田
・
前
掲
注（
6
）二
七
五
頁
以
下
﹇
松
嶋
隆

弘
執
筆
﹈
参
照
。

（
25
） A
ids G

ranted by S
tates, R

ules on C
om

petition, A
rts. 

92 to 94, T
reaty E

stablishing the E
uropean E

conom
ic 

C
om

m
unity 

（T
reaty of R

om
e, 1957

） as A
m
ended by the 

T
reaty of M

aastricht on E
uropean U

nion, O
J C
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二
三
〇



航
空
会
社
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
制
（
工
藤
）

（
四
〇
五
）

は
将
来
の
収
益
及
び
会
社
財
務
の
健
全
性
に
悪
影
響
を
与
え
る
の

は
不
可
避
で
あ
る
と
し
た
。
他
方
い
わ
ゆ
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
、
こ
う
し

た
見
方
に
反
対
し
、
政
府
の
介
入
は
な
す
べ
き
で
な
い
と
し
た
。

委
員
会
は
、
同
時
多
発
テ
ロ
の
世
界
の
航
空
産
業
へ
の
影
響
を
理

解
を
示
し
つ
つ
も
、
欧
州
系
航
空
会
社
に
対
す
る
直
接
の
影
響
は

米
国
系
の
そ
れ
に
比
し
て
小
さ
く
、
従
っ
て
民
間
セ
ク
タ
ー
と
国

家
と
の
間
の
関
係
を
歪
め
得
る
い
か
な
る
提
案
に
つ
い
て
の
慎
重

で
あ
る
べ
き
と
し
て
、
後
者
に
同
調
し
た
。

（
29
） Jedrychow

ski, supra note 20, at 184-86. 

航
空
産
業
に

対
す
る
政
府
の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
の
歴
史
的
な
背
景
も
、
ま
た
無

視
で
き
な
い
。
商
業
航
空
の
草
創
期
か
ら
、
米
国
政
府
は
実
際
上

航
空
会
社
を
支
援
し
続
け
て
き
た
。
換
言
す
れ
ば
、
世
界
で
唯
一

民
間
航
空
会
社
に
よ
る
市
場
運
営
を
一
貫
し
て
標
榜
し
て
き
た
反

面
、
航
空
産
業
に
お
い
て
複
雑
に
絡
み
合
う
リ
ス
ク
を
そ
の
ま
ま

放
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
社
会
的
必
要
量
の
航
空
運
輸
は
ま

か
な
い
き
れ
な
い
と
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
在
米
国
政
府

は
、
少
な
く
と
も
経
済
的
な
面
で
は
航
空
産
業
を
規
制
し
て
は
い

な
い
が
（E

va M
. D

ow
dell, T

he C
hapter 11 “S

huttle”- 
C
oincidence or C

om
petitive S

trategy?, 71 J. A
ir L

. &
 

C
om

. 669, 671 

（2006

）.

）、
間
接
的
支
援
は
明
確
に
行
わ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
必
須
役
務
プ
ロ
グ
ラ
ム
（E

ssential S
ervice 

P
rogram

）
及
び
連
邦
破
産
法
一
一
一
〇
条
（11 U

.S
.C

. sec. 
1110

）
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
は
、
一
九
七
八
年
に
創
設
さ
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
規
制
撤
廃
前
に
航
空
会
社
が
受
け
た
免
許

下
に
行
わ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
米
国
で
も
伝
統
的
に
、
政
府
に

よ
る
企
業
支
援
は
議
論
の
的
に
な
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
五
億
ド

ル
の
ノ
ン
リ
コ
ー
ス
ロ
ー
ン
を
含
む
一
五
億
ド
ル
と
い
う
支
援
規

模
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
議
会
は
ほ
ぼ
全

会
一
致
を
も
っ
て
賛
同
を
与
え
た
。
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ａ
の
支
援
規
模

及
び
支
援
期
間
を
決
め
る
に
あ
た
り
、
議
会
は
航
空
会
社
の
首
脳

及
び
ロ
ビ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
要
求
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受

け
入
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
示
さ
れ
た
最
終
案
は
、
前

例
の
な
い
規
模
の
業
界
支
援
と
な
り
、
米
国
系
航
空
会
社
は
同
時

多
発
テ
ロ
の
損
失
を
穴
埋
め
す
る
た
め
に
、
事
実
上
金
額
白
地
の

手
形
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
米
国
政
府
の
態
度
と
は
対
照
的
に
、
欧
州
委
員
会

は
、
同
時
多
発
テ
ロ
直
後
の
予
想
値
に
基
づ
く
損
失
補
償
、
あ
る

い
は
航
空
会
社
支
援
に
対
し
て
全
く
消
極
的
で
あ
っ
た
。
テ
ロ
後

の
対
応
を
検
討
す
る
た
め
、
欧
州
委
員
会
は
緊
急
会
合
を
開
き
、

そ
の
財
務
的
影
響
も
当
然
に
精
査
し
た
。
こ
の
会
合
に
は
ス
イ
ス

の
代
表
を
含
む
Ｅ
Ｕ
の
官
僚
、
政
府
代
表
が
参
加
し
、
航
空
会
社

の
首
脳
も
出
席
し
た
。
興
味
深
い
の
は
、
す
べ
て
の
業
界
首
脳
が

公
的
支
援
を
訴
え
た
米
国
の
場
合
と
異
な
り
、
そ
こ
で
は
支
援
の

当
否
に
関
し
て
意
見
が
分
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
、
各
国

の
い
わ
ゆ
る
レ
ガ
シ
ー
・
キ
ャ
リ
ア
（L

egacy C
arrier

）
は
欧

州
委
員
会
と
し
て
積
極
的
な
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
発
動
す
る
よ
う

主
張
し
た
。
彼
ら
は
、
そ
の
収
益
の
大
き
な
部
分
が
大
西
洋
路
線

に
由
来
し
、
米
国
空
域
の
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
及
び
そ
の
後
の
混
乱

二
三
一
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他
方
、
一
九
九
〇
年
代
の
終
わ
り
に
域
内
の
航
空
産
業
に
対
す

る
規
制
権
限
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
欧
州
委
員
会
は
、
航
空
会
社

に
対
す
る
公
的
支
援
に
つ
い
て
消
極
的
な
態
度
で
臨
ん
で
き
た
。

実
は
か
つ
て
、
航
空
会
社
に
対
す
る
公
的
支
援
は
加
盟
国
の
裁
量

事
項
と
さ
れ
て
い
た
。
国
家
の
威
信
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

キ
ャ
リ
ア
と
い
う
位
置
付
け
か
ら
、
多
く
の
加
盟
国
政
府
は
相
当

規
模
の
資
本
注
入
、
課
税
免
除
等
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
冷

戦
後
の
欧
州
統
合
に
続
く
流
れ
の
な
か
で
、
欧
州
諸
国
は
欧
州
系

航
空
会
社
が
単
一
市
場
で
地
力
を
つ
け
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
打
っ

て
出
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
家
の
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
る
決

断
を
し
た
。
か
く
し
て
欧
州
委
員
会
は
、
リ
ベ
ラ
ル
化
し
た
航
空

政
策
を
推
進
し
そ
の
決
定
を
も
っ
て
各
加
盟
国
を
拘
束
す
る
権
限

を
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
権
限
を
支
え
る
中
核
的
規

定
が
、
市
場
原
理
と
整
合
し
な
い
如
何
な
る
国
家
的
企
業
支
援
を

も
包
括
的
に
禁
止
す
る
と
い
う
、
ロ
ー
マ
条
約
の
競
争
規
定
で

あ
っ
た
。
し
か
し
同
時
多
発
テ
ロ
は
、
同
規
定
の
存
在
ゆ
え
に
欧

州
委
員
会
を
困
難
な
立
場
に
追
い
込
ん
だ
。
委
員
会
は
、
一
方
で

同
規
定
が
訴
え
る
よ
う
に
、
自
由
市
場
ア
プ
ロ
ー
チ
に
こ
だ
わ
る

べ
き
こ
と
を
感
じ
つ
つ
、
他
方
で
、
航
空
産
業
の
基
盤
が
大
き
く

揺
ら
ぐ
中
で
国
家
支
援
が
一
定
の
積
極
的
意
味
を
持
ち
得
る
こ
と

を
も
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
認
識
の
バ
ラ
ン
ス
を

に
基
づ
き
運
航
さ
れ
る
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
航
空
運
輸
に
つ
い

て
は
、
最
低
限
の
定
期
運
航
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
た
る
目
的
は
地
方
ア
ク
セ
ス
の
確
保
に

あ
る
が
、
他
方
で
そ
れ
は
ま
た
、
小
規
模
路
線
に
も
多
数
就
航
す

る
航
空
会
社
に
安
定
期
的
な
収
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

同
様
に
、
破
産
法
第
一
一
一
〇
条
は
、
表
面
上
、
航
空
会
社
で
は

な
く
航
空
機
上
の
担
保
権
者
に
有
利
な
も
の
で
あ
る
が
、
同
条
は

い
わ
ゆ
る
チ
ャ
プ
タ
ー
・
イ
レ
ブ
ン
の
企
業
再
生
手
続
に
内
在
す

る
債
権
者
の
リ
ス
ク
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
航
空
機
金
融
を
促

進
さ
せ
、
翻
っ
て
航
空
会
社
に
間
接
的
な
が
ら
巨
大
な
恩
恵
を
も

た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
申
立
に
基
づ
き
破
産
手
続

が
開
始
さ
れ
る
と
、
債
務
者
の
債
権
取
立
行
は
基
本
的
に
禁
止
さ

れ
る
が
（
第
三
六
二
条
）、
航
空
機
の
担
保
権
、
リ
ー
ス
債
権
を
有

す
る
債
権
者
は
例
外
的
に
、
担
保
権
の
実
行
等
が
認
め
ら
れ
る
余

地
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
申
立
か
ら
六
〇
日
以
内
に
債
務
者
た
る

航
空
会
社
が
、
以
後
の
債
務
の
完
全
な
履
行
を
確
約
し
、
か
つ
申

立
以
前
の
未
履
行
債
務
を
精
算
し
な
か
っ
た
場
合
、
債
権
者
は
航

空
機
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
一
一
〇
条
）。
こ
の
セ
ー

フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
を
背
景
と
し
て
、
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、

航
空
会
社
に
と
っ
て
相
対
的
に
低
コ
ス
ト
の
資
金
調
達
手
段
と

な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
航
空
機
を
占
有
回
復
し
た
と
し
て
も
債
権

者
は
適
当
な
転
売
先
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
り
、
必
ず
し
も
有
利

に
は
運
ぶ
と
は
限
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
航
空
会
社
に
対
し
て
長
期

の
融
資
を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
い
て
き
た
の
で
あ
る

二
三
二



航
空
会
社
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
制
（
工
藤
）

（
四
〇
七
）

史
的
悲
劇
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
の
象
徴
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
が
し
ば
し
ば
国
名
を
背
負
い
、
国
旗
と
同
色
を
機
体
に

ま
と
っ
て
い
る
よ
う
に
、
欧
州
系
航
空
会
社
も
、
こ
れ
ま
で
国
家

の
象
徴
と
し
て
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し

そ
こ
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
航
空
の
域
内
統
合
を
経
て
、

大
き
な
価
値
の
変
化
が
起
こ
っ
て
い
た
。
統
合
さ
れ
た
競
争
市
場

に
お
い
て
は
、
も
は
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
は

特
別
の
意
味
を
有
し
得
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
欧
州
系
会
社
が
テ

ロ
の
直
接
の
標
的
と
な
っ
て
い
た
ら
別
の
感
情
が
生
れ
て
い
た
か

も
知
れ
な
い
が
、
競
争
市
場
原
理
の
貫
徹
と
い
う
現
実
的
な
価
値

が
国
家
の
威
信
と
い
う
感
傷
的
な
価
値
に
優
先
す
る
こ
と
は
、
同

時
多
発
テ
ロ
の
余
波
で
破
た
ん
し
たS

w
issair

及
び
ベ
ル
ギ
ー

S
abena

の
処
理
に
お
い
て
証
明
さ
れ
た
。
ロ
ー
マ
条
約
の
競
争
規

定
の
趣
旨
に
忠
実
に
、
両
航
空
会
社
に
対
す
る
早
計
な
公
的
支
援

を
行
わ
な
い
と
い
う
選
択
を
、
彼
ら
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
国
家

に
よ
る
破
た
ん
会
社
支
援
が
緊
急
事
態
と
い
う
定
義
に
合
致
す
る

局
面
で
、
今
後
も
欧
州
委
員
会
の
承
認
手
続
を
経
て
実
施
さ
れ
る

可
能
性
は
あ
る
が
、
両
会
社
の
当
事
国
政
府
が
国
益
的
な
措
置
を

採
る
こ
と
を
認
め
な
い
と
い
う
枠
組
み
自
体
が
、
欧
州
に
お
い
て

航
空
会
社
は
国
家
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
如
何
な
る
コ
ス
ト
を
払
っ

て
で
も
死
守
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
単
純
に
自
由
市
場
の
規
律

の
中
で
処
理
さ
れ
る
べ
き
一
産
業
分
野
で
あ
る
と
い
う
彼
ら
の
見

方
を
表
し
て
い
た
。

（
31
） Jedrychow

ski, supra note 20, at 186-87. 

企
業
破
た
ん

反
映
し
、
委
員
会
は
航
空
会
社
救
済
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
発
動
し
た
。

す
な
わ
ち
、
Ｆ
Ａ
Ａ
に
よ
る
飛
行
停
止
措
置
に
伴
う
損
失
を
カ

バ
ー
す
る
国
家
支
援
、
及
び
保
険
シ
ス
テ
ム
の
安
定
に
対
す
る
介

入
を
許
容
す
る
か
わ
り
に
、
支
援
を
そ
の
範
囲
に
限
定
し
て
規
模

も
狭
く
画
す
る
こ
と
に
よ
り
、
欧
州
の
自
由
市
場
に
基
づ
く
適
正

な
競
争
の
確
保
と
い
う
基
本
的
姿
勢
を
貫
い
た
。

（
30
） Jedrychow

ski, supra note 20, at 187-88. 

米
国
と
欧
州

の
対
応
を
分
け
た
理
由
の
う
ち
観
念
的
な
も
の
と
し
て
、
米
国
に

と
っ
て
航
空
会
社
は
テ
ロ
攻
撃
か
ら
の
復
興
を
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に

表
す
特
別
な
意
味
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
航
空
は

そ
の
黎
明
期
か
ら
ご
く
最
近
ま
で
、
単
な
る
運
輸
機
関
の
一
つ
で

は
な
い
何
か
で
あ
る
、
と
み
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
国
際
的
に
、

国
家
の
威
信
、
繁
栄
、
技
術
的
先
進
性
を
誇
示
す
る
象
徴
で
あ
っ

た
。
一
九
八
〇
年
代
の
冷
戦
終
結
以
降
、
航
空
の
そ
の
よ
う
な
意

味
合
い
は
相
対
的
に
失
わ
れ
て
行
っ
た
か
に
み
え
た
が
、
米
国
に

お
い
て
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
に
状
況
は
一
変
し
た
。
航
空
会

社
の
多
く
は
国
名
を
用
い
て
い
る
が
、A

m
erican

もU
nited

も

そ
の
例
に
も
れ
な
い
。
テ
ロ
攻
撃
に
遭
遇
し
て
後
、
そ
れ
が
直
接

的
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
国
家
の
威
信
の
象
徴
た

る
意
義
が
航
空
会
社
と
再
び
重
な
っ
た
の
で
あ
る
。
航
空
産
業
の

物
理
的
、
精
神
的
、
財
政
的
荒
廃
は
、
多
く
の
米
国
人
に
と
っ
て

国
家
国
民
が
共
有
す
べ
き
痛
み
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
航
空
産
業
の
再
興
は
、
し
た
が
っ
て
そ
の
経
済
的
文
脈

に
お
け
る
重
要
性
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
合
衆
国
が
力
強
く
、
歴

二
三
三
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）。
こ

の
考
え
方
は
、
債
務
者
が
そ
の
債
務
に
対
し
て
絶
対
的
な
責
任
を

負
い
、
従
っ
て
有
責
で
な
い
者
（
債
権
者
）
に
先
ん
じ
て
有
責
者

（
債
務
者
）
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
は
不
正
義
で
あ
る
と
の
基
本

的
認
識
に
立
っ
て
い
た
。
破
産
法
は
欧
州
委
員
会
の
管
轄
を
超
え

る
事
項
で
は
あ
る
も
の
の
、
航
空
会
社
へ
の
公
的
支
援
パ
ッ
ケ
ー

ジ
は
明
ら
か
に
欧
州
の
企
業
再
生
に
関
す
る
一
般
的
認
識
が
投
影

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
極
端
な
公
的
支
援
を
制
限
す
る
こ
と
で

欧
州
委
員
会
は
、
本
来
関
係
の
な
い
政
府
及
び
納
税
者
が
究
極
的

な
責
任
負
担
者
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
航
空
企
業
を
存
続
さ
せ
る

こ
と
を
拒
ん
だ
の
で
あ
る
。

（
32
） Jedrychow

ski, supra note 20, at 192-94. 

Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ａ

は
、
緊
急
融
資
措
置
の
終
了
後
、
航
空
会
社
の
財
政
が
不
安
定
化

す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
一
〇
〇
億
ド
ル
を
上
限
と
す
る
連

邦
融
資
保
証
を
実
施
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
措
置
が
米
国
航
空
会

社
を
長
期
的
に
救
っ
た
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

に
僅
か
一
五
六
万
ド
ル
の
融
資
保
証
が
実
行
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ

ず
、
実
際
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
い
に
等
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
同
基
金
に
基
づ
く
融
資
保
証
を
受
け
て
テ
ロ
後
の

厳
し
い
経
営
環
境
を
生
き
抜
く
よ
り
も
、
連
邦
破
産
法
第
一
一
章
、

い
わ
ゆ
る
チ
ャ
プ
タ
ー
・
イ
レ
ブ
ン
の
適
用
を
受
け
て
企
業
再
生

手
続
を
採
る
方
が
、
う
ま
み
が
大
き
い
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
同

章
は
、
手
続
開
始
原
因
が
柔
軟
で
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
（D

ebtor in 

処
理
、
と
り
わ
け
航
空
企
業
の
再
生
に
つ
い
て
の
欧
米
に
お
け
る

感
覚
の
隔
た
り
は
大
き
い
。
一
九
七
八
年
に
施
行
さ
れ
た
連
邦
破

産
法
に
よ
り
、
米
国
は
企
業
再
生
に
お
け
る
非
常
に
寛
大
で
許
容

的
な
企
業
支
援
を
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け

チ
ャ
プ
タ
ー
・
イ
レ
ブ
ン
は
、
債
務
者
が
統
一
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
お
い
て
関
係
者
と
の
交
渉
を
継
続
し
つ
つ
、
企
業
財
産
に
対

す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
維
持
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
仕
組
み
を
認
め
る
理
由
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
継
続

企
業
を
廃
し
て
清
算
す
る
場
合
の
、
雇
用
が
失
わ
れ
財
の
消
費
も

ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
と
い
う
多
大
な
社
会
的
損
失
を
回
避
で
き

る
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
、
そ
の
よ
う
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を

張
る
こ
と
に
よ
り
、
資
本
主
義
の
二
大
存
立
基
盤
で
あ
る
革
新
と

起
業
家
精
神
と
が
守
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
考
え
方

は
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ａ
と
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。
議
会
は
、
同
法
に
よ

り
航
空
会
社
が
十
分
な
財
政
的
柔
軟
性
を
持
ち
、
テ
ロ
後
の
産
業

基
盤
の
激
変
の
な
か
で
も
安
定
し
た
運
航
を
継
続
で
き
る
こ
と
を

願
っ
た
。
潰
す
こ
と
を
良
し
と
し
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
航
空

産
業
へ
の
公
的
支
援
は
企
業
の
清
算
と
そ
の
大
き
な
損
失
を
回
避

す
る
た
め
の
、
社
会
的
・
経
済
的
に
望
ま
し
い
政
策
で
あ
る
と
判

断
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
近
年
、
欧
州
に
お
け
る
企
業
破
産
手
続
も
、
よ
り
債
務
者

保
護
的
な
も
の
へ
と
変
化
を
遂
げ
て
き
て
い
る
が
、
伝
統
的
に
欧

州
に
お
け
る
思
想
的
な
伝
統
は
、
継
続
企
業
の
価
値
に
優
先
し
て
、

債
権
者
の
保
護
の
権
益
を
保
護
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

二
三
四



航
空
会
社
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
制
（
工
藤
）

（
四
〇
九
）

古
く
効
率
の
悪
い
契
約
だ
け
を
除
去
し
、
機
材
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
と
効
率
化
を
達
成
で
き
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
た
需
要
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
、
客
室
乗
務
員
、
整
備
士
等
の
組
合
は
、
有
利
な
交
渉

を
進
め
て
好
待
遇
を
得
て
い
た
。
そ
の
結
果
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
、

人
件
費
は
航
空
会
社
の
最
も
大
き
な
費
用
項
目
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
同
時
多
発
テ
ロ
に
続
く
収
入
の
減
少
で
、
そ
の
負
担
は
極

限
に
達
し
た
。
こ
の
点
、
連
邦
破
産
法
第
三
六
五
条
は
労
働
契
約

に
は
適
用
さ
れ
な
い
が
、
航
空
会
社
は
第
一
一
一
三
条
を
利
用
で

き
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
は
雇
用
条
件
の
変
更
に
先
行
し
て
労
働

者
代
表
と
の
交
渉
を
義
務
付
け
る
が
、
航
空
会
社
が
連
邦
破
産
裁

判
所
の
承
認
を
要
す
る
に
は
、
単
に
労
働
コ
ス
ト
の
見
直
し
が
業

務
の
継
続
に
必
要
で
あ
る
理
由
を
示
せ
ば
よ
い
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
労
働
者
代
表
は
そ
の
必
要
性
に
異
議
を
唱
え
得
る
も
の
の
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
労
働
契
約
の
変
更
は
申
請
通
り
認
め
ら
れ
、
結

果
極
め
て
大
き
な
労
働
コ
ス
ト
の
削
減
が
可
能
と
な
っ
て
い
る

（M
ark C

. M
athiesen, B

ankruptcy of A
irlines: C

lauses, 
C
om

plaints, and C
harges, 61 J. A

ir L
. C

om
. 1017, 1019 

（1996

）.

）。

そ
の
効
果
はN

orthw
est

の
事
例
で
も
証
明
済
で
あ
る
。
テ
ロ

の
影
響
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、N

orthw
est

は
業
界
で
も
最
も
高

い
賃
金
水
準
と
最
も
古
い
保
有
機
材
と
い
う
二
つ
の
条
件
の
下
で
、

一
層
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
困
難
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
同
社
は
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ａ
に
基
づ
く
債
務
保
証
で
は

P
ossession

）
型
を
選
択
し
て
経
営
の
継
続
性
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
債
務
者
保
護
的
な
再
生
手
続
と
一
般
に
評
価
さ

れ
て
い
る
が
、
航
空
会
社
に
も
有
利
な
利
用
が
可
能
で
あ
る
。
破

産
航
空
会
社
は
、
通
常
、
第
三
六
二
条
（A

utom
atic S

tay

）、

第
三
六
五
条
（E

xecutory C
ontracts

）、
第
一
一
一
三
条

（C
ollective B

argaining A
greem

ent

）
及
び
第
一
一
一
〇
条

（A
ircraft F

inancier P
rotection

）
に
依
拠
し
て
再
建
手
続
を

進
め
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
供
給
過
多
及
び
高
賃
金
と

い
う
航
空
業
界
の
恒
常
的
な
問
題
に
有
効
に
対
処
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

一
九
九
〇
年
代
、
飛
行
機
旅
行
が
ブ
ー
ム
と
な
り
、
米
系
航
空

会
社
は
長
期
的
な
需
要
増
大
を
見
込
み
、
こ
ぞ
っ
て
長
期
融
資
を

受
け
て
機
材
を
強
化
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
矢
先
に
同
時
多
発
テ

ロ
が
発
生
し
需
要
が
完
全
に
折
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
航
空
会
社
は

運
航
計
画
の
縮
減
を
迫
ら
れ
、
余
剰
機
材
を
多
く
抱
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
機
材
は
長
期
間
の
割
賦
又
は
リ
ー
ス
契
約

に
基
づ
き
取
得
し
て
い
る
た
め
、
航
空
会
社
は
駐
機
中
の
機
材
に

つ
い
て
さ
え
支
払
を
免
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
連
邦
破
産
法
第

三
六
二
条
は
、
債
務
の
弁
済
猶
予
を
可
能
に
す
る
。
ま
た
同
第

三
六
五
条
は
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
未
履
行
契
約
、
パ
ー
ト
ナ
ー

航
空
会
社
と
の
相
互
債
務
の
引
受
と
拒
絶
と
を
選
択
的
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
最
も
重
要
な
も
の
と
し
て
、
第
一
一
一
〇

条
に
よ
り
航
空
機
担
保
権
者
及
び
リ
ー
ス
債
権
者
と
の
間
の
契
約

の
引
受
と
拒
絶
を
実
際
上
選
択
的
に
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

二
三
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
一
〇
）

こ
と
に
な
る
。

（
33
） Jedrychow

ski, supra note 20, at 190-91.

（
34
） Jedrychow

ski, supra note 20, at 191.

（
35
） C

ivil A
viation 

（A
ir T

ravel O
rganisers’ L

icensing

） 
R
egulations of C

A
A
, m

ost recently am
ended in 2012 

（N
o 

1134 eff ective on A
pril 29, 2012

）. 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
を
指
定

の
業
者
を
通
じ
て
組
ん
だ
場
合
、
旅
行
者
は
旅
行
代
金
（
一
部
金

額
で
も
可
）
を
支
払
次
第
即
時
に
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
証
書
（A

T
O
L
 

C
ertifi cate

）
を
取
得
し
、
航
空
会
社
の
経
営
破
た
ん
時
に
は
、

同
証
書
を
提
示
す
る
こ
と
で
代
替
航
空
券
代
及
び
宿
泊
料
、
又
は

ハ
イ
ヤ
ー
代
金
が
カ
バ
ー
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。

（
36
） B

ooz &
 C

o. in association w
ith E

rw
in von den 

S
teinen, Ingom

ar Joerss &
 P

ablo M
endes de L

eon, S
tudy 

on C
onsum

er P
rotection A

gainst A
viation B

ankruptcy 

（F
inal R

eport

）, P
repared for D

irectorate-G
eneral 

E
nergy and T

ransport, E
uropean C

om
m
ission 

（2009

）, p. 
80 et seq., available at http://ec.europa.eu/transport/
m
odes/air/studies/doc/internal_m

arket/2009_01_
bankruptcy_study.pdf 

（last visited June 23, 2013

）.

（
37
） B

ooz &
 C

o., supra note 36, at 85 et seq.

（
38
） B

ooz &
 C

o., supra note 36, at 86 et seq; E
U
jet 

pledges speedy refunds, T
T
G
 D

egital, S
eptem

ber 1, 2005, 
available at http://w

w
w
.ttgdigital.com

/sign-in?rtn=eujet-
pledges-speedy-refunds/227196.article 

（last visited June 

な
く
、
チ
ャ
プ
タ
ー
・
イ
レ
ブ
ン
に
基
づ
く
経
営
再
建
の
道
を
選

ん
だ
。
二
〇
〇
五
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。
同
社
は
再
生
手
続
を

通
じ
て
、
第
三
六
五
条
及
び
第
一
一
一
〇
条
に
従
い
、
同
社
は
古

い
機
体
の
調
達
に
伴
う
債
務
の
履
行
を
拒
絶
し
、
他
方
、
未
納
航

空
機
の
購
入
契
約
の
履
行
の
た
め
の
交
渉
を
行
っ
た
。
最
終
的
に
、

一
八
％
の
保
有
機
材
削
減
を
、
大
幅
な
機
材
若
返
り
と
と
も
に
成

し
遂
げ
た
。
加
え
て
第
一
一
一
三
条
に
よ
り
、
同
社
は
年
金
の
削

減
と
賃
金
の
平
均
一
四
％
の
賃
金
カ
ッ
ト
を
含
む
、
計
二
四
億
ド

ル
の
人
件
費
削
減
を
実
現
し
た
。
こ
う
し
て
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ａ
で
は

な
く
連
邦
破
産
法
に
依
拠
し
た
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
を
通

じ
て
、N

orthw
est

は
四
二
億
ド
ル
の
債
務
を
圧
縮
し
、
か
つ

三
〇
億
ド
ル
の
流
動
性
を
確
保
し
て
、
破
産
申
請
直
後
の
四
半
期

に
は
、
早
く
も
再
建
後
最
初
の
利
益
を
計
上
す
る
ま
で
に
業
績
を

回
復
さ
せ
た
。
テ
ロ
直
後
の
倒
産
を
免
れ
た
他
の
大
手
航
空
会
社

（C
ontinental

、S
outhw

est

及
びA

m
erican

）
が
、
債
権
者
に

対
し
て
チ
ャ
プ
タ
ー
・
イ
レ
ブ
ン
の
適
用
を
ち
ら
つ
か
せ
て
、
機

材
調
達
債
務
と
賃
金
に
つ
い
て
再
交
渉
を
行
っ
て
、
実
質
的
な
経

営
再
建
を
行
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る 

。
そ
し
て
そ
の
後
、
彼

ら
も
ま
た
よ
り
抜
本
的
な
問
題
解
決
の
た
め
に
正
規
に
チ
ャ
プ

タ
ー
・
イ
レ
ブ
ン
の
適
用
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
米
国
航
空

会
社
が
こ
の
麻
薬
を
体
か
ら
抜
け
ら
れ
な
い
で
い
る
こ
と
の
是
非

は
別
と
し
て
、
少
な
く
と
も
本
論
の
問
題
関
心
か
ら
す
れ
ば
、
破

産
法
の
大
改
正
で
も
な
さ
れ
な
い
限
り
、
米
国
に
あ
っ
て
は
破
た

ん
会
社
の
運
航
停
止
が
回
避
さ
れ
る
高
い
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
る

二
三
六



航
空
会
社
経
営
破
た
ん
時
の
旅
客
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
制
（
工
藤
）

（
四
一
一
）

一
〇
）
で
総
額
七
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
付
保
最
低
金
額
と
さ

れ
て
い
る
（A

rts. 6 &
 7

）。

（
47
） B

ooz &
 C

o., supra note 36, at 107; S
teer D

avies 
G
leave, supra note 3, at 72.

（
48
） B

ooz &
 C

o., supra note 36, at 109; S
teer D

avies 
G
leave, supra note 3, at 90.

（
49
） B

ooz &
 C

o., supra note 36, at 112; S
teer D

avies 
G
leave, supra note 3, at 95.

（
50
） D

G
 M

O
V
E
, supra note 5.

（
51
） B

russels W
ants F

und for B
ankrupt A

irlines: 
C
om

m
ission D

em
ands G

overnm
ents to E

xam
ine F

inances 
of A

irlines, S
tandart N

ew
s, M

arch 9, 2013, available at 
http://paper. standartnew

s.com
/en/article.php?d=2013-

03-10&
article=41967 

（last visited June 23, 2013

）.

（
52
） 

安
全
性
基
準
を
満
た
さ
な
い
航
空
会
社
に
対
す
る
監
視
と
公

示
と
に
関
す
る
制
度
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
（C

om
m
unity 

B
lack L

ist

）
と
し
て
既
に
運
用
さ
れ
て
い
る
（R

egulation 

（E
C

） N
o 2111/2005 of the E

uropean P
arliam

ent and of 
the C

ouncil of 14 D
ecem

ber 2005 on the establishm
ent of 

a C
om

m
unity list of air carriers subject to an operating 

ban w
ithin the C

om
m
unity and on inform

ing air transport 
passengers of the identity of the operating air carrier, 
and repealing A

rticle 9 of D
irective 2004/36/E

C
 

（O
J 

L
344/15, 27/12/2005

）, available at http://eur-lex.europa.

23, 2013

）.
（
39
） B

ooz &
 C

o., supra note 36, at 87 et seq.
（
40
） B

ooz &
 C

o., supra note 36, at 97; S
teer D

avies 
G
leave, supra note 2, at 63, 97, 101.

（
41
） R

egulation 

（E
C

） N
o 1008/2008 of the E

uropean 
P
arliam

ent and of the C
ouncil of 24 S

eptem
ber 2008 on 

com
m
on rules for the operation of air services in the 

com
m
unity 

（R
ecast

）, O
J L

293, 31/10/2008, P
0003-0020. 

（
42
） B

ooz &
 C

o., supra note 36, at 100; S
teer D

avies 
G
leave, supra note 3, at 103.

（
43
） R

egulation 

（E
C

） N
o 1008/2008, supra note 41.

（
44
） B

ooz &
 C

o., supra note 36, at 103; S
teer D

avies 
G
leave, supra note 3, at 67.

（
45
） B

ooz &
 C

o., supra note 36, at 105; S
teer D

avies 
G
leave, supra note 3, at 82.

（
46
） R

egulation 

（E
C

） N
o 785/2004 of the E

uropean 
P
arliam

ent and of the C
ouncil of 21 A

pril 2004 on 
insurance requirem

ents of air carriers and aircraft 
operators, O

J L
138. 30/04/2004 P

. 0001-0006. 

同
規
則
は
、

欧
州
路
線
に
就
航
す
る
航
空
会
社
に
対
し
運
送
責
任
（
対
旅
客
、

手
荷
物
及
び
貨
物
）
と
地
上
第
三
者
責
任
の
双
方
に
つ
い
て
、
付

保
強
制
を
行
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
旅
客
責
任
は
旅
客
一
人
当
た

り
二
五
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
、
地
上
第
三
者
責
任
は
最
大
離
陸
重
量
五
〇
〇

ｔ
以
上
（
エ
ア
バ
ス
Ａ
三
八
〇
ク
ラ
ス
に
相
当
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー

二
三
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
一
二
）

int/M
eetings/F

A
L
P
/D

ocum
ents/F

alp7-2012/IP
14/

IP
14%

20E
N
.pdf 

（last visited June 23, 2013

） 

に
よ
れ
ば
、

国
際
空
港
評
議
会
（A

irport C
ouncil International

）
は
、
経

営
破
た
ん
時
の
欠
航
な
ど
フ
ラ
イ
ト
に
異
常
な
乱
れ
が
生
じ
た
場

合
、
各
地
の
空
港
が
旅
客
対
応
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
基
準
作

り
の
検
討
に
入
っ
た
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
論
点
を

も
加
え
て
、
今
後
の
議
論
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

※
本
稿
は
、
二
〇
一
〇
年
度
〜
二
〇
一
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

「
不
良
債
権
処
理
ス
キ
ー
ム
の
会
社
法
学
的
考
察
（
基
盤
研
究

（
ｃ
）、
研
究
代
表
者
・
松
嶋
隆
弘
日
本
大
学
教
授
）（
課
題
番
号

二
二
五
三
〇
〇
九
〇
）」
に
関
す
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

eu/L
exU

riS
erv/L

exU
riS

erv.do?uri=O
J:L

:2005:344:0015:0
022:E

N
:P

D
F
 

（last visited June 23, 2013

）.

）。
こ
の
制
度
に

よ
っ
て
も
顧
客
離
れ
は
生
じ
よ
う
が
、
身
体
生
命
に
直
接
的
な
影

響
を
与
え
る
安
全
の
問
題
と
財
務
状
況
と
を
、
ま
っ
た
く
同
列
に

は
扱
い
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
53
） 

仮
に
、
チ
ャ
プ
タ
ー
・
イ
レ
ブ
ン
に
よ
る
債
権
の
自
動
凍
結

（A
utom

atic S
tay

）
の
適
用
を
前
提
と
し
て
も
、
破
産
申
請
後
に

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
会
社
か
ら
の
送
金
は
一
時
停
止
さ
れ
、

ベ
ン
ダ
ー
は
役
務
の
提
供
を
拒
絶
し
、
旅
行
代
理
店
は
予
約
回
避

行
動
に
出
る
と
い
っ
た
具
合
に
、
破
た
ん
航
空
会
社
に
は
大
き
な

試
練
が
待
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
破
産
申
請
前
に
周
到
な
資

金
計
画
と
運
航
計
画
を
練
り
、
つ
な
ぎ
融
資
の
道
筋
を
つ
け
て
お

く
必
要
が
高
い
と
さ
れ
る
（G

regory W
. B

uhler, A
irline 

B
ankruptcy and W

orkouts: L
essons L

earned, 16 A
ir &

 
S
p. L

aw
. 1, 18-19 

（2002

）.

）。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
事
前
準

備
が
、
歴
史
が
浅
く
信
用
度
の
低
い
零
細
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
お
い
て
も
可

能
と
は
、
や
は
り
考
え
に
く
い
。

（
54
） L

isa B
achelor, A

irline P
assenger R

ights G
iven E

U
 

B
oost, T

he G
uardian, M

arch 13, 2013, available at http://
w
w
w
.guardian.co.uk/m

oney/2013/m
ar/13/airline-

passenger-rights-eu-boost 

（last visited June 23, 2013

）.

（
55
） A

irports R
esolve to S

afeguard the Interests of the 
T
ravelling P

ublic, IC
A
O
 F

A
L
P
 Inform

ation P
aper, 

F
A
L
P
/7-IP

/14, 19/10/12, available at http://w
w
w
.icao.
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「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
一
三
）

日
本
大
学
法
学
部
で
は
、「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関

す
る
中
間
試
案
」（
以
下
「
中
間
試
案
」
と
い
う
。）
に
関
す
る
意

見
募
集
に
応
え
る
べ
く
、
平
成
二
五
年
三
月
三
〇
日
、
四
月
一
一

日
・
二
五
日
、
五
月
一
一
日
・
一
六
日
・
三
〇
日
の
六
回
に
わ

た
っ
て
、
民
法
・
商
法
・
民
事
訴
訟
法
の
研
究
者
等
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
民
事
法
研
究
会
を
開
催
し
、
中
間
試
案
を
網
羅
的
に
検
討

す
る
と
の
方
針
の
下
、
意
見
書
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

以
下
で
は
、
本
研
究
会
の
意
見
を
、
中
間
試
案
の
項
目
立
て
の

順
序
に
従
い
列
挙
す
る
。
た
だ
し
、
中
間
試
案
の
内
容
そ
の
も
の

は
、
本
意
見
書
中
に
あ
ら
た
め
て
再
録
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
本
研
究
会
の
参
加
者
は
、
伊
藤
文
夫
（
教
授
）、
大
久

保
拓
也
（
教
授
）、
岡
島
芳
伸
（
教
授
）、
金
澤
大
祐
（
大
学
院
法

務
研
究
科
助
教
）、
川
端
敏
朗
（
東
邦
音
楽
大
学
教
授
）、
鬼
頭
俊

泰
（
商
学
部
助
教
）、
小
菅
成
一
（
嘉
悦
大
学
准
教
授
）、
佐
藤
亮

（
弁
護
士
）、
清
水
恵
介
（
教
授
）、
杉
本
純
子
（
准
教
授
）、
高
梨

俊
一
（
理
工
学
部
教
授
）、
高
橋
め
ぐ
み
（
商
学
部
准
教
授
）、
長

谷
川
貞
之
（
教
授
）、
藤
川
信
夫
（
教
授
）、
堀
切
忠
和
（
准
教

授
）、
益
井
公
司
（
教
授
）、
松
井
丈
晴
（
関
東
学
院
大
学
非
常
勤

講
師
）、
松
澤
健
雄
（
校
友
）、
松
嶋
隆
弘
（
教
授
）、
萬
澤
陽
子

（
商
学
部
非
常
勤
講
師
）、
三
木
千
穂
（
海
上
保
安
大
学
校
専
任
講

師
）、
矢
田
尚
子
（
准
教
授
）、
山
下
良
（
沖
縄
国
際
大
学
専
任
講

師
）
お
よ
び
大
学
院
生
五
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
意
見
書
の
取

「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見

日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会

資　

料
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日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
一
四
）

俗
一
般
と
同
様
に
、
そ
の
効
果
は
絶
対
的
無
効
で
あ
る
の
か
を
明

ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
公
序
良
俗
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
不
法
原
因
給

付
（
七
〇
八
条
）
に
つ
い
て
は
改
正
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
以

上
、
公
序
良
俗
規
定
の
改
正
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

第
二　

意
思
能
力

（
注
1
）に
示
さ
れ
た
「
特
に
定
義
を
設
け
ず
、
意
思
能
力
を
欠

く
状
態
で
さ
れ
た
法
律
行
為
を
無
効
と
す
る
こ
と
の
み
を
規
定
す

る
と
い
う
考
え
方
」
を
支
持
す
る
意
見
が
多
か
っ
た
。
む
し
ろ
、

こ
う
し
た
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
中
間
試
案
第
三
の
四
⑷
・
五
、
第

五
の
二
⑷
、
第
二
八
の
五
が
単
に
「
意
思
能
力
」
と
の
み
記
し
て

い
る
こ
と
と
も
整
合
す
る
。

ま
た
、
本
文
の
案
に
従
う
と
し
て
も
、「
そ
の
法
律
行
為
」
の

「
そ
の
」
は
要
ら
な
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

第
三　

意
思
表
示

一　

心
裡
留
保
（
民
法
第
九
三
条
関
係
）

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
試
案
で
明
文
化
が
予
定
さ
れ
て
い

る
代
理
権
濫
用
（
中
間
試
案
第
四
の
七
）
以
外
に
も
、
近
時
は
、

い
わ
ゆ
る
迂
回
融
資
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
金
融
機
関
に

り
ま
と
め
は
、
清
水
恵
介
、
矢
田
尚
子
お
よ
び
堀
切
忠
和
が
担
当

し
た
。

第
一　

法
律
行
為
総
則

一　

法
律
行
為
の
意
義
（
民
法
第
一
編
第
五
章
第
一
節
関
係
）

世
界
的
に
必
ず
し
も
普
遍
的
で
な
い
法
律
行
為
と
い
う
概
念
を

維
持
す
る
以
上
、
国
民
の
分
か
り
易
さ
の
観
点
か
ら
、
何
ら
か
の

定
義
規
定
は
必
要
で
あ
る
。

条
文
の
位
置
は
、
中
間
試
案
が
想
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
公
序
良
俗
（
九
〇
条
）
の
前
で
よ
い
か
、
法
律
行
為
の
概
念
自

体
は
五
条
に
お
い
て
登
場
す
る
以
上
、
そ
れ
よ
り
前
、
例
え
ば
、

民
法
一
条
の
後
に
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
合
同
行
為
や
準
法
律
行
為
に
つ
い
て
は
定
め
を
置
か
な

く
て
よ
い
の
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

二　

公
序
良
俗
（
民
法
第
九
〇
条
関
係
）

公
序
良
俗
の
一
般
規
定
と
は
切
り
離
し
た
形
で
独
立
し
た
暴
利

行
為
の
規
定
を
置
く
と
、
二
重
の
無
効
主
張
が
さ
れ
る
こ
と
で
、

取
引
が
無
効
と
な
る
リ
ス
ク
が
か
え
っ
て
高
ま
り
好
ま
し
く
な
い

と
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
暴
利
行
為
に
つ
い
て
規
定
を
置
く
と
し
て
も
、
公
序
良

二
四
〇



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
一
五
）

（
六
ヶ
月
間
で
消
滅
）
と
は
異
な
り
、
長
期
間
行
使
で
き
る
こ
と

に
よ
る
適
用
範
囲
の
不
必
要
な
拡
大
を
懸
念
し
、
反
対
す
る
意
見

が
多
か
っ
た
。

三　

詐
欺
（
民
法
第
九
六
条
関
係
）

⑵
に
お
い
て
、
代
理
人
の
詐
欺
を
明
文
化
す
る
こ
と
は
賛
成
で

あ
る
が
、
同
項
に
い
う
「
媒
介
」
概
念
は
、
消
費
者
契
約
法
五
条

に
定
め
が
あ
る
と
は
い
え
、
一
般
法
と
し
て
の
民
法
で
用
い
る
に

は
な
お
不
明
確
で
あ
り
、
条
文
化
に
適
切
で
な
い
と
の
意
見
が
多

か
っ
た
。

⑷
に
つ
い
て
は
、「
無
過
失
」
を
要
求
す
る
こ
と
に
賛
成
で
あ

る
。
た
だ
し
、
取
消
後
の
第
三
者
に
関
す
る
判
例
法
理
を
取
り
込

ま
な
く
て
よ
い
の
か
、
ま
た
、
現
行
法
の
ま
ま
強
迫
と
の
区
別
を

維
持
し
て
よ
い
の
か
に
つ
き
疑
問
を
呈
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

四　

意
思
表
示
の
効
力
発
生
時
期
等
（
民
法
第
九
七
条
関
係
）

試
案
に
よ
れ
ば
、
意
思
表
示
の
相
手
方
が
失
踪
し
た
場
合
で
も

相
手
方
の
住
所
に
郵
便
物
が
配
達
さ
れ
れ
ば
、
⑵
イ
に
は
該
当
せ

ず
と
も
、
⑵
ア
に
は
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
到
達
の
範
囲
が

不
当
に
広
が
る
可
能
性
が
な
い
か
を
懸
念
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
⑷
に
つ
き
、
電
子
取
引
（
い
わ
ゆ
る
チ
ャ
ッ
ト
の
よ
う

に
、
地
を
隔
て
て
い
て
も
、
即
時
に
応
答
で
き
る
た
め
に
、
対
話

対
し
て
名
義
貸
与
者
た
る
借
主
の
責
任
を
否
定
す
べ
く
九
三
条
た

だ
し
書
を
類
推
適
用
し
た
裁
判
例
（
名
古
屋
高
判
平
成
六
年
一
一

月
三
〇
日
金
法
一
四
三
六
号
三
二
頁
、
大
阪
高
判
平
成
一
一
年
五

月
二
七
日
金
判
一
〇
八
五
号
二
五
頁
、
広
島
高
岡
山
支
判
平
成

一
二
年
九
月
一
四
日
金
判
一
一
一
三
号
二
六
頁
な
ど
）
が
み
ら
れ

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
裁
判
例
の
動
向
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
配
慮
す

べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

二　

錯
誤
（
民
法
第
九
五
条
関
係
）

従
来
の
判
例
・
学
説
の
立
場
を
明
文
化
す
る
と
す
れ
ば
、
試
案

の
よ
う
に
な
る
は
ず
で
、
特
段
反
対
す
る
理
由
は
な
い
と
の
意
見

が
あ
っ
た
一
方
で
、「
要
素
」
や
「
動
機
」
の
要
件
を
明
確
化
し
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
「
通
常
人
」
な
る
用
語
を
採
用
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
か
え
っ
て
実
務
に
混
乱
を
き
た
さ
な
い
か
を
懸
念
し
、
端

的
に
「
要
素
」
や
「
動
機
」
と
い
う
用
語
を
使
え
ば
よ
い
と
の
意

見
や
、
⑴
と
⑵
と
で
「
錯
誤
」
の
意
味
が
異
な
り
、
か
え
っ
て

「
錯
誤
」
概
念
が
不
明
確
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
消
極
的
な

意
見
も
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
⑵
イ
に
い
う
不
実
表
示
に
つ
い
て
は
、
帰
責
事
由
の

要
否
な
ど
不
実
表
示
と
な
る
範
囲
が
不
明
確
で
あ
る
た
め
、
セ
ー

ル
ス
ト
ー
ク
へ
の
抑
止
効
果
や
、
消
費
者
契
約
法
上
の
取
消
権

二
四
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
一
六
）

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
⑴
に
い
う
「
意
思
の
不
存
在
」
に
つ

い
て
は
、
錯
誤
規
定
（
中
間
試
案
第
三
の
二
）
に
動
機
の
錯
誤
の

規
律
を
導
入
す
る
と
す
れ
ば
対
応
し
な
く
な
る
た
め
、
同
規
定
の

改
正
と
の
連
動
性
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

三　

代
理
人
の
行
為
能
力
（
民
法
第
一
〇
二
条
関
係
）

反
対
で
あ
る
。
実
際
上
、
例
外
的
な
事
象
で
あ
る
⑴
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
例
外
的
な
⑵
を
お
い
て
ま
で
規
律
内
容
を
明
確
化
す
る
必

要
は
な
い
。
ま
た
、
⑴
を
正
面
か
ら
規
律
し
て
代
理
行
為
の
取
消

し
を
否
定
す
る
旨
定
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
様
に
、
代
理
権
授
与

行
為
の
取
消
し
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
代
理
権
は
遡
及
的

に
消
滅
せ
ず
、
既
に
な
さ
れ
た
代
理
行
為
の
効
力
は
覆
滅
し
な
い

こ
と
も
ま
た
定
め
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
本
試
案
は
、
そ
の
点
に

お
い
て
不
徹
底
で
あ
る
。

四　

代
理
人
の
権
限
（
民
法
第
一
〇
三
条
関
係
）

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
代
理
人
の
権
限
が
定
ま
ら
な
い
と
き

に
、
包
括
代
理
権
を
有
す
る
も
の
と
し
て
認
め
得
る
場
合
が
あ
る

と
の
見
解
が
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

五　

復
代
理
人
を
選
任
し
た
任
意
代
理
人
の
責
任
（
民
法
第

一
〇
五
条
関
係
）

者
に
準
じ
て
処
理
す
べ
き
場
合
が
あ
る
。）
を
念
頭
に
お
か
な
い

「
隔
地
者
」
概
念
を
維
持
す
べ
き
か
疑
問
を
呈
す
る
意
見
が
あ
っ

た
。五　

意
思
表
示
の
受
領
能
力
（
民
法
第
九
八
条
の
二
関
係
）

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
中
間
試
案
第
二
に
お
け
る
意
思
能
力

の
意
義
と
の
整
合
性
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

第
四　

代
理

一　

代
理
行
為
の
要
件
及
び
効
果
（
民
法
第
九
九
条
関
係
）

⑵
に
つ
い
て
は
反
対
で
あ
る
。
概
要
で
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
れ
が
本
来
的
な
署
名
代
理
の
場
合
を
含
ま
ず
、「
代
理
人

Ａ
が
自
分
を
本
人
Ｂ
で
あ
る
と
称
し
て
す
る
方
法
」（
い
わ
ば

「
な
り
す
ま
し
」）
に
関
す
る
規
律
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
文
言
か
ら
明
ら
か
で
な
く
、
わ
か
り
に

く
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
ほ
か
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
代
理
人
に

責
任
追
及
で
き
な
い
と
す
れ
ば
不
当
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

⑵
は
、「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点

整
理
」（
以
下
、「
中
間
論
点
整
理
」
と
い
う
。）
中
に
は
存
在
し

な
か
っ
た
も
の
で
、
議
論
が
い
ま
だ
熟
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

二　

代
理
行
為
の
瑕
疵
（
民
法
第
一
〇
一
条
関
係
）

二
四
二



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
一
七
）

九　

権
限
外
の
行
為
の
表
見
代
理
（
民
法
第
一
一
〇
条
関
係
）

一
〇　

代
理
権
消
滅
後
の
表
見
代
理
（
民
法
第
一
一
二
条
関
係
）

中
間
試
案
第
四
の
八
〜
一
〇
に
つ
き
、
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
試
案
が
現
行
法
の
「
第
三
者
」
を
「
相
手
方
」
と
明
記

し
た
点
に
つ
い
て
は
、
転
得
者
を
含
む
も
の
と
解
す
る
手
形
法
上

の
学
説
を
排
除
す
る
こ
と
と
な
り
、
問
題
を
生
じ
な
い
か
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
表
見
代
理
全
般
を
通
し
て
、
も
う
少
し
判
例
の
立
場
に

沿
っ
た
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
案
を
示
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

一
一　

無
権
代
理
人
の
責
任
（
民
法
第
一
一
七
条
関
係
）

⑵
ア
〜
ウ
に
関
し
、
本
試
案
に
よ
れ
ば
、
相
手
方
が
善
意
・
無

過
失
で
あ
っ
て
も
、
代
理
人
が
善
意
・
無
重
過
失
で
あ
れ
ば
免
責

さ
れ
る
反
面
、
相
手
方
が
善
意
・
有
過
失
で
あ
っ
て
も
、
代
理
人

が
悪
意
で
あ
れ
ば
免
責
さ
れ
な
い
点
に
お
い
て
、
現
行
法
と
は
免

責
の
範
囲
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
が
、
⑵
イ
・
ウ
の
各
た
だ
し
書

の
立
証
責
任
が
責
任
追
及
側
の
再
抗
弁
と
し
て
構
成
さ
れ
る
と
す

れ
ば
、
実
際
上
免
責
の
範
囲
が
広
き
に
失
す
る
の
で
は
な
い
か
。

と
り
わ
け
、
代
理
人
に
重
過
失
が
あ
っ
て
も
（
ウ
た
だ
し
書
参

照
）、
相
手
方
に
軽
過
失
が
あ
れ
ば
⑵
イ
に
従
い
免
責
さ
れ
て
し

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
〇
五
条
が
他
に
類
推
適
用
さ
れ
て

き
た
現
状
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
中
間
試
案
の
よ
う
に
、
履
行
補

助
者
の
故
意
・
過
失
に
つ
い
て
は
規
定
を
設
け
な
い
と
し
た
場
合

に
、
は
た
し
て
一
〇
五
条
を
削
除
す
る
だ
け
で
債
務
不
履
行
の
一

般
原
則
に
従
っ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
（
更
に
は
、

一
〇
六
条
後
段
の
責
任
も
同
様
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

か
）
は
明
ら
か
で
な
く
、
そ
の
影
響
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

六　

自
己
契
約
及
び
双
方
代
理
等
（
民
法
第
一
〇
八
条
関
係
）

⑶
の
利
益
相
反
行
為
に
つ
い
て
は
、
親
権
者
の
よ
う
に
特
別
代

理
人
を
選
任
す
る
類
型
（
八
二
六
条
参
照
）
等
も
あ
る
中
で
、
本

試
案
の
よ
う
な
形
で
一
律
に
規
定
し
て
よ
い
か
に
つ
き
慎
重
に
検

討
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
一
〇
八
条
を
準
用
す
る
会
社
法
三
五
六
条
二
項
へ
の
影

響
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

七　

代
理
権
の
濫
用

賛
成
で
あ
る
。
判
例
（
最
判
昭
和
四
二
年
四
月
二
〇
日
民
集

二
一
巻
三
号
六
九
七
頁
）
の
立
場
よ
り
も
、
い
わ
ゆ
る
信
義
則
説

の
よ
う
に
重
過
失
を
要
件
と
す
る
方
が
望
ま
し
い
。

八　

代
理
権
授
与
の
表
示
に
よ
る
表
見
代
理
（
民
法
第
一
〇
九

条
関
係
）

二
四
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
一
八
）

民
法
上
の
制
度
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。

第
五　

無
効
及
び
取
消
し

一　

法
律
行
為
の
一
部
無
効

反
対
で
あ
る
。
一
部
無
効
の
効
果
規
定
を
設
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
も
そ
も
無
効
の
効
果
に
つ
い
て
、
取
消
し
の
よ
う
な
原
則
規
定

（
概
念
規
定
）
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

二　

無
効
な
法
律
行
為
の
効
果

⑵
⑶
に
つ
い
て
、
総
則
規
定
中
に
、
有
償
契
約
・
無
償
契
約
と

い
う
概
念
を
用
い
た
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
適
切
か
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
一
二
一
条
た
だ
し
書
に
関
す
る
⑷
に
つ
い
て
は
、
現
存

利
益
の
法
理
を
取
消
し
の
場
合
に
限
定
す
る
べ
き
か
、
特
定
商
取

引
法
や
割
賦
販
売
法
の
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
あ
る
い
は
解
除
に
お
け

る
原
状
回
復
と
の
均
衡
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
ま
た
錯
誤

無
効
等
で
も
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
な
ど
、
⑷
の
試
案
だ
け
で

は
不
十
分
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

三　

追
認
の
効
果
（
民
法
第
一
二
二
条
関
係
）

特
段
の
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

四　

取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
行
為
の
追
認
（
民
法
第
一
二
四

条
関
係
）

ま
う
こ
と
は
妥
当
か
な
ど
の
疑
問
が
あ
る
と

の
指
摘
が
あ
っ
た
（
下
表
参
照
）。

⑵
エ
に
関
し
、
未
成
年
者
が
代
理
人
と
称

し
て
行
動
し
て
い
る
場
合
に
、
未
成
年
者
が

「
制
限
行
為
能
力
者
」
で
あ
る
と
の
理
由
で
、

一
律
に
当
該
行
為
の
責
任
を
免
除
さ
れ
る
と

い
う
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に

は
、
基
本
的
に
は
一
一
七
条
の
履
行
又
は
損

害
賠
償
の
責
任
が
不
法
行
為
責
任
の
性
質
を

有
す
る
こ
と
か
ら
、
七
一
二
条
の
場
合
と
同

様
に
、
事
理
弁
識
能
力
を
欠
く
者
の
み
が
免

責
さ
れ
る
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
す
る

意
見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
全
体
を
通
し
て
、
一
一
七
条
の
特

則
で
あ
る
手
形
法
八
条
や
電
子
記
録
債
権
法

一
三
条
と
の
整
合
性
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

一
二　

授
権
（
処
分
権
授
与
）

反
対
で
あ
る
。
商
法
上
の
問
屋
の
よ
う
な

間
接
代
理
と
の
関
係
を
整
理
し
な
い
ま
ま
、

相手方が悪意 相手方が善意・有過失 相手方が善意・無過失

代理人が悪意 ⑵ア→責任× ⑵イただし書→責任○ 責任○

代理人が善意・重過失 ⑵ア→責任× ⑵イ→責任× ⑵ウただし書→責任○

代理人が善意・無重過失 ⑵ア・ウ→責任× ⑵イ・ウ→責任× ⑵ウ→責任×

二
四
四



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
一
九
）

と
を
確
認
し
、
現
在
の
実
務
上
の
特
約
の
効
力
を
妨
げ
な
い
よ
う

に
配
慮
さ
れ
た
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

第
七　

消
滅
時
効

一　

職
業
別
の
短
期
消
滅
時
効
の
廃
止

議
論
の
方
向
と
し
て
は
概
ね
賛
成
で
あ
る
が
、
現
状
の
時
効
期

間
を
延
ば
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
実
務
の
混
乱
・
影
響
を
懸
念
す

る
意
見
が
あ
っ
た
。

二　

債
権
の
消
滅
時
効
に
お
け
る
原
則
的
な
時
効
期
間
と
起
算

点
【
甲
案
】
に
賛
成
で
あ
る
。
ま
た
、（
注
）記
載
の
意
見
に
親
和

的
な
意
見
が
多
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、「
事
業
者
」
と
い
う
概

念
に
抵
抗
感
を
示
す
意
見
も
あ
っ
た
。
事
業
者
概
念
や
消
費
者
契

約
法
と
の
整
合
性
に
留
意
さ
れ
た
い
。

三　

定
期
金
債
権
の
消
滅
時
効
（
民
法
第
一
六
八
条
第
一
項
関

係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

四　

不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
（
民
法

第
七
二
四
条
関
係
）

学
説
上
は
判
例
に
反
し
て
消
滅
時
効
説
が
有
力
と
な
っ
て
い
る

中
で
、
七
二
四
条
後
段
を
消
滅
時
効
と
し
て
明
文
化
す
る
こ
と
に

特
段
の
異
論
は
な
か
っ
た
が
、「
取
消
権
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
後
」
と
い
う
要
件
を
追
加
す
る
こ
と
と
法

定
追
認
の
制
度
（
一
二
五
条
）
と
の
整
合
性
に
は
配
慮
さ
れ
た
い
。

五　

法
定
追
認
（
民
法
第
一
二
五
条
関
係
）

現
行
一
三
条
一
項
と
の
均
衡
を
考
え
れ
ば
、
弁
済
や
担
保
の
押

し
つ
け
に
つ
い
て
は
、
特
段
問
題
を
生
じ
な
い
の
で
は
な
い
か
と

の
意
見
が
多
か
っ
た
が
、
な
お
検
討
す
べ
き
と
の
慎
重
論
も
見
ら

れ
た
。

六　

取
消
権
の
行
使
期
間
（
民
法
第
一
二
六
条
関
係
）

特
段
の
反
対
論
は
な
か
っ
た
。「
取
消
権
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
」
こ
と
が
時
効
の
起
算
点
と
な
る
の
で
あ

れ
ば
、
期
間
の
短
縮
は
不
利
益
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

第
六　

条
件
及
び
期
限

一　

条
件

こ
の
部
分
だ
け
定
義
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
つ
き
、
疑
問
を
呈

す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

二　

期
限

期
限
の
利
益
喪
失
に
関
す
る
⑶
に
つ
き
、
積
極
的
な
反
対
意
見

は
な
か
っ
た
が
、
本
試
案
に
基
づ
く
規
定
が
任
意
規
定
で
あ
る
こ

二
四
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
二
〇
）

基
本
的
に
は
、
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
部
請
求
の
扱
い
に

つ
き
判
例
（
最
判
昭
和
三
四
年
二
月
二
〇
日
民
集
一
三
巻
二
号

二
〇
九
頁
）
を
変
更
す
る
⑵
の
試
案
に
対
し
て
疑
問
を
呈
す
る
意

見
が
あ
っ
た
ほ
か
、
⑹
柱
書
に
い
う
協
議
を
行
う
旨
の
書
面
に
よ

る
合
意
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
時
効
の
停
止
事
由
と
し
て
も
、
そ

の
書
面
が
真
摯
に
作
成
さ
れ
た
も
の
か
暫
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た

の
か
に
つ
い
て
疑
義
を
生
じ
得
る
の
で
、
不
要
で
は
な
い
か
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。

八　

時
効
の
効
果

条
文
化
す
る
内
容
に
反
対
の
意
見
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

条
文
化
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
疑
義
を
呈
す
る
意
見
が
あ
っ

た
。ま

た
、
⑴
に
い
う
「
正
当
な
利
益
」
の
中
身
を
め
ぐ
っ
て
の
議

論
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
を
あ
え
て
明
文
化
す
る
必
要
が
な

い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

な
お
、
時
効
学
説
に
関
し
て
、
特
定
の
説
を
支
持
す
る
よ
う
な

明
文
化
と
な
り
得
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
留
意

さ
れ
た
い
。

第
八　

債
権
の
目
的

一　

特
定
物
の
引
渡
し
の
場
合
の
注
意
義
務
（
民
法
第
四
〇
〇

は
賛
成
で
あ
る
。

な
お
、
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
知
的
財
産
法
に
み
ら
れ
る

七
二
四
条
の
起
算
点
の
読
替
規
定
（
商
標
法
一
三
条
の
二
第
五
項

等
）
へ
の
影
響
や
、
国
際
航
空
運
送
に
つ
い
て
の
あ
る
規
則
の
統

一
に
関
す
る
条
約
〔
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
〕
三
五
条
に
み
ら
れ

る
類
似
の
期
間
制
限
へ
の
影
響
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

五　

生
命
・
身
体
の
侵
害
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時

効
本
規
定
の
要
否
に
つ
い
て
は
両
論
が
あ
っ
た
が
、
生
命
・
身
体

だ
け
で
な
く
、「
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
」
を
含
ん
だ
場
合
、
本

規
定
が
原
則
規
定
と
し
て
一
人
歩
き
し
な
い
か
を
危
惧
す
る
意
見

が
多
く
見
ら
れ
た
。

六　

時
効
期
間
の
更
新
事
由

更
新
と
停
止
の
整
理
の
仕
方
を
含
め
て
、
基
本
的
に
は
、
賛
成

で
あ
る
。
た
だ
し
、
⑴
エ
に
お
い
て
「
相
手
方
の
権
利
を
承
認
し

た
こ
と
」
を
権
利
の
更
新
事
由
と
す
る
が
、「
相
手
方
の
」
と
い

う
表
現
に
よ
る
限
定
が
必
要
か
に
つ
い
て
、
疑
義
を
述
べ
る
意
見

が
あ
っ
た
。

七　

時
効
の
停
止
事
由

二
四
六



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
二
一
）

⑶　

中
間
利
息
控
除

規
定
を
設
け
る
こ
と
に
消
極
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
。

五　

選
択
債
権

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

第
九　

履
行
請
求
権
等

一　

債
権
の
請
求
力

積
極
的
な
反
対
論
は
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
だ
け
定
義
規
定
を
設

け
る
こ
と
の
不
自
然
さ
に
つ
い
て
、
指
摘
す
る
意
見
が
多
数
あ
っ

た
。二　

契
約
に
よ
る
債
権
の
履
行
請
求
権
の
限
界
事
由

限
界
事
由
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
用
語
の
字
義
を
重
視
し

た
結
果
、
か
え
っ
て
分
か
り
易
さ
を
阻
害
し
て
い
る
た
め
、
再
考

す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

三　

履
行
の
強
制
（
民
法
第
四
一
四
条
関
係
）

概
ね
改
正
の
方
向
に
賛
成
で
あ
っ
た
。

第
一
〇　

債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償

一　

債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
と
そ
の
免
責
事
由
（
民
法

第
四
一
五
条
前
段
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

二　

履
行
遅
滞
の
要
件
（
民
法
第
四
一
二
条
関
係
）

条
関
係
）

善
管
注
意
義
務
が
客
観
的
に
判
断
し
う
る
の
に
対
し
、
契
約
の

趣
旨
等
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
義
務
違
反
の
有
無
が
主
観
的

基
準
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
本

改
正
を
し
つ
つ
、
委
任
の
善
管
注
意
義
務
（
六
四
四
条
）
に
つ
い

て
変
更
を
し
な
い
こ
と
は
整
合
性
を
有
す
る
の
か
に
つ
い
て
疑
問

を
呈
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
⑴
の
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
部
分

に
つ
い
て
は
、
外
す
べ
き
と
の
意
見
が
多
数
を
占
め
た
。

二　

種
類
債
権
の
目
的
物
の
特
定
（
民
法
第
四
〇
一
条
第
二
項

関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

三　

外
国
通
貨
債
権
（
民
法
第
四
〇
三
条
関
係
）

改
正
後
の
規
定
が
任
意
法
規
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
反
対
す

る
意
見
は
な
か
っ
た
。

四　

法
定
利
率
（
民
法
第
四
〇
四
条
関
係
）

⑴　

変
動
制
に
よ
る
法
定
利
率

⑵　

法
定
利
率
の
適
用
の
基
準
時
等

⑴
⑵
を
通
じ
て
変
動
制
の
採
用
に
賛
成
す
る
意
見
が
多
か
っ
た

が
、
そ
の
基
準
金
利
や
商
事
法
定
利
率
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
慎

重
に
検
討
さ
れ
た
い
。

二
四
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
二
二
）

が
あ
っ
た
。

七　

過
失
相
殺
の
要
件
・
効
果
（
民
法
第
四
一
八
条
関
係
）

「
過
失
」
に
代
わ
る
文
言
で
あ
る
「
状
況
に
応
じ
て
債
権
者
に

求
め
る
の
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
措
置
を
債
権
者
が
講
じ
な
か
っ

た
と
き
」
が
分
か
り
に
く
い
と
の
意
見
や
、
全
額
の
免
除
ま
で
認

め
な
い
の
は
問
題
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

八　

損
益
相
殺

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
要
件
が
類
似
す

る
代
償
請
求
権
の
文
言
と
の
整
合
性
に
留
意
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

九　

金
銭
債
務
の
特
則
（
民
法
第
四
一
九
条
関
係
）

⑴
に
よ
り
、
一
般
原
則
に
基
づ
く
賠
償
請
求
の
選
択
権
を
債
権

者
に
付
与
す
る
反
面
、
⑵
に
よ
り
、
無
過
失
に
よ
る
債
務
者
の
免

責
を
認
め
る
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
不
可
抗
力
の
規
定

が
民
法
か
ら
消
え
る
こ
と
に
よ
る
従
前
の
解
釈
論
へ
の
影
響
に
配

慮
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

一
〇　

賠
償
額
の
予
定
（
民
法
第
四
二
〇
条
関
係
）

反
対
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
⑵
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
に
明
文

上
の
裁
量
権
限
を
付
与
す
る
の
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
公
序

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

三　

債
務
の
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
要
件
（
民
法
第

四
一
五
条
後
段
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

四　

履
行
遅
滞
後
に
履
行
請
求
権
の
限
界
事
由
が
生
じ
た
場
合

に
お
け
る
損
害
賠
償
の
免
責
事
由

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

五　

代
償
請
求
権

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

六　

契
約
に
よ
る
債
務
の
不
履
行
に
お
け
る
損
害
賠
償
の
範
囲

（
民
法
第
四
一
六
条
関
係
）

国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
〔
ウ
ィ
ー
ン
売

買
条
約
〕
と
の
整
合
性
に
鑑
み
れ
ば
、
な
ぜ
こ
こ
だ
け
が
日
本
の

判
例
法
理
に
基
づ
く
の
か
明
ら
か
で
な
い
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
保
護

範
囲
説
と
は
異
な
り
、
損
害
賠
償
の
範
囲
の
判
断
に
際
し
て
契
約

締
結
後
の
事
情
を
考
慮
で
き
る
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
契
約
時
に

お
け
る
リ
ス
ク
管
理
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
反
対

す
る
意
見
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
物
品
運
送
に
関
す
る
商
法
五
八
〇
条
等
、
民
法
四
一
六

条
に
対
す
る
特
則
と
の
整
合
性
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見

二
四
八



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
二
三
）

二
九
日
判
タ
一
〇
四
二
号
一
六
〇
頁
）
に
あ
る
よ
う
な
三
者
間
に

ま
た
が
る
解
除
の
可
否
に
つ
い
て
も
射
程
に
入
れ
る
の
で
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

三　

契
約
の
解
除
の
効
果
（
民
法
第
五
四
五
条
関
係
）

解
除
の
効
果
の
法
的
構
成
を
め
ぐ
る
周
知
の
議
論
を
何
ら
反
映

せ
ず
、
依
然
と
し
て
解
釈
に
委
ね
る
と
い
う
の
は
問
題
で
あ
る
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

四　

解
除
権
の
消
滅
（
民
法
第
五
四
七
条
及
び
第
五
四
八
条
関

係
）

本
文
に
賛
成
す
る
意
見
と
、
解
除
権
の
期
間
制
限
に
関
す
る
原

則
規
定
を
置
か
な
い
ま
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
規
定
を
置
く
こ
と
に

反
対
す
る
意
見
と
に
分
か
れ
、
意
見
の
一
致
を
み
な
か
っ
た
。

第
一
二　

危
険
負
担

一　

危
険
負
担
に
関
す
る
規
定
の
削
除
（
民
法
第
五
三
四
条
ほ

か
関
係
）

従
前
よ
り
批
判
の
強
か
っ
た
五
三
四
条
や
五
三
五
条
は
削
除
し

て
よ
い
が
、
五
三
六
条
一
項
に
つ
い
て
は
、
危
険
負
担
の
原
則
を

明
ら
か
に
す
る
上
で
維
持
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が

多
か
っ
た
。

二　

債
権
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
不
履
行
の
場
合

良
俗
違
反
（
九
〇
条
）
等
に
よ
り
対
処
さ
せ
れ
ば
足
り
る
。
著
し

く
過
大
で
あ
る
場
合
の
み
を
取
り
上
げ
、
著
し
く
過
少
で
あ
る
場

合
を
取
り
上
げ
な
い
の
も
平
仄
が
と
れ
ず
妥
当
で
な
い
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

第
一
一　

契
約
の
解
除

一　

債
務
不
履
行
に
よ
る
契
約
の
解
除
の
要
件
（
民
法
第

五
四
一
条
か
ら
第
五
四
三
条
ま
で
関
係
）

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
中
間
試
案
に
加
え
て
、
無
責
で
解
除

さ
れ
た
債
務
者
の
損
害
に
対
す
る
解
除
権
者
の
賠
償
責
任
に
つ
き
、

手
当
て
を
し
な
く
て
よ
い
か
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

二　

複
数
契
約
の
解
除

反
対
で
あ
る
。
中
間
試
案
が
念
頭
に
お
く
最
高
裁
判
例
（
最
判

平
成
八
年
一
一
月
一
二
日
民
集
五
〇
巻
一
〇
号
二
六
七
三
頁
）
は
、

解
除
の
範
囲
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
り
、
あ
え
て
個
数
概
念
を
介
さ

ず
と
も
対
処
は
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
契
約
の
個
数
概
念
を

前
提
に
お
く
中
間
試
案
は
、
特
定
の
見
解
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ

り
、
相
当
で
な
い
。
契
約
の
個
数
に
関
す
る
議
論
は
い
ま
だ
熟
し

て
お
ら
ず
、
時
期
尚
早
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
こ
の
よ
う
な
規
定

を
お
く
と
し
て
も
、
同
一
当
事
者
間
の
場
合
の
み
の
規
律
で
は
中

途
半
端
で
あ
り
、
下
級
審
裁
判
例
（
東
京
高
判
平
成
一
〇
年
七
月

二
四
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
二
四
）

先
弁
済
を
認
め
る
よ
り
は
債
権
者
間
の
公
平
に
適
う
も
の
と
い
え

る
。四　

代
位
債
権
者
の
善
管
注
意
義
務

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
法
定
の
管
理
者
と
し
て
の
地
位
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
規
定
を
置
い
て
も
よ
い
が
、
本

来
的
に
は
、
事
務
管
理
法
（
六
九
七
条
以
下
）
の
改
正
に
よ
っ
て

対
処
す
べ
き
で
あ
る
と
も
い
え
、
引
き
続
き
解
釈
に
委
ね
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

五　

債
権
者
代
位
権
の
行
使
に
必
要
な
費
用

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
費
用
償
還
請
求
権
に
一
般
先
取
特
権

を
付
与
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
規
定
を
置
い
て
も
よ
い
が
、
本

来
的
に
は
、
共
益
費
用
の
一
般
先
取
特
権
（
三
〇
六
条
一
号
・

三
〇
七
条
）
の
解
釈
や
改
正
に
よ
っ
て
も
対
処
し
得
る
の
で
は
な

い
か
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

六　

代
位
行
使
の
相
手
方
の
抗
弁

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

七　

債
務
者
の
処
分
権
限

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
る
な
ら
ば
、

次
項
八
の
場
合
を
含
め
て
、
債
権
者
代
位
訴
訟
に
関
す
る
規
律
を

整
理
し
明
確
化
す
べ
き
で
あ
る
。

の
解
除
権
の
制
限
（
民
法
第
五
三
六
条
第
二
項
関
係
）

危
険
負
担
制
度
を
解
除
制
度
に
統
合
す
る
一
元
化
の
帰
結
と
も

い
え
る
が
、
こ
の
規
定
自
体
か
ら
は
解
除
権
を
制
限
す
る
論
理
が

自
明
で
な
く
、「
危
険
負
担
」
の
項
目
中
に
存
す
る
限
り
、
そ
の

体
系
的
位
置
づ
け
が
不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

第
一
三　

受
領
（
受
取
）
遅
滞

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
売
買
の
箇
所
に
置
か
れ
た
買
主
の
受

取
義
務
や
弁
済
の
提
供
の
効
果
と
規
定
が
散
在
す
る
こ
と
か
ら
、

国
民
の
わ
か
り
易
さ
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
。

第
一
四　

債
権
者
代
位
権

一　

責
任
財
産
の
保
全
を
目
的
と
す
る
債
権
者
代
位
権

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
⑴
の
よ
う
な
表
現
で
、
主
に
金
銭
債

権
を
念
頭
に
置
い
た
責
任
財
産
保
全
の
趣
旨
に
読
み
取
れ
る
の
か

疑
問
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

二　

代
位
行
使
の
範
囲

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

三　

代
位
行
使
の
方
法
等

賛
成
で
あ
る
。
⑵
の
相
殺
禁
止
に
つ
い
て
は
、
相
殺
予
約
や
見

せ
金
な
ど
の
潜
脱
の
余
地
が
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
事
実
上
の
優

二
五
〇



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
二
五
）

な
規
定
を
置
く
こ
と
で
平
等
弁
済
を
要
求
す
る
結
果
と
な
る
こ
と

に
は
反
対
で
あ
る
と
の
意
見
と
、
⑵
イ
に
お
い
て
「
通
謀
」
の
要

件
を
課
し
て
い
る
の
で
、
い
た
ず
ら
に
適
用
範
囲
が
拡
大
す
る
こ

と
も
な
い
か
ら
、
そ
の
限
度
で
か
か
る
偏
頗
弁
済
の
規
定
を
設
け

る
こ
と
に
は
問
題
が
な
く
賛
成
で
あ
る
と
の
意
見
に
分
か
れ
、
意

見
の
一
致
を
み
な
か
っ
た
。

ま
た
、
破
産
法
二
条
一
一
項
の
よ
う
な
支
払
不
能
の
定
義
規
定

を
置
か
な
い
ま
ま
、
こ
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
問
題
は

な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

四　

過
大
な
代
物
弁
済
等
の
特
則

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

五　

転
得
者
に
対
す
る
詐
害
行
為
取
消
権
の
要
件

転
得
者
保
護
に
関
す
る
判
例
の
立
場
で
あ
る
相
対
的
構
成
の
変

更
や
現
行
破
産
法
一
七
〇
条
へ
の
批
判
を
踏
ま
え
た
変
更
の
部
分

を
含
め
て
、
賛
成
で
あ
る
。

六　

詐
害
行
為
取
消
し
の
効
果

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
八
⑷
を
含
め
て
、
詐
害
行
為
を
取
り

消
す
債
権
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
削
ぐ
方
向
で
の
改
正
は
妥
当

で
な
い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

七　

詐
害
行
為
取
消
し
の
範
囲

八　

訴
え
の
提
起
に
よ
る
債
権
者
代
位
権
の
行
使
の
場
合
の
訴

訟
告
知

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
規
定
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
一
と
併

せ
て
規
定
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

九　

責
任
財
産
の
保
全
を
目
的
と
し
な
い
債
権
者
代
位
権

賛
成
で
あ
る
。
⑵
や
⑶
に
よ
り
、
債
権
者
代
位
権
の
い
わ
ゆ
る

権
利
生
成
機
能
に
配
慮
し
た
柔
軟
性
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
妥
当

で
あ
る
。

第
一
五　

詐
害
行
為
取
消
権

一　

受
益
者
に
対
す
る
詐
害
行
為
取
消
権
の
要
件

現
行
倒
産
法
に
お
け
る
否
認
権
規
定
（
破
産
法
一
六
〇
条
以
下
、

民
事
再
生
法
一
二
七
条
以
下
、
会
社
更
生
法
八
六
条
以
下
）
と
合

わ
せ
た
要
件
設
定
と
し
て
い
る
点
、
債
務
者
を
被
告
に
す
る
点
を

含
め
て
、
賛
成
で
あ
る
。

二　

相
当
の
対
価
を
得
て
し
た
行
為
の
特
則

判
例
法
理
に
反
し
て
原
則
と
例
外
を
逆
転
さ
せ
る
と
の
破
産
法

の
価
値
判
断
に
従
い
、
同
法
一
六
一
条
に
準
じ
た
規
定
を
置
く
こ

と
に
、
賛
成
で
あ
る
。

三　

特
定
の
債
権
者
を
利
す
る
行
為
の
特
則

平
常
時
に
お
い
て
は
平
等
弁
済
義
務
が
な
い
中
で
、
こ
の
よ
う

二
五
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
二
六
）

わ
せ
て
調
整
す
べ
き
で
あ
る
。

第
一
六　

多
数
当
事
者
の
債
権
及
び
債
務
（
保
証
債
務
を
除
く
。）

一　

債
務
者
が
複
数
の
場
合

性
質
に
よ
る
連
帯
債
務
や
合
意
に
よ
る
不
可
分
債
務
を
認
め
な

く
て
よ
い
か
。
と
り
わ
け
、
連
帯
債
務
の
特
約
を
非
常
に
限
定
的

に
し
か
認
め
な
い
現
行
法
の
運
用
の
下
で
は
、
合
意
に
よ
る
不
可

分
債
務
を
認
め
な
い
と
む
し
ろ
弊
害
が
生
ず
る
の
で
は
な
い
か
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
性
質
に
よ
る
不
可
分
債
務
と
い
う
と
き
に
、
共
同
賃
借

に
よ
る
賃
料
債
務
を
判
例
（
大
判
大
正
一
一
年
一
一
月
二
四
日
民

集
一
巻
六
七
〇
頁
）
が
不
可
分
債
務
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
来

可
分
な
金
銭
債
務
も
不
可
分
債
務
と
な
り
得
る
こ
と
を
規
定
の
文

言
上
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
規
定
の
仕
方
と
し
て
は
、
連
帯
債
務
と
不
可
分
債
務

の
発
生
原
因
行
為
を
正
面
か
ら
書
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

二　

分
割
債
務
（
民
法
第
四
二
七
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

三　

連
帯
債
務
者
の
一
人
に
つ
い
て
生
じ
た
事
由
の
効
力
等

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

八　

逸
出
財
産
の
返
還
の
方
法
等

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

九　

詐
害
行
為
取
消
権
の
行
使
に
必
要
な
費
用

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
六
で
出
た
意
見
と
同
様
の
価
値
判
断

か
ら
、
弁
護
士
費
用
を
償
還
す
べ
き
費
用
に
含
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

一
〇　

受
益
者
の
債
権
の
回
復

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

一
一　

受
益
者
が
現
物
の
返
還
を
す
べ
き
場
合
に
お
け
る
受
益

者
の
反
対
給
付

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

一
二　

受
益
者
が
金
銭
の
返
還
又
は
価
額
償
還
を
す
べ
き
場
合

に
お
け
る
受
益
者
の
反
対
給
付

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

一
三　

転
得
者
の
前
者
に
対
す
る
反
対
給
付
等

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

一
四　

詐
害
行
為
取
消
権
の
行
使
期
間

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
破
産
法
上
の
否

認
権
が
長
期
の
期
間
制
限
を
二
〇
年
と
し
て
い
る
の
を
民
法
に
合

二
五
二



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
二
七
）

賛
成
で
あ
る
。
相
対
的
効
力
を
原
則
と
し
て
承
認
す
る
限
り
、

こ
の
よ
う
な
帰
結
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

⑵　

連
帯
債
務
者
間
の
通
知
義
務
（
民
法
第
四
四
三
条
関
係
）

事
前
通
知
制
度
（
四
四
三
条
一
項
）
は
、
連
帯
債
務
者
間
の
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
と
い
う
意
味
で
ま
っ
た
く
有
用
で
な
い
制

度
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
当
事
者
間
に
お
け

る
別
段
の
合
意
に
よ
っ
て
事
前
通
知
を
求
め
る
こ
と
を
排
除
す
べ

き
で
は
な
く
、
同
制
度
を
原
則
廃
止
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
旨
、
明

文
で
留
保
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
も
し
、
そ
う
で
は
な
く
、
強

行
法
規
と
し
て
同
制
度
を
廃
止
す
る
と
の
趣
旨
で
あ
る
な
ら
ば
、

実
務
上
、
事
前
通
知
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
る
弊
害
が
あ
る
こ
と

を
客
観
的
な
資
料
と
と
も
に
開
示
す
べ
き
で
あ
る
。

⑶　

負
担
部
分
を
有
す
る
連
帯
債
務
者
が
全
て
無
資
力
者
で

あ
る
場
合
の
求
償
関
係
（
民
法
第
四
四
四
条
本
文
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

⑷　

連
帯
の
免
除
を
し
た
場
合
の
債
権
者
の
負
担
（
民
法
第

四
四
五
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

五　

不
可
分
債
務

前
記
第
一
六
の
一
で
示
し
た
点
を
配
慮
す
る
こ
と
を
前
提
に
賛

⑴　

履
行
の
請
求
（
民
法
第
四
三
四
条
関
係
）

賛
成
で
あ
る
。
現
在
、
実
務
で
は
連
帯
債
務
を
積
極
的
に
は

使
っ
て
お
ら
ず
、
七
一
九
条
や
七
六
一
条
等
の
法
令
の
規
定
に
基

づ
く
連
帯
債
務
が
中
心
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
よ
り
使
い
や
す
く
す

る
観
点
か
ら
は
、
絶
対
的
効
力
を
生
じ
な
い
不
真
正
連
帯
債
務
を

原
則
と
す
る
方
向
で
四
三
四
条
を
改
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
た

だ
し
、
絶
対
的
効
力
に
関
す
る
他
の
規
定
と
は
異
な
り
、
四
三
四

条
は
債
権
者
に
と
っ
て
有
利
な
規
定
で
あ
る
か
ら
、
担
保
的
機
能

を
弱
め
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
存
置
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

⑵　

更
改
、
相
殺
等
の
事
由
（
民
法
第
四
三
五
条
か
ら
第

四
四
〇
条
ま
で
関
係
）

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
相
対
的
効
力
を
原
則
と
し
た
場
合
に

は
、
絶
対
的
効
力
の
特
約
が
可
能
で
あ
る
旨
、
明
文
の
規
定
を
置

く
べ
き
で
あ
る
。

⑶　

破
産
手
続
の
開
始
（
民
法
第
四
四
一
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

四　

連
帯
債
務
者
間
の
求
償
関
係

⑴　

連
帯
債
務
者
間
の
求
償
権
（
民
法
第
四
四
二
条
第
一
項

関
係
）

二
五
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
二
八
）

し
て
は
極
度
額
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
主
た
る
債
務
が
加
重
さ
れ
て

も
負
担
を
甘
受
す
べ
き
立
場
に
あ
る
。）、
そ
の
点
に
配
慮
す
べ
き

で
あ
る
。

ま
た
、
他
の
付
従
性
、
例
え
ば
、
成
立
上
の
付
従
性
や
、
付
従

性
の
延
長
上
に
あ
る
随
伴
性
に
つ
い
て
も
明
文
規
定
を
置
か
な
く

て
よ
い
の
か
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

二　

主
た
る
債
務
者
の
有
す
る
抗
弁
（
民
法
第
四
五
七
条
第
二

項
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

三　

保
証
人
の
求
償
権

⑴　

委
託
を
受
け
た
保
証
人
の
求
償
権
（
民
法
第
四
五
九

条
・
第
四
六
〇
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

⑵　

保
証
人
の
通
知
義
務

第
一
六
の
四
⑵
に
お
い
て
述
べ
た
事
前
通
知
制
度
廃
止
の
当
否

を
踏
ま
え
て
、
適
宜
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

四　

連
帯
保
証
人
に
対
す
る
履
行
の
請
求
の
効
力
（
民
法
第

四
五
八
条
関
係
）

第
一
六
の
三
⑴
に
お
い
て
述
べ
た
履
行
請
求
の
相
対
的
効
力
の

当
否
を
踏
ま
え
て
、
適
宜
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

成
す
る
。

六　

債
権
者
が
複
数
の
場
合

前
記
第
一
六
の
一
で
示
し
た
点
を
配
慮
す
る
こ
と
を
前
提
に
賛

成
す
る
。
連
帯
債
権
の
明
文
化
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・

ロ
ー
ン
で
の
利
用
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
実
務
上
の
ニ
ー
ズ
も
あ

り
妥
当
で
あ
る
。

七　

分
割
債
権
（
民
法
第
四
二
七
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

八　

連
帯
債
権

前
記
第
一
六
の
一
で
示
し
た
点
を
配
慮
す
る
こ
と
を
前
提
に
賛

成
す
る
。

九　

不
可
分
債
権

前
記
第
一
六
の
一
で
示
し
た
点
を
配
慮
す
る
こ
と
を
前
提
に
賛

成
す
る
。

第
一
七　

保
証
債
務

一　

保
証
債
務
の
付
従
性
（
民
法
第
四
四
八
条
関
係
）

⑴
に
つ
い
て
は
、
賛
成
で
あ
る
。

⑵
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
付
従
性
の
帰
結
で
は
な
く
、
し
か
も
、

こ
の
規
定
が
保
証
債
務
の
総
則
中
に
置
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
根
保

証
に
も
適
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
適
当
で
な
い
た
め
（
根
保
証
人
と

二
五
四



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
二
九
）

⑵　

契
約
締
結
時
の
説
明
義
務
、
情
報
提
供
義
務

説
明
義
務
・
情
報
提
供
義
務
の
規
定
を
置
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
保
証
に
つ
い
て
だ
け
説
明
義
務
違
反
の

効
果
と
し
て
取
消
権
を
付
与
す
る
こ
と
の
不
釣
り
合
い
を
指
摘
す

る
意
見
が
あ
る
一
方
で
、
む
し
ろ
効
果
と
し
て
は
無
効
と
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
す
る
意
見
が
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
意
見
の

一
致
を
み
な
か
っ
た
。

ま
た
、
他
の
方
策
を
通
し
て
、
損
害
担
保
契
約
な
ど
の
い
わ
ゆ

る
非
典
型
保
証
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
保
証
人
保
護
方
策
の
脱

法
行
為
に
対
し
て
も
、
法
的
手
当
て
を
併
せ
て
検
討
す
べ
き
で
あ

る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

⑶　

主
た
る
債
務
の
履
行
状
況
に
関
す
る
情
報
提
供
義
務

情
報
提
供
義
務
の
規
定
を
置
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
賛
成
で
あ

る
。

⑷　

そ
の
他
の
方
策

引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
賛
成
で
あ
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
の
方
策
を
す
べ
て
導
入
し
よ
う
と
す
る
の
は
行
き
過

ぎ
で
あ
り
、
か
え
っ
て
不
必
要
な
保
証
否
認
訴
訟
を
増
や
す
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
あ
り
、
そ
の
導
入
に
あ
た
っ

て
は
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

五　

根
保
証

⑴
に
つ
い
て
は
、
賛
成
で
あ
る
。

⑵
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
に
つ
き
、
賛
成
で

あ
る
。

⑶
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
に
つ
き
、
賛
成
で

あ
る
。
た
だ
し
、
適
切
な
要
件
化
が
可
能
か
に
つ
き
疑
念
を
呈
す

る
意
見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
根
保
証
全
体
を
通
し
て
、
性
質
に
反
し
な
い
限
り
で
、

根
抵
当
権
と
の
類
似
性
を
踏
ま
え
た
規
定
の
整
備
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

六　

保
証
人
保
護
の
方
策
の
拡
充

⑴　

個
人
保
証
の
制
限

引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
に
つ
き
、
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、

「
い
わ
ゆ
る
経
営
者
」
の
定
義
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意

見
や
、
保
証
法
の
箇
所
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
平
成
一
六
年
に
お

け
る
保
証
制
度
見
直
し
の
際
に
予
定
さ
れ
て
い
た
再
見
直
し
と
し

て
の
性
質
を
も
つ
箇
所
で
あ
り
、
債
権
法
改
正
の
他
の
箇
所
と
は

改
正
の
理
念
が
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
回
の
改
正
と
は
切
り

離
し
て
別
途
、
慎
重
な
検
討
を
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い

か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

二
五
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
三
〇
）

じ
た
弁
済
供
託
を
認
め
る
旨
の
定
め
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

三　

債
権
譲
渡
と
債
務
者
の
抗
弁
（
民
法
第
四
六
八
条
関
係
）

⑴　

異
議
を
と
ど
め
な
い
承
諾
に
よ
る
抗
弁
の
切
断

賛
成
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
判
例
に
お
け
る
公
信
力
説
的
な
説

明
に
む
し
ろ
無
理
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
本
試
案
は
妥
当
で
あ
る
。

⑵　

債
権
譲
渡
と
相
殺
の
抗
弁

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
権
利
行
使
要
件
の
具
備
時
に
譲
渡
人

に
対
す
る
反
対
債
権
の
発
生
原
因
が
存
在
し
て
さ
え
い
れ
ば
相
殺

を
認
め
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
相
殺
の
範
囲
を
広
げ
過
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

四　

将
来
債
権
譲
渡

反
対
で
あ
る
。
⑴
の
文
言
で
は
、「
当
然
に
取
得
」
の
法
的
構

成
（
譲
渡
人
の
下
で
発
生
し
た
債
権
が
譲
受
人
に
移
転
す
る
の
か
、

初
め
か
ら
譲
受
人
の
下
で
原
始
取
得
さ
れ
る
の
か
）
が
明
ら
か
と

な
ら
な
い
。
ま
た
、
将
来
債
権
譲
渡
の
有
効
性
を
認
め
た
最
高
裁

判
例
（
最
判
平
成
一
一
年
一
月
二
九
日
民
集
五
三
巻
一
号
一
五
一

頁
）
も
、
譲
渡
が
公
序
良
俗
に
反
し
て
全
部
又
は
一
部
が
無
効
と

な
る
場
合
を
留
保
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
留
保
を
置
か

ず
に
将
来
債
権
譲
渡
の
規
定
を
設
け
る
と
、
か
え
っ
て
無
制
限
に

譲
渡
が
可
能
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
か
ね
ず
、
そ
の
よ
う
な
中
途
半

第
一
八　

債
権
譲
渡

一　

債
権
の
譲
渡
性
と
そ
の
制
限
（
民
法
第
四
六
六
条
関
係
）

基
本
的
に
、
賛
成
で
あ
る
。
債
権
の
担
保
化
が
進
展
す
る
な
ど
、

債
権
譲
渡
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
代
で
は
、
譲
渡
禁

止
特
約
の
物
権
的
効
力
か
ら
歩
を
進
め
て
、
債
務
者
の
抗
弁
と
し

て
構
成
す
る
中
間
試
案
の
立
場
は
理
解
で
き
る
。
た
だ
し
、
債
権

の
種
類
・
性
質
に
応
じ
て
区
別
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

二　

対
抗
要
件
制
度
（
民
法
第
四
六
七
条
関
係
）

⑴　

第
三
者
対
抗
要
件
及
び
権
利
行
使
要
件

【
乙
案
】
に
賛
成
で
あ
る
。
少
額
の
債
権
で
あ
っ
て
も
譲
渡
の

ニ
ー
ズ
は
あ
る
た
め
、
そ
の
場
合
に
も
登
記
を
要
求
す
る
と
費
用

倒
れ
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、【
甲
案
】
は
妥
当
で
な
い
。
た
だ

し
、
承
諾
を
対
抗
要
件
か
ら
外
す
こ
と
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
の

余
地
が
あ
る
た
め
、
現
行
法
を
維
持
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意

見
も
あ
っ
た
。

⑵　

債
権
譲
渡
が
競
合
し
た
場
合
に
お
け
る
規
律

基
本
的
に
、【
乙
案
】
に
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
加

え
、
い
わ
ゆ
る
同
時
到
達
の
場
合
に
お
い
て
、【
甲
案
】
オ
の
よ

う
な
各
譲
受
人
間
の
償
還
請
求
の
定
め
や
、
債
権
者
不
確
知
に
準

二
五
六



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
三
一
）

で
も
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
商
法
や
決
済
法
等
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
を
組
成
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
立
案
に
あ
た
っ
て
は
そ

れ
ら
の
法
と
の
整
合
性
に
留
意
さ
れ
た
い
。

三　

免
責
的
債
務
引
受
に
よ
る
引
受
け
の
効
果

賛
成
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
免
責
を
受
け
た
意
味
を
も

ち
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
特
段
の
合
意
を
妨
げ
る
趣
旨
で
な
い

限
り
、
妥
当
で
あ
る
。

四　

免
責
的
債
務
引
受
に
よ
る
担
保
権
等
の
移
転

賛
成
で
あ
る
。
更
改
に
準
じ
た
規
律
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

第
二
一　

契
約
上
の
地
位
の
移
転

賛
成
で
あ
る
。
根
拠
規
定
を
設
け
る
だ
け
で
も
意
味
の
あ
る
こ

と
で
あ
る
。（
注
）の
よ
う
な
規
定
も
不
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
よ
う
な
規
定
だ
け
で
あ
れ
ば
不
要
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

第
二
二　

弁
済

一　

弁
済
の
意
義

賛
成
で
あ
る
。
第
三
者
弁
済
か
ら
始
ま
る
現
行
法
の
体
裁
よ
り

は
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

二　

第
三
者
の
弁
済
（
民
法
第
四
七
四
条
関
係
）

（
注
）の
案
を
支
持
す
る
意
見
が
多
か
っ
た
。
債
権
者
に
リ
ス
ク

を
負
担
さ
せ
て
ま
で
債
務
者
の
意
思
を
重
視
す
べ
き
で
は
な
く
、

端
な
規
定
を
置
く
の
で
あ
れ
ば
意
味
が
な
い
。
こ
の
規
律
は
、
主

に
債
権
譲
渡
担
保
の
場
面
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
点
は
、
議
論
の
成
熟
を
待
っ
て
、
将
来
の
担
保
法
改
正
時
に

あ
ら
た
め
て
検
討
し
た
方
が
よ
い
。

第
一
九　

有
価
証
券

一　

指
図
証
券
に
つ
い
て

二　

記
名
式
所
持
人
払
証
券
に
つ
い
て

三　

一
及
び
二
以
外
の
記
名
証
券
に
つ
い
て

四　

無
記
名
証
券
に
つ
い
て

以
上
に
つ
き
、
特
に
異
論
は
み
ら
れ
ず
、
賛
成
で
あ
る
。
た
だ

し
、
金
券
に
つ
い
て
の
規
定
を
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

第
二
〇　

債
務
引
受

一　

併
存
的
債
務
引
受

賛
成
で
あ
る
。
判
例
法
理
に
従
っ
た
根
拠
規
定
を
設
け
る
だ
け

で
も
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
保
証
の
脱
法
的
利
用

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、（
注
）に
あ
る
よ
う
な
、
保
証
人
保
護
規
定

の
準
用
規
定
を
併
せ
て
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

二　

免
責
的
債
務
引
受

賛
成
で
あ
る
。
判
例
法
理
に
従
っ
た
根
拠
規
定
を
設
け
る
だ
け

二
五
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
三
二
）

代
物
弁
済
を
字
義
通
り
に
解
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
給
付
内
容
が

完
全
に
切
り
替
わ
る
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
更
改
と
の
間
で

の
選
択
を
当
事
者
に
委
ね
て
も
適
切
な
選
択
が
確
保
さ
れ
な
い
お

そ
れ
が
あ
る
。

六　

弁
済
の
方
法
（
民
法
第
四
八
三
条
か
ら
第
四
八
七
条
ま
で

関
係
）

⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
つ
い
て
は
、
賛
成
で
あ
る
。

⑷
に
つ
い
て
は
、
反
対
で
あ
る
。
振
込
み
の
法
律
関
係
に
つ
い

て
民
法
で
規
律
し
な
い
ま
ま
に
、
こ
こ
だ
け
規
律
を
置
く
の
は
あ

ま
り
に
不
自
然
で
あ
る
。

七　

弁
済
の
充
当
（
民
法
第
四
八
八
条
か
ら
第
四
九
一
条
ま
で

関
係
）

⑴
か
ら
⑸
ま
で
に
つ
い
て
は
、
賛
成
で
あ
る
。

⑹
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
判
例
（
最
判
昭
和
六
二
年
一
二
月

一
八
日
民
集
四
一
巻
八
号
一
五
九
二
頁
）
に
賛
成
す
る
立
場
か
ら
、

本
試
案
に
反
対
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
執
行
法
の
規
律
に
委
ね
れ

ば
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

八　

弁
済
の
提
供
（
民
法
第
四
九
二
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

九　

弁
済
の
目
的
物
の
供
託
（
民
法
第
四
九
四
条
か
ら
第

そ
の
点
で
は
む
し
ろ
弁
済
を
有
効
に
し
て
第
三
者
に
リ
ス
ク
を
負

わ
せ
る（
注
）の
考
え
の
方
が
妥
当
で
あ
る
。

三　

弁
済
と
し
て
引
き
渡
し
た
物
の
取
戻
し
（
民
法
第
四
七
六

条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

四　

債
務
の
履
行
の
相
手
方
（
民
法
第
四
七
八
条
、
第
四
八
〇

条
関
係
）

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
預
金
担
保
貸
付
け
等
に
お

い
て
判
例
上
認
め
ら
れ
て
い
る
四
七
八
条
の
類
推
適
用
法
理
（
最

判
昭
和
四
八
年
三
月
二
七
日
民
集
二
七
巻
二
号
三
七
六
頁
な
ど
）

を
妨
げ
な
い
よ
う
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
現
在
の

四
七
八
条
の
運
用
が
広
き
に
失
す
る
の
で
、
そ
の
適
用
範
囲
の
見

直
し
自
体
必
要
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

五　

代
物
弁
済
（
民
法
第
四
八
二
条
関
係
）

⑴
に
つ
い
て
は
、
賛
成
で
あ
る
。

⑵
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。
代
物
弁
済
契
約
が
な

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
債
権
者
が
当
初
の
給
付
を
請
求
で
き

る
と
す
る
こ
と
は
、
債
務
者
に
と
っ
て
の
不
意
打
ち
と
な
ら
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
る
。
給
付
内
容
を
完
全
に
切
り
替
え
る
な
ら
ば
、

更
改
契
約
を
締
結
す
べ
き
で
あ
る
と
の
趣
旨
か
も
し
れ
な
い
が
、

二
五
八



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
三
三
）

成
一
六
年
七
月
一
四
日
判
時
一
八
八
三
号
六
九
頁
）
も
出
現
し
て

お
り
、
い
ま
だ
議
論
が
収
束
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
を
法
文
化

す
る
の
は
時
期
尚
早
と
思
わ
れ
る
。

⑶　

一
部
弁
済
に
よ
る
代
位
の
要
件
・
効
果
（
民
法
第

五
〇
二
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

⑷　

担
保
保
存
義
務
（
民
法
第
五
〇
四
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

第
二
三　

相
殺

一　

相
殺
禁
止
の
意
思
表
示
（
民
法
第
五
〇
五
条
第
二
項
関

係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

二　

時
効
消
滅
し
た
債
権
を
自
働
債
権
と
す
る
相
殺
（
民
法
第

五
〇
八
条
関
係
）

反
対
で
あ
る
。
近
時
、
最
高
裁
判
例
（
最
判
平
成
二
五
年
二
月

二
八
日
（
平
成
二
三
年
（
受
）
第
二
〇
九
四
号
））
が
出
さ
れ
、

時
効
援
用
前
で
あ
っ
て
も
、
時
効
期
間
満
了
後
に
相
殺
適
状
に
達

し
た
場
合
に
は
相
殺
を
認
め
な
い
と
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
判
例

と
本
試
案
と
は
明
ら
か
に
整
合
し
て
い
な
い
。
今
後
、
こ
の
点
を

め
ぐ
っ
て
更
に
議
論
が
展
開
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

四
九
八
条
ま
で
関
係
）

基
本
的
に
、
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
一
八
の
二
⑵
で
述
べ

た
よ
う
に
、
二
重
の
債
権
譲
渡
に
お
け
る
同
時
到
達
の
場
合
に
、

債
権
者
不
確
知
に
準
じ
た
供
託
原
因
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、（
概
要
）
に
あ
る
よ
う
に
、「
口
頭
の
提
供
を
し
て
も
債
権
者

が
受
け
取
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
、
弁
済
の
提
供
を
す

る
こ
と
な
く
供
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
現
在
の
判
例
（
大

判
大
正
一
一
年
一
〇
月
二
五
日
民
集
一
巻
六
一
六
頁
）
及
び
供
託

実
務
は
、
引
き
続
き
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
」
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
旨
、
端
的
に
明
文
化
す
べ
き
で
あ
る
。
本
文
の
文
言

（
⑴
ア
ア
）
の
ま
ま
で
は
、
そ
の
こ
と
が
読
み
取
れ
ず
不
親
切
で

あ
る
。

一
〇　

弁
済
に
よ
る
代
位

⑴　

任
意
代
位
制
度
（
民
法
第
四
九
九
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

⑵　

法
定
代
位
者
相
互
間
の
関
係
（
民
法
第
五
〇
一
条
関

係
）

オ
を
除
き
、
賛
成
で
あ
る
。
オ
の
二
重
資
格
者
問
題
に
つ
い
て

は
、
最
高
裁
判
例
（
最
判
昭
和
六
一
年
一
一
月
二
七
日
民
集
四
〇

巻
七
号
一
二
〇
五
頁
）
に
反
対
す
る
高
裁
裁
判
例
（
仙
台
高
判
平

二
五
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
三
四
）

第
二
四　

更
改

一　

更
改
の
要
件
及
び
効
果
（
民
法
第
五
一
三
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

二　

債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
（
民
法
第
五
一
四
条
関
係
）

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
債
務
引
受
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、

こ
こ
だ
け
三
面
契
約
と
す
る
こ
と
に
合
理
性
は
あ
る
か
と
の
疑
問

を
呈
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

三　

債
権
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
（
民
法
第
五
一
五
条
・
第

五
一
六
条
関
係
）

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
債
権
譲
渡
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、

こ
こ
だ
け
三
面
契
約
と
す
る
こ
と
に
合
理
性
は
あ
る
か
と
の
疑
問

を
呈
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

四　

更
改
の
効
力
と
旧
債
務
の
帰
す
う
（
民
法
第
五
一
七
条
関

係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

五　

更
改
後
の
債
務
へ
の
担
保
の
移
転
（
民
法
第
五
一
八
条
関

係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

六　

三
面
更
改

将
来
債
権
に
関
す
る
⑶
を
除
き
、
賛
成
で
あ
る
。
⑶
は
、
中
間

現
時
点
で
五
〇
八
条
を
改
正
す
る
の
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

三　

不
法
行
為
債
権
を
受
働
債
権
と
す
る
相
殺
の
禁
止
（
民
法

第
五
〇
九
条
関
係
）

反
対
で
あ
る
。
双
方
の
過
失
に
よ
る
同
一
交
通
事
故
に
よ
っ
て

生
じ
た
損
害
賠
償
債
権
相
互
間
で
の
相
殺
を
認
め
な
い
現
在
の
判

例
（
最
判
昭
和
三
二
年
四
月
三
〇
日
民
集
一
一
巻
四
号
六
四
六

頁
）
は
、
保
険
制
度
を
通
じ
た
現
実
の
損
害
填
補
を
志
向
す
る
も

の
で
妥
当
と
い
え
る
た
め
、
こ
う
し
た
運
用
を
否
定
し
、「
損
害

を
与
え
る
意
図
で
加
え
た
不
法
行
為
」
の
場
合
に
相
殺
禁
止
を
狭

め
る
試
案
は
適
当
で
な
い
。
ま
た
、
他
方
で
、
債
務
不
履
行
に

よ
っ
て
生
じ
た
債
権
に
相
殺
禁
止
を
拡
張
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も

ま
た
適
当
で
な
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

四　

支
払
の
差
止
め
を
受
け
た
債
権
を
受
働
債
権
と
す
る
相
殺

（
民
法
第
五
一
一
条
関
係
）

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
差
押
え
の
前
に
債
権
の
発
生
原
因
が

存
在
し
て
さ
え
い
れ
ば
相
殺
を
認
め
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
相
殺

の
範
囲
を
広
げ
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
意
見
が
あ
っ

た
。五　

相
殺
の
充
当
（
民
法
第
五
一
二
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

二
六
〇



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
三
五
）

の
効
力

賛
成
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
な
ど
の
体
系
に
合
わ
せ
て

本
試
案
の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

三　

付
随
義
務
及
び
保
護
義
務

特
に
異
論
は
な
く
、
こ
れ
に
賛
成
す
る
意
見
と
、
明
文
化
に
な

じ
ま
ず
、
か
え
っ
て
明
文
化
す
る
こ
と
で
契
約
の
ド
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
を
甘
く
す
る
原
因
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
し
て
、
こ
れ
に
反

対
す
る
意
見
と
が
あ
り
、
意
見
の
一
致
を
み
な
か
っ
た
。

四　

信
義
則
等
の
適
用
に
当
た
っ
て
の
考
慮
要
素

反
対
で
あ
る
。
消
費
者
契
約
に
つ
い
て
の
考
慮
要
素
と
し
て
挙

げ
る
な
ら
ば
ま
だ
よ
い
が
、
事
業
者
間
契
約
の
場
合
を
含
め
て
こ

の
よ
う
な
一
般
規
定
を
設
け
る
と
、
こ
の
規
定
が
紛
争
の
種
と
な

り
、
む
し
ろ
弊
害
を
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
仮
に
規
定

を
置
く
と
し
て
も
、
そ
の
位
置
は
、
信
義
則
規
定
（
一
条
二
項
）

と
併
せ
て
置
く
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

第
二
七　

契
約
交
渉
段
階

一　

契
約
締
結
の
自
由
と
契
約
交
渉
の
不
当
破
棄

条
文
化
に
は
基
本
的
に
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
契
約
締
結
自

由
と
交
渉
破
棄
の
賠
償
責
任
は
や
や
次
元
の
異
な
る
事
柄
で
あ
り
、

両
者
を
並
べ
て
規
定
し
て
よ
い
か
、
ま
た
、
実
務
上
は
不
法
行
為

試
案
第
一
八
の
四
と
同
様
に
、
議
論
が
未
成
熟
で
あ
り
、
時
期
尚

早
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
三
面
更
改
の
明
文
化
に
つ
い
て
は
、
基
本
法
と
し
て
の

民
法
に
は
こ
の
程
度
の
規
定
で
十
分
で
あ
り
、
他
に
決
済
法
制
の

発
展
を
妨
げ
な
い
よ
う
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

第
二
五　

免
除
（
民
法
第
五
一
九
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

第
二
六　

契
約
に
関
す
る
基
本
原
則
等

一　

契
約
内
容
の
自
由

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
契
約
内
容
の
自
由
な
決
定
を
強
調
す

る
と
、
と
り
わ
け
担
保
法
の
領
域
で
、
買
戻
特
約
付
き
売
買
契
約

を
譲
渡
担
保
契
約
と
し
て
認
定
し
た
り
、
保
証
契
約
の
規
律
を
脱

法
す
る
目
的
で
併
存
的
債
務
引
受
を
利
用
し
て
も
保
証
契
約
に
準

じ
て
処
理
し
た
り
す
る
な
ど
、
当
事
者
が
選
択
し
た
法
的
構
成
を

無
視
し
て
担
保
の
実
質
に
即
し
た
法
的
構
成
を
付
与
す
る
こ
と
ま

で
も
が
否
定
さ
れ
る
根
拠
と
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

こ
こ
に
い
う
契
約
内
容
の
自
由
に
は
、
い
わ
ば
法
的
構
成
の
選
択

の
自
由
を
含
ま
な
い
旨
が
明
ら
か
と
な
る
よ
う
な
配
慮
が
必
要
で

は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

二　

原
始
的
に
履
行
請
求
権
の
限
界
事
由
が
生
じ
て
い
た
契
約

二
六
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
三
六
）

な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

二　

承
諾
の
期
間
の
定
め
の
あ
る
申
込
み
（
民
法
第
五
二
一

条
・
第
五
二
二
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

三　

承
諾
の
期
間
の
定
め
の
な
い
申
込
み
（
民
法
第
五
二
四
条

関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

四　

対
話
者
間
に
お
け
る
申
込
み

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

五　

申
込
者
及
び
承
諾
者
の
死
亡
等
（
民
法
第
五
二
五
条
関

係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

六　

契
約
の
成
立
時
期
（
民
法
第
五
二
六
条
・
第
五
二
七
条
関

係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

七　

懸
賞
広
告

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

第
二
九　

契
約
の
解
釈

特
に
異
論
は
な
く
、
こ
れ
に
賛
成
す
る
意
見
と
、
法
律
行
為
概

念
を
維
持
す
る
以
上
、
法
律
行
為
一
般
の
解
釈
準
則
と
し
て
な
ら

責
任
構
成
が
採
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
中
、
こ
れ
を
契
約
法
中
に
規

定
す
る
こ
と
で
、
契
約
責
任
構
成
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な

ら
な
い
か
に
つ
き
疑
問
が
呈
さ
れ
た
ほ
か
、
こ
れ
だ
け
の
規
定
で

は
、
賠
償
範
囲
が
信
頼
利
益
か
履
行
利
益
か
が
明
ら
か
で
な
く
、

中
途
半
端
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

適
切
な
要
件
・
効
果
を
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。

二　

契
約
締
結
過
程
に
お
け
る
情
報
提
供
義
務

契
約
の
類
型
を
捨
象
し
て
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
規
律
が
可
能

か
、
仮
に
こ
の
よ
う
な
規
定
で
規
律
し
た
と
し
て
も
、
当
事
者
の

予
測
可
能
性
を
害
す
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
か
か
る
厳
格
な

要
件
の
下
で
処
理
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
裁
判
例
で
認
め
ら
れ

て
き
た
情
報
提
供
義
務
違
反
の
賠
償
責
任
が
狭
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
ら
な
い
か
に
つ
き
疑
問
を
呈
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

第
二
八　

契
約
の
成
立

一　

申
込
み
と
承
諾

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
申
込
み
と
申
込
み
の

誘
因
と
を
明
確
に
区
別
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ほ
ど
の
意
味

は
な
い
と
の
意
見
や
、
こ
れ
を
規
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
わ
ゆ

る
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
・
ル
ー
ル
や
書
式
の
戦
い
を
明
文
化
す
る
こ

と
で
、
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
一
九
条
等
と
整
合
さ
せ
る
べ
き
で
は

二
六
二



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
三
七
）

の
一
）
の
規
定
を
設
け
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
と
の
関
係
を
明
ら
か

に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

四　

約
款
の
変
更

労
働
法
に
お
け
る
不
利
益
変
更
の
禁
止
な
ど
、
関
連
他
領
域
と

の
整
合
性
に
留
意
し
な
が
ら
適
切
な
要
件
設
定
に
向
け
て
引
き
続

き
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
問
題
が
生
ず
る
の
は
、
継

続
的
契
約
の
場
面
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
前
提
を
明
ら
か
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

五　

不
当
条
項
規
制

消
費
者
契
約
法
で
は
救
済
さ
れ
な
い
格
差
あ
る
事
業
者
間
で
の

契
約
な
ど
に
お
け
る
実
務
的
な
ニ
ー
ズ
も
あ
り
、
本
試
案
に
賛
成

す
る
意
見
が
あ
る
一
方
で
、
著
し
さ
を
要
求
し
な
い
単
な
る
「
過

大
な
不
利
益
」
と
の
要
件
の
下
で
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
一
般
条

項
が
広
く
適
用
さ
れ
な
い
か
を
危
惧
し
、
同
種
の
事
業
者
と
比
べ

て
と
い
う
よ
う
に
、
要
件
が
不
必
要
に
広
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
一
定
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
設
け
る
な
ど
、
適
切
な
要
件
設

定
に
向
け
て
引
き
続
き
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
り
、

意
見
の
一
致
を
み
な
か
っ
た
。

第
三
一　

第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約

一　

第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
の
成
立
等
（
民
法
第
五
三
七

ば
よ
い
が
、
遺
言
の
解
釈
等
を
含
ま
な
い
契
約
の
解
釈
準
則
だ
け

を
置
く
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
し
て
、
こ
れ
に
反
対
す
る

意
見
と
が
あ
り
、
意
見
の
一
致
を
み
な
か
っ
た
。

第
三
〇　

約
款

一　

約
款
の
定
義

基
本
的
に
、
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
約
款
が
相
手
方
当
事
者

に
配
布
さ
れ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
も
の
と
、
運
送
約
款
の
よ

う
に
、
本
来
配
布
さ
れ
ず
に
見
よ
う
と
思
え
ば
見
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
が
あ
る
と
こ
ろ
、
本
試
案
は
両
者
を
統
一
的
に
扱
お
う

と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
よ
い
か
、
も
う
少
し
定
義
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
・
ア
ッ
プ
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

約
款
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
よ
う
規
定
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

二　

約
款
の
組
入
要
件
の
内
容

基
本
的
に
、
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
前
記
第
三
〇
の
一
の
意

見
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

三　

不
意
打
ち
条
項

基
本
的
に
、
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
効
果
と
し
て
、
そ
の
条

項
が
「
契
約
の
内
容
と
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
も
の
の
、
こ
れ
は

一
部
無
効
と
は
異
な
る
の
か
、
仮
に
一
部
無
効
（
中
間
試
案
第
五

二
六
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
三
八
）

第
三
二　

事
情
変
更
の
法
理

反
対
で
あ
る
。
解
除
だ
け
の
効
果
で
あ
れ
ば
、
引
き
続
き
信
義

則
（
一
条
二
項
）
に
委
ね
れ
ば
よ
く
、
契
約
の
改
訂
ま
で
含
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
継
続
的
契
約
の
規
律
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ア
ッ
プ
す

る
方
向
で
検
討
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
適
用
さ
れ

た
実
例
を
欠
く
中
で
あ
え
て
正
面
か
ら
事
情
変
更
の
法
理
と
し
て

明
文
化
す
る
必
要
は
な
い
。

第
三
三　

不
安
の
抗
弁
権

同
じ
信
義
則
（
一
条
二
項
）
を
基
盤
と
す
る
事
情
変
更
の
法
理

と
は
異
な
り
、
実
際
に
下
級
審
裁
判
例
で
適
用
さ
れ
た
実
例
（
東

京
地
判
平
成
二
年
一
二
月
二
〇
日
判
時
一
三
八
九
号
七
九
頁
な

ど
）
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
条
文
化
す
る
こ
と
に
は
、
賛
成

で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
適
用
要
件
に
つ
い
て
、
慎
重
に
検
討
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
三
四　

継
続
的
契
約

一　

期
間
の
定
め
の
あ
る
契
約
の
終
了

二　

期
間
の
定
め
の
な
い
契
約
の
終
了

一
・
二
を
含
め
て
、
反
対
で
あ
る
。
継
続
的
契
約
の
定
義
が
な

い
中
で
、
無
制
限
に
契
約
の
法
定
更
新
権
な
る
も
の
を
与
え
る
こ

と
は
、
そ
の
実
務
的
影
響
が
甚
大
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
け
に
、

条
関
係
）

本
試
案
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
概
ね
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、

本
試
案
を
採
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
が
強
行
規
定
な
の
か
、

任
意
規
定
な
の
か
を
ま
ず
は
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。
す
な
わ
ち
、

仮
に
、
五
三
七
条
を
任
意
法
規
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
受
益
の

意
思
表
示
を
事
前
に
要
求
す
る
こ
と
を
特
約
で
排
除
で
き
る
こ
と

に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
あ
え
て
こ
の
規
定
を
置
く
意

味
や
必
要
性
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
た
め
、
そ
の
点

を
明
確
に
示
し
た
上
で
、
慎
重
に
議
論
を
進
め
て
ほ
し
い
。

そ
の
一
方
で
、
受
益
の
意
思
表
示
を
事
前
に
要
求
し
な
い
ド
イ

ツ
民
法
の
よ
う
に
、
遡
及
効
を
も
っ
た
規
定
を
第
三
者
の
た
め
に

す
る
契
約
と
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
の
反
対
意
見
も
あ
っ
た
。
そ

の
際
は
、
保
険
法
や
信
託
法
な
ど
と
も
整
合
性
が
と
れ
る
よ
う
な

一
定
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
規
定
の
位
置
づ
け
を
よ
り
明
確
に
す
る
べ

き
と
い
う
こ
と
で
、
意
見
が
一
致
し
た
。

二　

要
約
者
に
よ
る
解
除
権
の
行
使
（
民
法
第
五
三
八
条
関

係
）

特
に
異
論
が
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

二
六
四



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
三
九
）

二　

手
付
（
民
法
第
五
五
七
条
関
係
）

手
付
に
つ
い
て
は
、
解
約
手
付
の
規
定
を
維
持
し
た
上
で
、
条

文
の
文
言
を
明
確
化
・
整
備
し
、
現
実
の
提
供
を
要
す
る
と
し
た

結
論
は
評
価
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
明
文
化
す
る
こ

と
に
つ
き
、
特
に
異
論
は
な
か
っ
た
。

三　

売
主
の
義
務

⑴
に
つ
い
て
は
、
本
来
的
給
付
義
務
に
つ
き
詳
細
に
触
れ
て
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
説
明
義
務
な
ど
の
付
随
義
務
に
つ
き
全
く

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
義
務
論
と
い
う
観
点
か
ら
違
和
感
を

覚
え
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
中
間
試
案
第
二
六
の
三

に
従
い
付
随
義
務
が
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
特
に
異
論
は
な
い

と
の
意
見
で
ま
と
ま
っ
た
。

⑵
に
つ
い
て
は
、
瑕
疵
担
保
責
任
（
五
七
〇
条
）
の
法
的
性
質

を
契
約
責
任
と
解
す
る
こ
と
で
は
意
見
が
一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

そ
の
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
試
案
は
、
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
の
物

品
適
合
義
務
（
同
条
約
三
五
条
以
下
）
に
準
拠
し
た
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、「
隠
れ
た
」
と
い
う
表
現
が
と
れ
る
こ
と
で
、「
隠
れ
た
」

と
い
う
表
現
の
な
い
請
負
人
の
担
保
責
任
（
六
三
四
条
以
下
）
と

共
通
の
基
盤
に
立
つ
こ
と
に
も
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の

点
は
好
ま
し
い
方
向
性
で
あ
る
と
考
え
、
本
試
案
に
賛
成
で
あ
る
。

い
っ
そ
う
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う

し
た
規
律
が
一
般
に
承
認
さ
れ
る
ま
で
に
議
論
は
成
熟
し
て
い
な

い
。
仮
に
導
入
す
る
と
し
て
も
、
い
っ
た
ん
導
入
さ
れ
た
更
新
要

件
を
め
ぐ
る
解
釈
が
一
人
歩
き
す
る
危
険
性
も
踏
ま
え
つ
つ
、
弱

者
保
護
が
必
要
と
な
る
契
約
類
型
（
例
え
ば
、
利
用
権
方
式
を
と

る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
入
居
契
約
）
を
個
別
に
絞
り
込
む
な
ど
の
配

慮
が
必
要
で
あ
る
。

三　

解
除
の
効
力

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
が
、
一
・
二
を
規
定
し
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
規
定
だ
け
の
た
め
に
継
続
的
契
約
に
関
す
る

規
律
を
設
け
る
こ
と
に
意
味
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

第
三
五　

売
買

一　

売
買
の
予
約
（
民
法
第
五
五
六
条
関
係
）

売
買
の
予
約
の
一
般
規
定
を
置
き
、
予
約
の
意
義
を
明
確
化
す

る
こ
と
は
、
他
の
契
約
類
型
に
も
ひ
い
て
は
資
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
賛
成
で
あ
る
。
ま
た
、
有
償
契
約
の
準
用
規
定
（
五
五
九

条
）
を
そ
の
ま
ま
残
す
の
で
あ
れ
ば
、
双
務
契
約
的
な
売
買
が
典

型
で
あ
る
予
約
に
関
す
る
規
定
の
置
き
場
所
に
つ
い
て
も
、
現
行

法
の
規
定
の
在
り
方
を
維
持
し
、
売
買
の
箇
所
に
規
定
す
る
形
で

よ
い
。

二
六
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
四
〇
）

続
き
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

六　

目
的
物
が
契
約
に
適
合
し
な
い
場
合
に
お
け
る
買
主
の
権

利
の
期
間
制
限

担
保
責
任
の
性
質
等
を
鑑
み
る
と
、【
甲
案
】
の
一
般
原
則
に

委
ね
る
の
で
は
な
く
、
や
は
り
【
乙
案
】
の
方
が
よ
い
と
す
る
意

見
が
多
数
を
占
め
た
。
た
だ
し
、【
乙
案
】
を
採
用
し
た
場
合
に

つ
い
て
、
一
年
と
い
う
期
間
が
短
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意

見
も
出
さ
れ
た
。
な
お
、
権
利
保
存
の
要
件
を
、
通
知
に
改
め
た

こ
と
は
、
評
価
で
き
る
と
さ
れ
た
。

七　

買
主
が
事
業
者
の
場
合
に
お
け
る
目
的
物
検
査
義
務
及
び

適
時
通
知
義
務

本
試
案
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
る
必
要
は
な
い
。
商
人
間
の
取

引
で
あ
っ
て
も
、
こ
う
し
た
規
定
を
一
般
法
た
る
民
法
に
規
定
す

る
こ
と
で
、
買
主
に
過
重
な
負
担
を
負
わ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

八　

権
利
移
転
義
務
の
不
履
行
に
関
す
る
売
主
の
責
任
等

物
の
瑕
疵
と
権
利
の
瑕
疵
と
を
分
け
て
規
定
す
る
本
試
案
に
つ

い
て
は
、
特
段
の
異
論
は
な
か
っ
た
。

九　

競
売
に
お
け
る
買
受
人
の
権
利
の
特
則

中
間
論
点
整
理
の
段
階
で
は
、
本
試
案
の
よ
う
な
規
定
を
設
け

る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
た
も
の
の
、
技

な
お
、「
瑕
疵
」
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
は
、
日
常
的
に
は
使

用
し
な
い
の
で
、
別
の
用
語
に
置
き
換
え
て
も
よ
い
。
た
だ
し
、

本
試
案
の
文
言
は
、
現
行
の
瑕
疵
よ
り
も
範
囲
が
広
が
り
、
ぼ
か

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
⑵
の
試
案
は
、
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
に
準
じ
て
、
種
類

物
を
前
提
と
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
不
動
産
の
場

面
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
用
語
を
整
理
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

⑶
⑷
に
つ
い
て
は
、
特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

四　

目
的
物
が
契
約
に
適
合
し
な
い
場
合
の
売
主
の
責
任

「
隠
れ
た
」
と
い
う
文
言
を
用
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前

記
第
三
五
の
三
の
場
面
と
同
様
、
整
合
性
が
と
れ
て
お
り
、
問
題

は
な
い
。
ま
た
、
本
文
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
特
に
異
論
は
な

か
っ
た
。

五　

目
的
物
が
契
約
に
適
合
し
な
い
場
合
に
お
け
る
買
主
の
代

金
減
額
請
求
権

⑴
⑵
に
つ
い
て
は
、
特
に
異
論
は
な
く
、
代
金
減
額
を
規
定
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
賛
成
で
あ
る
。

た
だ
し
、
⑶
に
つ
い
て
は
、
代
金
減
額
の
追
完
と
解
除
権
の
放

棄
の
関
係
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
印
象
を
受
け
る
た
め
、
引
き

二
六
六



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
四
一
）

限
定
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
異
論
の
な
い
解

釈
を
条
文
上
明
記
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
賛
成
で
あ
る
。

一
四　

目
的
物
の
滅
失
又
は
損
傷
に
関
す
る
危
険
の
移
転

危
険
負
担
の
危
険
の
移
転
の
場
面
を
、
最
も
適
用
さ
れ
る
場
面

の
多
い
当
該
箇
所
に
置
く
こ
と
、
及
び
、
本
試
案
が
強
行
規
定
で

な
い
限
り
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て

は
特
段
の
異
論
は
な
か
っ
た
。

一
五　

買
戻
し

本
試
案
に
従
っ
た
規
定
を
置
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が
あ

る
。
そ
も
そ
も
、
買
戻
し
の
規
定
は
、
担
保
目
的
で
利
用
す
る
こ

と
を
想
定
し
て
厳
格
な
規
定
を
置
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
試
案
で
は
、
担
保
目
的
で
な
い
買
戻
し
を

想
定
し
て
、
要
件
を
緩
和
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

担
保
目
的
で
な
い
買
戻
し
を
想
定
し
、
あ
え
て
規
定
を
置
く
こ
と

に
ど
れ
だ
け
意
味
が
あ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

加
え
て
、
⑴
は
、
こ
こ
で
い
う
買
戻
し
が
、
担
保
目
的
で
な
い

買
戻
し
の
ケ
ー
ス
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
理
解
を
要
求
し

て
い
る
（
最
判
平
成
一
八
年
二
月
七
日
民
集
六
〇
巻
二
号
四
八
〇

頁
参
照
）。
し
か
し
、
一
般
市
民
の
誰
も
が
、
平
成
一
八
年
の
最

高
裁
判
例
を
知
っ
て
い
る
と
は
到
底
思
え
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、

術
的
な
問
題
に
す
ぎ
ず
、
現
行
法
の
解
釈
で
こ
の
問
題
は
適
切
に

処
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
で
、
現
状
を
維
持
す
る
と
の
方

向
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。

一
〇　

買
主
の
義
務

売
買
の
規
定
は
有
償
契
約
で
あ
り
、
他
の
規
定
に
も
準
用
さ
れ

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
義
務
が
明
確
化
さ
れ
、
対
抗
要
件
具
備
義

務
等
の
根
拠
規
定
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
特
に
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
異
論
は
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
売
主
の
義
務
と
同
様
、
本
来
的
給
付
義
務
の
み
の
規
定

で
よ
い
の
か
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

一
一　

代
金
の
支
払
場
所
（
民
法
第
五
七
四
条
関
係
）

判
例
（
大
判
昭
和
二
年
一
二
月
二
七
日
民
集
六
巻
七
四
三
頁
）

の
内
容
を
明
文
化
し
た
⑵
を
設
け
る
こ
と
も
含
め
、
本
試
案
の
よ

う
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
特
段
の
異
論
は
な
く
、
賛

成
で
あ
る
。

一
二　

権
利
を
失
う
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
の
買
主
に
よ
る
代
金

支
払
の
拒
絶
（
民
法
第
五
七
六
条
）

特
段
の
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

一
三　

抵
当
権
等
の
登
記
が
あ
る
場
合
の
買
主
に
よ
る
代
金
支

払
の
拒
絶
（
民
法
第
五
七
七
条
）

二
六
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
四
二
）

も
そ
も
そ
の
責
任
が
何
か
を
具
体
的
に
記
載
し
な
い
の
は
、
他
の

規
定
と
平
仄
が
と
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
一
般
原
則
に
委
ね
る
と
す
る
が
、
そ
の

一
般
原
則
が
具
体
的
に
何
か
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
い
い
難
い
。

そ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
本
試
案
の
規
定
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、

不
親
切
な
面
が
あ
る
の
で
、
表
現
方
法
に
工
夫
の
余
地
が
あ
る
と

考
え
る
。

三　

贈
与
契
約
の
解
除
に
よ
る
返
還
義
務
の
特
則

贈
与
が
履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
撤
回
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
一
方

で
、
贈
与
が
履
行
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
償
・
片
面

的
な
行
為
で
解
除
さ
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
、
後
記
第
三
六
の
五

の
規
定
が
あ
れ
ば
、
十
分
カ
バ
ー
で
き
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

撤
回
の
規
定
を
維
持
し
、
な
お
か
つ
後
記
第
三
六
の
五
も
追
加
し

て
規
定
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
本
試
案
を
お
く
意
味
が

あ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
当
該
規
定
が
想
定
し
て
い
る
場
面
が
不

明
瞭
で
あ
り
、
趣
旨
を
明
確
に
し
た
条
文
の
規
定
を
望
む
。

四　

贈
与
者
の
困
窮
に
よ
る
贈
与
契
約
の
解
除

た
だ
し
書
が
あ
る
こ
と
で
、
適
用
範
囲
が
狭
ま
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
よ
う
な
結
論
で
よ
い
の
か
疑
問
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
異
論

は
な
い
。

当
該
規
定
は
、
今
回
の
改
正
の
趣
旨
と
ず
れ
、
一
般
市
民
に
と
っ

て
わ
か
り
や
す
い
規
定
ぶ
り
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
疑
念
が
あ
る
。

第
三
六　

贈
与

一　

贈
与
契
約
の
意
義
（
民
法
第
五
四
九
条
関
係
）

現
状
の
理
解
に
沿
っ
て
、
現
行
規
定
を
明
確
化
し
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
の
で
、
特
段
の
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
と
の
意
見
が

多
か
っ
た
。
た
だ
し
、
財
産
の
権
利
性
を
本
条
で
あ
え
て
規
定
す

る
こ
と
で
、
贈
与
の
目
的
物
や
成
立
の
範
囲
が
狭
め
ら
れ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
疑
問
を
呈
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

現
行
法
で
は
贈
与
が
財
産
、
売
買
が
財
産
権
と
規
定
さ
れ
て
い
る

点
を
ふ
ま
え
る
と
、
統
一
化
す
る
ほ
う
が
全
体
の
整
合
性
が
図
れ

る
と
の
意
見
も
あ
り
、
あ
ま
り
気
に
せ
ず
と
も
解
釈
で
十
分
解
決

で
き
る
こ
と
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

な
お
、「
自
己
の
」
を
削
除
す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
に
つ

い
て
は
、
特
段
の
異
論
は
な
か
っ
た
。

二　

贈
与
者
の
責
任
（
民
法
第
五
五
一
条
関
係
）

⑴
は
、
⑵
〜
⑷
が
具
体
的
な
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
規
定
を
置
く

の
と
比
べ
て
、
⑴
本
文
で
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
と
し
、

た
だ
し
書
で
は
、「
こ
の
限
り
で
は
な
い
」
と
規
定
す
る
が
、
そ

二
六
八



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
四
三
）

⑵
に
つ
い
て
は
、
金
銭
に
限
っ
て
諾
成
的
消
費
貸
借
を
書
面
で

認
め
る
趣
旨
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
規
定
の
仕
方
に
つ
い
て

は
、「
金
銭
消
費
貸
借
」
と
明
確
に
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
書
面
性
を
要
求
す
る
趣
旨
や
、
ま
た
、
書
面
で
書
く
べ
き
内

容
が
何
で
あ
り
、
書
面
で
あ
れ
ば
何
で
も
よ
い
の
か
、
ま
た
、
保

証
の
よ
う
に
書
面
が
要
件
と
さ
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
不

明
瞭
で
あ
る
た
め
、
そ
の
点
を
明
ら
か
と
し
た
規
定
で
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
た
と
え
ば
、「
消
費
貸
借
を
書
面
に
す
る
場
合
に

限
っ
て
は
、
…
効
力
が
生
ず
る
」
な
ど
と
規
定
す
れ
ば
、
条
文
の

趣
旨
も
明
確
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
よ
う

な
表
記
の
仕
方
に
な
っ
て
い
る
の
は
理
解
し
に
く
い
。
仮
に
、
書

面
性
を
要
求
す
る
諾
成
的
消
費
貸
借
規
定
を
導
入
し
た
い
の
で
あ

れ
ば
、
も
う
少
し
規
定
ぶ
り
に
注
意
を
払
い
、
買
主
側
に
も
配
慮

し
た
表
現
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

二　

消
費
貸
借
の
予
約
（
民
法
第
五
八
九
条
関
係
）

上
記
第
三
七
の
一
と
同
様
の
点
に
つ
き
、
引
き
続
き
検
討
を
求

め
る
。

三　

準
消
費
貸
借
（
民
法
第
五
八
八
条
関
係
）

い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
利
用
で
き
る
規
定
で
あ
る
た
め
、
本
試
案

に
賛
成
で
あ
る
。

五　

受
贈
者
に
著
し
い
非
行
が
あ
っ
た
場
合
の
贈
与
契
約
の
解

除
規
定
の
方
向
性
は
、
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
⑶
に
つ
い
て
、

著
し
い
非
行
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
履
行
が
あ
っ
た
場
合
に
も
返

還
義
務
が
あ
る
の
に
対
し
、
上
記
第
三
六
の
四
で
は
、
返
還
義
務

は
な
い
と
さ
れ
、
整
合
性
が
十
分
図
ら
れ
た
と
い
え
る
の
か
疑
問

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、
配
慮
し
つ
つ
立
案
に
望
ま

れ
た
い
。

ま
た
、
本
試
案
が
「
著
し
い
非
行
」
が
あ
っ
た
者
に
対
す
る
制

裁
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
現
存
利
益
の

限
度
で
返
還
義
務
を
負
う
と
い
う
の
で
は
、
実
質
的
に
は
制
裁
と

な
ら
ず
、
む
し
ろ
、
反
社
会
的
な
行
為
を
し
た
者
を
結
果
的
に
保

護
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
要
件
を

よ
り
重
く
す
べ
き
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
上
記

第
三
六
の
四
の
た
だ
し
書
と
本
試
案
に
つ
い
て
は
、
比
較
法
も
参

照
し
な
が
ら
、
慎
重
な
検
討
を
望
む
。

⑷
の
権
利
行
使
期
間
は
、
一
〇
年
で
よ
い
と
す
る
意
見
が
多

か
っ
た
。

第
三
七　

消
費
貸
借

一　

消
費
貸
借
の
成
立
等
（
民
法
第
五
八
七
条
関
係
）

二
六
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
四
四
）

六
〇
四
条
を
削
除
す
る
か
に
つ
い
て
は
、「
継
続
的
契
約
」（
中

間
試
案
第
三
四
）
の
箇
所
で
通
則
的
規
定
が
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
、

単
純
に
削
除
し
て
し
ま
っ
て
も
よ
い
と
の
解
釈
も
あ
り
得
る
。
し

か
し
、
六
一
七
条
を
維
持
し
、
期
間
の
定
め
の
な
い
賃
貸
借
を
導

く
に
は
、
そ
の
規
定
の
前
に
、
期
間
を
定
め
る
賃
貸
借
と
期
間
を

定
め
な
い
賃
貸
借
と
い
う
概
念
を
置
い
て
お
く
方
が
、
わ
か
り
や

す
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
既
に
一
定
類

型
の
賃
貸
借
に
つ
い
て
は
、
借
地
借
家
法
等
の
特
別
法
で
対
応
す

る
の
が
合
理
的
で
あ
る
の
で
、
現
状
維
持
で
も
よ
い
と
す
る
見
解

も
あ
り
、
意
見
の
一
致
を
み
な
か
っ
た
。

「
継
続
的
契
約
」（
中
間
試
案
第
三
四
）
や
六
一
七
条
な
ど
、
他

の
規
定
と
の
関
係
性
を
含
め
て
、
い
か
な
る
意
図
で
六
〇
四
条
を

削
除
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
明
確
化
し
て
も
ら
わ
な
い
限
り
、

結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
仮
に
、
賃
貸
借
の
存
続

期
間
の
上
限
を
決
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
二
〇
年
で
な
く
、
一
世
代

程
度
を
想
定
し
た
三
〇
年
（
信
託
法
九
一
条
参
照
）
が
穏
当
な
の

で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
他
方
、
上
限
を
定
め
な
い
こ

と
や
五
〇
年
以
上
と
な
る
と
、
長
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
見

解
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
現
行
六
一
七
条
二
項
が
更
新
料
と
い
う
不
明
瞭
な
金
銭

四　

利
息

判
例
法
理
を
踏
ま
え
た
試
案
と
な
っ
て
お
り
、
賛
成
で
あ
る
。

五　

貸
主
の
担
保
責
任
（
民
法
第
五
九
〇
条
関
係
）

⑵
で
は
、「
贈
与
者
の
担
保
責
任
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、

贈
与
（
中
間
試
案
第
三
六
の
二
）
で
は
、
そ
の
よ
う
な
表
現
は
用

い
て
い
な
い
。
規
定
の
表
現
に
つ
い
て
整
合
性
を
図
る
こ
と
を
求

め
る
。
規
定
を
置
く
こ
と
自
体
に
は
、
特
段
の
異
論
は
な
か
っ
た
。

六　

期
限
前
弁
済
（
民
法
第
五
九
一
条
第
二
項
、
第
一
三
六
条

第
二
項
関
係
）

特
段
の
異
論
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
規
定
を
置
か
な
く
て
も
、

同
じ
結
論
を
導
き
出
せ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
三
八　

賃
貸
借

一　

賃
貸
借
の
成
立
（
民
法
第
六
〇
一
条
関
係
）

賃
貸
借
の
本
質
と
し
て
、
返
還
義
務
を
設
け
、
規
定
を
明
確
化

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
賛
成
で
あ
る
。

二　

短
期
賃
貸
借
（
民
法
第
六
〇
二
条
関
係
）

特
段
の
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。「
処
分
に
つ
き
行
為
能

力
の
制
限
を
受
け
た
者
」
は
制
限
行
為
能
力
者
で
あ
り
、
個
別
規

定
が
あ
る
た
め
、
削
除
し
た
方
が
よ
い
。

三　

賃
貸
借
の
存
続
期
間
（
民
法
第
六
〇
四
条
関
係
）

二
七
〇



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
四
五
）

特
に
、
今
回
は
、
物
権
法
の
箇
所
ま
で
改
正
せ
ず
、
物
権
法
の
妨

害
排
除
請
求
権
の
規
定
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
だ
け
規

定
し
て
お
く
必
要
性
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
箇
所
だ
け

借
地
借
家
法
の
対
抗
要
件
を
入
れ
、
上
記
第
三
八
の
四
で
は

六
〇
五
条
の
登
記
の
み
と
し
て
い
る
こ
と
も
均
衡
を
失
し
、
立
法

技
術
上
、
異
論
・
改
良
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
占

有
訴
権
と
の
関
係
で
考
え
れ
ば
、
本
試
案
の
よ
う
な
規
定
を
置
く

こ
と
を
認
め
て
も
よ
い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

七　

敷
金

基
本
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、

「
い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て
す
る
か
を
問
わ
ず
」
と
い
っ
た
表
現

や
そ
の
他
若
干
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
敷
金
と
い
う

表
現
で
あ
っ
て
も
地
域
に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
る
こ
と
や
、
ま
た
、

関
西
に
は
敷
引
特
約
な
ど
も
あ
り
、
か
つ
、
敷
金
と
言
っ
て
も
当

然
金
額
の
多
寡
も
あ
る
こ
と
な
ど
に
鑑
み
れ
ば
、
他
の
制
度
と
の

関
係
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
規
定
の
表
現
を
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

八　

賃
貸
物
の
修
繕
等
（
民
法
第
六
〇
六
条
関
係
）

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
⑵
に
い
う
賃
借
人
の
修
繕
権
限
に
つ

い
て
は
、
⑴
に
い
う
賃
貸
人
の
修
繕
義
務
と
の
関
係
を
明
ら
か
に

す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
試
案
の
射
程
範

を
認
め
る
根
拠
と
も
い
わ
れ
て
き
た
の
で
、
そ
の
意
味
で
、

六
一
七
条
を
削
除
す
る
と
い
う
こ
と
に
意
味
が
出
て
く
る
の
で
は

な
い
の
か
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
他
の
規
定
と
の
整
合
性
も
図
り
つ
つ
、
な
ぜ
、

規
定
を
削
除
す
る
の
か
と
い
う
理
由
に
つ
き
、
よ
り
明
確
に
し
、

慎
重
に
議
論
を
進
め
て
ほ
し
い
。

四　

不
動
産
賃
貸
借
の
対
抗
力
、
賃
貸
人
た
る
地
位
の
移
転
等

（
民
法
第
六
〇
五
条
関
係
）

判
例
を
明
確
化
、
合
理
化
す
る
と
い
う
点
で
基
本
的
に
は
賛
成

で
あ
る
と
の
意
見
が
大
半
を
占
め
た
。
た
だ
し
、
対
抗
力
の
あ
る

賃
借
人
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
敷
金
の
承
継
と
い
っ
た
内
部
的
な

関
係
を
規
律
す
る
⑶
〜
⑸
の
よ
う
な
詳
細
規
定
を
置
く
こ
と
に
つ

き
、
そ
こ
ま
で
の
詳
細
な
規
定
を
置
く
べ
き
か
、
懐
疑
的
な
意
見

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
賃
貸
人
の
地
位
の
留
保
に
関
す
る
⑶
の
み
、

規
定
が
浮
い
て
い
る
印
象
が
あ
る
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

五　

合
意
に
よ
る
賃
貸
人
た
る
地
位
の
移
転

特
段
の
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

六　

不
動
産
の
賃
借
人
に
よ
る
妨
害
排
除
等
請
求
権

明
文
化
し
な
く
て
も
、
十
分
、
解
釈
で
導
き
出
せ
る
た
め
、
あ

え
て
規
定
す
る
必
要
ま
で
は
な
い
と
考
え
る
意
見
が
多
か
っ
た
。

二
七
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
四
六
）

除
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
解
除
の
効
果
を
相
対
的
に
考
え
、
元
の

賃
借
人
を
賃
貸
借
関
係
か
ら
離
脱
さ
せ
て
、
賃
貸
人
と
転
借
人
間

で
の
直
接
的
な
賃
貸
借
関
係
に
切
り
替
え
る
と
い
う
考
え
方
を
明

文
化
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

一
二　

賃
借
物
の
全
部
滅
失
等
に
よ
る
賃
貸
借
の
終
了

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

一
三　

賃
貸
借
終
了
後
の
収
去
義
務
及
び
原
状
回
復
義
務
（
民

法
第
六
一
六
条
、
第
五
九
八
条
関
係
）

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
⑴
に
つ
き
、
造
作
買
取
請
求
権
（
借

地
借
家
法
三
三
条
）
と
の
関
係
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

指
摘
が
あ
っ
た
ほ
か
、「
こ
れ
に
附
属
さ
せ
た
物
」
と
い
う
文
言

と
不
動
産
の
付
合
に
関
す
る
民
法
二
四
二
条
た
だ
し
書
の
文
言
と

の
関
係
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

一
四　

損
害
賠
償
及
び
費
用
償
還
の
請
求
権
に
関
す
る
期
間
制

限
（
民
法
第
六
二
一
条
、
第
六
〇
〇
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

一
五　

賃
貸
借
に
類
似
す
る
契
約

⑴　

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
契
約

反
対
で
あ
る
。
民
法
に
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ほ
ど
の
典
型

性
の
あ
る
契
約
な
の
か
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・

囲
が
ど
こ
ま
で
な
の
か
、
例
え
ば
、
賃
貸
人
が
修
繕
を
怠
っ
た
場

合
に
、
そ
れ
が
借
地
借
家
法
上
の
法
定
更
新
に
お
け
る
正
当
事
由

（
同
法
六
条
・
二
八
条
）
を
補
完
す
る
要
素
と
な
り
得
る
か
に
つ

い
て
も
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

九　

減
収
に
よ
る
賃
料
の
減
額
請
求
等
（
民
法
第
六
〇
九
条
・

第
六
一
〇
条
関
係
）

六
〇
九
条
及
び
六
一
〇
条
の
削
除
に
賛
成
で
あ
る
。

一
〇　

賃
借
物
の
一
部
滅
失
等
に
よ
る
賃
料
の
減
額
等
（
民
法

第
六
一
一
条
関
係
）

反
対
で
あ
る
。
改
正
案
は
冗
長
で
あ
っ
て
国
民
に
分
か
り
に
く

く
、
逆
効
果
で
あ
る
か
ら
、
現
行
規
定
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。

一
一　

転
貸
の
効
果
（
民
法
第
六
一
三
条
関
係
）

⑵
に
お
け
る
「
義
務
」
の
内
容
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
目
的
物
の

修
繕
義
務
等
の
付
随
義
務
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
の
か
を
明
確
に
す

べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
賃
貸
人
と
転
借
人
と
の
間
に
は
直
接
の
契
約
関
係
が
な

い
た
め
、
賃
貸
人
・
転
借
人
間
の
法
律
関
係
を
明
確
に
で
き
る
規

定
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

⑸
に
つ
い
て
は
、
転
借
人
に
対
し
て
解
除
の
効
力
を
主
張
で
き

な
い
と
の
理
解
を
前
提
と
し
て
、
賃
貸
人
・
賃
借
人
間
で
合
意
解

二
七
二



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
四
七
）

第
三
九　

使
用
貸
借

一　

使
用
貸
借
の
成
立
等
（
民
法
第
五
九
三
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

二　

使
用
貸
借
の
終
了
（
民
法
第
五
九
七
条
関
係
）

「
継
続
的
契
約
」（
中
間
試
案
第
三
四
）
の
議
論
の
展
開
次
第
で

は
、
継
続
的
契
約
の
一
種
で
あ
る
使
用
貸
借
の
終
了
に
関
し
て
別

途
議
論
す
る
内
容
が
出
て
く
る
可
能
性
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
借
主
は
、
借
用
物
を
受
け
と
っ
た
後
、
い
つ
で
も
契
約

を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
解
除
に

よ
っ
て
貸
主
に
損
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
借
主
に
賠
償
義
務
を

負
わ
せ
る
と
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

三　

使
用
貸
借
終
了
後
の
収
去
義
務
及
び
原
状
回
復
義
務
（
民

法
第
五
九
八
条
関
係
）

中
間
試
案
第
三
八
の
一
三
に
準
じ
て
、
賛
成
で
あ
る
。

四　

損
害
賠
償
及
び
費
用
償
還
の
請
求
権
に
関
す
る
期
間
制
限

（
民
法
第
六
〇
〇
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

第
四
〇　

請
負

一　

仕
事
が
完
成
し
な
か
っ
た
場
合
の
報
酬
請
求
権
・
費
用
償

リ
ー
ス
契
約
を
、
賃
貸
借
の
い
わ
ば
〝
お
ま
け
感
覚
〞
で
規
定
す

る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
制
度
の
発
展
を

妨
げ
る
危
険
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
契
約
は
、
民
法
典
中
に
規
定
す
る
の
で
は
な

く
、
リ
ー
ス
契
約
法
等
の
特
別
法
を
設
け
る
こ
と
で
整
備
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
仮
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
契
約
を
民

法
中
に
規
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
法
的
性
質
を
踏
ま
え
て
、
契
約

の
部
分
で
は
な
く
、
担
保
物
権
の
箇
所
に
規
定
す
べ
き
で
あ
る
と

の
意
見
も
あ
っ
た
。

⑵　

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約

民
法
に
入
れ
る
必
要
は
な
く
、
反
対
で
あ
る
。
民
法
が
私
法
の

一
般
法
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
全
て
の
契
約
を
網
羅
的
に
典
型
契

約
と
し
て
そ
の
中
で
規
定
し
尽
く
す
こ
と
を
目
指
す
必
要
は
な
い
。

民
法
に
お
け
る
典
型
性
と
は
、
市
民
が
使
う
か
否
か
と
い
う
観
点

か
ら
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
ラ
イ
セ
ン
ス
は
企
業
が
使
う

も
の
で
あ
っ
て
、
あ
ま
り
市
民
が
利
用
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
は
特
許
権
、
著
作
権
、
意
匠
な
ど
、
そ
の
対
象

が
と
て
も
多
様
で
あ
る
た
め
、
仮
に
民
法
の
中
で
ラ
イ
セ
ン
ス
契

約
を
規
定
す
る
と
し
て
も
、
単
に
知
的
財
産
権
を
対
象
と
す
る
契

約
と
い
う
形
で
一
括
り
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
七
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
四
八
）

⑵　

仕
事
の
目
的
物
が
契
約
の
趣
旨
に
適
合
し
な
い
こ
と
を

理
由
と
す
る
解
除
（
民
法
第
六
三
五
条
関
係
）

六
三
五
条
の
削
除
に
、
賛
成
で
あ
る
。

⑶　

仕
事
の
目
的
物
が
契
約
の
趣
旨
に
適
合
し
な
い
場
合
の

注
文
者
の
権
利
の
期
間
制
限
（
民
法
第
六
三
七
条
関
係
）

売
主
の
担
保
責
任
の
存
続
期
間
に
関
す
る
中
間
試
案
（
第
三
五

の
六
）
の
場
合
と
同
様
に
、【
乙
案
】
に
賛
成
す
る
立
場
が
多
数

を
占
め
た
。

⑷　

土
地
工
作
物
の
瑕
疵
に
つ
い
て
の
請
負
人
の
担
保
責
任

の
存
続
期
間
（
民
法
第
六
三
八
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

⑸　

瑕
疵
担
保
責
任
の
免
責
特
約
（
民
法
第
六
四
〇
条
関

係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

三　

注
文
者
に
つ
い
て
の
破
産
手
続
の
開
始
に
よ
る
解
除
（
民

法
第
六
四
二
条
関
係
）

破
産
法
五
三
条
の
存
在
を
考
慮
し
、
民
法
六
四
二
条
を
削
除
す

る
こ
と
に
、
賛
成
で
あ
る
。
な
お
、
請
負
人
が
破
産
し
た
場
合
の

規
定
が
従
来
か
ら
民
法
に
入
っ
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
点
は
検
討

し
な
く
て
よ
い
か
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

還
請
求
権

仕
事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
契
約
を
す
べ
て
請
負
契
約
で
一
括

り
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
従
来
、

請
負
契
約
が
念
頭
に
お
い
て
い
た
の
は
、
大
半
の
場
合
、
建
築
請

負
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
特
定
の
ケ
ー
ス
を
念
頭
に
お
い
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
請
負
契
約
を
典
型
契
約
と
し
て
民
法
の
中
で

規
定
し
、
仕
事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
契
約
の
す
べ
て
を
請
負
契

約
と
し
て
把
握
す
る
と
い
う
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
仕
事
が
完
成
し
な
か
っ
た
場
合
に
報
酬
請
求
権
・
費
用

償
還
請
求
権
を
認
め
る
と
、
請
負
人
の
自
己
の
仕
事
に
対
し
て
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
危
険
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

な
お
、
⑴
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
慎
重
な
文
言
表
現
が
必
要

で
あ
り
、
更
に
、
他
の
労
務
提
供
型
契
約
と
の
整
合
性
に
も
配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

二　

仕
事
の
目
的
物
が
契
約
の
趣
旨
に
適
合
し
な
い
場
合
の
請

負
人
の
責
任

⑴　

仕
事
の
目
的
物
が
契
約
の
趣
旨
に
適
合
し
な
い
場
合
の

修
補
請
求
権
の
限
界
（
民
法
第
六
三
四
条
第
一
項
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

二
七
四



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
四
九
）

⑵　

報
酬
の
支
払
時
期
（
民
法
第
六
四
八
条
第
二
項
関
係
）

こ
れ
が
任
意
規
定
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
賛
成
で
あ
る
。

⑶　

委
任
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
の
報
酬
請
求
権
（
民
法
第
六
四
八
条
第

三
項
関
係
）

委
任
に
は
定
型
性
が
な
い
も
の
も
多
い
た
め
、
請
負
と
は
異
な

り
、
こ
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
、
賛
成
で
あ
る
。

五　

委
任
の
終
了
に
関
す
る
規
定

⑴　

委
任
契
約
の
任
意
解
除
権
（
民
法
第
六
五
一
条
関
係
）

基
本
的
に
は
、
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
委
任
契
約
は
単
純
な

労
務
提
供
契
約
で
は
な
く
、
委
任
者
・
受
任
者
間
の
継
続
的
な
信

頼
関
係
が
前
提
と
な
り
構
築
さ
れ
る
契
約
で
あ
る
の
に
、
い
つ
で

も
解
除
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
に
す
る
と
、
委
任
契
約
が
本
来
的

に
有
し
て
い
た
当
事
者
間
の
信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
契
約
法
理
と

い
う
も
の
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
本
試
案
に
反
対

す
る
意
見
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
受
任
者
側
か
ら
の
任
意
解
除
権
は
制
限
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

⑵　

破
産
手
続
開
始
に
よ
る
委
任
の
終
了
（
民
法
第
六
五
三

条
第
二
号
関
係
）

第
四
一　

委
任

一　

受
任
者
の
自
己
執
行
義
務

こ
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
、
賛
成
で
あ
る
。

二　

委
任
者
の
金
銭
の
消
費
に
つ
い
て
の
責
任
（
民
法
第

六
四
七
条
関
係
）

六
四
七
条
を
削
除
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
意
見
が
あ
る
一
方
で
、

同
条
を
維
持
し
た
上
で
、
さ
ら
に
忠
実
義
務
に
関
す
る
規
定
も
追

加
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
り
、
意
見
の
一
致
を
み
な
か
っ

た
。三　

受
任
者
が
受
け
た
損
害
の
賠
償
義
務
（
民
法
第
六
五
〇
条

第
三
項
関
係
）

こ
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
、
賛
成
で
あ
る
。

四　

報
酬
に
関
す
る
規
律

⑴　

無
償
性
の
原
則
の
見
直
し
（
民
法
第
六
四
八
条
第
一
項

関
係
）

今
日
、
実
務
上
、
委
任
が
通
常
は
有
償
で
な
さ
れ
て
い
る
と
い

う
の
は
事
実
で
あ
り
、
こ
れ
に
賛
成
す
る
意
見
が
あ
る
一
方
で
、

古
代
ロ
ー
マ
法
以
来
続
く
委
任
契
約
の
無
償
性
と
い
う
精
神
を
宣

言
す
る
た
め
に
、
こ
の
規
定
を
残
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ

り
、
意
見
の
一
致
を
み
な
か
っ
た
。

二
七
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
五
〇
）

⑵　

寄
託
者
の
破
産
手
続
開
始
の
決
定
に
よ
る
解
除

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

二　

寄
託
者
の
自
己
執
行
義
務
（
民
法
第
六
五
八
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

三　

受
寄
者
の
保
管
に
関
す
る
注
意
義
務
（
民
法
第
六
五
九
条

関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

四　

寄
託
物
に
つ
い
て
の
第
三
者
の
権
利
主
張
（
民
法
第

六
六
〇
条
関
係
）

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
の
権
利
主
張
に
つ
い
て
、
こ

こ
ま
で
詳
細
に
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
の
疑
問
が
出
さ
れ

た
。五　

寄
託
者
の
損
害
賠
償
責
任
（
民
法
第
六
六
一
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

六　

報
酬
に
関
す
る
規
律
（
民
法
第
六
六
五
条
関
係
）

準
用
の
範
囲
が
不
明
確
で
あ
る
。
準
用
の
範
囲
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
準
委
任
規
定
の
中
間
試
案
（
第
四
一
の
六
）
の
よ
う
に
、

本
試
案
に
お
い
て
も
、
そ
の
準
用
の
範
囲
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ

る
。七　

寄
託
物
の
損
傷
又
は
一
部
滅
失
の
場
合
に
お
け
る
寄
託
者

賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
今
回
は
改
正
の
対
象
に
な
っ
て
い
な

い
六
五
三
条
一
項
及
び
三
項
に
つ
き
、
こ
の
ま
ま
改
正
の
議
論
を

し
な
い
ま
ま
で
よ
い
の
か
と
の
疑
問
を
呈
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

六　

準
委
任
（
民
法
第
六
五
六
条
関
係
）

反
対
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
改
正
を
す
る
必
要
性
は
認
め
ら
れ

な
い
。

第
四
二　

雇
用

一　

報
酬
に
関
す
る
規
律
（
労
務
の
履
行
が
中
途
で
終
了
し
た

場
合
の
報
酬
請
求
権
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

二　

期
間
の
定
め
の
あ
る
雇
用
の
解
除
（
民
法
第
六
二
六
条
関

係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

三　

期
間
の
定
め
の
な
い
雇
用
の
解
約
の
申
入
れ
（
民
法
第

六
二
七
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

第
四
三　

寄
託

一　

寄
託
契
約
の
成
立
等

⑴　

寄
託
契
約
の
成
立
（
民
法
第
六
五
七
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

二
七
六



「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
関
す
る
意
見
（
日
本
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
）

（
四
五
一
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

四　

組
合
の
業
務
執
行
（
民
法
第
六
七
〇
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

五　

組
合
代
理

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

六　

組
合
員
の
加
入

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

七　

組
合
員
の
脱
退
（
民
法
第
六
七
八
条
か
ら
第
六
八
一
条
ま

で
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

八　

組
合
の
解
散
事
由
（
民
法
第
六
八
二
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

九　

組
合
の
清
算

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

第
四
五　

終
身
定
期
金

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
リ

バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
等
と
の
関
連
で
、
こ
の
終
身
定
期
金
を
今
後

活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
典

型
契
約
と
し
て
維
持
し
た
上
で
、
む
し
ろ
条
文
を
よ
り
詳
細
に
整

備
し
直
す
等
の
作
業
が
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も

の
損
害
賠
償
請
求
権
の
短
期
期
間
制
限

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

八　

寄
託
者
に
よ
る
返
還
請
求
（
民
法
第
六
六
二
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
返
還
と
損
害
賠

償
と
が
同
時
履
行
の
関
係
に
立
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
留
置
権
（
二
九
五
条
）
を
認
め
る
こ
と
で

受
寄
者
の
保
護
は
十
分
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

九　

寄
託
物
の
受
取
後
に
お
け
る
寄
託
者
の
破
産
手
続
開
始
の

決
定

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

一
〇　

混
合
寄
託

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

一
一　

消
費
寄
託
（
民
法
第
六
六
六
条
関
係
）

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

第
四
四　

組
合

一　

組
合
契
約
の
無
効
又
は
取
消
し

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

二　

他
の
組
合
員
が
出
資
債
務
を
履
行
し
な
い
場
合

特
に
異
論
は
な
く
、
賛
成
で
あ
る
。

三　

組
合
の
財
産
関
係
（
民
法
第
六
六
八
条
ほ
か
関
係
）

二
七
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
五
二
）

あ
っ
た
。

第
四
六　

和
解

反
対
で
あ
る
。
改
正
後
の
新
た
な
錯
誤
規
定
（
中
間
試
案
第
三

の
二
参
照
）
の
運
用
が
定
着
し
て
か
ら
、
改
め
て
議
論
す
べ
き
で

あ
る
。

〔
以
上
は
、
平
成
二
五
年
六
月
一
七
日
、
法
務
省
民
事
局
参
事
官

室
に
提
出
し
た
意
見
書
の
全
文
で
あ
る
。
本
誌
へ
の
掲
載
に
あ

た
っ
て
は
、
横
書
き
を
縦
書
き
に
改
め
、
そ
れ
に
伴
う
体
裁
の
変

更
を
施
し
た
ほ
か
、
若
干
の
明
ら
か
な
誤
字
を
訂
正
し
た
。〕

二
七
八



第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
四
五
三
）

事
案
の
概
要

一　

本
稿
で
検
討
す
る
判
例
は
、
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
を
第
三

者
に
渡
し
て
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
、
航
空
会
社
の
搭
乗
業
務

を
担
当
す
る
係
員
に
対
し
、
乗
客
と
し
て
自
己
の
氏
名
が
記
載
さ

れ
た
航
空
券
を
呈
示
し
て
搭
乗
券
の
交
付
を
請
求
し
、
そ
の
交
付

を
受
け
た
行
為
が
、
刑
法
二
四
六
条
一
項
の
詐
欺
罪
に
当
た
る
旨

判
断
し
た
、
初
め
て
の
最
高
裁
決
定
（
以
下
「
本
件
決
定
」
と
い

う
）
で
あ
る
。
直
接
の
実
行
行
為
は
被
告
人
以
外
の
者
が
お
こ

な
っ
て
お
り
、
被
告
人
は
共
謀
共
同
正
犯
と
し
て
の
罪
責
を
負
う

第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
自
己
に
対
す
る

搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪

│
最
高
裁
平
成
二
二
年
七
月
二
九
日
第
一
小
法
廷
決
定
、
平
成
二
〇
年
あ
第
七
二
〇
号

詐
欺
被
告
事
件
、
刑
集
六
四
巻
五
号
八
二
九
頁

│設　
　

楽　
　

裕　
　

文

淵　
　

脇　
　

千
寿
保

判
例
研
究

二
七
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
五
四
）

月
一
六
日
、
上
記
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
Ｂ
が
、

ア
と
同
様
の
意
図
及
び
態
様
に
よ
り
、
Ｂ
に
対
す
る
航
空
券
及
び

日
本
国
旅
券
を
呈
示
し
て
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
行
き
エ
ア
・
カ
ナ
ダ

三
六
便
の
搭
乗
券
の
交
付
を
請
求
し
、
Ｂ
に
対
す
る
同
便
の
搭
乗

券
一
枚
の
交
付
を
受
け
た
。」

本
件
決
定
は
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
事
実
関
係
を
前
提
に
し

て
判
断
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
背
景
と
な
る
事
実
関
係
、
と
り

わ
け
被
告
人
が
果
た
し
た
役
割
を
明
確
に
示
し
て
は
い
な
い
。
そ

こ
で
、
本
件
決
定
を
（
そ
の
射
程
距
離
を
含
め
て
）
理
解
し
、
そ

の
判
断
の
当
否
を
論
じ
る
前
提
と
し
て
、
多
少
な
り
と
も
具
体
的

に
、
被
告
人
ら
の
行
為
態
様
を
、
第
一
審
判
決
（
大
阪
地
裁
岸
和

田
支
判
平
成
一
九
年
一
一
月
二
〇
日
刑
集
六
四
巻
五
号
八
五
五

頁
）
及
び
上
告
趣
意
に
お
け
る
「
本
件
の
概
要
」（
刑
集
六
四
巻

五
号
八
三
二
〜
八
三
三
頁
）
に
よ
っ
て
、
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す

る
。そ

れ
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
ら
の
具
体
的
行
為
は
、〈
被
告
人
は
、

金
銭
に
窮
し
、
中
国
人
ブ
ロ
ー
カ
ー
か
ら
、
カ
ナ
ダ
に
不
法
入
国

し
よ
う
と
す
る
中
国
人
の
便
宜
の
た
め
に
搭
乗
券
を
騙
し
取
る
こ

と
を
持
ち
か
け
ら
れ
て
、
こ
れ
を
承
諾
し
、（
Ⅰ
）
高
校
時
代
の

同
級
生
を
通
じ
て
Ａ
ら
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
あ
ら
か
じ
め
Ａ
に

も
の
と
さ
れ
た
。

第
一
小
法
廷
が
認
定
し
た
基
本
的
な
事
実
関
係
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

「
被
告
人
は
、
ア　

Ａ
ら
と
共
謀
の
上
、
航
空
機
に
よ
り
カ
ナ

ダ
へ
の
不
法
入
国
を
企
図
し
て
い
る
中
国
人
の
た
め
、
航
空
会
社

係
員
を
欺
い
て
、
関
西
国
際
空
港
発
バ
ン
ク
ー
バ
ー
行
き
の
搭
乗

券
を
交
付
さ
せ
よ
う
と
企
て
、
平
成
一
八
年
六
月
七
日
、
関
西
国

際
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
の
エ
ア
・
カ
ナ
ダ
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
Ａ
が
、
エ
ア
・
カ
ナ
ダ
（
以
下
「
本

件
航
空
会
社
」
と
い
う
。）
か
ら
業
務
委
託
を
受
け
て
い
る
会
社

の
係
員
に
対
し
、
真
実
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
行
き
エ
ア
・
カ
ナ
ダ

三
六
便
の
搭
乗
券
を
カ
ナ
ダ
に
不
法
入
国
し
よ
う
と
し
て
関
西
国

際
空
港
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
エ
リ
ア
内
で
待
機
し
て
い
る
中
国
人

に
交
付
し
、
同
人
を
搭
乗
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
Ａ
と
し
て

航
空
機
に
搭
乗
さ
せ
て
カ
ナ
ダ
に
不
法
入
国
さ
せ
る
意
図
で
あ
る

の
に
そ
の
情
を
秘
し
、
あ
た
か
も
Ａ
が
搭
乗
す
る
か
の
よ
う
に
装

い
、
Ａ
に
対
す
る
航
空
券
及
び
日
本
国
旅
券
を
呈
示
し
て
、
上
記

エ
ア
・
カ
ナ
ダ
三
六
便
の
搭
乗
券
の
交
付
を
請
求
し
、
上
記
係
員

を
し
て
そ
の
旨
誤
信
さ
せ
て
、
同
係
員
か
ら
Ａ
に
対
す
る
同
便
の

搭
乗
券
一
枚
の
交
付
を
受
け
、
イ　

Ｂ
ら
と
共
謀
の
上
、
同
年
七

二
八
〇



第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
四
五
五
）

も
の
に
な
る
。
主
犯
な
い
し
「
背
後
の
大
物
」
は
「
中
国
人
ブ

ロ
ー
カ
ー
」
ら
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
も
の
の
、
第
一
審
判
決
の

「
量
刑
事
情
」（
刑
集
六
四
巻
五
号
八
五
八
頁
）
で
は
、
被
告
人
は
、

「
計
画
的
で
悪
質
な
犯
行
」
に
つ
き
共
犯
者
ら
に
具
体
的
指
示
を

し
て
お
り
、「
他
の
日
本
人
共
犯
者
ら
と
の
関
係
で
、
被
告
人
は

主
犯
格
と
目
さ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

二　

第
一
審
に
お
い
て
、
弁
護
人
は
、
航
空
会
社
が
航
空
運
賃
を

受
領
し
て
い
る
上
、
搭
乗
を
予
定
し
て
い
た
中
国
人
は
実
際
に
は

搭
乗
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
（
前
記
上
告
趣
意
に
よ
れ
ば
、

搭
乗
口
で
職
員
に
偽
造
旅
券
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
か
れ
た
た
め
の

よ
う
で
あ
る
）、「
財
産
上
の
損
害
」
が
発
生
し
て
い
ず
、
し
た

が
っ
て
「『
欺
く
』
行
為
」
も
な
く
、
損
害
が
あ
っ
た
と
し
て
も

可
罰
的
違
法
性
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
被
告
人
は

無
罪
で
あ
る
旨
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
第
一
審
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
弁
護

人
の
主
張
を
排
斥
し
た
（
刑
集
六
四
巻
五
号
八
五
七
頁
）。

「
し
か
し
な
が
ら
、
関
係
各
証
拠
に
よ
れ
ば
、
本
件
に
お
け
る

国
際
線
の
航
空
会
社
は
、
航
空
券
上
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
自
身

が
搭
乗
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
搭
乗
券
を
発
券
し
て
お
り
、

搭
乗
者
が
誰
で
あ
る
の
か
、
そ
の
人
格
の
同
一
性
は
、
搭
乗
券
を

報
酬
を
提
供
し
て
、
Ａ
を
し
て
、
旅
行
会
社
で
カ
ナ
ダ
便
の
航
空

券
を
Ａ
名
義
で
購
入
さ
せ
、
平
成
一
八
年
六
月
七
日
午
後
二
時
頃
、

関
西
国
際
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
四
階
の
エ
ア
・
カ
ナ
ダ

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
係
員
Ｖ
に
対
し
、
真
実

は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
行
き
エ
ア
・
カ
ナ
ダ
三
六
便
の
搭
乗
券
を
、

カ
ナ
ダ
に
不
法
入
国
し
よ
う
と
し
て
同
空
港
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・

エ
リ
ア
内
で
待
機
し
て
い
る
中
国
人
に
交
付
し
、
同
人
を
航
空
機

に
搭
乗
さ
せ
て
カ
ナ
ダ
に
不
法
入
国
さ
せ
る
意
図
で
あ
る
の
に
、

そ
の
情
を
秘
し
、
Ａ
が
搭
乗
す
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
、
前
記
航

空
券
及
び
日
本
国
旅
券
を
呈
示
す
る
方
法
で
搭
乗
券
一
枚
の
交
付

を
請
求
さ
せ
て
、
そ
の
交
付
を
受
け
さ
せ
、
さ
ら
に
、
被
告
人
に

お
い
て
、
Ａ
か
ら
同
搭
乗
券
を
受
領
し
て
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
エ

リ
ア
内
で
中
国
人
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
手
交
し
、（
Ⅱ
）
Ｂ
、
Ｃ
ら
を

協
力
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
、
Ｂ
を
し
て
、
航
空
券
を
予
約
さ
せ
、

同
年
七
月
一
六
日
午
後
一
時
三
一
分
頃
、
前
記
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
カ

ウ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
係
員
Ｗ
に
対
し
、
真
実
は
、（
Ⅰ
）
と
同

様
の
意
図
で
あ
る
の
に
、
そ
の
情
を
秘
し
、
右
航
空
券
及
び
日
本

国
旅
券
を
呈
示
す
る
方
法
で
搭
乗
券
一
枚
の
交
付
を
請
求
さ
せ
て
、

そ
の
交
付
を
受
け
さ
せ
、
被
告
人
に
お
い
て
、
Ｃ
を
通
じ
て
同
搭

乗
券
を
受
領
し
て
、
中
国
人
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
手
交
し
た
〉
と
い
う

二
八
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
五
六
）

三　

第
二
審
に
お
い
て
、
弁
護
人
は
、
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
と
し

た
第
一
審
判
決
は
刑
法
二
四
六
条
一
項
の
解
釈
を
誤
っ
て
い
る
と

し
、
こ
れ
に
関
し
て
、「
搭
乗
券
の
引
渡
し
を
行
う
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
手
続
は
、
航
空
運
輸
サ
ー
ビ
ス
契
約
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
航

空
会
社
に
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
運
行
契
約
締
結
に
伴
う
取
引
上
の

損
失
は
起
き
な
い
か
ら
、
同
手
続
固
有
の
財
産
処
分
は
な
く
、
財

産
的
侵
害
に
向
け
た
被
告
人
の
欺
罔
行
為
、
そ
の
侵
害
に
向
け
ら

れ
た
航
空
会
社
の
錯
誤
、
及
び
、
会
社
財
産
に
損
害
を
与
え
る
処

分
行
為
は
、
い
ず
れ
も
存
在
し
な
い
」
と
主
張
し
た
（
刑
集
六
四

巻
五
号
八
五
九
〜
八
六
〇
頁
）。

こ
れ
に
対
し
、
第
二
審
判
決
（
大
阪
高
判
平
成
二
〇
年
三
月

一
八
日
刑
集
六
四
巻
五
号
八
五
九
頁
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、

弁
護
人
の
主
張
を
排
斥
し
、
控
訴
を
棄
却
し
た
（
な
お
、
弁
護
人

は
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
回
避
や
入
管
行
政
等
の
「
社
会
的
、
国
際
的

法
益
」
の
保
護
を
個
人
の
財
産
保
護
を
目
的
と
す
る
詐
欺
罪
に
取

り
込
む
こ
と
は
不
当
で
あ
る
旨
の
主
張
も
し
た
も
の
の
、
第
二
審

判
決
は
、
搭
乗
券
の
適
正
な
管
理
は
「
単
に
国
家
的
社
会
的
な
関

心
事
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
航
空
会
社
に
と
っ
て
重
大
な
財
産

的
関
心
事
」
で
あ
っ
て
、「
搭
乗
券
を
不
正
に
取
得
し
よ
う
と
す

る
行
為
に
対
し
て
、
財
産
罪
に
よ
る
規
制
を
要
す
る
こ
と
も
明
ら

発
券
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
要
素
と
し

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
航
空
会
社
は
、
旅

客
機
に
搭
乗
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
搭
乗
券
を
発
券
す
る
際
、

旅
券
の
呈
示
を
求
め
て
、
そ
の
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

そ
の
者
自
身
が
日
本
国
を
出
国
し
て
目
的
地
に
向
け
て
当
該
旅
客

機
に
搭
乗
す
る
も
の
と
し
て
、
搭
乗
券
を
発
券
し
交
付
し
て
お
り
、

搭
乗
者
と
さ
れ
て
い
る
本
人
以
外
の
別
人
が
、
搭
乗
券
を
譲
り
受

け
、
こ
れ
を
使
用
し
て
、
旅
客
機
に
搭
乗
す
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
れ
ば
、
搭
乗
券
を
発
券
し
な
い
。」「〔
…
〕
航
空
会
社
は
、
本

人
の
同
一
性
を
要
求
し
て
い
る
搭
乗
券
に
つ
い
て
、
真
実
搭
乗
す

る
意
思
の
な
い
者
に
対
し
て
、
運
行
の
利
益
を
受
け
得
る
た
め
の

搭
乗
券
を
発
券
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
航
空
会
社
に
社
会
的

に
見
て
経
済
的
価
値
の
あ
る
損
害
が
生
じ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
被
告
人
に
は
、
航
空
会
社
が
財
産
的
処
分
行
為
を

す
る
た
め
の
判
断
の
基
礎
た
る
事
実
で
あ
る
真
の
搭
乗
者
と
航
空

券
・
旅
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
と
の
同
一
性
を
偽
り
、
こ
れ
を

誤
信
さ
せ
た
『
欺
く
』
行
為
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。」

宣
告
刑
は
、
懲
役
一
年
六
月
（
未
決
勾
留
日
数
三
〇
日
算
入
）

で
あ
り
、
三
年
間
刑
の
執
行
が
猶
予
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
被
告

人
は
、
法
令
適
用
の
誤
り
及
び
量
刑
不
当
を
理
由
に
控
訴
し
た
。

二
八
二



第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
四
五
七
）

イ　

次
に
、
所
論
も
自
認
す
る
よ
う
に
、
航
空
機
を
利
用
し
よ

う
と
す
る
者
が
乗
客
名
簿
に
搭
乗
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
者

と
一
致
し
て
い
な
け
れ
ば
、
航
空
会
社
は
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
搭

乗
券
の
交
付
を
拒
み
得
る
の
で
あ
り
、
そ
の
実
質
的
理
由
で
あ
る

上
記
ア
の
諸
点
に
照
ら
し
て
も
、
こ
の
人
的
一
致
の
点
は
、
搭
乗

券
を
交
付
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
際
し
て
極
め
て
重
要
な
考
慮

事
項
で
あ
っ
て
、
こ
の
人
的
一
致
を
偽
っ
て
搭
乗
券
の
交
付
を
求

め
る
行
為
は
、
重
要
事
実
に
つ
い
て
航
空
会
社
の
担
当
者
を
錯
誤

に
陥
れ
、
搭
乗
券
の
交
付
を
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
誤
ら
せ
る

行
為
で
あ
っ
て
、
詐
欺
罪
に
お
け
る
欺
罔
行
為
に
該
当
す
る
こ
と

に
異
論
の
余
地
が
な
く
、
こ
の
錯
誤
に
基
づ
い
て
搭
乗
券
を
交
付

す
る
こ
と
が
、
会
社
財
産
に
損
害
を
与
え
る
処
分
行
為
に
該
当
す

る
こ
と
も
、
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。」

四　

被
告
人
が
上
告
し
、
上
告
審
に
お
い
て
、
弁
護
人
ら
は
、
搭

乗
券
は
該
当
の
フ
ラ
イ
ト
で
限
定
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
の
事
実
上
の
証
明
書
に
留
ま
る
の
で
、
そ
れ
自
体
の
財
産
的
価

値
は
乏
し
く
、
し
か
も
対
価
は
支
払
済
み
で
あ
っ
て
、
搭
乗
券
交

付
だ
け
で
は
「
詐
欺
罪
に
問
う
に
値
す
る
財
産
的
価
値
の
定
型

性
」
を
欠
く
な
ど
の
主
張
を
し
た
。
本
件
決
定
は
、
弁
護
人
の
主

張
は
刑
事
訴
訟
法
四
〇
五
条
の
上
告
理
由
に
当
た
ら
な
い
と
し
つ

か
で
あ
る
」
と
し
て
、
こ
の
主
張
も
排
斥
し
た
）。

「
ア　

し
か
し
、
搭
乗
券
は
、
航
空
券
や
乗
客
名
簿
に
記
載
さ

れ
、
搭
乗
者
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
者
と
の
同
一
性
を
示
し
、

そ
れ
な
く
し
て
は
航
空
機
に
搭
乗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
、

財
産
罪
に
よ
る
保
護
に
値
す
る
十
分
な
社
会
的
、
経
済
的
価
値
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
上
、
上
記
の
同
一
性
が
な
い
者
に
よ

る
搭
乗
券
の
使
用
、
す
な
わ
ち
航
空
機
へ
の
搭
乗
は
、
航
空
機
の

運
航
の
安
全
上
重
大
な
弊
害
を
も
た
ら
す
危
険
性
を
含
み
、
航
空

会
社
に
対
す
る
社
会
的
信
用
の
低
下
、
業
績
の
悪
化
に
結
び
付
く

も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
本
件
の
事
案
で
は
、
航
空
会
社
は
、
自

社
の
発
券
の
不
備
に
よ
っ
て
搭
乗
券
の
使
用
者
に
カ
ナ
ダ
へ
の
不

法
入
国
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
同
国
政
府
に
最
高
額
で

三
〇
〇
〇
ド
ル
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
認
め
ら
れ
、

航
空
会
社
に
と
っ
て
、
搭
乗
券
の
不
正
使
用
を
防
ぐ
財
産
的
利
益

は
極
め
て
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、
搭
乗
券
が
詐
欺
罪
の
客
体
と

し
て
の
財
物
性
を
満
た
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
の
適
正
な
管
理

は
、
航
空
会
社
に
と
っ
て
重
大
な
財
産
的
関
心
事
で
あ
っ
て
、
搭

乗
券
を
交
付
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
上
重
要
な
事
項
を
偽
っ
て
そ

の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
行
為
が
、
財
産
的
侵
害
に
向
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

二
八
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
五
八
）

の
点
に
お
い
て
、
当
該
乗
客
以
外
の
者
を
航
空
機
に
搭
乗
さ
せ
な

い
こ
と
が
本
件
航
空
会
社
の
航
空
運
送
事
業
の
経
営
上
重
要
性
を

有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
本
件
係
員
ら
は
、
上
記
確
認
が
で

き
な
い
場
合
に
は
搭
乗
券
を
交
付
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、

こ
れ
と
同
様
に
、
本
件
係
員
ら
は
、
搭
乗
券
の
交
付
を
請
求
す
る

者
が
こ
れ
を
更
に
他
の
者
に
渡
し
て
当
該
乗
客
以
外
の
者
を
搭
乗

さ
せ
る
意
図
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
交

付
に
応
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。」

「
以
上
の
よ
う
な
事
実
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
搭
乗
券
の
交
付
を

請
求
す
る
者
自
身
が
航
空
機
に
搭
乗
す
る
か
ど
う
か
は
、
本
件
係

員
ら
に
お
い
て
そ
の
交
付
の
判
断
の
基
礎
と
な
る
重
要
な
事
項
で

あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
を
他
の

者
に
渡
し
て
そ
の
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
で
あ
る
の
に
こ
れ
を
秘

し
て
本
件
係
員
ら
に
対
し
て
そ
の
搭
乗
券
の
交
付
を
請
求
す
る
行

為
は
、
詐
欺
罪
に
い
う
人
を
欺
く
行
為
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
れ
に

よ
り
そ
の
交
付
を
受
け
た
行
為
が
刑
法
二
四
六
条
一
項
の
詐
欺
罪

を
構
成
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
被
告
人
の
本
件
各
行
為
が

詐
欺
罪
の
共
同
正
犯
に
当
た
る
と
し
た
第
一
審
判
決
を
是
認
し
た

原
判
決
は
正
当
で
あ
る
。」

つ
、
本
件
各
詐
欺
罪
の
成
否
に
つ
い
て
検
討
し
、
次
の
決
定
要
旨

に
あ
る
よ
う
に
述
べ
て
、
上
告
を
棄
却
し
た
。

決
定
要
旨

本
件
決
定
は
、「
原
判
決
及
び
そ
の
是
認
す
る
第
一
審
判
決
の

認
定
並
び
に
記
録
」
に
よ
っ
て
認
定
し
た
本
件
の
事
実
関
係
と
し

て
、
前
掲
（
事
案
の
概
要
一
）
の
基
本
的
事
実
関
係
を
掲
記
し
た

後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
本
件
に
お
い
て
、
航
空
券
及
び
搭
乗
券
に
は
い
ず
れ
も
乗
客

の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件
係
員
ら
は
、
搭
乗
券

の
交
付
を
請
求
す
る
者
に
対
し
て
旅
券
と
航
空
券
の
呈
示
を
求
め
、

旅
券
の
氏
名
及
び
写
真
と
航
空
券
記
載
の
乗
客
の
氏
名
及
び
当
該

請
求
者
の
容
ぼ
う
と
を
対
照
し
て
、
当
該
請
求
者
が
当
該
乗
客
本

人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
搭
乗
券
を
交
付
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
厳
重
な
本
人
確
認
が
行
わ
れ
て
い
た

の
は
、
航
空
券
に
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
乗
客
以
外
の
者
の
航

空
機
へ
の
搭
乗
が
航
空
機
の
運
航
の
安
全
上
重
大
な
弊
害
を
も
た

ら
す
危
険
性
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
本
件
航
空
会
社
が

カ
ナ
ダ
政
府
か
ら
同
国
へ
の
不
法
入
国
を
防
止
す
る
た
め
に
搭
乗

券
の
発
券
を
適
切
に
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
等

二
八
四



第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
四
五
九
）

害
を
も
た
ら
す
危
険
性
」
や
「
航
空
会
社
に
対
す
る
社
会
的
信
用

の
低
下
、
業
績
の
悪
化
〔
に
結
び
付
く
可
能
性
〕」、
カ
ナ
ダ
へ
不

法
入
国
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
カ
ナ
ダ
政
府
に
「
最
高
額
で

三
〇
〇
〇
ド
ル
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
を
あ
げ
、

「
航
空
会
社
に
と
っ
て
、
搭
乗
券
の
不
正
使
用
を
防
ぐ
財
産
的
利

益
は
極
め
て
大
き
い
」
と
し
て
、
搭
乗
券
の
適
正
な
管
理
は
、
航

空
会
社
に
と
っ
て
「
重
大
な
財
産
的
関
心
事
」
で
あ
り
、
本
件
の

行
為
が
「
財
産
的
侵
害
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
」
と
か
、
搭
乗
券
交
付
が
「
会
社
財
産
に
損
害
を
与
え
る

処
分
行
為
に
該
当
す
る
こ
と
も
、
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら

か
で
あ
る
」
と
し
た
。
そ
し
て
、
本
件
決
定
は
、
航
空
券
に
氏
名

が
記
載
さ
れ
て
い
る
者
以
外
の
者
の
搭
乗
が
「
航
空
機
の
運
航
の

安
全
上
重
大
な
弊
害
を
も
た
ら
す
危
険
性
を
含
む
」
こ
と
や
カ
ナ

ダ
政
府
か
ら
「
不
法
入
国
を
防
止
す
る
た
め
に
搭
乗
券
の
発
券
を

適
切
に
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
」
等
か
ら
、
航

空
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
以
外
の
者
を
搭
乗
さ
せ
な
い
こ
と
は

「
本
件
航
空
会
社
の
航
空
運
送
事
業
の
経
営
上
重
要
性
を
有
し
て

い
た
」
な
ど
の
事
実
関
係
を
前
提
に
し
て
、
搭
乗
券
の
交
付
を
請

求
す
る
者
自
身
が
搭
乗
す
る
か
ど
う
か
は
「
交
付
の
判
断
の
基
礎

と
な
る
重
要
な
事
項
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と

研　

究

一　

序

本
件
決
定
は
、
多
く
の
判
例
評
釈
（
1
）

の
ほ
か
論
文
（
2
）

や
概
説
書
（
3
）

で
も

採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
重
要
判
例
で
あ
る
（
4
）

。
決
定
書
の
文
面
は
、

一
見
す
る
と
詐
欺
行
為
に
つ
い
て
判
断
し
た
も
の
の
よ
う
な
様
相

を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
紙
背
に
財
産
的
損
害
に
つ
い
て
の
判

断
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
他
に
、
搭
乗
券
が
客
体
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
証
明
文
書
の
財
物
性
の
問
題
が
生
じ
な
い
わ

け
で
は
な
い
（
5
）

）。
本
件
に
お
い
て
、
弁
護
人
は
、
第
一
審
以
来
、

主
と
し
て
、
①
航
空
券
の
取
得
に
際
し
料
金
を
支
払
っ
て
い
る
等

の
理
由
に
よ
り
、
財
産
的
損
害
が
発
生
し
て
い
な
い
、
②
し
た

が
っ
て
、
財
産
的
損
害
の
発
生
に
向
け
ら
れ
た
欺
罔
行
為
（
欺
く

行
為
）
も
な
い
、
と
し
て
、
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
た
行
為
は
詐

欺
罪
に
当
た
ら
な
い
旨
の
主
張
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第

一
審
判
決
は
、
航
空
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
と
搭
乗
者
と
の
同

一
性
は
搭
乗
券
を
発
券
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
つ
い
て

「
重
要
な
要
素
」
で
あ
り
、
航
空
会
社
に
は
「
社
会
的
に
見
て
経

済
的
価
値
の
あ
る
損
害
」
が
生
じ
た
と
し
て
欺
罔
行
為
の
存
在
を

認
め
、
第
二
審
判
決
は
、「
航
空
機
の
運
航
の
安
全
上
重
大
な
弊

二
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（
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六
〇
）

通
説
的
立
場
も
、「
社
会
的
相
当
性
」
や
「
取
引
上
の
重
要
な
事

項
に
関
す
る
か
否
か
」
あ
る
い
は
「
相
手
方
が
財
産
的
処
分
行
為

を
な
す
た
め
の
判
断
の
基
礎
と
な
る
事
実
を
い
つ
わ
っ
た
か
」
と

い
っ
た
基
準
に
よ
っ
て
欺
罔
行
為
を
限
定
し
よ
う
と
は
す
る
（
9
）

。
た

だ
、「
航
空
運
送
事
業
の
経
営
上
〔
の
〕
重
要
性
」
に
言
及
し
て

い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
決
定
は
（
い
わ
ば
徹
底
し
た
）
通

説
的
立
場
と
は
異
な
る
思
考
を
し
て
い
る
も
の
と
も
評
価
で
き
る

で
あ
ろ
う
（
10
）

。

さ
ら
に
、
判
例
の
動
向
を
顧
み
る
と
、
次
章
に
述
べ
る
よ
う
に
、

大
審
院
時
代
か
ら
、〈
通
説
的
公
式
〉
＋
（
理
念
型
と
し
て
の
）

形
式
的
個
別
財
産
説
に
よ
る
な
ら
詐
欺
罪
の
成
立
を
肯
定
で
き
そ

う
な
事
案
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
否
定
し
た
判
例
が
散
見
さ
れ
る
。

学
説
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
判
例
や
詐
欺
罪
を
全
体
財
産
に
対
す

る
罪
と
し
て
位
置
づ
け
る
ド
イ
ツ
の
学
説
を
参
考
に
、
通
説
と
は

異
な
る
見
解
が
多
数
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上

で
、
本
件
決
定
に
つ
い
て
適
切
な
評
価
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

二　

本
件
決
定
以
前
（
と
く
に
平
成
一
三
年
七
月
一
九
日
判
決

以
後
）
の
判
例

詐
欺
罪
に
お
け
る
「
財
産
的
損
害
」
に
関
す
る
わ
が
国
の
判
例

に
は
、
大
審
院
時
代
か
ら
、
①
こ
れ
に
言
及
し
な
い
も
の
（
11
）

、
②

を
理
由
に
、
本
件
の
行
為
が
一
項
詐
欺
罪
を
構
成
す
る
と
し
て
い

る
。こ

れ
ら
の
判
決
・
決
定
に
示
さ
れ
た
考
え
は
、
詐
欺
罪
の
実
行

行
為
に
つ
い
て
の
〈
通
説
的
公
式
〉
及
び
形
式
的
個
別
財
産
説
と

は
様
相
を
異
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、〈
通
説
的
公
式
〉
に
よ
れ
ば
（
6
）

、

（
一
項
）
詐
欺
罪
は
欺
罔
行
為
に
よ
っ
て
相
手
方
を
錯
誤
に
陥
ら

せ
て
交
付
行
為
（
処
分
行
為
）
を
さ
せ
、
財
物
の
占
有
を
移
転
さ

せ
る
（
そ
れ
に
よ
っ
て
、
財
物
の
占
有
な
い
し
所
持
を
害
す
る
）

罪
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
他
人
を
だ
ま
し
て
錯
誤
に
陥

ら
せ
錯
誤
に
基
づ
く
処
分
行
為
に
よ
っ
て
財
物
の
占
有
を
取
得
す

る
こ
と
が
「
人
を
欺
い
て
財
物
を
交
付
さ
せ
」
る
こ
と
の
意
味
で

あ
る
と
さ
れ
（
7
）

、「
財
物
の
喪
失
自
体
が
損
害
と
考
え
ら
れ
る
（
8
）

」。
す

な
わ
ち
、
財
物
交
付
に
よ
り
占
有
を
喪
う
こ
と
が
財
産
上
の
損
害

で
あ
る
と
す
る
形
式
的
個
別
財
産
説
が
導
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
考
え
に
よ
る
な
ら
、〈
事
実
を
告
知
す
れ
ば
相
手
方
は
財
物
を

交
付
し
な
い
場
合
に
真
実
に
反
す
る
事
実
を
告
知
し
て
相
手
方
を

錯
誤
に
陥
れ
、
よ
っ
て
財
物
を
交
付
さ
せ
た
〉
の
で
あ
れ
ば
詐
欺

罪
に
当
た
る
の
で
あ
っ
て
、
事
案
に
つ
い
て
判
断
す
る
際
に
は
こ

の
点
を
検
討
す
れ
ば
足
り
、
本
件
に
つ
い
て
の
判
決
・
決
定
の
よ

う
に
言
葉
を
重
ね
る
必
要
は
な
い
と
も
い
い
う
る
。
も
っ
と
も
、

二
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第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
四
六
一
）

成
さ
せ
て
、
大
阪
府
出
納
室
決
算
課
支
払
係
係
員
に
工
事
完
成
払

金
と
し
て
七
二
八
八
万
円
を
同
会
社
の
口
座
に
送
金
さ
せ
た
〕
と

い
う
事
案
に
つ
い
て
、「
請
負
人
が
本
来
受
領
す
る
権
利
を
有
す

る
請
負
代
金
を
欺
罔
手
段
を
用
い
て
不
当
に
早
く
受
領
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
代
金
全
額
に
つ
い
て
刑
法
二
四
六
条
一
項
の
詐
欺
罪

が
成
立
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
本
来
受
領
す
る
権
利
を
有
す
る
請

負
代
金
を
不
当
に
早
く
受
領
し
た
こ
と
を
も
っ
て
詐
欺
罪
が
成
立

す
る
と
い
う
た
め
に
は
、
欺
罔
手
段
を
用
い
な
か
っ
た
場
合
に
得

ら
れ
た
で
あ
ろ
う
請
負
代
金
の
支
払
と
は
社
会
通
念
上
別
個
の
支

払
に
当
た
る
と
い
い
得
る
程
度
の
期
間
支
払
時
期
を
早
め
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
た
。

こ
の
点
は
、
調
査
官
解
説
に
お
い
て
、「
本
判
決
は
、『
社
会
通
念

上
別
個
の
支
払
に
当
た
る
と
い
い
得
る
程
度
の
期
間
支
払
時
期
を

早
め
た
も
の
で
あ
る
』
か
ど
う
か
と
い
う
基
準
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
通
説
の
立
場
を
採
る
と
き
に
一
項
詐
欺
の
成
立
範
囲
が

不
当
に
広
が
る
こ
と
に
歯
止
め
を
か
け
、
結
論
の
妥
当
性
を
確
保

し
よ
う
と
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
（
15
）

」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
汚
泥
処
理
偽
装
事
件
判
決
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
詐
欺
罪
の
成
立
範
囲
を
限
定
す
る
考
え
は
最
高
裁
判
例
に
お

い
て
は
鳴
り
を
ひ
そ
め
、
か
え
っ
て
詐
欺
罪
の
成
立
範
囲
を
拡
張

（
理
念
型
と
し
て
の
）
形
式
的
個
別
財
産
説
的
な
考
え
に
よ
る
と

い
え
る
も
の
（
12
）

、
③
財
産
的
損
害
が
欠
け
る
と
し
て
詐
欺
罪
の
成
立

を
否
定
し
て
い
る
も
の
（
13
）

な
ど
が
見
ら
れ
る
。
判
例
が
ど
の
よ
う
な

統
一
的
理
論
に
依
拠
し
て
い
る
の
か
は
、
観
察
の
タ
イ
ム
ス
パ
ン

を
広
げ
る
ほ
ど
不
明
確
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
（
14
）

。

た
だ
、
右
の
②
の
諸
判
例
（
い
わ
ゆ
る
「
配
給
詐
欺
」
に
関
す

る
も
の
）
は
と
も
か
く
と
し
て
、〈
裁
判
所
に
お
い
て
実
質
的
な

処
罰
の
必
要
性
（
可
罰
性
）
を
認
め
え
な
い
場
合
に
は
詐
欺
罪
の

成
立
が
否
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
〉
と
い
う
こ
と
は
看
取
で
き
る
。

平
成
に
入
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
詐
欺
罪
の
成
立
を
否
定

し
た
判
例
と
し
て
注
目
を
浴
び
た
も
の
は
、
最
判
平
成
一
三
年
七

月
一
九
日
刑
集
五
五
巻
五
号
三
七
一
頁
（
以
下
「
汚
泥
処
理
偽
装

事
件
判
決
」
と
い
う
）
で
あ
る
。
汚
泥
処
理
偽
装
事
件
判
決
は
、

〔
被
告
人
Ｘ
及
び
同
Ｙ
は
、
勤
務
先
の
建
設
会
社
が
大
阪
府
か
ら

請
け
負
っ
た
府
営
住
宅
（
建
替
え
）
新
築
く
い
工
事
の
完
成
払
金

の
支
払
を
受
け
る
た
め
に
は
同
工
事
に
つ
き
大
阪
府
の
係
員
の
完

成
検
査
を
受
け
て
合
格
と
の
判
断
の
下
に
検
査
調
書
を
作
成
し
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
同
工
事
現
場
か
ら
排

出
さ
れ
た
汚
泥
が
す
べ
て
正
規
に
処
理
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
偽
り
、

同
係
員
を
し
て
同
工
事
は
適
正
に
行
わ
れ
た
旨
の
検
査
調
書
を
作

二
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（
四
六
二
）

る
以
上
、
そ
れ
に
伴
う
通
帳
の
取
得
も
、
一
項
詐
欺
を
構
成
し
な

い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
の
に
対
し
、「
し
か
し
、
預
金

通
帳
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
所
有
権
の
対
象
と
な
り
得
る
も
の
で

あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
を
利
用
し
て
預
金
の
預
入
れ
、
払
戻

し
を
受
け
ら
れ
る
な
ど
の
財
産
的
な
価
値
を
有
す
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
か
ら
、
他
人
名
義
で
預
金
口
座
を
開
設
し
、
そ
れ
に
伴
っ

て
銀
行
か
ら
交
付
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
刑
法
二
四
六
条
一

項
の
財
物
に
当
た
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
被

告
人
は
、
上
記
の
と
お
り
、
銀
行
窓
口
係
員
に
対
し
、
自
己
が
Ａ

本
人
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
預
金
口
座
の
開
設
を
申
し
込
み
、

そ
の
旨
誤
信
し
た
同
係
員
か
ら
貯
蓄
総
合
口
座
通
帳
一
冊
の
交
付

を
受
け
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
に
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
し
た
（
た
だ
し
、
通
帳
自
体
の
価
額
が
少

額
で
あ
る
こ
と
や
有
印
私
文
書
偽
造
罪
、
同
行
使
罪
に
つ
い
て
は

有
罪
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
原
判
決
を
破
棄

し
な
け
れ
ば
著
し
く
正
義
に
反
す
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と

し
て
、
上
告
を
棄
却
し
た
）。

つ
ぎ
に
登
場
し
た
の
は
、
最
決
平
成
一
五
年
三
月
一
二
日
刑
集

五
七
巻
三
号
三
二
二
頁
（
以
下
「
誤
振
込
預
金
払
戻
請
求
事
件
決

定
」
と
い
う
）
で
あ
る
。
誤
振
込
預
金
払
戻
請
求
事
件
決
定
は
、

す
る
よ
う
な
判
例
が
現
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
ま
ず

汚
泥
処
理
偽
装
事
件
判
決
の
翌
年
に
現
れ
た
の
が
、
最
決
平
成

一
四
年
一
〇
月
二
一
日
刑
集
五
六
巻
八
号
六
七
〇
頁
（
以
下
「
他

人
名
義
の
口
座
開
設
事
件
決
定
」
と
い
う
）
で
あ
る
。
他
人
名
義

の
口
座
開
設
事
件
決
定
は
、〔
被
告
人
Ｘ
は
、
不
正
に
入
手
し
た

Ａ
名
義
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
使
用
し
て
同
人
名
義
の

預
金
口
座
を
開
設
し
預
金
通
帳
を
取
得
し
よ
う
と
の
意
図
の
下
に
、

自
己
が
Ａ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
同
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
や
偽
造
し
た
口
座
開
設
申
込
書
な
ど
を
銀
行
窓
口
係
員
Ｂ
に

提
出
し
て
、
Ｂ
か
ら
貯
蓄
総
合
口
座
通
帳
一
冊
（
時
価
三
五
〇
円

相
当
）
の
交
付
を
受
け
た
〕
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
、
原
判
決
が
、

他
人
名
義
に
よ
る
預
金
口
座
の
開
設
は
「
詐
欺
罪
の
予
想
す
る
利

益
の
定
型
性
を
欠
く
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
そ
の
行
為
は

金
融
秩
序
に
関
す
る
規
制
の
た
め
の
法
規
に
触
れ
る
こ
と
は
あ
り

得
る
に
し
て
も
詐
欺
罪
に
は
当
た
ら
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
。
そ
し
て
、
預
金
通
帳
は
、〔
…
〕
口
座
開
設
に
伴
い
当
然

に
交
付
さ
れ
る
証
明
書
類
似
の
書
類
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、

銀
行
と
の
関
係
に
お
い
て
は
独
立
し
て
財
産
的
価
値
を
問
題
に
す

べ
き
も
の
と
は
い
え
な
い
と
こ
ろ
、
他
人
名
義
に
よ
る
口
座
開
設

が
詐
欺
罪
の
予
定
す
る
利
益
と
し
て
の
定
型
性
を
欠
く
と
解
さ
れ

二
八
八



第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
四
六
三
）

そ
の
支
払
に
応
ず
る
か
否
か
を
決
す
る
上
で
重
要
な
事
柄
で
あ
る

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、「
信
義
則
」
あ
る
い
は

「
条
理
」
か
ら
受
取
人
に
誤
振
込
み
が
あ
っ
た
旨
を
銀
行
に
告
知

す
べ
き
義
務
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
誤
振
込
み
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
受
取
人
が
そ
の
情
を
秘
し
て
預
金
の
払
戻
し
を
請
求
す
る

こ
と
は
「
詐
欺
罪
の
欺
罔
行
為
に
当
た
り
、
ま
た
、
誤
っ
た
振
込

み
の
有
無
に
関
す
る
錯
誤
は
同
罪
の
錯
誤
に
当
た
る
と
い
う
べ
き

で
あ
る
か
ら
」
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え

は
、「
安
全
な
振
込
送
金
制
度
の
維
持
」
や
「
銀
行
が
振
込
依
頼

人
と
の
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
」、「
振
込
依
頼
人
、
受
取

人
等
関
係
者
間
で
の
無
用
な
紛
争
の
発
生
防
止
」
と
い
っ
た
Ｘ
と

銀
行
と
の
間
の
当
該
取
引
（
払
戻
請
求
と
こ
れ
に
対
す
る
支
払
）

と
は
直
接
関
係
の
な
い
事
情
を
考
慮
し
て
、「
直
ち
に
そ
の
支
払

に
応
ず
る
か
否
か
を
決
す
る
上
で
重
要
な
事
柄
」
に
つ
い
て
欺
き

な
い
し
錯
誤
が
あ
れ
ば
欺
罔
行
為
は
認
め
ら
れ
、
財
産
的
損
害
も

認
め
ら
れ
る
（
安
全
な
振
込
送
金
制
度
の
維
持
や
紛
争
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
財
産
的
損
害
に
な
る
）
と
す
る
に
等

し
い
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
も
財
産
的
損
害
が
問
題
に
な
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
詐
欺

罪
成
立
を
肯
定
す
る
最
高
裁
判
例
は
続
々
と
現
れ
た
。
最
決
平
成

〔
被
告
人
Ｘ
は
、
自
己
名
義
の
普
通
預
金
口
座
に
誤
振
込
み
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
自
己
の
借
金
の
返
済
に
充

て
よ
う
と
考
え
、
銀
行
窓
口
係
員
Ａ
に
対
し
預
金
の
払
戻
し
を
請

求
し
て
現
金
の
交
付
を
受
け
、
こ
れ
を
取
得
し
た
〕
と
い
う
事
案

に
つ
い
て
、
誤
振
込
み
で
あ
っ
て
も
Ｘ
と
振
込
先
銀
行
と
の
間
に

振
込
金
相
当
額
の
普
通
預
金
契
約
が
成
立
し
Ｘ
は
銀
行
に
対
し
普

通
預
金
債
権
を
取
得
す
る
と
し
つ
つ
、
銀
行
実
務
に
お
い
て
、

誤
っ
て
振
込
依
頼
を
し
た
者
か
ら
の
申
出
が
あ
れ
ば
受
取
人
の
承

諾
を
得
て
振
込
前
の
状
態
に
戻
す
「
組
戻
し
」
と
い
う
手
続
き
が

と
ら
れ
た
り
、
受
取
人
か
ら
誤
振
込
み
の
指
摘
が
あ
っ
た
場
合
に

は
振
込
依
頼
人
に
対
し
振
込
み
の
過
誤
の
有
無
に
関
す
る
照
会
を

お
こ
な
う
な
ど
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
こ
れ

ら
の
措
置
は
、
普
通
預
金
規
定
、
振
込
規
定
等
の
趣
旨
に
沿
っ
た

取
扱
い
で
あ
り
、
安
全
な
振
込
送
金
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
有

益
な
も
の
で
あ
る
上
、
銀
行
が
振
込
依
頼
人
と
受
取
人
と
の
紛
争

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
も
必
要
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
振
込
依
頼
人
、
受
取
人
等
関
係
者
間
で
の
無
用
な
紛

争
の
発
生
を
防
止
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
社
会
的
に
も
有
意
義

な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
銀
行
に
と
っ
て
、
払
戻
請
求
を

受
け
た
預
金
が
誤
っ
た
振
込
み
に
よ
る
も
の
か
否
か
は
、
直
ち
に

二
八
九
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四
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四
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義
の
預
金
通
帳
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
第
三
者
に
譲
渡
す
る

意
思
で
あ
る
の
に
こ
れ
を
秘
し
、
自
己
名
義
の
普
通
預
金
口
座
の

開
設
並
び
に
同
口
座
開
設
に
伴
う
自
己
名
義
の
預
金
通
帳
及
び

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
交
付
方
を
申
し
込
み
、
前
記
行
員
ら
を
し

て
、
Ｙ
が
、
各
銀
行
の
総
合
口
座
取
引
規
定
な
い
し
普
通
預
金
規

定
等
に
従
い
、
前
記
預
金
通
帳
等
を
第
三
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
な

く
利
用
す
る
も
の
と
誤
信
さ
せ
、
各
銀
行
の
行
員
ら
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
、
Ｙ
名
義
の
預
金
口
座
開
設
に
伴
う
同
人
名
義
の
普
通
預
金

通
帳
一
通
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
一
枚
の
交
付
を
受
け
、
②
Ｙ

及
び
Ｚ
と
意
思
を
通
じ
、
Ｚ
に
お
い
て
、
前
記
①
と
同
様
に
、
銀

行
支
店
の
行
員
に
対
し
、
自
己
名
義
の
普
通
預
金
口
座
の
開
設
等

を
申
し
込
み
、
Ｚ
名
義
の
預
金
口
座
開
設
に
伴
う
同
人
名
義
の
普

通
預
金
通
帳
一
通
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
一
枚
の
交
付
を
受
け

た
。
前
記
各
銀
行
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
Ｙ
又
は
Ｚ
に
よ
る
各

預
金
口
座
開
設
等
の
申
込
み
当
時
、
契
約
者
に
対
し
て
、
総
合
口

座
取
引
規
定
な
い
し
普
通
預
金
規
定
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
規
定

等
に
よ
り
、
預
金
契
約
に
関
す
る
一
切
の
権
利
、
通
帳
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
名
義
人
以
外
の
第
三
者
に
譲
渡
、
質
入
れ
又
は
利

用
さ
せ
る
な
ど
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
た
し
、
Ｙ
又
は
Ｚ
に
応

対
し
た
各
行
員
は
、
第
三
者
に
譲
渡
す
る
目
的
で
預
金
口
座
の
開

一
六
年
二
月
九
日
刑
集
五
八
巻
二
号
八
九
頁
（
以
下
「
他
人
名
義

カ
ー
ド
事
件
決
定
」
と
い
う
。
名
義
人
に
成
り
済
ま
し
て
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
示
し
加
盟
店
で
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
か
ら

ガ
ソ
リ
ン
の
給
油
を
受
け
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ

る
）、
最
決
平
成
一
六
年
七
月
七
日
刑
集
五
八
巻
五
号
三
〇
九
頁

（
相
当
対
価
を
提
供
し
て
根
抵
当
権
等
の
放
棄
を
受
け
た
と
い
う

事
案
に
つ
い
て
の
も
の
）、
最
決
平
成
一
九
年
七
月
一
〇
日
刑
集

六
一
巻
五
号
四
〇
五
頁
（
使
途
を
限
定
さ
れ
て
い
る
前
払
金
を
自

己
名
義
の
預
金
口
座
か
ら
払
い
出
さ
せ
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て

の
も
の
）
が
そ
れ
ら
に
当
た
る
。

こ
れ
ら
の
判
例
に
続
い
て
現
れ
、
本
件
決
定
の
「
直
近
の
先

例
」
と
も
い
う
べ
き
判
例
が
最
決
平
成
一
九
年
七
月
一
七
日
刑
集

六
一
巻
五
号
五
二
一
頁
（
以
下
「
自
己
名
義
の
口
座
開
設
事
件
決

定
」
と
い
う
）
で
あ
る
。
事
案
に
も
類
似
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、

本
件
決
定
と
比
較
す
べ
き
先
例
で
あ
る
の
で
、
や
や
く
わ
し
く
検

討
す
る
こ
と
に
す
る
。

事
案
は
、〔
被
告
人
Ｘ
は
、
第
三
者
に
譲
渡
す
る
預
金
通
帳
及

び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
入
手
す
る
た
め
、
①
友
人
の
Ｙ
と
意
思

を
通
じ
、
Ｙ
に
お
い
て
、
五
つ
の
銀
行
支
店
の
行
員
ら
に
対
し
、

真
実
は
自
己
名
義
の
預
金
口
座
開
設
後
、
同
口
座
に
係
る
自
己
名

二
九
〇



第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
四
六
五
）

か
ら
、
後
者
の
決
定
に
お
い
て
は
預
金
通
帳
の
財
物
性
及
び
財
産

的
損
害
の
発
生
に
つ
い
て
は
特
段
の
言
及
を
し
な
か
っ
た
の
で
あ

る
と
す
る
（
16
）

。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
調
査
官
解
説
は
、「
ま
た
、
実

質
的
に
も
、
金
融
機
関
は
、
そ
の
公
益
性
か
ら
、
犯
罪
者
に
よ
っ

て
金
融
機
関
等
が
提
供
す
る
預
金
の
受
入
れ
サ
ー
ビ
ス
や
決
済
シ

ス
テ
ム
が
利
用
さ
れ
て
そ
の
信
用
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る

利
益
、
す
な
わ
ち
自
行
の
口
座
を
不
正
の
目
的
に
利
用
さ
れ
な
い

と
い
う
利
益
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

利
益
は
、
財
産
罪
の
観
点
か
ら
も
保
護
に
値
す
る
利
益
と
い
え
よ

う
」
と
す
る
ほ
か
、「
な
お
、
問
題
状
況
を
同
じ
く
す
る
設
例
と

し
て
、
未
成
年
者
が
成
人
と
詐
っ
て
酒
類
や
タ
バ
コ
等
を
購
入
す

る
行
為
は
詐
欺
罪
を
構
成
す
る
か
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
学
説
上

こ
れ
を
詐
欺
罪
に
問
擬
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ

ス
が
形
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
記
の
よ
う
な

コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
規
制
及
び
そ
の
運
用
や
こ

れ
を
取
り
巻
く
社
会
の
意
識
が
『
お
お
ら
か
な
時
代
』
に
は
妥
当

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
決
し
て
所
与
の
も
の
で
も
不
動
の
も

の
で
も
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
す
る
（
17
）

。

自
己
名
義
の
口
座
開
設
事
件
決
定
及
び
そ
の
調
査
官
解
説
と
汚

泥
処
理
偽
装
事
件
判
決
及
び
そ
の
調
査
官
解
説
と
を
比
較
す
る
と
、

設
や
預
金
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
交
付
を
申
し
込
ん
で
い

る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
預
金
口
座
の
開
設
や
預
金
通
帳
及
び

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
交
付
に
応
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
〕
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
第
三
小
法
廷
は
、「
以
上
の
よ
う
な
事
実
関
係

の
下
に
お
い
て
は
、
銀
行
支
店
の
行
員
に
対
し
預
金
口
座
の
開
設

を
申
し
込
む
こ
と
自
体
、
申
し
込
ん
だ
本
人
が
こ
れ
を
自
分
自
身

で
利
用
す
る
意
思
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
か
ら
、
預
金
通
帳
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
第
三
者
に
譲
渡

す
る
意
図
で
あ
る
の
に
こ
れ
を
秘
し
て
上
記
申
込
み
を
行
う
行
為

は
、
詐
欺
罪
に
い
う
人
を
欺
く
行
為
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
れ
に
よ

り
預
金
通
帳
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
行
為
が

刑
法
二
四
六
条
一
項
の
詐
欺
罪
を
構
成
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
」
と
し
た
。

自
己
名
義
の
口
座
開
設
事
件
決
定
は
、
他
人
名
義
の
口
座
開
設

事
件
決
定
に
も
増
し
て
、
詐
欺
罪
の
成
立
範
囲
を
財
産
犯
と
し
て

の
可
罰
性
の
乏
し
い
領
域
ま
で
拡
大
し
た
も
の
と
評
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
調
査
官
解
説
は
、
他
人
名
義
の
口

座
開
設
事
件
決
定
は
預
金
通
帳
の
財
物
性
及
び
そ
の
交
付
自
体
に

財
産
的
損
害
の
発
生
を
認
め
た
も
の
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
の

射
程
が
自
己
名
義
の
口
座
開
設
事
件
決
定
の
事
案
に
も
及
ぶ
こ
と

二
九
一
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な
り
将
来
的
な
い
し
抽
象
的
な
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
財
産
関
係

の
実
害
を
認
め
え
な
い
も
の
で
は
な
い
の
に
対
し
て
、
本
件
決
定

は
、「
航
空
機
の
運
航
の
安
全
」
と
か
「
カ
ナ
ダ
政
府
か
ら
同
国

へ
の
不
法
入
国
を
防
止
す
る
た
め
に
搭
乗
券
の
発
券
を
適
切
に
行

う
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
」
等
か
ら
航
空
券
に
氏
名

が
記
載
さ
れ
て
い
る
乗
客
以
外
の
者
を
搭
乗
さ
せ
な
い
こ
と
が

「
本
件
航
空
会
社
の
航
空
運
送
事
業
の
経
営
上
の
重
要
性
」
を
有

し
て
い
る
こ
と
が
詐
欺
罪
と
し
て
処
罰
す
る
実
質
的
理
由
と
な
る

と
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
財
産
関
係
の
実

害
を
認
め
が
た
い
事
案
に
つ
い
て
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
さ
に
、「
本
決
定
は
、
譲
渡
・
売
却
目
的
で

の
自
己
名
義
の
預
金
口
座
開
設
に
詐
欺
罪
を
認
め
た
最
三
小
決
平

一
九
・
七
・
一
七
（
刑
集
六
一
巻
五
号
五
二
一
頁
）
の
延
長
上
に

あ
る
が
、
譲
渡
後
の
財
産
犯
罪
（
振
り
込
め
詐
欺
で
の
口
座
利

用
）
や
銀
行
の
信
頼
低
下
と
い
う
財
産
的
利
益
が
か
ろ
う
じ
て

一
九
年
決
定
を
容
認
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
大
き
く
超
え
る
。

詐
欺
罪
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
保
護
の
罪
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
（
19
）

」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
決
定
が
原
判
決
の
述
べ
た
「
航
空
会
社

に
対
す
る
社
会
的
信
用
の
低
下
」
や
搭
乗
券
発
券
の
不
備
に
よ
り

（
両
判
例
の
間
に
は
六
年
間
の
時
間
的
隔
た
り
し
か
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
）
径
庭
が
あ
る
と
認
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
、

自
己
名
義
の
口
座
開
設
事
件
決
定
か
ら
三
年
を
経
て
、
類
似
し
た

事
案
に
つ
い
て
下
さ
れ
た
決
定
こ
そ
、
本
件
決
定
で
あ
る
。

三　

本
件
決
定
の
判
例
法
上
の
位
置
づ
け

前
述
し
た
、
自
己
名
義
の
口
座
開
設
事
件
決
定
に
つ
い
て
の
調

査
官
解
説
は
、「
問
題
状
況
が
類
似
す
る
事
案
に
つ
い
て
の
最
高

裁
判
例
」
と
し
て
本
件
決
定
に
も
触
れ
、「
そ
の
判
断
構
造
は
、

本
決
定
〔
自
己
名
義
の
口
座
開
設
事
件
決
定
〕
と
共
通
す
る
も
の

が
あ
る
。
ま
た
、
相
手
方
が
財
産
的
処
分
行
為
を
な
す
た
め
の
判

断
の
基
礎
と
な
る
重
要
な
事
項
に
つ
き
事
実
を
偽
る
こ
と
が
『
人

を
欺
く
』
行
為
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
端
的
か
つ
明
示
的
に
示
し

て
い
る
点
で
も
注
目
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
（
18
）

。
こ
の
記
述
か
ら
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
件
決
定
は
、
自
己
名
義
の
口
座
開
設
事
件

決
定
の
延
長
に
あ
る
、
い
わ
ば
「
後
継
判
例
」
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
評
価
を
加
え
る
な
ら
、
自
己
名
義
の
口
座
開
設
事
件
決

定
が
、
預
金
口
座
開
設
に
よ
る
継
続
的
な
利
益
を
行
為
者
な
い
し

預
金
通
帳
等
を
譲
り
受
け
た
第
三
者
に
与
え
る
交
付
行
為
を
銀
行

の
係
員
に
さ
せ
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
て
、
か

二
九
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第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
四
六
七
）

拡
張
が
指
摘
さ
れ
る
最
高
裁
判
例
で
あ
る
が
、
本
平
成
二
二
年
決

定
は
、
少
な
く
と
も
、
拡
張
の
傾
向
を
無
制
約
に
是
認
す
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
態
度
を
示
し
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と

す
る
見
解
（
21
）

も
あ
る
。

評
す
る
に
、
前
者
の
見
解
に
つ
い
て
は
、（
旅
客
運
送
及
び
機

内
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
料
金
を
支
払
っ
て
航
空
券
を
得
た
こ
と
に

よ
り
受
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
）
搭
乗
券

に
そ
の
よ
う
な
機
能
が
あ
る
と
い
え
る
か
や
や
疑
問
で
あ
る
上
、

〈
そ
の
よ
う
な
利
益
を
受
け
ら
れ
る
機
能
は
搭
乗
券
の
財
物
性
な

い
し
二
項
詐
欺
罪
の
問
題
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
で
は
な
い
か
〉

と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
前
者
の
見
解
は
自

己
名
義
の
口
座
開
設
事
件
決
定
と
同
一
レ
ベ
ル
の
も
の
と
本
件
決

定
を
と
ら
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
見
解
に
つ
い
て
は
、

〈
会
社
組
織
の
存
続
・
発
展
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
認
め
ら

れ
る
事
項
を
偽
れ
ば
詐
欺
罪
に
お
け
る
「
財
産
的
損
害
性
」
を
基

礎
づ
け
ら
れ
る
も
の
か
〉
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
を
禁
じ
え

な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
点
は
射
程
距
離
の
限
定
に
用
い
る

べ
き
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
射
程
距
離
の
問
題
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
）。
や
は
り
、
本
件
決
定
は
、
自
己
名
義
の
口
座
開
設
事

不
法
入
国
を
許
す
と
「
最
高
額
で
三
〇
〇
〇
ド
ル
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
」
に
触
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
事
業
経
営

上
の
重
要
性
」
の
「
財
産
的
要
素
は
相
当
に
抽
象
的
で
あ
る
」
と

し
つ
つ
、
搭
乗
券
に
は
「
所
持
人
に
対
し
て
有
償
の
旅
客
運
送
お

よ
び
当
該
ク
ラ
ス
の
機
内
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
も
そ
の

主
な
機
能
が
あ
る
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
有
力
説
〔
佐
伯
説
〕
か

ら
も
本
件
で
欺
罔
行
為
を
肯
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
」
と

す
る
見
解
が
あ
る
（
20
）

。
ま
た
、「
経
営
上
の
重
要
性
」
と
表
現
し
た

の
は
「
経
済
的
損
害
や
経
済
的
目
的
に
つ
い
て
の
錯
誤
・
そ
の
実

現
の
失
敗
に
直
接
的
に
対
応
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
具

体
的
な
財
産
的
支
出
を
伴
う
よ
う
な
場
合
で
な
く
て
も
、
そ
れ
と

は
異
な
る
観
点
か
ら
財
産
交
付
の
実
質
的
法
益
侵
害
（
財
産
的
損

害
）
性
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、
会
社
事
業
の
経
営
上
の

重
大
性
を
有
す
る
事
項
と
は
「
社
会
と
の
関
係
に
お
い
て
、
詐
欺

罪
の
被
害
者
で
あ
る
（
あ
る
い
は
、
被
害
者
の
帰
属
す
る
）
会
社

組
織
の
存
続
・
発
展
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
認
め
ら
れ
る
事

項
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、「
こ
の
よ
う
な
重
要
性
を
有
す

る
事
項
に
つ
い
て
偽
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
欺
く
行
為
で
あ

る
と
し
た
も
の
と
考
え
る
と
、
詐
欺
罪
の
成
立
に
つ
い
て
著
し
い

二
九
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
六
八
）

敗
説
）
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、「
社
会
的
な
目
的
失
敗
と
は
何
か
」

が
議
論
さ
れ
て
い
る
（
24
）

。

こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
刑
法
典
の
詐
欺
罪
規
定
（
二
三
六
条

一
項
）
と
は
異
な
り
、「
他
人
の
財
産
を
害
し
た
（das 
V
erm
ögen eines anderen dadurch beschädigt

）」
と
い
う
文

言
を
持
た
ず
、
窃
盗
罪
に
近
い
規
定
と
な
っ
た
（
25
）

、
日
本
の
刑
法

二
四
六
条
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
当
初
、
財
産
的
損
害
不
要
説
が

現
れ
（
26
）

、
こ
れ
が
後
に
形
式
的
個
別
財
産
説
に
変
容
し
て
現
在
の
通

説
的
見
解
と
な
っ
て
い
る
（
27
）

。
と
は
い
え
、
ド
イ
ツ
法
と
同
様
に
財

産
的
損
害
を
要
件
と
す
る
学
説
も
明
治
期
か
ら
有
力
で
あ
っ
た
（
28
）

。

さ
ら
に
、
近
年
は
、
財
産
的
損
害
を
実
質
的
に
考
え
る
立
場
が

台
頭
し
、「
全
体
財
産
に
対
す
る
罪
」
説
（
林
幹
人
の
見
解
）、
目

的
失
敗
説
の
影
響
が
見
ら
れ
る
法
益
関
係
的
錯
誤
説
（
佐
伯
仁
志
、

山
口
厚
、
伊
藤
渉
な
ど
の
見
解
）、
実
質
的
個
別
財
産
説
（
西
田

典
之
、
前
田
雅
英
、
高
橋
則
夫
な
ど
の
見
解
）
が
覇
を
競
っ
て
い

る
（
本
章
2
「
第
二
に
、」
以
下
参
照
）。
こ
れ
ら
の
学
説
の
支
持

者
か
ら
本
件
決
定
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
次
項
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

2　

本
件
決
定
に
つ
い
て
の
学
説
等
か
ら
の
評
価

以
下
で
は
本
件
決
定
│
と
く
に
、
そ
の
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め

件
決
定
に
比
し
て
、
詐
欺
罪
の
成
立
範
囲
を
拡
張
し
た
も
の
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。

四　

本
件
決
定
と
学
説

1　

財
産
的
損
害
に
関
す
る
日
本
の
学
説
の
状
況

明
治
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
を
鳥
瞰
す
れ
ば
、
日
本
の
「
近

代
刑
法
思
想
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
影
響
を
受
け
た
「
旧
刑
法
」

が
ド
イ
ツ
法
の
影
響
の
見
ら
れ
る
「
現
行
刑
法
」
に
移
行
し
た
後
、

ド
イ
ツ
法
の
強
い
影
響
を
受
け
つ
つ
、
独
自
の
発
展
を
し
て
き
た

も
の
と
い
え
る
（
22
）

。
詐
欺
罪
に
つ
い
て
の
理
論
・
学
説
の
発
展
も
こ

の
よ
う
な
流
れ
の
中
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
詐
欺
罪
に
お
け
る
財
産
的
損
害
の
解
釈

に
関
し
財
産
概
念
が
研
究
さ
れ
、
最
初
に
現
れ
た
法
律
的
財
産
概

念
（juristischer V

erm
ögensbegriff 

）
に
対
置
さ
れ
る
も
の
と

し
て
極
端
な
経
済
的
財
産
概
念
（extrem

 w
irtschaftlicher 

V
erm
ögensbegriff 

）
が
唱
え
ら
れ
、
こ
れ
を
修
正
し
た
〝
法
律

的－

経
済
的
〞
折
衷
論
（“juristische-ökonom

ische ” 
V
erm
ittlungslehre

）
が
通
説
化
す
る
に
至
っ
て
い
る
（
23
）

。
ま
た
、

一
方
的
な
給
付
を
さ
せ
る
詐
欺
に
お
い
て
は
、
自
己
に
よ
る
財
産

侵
害
の
可
罰
性
を
社
会
的
意
味
に
お
け
る
目
的
の
失
敗
に
よ
っ
て

財
産
移
転
の
価
値
を
低
下
さ
せ
た
こ
と
に
見
出
す
考
え
（
目
的
失

二
九
四



第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
四
六
九
）

載
の
乗
客
本
人
以
外
の
者
を
航
空
機
に
搭
乗
さ
せ
な
い
こ
と
の
航

空
運
送
事
業
上
の
重
要
性
や
、
そ
の
た
め
、
厳
格
な
本
人
確
認
手

続
を
経
て
搭
乗
券
が
交
付
さ
れ
て
い
た
等
に
か
ん
が
み
、
本
件
決

定
の
結
論
を
是
認
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
し
て

い
る
（
29
）

。
本
件
決
定
の
詐
欺
行
為
に
つ
い
て
の
判
断
は
、
右
匿
名
解

説
と
同
様
に
〈
通
説
的
公
式
〉
＋
（
理
念
型
と
し
て
の
）
形
式
的

個
別
財
産
説
の
立
場
に
立
つ
者
は
も
と
よ
り
（
30
）

、
錯
誤
に
つ
い
て

「
規
範
的
重
要
性
」
を
求
め
る
立
場
や
（
31
）

法
的
・
経
済
的
財
産
説
に

よ
る
立
場
（
32
）

、
あ
る
い
は
、
詐
欺
罪
の
保
護
法
益
に
「
個
人
の
財
産

の
ほ
か
に
交
付
目
的
の
達
成
、
す
な
わ
ち
財
産
を
保
護
す
る
た
め

の
公
正
な
取
引
の
確
保
」
を
加
え
、「
相
手
方
が
真
実
を
知
れ
ば

財
物
の
交
付
を
行
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
え
る
よ
う
な
重

要
な
事
項
に
つ
い
て
「
交
付
者
が
自
由
な
意
思
決
定
の
意
識
を

持
っ
て
い
た
か
、〔
…
〕
そ
し
て
行
為
者
の
設
定
し
て
い
た
取
引

目
的
が
達
成
さ
れ
た
か
」
に
つ
い
て
の
検
討
を
要
す
る
と
す
る
立

場
（
33
）

か
ら
も
支
持
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
右
の
匿
名
解
説
が
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
法
益
関

係
的
錯
誤
説
の
立
場
に
立
ち
つ
つ
、
本
件
決
定
の
結
論
を
支
持
す

る
見
解
│
正
確
に
は
、「
疑
問
で
あ
る
旨
を
明
確
に
は
述
べ
て
い

な
い
見
解
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
者
が
、
他
人
名
義
の
口
座
開

た
結
論
が
学
説
等
か
ら
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
述
べ
る
。
本
件
決
定
の
結
論
は
、
通
説
的
立
場
な
い
し
形
式
的

個
別
財
産
説
か
ら
は
支
持
さ
れ
、
実
質
説
か
ら
は
疑
問
と
さ
れ
る

も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
だ
が
、
各
論
者
の
考
え
は
必
ず
し
も
そ
の

よ
う
に
単
純
な
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

第
一
に
、
本
件
決
定
は
通
説
的
立
場
に
よ
っ
た
も
の
と
理
解
す

る
見
解
が
あ
る
。
判
例
時
報
等
に
掲
載
さ
れ
た
本
件
決
定
の
匿
名

解
説
は
、「
詐
欺
罪
に
い
う
『
人
を
欺
く
』
と
は
、
人
を
錯
誤
に

陥
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
、
相
手
方
が
財
産
的
処
分
行

為
を
す
る
た
め
の
判
断
の
基
礎
と
な
る
よ
う
な
重
要
な
事
実
を
偽

る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
錯
誤
は
財
産
的
処
分
行
為
を
す
る
よ
う

に
動
機
付
け
る
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
、
法
律
行
為
の
要
素
に
関
す

る
錯
誤
で
あ
る
か
縁
由
の
錯
誤
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
と
解
す
る

の
が
通
説
的
見
解
と
見
ら
れ
る
（
大
判
大
12
・
11
・
2
刑
集

二
・
七
四
四
、
団
藤
重
光
編
・
注
釈
刑
法
⑹
一
九
八
〔
福
田
平
〕

等
）」
と
し
て
、
本
件
決
定
は
「
前
記
通
説
的
見
解
に
依
拠
し
た

も
の
と
解
さ
れ
」、
本
件
決
定
が
「
当
該
乗
客
が
航
空
機
に
搭
乗

す
る
か
ど
う
か
が
搭
乗
券
交
付
の
判
断
の
基
礎
と
な
る
重
要
な
事

項
に
当
た
る
と
し
た
こ
と
に
異
論
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。〔
…
〕

法
益
関
係
的
錯
誤
論
の
立
場
か
ら
も
、
前
記
の
よ
う
な
航
空
券
記

（
マ
マ
）

二
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（
四
七
〇
）

体
に
財
産
的
利
益
の
侵
害
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で

は
な
い
。
ま
た
、
本
件
に
お
い
て
は
、〔
…
〕
第
三
者
を
搭
乗
さ

せ
な
い
理
由
と
し
て
航
空
機
の
運
航
に
対
す
る
危
険
の
防
止
及
び

目
的
地
で
の
不
法
入
国
の
防
止
と
い
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
と

こ
ろ
、
た
し
か
に
搭
乗
す
る
者
に
よ
る
違
法
行
為
の
防
止
と
い
う

だ
け
で
は
航
空
会
社
の
財
産
的
利
益
と
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は

な
い
が
、
し
か
し
、
航
空
機
の
運
航
の
危
険
な
い
し
不
法
入
国
の

お
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
航
空
会
社
に
不
測
の
経
費
が
生
じ
う

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、

第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
匿
し
て
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け

る
行
為
は
、
な
お
財
産
的
利
益
の
侵
害
を
も
た
ら
す
も
の
と
評
価

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
す
る
（
37
）

。

さ
い
ご
に
、
山
口
厚
は
、
二
決
定
の
結
論
を
（
最
終
的
に
は
）

支
持
し
て
い
る
と
こ
ろ
（
38
）

、
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
は
、
本
件
決
定

は
「
こ
こ
で
も
、
い
わ
ば
本
人
確
認
の
重
要
性
を
介
し
て
、
詐
欺

罪
に
い
う
人
を
欺
く
行
為
、
ひ
い
て
は
錯
誤
の
要
件
の
充
足
が
認

め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
39
）

。

第
三
に
、
実
質
的
個
別
財
産
説
に
よ
り
つ
つ
、
本
件
決
定
の
結

論
を
支
持
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
の
論
者
は
、
二
決
定
の
結
論
を

支
持
し
て
い
る
の
で
、
右
の
佐
伯
ら
の
各
見
解
に
比
べ
て
〝
一
貫

設
事
件
決
定
や
自
己
名
義
口
座
開
設
事
件
の
決
定
（
以
下
、
こ
れ

ら
の
決
定
を
「
二
決
定
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
）
を
疑
問
視
し
て

い
る
場
合
、
こ
れ
ら
二
決
定
に
対
す
る
評
価
と
本
件
決
定
に
対
す

る
評
価
と
の
整
合
性
も
問
題
に
な
る
。

ま
ず
、
佐
伯
仁
志
は
、
二
決
定
に
つ
い
て
詐
欺
罪
成
立
を
肯
定

す
る
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
旨
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
（
34
）

、
本
件
決
定
に

つ
い
て
は
、「〔
…
〕
航
空
機
の
運
航
の
安
全
上
の
弊
害
は
航
空
会

社
の
経
営
に
重
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
航
空
会

社
に
対
す
る
社
会
的
信
用
低
下
が
業
績
の
悪
化
に
結
び
付
く
お
そ

れ
も
、
預
金
口
座
が
犯
罪
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
金
融
機
関

の
業
績
の
悪
化
と
比
べ
れ
ば
遥
か
に
現
実
的
で
あ
り
、
詐
欺
罪
の

成
立
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、
預
金
通
帳
の
事
例
よ
り
も
容
易
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
す
る
（
35
）

。

つ
ぎ
に
、
伊
藤
渉
は
、
他
人
名
義
の
口
座
開
設
事
件
決
定
に
つ

い
て
詐
欺
罪
成
立
を
認
め
る
の
は
妥
当
で
な
い
旨
述
べ
て
い
る
と

こ
ろ
（
36
）

、
自
己
名
義
の
口
座
開
設
事
件
決
定
に
つ
い
て
は
財
産
的
利

益
の
侵
害
が
あ
る
と
評
価
す
る
余
地
が
あ
る
旨
述
べ
る
と
と
も
に
、

本
件
に
関
し
て
「〔
…
〕
搭
乗
券
は
、
航
空
運
送
の
役
務
を
受
け

る
の
に
重
要
な
書
面
で
あ
っ
て
、
旅
券
な
ど
の
よ
う
に
単
な
る
証

明
手
段
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
移
転
自

二
九
六



第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
四
七
一
）

済
的
運
営
に
も
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
も
の
と
い
え
る
か
ら
、

本
件
に
お
い
て
、
財
産
上
の
損
害
の
危
険
性
・
可
能
性
を
肯
定
す

る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
す
る
（
40
）

。

前
田
雅
英
は
、
二
決
定
の
結
論
を
支
持
し
て
い
る
と
こ
ろ
（
41
）

、
本

件
決
定
は
、「
形
式
的
個
別
財
産
説
的
表
現
を
用
い
て
い
る
」
も

の
の
、
当
該
乗
客
以
外
の
者
を
航
空
機
に
搭
乗
さ
せ
な
い
こ
と
が

航
空
会
社
の
運
送
事
業
の
経
営
上
重
要
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
を

強
調
し
て
お
り
、「
そ
の
背
後
に
は
、
航
空
に
よ
る
運
輸
の
安
全

性
の
確
保
、
す
な
わ
ち
、『
航
空
券
に
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る

乗
客
以
外
の
者
の
航
空
機
へ
の
搭
乗
が
航
空
機
の
運
航
の
安
全
上

重
大
な
弊
害
を
も
た
ら
す
危
険
性
』
の
除
去
と
い
う
価
値
が
重
視

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
『
航
空
運
送
事
業
の
経
営

上
』
の
重
要
性
が
認
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
し
、
他
人
名

義
カ
ー
ド
事
件
決
定
と
比
較
し
た
上
、「
航
空
券
の
場
合
も
、
そ

の
実
質
的
理
由
に
微
妙
な
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
如
何
に
本
人
の

同
意
が
あ
ろ
う
と
、
そ
の
者
が
搭
乗
す
る
こ
と
を
秘
し
て
航
空
券

を
購
入
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
制
度
を
前
提
と
す
る
限
り
、
詐
欺

罪
を
構
成
す
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
」
と
す
る
（
42
）

。

第
四
に
、「
全
体
財
産
に
対
す
る
罪
」
説
の
立
場
か
ら
は
本
件

決
定
の
結
論
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
確

性
〞
が
あ
る
と
は
い
え
る
。

西
田
典
之
は
、
二
決
定
の
結
論
を
支
持
す
る
山
口
ら
の
見
解
を

「
目
的
不
達
成
理
論
」
と
呼
び
つ
つ
、「『
目
的
』
を
ど
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
設
定
す
る
か
は
、
か
な
り
不
明
確
で
あ
る
。」「
さ
ら

に
、
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
詐
欺
罪
が
否
定
さ
れ
て
き

た
成
年
者
で
あ
る
と
欺
罔
さ
れ
て
未
成
年
者
に
有
害
図
書
を
販
売

す
る
行
為
や
偽
造
さ
れ
た
処
方
箋
で
要
処
方
箋
薬
を
定
価
で
販
売

す
る
行
為
な
ど
ま
で
が
詐
欺
罪
に
あ
た
り
う
る
こ
と
に
な
る
と
い

え
よ
う
（
事
実
、
長
井
・
前
掲
一
八
二
頁
は
こ
れ
を
認
め
る
）。」

「
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
詐
欺
罪
を
財
産
犯
か
ら
国
家

的
法
益
に
対
す
る
罪
、
社
会
的
法
益
に
対
す
る
罪
へ
と
変
容
さ
せ

る
も
の
と
し
て
妥
当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
〔
…
〕」
と
し
、
そ

れ
で
も
、
二
決
定
の
結
論
は
「
財
産
的
損
害
の
可
能
性
」
が
あ
る

こ
と
か
ら
妥
当
と
解
し
て
よ
い
旨
述
べ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
理
を

本
件
決
定
に
及
ぼ
し
て
、「
控
訴
審
判
決
と
比
較
し
た
場
合
、
本

判（
マ
マ
）決

が
財
産
上
の
損
害
と
い
う
要
素
を
詐
欺
罪
の
要
件
か
ら
排
除

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
搭
乗
券
お
よ
び

搭
乗
者
の
適
切
な
管
理
が
航
空
機
の
運
航
の
安
全
上
重
要
な
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
不
適
切
な
管
理
は
、
当
該
航
空
会
社
の

業
務
に
対
す
る
信
頼
を
失
わ
せ
、
ひ
い
て
は
航
空
会
社
運（
マ
マ
）営

の
経

二
九
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の
論
者
は
詐
欺
罪
の
成
立
範
囲
を
実
質
的
な
財
産
的
損
害
の
認
め

ら
れ
る
範
囲
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
思
考
を
貫
徹
さ
せ
て
い
る
も

の
と
評
価
で
き
る
。

高
橋
則
夫
は
、
二
決
定
の
事
案
に
お
い
て
は
実
質
的
損
害
は
発

生
し
て
い
な
い
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
（
45
）

、
本
件
決
定
の
判
断
に
つ
い

て
も
「〔
…
〕
実
質
的
個
別
財
産
説
に
よ
れ
ば
、
本
決
定
の
い
う

『
当
該
乗
客
以
外
の
者
を
航
空
機
に
搭
乗
さ
せ
な
い
こ
と
が
本
件

航
空
会
社
の
航
空
運
送
事
業
の
経
営
上
重
要
性
を
有
し
て
い
た
か

ら
』
と
い
う
点
が
、
経
済
的
に
み
て
損
害
と
評
価
し
得
る
も
の
か

に
つ
い
て
、
な
お
疑
問
の
余
地
が
あ
ろ
う
」
と
す
る
（
46
）

。

門
田
成
人
も
、
本
件
決
定
の
「
経
営
上
重
要
性
を
有
し
て
い

た
」
と
い
う
点
に
着
目
し
、
事
故
発
生
の
場
合
の
損
害
賠
償
等
や

外
国
へ
の
乗
り
入
れ
禁
止
、
航
空
会
社
の
社
会
的
信
用
の
失
墜
に

よ
る
財
産
的
損
失
の
よ
う
な
「
間
接
的
あ
る
い
は
抽
象
的
な
財
産

的
損
害
」
を
も
詐
欺
罪
が
保
護
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
「〔
…
〕

個
別
財
産
に
対
す
る
犯
罪
に
実
質
的
財
産
損
害
を
求
め
て
限
定
解

釈
を
図
る
こ
と
は
形
骸
化
し
、
逆
に
予
備
罪
化
へ
の
道
を
拓
い
た

と
も
い
え
、
テ
ロ
行
為
な
ど
の
犯
罪
阻
止
に
よ
る
個
々
の
犯
罪
類

型
の
拡
張
化
の
根
拠
づ
け
を
許
す
こ
と
に
も
な
る
」
と
す
る
（
47
）

。

照
沼
亮
介
は
、
本
件
決
定
と
原
審
判
決
と
を
比
較
し
、「〔
…
〕

で
は
な
い
も
の
の
（
43
）

、
結
論
が
支
持
さ
れ
る
可
能
性
は
か
な
り
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

林
幹
人
は
、
二
決
定
に
関
し
、
振
り
込
め
詐
欺
や
マ
ネ
ー
ロ
ン

ダ
リ
ン
グ
な
ど
の
危
険
そ
の
も
の
は
財
産
的
損
害
と
は
解
さ
れ
な

い
も
の
の
、
そ
う
し
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
銀
行
の
経
済
的

負
担
の
危
険
や
預
金
者
を
確
認
す
る
事
務
処
理
の
負
担
の
危
険
を

財
産
的
損
害
の
内
容
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
す
る
（
44
）

。
こ
の

理
を
本
件
決
定
に
及
ぼ
す
な
ら
、〈
航
空
券
な
い
し
搭
乗
券
に
氏

名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
乗
客
以
外
の
者
が
搭
乗
し
た
り
密
入
国
を

図
る
と
い
っ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
経
済
的
負
担
の
危
険
、

あ
る
い
は
本
人
確
認
の
事
務
処
理
の
負
担
の
危
険
を
財
産
的
損
害

と
評
価
で
き
る
か
〉
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
「
負
担
の
危
険
」
に
重
大
性
が
あ
る
と
評
価

す
る
な
ら
、
本
件
決
定
の
結
論
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
可
能
性

は
高
く
、
搭
乗
券
の
占
有
移
転
か
ら
直
接
生
じ
た
も
の
と
は
い
え

な
い
「
損
失
」
を
財
産
的
損
害
と
評
価
し
う
る
点
で
、「
全
体
財

産
に
対
す
る
罪
」
説
か
ら
本
件
決
定
の
結
論
を
支
持
す
る
こ
と
に

は
、
実
質
的
個
別
財
産
説
に
よ
り
つ
つ
同
様
の
判
断
を
す
る
こ
と

に
比
べ
て
、
整
合
性
が
あ
る
と
も
い
え
る
。

第
五
に
、
本
件
決
定
の
結
論
を
疑
問
視
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ

二
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第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
四
七
三
）

不
法
入
国
の
支
援
や
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
等
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
行

為
は
刑
罰
で
禁
止
さ
れ
る
べ
き
対
象
と
な
る
と
し
て
も
「
そ
れ
を

財
産
犯
、
し
か
も
本
来
は
搭
乗
券
と
い
う
紙
片
の
占
有
侵
害
を
対

象
と
す
る
一
項
詐
欺
罪
に
よ
っ
て
捕
捉
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、

ど
う
し
て
も
躊
躇
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
」
し
、
電
子
航
空
券

（
ｅ
チ
ケ
ッ
ト
）
を
利
用
し
て
同
様
の
こ
と
を
し
た
場
合
と
の
不

均
衡
や
詐
欺
罪
を
社
会
的
法
益
に
対
す
る
抽
象
的
危
険
犯
と
し
て

運
用
す
る
こ
と
に
よ
る
「
他
の
処
罰
規
定
と
併
せ
た
効
果
的
な
運

用
が
阻
害
さ
れ
、
法
体
系
全
体
と
し
て
の
機
能
不
全
を
招
来
す
る

お
そ
れ
」
が
あ
る
こ
と
、
何
ら
か
の
政
策
目
的
か
ら
公
的
な
規
制

の
下
に
置
か
れ
た
物
に
つ
い
て
は
虚
偽
的
な
手
段
を
用
い
て
交
付

を
受
け
さ
え
す
れ
ば
「
そ
の
行
為
の
実
質
を
問
わ
ず
す
べ
て
詐
欺

罪
の
処
罰
対
象
と
さ
れ
得
る
と
い
う
こ
と
を
今
一
度
想
起
す
べ
き

で
あ
ろ
う
」
と
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
（
48
）

。

同
様
の
見
解
は
他
に
も
あ
る
。
曽
根
威
彦
は
、
財
物
の
交
付
者

が
本
来
の
交
付
目
的
を
達
成
し
え
な
か
っ
た
こ
と
や
「
将
来
の
リ

ス
ク
」
等
を
根
拠
に
「
財
産
上
の
損
害
を
認
め
る
こ
と
に
は
疑
問

が
残
る
」
と
す
る
（
49
）

。
松
宮
孝
明
は
、「〔
…
〕
間
接
的
な
経
済
的
損

害
の
恐
れ
は
、
顧
客
や
各
国
政
府
の
独
立
し
た
意
思
決
定
に
依
拠

す
る
も
の
で
あ
り
、
処
分
行
為
か
ら
直
接
に
生
じ
る
も
の
で
は
な

お
そ
ら
く
本
決
定
は
、
搭
乗
券
の
占
有
喪
失
そ
れ
自
体
の
意
味
を

重
視
せ
ず
、
ま
た
、
実
質
的
損
害
の
内
容
と
し
て
も
、
本
人
確
認

に
失
敗
し
た
場
合
に
航
空
会
社
に
生
ず
る
具
体
的
な
金
銭
的
損
害

の
内
容
に
つ
い
て
ま
で
立
ち
入
っ
て
判
断
す
る
必
要
は
な
く
、
む

し
ろ
、
安
全
面
の
問
題
や
行
先
国
と
の
法
的
関
係
か
ら
生
ず
る

『
有
形
・
無
形
の
経
済
的
損
害
』
が
重
要
で
あ
る
と
解
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
│
自
己
名
義

の
口
座
開
設
事
件
決
定
で
は
口
座
が
開
設
さ
れ
た
後
に
振
り
込
め

詐
欺
等
に
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
や
そ
こ
か
ら
生
じ
る
銀
行
の
信
頼

低
下
の
可
能
性
な
ど
を
根
拠
と
す
る
こ
と
で
か
ろ
う
じ
て
詐
欺
罪

の
財
産
犯
と
し
て
の
性
格
が
保
た
れ
て
い
た
と
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
て
も
│
「
企
業
経
営
上
の
失
敗
に
由
来
す
る
長
期
的
な

損
失
の
リ
ス
ク
を
正
面
か
ら
詐
欺
罪
の
法
益
侵
害
結
果
と
し
て
説

明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
批
判
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
本
件
で
は
、
取
得
さ
れ
た
財
物
（
搭
乗
券
）
と
損
害

の
実
質
と
の
間
に
「『
経
済
的
価
値
』
の
実
質
的
な
同
一
性
を
認

め
る
こ
と
は
困
難
」
で
あ
り
、（
通
帳
の
不
正
取
得
の
場
合
と
も

異
な
っ
て
）「〔
…
〕
個
々
の
搭
乗
券
の
不
正
取
得
に
よ
り
ダ
イ
レ

ク
ト
に
航
空
会
社
の
『
経
済
的
損
害
の
可
能
性
』
が
生
じ
る
と
ま

で
は
い
い
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、

二
九
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（
四
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四
）

手
続
き
に
航
空
会
社
の
航
空
運
送
事
業
の
経
営
上
の
重
大
性
が
認

め
ら
れ
る
場
合
」
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
、

そ
の
内
容
に
不
明
確
な
も
の
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
53
）

。

さ
い
ご
に
、「
財
産
移
転
と
同
時
に
な
さ
れ
る
意
思
侵
害
に
よ

り
詐
欺
罪
を
基
礎
づ
け
る
も
の
と
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
欺
罔
・

錯
誤
の
対
象
で
あ
る
目
的
が
具
体
的
給
付
に
内
在
し
て
い
る
必
要

が
あ
る
」
こ
と
か
ら
、「〔
…
〕
本
件
で
欺
罔
行
為
の
構
成
要
素
と

さ
れ
る
べ
き
は
、
単
に
他
人
を
搭
乗
さ
せ
る
意
思
を
秘
し
た
こ
と

で
は
な
く
、
他
人
を
搭
乗
さ
せ
る
た
め
に
当
該
搭
乗
券
を
当
該
航

空
会
社
に
対
し
て
不
法
に
行
使
す
る
意
思
を
秘
し
た
こ
と
で
あ
り
、

本
決
定
は
そ
の
よ
う
な
事
案
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で

あ
る
（〔
Ａ
Ｂ
の
〕
搭
乗
券
を
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
エ
リ
ア
内
に
持

ち
込
む
た
め
に
利
用
さ
れ
た
被
告
人
自
身
の
搭
乗
券
に
つ
い
て
は
、

詐
欺
罪
は
成
立
し
な
い
と
解
さ
れ
る
）」
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
54
）

。

こ
の
見
解
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
、〈
航
空
機
内
で
（
例
え
ば
、

他
の
乗
客
の
財
布
を
窃
取
す
る
と
い
っ
た
）
犯
罪
を
お
こ
な
う
意

図
を
秘
し
て
自
己
が
搭
乗
す
る
意
思
で
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
て

も
詐
欺
罪
は
成
立
し
な
い
〉
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
た
だ
、
そ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、〈
本
件
決
定
の
事
案
の
よ
う
に
第
三
者
が

密
入
国
す
る
た
め
に
搭
乗
す
る
場
合
は
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
の
に
、

く
、
詐
欺
罪
の
成
立
は
疑
わ
し
い
」
と
す
る
（
50
）

。

3　

本
件
決
定
の
射
程
距
離
に
つ
い
て

本
件
決
定
の
結
論
を
ど
う
評
価
す
る
に
せ
よ
、
本
件
決
定
が
詐

欺
罪
の
成
立
範
囲
を
拡
張
す
る
流
れ
の
中
に
あ
る
判
例
で
あ
る
事

実
は
覆
う
べ
く
も
な
い
。
そ
こ
か
ら
、
本
件
決
定
の
い
わ
ゆ
る

「
射
程
距
離
」
の
限
定
が
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
、
本
件
決
定
は
、
外
国
行
き
の
も
の
で
あ
り
搭
乗
手
続
き

に
関
し
決
定
文
に
あ
る
よ
う
な
厳
重
な
本
人
確
認
が
な
さ
れ
て
い

る
航
空
便
の
搭
乗
券
に
つ
い
て
の
判
断
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

射
程
距
離
も
こ
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
と
の
主
張
が
あ
る
（
51
）

。
も
っ
と

も
、
国
内
航
空
便
で
あ
っ
て
も
本
件
決
定
と
同
様
の
判
断
を
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
52
）

。

つ
ぎ
に
、
本
件
決
定
が
、「〔
航
空
券
に
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い

る
乗
客
以
外
の
者
の
搭
乗
が
〕
航
空
機
の
運
航
の
安
全
上
重
大
な

弊
害
を
も
た
ら
す
危
険
性
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
」
や

「〔
カ
ナ
ダ
政
府
か
ら
〕
不
法
入
国
を
防
止
す
る
た
め
に
搭
乗
券
の

発
券
を
適
切
に
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
」
等
の

点
か
ら
「
航
空
会
社
の
航
空
運
送
事
業
の
経
営
上
〔
の
〕
重
大

性
」
が
本
人
確
認
手
続
き
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
詐
欺
罪
が
成
立

す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
射
程
距
離
は
「
本
人
確
認

三
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第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
四
七
五
）

案
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
、
組
織
犯
罪
と
し
て
の
可

罰
性
と
は
異
な
る
意
味
が
賦
与
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
（
55
）

。

五　

結
語
に
か
え
て
│
本
件
決
定
に
つ
い
て
の
私
見

以
下
で
は
結
語
に
か
え
て
本
件
決
定
に
つ
い
て
筆
者
ら
の
評
価

す
る
と
こ
ろ
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
結
論
か
ら
述
べ
る
な
ら
、

本
件
決
定
が
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
疑
問
で
あ
る

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
に
思
う
理
由
は
、
高
橋
、

門
田
、
照
沼
ら
の
述
べ
る
と
こ
ろ
（
研
究
四
2
「
第
五
に
、」
以

下
）
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
あ
え
て
若
干
補
足
す
る
な
ら
、
次
の

よ
う
な
も
の
に
な
る
。

ま
ず
、
搭
乗
券
発
券
業
務
の
実
態
に
か
ん
が
み
る
と
、
本
件
決

定
の
事
案
に
お
い
て
係
員
に
取
引
上
重
要
な
事
実
に
つ
い
て
の
錯

誤
が
生
じ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
筆
者
（
淵
脇
）
が
二
〇
一
三

年
三
月
一
日
及
び
同
月
一
四
日
に
東
京
国
際
空
港
ほ
か
で
調
査
し

た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
国
内
線
の
搭
乗
手
続
き
は
ほ
ぼ
全
て
自
動

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
機
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
、
Ａ
Ｎ
Ａ
な
ど
の
国
際
線
に
お
い
て
さ
え
自
動
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
機
に
よ
る
も
の
が
係
員
に
よ
る
も
の
を
上
回
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
、「
搭
乗
券
を
他
人
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と

い
っ
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
空
港
内
で
周
知
徹
底
さ
れ
て
い

航
空
券
に
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
者
自
身
が
殺
人
等
の
ま
さ
し

く
テ
ロ
行
為
を
す
る
目
的
で
搭
乗
す
る
場
合
で
あ
れ
ば
詐
欺
罪
は

成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
の
か
〉
と
い
う
疑
問
が
生
じ
な
い
で
は

な
い
）。
さ
ら
に
考
察
を
加
え
る
と
、
本
件
決
定
の
事
案
の
Ａ
Ｂ

の
よ
う
に
、
自
分
自
身
の
氏
名
が
航
空
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者

は
、
単
独
で
自
分
自
身
以
外
の
者
を
当
該
搭
乗
券
に
よ
っ
て
搭
乗

さ
せ
る
こ
と
（
そ
の
よ
う
に
し
て
当
該
搭
乗
券
を
当
該
航
空
会
社

に
対
し
て
不
法
に
行
使
す
る
こ
と
）
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
本

件
決
定
に
示
さ
れ
た
法
理
に
よ
っ
て
搭
乗
券
に
つ
い
て
の
一
項
詐

欺
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
被
告
人
の
よ
う
な
共
犯
者
を

介
す
る
な
り
し
て
第
三
者
が
不
法
に
当
該
搭
乗
券
を
用
い
て
不
法

に
搭
乗
す
る
こ
と
が
事
前
に
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る

と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
（
搭
乗
券
を
取
得
し
た
後
で
不
法
に

搭
乗
す
る
第
三
者
を
探
し
て
搭
乗
券
を
売
り
付
け
る
意
図
で
自
己

に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
請
求
す
る
場
合
は
、
理
論
的
に
は

「
不
法
に
搭
乗
券
を
行
使
す
る
意
思
」
が
あ
る
と
い
え
な
く
も
な

い
も
の
の
、
客
観
的
な
行
為
と
し
て
は
通
常
の
搭
乗
券
交
付
請
求

と
変
わ
り
が
な
い
の
で
、
詐
欺
罪
は
成
立
し
な
い
と
解
す
べ
き
で

あ
ろ
う
）。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
本
件
決
定
が
（
自
己
名
義
の

口
座
開
設
事
件
決
定
と
同
様
に
）
共
謀
共
同
正
犯
の
成
立
す
る
事

三
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六
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的
に
は
な
ん
ら
損
害
を
被
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
詐
欺
罪
は
財

産
犯
で
あ
り
、
し
か
も
侵
害
犯
で
あ
っ
て
危
険
犯
で
も
挙
動
犯
で

も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
相
手
方
に
財
産
的
な
被
害
が
生
じ
て
い

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め
る
の
は
無
理
で
あ

る
（
実
務
上
も
、
詐
欺
罪
の
成
否
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
公
判
廷

で
「
被
害
者
」
を
証
人
と
し
て
尋
問
し
て
み
た
ら
│
員
面
調
書
作

成
時
と
は
異
な
り
│
、
被
害
を
受
け
た
と
の
証
言
が
得
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
裁
判
所
が
詐
欺
罪
の

成
立
を
認
め
る
こ
と
は
通
常
は
な
い
（
56
）

）。
派
遣
医
で
あ
る
か
の
よ

う
に
偽
装
し
て
売
薬
を
売
り
つ
け
た
事
案
に
つ
い
て
の
大
決
昭
和

三
年
一
二
月
二
一
日
刑
集
七
巻
七
七
二
頁
や
汚
泥
処
理
偽
装
事
件

判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
行
為
態
様
か
ら
す
れ
ば
可
罰

性
を
否
定
し
え
な
い
ケ
ー
ス
に
お
い
て
詐
欺
罪
の
成
立
を
否
定
す

る
判
断
を
下
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

も
っ
と
も
、「
航
空
機
の
運
航
の
安
全
上
の
重
大
な
弊
害
を
も

た
ら
す
危
険
」
や
「
不
法
入
国
防
止
の
た
め
搭
乗
券
発
券
を
適
切

に
行
う
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
」
が
財
産
的
損
害
を

基
礎
づ
け
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
別
で
あ
る
け
れ
ど
、（
通
常
、

密
入
国
を
図
る
者
は
平
穏
な
渡
航
を
希
望
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
）

密
入
国
を
図
る
者
を
搭
乗
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
運
航
の
安
全
上

る
と
い
っ
た
こ
と
も
な
く
、
係
員
に
「
親
族
の
パ
ス
ポ
ー
ト
と
搭

乗
券
を
持
っ
て
い
る
者
が
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
手
続
き
を
代
行
す
る
こ

と
は
で
き
る
か
」
と
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
可
能
で
あ
る
と
の
回
答

が
返
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
す
る
と
、
係
員
は
航

空
券
に
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
者
と
搭
乗
券
の
交
付
申
請
を
す
る
者

と
の
同
一
性
に
つ
い
て
は
大
し
た
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
も
の
と

認
め
ら
れ
る
。
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
た
者
が
そ
れ
を
第
三
者
に

譲
渡
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
ま
し
て
関
心
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
実
態
に
か
ん
が
み
る
と
、
搭
乗
券
を
第
三
者
に
譲
渡

す
る
意
図
を
秘
し
て
な
す
搭
乗
券
交
付
請
求
に
よ
っ
て
係
員
が
取

引
上
重
要
な
事
実
に
つ
い
て
錯
誤
に
陥
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
も

の
か
、
そ
も
そ
も
疑
問
で
あ
る
と
い
え
る
。

つ
ぎ
に
、
仮
に
「
そ
れ
で
も
第
三
者
に
譲
渡
す
る
と
わ
か
っ
て

い
れ
ば
係
員
が
搭
乗
券
を
交
付
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
『
交
付
の

判
断
の
基
礎
と
な
る
重
要
な
事
項
』
に
錯
誤
を
生
じ
さ
せ
た
と
い

え
る
」
と
い
う
（
錯
誤
と
交
付
行
為
と
の
間
に
事
実
的
な
因
果
関

係
さ
え
あ
れ
ば
足
り
る
と
す
る
）
主
張
を
受
け
容
れ
た
と
し
て
も
、

正
規
の
航
空
運
賃
が
支
払
わ
れ
て
い
る
以
上
、
実
質
的
に
財
産
的

損
害
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
航
空

会
社
な
い
し
係
員
は
、
搭
乗
券
を
交
付
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
直
接

三
〇
二



第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
四
七
七
）

を
取
得
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
財
産
的
損
害
を
見
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
（
58
）

。
本
件
決
定
の
事
案
で
も
、
財

産
的
損
害
を
見
出
し
え
な
い
こ
と
は
同
様
で
あ
り
、
詐
欺
罪
を
純

粋
に
意
思
の
自
由
や
社
会
秩
序
を
保
護
す
る
罪
と
で
も
考
え
る
の

な
ら
と
も
か
く
、
従
来
の
考
え
に
よ
る
な
ら
詐
欺
罪
成
立
を
否
定

す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

本
稿
に
示
し
た
よ
う
に
、
近
時
の
判
例
が
詐
欺
罪
の
成
立
範
囲

を
著
し
く
拡
張
す
る
傾
向
を
見
せ
、
学
説
も
か
な
り
の
者
が
こ
れ

を
支
持
し
て
い
る
か
に
見
え
る
こ
と
は
重
大
な
問
題
で
あ
ろ
う
（
59
）

。

犯
罪
の
成
立
範
囲
を
適
正
な
範
囲
に
限
定
し
人
権
保
障
に
も
資
す

る
理
論
が
構
築
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
本
稿
の
性
格
と
紙
幅
か
ら
し
て
、
こ
れ
は
別
稿
で
論
ず

る
よ
り
な
い
。
た
だ
ひ
と
つ
指
摘
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、

法
益
関
係
的
錯
誤
説
な
ど
近
時
の
学
説
に
は
二
四
六
条
の
文
言
や

詐
欺
罪
が
個
別
財
産
に
対
す
る
罪
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
財
産

的
損
害
の
内
容
を
形
骸
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、

従
来
の
通
説
的
見
解
に
あ
っ
て
も
、
詐
欺
罪
に
個
別
財
産
に
対
す

る
罪
と
全
体
財
産
に
対
す
る
罪
の
両
者
が
含
ま
れ
、
し
か
も
、
全

体
財
産
の
概
念
に
つ
い
て
は
経
済
的
財
産
概
念
が
支
持
さ
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
福
田
説
な
ど
は
、
欺
罔
行
為
に
つ
い

重
大
な
弊
害
が
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
か
疑
問
で
あ
る
上
、
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
な
ど
の
テ
ロ
対
策
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
等
に

よ
り
お
こ
な
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
不
法
入
国
の
防
止
も
（
搭
乗

手
続
き
の
際
の
本
人
確
認
に
よ
っ
て
で
は
な
く
）
入
国
管
理
に

よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
態

に
対
処
す
る
た
め
に
航
空
会
社
に
何
ら
か
の
経
済
的
負
担
が
生
じ

う
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
、
一
項
詐
欺
罪
を
窃
盗
罪
と
同
様
に
個

別
財
産
に
対
す
る
罪
で
あ
る
と
す
る
立
場
（
形
式
的
個
別
財
産
説

は
も
と
よ
り
実
質
的
個
別
財
産
説
、
法
益
関
係
的
錯
誤
説
も
こ
の

よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
と
る
）
が
財
産
的
損
害
と
し
て
評
価
す
る
、

と
い
う
の
は
整
合
性
を
欠
く
よ
う
に
も
思
う
（
57
）

。

要
す
る
に
、
財
産
的
損
害
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
本
件
決
定
の

事
案
で
詐
欺
罪
成
立
を
認
め
る
こ
と
は
、
未
成
年
者
事
例
、
あ
る

い
は
強
盗
目
的
で
の
包
丁
購
入
事
例
（
強
盗
に
使
う
目
的
を
秘
し

て
刃
物
店
で
包
丁
を
買
う
と
い
う
事
例
）
に
お
い
て
詐
欺
罪
の
成

立
を
認
め
る
の
と
同
様
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
に
お

い
て
、
買
主
が
未
成
年
者
で
あ
る
こ
と
（
あ
る
い
は
包
丁
を
強
盗

に
使
う
意
図
が
あ
る
こ
と
）
を
売
主
が
知
れ
ば
成
人
用
品
や
包
丁

を
交
付
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
交
付
し
て
し

ま
っ
た
と
し
て
も
、
売
主
は
通
常
の
売
買
と
同
様
に
正
規
の
代
金

三
〇
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日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
七
八
）

罪
に
当
た
る
と
さ
れ
た
事
例
」
研
修
七
五
二
号
一
七
頁
以
下

（
二
〇
一
一
年
）、
和
田
俊
憲
「
国
際
線
搭
乗
手
続
に
お
い
て
他
人

を
搭
乗
さ
せ
る
意
思
を
秘
し
て
な
さ
れ
た
自
己
の
搭
乗
券
の
交
付

請
求
と
詐
欺
罪
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
二
〇
号
（
平
成
二
二
年
度
重

要
判
例
解
説
）
二
一
二
頁
以
下
（
二
〇
一
一
年
）、
吉
田
雅
之
「
自

己
に
対
す
る
国
際
線
の
航
空
機
の
搭
乗
券
を
他
人
に
渡
し
て
そ
の

者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
を
秘
し
て
航
空
会
社

の
搭
乗
業
務
を
担
当
す
る
係
員
か
ら
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行

為
が
、
詐
欺
罪
に
当
た
る
と
さ
れ
た
事
例
」
捜
査
研
究
七
一
八
号

八
〇
頁
以
下
（
二
〇
一
一
年
）、
丸
山
嘉
代
「
他
の
者
を
搭
乗
さ
せ

る
意
図
を
秘
し
、
航
空
会
社
の
搭
乗
業
務
を
担
当
す
る
係
員
に
外

国
行
き
の
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
請
求
し
て
そ
の
交
付

を
受
け
た
行
為
が
詐
欺
罪
に
当
た
る
と
さ
れ
た
事
例
」
警
察
学
論

集
六
四
巻
七
号
一
六
七
頁
以
下
（
二
〇
一
一
年
）、
菅
沼
真
也
子

「
第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
国
際
航
空
運
送
に
係
る
航

空
会
社
関
係
係
員
か
ら
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る

行
為
が
詐
欺
罪
に
当
た
る
と
さ
れ
た
事
例
」
法
學
新
報
一
一
八
巻

一
・
二
号
六
八
五
頁
以
下
（
二
〇
一
一
年
）。

（
2
） 

本
件
決
定
に
言
及
し
た
論
考
と
し
て
は
、
前
田
巌
「
預
金
通

帳
等
を
第
三
者
に
譲
渡
す
る
意
図
を
秘
し
て
銀
行
の
行
員
に
自
己

名
義
の
預
金
口
座
の
開
設
等
を
申
し
込
み
預
金
通
帳
等
の
交
付
を

受
け
る
行
為
は
、
刑
法
二
四
六
条
一
項
の
詐
欺
罪
に
当
た
る
か
」

『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
（
平
成
一
九
年
度
）』
三
三
六
〜

三
三
七
頁
（
法
曹
会
、
二
〇
一
一
年
）
│
こ
れ
は
、
解
説
判
例
の

て
絞
り
を
か
け
る
ほ
か
、〈
財
物
の
所
持
喪
失
＝
財
産
的
損
害
〉

と
は
考
え
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
理
念
型
と
し
て
の
形
式
的
個
別

財
産
説
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
（
60
）

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
は
、
詐
欺
罪
を
全
体
財
産
に
対
す

る
罪
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
直
ち
に
意
味
す

る
も
の
で
は
な
い
。
通
説
的
見
解
に
お
い
て
も
、
詐
欺
罪
の
成
立

範
囲
を
合
理
的
に
限
定
す
る
努
力
は
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
無
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

（
1
） 

本
件
決
定
の
評
釈
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
門

田
成
人
「
詐
欺
罪
の
限
定
解
釈
に
お
け
る
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
」
法
学

セ
ミ
ナ
ー
六
七
〇
号
一
三
九
頁
（
二
〇
一
〇
年
）、
後
藤
有
己
「
判

例
評
釈　

最
一
小
決
平
二
二
・
七
・
二
九
」
警
察
公
論
六
五
巻

一
一
号
一
〇
六
頁
以
下
（
二
〇
一
〇
年
）、
伊
藤
渉
「
詐
欺
罪
に
お

け
る
詐
欺
行
為
の
意
義
」『
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
一
〇
﹇
Ⅰ
﹈』（
法

学
教
室
三
六
五
号
別
冊
）
三
六
頁
（
二
〇
一
一
年
）、
照
沼
亮
介

「
第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
国
際
航
空
運
送
に
係
る
航

空
会
社
関
係
係
員
か
ら
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る

行
為
が
詐
欺
罪
に
当
た
る
と
さ
れ
た
事
例
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル

二
七
号
八
七
頁
以
下
（
二
〇
一
一
年
）、
和
田
雅
樹
「
第
三
者
を
搭

乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
国
際
航
空
運
送
に
係
る
航
空
会
社
関
係

係
員
か
ら
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
が
詐
欺

三
〇
四



第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
四
七
九
）

『
判
例
刑
法
』
二
九
八
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）、

山
口
厚
『
基
本
判
例
に
学
ぶ
刑
法
各
論
』
一
四
七
頁
（
成
文
堂
、

二
〇
一
一
年
）、
成
瀬
幸
典
ほ
か
編
『
判
例
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
刑
法
Ⅱ

各
論
』
二
四
八
頁
〔
安
田
拓
人
〕（
信
山
社
、
二
〇
一
二
年
）、
設

楽
裕
文
編
『
法
学
刑
法
5
判
例
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
一
〇
〇
〇
〈
コ
ン

メ
ン
タ
ー
ル
〉』
三
九
〇
頁
〔
坂
井
愛
〕（
信
山
社
、
二
〇
一
二
年
）、

西
田
典
之
ほ
か
『
判
例
刑
法
各
論
』
二
六
七
〜
二
六
八
頁
（
有
斐

閣
、
第
六
版
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
5
） 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
設
楽
裕
文
＝
坂
井
愛
「
刑
法
の
解

釈
と
自
由
の
保
障
」
法
学
紀
要
（
日
本
大
学
法
学
部
）
四
九
巻

一
三
三
〜
一
三
七
頁
（
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
6
） 

「
通
説
的
公
式
」
に
つ
い
て
、
設
楽
裕
文
編
『
法
学
刑
法
2
各

論
』
六
七
頁
〔
坂
井
愛
〕（
信
山
社
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。
な
お
、

菊
池
京
子
「
詐
欺
罪
に
お
け
る
相
当
対
価
が
提
供
さ
れ
た
場
合
の

財
産
上
の
損
害
の
有
無
に
つ
い
て
（
上
）
│
「
処
分
行
為
の
自
由
」

を
め
ぐ
る
問
題
（
2
）
│
」
東
海
法
学
六
号
一
三
六
〜
一
三
七
頁

（
一
九
九
一
年
）
参
照
。

（
7
） 

大
塚
仁
『
刑
法
概
説
（
各
論
）』
二
四
四
、二
五
一
頁
（
有
斐

閣
、
第
三
版
増
補
版
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
8
） 

団
藤
重
光
『
刑
法
綱
要
各
論
』
六
一
九
頁
（
創
文
社
、
第
三

版
、
一
九
九
九
年
）。
も
っ
と
も
、
団
藤
や
福
田
平
ら
は
、〈
財
物

の
喪
失
に
よ
っ
て
そ
の
財
物
に
対
す
る
使
用
・
収
益
・
処
分
と

い
っ
た
「
所
有
権
そ
の
他
の
本
権
の
事
実
的
機
能
」
が
害
さ
れ
る

と
こ
ろ
に
損
害
が
あ
る
〉
と
す
る
の
で
、
厳
密
な
意
味
で
（
実
質

後
の
「
問
題
状
況
が
類
似
す
る
事
案
に
つ
い
て
の
最
高
裁
判
例
」

と
し
て
本
件
決
定
に
触
れ
た
も
の
で
あ
る
│
の
ほ
か
に
、
前
田
雅

英
「
詐
欺
罪
の
保
護
法
益
と
罪
数
に
つ
い
て
」
警
察
学
論
集
六
三

巻
一
一
号
一
四
四
頁
以
下
（
二
〇
一
〇
年
）、
佐
伯
仁
志
「
詐
欺
罪

⑴
」
法
学
教
室
三
七
二
号
一
〇
六
頁
以
下
（
二
〇
一
一
年
）、
上
嶌

一
高
「
最
近
の
裁
判
例
に
見
る
詐
欺
罪
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
刑
事

法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三
一
号
一
二
頁
以
下
（
二
〇
一
二
年
）、
渡
辺
靖
明

「
詐
欺
罪
に
お
け
る
実
質
的
個
別
財
産
説
の
錯
綜
」
横
浜
国
際
経
済

法
學
二
〇
巻
三
号
一
二
一
頁
以
下
（
二
〇
一
二
年
）
が
あ
る
。

（
3
） 

本
件
決
定
に
触
れ
た
概
説
書
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。
高
橋
則
夫
『
刑
法
各
論
』
三
二
六
頁
（
成
文
堂
、

二
〇
一
一
年
）、
前
田
雅
英
『
刑
法
講
義
各
論
』
二
二
六
、三
二
五

頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
第
五
版
、
二
〇
一
一
年
）、
西
田
典
之

『
刑
法
各
論
』
二
一
〇
頁
以
下
（
弘
文
堂
、
第
六
版
、
二
〇
一
二

年
）、
佐
久
間
修
『
刑
法
各
論
』
二
一
七
頁
（
成
文
堂
、
第
二
版
、

二
〇
一
二
年
）、
曽
根
威
彦
『
刑
法
各
論
』
一
四
五
頁
（
弘
文
堂
、

第
五
版
、
二
〇
一
二
年
）、
松
宮
孝
明
『
刑
法
各
論
講
義
』
二
五
九

〜
二
六
〇
頁
（
成
文
堂
、
第
三
版
、
二
〇
一
二
年
）、
井
田
良
『
刑

法
各
論　

新
・
論
点
講
義
シ
リ
ー
ズ
2
』
一
二
八
〜
一
二
九
頁

（
弘
文
堂
、
第
二
版
、
二
〇
一
三
年
）。

（
4
） 

概
説
書
以
外
の
書
籍
（
判
例
解
説
等
）
で
本
件
決
定
に
触
れ

た
も
の
と
し
て
は
、
前
田
雅
英
『
最
新
重
要
判
例
2
5
0〔
刑
法
〕』

二
〇
八
頁
（
弘
文
堂
、
第
八
版
、
二
〇
一
一
年
）
│
な
お
、
同
書

の
第
九
版
（
二
〇
一
三
年
）
で
は
一
九
〇
頁
に
掲
載
、
林
幹
人

三
〇
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
八
〇
）

い
て
の
も
の
）、
大
判
大
正
一
二
年
一
一
月
二
一
日
刑
集
二
巻

八
二
三
頁
（
定
期
預
金
証
書
に
よ
り
資
力
を
偽
っ
て
土
地
建
物
等

を
騙
取
し
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
の
も
の
）
な
ど
。

（
12
） 

大
判
昭
和
一
七
年
四
月
七
日
新
聞
四
七
七
五
号
五
頁
（
偽
造

割
当
証
明
書
に
よ
り
銑
鉄
を
購
入
し
た
と
い
う
配
給
詐
欺
の
事
案

に
つ
い
て
の
も
の
）、
最
大
判
昭
和
二
三
年
六
月
九
日
刑
集
二
巻
七

号
六
五
三
頁
（
偽
造
特
配
指
令
書
に
よ
り
酒
類
を
購
入
し
た
と
い

う
配
給
詐
欺
の
事
案
に
つ
い
て
の
も
の
）
な
ど
。
も
っ
と
も
、
通

説
を
支
持
す
る
者
の
中
に
も
配
給
詐
欺
に
お
け
る
詐
欺
罪
の
成
立

に
つ
い
て
は
否
定
的
な
見
解
が
見
ら
れ
る
│
議
論
の
状
況
に
つ
い

て
、
福
田
・
前
掲
注（
9
）一
六
八
〜
一
七
〇
頁
、
大
塚
仁
ほ
か
編

『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
第
一
三
巻
〔
第
二
四
六
条
〜
第
二
六
四

条
〕』
一
四
〜
一
五
頁
〔
高
橋
省
吾
〕（
青
林
書
院
、
第
二
版
、

二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
参
照
。

（
13
） 

諸
文
献
に
お
い
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
の
は
、
大
決
昭
和

三
年
一
二
月
二
一
日
刑
集
七
巻
七
七
二
頁
（
派
遣
医
を
装
っ
て
診

察
し
売
薬
を
売
り
付
け
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
の
も
の
）
で
あ

る
。
他
に
、
大
判
明
治
四
二
年
四
月
二
九
日
刑
録
一
五
輯
五
二
四

頁
（
登
記
簿
上
不
動
産
の
所
有
名
義
を
有
す
る
者
が
当
該
不
動
産

を
善
意
の
第
三
者
に
売
り
代
金
を
取
得
し
た
と
い
う
事
案
に
つ
い

て
の
も
の
）、
大
判
大
正
七
年
五
月
二
三
日
新
聞
一
四
二
三
号
二
六

頁
（
担
保
と
し
て
十
分
な
価
値
の
あ
る
偽
の
軸
物
を
本
物
と
称
し

て
担
保
に
供
し
借
財
し
た
と
い
う
事
案
に
関
す
る
も
の
）
な
ど
も

あ
る
。

的
に
財
産
的
損
害
を
不
要
と
す
る
の
と
同
様
の
結
論
に
達
す
る
）

理
念
型
と
し
て
の
形
式
的
個
別
財
産
説
で
は
な
い
（
福
田
平
「
詐

欺
罪
の
問
題
点
」
日
本
刑
法
学
会
『
刑
法
講
座　

第
六
巻
』
八
四

頁
〔
有
斐
閣
、
一
九
六
四
年
〕
参
照
）。

（
9
） 

団
藤
・
前
掲
注（
8
）
六
一
三
頁
、
大
塚
・
前
掲
注（
7
）

二
四
六
頁
、
団
藤
重
光
編
『
注
釈
刑
法
⑹　

各
則
⑷
』
一
七
五
頁

〔
福
田
平
〕（
有
斐
閣
、
一
九
六
六
年
）
参
照
。
な
お
、
林
幹
人
は
、

『
刑
法
の
現
代
的
課
題
』
一
七
〇
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
一
年
）
に

お
い
て
、「
取
引
上
重
要
な
事
実
」
を
「
被
害
者
の
取
引
目
的
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
事
実
」
と
解
す
る
ほ
か
、
近
時
は
、
通
説
的
公

式
よ
り
「
有
効
で
よ
り
適
切
な
公
式
」
と
し
て
、「
被
害
者
に
隠
さ

れ
た
事
実
が
重
要
な
財
産
的
利
益
に
関
わ
る
も
の
か
」
と
い
う
も

の
を
提
唱
し
て
い
る
（
林
・
前
掲
注（
4
）二
九
八
頁
参
照
）。

（
10
） 

上
嶌
・
前
掲
注（
2
）二
一
頁
は
、「〔
…
〕
経
営
上
の
重
要
性

と
い
う
表
現
は
、
詐
欺
罪
の
要
件
と
し
て
、
実
質
的
個
別
財
産
説

が
経
済
的
評
価
に
よ
る
損
害
を
必
要
と
し
、
法
益
関
係
的
錯
誤
説

が
、
経
済
的
目
的
に
つ
い
て
の
錯
誤
、
あ
る
い
は
、
そ
の
実
現
の

失
敗
を
問
題
と
す
る
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
す
る
。

（
11
） 

例
え
ば
、
大
判
明
治
四
三
年
五
月
一
七
日
刑
録
一
六
輯

八
七
九
頁
（
汽
船
二
隻
に
抵
当
権
を
設
定
し
て
借
財
名
下
に
金
員

を
騙
取
し
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
の
も
の
）、
大
判
大
正
二
年

一
一
月
二
五
日
刑
録
一
九
輯
一
二
九
九
頁
（
他
の
者
の
出
捐
額
等

を
偽
っ
て
竹
林
を
売
り
渡
し
代
金
を
騙
取
し
た
と
い
う
事
案
に
つ

三
〇
六



第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
四
八
一
）

（
19
） 

門
田
・
前
掲
注（
1
）一
三
九
頁
。

（
20
） 

和
田
俊
憲
・
前
掲
注（
1
）二
一
三
頁
参
照
。

（
21
） 

上
嶌
・
前
掲
注（
2
）二
一
頁
参
照
。

（
22
） 

明
治
期
に
西
欧
刑
法
思
想
が
日
本
に
ど
の
よ
う
に
流
入
し
変

容
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
淵
脇
千
寿
保
「
明
治
期
に
お
け
る
刑
法

上
の
因
果
関
係
理
論
の
導
入
」
法
学
研
究
年
報
（
日
本
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
）
一
二
三
頁
以
下
（
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。

（
23
） 

P
eter C

ram
er/

W
alter P

erron
, in: S

ch
ön

ke/
S

ch
röd

er, 
S
trafgezetsbuch K

om
m
entar, 28. A

ufl ., 2010, S
. 2348f.

（
24
） 

C
ram

er/
P

erron
, a.a.O

. 

（A
nm
.23

）, S
. 2353.

な
お
、
目

的
失
敗
説
は
、
一
方
的
な
給
付
を
さ
せ
る
詐
欺
の
事
案
に
つ
い
て

詐
欺
罪
と
し
て
の
可
罰
性
を
認
め
る
た
め
に
創
出
さ
れ
た
考
え
で

あ
り
（vgl. B

G
H
S
t 19,45, B

G
H
 N
JW
1995,539

）、
日
本
の
、

一
部
の
学
説
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
反
対
給
付
の
存
在
す
る
事
案
に

用
い
て
よ
い
か
、
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
（
結
果
と
し
て
、
反

対
給
付
は
考
慮
さ
れ
ず
理
念
型
と
し
て
の
形
式
的
個
別
財
産
説
と

同
様
の
結
論
に
至
る
危
惧
が
あ
る
）。

（
25
） 

小
野
清
一
郎
『
新
訂
刑
法
講
義　

各
論
』
二
五
〇
〜
二
五
一

頁
（
有
斐
閣
、
第
一
四
版
、
一
九
五
五
年
）
参
照
。

（
26
） 

牧
野
英
一
『
重
訂
日
本
刑
法　

下
巻
』
三
八
五
頁
（
有
斐
閣
、

第
六
一
版
、
一
九
三
八
年
）、
木
村
亀
二
『
刑
法
各
論
』
一
三
八
頁

（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
八
年
）
参
照
。

（
27
） 
団
藤
・
前
掲
注（
8
）
六
一
九
頁
、
大
塚
・
前
掲
注（
7
）

二
五
五
頁
、
福
田
・
前
掲
注（
9
）二
三
四
頁
参
照
。

（
14
） 

谷
口
正
孝
＝
中
平
健
吉
「
詐
欺
罪
の
成
立
と
財
産
上
の
損
害

㈡
│
判
例
の
概
観
│
」
法
曹
時
報
六
巻
三
号
八
八
頁
（
一
九
五
四

年
）
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
二
〇
年
代
ま
で
の
判
例
の
分
析
結
果

に
基
づ
い
て
、
判
例
は
、
一
項
詐
欺
に
つ
い
て
は
「
法
律
上
の
損

害
」
を
、
二
項
詐
欺
に
つ
い
て
は
経
済
的
損
害
を
、
要
求
し
て
い

る
旨
述
べ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
平
場
安
治
＝
尾
中
俊
彦
「
詐
欺
罪

に
お
け
る
欺
罔
と
騙
取
」
平
場
安
治
ほ
か
『
総
合
判
例
研
究
叢
書　

刑
法
⒂
』
一
一
四
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
六
一
年
）
は
、
昭
和
一
七

年
頃
ま
で
の
判
例
を
分
析
し
、
損
害
面
か
ら
の
判
例
の
統
一
的
説

明
は
む
ず
か
し
い
と
し
て
い
る
。　

（
15
） 

朝
山
芳
史
「
請
負
人
が
欺
罔
手
段
を
用
い
て
請
負
代
金
を
本

来
の
支
払
時
期
よ
り
前
に
受
領
し
た
場
合
と
刑
法
二
四
六
条
一
項

の
詐
欺
罪
の
成
否
」『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
（
平
成
一
三

年
度
）』
一
三
七
頁
（
法
曹
会
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

（
16
） 

前
田
巌
・
前
掲
注（
2
）三
一
八
〜
三
一
九
頁
参
照
。

（
17
） 

前
田
巌
・
前
掲
注（
2
）三
三
一
〜
三
三
二
頁
参
照
。
こ
の
よ

う
な
「
未
成
年
者
事
例
」
に
つ
い
て
詐
欺
罪
成
立
を
否
定
す
る
こ

と
を
疑
問
視
（
あ
る
い
は
相
対
化
）
す
る
も
の
と
し
て
、
長
井
圓

「
第
三
者
に
譲
渡
す
る
意
図
を
秘
し
た
自
己
名
義
の
預
金
通
帳
の
受

交
付
と
『
人
を
欺
く
』
の
意
義
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五
四
号
（
平

成
一
九
年
度
重
要
判
例
解
説
）
一
八
二
頁
（
二
〇
〇
八
年
）、
木
村

光
江
「
詐
欺
罪
に
お
け
る
損
害
概
念
と
処
罰
範
囲
の
変
化
」
法
曹

時
報
六
〇
巻
四
号
二
四
頁
（
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
18
） 

前
田
巌
・
前
掲
注（
2
）三
三
六
〜
三
三
七
頁
参
照
。

三
〇
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
八
二
）

す
な
わ
ち
「
交
付
の
許
否
を
事
実
上
左
右
す
る
事
項
」
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、「
交
付
判
断
に
お
い
て
規
範
的
に
重
要
性
が
認
め
ら

れ
る
事
項
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
本
件
決
定
で
摘
示
さ
れ
た
事

実
関
係
も
こ
の
枠
組
み
に
合
わ
せ
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
す
る
。

（
32
） 

佐
久
間
・
前
掲
注（
3
）二
一
七
頁
は
、「
な
る
ほ
ど
、
直
接
に

は
テ
ロ
対
策
に
起
因
す
る
と
し
て
も
、
航
空
機
の
安
全
な
運
行
に

資
す
る
搭
乗
者
確
認
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
以
上
、
こ
う
し
た
移
動

の
利
益
を
表
章
す
る
搭
乗
券
が
詐
取
さ
れ
て
お
り
、
法
益
関
係
的

錯
誤
説
か
ら
も
、
航
空
券
記
載
の
乗
客
以
外
の
者
を
航
空
運
送
事

業
上
の
重
要
性
や
、
厳
格
な
本
人
確
認
手
続
に
よ
り
搭
乗
券
が
交

付
さ
れ
る
点
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
本
決
定
の
結
論
も
是
認
で
き
る

で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。

（
33
） 

菅
沼
・
前
掲
注（
1
）六
九
六
〜
六
九
八
頁
参
照
。

（
34
） 

佐
伯
仁
志
「
詐
欺
罪
の
理
論
構
造
」
山
口
厚
ほ
か
『
理
論
刑

法
学
の
最
前
線
Ⅱ
』
一
〇
九
〜
一
一
三
頁
（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
六
年
）、
同
・
前
掲
注（
2
）一
一
二
〜
一
一
三
頁
参
照
。

（
35
） 

佐
伯
・
前
掲
注（
2
）一
一
四
頁
参
照
。

（
36
） 

伊
藤
渉
「
他
人
名
義
で
の
預
金
口
座
開
設
に
よ
る
預
金
通
帳

の
取
得
と
詐
欺
罪
の
成
否
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
七
七
号
一
四
一
〜

一
四
二
頁
（
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

（
37
） 

伊
藤
・
前
掲
注（
1
）三
六
頁
参
照
。

（
38
） 
山
口
厚
『
新
判
例
か
ら
見
た
刑
法
』
二
三
三
〜
二
三
五
頁

（
有
斐
閣
、
第
二
版
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。
な
お
、
同
書
の
初
版

（
28
） 

瀧
川
幸
辰
「
詐
欺
罪
に
関
す
る
若
干
の
問
題
」（
一
九
三
六
年
）

団
藤
重
光
ほ
か
編
『
瀧
川
幸
辰
刑
法
著
作
集　

第
四
巻
』
四
七
九

〜
四
八
一
頁
（
世
界
思
想
社
、
一
九
八
一
年
）、
大
塲
茂
馬
『
刑
法

各
論　

上
巻
』
八
一
五
頁
以
下
（
巖
松
堂
書
店
、
第
六
版
、

一
九
一
三
年
）、
宮
本
英
脩
『
刑
法
大
綱
』
三
七
〇
頁
（
弘
文
堂
書

房
、
第
三
版
、
一
九
三
五
年
）
参
照
。

（
29
） 

判
例
時
報
二
一
〇
一
号
一
六
一
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
三
三
六

号
五
六
頁
、
法
律
時
報
八
三
巻
三
号
一
三
四
頁
。

（
30
） 

渡
辺
・
前
掲
注（
2
）一
三
七
頁
は
、
本
件
決
定
の
「
こ
の
事

案
で
は
、
被
告
人
側
は
、
代
金
支
払
済
み
の
航
空
券
と
引
き
換
え

に
、
航
空
会
社
側
か
ら
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
て
い
た
、
と
さ
れ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
搭
乗
券
の
喪
失
を
超
え
る
経
済
的
損
失
は
、
航

空
会
社
側
に
は
直
接
的
に
は
お
よ
そ
生
じ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
⑥
決
定
〔
本
件
決
定
〕
に
お
い
て
も
、
上
記

の
よ
う
に
条
件
関
係
的
公
式
に
言
及
し
た
う
え
、
詐
欺
罪
の
成
立

が
認
め
ら
れ
て
い
る
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
。
な
お
、

和
田
雅
樹
・
前
掲
注（
1
）二
一
頁
は
、
搭
乗
券
は
財
産
的
価
値
を

有
す
る
も
の
で
あ
り
「
搭
乗
券
と
い
う
財
物
の
交
付
に
よ
っ
て
航

空
会
社
に
財
産
上
の
損
害
が
発
生
し
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
」

と
す
る
。

（
31
） 

和
田
俊
憲
・
前
掲
注（
1
）二
一
二
頁
は
、
詐
欺
行
為
と
結
果

と
の
間
に
「
条
件
関
係
を
中
核
と
す
る
事
実
的
つ
な
が
り
」
だ
け

で
は
な
く
「
規
範
的
な
限
定
」
が
加
え
ら
れ
た
因
果
関
係
を
認
め

る
た
め
に
は
錯
誤
の
対
象
は
「
交
付
の
判
断
の
基
礎
と
な
る
事
項
」

三
〇
八



第
三
者
を
搭
乗
さ
せ
る
意
図
を
秘
し
て
自
己
に
対
す
る
搭
乗
券
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪
（
設
楽
・
淵
脇
）

（
四
八
三
）

（
53
） 

吉
田
・
前
掲
注（
1
）八
四
〜
八
五
頁
参
照
。

（
54
） 

和
田
俊
憲
・
前
掲
注（
1
）二
一
三
頁
参
照
。

（
55
） 

自
己
名
義
の
口
座
開
設
事
件
決
定
に
関
し
、
足
立
友
子
「
譲

渡
の
意
図
を
秘
し
て
銀
行
で
自
己
名
義
の
預
金
口
座
を
開
設
し
預

金
通
帳
等
の
交
付
を
受
け
る
行
為
と
詐
欺
罪
の
成
否
」
刑
事
法

ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
一
号
一
二
四
頁
（
二
〇
〇
八
年
）
は
、
本
人
確
認

法
一
六
条
の
二
と
の
関
係
か
ら
「
本
決
定
の
射
程
は
、
共
謀
共
同

正
犯
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
に
行
為
者
間
の
行
為
の
結
び
つ

き
が
密
接
で
あ
る
場
合
に
の
み
及
ぶ
と
考
え
る
の
が
相
当
で
あ
ろ

う
」
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
え
は
本
文
で
述
べ
た
よ
う
な
理

由
に
よ
っ
て
も
基
礎
づ
け
う
る
で
あ
ろ
う
。

（
56
） 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
不
正
使
用
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
諸
学

説
が
加
盟
店
で
は
な
く
カ
ー
ド
会
社
を
被
害
者
と
す
る
構
成
に
腐

心
す
る
実
質
的
理
由
は
、
カ
ー
ド
会
社
か
ら
立
替
払
を
受
け
ら
れ

る
加
盟
店
の
経
営
者
に
は
実
際
上
被
害
が
な
い
か
ら
で
あ
る
（
ち

な
み
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
不
正
使
用
が
詐
欺
罪
に
問
わ
れ

た
ケ
ー
ス
で
、
弁
護
人
が
加
盟
店
に
示
談
交
渉
に
行
く
と
、
加
盟

店
の
関
係
者
か
ら
「
う
ち
は
損
害
を
被
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
示
談

す
る
な
ら
カ
ー
ド
会
社
の
方
に
行
っ
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
い
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
）。

（
57
） 

「
全
体
財
産
に
対
す
る
罪
」
説
か
ら
、
提
供
さ
れ
た
利
益
を
も

考
慮
す
る
実
質
的
個
別
財
産
説
は
全
体
財
産
説
と
同
じ
で
あ
る
と

の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
（
林
幹
人
『
刑
法
各
論
』
一
四
四
頁

〔
東
京
大
学
出
版
会
、
第
二
版
、
二
〇
〇
七
年
〕
参
照
）。

の
二
一
七
頁
（
二
〇
〇
六
年
）
で
は
、
他
人
名
義
の
口
座
開
設
事

件
決
定
は
「
住
み
分
け
」
の
見
地
か
ら
「
現
在
に
お
い
て
は
」
支

持
で
き
な
い
旨
述
べ
て
い
た
。

（
39
） 
山
口
・
前
掲
注（
4
）一
四
七
頁
。

（
40
） 

西
田
・
前
掲
注（
3
）二
〇
八
〜
二
一
一
頁
参
照
。

（
41
） 

前
田
・
前
掲
注（
3
）三
五
〇
頁
参
照
。

（
42
） 

前
田
・
前
掲
注（
2
）一
五
〇
〜
一
五
一
頁
参
照
。
な
お
、

同
・
前
掲
注（
4
）第
八
版
二
〇
八
頁
（
第
九
版
一
九
〇
頁
）
参
照
。

（
43
） 

林
・
前
掲
注（
4
）二
九
八
頁
は
、
欺
罔
行
為
に
関
し
て
本
件

決
定
を
掲
げ
る
に
止
め
て
い
る
。

（
44
） 

林
・
前
掲
注（
4
）二
九
九
〜
三
〇
〇
頁
参
照
。

（
45
） 

高
橋
・
前
掲
注（
3
）三
二
四
〜
三
二
五
頁
参
照
。

（
46
） 

高
橋
・
前
掲
注（
3
）三
二
六
頁
参
照
。

（
47
） 

門
田
・
前
掲
注（
1
）一
三
九
頁
参
照
。

（
48
） 

照
沼
・
前
掲
注（
1
）九
四
〜
九
七
頁
参
照
。

（
49
） 

曽
根
・
前
掲
注（
3
）一
四
五
頁
参
照
。

（
50
） 

松
宮
・
前
掲
注（
3
）二
五
九
〜
二
六
〇
頁
参
照
。

（
51
） 

前
掲
注（
29
）の
匿
名
解
説
の
ほ
か
後
藤
・
前
掲
注（
1
）

一
一
一
頁
、
吉
田
・
前
掲
注（
1
）八
四
頁
参
照
。

（
52
） 

菅
沼
・
前
掲
注（
1
）六
九
八
〜
六
九
九
頁
。
ま
た
、
和
田
俊

憲
・
前
掲
注（
1
）二
一
三
頁
は
、
本
件
決
定
が
本
人
確
認
の
法
的

根
拠
と
な
る
出
入
国
管
理
法
五
六
条
の
二
を
あ
げ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
「
国
内
線
の
搭
乗
手
続
も
条
件
を
満
た
せ
ば
本
件
と
同
様
の

処
理
を
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
」
と
す
る
。

三
〇
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
八
四
）

自
由
大
学
・
日
本
大
学
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

法
律
学
的
対
話
に

お
け
る
ド
イ
ツ
と
日
本
』
三
一
三
頁
以
下
〔
信
山
社
、
二
〇
〇
六

年
〕
参
照
）。

（
60
） 

福
田
・
前
掲
注（
9
）二
三
三
〜
二
三
四
頁
参
照
。
あ
え
て
い

え
ば
、
同
二
三
三
頁
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
牧
野
説
あ
た
り
が
理
念

型
と
し
て
の
形
式
的
個
別
財
産
説
に
近
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
58
） 

通
説
的
見
解
や
法
益
関
係
的
錯
誤
説
は
、
欺
罔
行
為
な
い
し

錯
誤
の
要
件
を
規
範
的
に
絞
る
こ
と
に
よ
っ
て
未
成
年
者
事
例
等

に
お
い
て
詐
欺
罪
成
立
を
否
定
す
る
結
論
に
至
ろ
う
と
す
る
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
未
成
年
者
事
例
等
の
問
題
は
〈
交
付
行
為
と

因
果
関
係
の
あ
る
錯
誤
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
で
も
な
お
財
産
的
損

害
が
欠
け
る
と
し
て
詐
欺
罪
成
立
を
否
定
す
べ
き
場
合
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
〉
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
、
欺
罔
行
為
な
い
し
錯
誤

の
レ
ベ
ル
で
解
決
を
図
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
そ
も
そ
も
無
理
が
あ

る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
59
） 

何
故
、
詐
欺
罪
の
規
定
が
こ
の
よ
う
に
拡
張
さ
れ
て
適
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
社
会
の
変
化
や
裁
判
官
ら

法
曹
（
あ
る
い
は
警
察
官
ら
）
の
意
識
な
ど
、
多
方
面
か
ら
考
察
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。
特
殊
な
構
成
要
件
を
設
け
て
詐
欺
罪

の
成
立
範
囲
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
ド
イ
ツ
の
法
制
度
と
包
括
的

抽
象
的
な
条
文
の
解
釈
論
で
ま
か
な
お
う
と
す
る
日
本
の
法
制
度

と
の
差
異
も
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
（vgl. K

lau
s G

eppert, 
R
echtsdogm

atische und rechtspolitische Ü
berlegungen 

zum
 strafrechtlichen B

etrug im
 A
llgem

einen und zu 
betrugsrechtlichen S

ondertatbeständen im
 S
petiellen, in: 

P
hilip K

unig/M
akoto N

agata

（H
rsg.

）, D
eutschland und 

Japan im
 rechtsw

issenschaftlischen D
ialog,Japanisches 

R
echt 44, S

. 273ff .（2006

）,

ク
ラ
ウ
ス
・
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
〔
杉
山
和

之
訳
〕「
詐
欺
罪
に
つ
い
て
│
解
釈
論
と
政
策
論
の
側
面
か
ら
の
考

察
│
」
永
田
誠
＝
フ
ィ
ー
リ
プ
・
ク
ー
ニ
ヒ
編
集
代
表
『
ベ
ル
リ
ン

三
一
〇



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
五
一
八
）

租税条約におけるLOB条項の
意義と問題点

─我が国の視点からみた同条項の考察─

今　村　　　隆

目次

第 1　はじめに

第 2　トリーティ・ショッピングの意義

第 3　LOB条項の意義

第 4　我が国におけるLOB条項の締結状況

第 5　我が国の視点でみたときのLOB条項の問題点

第 6　結び

第 1　はじめに

我が国の租税条約には，日米租税条約を始めとして特典制限条項

（Limitation on Benefi ts Article，以下「LOB条項」という。）を規定している

ものがある。このようなLOB条項は，トリーティ・ショッピング

（treaty shopping，条約漁り）を防止するために，租税条約における課税

の減免といった便益を享受することのできる居住者（resident）をいく

つかの客観的基準で制限するものであり，租税条約上の租税回避否認

規定の一つである。

租税条約には，トリーティ・ショッピングを防止する効果をもつ条

項として，受益者条項（Benefi cial Ownership Clause）があり，現在，世

界的に受益者条項の定義やその範囲が問題となっている。この問題に

論　説

1

三
四
四



租
税
条
約
に
お
け
る
Ｌ
Ｏ
Ｂ
条
項
の
意
義
と
問
題
点
（
今
村
）

（
五
一
七
）

ついては，既に別稿（1）で論じたところであり，筆者としては，受益者

条項は，所得の帰属についての租税条約上の修正規定であり，トリー

ティ・ショッピングに関する租税回避否認規定とまではいえないと考

える。これに対し，LOB条項は，正にトリーティ・ショッピングに関

する租税回避否認規定であり，様々な問題を内在させている規定であ

る。我が国では，LOB条項についての裁判例はなく，問題が表面化は

していないが，現在，LOB条項についても，世界的にみると，その意

義や適用が問題となっている。

筆者は，2012 年 にボストンで開催された国際租税法学会

（International Fiscal Association，以下「IFA」という。）の第 66 回年次総会

でのセミナー L（以下「セミナー L」という。）でパネリストの一人とし

て議論に参加した。このセミナーのテーマは，「租税条約における

LOB条項：適用の現状」であり，正にLOB条項の意義や適用を議論

したものである（2）。この際の議論の成果については，IFAのホーム

ページに登載されているほか，筆者も加わったパネリストの共著によ

る同名の論文（3）でも公表されているところである。しかし，上記論文

は，世界的な視点でみたときの議論であり，筆者としては，特に我が

国の視点でみたときのLOB条項の意義と問題点について更に検討すべ

きと考えている。

そこで，本稿では，まず，トリーティ・ショッピングの意義を明ら

かにした上で，LOB条項の意義，我が国における締結状況を検討し，

さらに，我が国の視点でみたときのLOB条項の問題点について論じる

ことととする。

第 2　トリーティ・ショッピングの意義

1 　トリーティ・ショッピングの類型

トリーティ・ショッピングとは，「二国間条約である租税条約の定め

る特典を本来享受することのできない第三国の居住者がこの条約上の

特典を享受する目的でその条約締結国のいずれかに国に子会社を設立

2

三
四
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日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
五
一
六
）

するなどして形式的にその居住者になることにより租税負担の軽減を

図ること」（4）である。

このようなトリーティ・ショッピングには，様々な形態があり，そ

れらの類型については，OECDの 1986 年の導管報告書（5）で検討され

ている。それによると，トリーティ・ショッピングには，①直接導管

方式（Direct-conduit Method）と②飛び石方式（Stepping-stone Method）が

あるとされている。

直接導管方式は，下図のとおりである。S国と R国との間の租税条

約で，投資所得についての源泉地課税を減免すると定めている場合に，

第三国の法人であるX社が，S国に直接投資すると，S国の源泉所得

税を課税されるが，R国に子会社であるR社を設立し，子会社を介し

て我が国に投資すると，SR租税条約により，S国の源泉所得税が減免

となり，また，R国において，RX租税条約あるいは国内法的措置でX

社の源泉税が減免されるとすると，X社は，その分課税を軽減できる

こととなる（6）。この場合，第三国の法人は，SR租税条約の居住者で

ないのに，SR租税条約の投資免税の便益を享受できることとなるので

ある。

これに対し，飛び石方式というのは，S国と R国の租税条約上の特

典条項を利用するため，次図のとおり，タックス・ヘイブン地にある

子会社であるH社を介して，H社（H国所在）→ R社（R国所在）→ S

社（S国所在）と投資して，S社からの利子等の支払に当たり，S国の

S社
X国

X社

R国

S国

R社
（租税上の
　特別な制度あり）
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源泉税を免れ，R国においては，H社への支払が損金算入となるのを

利用して，R社へのR国の所得課税を免れ，H国においては，タック

ス・ヘイブン地であることからH社への所得課税及び源泉税を免れる

というものである。

2　トリーティ・ショッピングについての議論

このようなトリーティ・ショッピングが，国際租税法において許さ

れないと考えるか否かについては様々な議論がある。トリーティ・

ショッピングが許されないとする理論的根拠としては，①租税回避で

あるとする議論，②租税条約の相互主義（reciprocity）を破るとの議論，

③経済的帰属（economic allegiance）に反するとの議論，④租税条約交渉

の阻害になるとの議論，⑤税収の減少で議論するものなどがある（7）。

租税回避のとらえ方の違いにもよるが，筆者は，LOB条項の対象と

なるのは，配当，利子及び使用料などの所得について，源泉地国課税

を免税又は軽減する条項であり，このような免税又は軽減は，当該条

約締結国間での投資の促進を図るためのものであり，これに対し，ト

リーティ・ショッピングは，条約締結国でない第三国の居住者が，当

該条約上の便益を利用しようとするものであり，二国間条約における

条約締結国の目的に反し，第三国の居住者による条約の濫用であると

考える。

S社 X社

H社

R国

S国

H国
（タックス・ヘイブン）

X国

R社
（租税上の
　特別な制度なし）
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第 3　LOB条項の意義

1 　米国における LOB条項の意義

⑴　米国におけるLOB条項の導入状況
そもそもLOB条項は，米国が発祥である。1977 年の米国モデル条

約で初めて導入されたが（同条約 16 条），この当時のLOB条項は，「投

資又は持株会社条項」として規定されており狭いものであった。米国

がこのようなLOB条項を導入したのは，1950 年代から，米国企業が，

ヨーロッパなどの第三国の企業から資金を調達するに当たり，米－蘭

領アンティル租税条約を使って，第三国の企業が受け取る利子の米国

源泉税を免れさせることにより，調達コストを下げることが横行して

いたことが契機となっている。この場合，米－蘭領アンティル租税条

約が，第三国の企業によるトリーティ・ショッピングに利用されてい

ることとなり（8），このような取引の場合に租税条約上の源泉税免除を

制限することにしたのである。

その後，米国は，1996 年モデル条約 22 条で，①公開会社基準，②支

配・課税ベース浸食基準，③能動的事業基準，④権限ある当局による

認定を導入し，その後，2006 年モデル条約 22 条で改訂し，現在に至っ

ている。これらLOB条項の各要件の詳細については，後記第 5の 2で

論じることとする。

なお，この 1996 年モデル条約までのLOB条項の発展やその意義に

ついては，セミナー Lのパネリストの一人であるバーマン教授の論

文（9）で詳細に論じられている。

ところで，LOB条項には，ⅰ対象となる所得に制限がなく，源泉地

国免除の場合だけでなく軽減の場合も対象とする「包括的LOB条項

（comprehensive LOB provisions）」と，ⅱ対象となる所得を限定した上，

源泉地国免税となる場合だけに限定する「制限的LOB条項（restrictive 

LOB provisions）」とがある。米国は，1989 年に米独租税条約で初めて

包括的LOB条項を導入した。その後，米国は，各国と締結する租税条
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約において，包括的LOB条項を締結している。米国が締結している租

税条約の中で，現在このようなLOB条項がないのは，2010 年の改訂

の際に米国－ハンガリー租税条約においてLOB条項を導入したことか

ら，米国－ポーランド租税条約だけである。

米国においては，配当免税は条約ポリシーとはされていない。米国

は世界最大の資本輸入国であり，米国から海外の親会社に対して支払

われる配当に対しては，源泉地国としての課税権を確保したいとの政

策的要請に基づくものである。親子会社間の配当免税を規定した租税

条約は，日米租税条約を含め 5つ（米英条約，米豪条約，米墨条約，米蘭

条約）だけである。しかし，米国は，配当免税の場合だけでなく，広く

LOB条項を導入しているのである。

⑵　米国におけるトリーティ・ショッピングに対する国内法的措置
米国は，このような租税条約上のLOB条項以外にも，ⅰ 1993 年に

は，内国歳入法典 7701 条ｌ項によって，導管を利用した条約の濫用に

対抗するために，財務省長官に規則制定を委任したほか，ⅱ 1997 年に

は，LLC（limited liability company，有限責任会社）などのハイブリッド

事業体を利用した租税条約の濫用への対抗として，内国歳入法典 894

条 c 項を制定している（10）。

後者は，特にカナダの親会社が米国子会社へ融資するに当たり，米

国に設立したLLCを通じて行うとのスキームに対応するものであり，

米国において，LLCを透明体とみると，米加租税条約における利子に

ついての軽減税率が適用されるが，他方で，カナダでは，LLCを法人

としてみることから，LLCからの配当となり，カナダ国内法上益金不

算入となる。そうすると，カナダの親会社は，カナダで課税されない

のに，米加租税条約上の特典を受けることとなる。そこで，内国歳入

法典 894 条 c 項は，上記のような場合には，租税条約上の特典を受け

られないと規定している。

2 　OECDの LOB条項に対する立場

このようなLOB条項は，OECDモデル条約には規定がないが，
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2003 年に改正されたコメンタリー（ 1条パラ 20）において初めて言及さ

れ，現在に至っている。これは，前記OECDの導管報告書以来の

OECDにおける議論に基づくものである。

ここで注意しなければならないのは，上記コメンタリーは，米国の

1996 年モデル条約を参考にしていることである。しかし，米国は，前

記 1⑴のとおり，上記 1996 年モデル条約を改訂し，現在は，2006 年モ

デル条約となっていることである。

第 4　我が国におけるLOB条項の締結状況

1 　LOB条項の締結状況

我が国は，2012 年 7 月末現在，64 か国と 53 の租税条約を締結して

いる。締結している国と条約の数が違うのは，旧ソ連と締結した条約

がソ連崩壊後の旧ソ連諸国との間で継承されているためである。

これらの租税条約のうち，LOB条項を締結しているのは，現在，6

つであり，締結順に，①日米租税条約（2003 年改正）22 条，②日英租税

条約（2006 年改正）22 条，③日仏租税条約（2007 年改正（11））22 条の A，

④日豪租税条約（2008 年改正）23 条，⑤日瑞租税条約（2010 年改正）22

条の A，⑥日蘭租税条約（2010 年改正）21 条である。

日米租税条約は，LOB条項の要件として，①適格者基準（公開会社基

準，支配・課税ベース浸食基準），②能動的事業基準，③権限のある当局に

よる認定が規定しているが，派生的受益基準（derivative benefi ts provision）

は規定していない。日豪租税条約にも，派生的受益基準はない。

一方，我が国が欧州諸国と締結している租税条約には，いずれも派

生的受益基準があり，さらに，日瑞租税条約及び日蘭租税条約には，

それに加えて，多国籍企業集団本拠法人基準（headquarters company 

provision）がある。

上記 6か国と締結している現在のLOB条項のうち包括的LOB条項

は，日米租税条約だけであり，それ以外は，いずれも制限的LOB条項

である。
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以上，我が国がLOB条項を締結している 6つの租税条約の各要件や

トリーティ・ショッピングを阻止する効果をもつ他の条項を整理する

と，本論文末尾添付の一覧表のとおりとなる。

2 　我が国における LOB条項の締結方針

我が国は，2003 年の日米租税条約の改訂までは，利子・配当・使用

料といった投資所得に対する源泉徴収率を一定以上確保するという源

泉地国課税を重視してきた。しかし，2003 年の同条約の改訂を契機と

して，投資所得に対する源泉地国課税を放棄し，投資所得に対する源

泉税率の減免を行うことにより，国際的な経済活動（投資交流）を促進

するとの方針に転換した（12）。

我が国は，2003 年の日米租税条約の改訂の際には，包括的LOB条

項を導入した。その後，上記 1のとおり，我が国の締結した租税条約

には，包括的LOB条項はなく，いずれも制限的LOB条項である。こ

れは，「課税当局，源泉徴収義務者，納税者の手続き上の負担等をも考

慮しつつ条約の濫用防止の重点化・効率化を図る観点から，条約の濫

用の可能性が最も高い投資所得等の源泉地国免税の場合に特典条項の

適用を重点化するため」と説明されている（13）。

アジアでは，投資所得の源泉地免税の条約を米国や英国と締結して

いるのは，我が国だけである。そうすると，アジアのいずれかの国の

居住者が，日米租税や日英租税条約を利用して，トリーティ・ショッ

ピングをすることが懸念されている（14）。しかし，包括的LOB条項は，

後記第 5の 3のとおり，課税当局や源泉徴収義務者に過大な負担を課

すものであることから，現在，我が国においては，制限的LOB条項の

締結の方向に進んでいると考えられる。

第 5　我が国の視点でみたときのLOB条項の問題点

1 　問題の所在

LOB条項は，米国が包括的LOB条項の締結をするとの方針で臨ん

でいるところであるが，このようなLOB条項については，世界的にみ
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ると，有用であるとの議論もある反面，LOB条項は，主観的要件を排

除し，数値基準など客観的要件で構成されており，適用が厳しすぎる

のではないかなどの批判も多々あり，また，最近では，米国とEU諸

国との間で締結した租税条約におけるLOB条項がEU運営条約の保障

する開業の自由や資本移動の自由に反するのではないかなど様々な問

題点が生じている。

LOB条項を検討する上で，まず出発点となるのは，第 3の 1⑴で論

じたとおり，LOB条項は，米国発祥であり，そのため米国のモデル条

約やその説明書が重要で，LOB条項の各要件の趣旨などを検討する上

では，まずは，米国のモデル条約及びその説明書を参照すべきである

ということである。次に，重要なのは，LOB条項は，トリーティ・

ショッピングを阻止するためのものであり，第三国の居住者がいずれ

かの締約国に子会社を設立するなどの法人形態を利用しての条約の濫

用ということである。

そこで，LOB条項の問題点を検討するに当たっては，まずは，米国

と締結している条約における問題点を検討すべきであり，日米租税条

約のLOB条項を中心として，実体法上の問題点すなわち同条項の各要

件（適格者基準，能動的事業基準，権限ある当局による認定）における問題

点を検討することとする。次いで，日米租税条約のLOB条項を中心と

して，手続上の問題点やその他の問題点を検討することとする。

2 　実体法上の問題点

⑴　適格者基準
日米租税条約において，適格者は，①個人，②国又は公共団体，③

一定の基準を満たす公開会社とその関連会社，④公益団体，⑤年金基

金，⑥支配・課税ベース浸食基準を満たす法人とされている（同条約 22

条 1 項）。ここでは，特に上記③の公開会社基準と⑥支配・課税ベース

浸食基準について検討することとする。

ア　公開会社基準

法人が公開会社基準を満たすためには，①特定の公開会社であるか，
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又は，②公開会社の関連会社であることが必要である。

そもそもLOB条項の適用において，個人が適格者とされているのは，

LOB条項は，第三国の居住者が一方の締約国に法人を設立する形態に

より条約の濫用を阻止するものであり，一方の締約国の個人の場合に

は，このような場合に当たらないからである。また，公開会社が適格

者とされているのは，公開会社であれば，株主による監視等もあり，

上記のような条約を濫用するためのいわゆる導管会社として利用され

るおそれが少ないからである。

公開会社基準の①の特定の公開会社であるためには，同社が発行す

る主たる種類の株式及び不均一株式が，有価証券市場に上場・登録さ

れ，かつ，公認の有価証券市場において通常取引されるとの要件を満

たす必要がある（日米租税条約 22 条 1 項 c 号）。公開会社基準の②の公開

会社の関連会社とは，その各種類の株式の 50％以上が，上記①の特定

の公開社会によって直接又は間接に所有されている法人である。

適格者基準における問題の一つとして，いわゆるハイブリッド事業

体を租税条約上どのように扱うかの問題がある。例えば，下図の事例 1

とおり，日本に所在するS社が，米国の公開会社A社らを構成員とす

る米国のLLCであるBから出資を受け，配当したとする。そして，B

が，米国のチェック・ザ・ボックス規則を適用して，構成員課税を選

択したとする。

（事例 1） S社

配当

米国

日本

B（LLC）

構成員A社
　（公開会社）
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上記の場合，日米租税条約は，源泉地国において，ハイブリッド事

業体の所在地国の取扱いを受け容れるとしている（同条約4条6項 a,b号）。

これは，LLCなどの取扱いが不明確だと，日米双方の投資の阻害要因

となり得ることから，このような取扱いをすることとしたのである（15）。

そうすると，日本では，一般には，LLCは，法人として取り扱うこと

とされているが（16），米国で構成員課税がされるとすると，その取扱い

を受け容れ，Bを透明体とみることとなる。構成員のA社が上場会社

であり，適格者基準を満たすことから，S社のBに対する配当のうち

A社への支払について，LOB条項を満たすこととなる。このようなハ

イブリッド事業体の取扱いは，OECDのパートナーシップ報告書の考

え方とも一致するものであり，相当と考える。

イ　支配・課税ベース浸食基準

この基準は，一方の締約国の居住者であって，支配基準と課税ベー

ス浸食基準の両方を満たす法人である。我が国では，支配・課税ベー

ス浸食基準は，日米租税条約においてのみ締結されている要件である

（同条約 22 条 1 項 f 号）。この基準は，特に，前記第 2の 1で述べたト

リーティ・ショッピングの類型のうちの「飛び石型」に対し，有効な

基準である。

この基準は，米国の 1996 年モデル条約に基づいているが（同条約 22

条 2 項 f 号），米国の 2006 年モデル条約では，要件がより厳しくなって

いる（同条約 22 条 2 項 e 号）。具体的には，日米租税条約では，まず支配

基準では，間接支配の場合の中間者に特に限定がないの対し，2006 年

モデル租税条約では，中間者が居住者であることとの要件が付加され

ており，さらに，課税ベース浸食基準では，日米租税条約では，支払

の相手方が，単に，「いずれの締約国の居住者にも該当しない者」とさ

れているのに対し，2006 年モデル条約では，「個人又は公開会社等の適

格者に当たらず，いずれの締約国の居住者にも該当しない者」とされ

ている。これらは，いずれも支配・課税ベース浸食基準により実効性

をもたせるための修正と考えられる。米国が締結している現行の租税

11

三
三
四



租
税
条
約
に
お
け
る
Ｌ
Ｏ
Ｂ
条
項
の
意
義
と
問
題
点
（
今
村
）

（
五
〇
七
）

条約における支配・課税ベース浸食基準は，2006 年モデル租税条約に

基づくものが多く，セミナーLにおける議論も 2006 年モデル条約に基

づいて議論がなされた。

しかし，我が国の視点でみたときには，日米租税条約における支

配・課税ベース浸食基準が問題となることから，ここでは 1996 年モデ

ル租税条約に依拠する日米租税条約における基準についての問題点を

検討する。

ア　支配基準

支配基準は，当該法人の各種類の持分の 50％以上が，日米租税条約

22 条 1 項 a,b,c ⅰ，d又は eの各号に該当する適格者により直接又は間

接（directly or indirectly）に所有されているとの要件である。この支配

基準では，上記「間接所有」の意味が問題となる。

この「間接所有」は，租税条約の文脈で解釈するほかないが，同様

の表現が前記アの公開会社基準における「公開会社の子会社」の場合

に用いられている。すなわち，「公開会社の子会社」は，その株式の

50％以上が 5つ以下の相手国の居住者である公開会社により直接又は

間接（directly or indirectly）に所有されていることが要件となっている

（日米租税条約 22 条 1 項 c 号ⅱ）。このような，「公開会社の子会社」にお

ける「間接所有」と，支配基準における「間接所有」を同義に解する

かが問題となる。

我が国では，いずれの場合も，法人の株式等を中間者を介して居住

者が所有している場合を「間接所有」と考え，「50％以上の所有」の要

件を判定するに当たっては，中間者の株式等の所有割合に最終所有者

による中間者の株式等の所有割合を乗じた所有割合で計算している（17）。

しかし，次に挙げた事例 2（18）で，間接所有ということで支配基準を

満たすかが問題となる。
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（事例 2）

これは，日本の居住者であるS社が，米国の居住者である閉鎖会社

であるR社に利子等を支払った事例である。R社の株主構成は，①閉

鎖会社の米国法人A社が 60％，②第三国のX社が 40％であり，A社

の株主構成は，米国の居住者である個人Cが 60％，X社が 40％とする。

この事例 1の場合，間接所有における先の取扱いによると，R社は，

適格者である米国の個人Cにより間接に所有されているが，その割合

は，60％×60％＝36％にすぎず，支配基準を満たさないこととなる（19）。

他方，米国の締結しているフランスやカナダとの租税条約では，

「...is not owned, directly or indirectly, by persons other than qualifying 

persons」というように中間者が適格者でない者によって 50％以上株式

等を所有されていないことと規定されている（20）。このような条約の規

定だと，上記事例の場合，R社は，50％以上の株式を所有する中間者

A社が適格者である個人Cによって 60％所有されており，適格者でな

い者によって 50％以上所有されていないのであるから，R社は支配基

準を満たすと考えられる（21）。上記事例では，R社の過半数を占める中

間者A社が適格者である個人により支配されているのであり，いわゆ

る導管会社として使われるおそれは少ない。米国の 1996 年モデル条約

の説明書によると，そもそもLOB条項の各要件は，当該居住地国にお

ける法人形態が真の事業目的（a real business purpose）を有しているか，

あるいは，当該法人形態が当該居住地国に十分な事実的な結付き

（a suffi  cient factual nexus）を有しているかを根拠としているのであり（22），

支配基準は，後者を根拠としていると考えられる。そうすると，R社

S社

R社 X社
（閉鎖会社）

米国

日本

第三国
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の過半数を占める中間者が適格者でない者により支配されていなけれ

ばそれで十分であり，支配基準を満たすと考えるのが合理的である。

一方，公開会社の関連会社か否かの判定に当たっては，実質的に公

開会社によって支配されているとの理由で，公開会社に準じさせるの

であるから，「間接所有」は，上記取扱いで合理的である。しかし，支

配基準の場合には，そこまで要求する必要はなく，当該居住者の過半

数を占める中間者が適格者でない者によって支配されていなければそ

れで十分であり，R社における適格者である公開会社の占める最終的

所有割合で計算するのが合理的と考える。

これに対し，セミナーLにおいて，バーマン教授から，あくまでも，

上記事例の場合も，R社における適格者の占める最終的所有割合で計

算すべきであるとする反論がなされた。確かに，米国のモデル租税条

約上は，公開会社の関連会社の間接所有と支配基準の間接所有とは同

一の文言が使われていることから，同一に解さざるを得ないが，支配

基準の場合にそこまで厳しい要件を課す必要があるかは疑問である。

我が国の日米租税条約では，文言上，先の取扱いのように形式的に

適格者の占める最終的所有割合で判定するしかないと考えるほかない

が，問題点として指摘することとする。

イ　浸食基準

浸食基準は，第三国の居住者に直接又は間接（directly or indirectly）

に支払われた「課税所得の計算上控除することのできる支出

（payment）」が 50％未満であるとの要件である。この浸食基準で問題と

なるのは，「間接支払」と「課税所得の計算上控除することのできる支

出」である。

ａ）間接支払

まず，「間接支払」についてであるが，前記イ柱書のとおり，日米租

税条約は，「いずれの締約国の居住者にも該当しない者」とし，第三国

の居住者に対する支払のみを浸食基準の対象としているのに対し，米

国の 2006 年モデル条約は，「同条約の 2項 a,b,c ⅰ又は dの各号に当た
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らず，いずれの締約国の居住者にも該当しない者」としている（同条約

22 条 2 項 e 号ⅱ）。すなわち，2006 年モデル条約によると，浸食基準の

対象となる支払は，①第三国の居住者に対する支払のほか，②締約国

の居住者ではあるが，a,b,c ⅰ又は dの各号に当たらない非適格者に対

する支払，③締約国の居住者ではあるが，cⅱの公開会社の関連会社，

e号の支配・課税ベース浸食基準を満たす者及び能動的事業基準を満た

す者に対する支払も含まれることとなる。日米租税条約が基づいた米

国の 1996 年モデル条約は，第三国の居住者のみを対象としており，前

記OECDのコメンタリー（ 1条パラ 20）も同様である。

セミナーLでは，米国の 2006 年モデル条約に基づき，間接支払につ

いての議論がなされ，同セミナーのパネリストの一人であるクルーグマ

ン博士から，下図の事例 3のとおり，R1社（締約国の居住者）→ R2 社

（同）→X社（第三国の居住者）への支払において，R2社からX社へ配

当として支払われた場合やR1社から R2 社へ配当と支払われた場合も

間接支払に含まれるとするかが明確でないとの問題提起がなされた（23）。

（事例 3）

2006 年モデル条約は，前記のとおり，浸食基準の支払いの対象者が

第三国の居住者に限定されていないことから，R2が締約国の居住者で

あっても，公開会社等でない限り，R1から R2 への直接支払の問題と

なり，間接支払の問題とはならない。しかし，日米租税条約において

は，クルーグマン博士の指摘した上記問題点は，間接支払の問題点と

S社 第三国

R国

S国

R1社 R2 社 Ｘ社

15

三
三
〇



租
税
条
約
に
お
け
る
Ｌ
Ｏ
Ｂ
条
項
の
意
義
と
問
題
点
（
今
村
）

（
五
〇
三
）

して生じる。クルーグマン博士の指摘する「配当による支払」の場合

も，トリーティ・ショッピングのおそれという点では同じであり，ク

ルーグマン博士の指摘する場合も間接支払に含めて考えるほかない。

そうすると，間接支払に当たるか否かは，利子の支払いといった単純

な形での支払のほか，「配当による支払」も含むこととなり，その認定

は非常に難しくなる。

そもそも米国の 1996 年モデル条約説明書によると，LOB条項は，

第 1段階で，国内法上の substance-over-form ドクトリンなどを適用し

て，その実質に基づき受益者を決定し，第 2段階で，このように決定

された受益者がLOB条項の要件を満たすか否かを決定するとされてい

る（24）。すなわち，ここで検討している間接支払に当たるか否かは，R1

社→ R2 社→ X社への支払を経済実質で判断することを前提としてい

ると考えられる。そこで，このような国内法的なルールがない国にお

いて，間接支払をどのようにして認定するかの問題が生じる。

この点，経済実質主義を採用していないカナダでも同様の問題が議

論されている。カナダは，2007 年の米国との議定書で，包括的LOB

条項を導入した。カナダは，一般否認規定である所得税法 245 条がト

リーティ・ショッピングにも適用できるとの立場であり，包括的LOB

条項を導入したのは，カナダにおいてはこの議定書が初めてであり，

様々な議論がなされている（25）。カナダ国税庁は，2010 年の文書で，こ

の「間接支払」について，カナダ所得税法の類似の規定と同様の方法で

解釈されるとして，受領者であるR1社への支払と中間者であるR2社

への支払とが「十分な関連（a suffi  cient link）」がある場合であり，その

ような関連があるか否かは事実と状況により判断されるとしている（26）。

我が国では，この間接支払についての十分な議論はないが，非常に

難しい事実認定を要する問題であり，問題点の一つとして指摘する。

ｂ）課税所得の計算上控除することのできる支出

次に，「課税所得の計算上控除することのできる支出」が 50％未満の

場合は，浸食基準に該当しないこととなる。そこで，この「支出」に
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当たるか否かが問題となる。

日米租税条約における米国の説明書では，①事業の通常の方法にお

いて行われる役務提供又は有体財産に係る支払で独立企業間価格によ

るもの，②商業銀行に対する金融上の債務に係る支払は，これに当た

らないとされている（27）。日本でも同様に考えるものと思われる。

⑵　能動的事業基準
日米租税条約において，能動的事業基準は，いずれかの締約国の居

住者が，①その居住地国において営業又は事業の活動に従事している

こと（in the active conduct of a trade or business），②当該所得が，当該営

業又は事業の活動（投資活動を除く。）に関連（in connection with）して又

は付随して（incidental to）取得されるものであること，③当該居住者が

居住地国で行う営業又は事業活動が，当該居住者又は関係者が源泉地

国で行う営業又は事業活動との関係において実質的（substantial）であ

ることとの要件であり，これらの要件をすべて満たす場合には，条約

の特典が適用されるのである（同条約 22 条 2 項 a,b 号）。

能動的事業基準は，我が国の締結しているLOB条項を有しているす

べての条約に共通に規定されている要件である。

ア　事業要件

前記①の事業要件は，我が国では特に定義はないが，米国では，内

国歳入法典 367 条 a 項に規定されており，「独立した経済主体が営利目

的のために行う特定の組織化された活動」をいうとされているが（28），

我が国では特に定義がなく，純粋持株会社がこれに当たるかが問題と

なる。

この点，日米租税条約の議定書 12 によると，組合（partnership）が

営業又は事業の活動を行っている場合又は 50％以上の株式等を所有す

る関連者等が営業又は事業の活動を行う場合には，その組合員

（partner）又は所有者が行っているとみなすとしている。なお，関連者

の事業をその株主等が行っているとみなすとのルールは，米国の 2006

年モデル条約においては，本文に規定されている（同条約 22 条 3 項 c 号）。
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例えば，下図の事例 4のとおり，日本に所在するR社が，非上場の

純粋持株会社であり，A社及びS社ともにR社の 100％子会社であり，

S社はA社の製造した商品を販売しているとする（29）。この場合，純粋

持株会社R社がLOB特典を受けるかが問題となる。

（事例 4）

上記事例の場合，日米租税条約の議定書 12 によると，A社の事業活

動は，R社の事業活動とみなされ，R社が事業を営んでいることとなり，

A社と S社の事業が関連している。さらに，上記事例の場合，R社が

日本で行う活動とS社が米国で行う活動の関係が実質的なものであれ

ば，上記配当について，米国の源泉税が免税となる。

このように持株会社の子会社等の事業活動を持株会社の事業活動と

みなすというのは，経済実質をみていると考えられるが，元々，能動

的事業基準が当該法人を居住地国に設立することの経済合理性を問題

としているのであるから，このような拡張は合理的である。

もっとも，クルーグマン博士は，上記取扱いは，後記関連性要件と

組み合わせると，R社及び S社共に事業活動を営んでいない場合でも

適用されることとなるとする（30）。すなわち，R社が S社から配当を受

けている場合に，R社及び S社共に事業活動を営んでおらず，S社が

子会社B社に販売業をさせているとすると，A社とB社が関連性を有

すれば，能動的事業基準を満たすこととなると指摘する。確かに，こ

のような場合にまで，能動的事業基準が適用されるとするのは疑問も

あるが，経済実質的にみて，R社及び S社共に事業を営んでいるとみ

R社

米

日
配当 A社（製造）

S社（販売）
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れる以上は，上記事例の場合も，能動的事業基準を満たすと考えざる

を得ない。

イ　関連性要件，付随性要件

前記②のうちの関連性要件は，所得の源泉地国における所得稼得活

動が，所得を取得する居住者の居住地国における事業活動と一体であ

る場合，又は，補足的である場合には，その所得は営業又は事業に関

連して取得されたことになる。具体的には，2つの事業活動が，同じ製

品又は同種の製品あるいはサービスに関する設計，製造あるいは販売

を行っている場合には，これらの 2つの活動は一体である（31）。また，

上記補足的とは，2つの事業活動が同じ製品又は同種の製品又はサービ

スに関連して行われる必要はないが，同じ業種に属し，かつ，一方の

活動の成否が他方の活動の成否に影響を与えている必要がある（32）。

他方，前記②のうちの付随性要件は，当該所得が他方の国における

事業活動を促進（facilitate）する場合には，この所得は，他方の国の事

業活動に付随して取得されたこととなり，例えば，居住地国の者が源

泉地国の者により発行される有価証券に対し運転資金を一時的に投資

する場合には，この投資所得は，源泉地国の者の事業に付随して取得

されたということになる（33）。

ウ　実質性要件

日米租税条約における米国の説明書によると，最後の実質要件は，

「ある法人の居住地国においてごく些細な事業活動（すなわち，当該会社

の事業全体に対して経済的コスト若しくは効果がほとんどないような活動）に

従事することによって当該法人が特典を享受する，というごく限られ

たトリーティ・ショッピングによる濫用のケースを排除することを意

図している。」とされている（34）。

しかし，この「実質的なものであること」との要件は曖昧であり，

その判断が難しいとの問題がある。

⑶　権限のある当局による認定
日米租税条約において，権限のある当局による認定とは，一方の締
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約国の居住者が，前記適格者基準及び能動的事業活動基準のいずれを

満たさない場合であっても，権限のある当局において，当該居住者の

設立，取得又は維持及びその業務の遂行が当該条約の特典を受けるこ

とをその主たる目的（principal purposes）の一つとするものでないと認

定するときは，当該条約の特典を受けるとするものである（同条約 22

条 4 項）。このような権限ある当局の認定は，我が国がLOB条項を締

結しているすべての租税条約に共通の要件である。

この権限ある当局による認定は，LOB条項が客観的要件によってそ

の適用を厳しく制限していることから，セーフ・ハーバーとして，同

条項の要件を満たさない場合でも，権限ある当局の認定によって同条

項の特典を与えようとする規定である。この規定があることにより，

LOB条項の欠点をカバーすることができるのである。その意味で重要

な規定である。

具体的な適用としては，前記⑴及び⑵のとおり，LOB条項の適格者

基準や能動的事業活動基準には，客観的要件として数値基準が定めら

れているが，このような数値基準を若干満たさないものの，全体とし

てみると，いずれかの締約国の子会社の設立に事業目的がある場合が

考えられる。

この権限ある当局の認定については，2006 年の米国モデル租税条約

とOECDのモデル租税条約コメンタリーで表現が異なっている。すな

わち，米国のモデル租税条約では，“may”と表現され，当該居住者の設

立，取得又は維持及びその業務の遂行が当該条約の特典を受けること

をその主たる目的の一つとするものでないと認められる場合にも，課

税当局が認定するかしないかに当たって裁量があるとの表現になって

いる（同条約 22 条 4 項）。一方，OECDのモデル租税条約コメンタリー

では，“shall”と表現され（同コメンタリー 1条パラ 20），課税当局にはこ

のような裁量がないとの表現になっている。

これに対し，我が国の締結している租税条約は，日米租税条約を含

め（同条約 22 条 4 項），いずれも “shall”との表現がなされている。我が
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国では，日米租税条約の 2003 年改正の際に，日本側の要望でこのよう

に規定されたものと考えられる。

権限ある当局による認定は，上記で述べたとおり，セーフ・ハー

バーであり，当該居住者の設立，取得又は維持及びその業務の遂行が

当該条約の特典を受けることをその主たる目的の一つとするものでな

いと認められる場合に認定するかしないかのいわゆる効果裁量を認め

るのは，不合理であり，我が国の立場は，相当と考える。

⑷　派生的受益基準
派生的受益基準は，日英租税条約の例でいうと，締約国の居住者で

ない第三国の居住者であっても，源泉地国と第三国との間で租税条約

が締結されるなどの同等受益者（equivalent benefi ciary）が，75％以上の

株式を直接又は間接に所有するとの要件（支配基準）を満たす場合には，

当該条約の特典を受けられるとするものである（同条約 22 条 3 項）。

ここで同等受益者とは，条約の特典を濫用する可能性がないと考え

られる第三国の居住者のことをいい，①源泉地国と第三国との間の租

税条約が実効的な情報交換に関する規定を有する場合で，②第三国の

居住者が，源泉地国と第三国との間の租税条約の適用上，適格者に該

当する場合（当該租税条約に適格者基準がなければ日英条約の適格者基準によ

り判断）で，③源泉地国と第三国との間の租税条約の税率が，日英条約

に規定する税率よりも低い（at least as low as）場合をいう（日英条約 22

条 7 項 e 号）。

日米租税条約には，派生的受益基準は規定されていない。派生的受

益基準は，米国の 2006 年モデル租税条約 22 条にも規定のない要件で

ある。しかし，米国も，EU諸国との租税条約では，このような要件を

規定している。我が国も，前記第 4の 1のとおり，英国，フランス，

オランダ及びスイスとの間ではこの派生的受益基準を規定している。

これは，後記EC条約（現行・EU運営条約）と保障するEU域内での開

業の自由に抵触しないようにするため設けられた基準である。

派生的受益基準においては，同等受益者の要件のうちの③の要件が
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問題となる。例えば，下図の事例 5とおり，S国と R国間の SR条約

において，配当所得が源泉地国免税とされ，また，LOB条項で派生的

受益基準が規定されているとする。この場合，同等受益者の①及び②

の要件を満たすX社が，R国に子会社R社を設立して，S国の S社か

らR社を介して配当を受け取ったとする。この場合，R国とX国間の

RX条約では，配当についての 10％の源泉税が課税されるとすると，

同等受益者の上記③の要件を形式的に適用すると，同要件を満たさな

いこととなり，R社は，SR条約の源泉地国免税を受けることができな

くなり，例えば，S国から 20％の源泉税を課税されることとなる（35）。

すなわち，我が国の場合，派生的受益基準の適用を受けることができ

るのは，源泉地国免税を規定している国が第三国の場合だけであり，

EU諸国のうち源泉地国免税を規定していない国が第三国の場合には，

適用されないこととなる。

（事例 5）

しかし，これは，不合理であり，上記の例でいうと，R社は，RX条

約で規定されている 10％の軽減税率の適用を受けるとすべきである（36）。

米英租税条約の説明書では，そのような取扱いを認めており（37），我が

国でも参考にすべきである。

3 　手続上の問題点

我が国の締結している租税条約において，LOB条項の適用を受ける

ための共通の手続は，租税条約実施特例法（以下「条約実施特例法」とい

S社 Ｘ国

R国

S国

R社
10％

Ｘ社
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う。）で定められている。我が国では，租税条約は，基本的には，直接

適用可能と考えられている。しかし，限度税率の定めなどは，例えば，

租税条約においては，「 5％を超えない」というように限度を規定して

いるのにとどめている場合もあり，このような場合には，条約の定め

だけでは税率が決まらないこととなる。そこで，このような場合を補

完するものとして，条約実施特例法が制定されているが，LOB条項の

適用のための手続については，国内法に委ねられており，このような

手続も条約実施特例法で定められているのである。

比較法的にみると，LOB条項の適用の手続については，ⅰ我が国の

ように源泉徴収の段階で初めから租税条約上の源泉地免税又は軽減を

する国（源泉徴収型）と，ⅱ国内法に定められた高い税率でいったん徴

収した上で還付するという国（還付型）とがある（38）。どちらの方法に

よるかは，国際的な慣行はなく，国においてバラバラとなっている（39）。

条約実施特例法によると，源泉徴収の対象となる国内源泉所得の支

払いを受ける非居住者等が，日本において源泉徴収される所得税につ

いて，租税条約に基づき軽減又は免除を受けようとする場合には，国

税庁長官の認定を受けることによりこれが可能となり（同法 6条の 2第

1項），その場合には，支払を受ける都度，最初に支払を受ける日の前

日までに，支払者を通じて，①租税条約に関する届出書，②特典条項

に関する付表，③居住証明書を提出する必要があるとされている（条約

実施特例省令 2条～ 2条の 5，9条の 5～ 9条の 9）。

もっとも，納税者は，支払後であっても，還付請求をすることがで

きる（実施省令 2条 8項）。これは，2008 年の省令の改正で規定された手

続である（40）。

上記のとおり，LOB条項の適用を受けるためには，特典条項の付表

を提出しなければならない。この付表に記載されたLOB条項の適用を

受けるために必要な事項については，適宜，説明資料の提出を求めら

れることとなる。

そのような場合，所得の受領者が提出した説明資料が虚偽の内容で

23

三
二
二



租
税
条
約
に
お
け
る
Ｌ
Ｏ
Ｂ
条
項
の
意
義
と
問
題
点
（
今
村
）

（
四
九
五
）

あった場合，源泉徴収義務者は，源泉徴収義務を免れることはできず，

その分の納税を余儀なくされることとなる。これに対し，米国では，

このような場合，支払者は，源泉徴収義務を免れることができるよう

あり，ここに我が国における包括的LOB条項適用の問題点の一つがあ

る。我が国における立法論としては，上記のような場合には，源泉徴

収義務者の免責条項を立法することも検討されるべきであろう。

4 　その他の問題点

⑴　EU運営条約との抵触
我が国が締結しているEU諸国との租税条約においては，LOB条項

を含む租税条約がEU運営条約が保障する開業の自由に反しないかが

問題となる（41）。

この点，2006 年のクラスⅣアクト集団訴訟事件欧州司法裁判所判

決（42）において，英独租税条約におけるLOB条項がEC条約（EU運営

条約の前身）の保障する開業の自由等に反するものではないかが問題と

なった。この事件の事案は，次のとおりである。

（事案）

英国居住者であるS社が，下図のとおり，英国居住者であるA社

に配当を支払う場合には，A社は，配当控除を受けることができる。

これに対し，S社がドイツ居住者たるB社に配当を支払ったときに

は，英国税法では，英国で配当が課税に服していないときには，B

社には配当控除を与えていない。また，英独租税条約も，LOB条項

の適用によって，B社に配当控除を認めていないが，一方で英蘭租

税条約ではこのような場合配当控除を認めている。

まず，論点 1として，英国税法が，EC条約 43 条の開業の自由や

同 56 条の資本移動の自由に反しないかが問題となる。また，論点 2

として，英独租税条約が，LOB条項に基づき，このような特典を与

えていないことが，EC条約 43 条や 58 条違反とならないかが問題と

なる。
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・国内法

英国の内国法人S社が英国居住者たる法人A社に配当を支払っ

た場合には，A社は，配当控除を受けることができる。これに

対し，S社がドイツ居住者たる法人B社に配当を支払ったとき

には，英国で配当が課税に服していないときには，英国はB社

に配当控除を与えていない。

・英独条約

B社に配当控除を認めていない。

（判旨）

上記欧州司法裁判所判決は，まず，論点 1について，「EC条約 43

条や 56 条は，加盟国が，当該国の居住法人によって配当されるに当

たり，他国に居住法人が当該国でその配当が課税に服さず配当控除

を認められていないときに，配当する法人の配当に対する法人税の

一部に相当する税額控除を認めることを妨げてはいない。」（パラ 74）

として，英国税法がEC条約に反しないとし，また，論点2について，

「居住者から受け取った配当について非居住の法人に配当控除を認め

るかは，英国の締結した沢山の二国間租税条約に規定されており，

そのような条約の残りの部分から分離することはできず，二国間租

税条約の不可分の一部（an integral part）であり，全体のバランスに

寄与するものである。」（パラ 88）とし，「EC条約 43 条や 56 条は，

加盟国が，第 1の国の居住法人からの配当を受け取るときに第 2の

国の居住法人に対し，第 2の国と締結した租税条約で認められてい

る税額控除を第 3の国と締結した租税条約に拡張しないとの状況を

S社A社
英国
ドイツ

配当

配当

B社
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妨げない。」（パラ 94）として，英独租税条約もEC条約に違反しない

とした。

LOB条項は，EU運営条約で保障されているEU域内での開業の自

由を制限するものである。しかし，LOB条項は，トリーティ・ショッ

ピングという租税条約の濫用を防止するものであり，このような制限

も正当化される。しかし，問題は，比例原則に反しないかであり，こ

の点は，上記欧州司法裁判所の判決に対しては，EU諸国の諸家から批

判があるところである。殊に，2002 年のオープン・スカイ事件欧州司

法裁判所判決（43）が，二国間航空協定の国籍条項を開業の自由に反する

と判断したのと矛盾すると批判されている（44）。また，LOB条項は，客

観的要件だけであり，主観的要件がないことから，濫用的行為（abusive 

practice）に当たらないものまで，その対象とする可能性があり，EU

運営条約違反となる可能性もある。

我が国は，EU諸国との租税条約においてLOB条項を導入する場合

には，EU諸国の要望を容れて，前記 2⑷の派生的受益基準を規定して

いる。しかし，これだけで解決されていると言い切れるかは，まだ不

明である。これは，EU固有の問題であるが，我が国においても，

LOB条項がトリーティ・ショッピングの否認規定として広すぎないか

を考える上で参考となろう。

⑵　三角状況
米国の締結しているLOB条項の状況は，前記第 3の 1⑴のとおりで

あるが，米国は，LOB条項の締結に当たり，三角状況（triangular 

situation）への対応を問題とし，議定書などで相手国と合意している。

三角状況というのは，1992 年の OECDの三角ケース報告書（45）で検

討された問題であるが，LOB条項に当てはめると，次図の事例 6とお

り，R国の居住者であるR社が，源泉地国S国の S社から配当等を受

け取りに当たり，軽課税国である第三国にR社の恒久的施設

（permanent establishment，以下「PE」という。）を設置し，この恒久的施

設を介して受け取ることにより，R国の課税を免れるとともに，LOB
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条項の適用を受けることである。この事例の場合，R国は，国外所得

について所得免除方式を採っていることが前提となっている。

（事例 6）

具体的には，米蘭租税条約（2004 年）で問題となり，米国とオランダ

の租税条約の適用に当たり，LOB条項の適格者であるR社が，軽課税

国（例えば，スイス。）に PEを設置し，このPEに S社の株式を保有さ

せて，S社から配当を受け取ると，米蘭租税条約の適用上，S社に対

する米国源泉税が免除となるが，PEは，軽課税国のために無税であり，

また，オランダではPEに帰属する所得であるため課税されない。結

局，R社は，S社から非課税で配当を実質的に受け取れることとなる。

しかし，米国は，居住地国で課税されない場合には，LOB条項の適

格者ではないとの考え方に基づき，議定書で，LOB条項の適格者から

外し，このようなPEに対する支払に米国源泉税を課すこととしてい

るのである。このような米国の考えは，いわゆる課税対象アプローチ

（subject-to-tax approach）を前提としていると考えられる。

一方，我が国は，全世界所得課税を採っていることから，このよう

な三角状況の問題は生じないと考えられる。報告者は，このような三

角状況がトリーティ・ショッピングであり，SR条約の濫用であるかを

検討すべきと考える。R社は，第三国の居住者ではなく，前記第 2の 1

R国
（オランダ）

R社
（適格者）

S国
（米）
第三国

配当

PE

S社
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の意味でのトリーティ・ショッピングには当たらない。また，R社が

PEに帰属する所得を課税対象としていないのは，R国が国外所得免除

方式を採っているからであり，国外所得免除方式の濫用に当たるか否

かの問題であり，租税条約の濫用の問題ではないと考える。

⑶　租税条約上の他の条項との関係
日本が締結している租税条約において，末尾添付の一覧表のとおり，

租税条約上の特典を受けるための要件としては，支払時に支払者が源

泉徴収するか否かが問題となるLOB条項のほかに，支払後に問題とな

る受益者条項（benefi cial ownership clase）があり，受益者に当たらない

場合の例示として，導管防止取引条項（conduit provision）がある。さら

に，目的型濫用防止条項（main porpose provision）がある。

上記導管取引条項（日米租税条約 10 条 11 項等）は，米国の 7701 条 1

項の委任により制定されている財務省規則よりもその範囲は狭いが，

日本では，国内法で導管の場合にこれを否認する規定がないため，

2003 年の日米租税条約の改正の際に，日本側の要請で入れられたもの

で（46），その後他の条約にも入れられているものである。

目的型濫用防止条項は，国税がこのような目的を立証することが必

要となり，その点で適用が容易ではない。日米租税条約の 2003 年の改

定の際に，この規定を導入するかが問題となったものの，国税側の立

証が困難であるとして見送られたのである。しかし，その後この目的

型濫用防止規定の有用性が見直され，2006 年の日英租税条約の改定の

際には，導入されたのである。

LOB条項とこれらの条項との関係が問題となるが，上記のとおり，

LOB条項は支払時に問題となるのに対し，受益者条項，導管取引条項

や目的型濫用防止条項は支払後に問題となるのであり，それぞれ適用

場面が異なっている。これまで論じてきたとおり，LOB条項は，租税

条約におけるトリーティ・ショッピングの一般的否認規定であり，実

効性も高く，非常に有用な条項である。一方，受益者条項，導管取引

条項や目的型濫用防止条項は，トリーティ・ショッピングだけを対象
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としているものではなく，立証や適用も容易ではなく，租税条約上は，

あくまでもLOB条項を補完するものとして考えるべきであろう。

第 6　結び

以上，LOB条項の問題点を検討したが，LOB条項は，トリーティ・

ショッピングを防止する条項として，租税条約上非常に重要な機能を

果たしているが，LOB条項の問題は奥が深く，第 5で検討したとおり，

様々な問題点もあり，非常に難しい問題である。我が国の租税条約は，

LOB条項のほかにも受益者条項（導管防止条項），目的型濫用防止規定

など規定されており，これらを総合的に使って，トリーティ・ショッ

ピングを防止しようとしていると考えられる。

我が国は，日米租税条約では，包括的LOB条項を採用したが，我が

国の源泉徴収制度においては，支払者に過大な負担を課すなどの問題

点もあり，必ずしも包括的LOB条項の締結にこだわる必要はなく，相

手国との交渉で，制限的LOB条項を締結するとの選択肢も十分あり得

ると考える。

（我が国がLOB条項を締結している租税条約の一覧表）

条約
（LOB条項）

LOB条項の要件（支払時） その他の要件（支払後）

日米 22 条 ・対象所得
全所得（源泉地国免税だけでなく，
軽減の場合も対象となる。）
・適用要件
①適格者基準（公開会社基準，支
配・課税ベース浸食基準）

or ②能動的事業基準
or ③権限のある当局による認定

・受益者条項（導管取引防止
条項）があり，事後的に同
条項により否認される可能
性がある。

日英 22 条 ・対象所得
事業所得，配当免税（50%以上所
有），利子免税，使用料，譲渡所得，
その他の所得
・適用要件
①適格者基準（公開会社基準）

・受益者条項（導管取引防止
条項）があり，事後的に否
認される可能性がある。な
お，同条項は，軽減の場合
も対象となる。
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or ② 派 生 的 受 益 基 準（derivative 
benefi ts provision）

or ③能動的事業基準
or ④権限のある当局による認定

・目的型濫用防止規定（配当，
利子，使用料，その他の所
得）もある。

日仏 22 条の A ・対象所得
事業所得，配当免税（15%以上所
有），利子免税，使用料，譲渡所得，
その他の所得
・適用要件
①適格者基準（公開会社基準）
or ②派生的受益基準
or ③能動的事業基準
or ④権限のある当局による認定
（competent authority relief）

・受益者条項（導管取引防止
条項）があり，事後的に否
認される可能性がある。な
お，同条項は，軽減の場合
も対象となる。
・目的型濫用防止規定（配当，
利子，使用料，その他の所
得）もある。

日豪 23 条 ・対象所得
事業所得，配当免税（80%以上所
有），利子免税，譲渡所得
・適用要件
①適格者基準（公開会社基準，支
配基準）

or ②能動的事業基準
or ③権限のある当局による認定

・受益者条項（導管取引防止
条項）があり，事後的に否
認される可能性がある。な
お，同条項は，軽減の場合
も対象となる。
・目的型濫用防止規定（配当，
利子，使用料）もある。
・オーストラリア国内の一般
否認規定の適用の可能性が
ある（23 条 7 項）。

日瑞 22 条の A ・対象所得
配当免税，利子免税，使用料，譲
渡所得（一部のみ），その他の所得

・適用要件
①適格者基準（公開会社基準，支
配基準）

or ②派生的受益基準
or ③能動的事業基準
or ④多国籍企業集団本拠法人基準
(headquaters company provision)
or ⑤権限のある当局による認定

・受益者条項（導管取引防止
条項）があり，事後的に同
条項により否認される可能
性がある。
・目的型濫用防止規定（条約
全体）もある（議定書 1）。

日蘭 21 条 ・対象所得
配当免税，利子免税，使用料，譲
渡所得，その他の所得
・適用要件
①適格者基準（公開会社基準，支
配基準）

or ②派生的受益基準
or ③能動的事業基準
or ④多国籍企業集団本拠法人基準
or ⑤権限のある当局による認定

・受益者条項（導管取引防止
条項）があり，事後的に同
条項により否認される可能
性がある。
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上記の表に「or」と表記したとおり，LOB条項の要件は，いずれも

選択的であり，例えば，日米租税条約 222 条においては，適格者基準

を満たせばLOB条項に基づき特典を享受することができ，適格者基準

を満たさなくても，能動的事業基準を満たせばLOB条項に基づき特典

を享受することができることとなる。

（ 1） 拙稿「租税条約における benefi cial owner の定義とその範囲」村井正
先生喜寿記念論文集（清文社，平成 24 年）343 頁。

（ 2） このセミナーの議長は，ソルボンヌ大学のDaniel Gutmann 教授（フ
ランス）で，パネリストは，筆者を含め，Daniel M. Berman ボストン大学
非常勤教授（アメリカ），Gideon Klugman 博士（イスラエル），Alexander 
Rust ルクセンブルク大学教授（ルクセンブルク）及びRaphael Gani ロー
ザンヌ大学講師（スイス）の 5名である。

（ 3） Daniel Gutmann et al., “Limitation on Benefi ts Articles in Income Tax 
Treaties: the Current State of Play”, Intertax vol.41 issue 6&7 p.395
（Kluwer Law）.
（ 4 ） US Model Tecnical Explanation （1996）, “Purpose of Limitation on 
Benifi ts Provisions”. 

（ 5 ） OECD, “Double taxation conventions and the use of coduit companies” 
adopted on 27 November 1986.

（ 6 ） 例えば，メキシコの会社が我が国に投資するに当たり米国に子会社を
設立するとの例が考えられ，この場合，メキシコの会社が直接我が国に投
資すると，日墨租税条約では，原則として 15％の源泉税が課税されるが
（同条約 11 条 2 項 b号），米国子会社を介することにより，米墨租税条約
においても，源泉地国免税とされていることから，源泉税を免れることが
可能となる。

（ 7） Christioan Panayi, Double Taxation,Tax Treaties,Treaty Shopping 
and the European Community, （Kluwer Law 2007）, p.74-89.

（ 8 ） このスキームの詳細については，青山慶二「トリーティショッピング
の歴史の再検討と最近の課題について」ファイナンシャル・レビュー2006
年 6 月号 119 頁を参照されたい。

（ 9） Daniel M. Berman and John L.Hynes, “Limitation on Benefi ts Clauses 
in U.S.Income Tax Treaties”, Tax Management International Journal Dec 
8,2000 p.692.

（10） 詳細は，本田光宏「ハイブリッド事業体と国際的租税回避について」
ファイナンシャル・レビュー 2006 年 6 月号 101 頁を参照されたい。

（11） 1995 年改訂の旧日仏租税条約は，一定の親子会社間の配当について
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源泉地国免税とする規定を新設したのに伴い，配当所得に限定したもので
あったが，我が国で初めてLOB条項を導入したが，上記のとおり，2007
年に日仏条約が改訂され，現在のLOB条項となっている。

（12） 浅川雅嗣『改訂日本租税条約』（大蔵財務協会，平成 17 年）7頁。
（13） 『租税条約の解説・日英租税条約』（日本租税研究協会，平成 21 年）
38 頁。

（14） 青山・前掲ファイナンシャル・レビュー 2006 年 6 月号 131 頁以下。
（15） 浅川・前掲改訂日本租税条約 56 頁。
（16） 東京高裁平成 19 年 10 月 10 日判決（訟月 54 巻 10 号 2516 頁）参照。
（17） 日米租税条約の「特典条項に関する付表」参照。
（18） Felix Alberto Vega Borrego, Limitation on Benefits Clauses in 
Double Taxation Conventiosn, （Kluwer Law 2006）, p.153 の事例と全く同
じではないが，そこで挙げられている事例を参考にした。

（19） 本文のイ柱書で述べているとおり，日米租税条約では，中間者A社は，
米国法人である必要はないが，米国 2006 年モデル租税条約では，一方の
締約国の居住者であることが必要とされており，この事例は，中間者A社
を米国法人としていることから，米国 2006 年モデル租税条約でも当ては
まる議論である。

（20） 米 仏 租 税 条 約 30 条 1 項 d号 ⒤ は，“if 50 percent or more of the 
benefi cial interest in such person （or,in the case of a company, 50 percent 
or more than the vote and value of the company’s shares） is not owned, 
directly or indirectly, by persons that are not qualifi ed persons”（下線筆
者）と規定し，米加租税条約 29 条 A 2 項ｅ号ⅱは，「a trust,50 per cent 
or more of the benefi cial intereat in which and 50 per cent or more of each 
disproportionate interest in which,is not owned, directly or indirectly, by 
persons other than qualifying persons.」（下線筆者）と規定している。

（21） Borrego,op.cit.p.153.
（22） US Model Tecnical Explanation （1996）, “Purpose of Limitation on 
Benifi ts Provisions”.

（23） Daniel Gutmann et al.,op.cit,.p.398.
（24） US Model TE （1996）, Purpose of Limitation on Benifi ts Provisions”.
（25） 議論の詳細については，Suarez, “Thoughts on hte New LOB Clause 
in The Canada-U.S. Treaty” tax notes international Vol.56, No.1, p.39 を参
照されたい。

（26） CRA document 2009-031794E5.
（27） US-Japan Treaty Tecnical Explanation, p.85.
（28） ibid.,p.86.
（29） 本事例は，税理士法人中央青山編『Q&A新日米租税条約の実務ガイ
ド』（中央経済社，平成 16 年）141 頁の Q4 の事例を参考にした。
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（30） Daniel Gutmann et al.,op.cit,.p.400.
（31） US-Japan Treaty Tecnical Explanation, p.86 に具体例が 2つ掲げられ
ている。

（32） ibid.,p.87 に，具体例が 3つ掲げられている。
（33） ibid.,p.87,88.
（34） ibid.,p.88.
（35） 例えば，日蘭租税条約において，ドイツの会社がオランダの子会社を
介して株式を購入して配当を受ける場合，日独租税条約では，10％の源泉
税が課税されることから（同条約 10 条 3 項），ドイツの会社は同等受益者
ではなく，オランダの子会社は，我が国から 20％の源泉税の課税をされ
ることとなる（Dick A.Hofl and and Prof.Dr. Frank P.G. Potgens, “The 
LOB Provision in the New Japan-Netherlands Tax Treaty” European 
Taxation May 2011 p.219）。

（36） Michel Miller, “Anti-Deferal and Anti-Tax Aboidance”. International 
Tax Journal, September-October 2007, p.7. クルーグマン博士も同意見で
ある（Daniel Gutmann et al.,op.cit,.p.401）。

（37） US-UK Treaty Tecnical Explanation.
（38） 増井良啓「租税条約実施特例法上の届出書の法的性質」税務事例 114
号 64 頁。

（39） R.Russo, “Administrative Aspects of the Application of Tax Treaties” 
Bulletin for International Taxation October 2009 at 482.

（40） このように還付請求という方法が認められたことから，納税者は，支
払後には，いったんは納付してその還付請求するとの方法によるしかない
かが問題となる。上記届出は，LOB条項の効力要件ではなく，実体要件
に該当するとの証明手段にすぎず，支払後であっても納付せずに届出書を
提出するとの方法によることもできると考える（増井・前掲税務事例 114
号 75 頁）。

（41） 増井良啓「米国の租税条約ポリシーと欧州裁判所」租税研究 2007 年
10 月号 172 頁は，アメリカのR.Mason の論文の紹介をし，EU諸国におけ
るLOB条項の問題点を検討しているもので参考となる。

（42） Test Claimants in Class Ⅳ ACT Group Litigation v Commissioners of 
Inland Revenue, C-374/04.

（43） Commission of the European Communities v UK, C-466/98.
（44） J.Schwartz, Schwartz on Tax Treaties 2nd ed, （CCH a Wolters 
Kluwer business 2011）, p.42.

（45） OECD, “Traingular cases” adopted on 23 July 1992.
（46） Japan-US treaty, p.48.
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